

國 
必; 
ず 6 

削； 

ら 

る 

〇 

m 

剛 ミ. 

f 

W 

れ 

ば 

そ 

の 

闡； 

必! 

ず 

む 

ぶ 

〇 


剛ミ 

を 

れ 

ぱ 

そ 

の 

國^ 

mt 

mi 

は 

る 

f 

麵 

ら 

弱 乎 

を < 

れ 

ば 

み 

ぶ 


は 

を 

り 


剛ミ 

を 

れ 

ば 

そ 

の 

光县 

や 

< 

〇 

能* 

< 

顯 f 
能 主 


〇 

剛ミ 

弱 f 


は 

制？ 

し 

人 ミ 

の 

> 

助 ミ 

弱! 

< 

能； 

る 

ぐ 

m 

を 

1 ミ 


f 


人 ミ 

の 

攻* 
む 
る卜- 
が t 


"Oh, Sometimes glimpses on my aight, 
Through present Wrong, the eternal right, 
And Step by Step since Time began 
I See the が e & か gain of man" 


と 》 たげん じク ザ 令 と t 

時々 現を の 孤 おを 通して、. 

が歉の 正を が、 もら---- とがへ る。 
をして、 賊が输 がて がが 
心哪 は 、 Y がシ 載んで やまの。 
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美 诲巧 S 明 — 美 SS を 《さ 一 g ち 内容 《 寞 I JX き S Q 附 S — 
巧 《な 含 — 巧 S ま定と s — 馬 巧 S 海丢 1 巧 S ? さ 一 菜！！ 
爱ミま 一 《ミミ 巧へ SV I 致5 犬 蓋す る罢 

第 十 ミ 車 無：^ 新郎を 做ふィ タリー 

ーィ タリ， の gii 載 ：.：... ミ：. ミミ..：： 

かは 巧な に H ■を 化 ふか？ — 案？ か H 蓉 — 一二つ BJe ホ 6 — 《か £あと A 
执 —— を々 H 田の 《* ながへ 

B 二が 化の 巧 エ掀斯 ごこ/?- 

ゥ アル ゥ アル 事 ホ —— 化 巧した か 巧を 貝會 —— 米 のかが •1 が. W の 夕斯巧 « 

帘無 W の理 ♦會ホ g — 巧 ♦か 巧が 一 赛化 ホのを I 巧 吝の含 的# 巧 — ホ 
次— ア巧ホ 巧の 窒化 I 巧の 處 M — か S 巧 K 案ん 一献 — ミ おか なかへ 一 H 島 
《のな ホ 器— おさな S 化— §は をに •ホ— 巧 タミ 
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第 四な 戰爭は 避け 得る か？ 

» 十四 》 敕 二が » が 齡 はぃっ がる？ 

_ がをはを ぜ巧费 ホない か •••ここ ：.：： i . ir ;;;; 

•{甘を S 度 X た 一 r イツ sa な i — R 拥を田 S 芭讓 I 巧容 I 《はなぃ 
I « ホは ホの かれに 入で わら 

U SW の獻 のが かは？： ：… 

五つの 巧を —— 巧 a の义卞 》 お » 巧の# を 1 巧 填を がの 巧を —— 巧 かみが 巧 巧の 巧を 
—— イタ 91 ブ "ブク お 巧の 巧な 1 乂や巧 巧 ホの 巧を 

ミタ 田の 臟 5{献 俯 一 

.水 巧兩 なの 英 H I 英 田と R 況 大巧 —— 巧 田の デ レンマ —— 英の A 力 巧 街 R 巧 —— 英> 

S 度な I r イツ S 5? 含 I 窝 《ホと 巧 K I ♦ 1 e を I ♦二の & 

合 I ♦一二の &を —— 策 因の 巧を 1 太 ホ 巧* ホの 巧を 

» 十 玄章 太お洋 gf 学は 難け 觀 るか？ …… 


辜 


i 


養 


量量薑 


- 日 巧 s ： び鹏 ふか < 


畫巧 戰 ホ SSS3 — ま 蓋 gt I H 受 S 者 SS — 舌？ 巧な 巧 
—S 乏 5S — ？芝 な 巧 SS I ホ 化 防 吏な S ま I 不 i 條巧 
S S — さ SS S 巧 — 化さ 度 寨 S S—S sii 家 旨 本—‘ 
I 含 S 皮 器ナ Is S 外 巧 S — 不 5 S 《寞 —S ま 《せる f 。 

—— 巧 一 《巧 合 —— 第二の 巧を —— 第ー ニの 巧を 


-1 がの が聪 とが i ^ Q 騰 &. 


丈巧 はま* す 得ない— 日 まま？ 亡 ば」 得 そ わを 
巧 I 豪 石 巧 S 人物 R — 規 H ミ 日 わ I B ま 何を 求む ミ？ I 星 阿 Q 不可 g 

« 巧 —— 對ホ A 巧の 耍 贿 


ミ SiUsf 擠爭 がる か？ 


寡 5 妄未 I 涅 S カボミ S — 勇 重 — 星 基 這 力に ♦ 

愛， 1 米 5 es 巧 — H 未 塞 襄の街 《|宋國 の ♦ホ 手段— 5 のま 論 
I 未 Ss 5 t I 一九 一二 九 年 《 S — 窒鑛 ザ 《五！！ 1 55 《巧？ 
ふちの ミー さ 中み 力 S ザ— を 《さま— ま ミミー ミミ 
S 度 —— S は！！ 用 —— •争 ミよ S 争 


.韋】 


■ゴ瑟 


•署 


四 鬆瞄賦 して s がを g へを， 田 ミ 

a 卸を < 目 本 I 巧の が 日と 巧 日 6 —— ラゥンド •チ— プルな のが g I 米 か ホ 巧の 巧 ホ 
な 巧を —— 軍な 會 gR をを のち 米 —— 巧 ホ巧奋 の】 巧 » 1 美田の 黨 大巧 杳 MW —— 米 
■のぶ 大巧 存 ■保 —— 巧 未の お ま 度な —— 美 曲は！ 81 拥政 巧に まって わる —— 未國も 菜が 
« 度度に まって* る 1 英米の 提携は 困 雄 —— か 何なる & をに 巧 携 する わ —— 第一# 11 公 
» を 1 ♦互の 巧を —— 巧 四の 場を —— 第五の みを 1 日 ま巧携 のか » • . 


.一 g 十々 車 正しき 針路へ r 畳 一 

- gl 

軍 巧は 夕想 —— じの 海軍*;* をぶ よ I ホ 田の 芭ま軍 接 S 1 軍 M は 巧み 1111 サム 1 
» 軍の 地方 g 濟救濟 巧 —— 政 あな 巧と お濟 な 巧 —— « ホへ 巧 こむ 

= お しを 蘇へ mi 

人# till して 天分を まて 1 日本 かの か路 1 日本と W 这 —— « 争 fSfS 論 I 天より S 
ぱれた H 民 I « 巧 と軍冉 I グレ— の wa か 巧 » 1 ホ V ちかを « みよ 1 正義の 巧 
» に 載ん 一 巧大 なる H 民 


S む •ま 田 其. 一二が 
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巧 I 巧を 巧 巧は を おな L でみ る 

論掛 のがの 世が 
大® 來 のな 音 

な 1 1 章な せ ホめ 大巧は をる か？ 

.本が が车 世が 
かの 世 ホ 巧爭の 原因 
風爭 が盼沒 

さ 二 章 郁の 巧 S を 聞は る* 巧 巧 機 S 

，半 ま 段む 田な 蹄 盟 
不巧 がわ 心 正 巧を をく 

魚 四 ♦ & のち 機は？ 

ホの 戰 をの g お 化 
K のを 巧は】 义 一二 乂年巧 



でし m 今 


菜 一資を 世界は 今着劍 して ゐる 




4.¢ 申 I の 世 巧 

ぶ 会に 聯つ ミミ， V 策 載が は、 がに もがが しさう をが 獻な 燃が 


ピ- 


、奏 ¥ 


おの 繫 にち 初の が义を わげ たものは g かとい へぱ 、燃く WL 、 斬 
アメリカ であ ミの だ。 一九 ミ倘 十が に啟 ミア メリ カの 挪 おと 


繁籍を 墓と 

も教繁 へと 搬がミ < る ちが 臘 をる 郎が義 の斯 が I 俯と な ミ 
世が には 勢 か G 、 を！： がそれ わら ミ - v 啟り 、議 なる W 載を 變喜ょ ぅと」 ち瓣 恥が は 

ミーつ であぇ ヒット T 龜の 齡聯は その 二で あぇ^ エ變は ミミで ある。 この 一一 一つの が 似 
^乂！ へのな 乂の 皆を 漱 ずる マッチと もい ふ ミ もので、 一 g 繫辦 ちに が败對 へと 態す る 
おれがあミ。 8もをがが鞭1|50#£|で皆 おミれミは、 擊’〇驚がま忘皆 なミた 



» « 々前の « 


からで わる 0 

ガ がその かがは が だに 巧つ てんが t が T たらしめ てね る。 かょ！ 

もがの 義 は、 新 もた 驚と する をのが からが のばる 贿で ゎり、 が 露 藤を かがす ョ I 。 ッ 

パな 田 0 がが 也が は、 やがては？ a ツ パに 次の ん聪 もの 挪 がを 《觀 する が jj では ミた が* g 斯 
にょ ミ かを がされた ィ タリ ふ 藤 繫 かの 黯の 佩を ミち T r ソ パの 霞なる が 换に掀 恥 

を かけこ そ すれ、 これた おがを らしむ る 何もので もない ので わる。 

をて お |一 がには 霞 &る 肢 おがが 1 聪游 グミ ミ 禦は聪 ひ 做る 驚を がめ ミ ゎ ミち そ 
じには が 狐 か 胳に傲 g する 俯 だ おが ホを ぃ、 繁は ぃやが 心 ミ 霖を お ミ がら Q 聪を がりつ 
ミミが 今日 Q おみ ミミ。 ツカ！ ポ ツカ ふ IS を かれ ぱ 、がかが はが 联 脱を つけ ミる の だ。 
をじには滿^^&するがクかのかおぉ臘がが、 一 乂 1 四お驚08碟おミウて、 がの避枚斯に§ 
ひ •『着か J のぶ S で 8# して ゐ るの ガ〇 

か 賢人 美 qSS もす る ミは なぃ。 繁を繫 Kg する最 15 は錢 、 g れ Q 繁 驚かで 

ち 他の妒人でち 1|^たな妝5!を微ずるミはなレ0 線るミ猶らろ |^|^がは^ぉにがの敝斯の 
驚を なし？ ゎ ミガ 。辦 斬は 一九 一四 嚴獻の おしを 媛を ぃやと がふ 馨 ミを も g らホ、 
巧*をがらも同じ掛をおみつ-*わるのガ0 


■■ *4 



••で 


ぶ^ 觀一 として そこ 忆は藤 臘忆 碁と 驚と S 饒 S がゎぇ 聚 をる 巽 義が繁 とし 
と—* •製で ベ 巧^い？？ ル Gr っ f ミょ」 が 豪が EF も’ 

•^^^は艦の眼ミ則獻をミミでゎらミ がミ—のがをとしで、 簾にをけ新れられるに 

けい!! ミ そ 供 ま？ 俯は ョ—口 r パち がが のョ i ッ パは、 妝？ ぃふ 敬ろ とが さなが 
J 0 •巧に 试—れ ミミ ミ 奮は っぶやぃて がふの だ、 奉 一の 齡が 败は滯 に 破— 

つ A わる，！ と 0 

ぶに 3, 。；ソ 2 。いい！ •ぃふ! 平、 ピヤ ホ-ルと ぃふ ピヤ ホ， ル— ぃてみ 雙 、そ 
こに 美つ ミる 人を の 口* かち ホづ ？、 ものは 臘 斬の 鑛 では 
r ぃっが qS 繫 おは 叛る だら え，」 

みから 一 鸦をか 一一 一繁 か？ ミと も 7 ラン K Q 繫 がが 叢す る 一空 ーセ靈 だら ぅか？」 
ミトラ. はぉ .ヶ i 服鴻 皆が 5 だ ミミち 仇： 繫がお 驚の 繫にミ t れたを 
そけ トィ ッ送 ホき が f 、 g 霸 。 P がげ。 け If gf がへ r 

るな 上、 すぐに もを 始？ はしない ガら ぅか？」 


「をれ とも ドイツの 巧 がをおが かげが かする 凹 あ 賊かガ らう か？」 

こたが & る is 邸で ゎ ミち 靈俯 5 もがの 聪 S は 解まない、 撇 るに も攝ら ず、 擊 はが お 斬の 
瓣が ミミ、 無の が 5 どうに もを らミ繁 ミ ゎる ミょう ちを を お -w— がと 傲 じっ V 
わる 〇ガ〇 

*■& さう‘ いふ 蒙の がでは、」 ミを がち 屢 職 に 傲 かとが 齡 のがが が S する ミで ぁ 
ら〇 

不值 ^ > t 

イ タリ I だかち ジョン プ ルの がめ、 をを i がが かや WSQ 據 かに かりを がら、 そ 
の li は 薪を t 澄ん し、 がが がくな を義を がゎ さを ミ、 或 Q ユチォ ピァ 製た 擊 しっ、 ぁ 

る。 がず はが 胜の 巧を たんを をが らも、 獻 まれない イ タリ I の 巧め には】 W も おへょう とはせ をい。 
今に 見ろ、 ザ 私 新が のをが 能を 巧り 脱 かしてみ サるぞ と。 

そうすると イギリス 人は 云 ふ、 イ タリ I は 今 アフリカ 偉 巧の 熙 魔に とりつかれて ゐる〇 脱い H チォ 
ピァを どは 歉 1B だと 菊へ て、 51 めて みがに 啟 がの おかを 踏し っ A ゎ ミち ミに がを ぱ漱 g 
事が を どは もの、 がに も？ ■^ら をい。 イギリス は、！！^ 敬の ため、 t が お 新の ため、 がく i でも イタり 一 
の ザのを お 取 サわぱ をらぬ と。 

か ♦うに イ ，リ 1 んも イギリスん ち 巧に 媛と 化が 心に がぇ て ミ。 だが この 51 おが 脈に 說 & 



る 露と 驚 似が をる にし ミ、， V れは掀 驚屢 脈り かづ 恥* 潑の繁 にはが‘ ベ ものには をら ミ- 
ドイツが がへ ミミ 辦 T はお 酣霸 i ると ころで 脱がに がまれ、 襲が 310 お啟ミ も おはん 
てね ミ gT 底 i とし ミ 霧義 にが 驭 なる をら ゆる も ミ 敬 おされ 慕され ミる。 ド イミ 
解厮 はが* ドイツ 公聲 のかを 撒 抓りが へて 铃 ち？ わるの だち 
こた ぉして フランス だが ろ ドイツは パリの お 狐が ぎ 驚 載を 十獻 にがら さた 髮 た緻ぜ 
をでは t ザ ー郎 ことわる 庶 には、 ミ齡留 おは そを 驚な も ミは をい。 獻に g 窮獻 をが 
ミ? 冷 巧髮 (累昏！ 曼 から 俯與 か。 馨で 驚を がぜ を、 馨〇 かがに ゐ ミち 
ミ 化 治 i 霞 { schur — 宴 Q 毅 ち？ ぉ go 驚が ゐ るし、 ナ三變 勝、！ ライ 
ヒス ごナ如 私 勝に 職ず •へき か 簾 做 も わ ミ！： ほ 驚が 臘 I ： にかを おった お 巧の が斯爱 もが 

一一 >5^ ミミ 薪忆梦 も： トイツ は 幕 俯が で こを、 奪擊 養、 おガぅ ミ I 。 寡 
g を 5 をて は ミが、 いざ 賊 f をち 震と 露篇 がの 薪， 藉を繫 する こ ミ 紫ろ 

I その ドイツは、 イすス のかめ ち ヴェル サイ ユ 俯が の 敵 がと 歡繫 へのが レ もを 於歡 された ので わる 
W £ら\ こ? からはが びら に联 做た おへ、 •又 パ も ミ 幕 雲を 飯が すに かを つ ミミ ドイツ こそ 靴 
W がへ Q を 敗を 糕 かりが へて がちつ t — Q だち 

これが 繫 公が 驚騰 ミミち フランス g は ドイツの 联 做に 胳で援 獻 がしつ、 ミのに、」 




II 世の 历の ■ 


ドイツ がでは^ の 腿を フラ ン ス雕に向けつ ^ゎるのガ。 ドイツの私化の化^^が到をフラ ン スあびそ 

Qi 巧と がをおら ミ Q は髮ミ らう。 於ながら 繁し をった 囊 qS では、 一が も 百 おにみ 
ち 獻胁も 心 断を かめる 脱 敝胁と ミる の だ。 そこには 骄 4 が 齡ぇ规 がは 泼 じて 船獻 ミミち 
さう ぃふ S にが 5 船を 一叢 ミ おれ ぱ、 tv れ はがち にが 聪¥ をぇ 夕祗 す％ 繫 への マッ チと もな ミ 
ちされ ぱ 俯を かがち ドイッの 驚が 繫を ミて 變 するとた がは が繁 S でも 衍へぱ •そ 

れ がが i とを つて、 ザ もの、 聪爭 になる ことは、 巧め て 有り 巧べ を ことで わる。 

ドイツは 辟 かの 靴が をが ち 0、 ゎるの ガ 。その ドイツが をつ とを、 ョ 1 P ツ パの 醇 がが はがら ダ、 
獻 二の Si ! が聪 となる ことは 十中八九 i では 巧 をで ゎる。 

か ミに がは ドイツに とって かがで ぁ ミを ち 講の繁 ミれ ガけフ ミス 做り 和 抓と なる 
のは 巧ら かで わる 0 

化ら ば フランス 化は、 なぜ 的 印に もが 斬た かめない のか？ 

I J 0 この 體に敏 へる には、 龄て脱 83^ 取の かる ディナ， テ 1 プルで なされた がの が li 
爲》0 をが 巧す るの がが 巧 でぁらう。 

■ > I ■ヒツ トラ-は、 报 i 齡 のが ¥ はサ ー ベルで!! 於す るょりか にがが がない とを ふぢ やな 
いわ、 それなら フランス 側は どうす る 巧り なのか？」 


一 8 



♦A でし mi 今は iiM 


まるがおぞがそうぃムち 5?がのフ0\ンス户^^おは鞭へち 

r それは わかりを つてる さ、 觀 * がどう サわぱ をら めと いんことは：：、 傲し 觀 w がそう (ふが 数 
た とら & いのも わかりを 0 てるよ」 

_ その わかりを つてる とい ふのは？」 

一 f ； 巧 日に ミ ドイツ 亿聲て ミミそう してが Q 十認 、ドイツが が ミと Q 繫 なぃゃ 
ろに する のさ」 

「それ & ら 15 がは なぜそう せを いの か？」 

?ガ 驚 ミぃ からだよ— 骼 T は g 援 がの 繁 ミけ れぱ 、版 斬は し ミミ ふが I 義を 
巧へ ミミら ガ ちが鬆 制は 驚 も 驚す ミし、 髮も盗 似 ホを ぃから だよ」 

「それなら 是 のい ふじとは ホち してる ぢや をい か？」 

「否々、 そうい ム もが ホ あして ゐ るのは、 フランス^は 縱 でも 如つて るよ。 繳し觀 齡你に 一が へぱボ 
K イツが じ i 數年 巧に が爭 をし かける ことが わかり、 フランスに とつて は、 そのが よりもが がつ た 
がが ザ 利 ミる ことが が おで ゎるならば、 俯 能 か 晩の かめの 繫 ( pre イ e 良 ミ war ) をして ちぃ 
いとい ム ことにを るぢ やない か ( S 区 ey 田 ud ら eston " war 、 unless — p 夕 51 — 2 )J 
只ガ 今日は 走 だそう いふ 巧 信が & いから ガ とフ ミス 人 さが ム のち これが フランス 娜〇篡 


たなた 
日 ミ さ 幾 V 义ミ 
かは つ そ 
政 どか か 
爭ミ統 のが 
、 活だ大 た 中 ミ 
が •で胶 が 
がわの 平; 
上 li る が洋 T 
のの ネ度 A ま 
度*,’ だの 面 2 
化 a 〇 賊は 
た 度 巧 因: C ど 
占 にを ' 
め 二を 巧 ミ 
ん = す爭ミ 
がの の 

た坦 ミ旅賊 
わ 你 因 i ： 
、 は爭 ミが 
騰 じか 巧! 
敝 れ聪齡 
がそが がす 
、巧 t お* る 
ミ 树* め ままと 
權 2 に 巧 ミこ 
'巧な にろ 
がつ 巧 § は 
力 I た 勘 I を 
獻〇 すい 
困 6 滿 1 る 〇 
、巧 U レと 挂 f 
报 •：を こ 巧を 
が 己 S ろ 閒よ 
巧^ ので 趣た 
が； 手で、 の 
功け に獻教 
等 S 担； も が 
たら そは 
巧 i んれ ' 
ん 4 とは 我 X 
がし 化 •が 
たてに に 
わ 巧 さがを ミ 
遂 3 〇 伤 Ri 〇 


で わるの だ。 

ザが うい ふかが は ドィツが でもち へられて ゐる 。ドィツ だぃち. 

nn ( f ft る « ん & こ 16 ク ミ われ < 二 9 ザ > 0 4kcc ウ 

「が* がを 函 されて 居る こちを してが 等 かの 口* の 下ち が* にか k を 仕向けら る i ことが 巧實 
でもるならば、 が々 の举 巧が も ひか 巧、 B 巧して B 徵の i 巧を R ちがる がが R 巧ぢ やない か？」 
巧芭67 Kud&eston " Imles I 夕 52) 

フランス！！^も.トイツんも同じことをがへてゐるのガ、 巧に巧防のちめの私爭なら、 かにでもやると 
を ふの だ。 ガ がそれ は 巧 ゥ掀が 麻が にお 0 たこと ではを い、 31 ロ ツパ 中の がん ど 瓜ての 团 々がさう 
なの だ。 こ- •にョ i ツ パの！ 4 巧が わり、 敗が のがが" が 巧んで ゐ る。 : 
M 0 tt だが ザ もな 齡 I それは 巧に ヨ I a ツパ のこと ガ と、 が* はもむ してい-- ザ らう か？ 
の* 早 が* のかむ がが おぶ 就は おして お 狐で ゎる だら うか？ 和 巧が 私に 斯 燃され 巧る ザら う 
> か？ 


!• 



に^ 君と！： ひ、 t れと聰 つた麗 恥が i お證 から •トィ' んを繁 し、 ミ繁 を滿觀 する か 6 
に 故 ミ も £繫8*、 餘 C れ わら Si ミ&ミ 號がお ミ g ミれ ミ。 

さ ミム 辦 ひは <? S に S でもが しも 攤り はない。 かお 亞 ハの 醋 ■? は、 驚の 兼、 常、 賊驚對 
を 巧ん がた ろんり 8^ れ襄ら |! ミ、 わるの だ。 驚か 騰を I g 燕 さ ミ、 わ ミは > ッヴ エト. 
ロ シヤ寞 産 もを を 巧 進す るも换 として、 巧 巧の も 巧を が せを する が齡 なる がが であ ミ 
•，こ f を* 3," ッパ 驚と かがし ミたら、 襲齡驚 はい <ら かが 抓で を、 そこには g やかな 辩 
吴 かき 嫩ミゐ る やぅ ミみ ぇろ 制し ミら か 1 にこれ を鬆 して ミち ミは W の 觀の齡 け 

に*!^ ち^べ t ミで、 繁 とがが と 殿骄を 叢と する 肪辦 驚は 瓣 W に 避め を？ わ ミちが 
ま 巧を はがと みられる のか f 

じ ‘ 師糾觀 する」 ぃ 潔の 賦 がと もい ふべ をも趴 が、 蕉繫 ミミで 誌り に 跟れ？ 

T。 ッ パ。 んやア メリ々 が、 擊 ，とい ふが ろた が I に臘 まさをが らもに も 略が 餅 まる ぞ- 

ミミ ミミは、 巧り mi ッパ鑑 のみ 5 ミ。 そこには S がと。 シミ‘ 驗も制 その 軟 
ほと & つで ゐ るの ガ〇 

一日が と a シャ はいつ がふ だら うか？」 


と 

だい 


II 資 々 tt 々 廊 


r 日 ザが ドィッと 語 t がん 巧が ぉらう を ミと も g が。 影が 議ぉ ニー ーー 繫ガ らうを 」 c 
為一 一一が の 歡を しで、。 シ ャは旣 にがが が おく をつた 整、 がに も聪を g めはし ミ だら ミ？ - 
ミ ともお 蠢〇お 4 が おお - i た 一二 四髮ガ らう か，」 

「日 巧 私つたら ま 巧は どうす る だら うか？」 

かゃう ち妝繁 QW は、 お 齡 露わが がと しても、 傲りに 齡ぜ を？ あ ミち 皆ミ繫 
には お霎の お軍於 こ ミちが ミのと も g の ミと も ミミ、， ミア クタ ふ悠 へて ゐ 

かがの な BI & る 蒙ょりも j £ 叢 & る 燃が を證 する ことは g かで わ ミ ま。 繫 へば、 がお齡 
ん面 こち T a ッパ露 ミ も运 かきに 胶斯 のか おたかる がれ も わ ミち 
* ■ * ミ 作 日の かんは 巧が をつ け ミろ 彼與は 『が 俯 J のがが で It かして iQ るの だ。 を 
卒 * れ はが 晏巧的 平 巧で あつて、 かがの 馨 にょつ てが く お 抓を 俄ち つん あるに 抓 ダない。 

ガ がさ ミム かが 繫 抓では 聪 して お 抓は 供 ホれ 换 る だら うを 
ミな 問に 棘が たる M 載を 殿へ たもの が、 ィギリスの 簽ミ 裝がサ ，•エド ヮ ，ド •グレ— 巧 

である 〇 W はいふ、 

午 和を！！#:* んとナ るを の# 一の まとな ミのは、 S がその S 的利舍 S ミに して、 や 巧に おすら 


も* でし iia 々は* たを 


共 巧の 巧 益を 化に し、 この 倍を fct つて 巧 互を な賴 する ことで わる。 不幸に して ド ィプの 軍两 巧は これと だ哥〇 
を 見を もつて & た。 卽ち彼 巧は々 田 民の 巧 反する 巧冉 舟な こそは、 估れ の 田 民に も々 ん畫» すべさ* ホで あるじ 
と、 《ホは 扣。 ss 力に よつ で S み 整し 巧る こと、 ホに キ 巧は 冗を とか、 正？ 得ん とする 委 とか、 又は 
をを などに よつて 将ら る、 ものでは な < 、巧り ザ 保に よつての み 得らる、 ものと 信じて & たので をる。 

R 拥 大巧の B の 巧 因と しては 《つかを 巧 摘す る ことは 曲 ホよう。 ながらを 4 巧 巧を をむ ものは ミろ いふ— 
再 主ち と 寡と が 本と なつて、 を S 爭を延 け！！！ からし 《たとい ふこと だ。 惡 は々 田 民に 安を gs を 巧 へん 
がほめにか巧であるとは、 *56^8巧>者の奸んで用ひる巧菜'である。 がるに資巧の巧呆からちれぱ、 軍備は巧を 
巧 時の 巧を を 典へ る どこる か、 巧で » 巧 をを じ、 S 巧は！ して 巧 巧と « 忌を 化# しめ、 一二 » して «か となつた 

る 3y " IVe 白 ty-fivo y き 8. Vol II •召 • 52 — 3) 

巧 お 机 も か — 慕 傲斯 — 靈 — 撇繁献 —— 敞斯 。これが こ 1 辦の撇 ぃた 掛飯 でぁ ミ 】 
兰阿 おの 難が 脱 ミ うでゎつ ちが 做 も 漁らず と 齡が醫 し 做る だら うち 破ん やお おの 藤は 
巧の 大 於を 旅の 磯が かおに、 獻贼 して ゐる こと も揣れ ては なるまい。 

を もす るに、 を 驚 齡も射 Ta ッ パが 祝と 露、 配 g な臘數 にがを ミろ 加らず 篡な 
る 燃 治 於が 巧 影して、 このが 載を】 觀し觀 るか どうゎ？ 
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香麵 々寒 11 太 


II 大戦 ホの 豫言 

か、 るが 取なる 献 巧では、 が故聪 1 のか 煎が、 ぇて ii げする もので ゎる。 

一ろ 脚 5?の 獻一 かかが がが にがては、 がく 0 か冀 一は、 ゎ、 る繫 のがる こち 
その 腊 かと 敗が 路繁 のが 断、 晦 にこ ひ IV 龄 かま でちが にがお 齡 から 解 
船に か 煎し ちがが かを ことには、 これ か 孰を その かにが ミお庶 の 聪斯 とかが し VJ みると、 解 
舰と喊 がさ にがては、 驚 < ベを!！ J 巧が して ゐる〇 

が ミを 齊 一の か髮が にがてち がに がかの か 煎は 鶴 ミれ、 が S も 蟹 みられ ク わる。 さう 
ぃふ義 を磬 して ミち 酸 斬の も 繁を m , B ッパ とが お 鮮に龄 がする ことでは、 5 れも その 獻 
を 一にす るが、 がれが ホに 巧る かにが ては、 W にょつ てがると ころを おにして ねる。 みあ かなこと に 

は’ 殿斯が ミの の 俯れ をが るに せち ミは 截を がかれ ^ にも 襲して、 驚 旅 ミ 難が 

がと & る ことを 巧 Jc する にがては • 齡 のかる ところ も 同一で ゎる こと だ。 

えづ 3 1 a ッパ t が 巧の 震が 地と する ものから がげ てみ ょぅ。 

モ ♦ザ がて トルコ 駐 巧の アメリカん 巧で わった モルゲン ブ1 巧は、 ポ ー ブンドの コリ ダ I 齡 
ン ツ—酿 が？？ とを ミが づ繁胀 に成斯 がが り、 これが 藤 二の |一 察 胶に獻 M する 繁を かが 


ホ賴寒 

0 «« 
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で Lfll ■今は 


0 • ■ して ゐる〇 巧に よれば、 才 I スト リヤ 、《ン ガリ I 、 プル ガリ ヤ は.^ が、 イ タリ I をで 
もドイツにホホすミ をにがしてフランスは、 ボ，ランドをがけてドイツに5^5がし、 フランスの郎 
が 曲た る 小^®！ SH 、 卽ちナ て ツ n •ス 。1 ヴア キヤ、 HI ゴ IK ラヴ イヤ がは W が、 イギリス やべ 
ルギ 1 までが フランス 俯に お.！ して、 がミ辭 が胶 とを ろ ミムので わ ミ 

ミ か 煎は •报か 脈の 朦が齡 載で ミた 構に がかれ た 

もので わるから， 露 撇に辕 が 蜜し 
墓が' 席# された 黨 では、 S かかが かけた でゎミ ガが繫 稱ぴ ミ 讓ポ披 る J には、 か、 る 
« 煎が 巧 中す るが がが ホる かも なれ & い。 

ル—， ン さ ミが 驚胶 が、 ドイツの 繁 S 毋 であつ た ル-デン ドルフ 繫も襄 の黯繫 

ドル 7 •を撇 いてね る。 

巧の 豫 おした lii 亂苗 K のが かは、 かば モル ダンプ I かの ものと 所】 で わるが、 か ガイ 
言ス だけは ドイツ 供に つく ことにな つて ゐ る。 巧に B シヤ は、 卜ごと 機 郎 して、 ポ， ランドと ル 
—マ ニャを# 巧す る ぉが、！ |露 望は、 恥 はご卜 がから がは アド リャ がに おる 採が ミ裘 でが 解 
し’ みには アメリヵ ミ も かきこ ミて、 抵斯 Q 驚に がず ミミ 驚 於が のが お斯 とを ると いん 
ので わる。 

ミ か 煎ち 椒霞肤 の 城が の難 から 4 サ ちがを かかて を ミミへ ない。 激が の繫喊 が 


1S— 


爸 巧々 ホ 巧 戈 


ち 孫に 齡紙繫 にかち。 シャは フランス のか# する 紙徽错 聽に證 し VJ ゐミ ミミ 

-I ク々— -I ッヵ I •ポッ ヵ I は、 がの 4 .ホ！！ 爭 の齡微 恥は、 ョ I C ッ パでは K イッ 、が お おが 
ミ々 - g では 某で ゎる ミ ひ、 ョ la ッ パの 一 g に 蜡ミ馨 ち觀 ちに 骼 おわに 撇 がり 
太平洋 ホ 面！^ も巧义 して、 鱗 二の 批が 龄 爭 になる と歡 | i して ゐ る。 かは ml 。ッバには 
觀 • i •敬 •お • ^ ぉが繁 がを っ て、 ポ ー ランドの コリ ダ I 、 ザ I ル、 才 1 K トリ ヤ を 晩 んでゐ 
る〇ド イツは フランス の巧巧臟爭を斌れてゐるが、 斬&にして激おがをドイツ^^^は、 フランスががに 

ホい C んび こ，* く ち） レ ぶい 3 つ ミ、 も ミ 

も ドイツに 對 して、 その 軍備 工作を 中 比せょ と、 最後 通 巧を つきつける であらぅ と 怖れて ゐる 。この 
が 巧々 がが 巧碟 したら、 をれ こそ 熙 船 聪 斬の 辕 はがって 縱 される の だと 脈 S して ゐ る。 

【旺 J ユ ツヵ1ポヴ々《の»すは 『巧巧上の»巧己』 iLt 、 巧ホせから譯闲されて&る。 

ス チ— ョハネ.スチ—ルは、瓣1 一の穀ん敝は斯 一 *^5^のものと郎斯、 ォ— ス トリャ脈ちがが 
ルの* の サク 七ツシ ヨン •ステ ー ツ のがから 鞭% する でを らぅと いひ、 齡 も そた は ドイツの 載 

1 僻が 繁ミ ご尤ミ 養が にが 葬す ベ < 、聪斯 の 惑は、 KJ れ 發龄ぱ され ミと 
煎し ミぇ ミ擊は f か戰 まっを、® しが Q が 敗が サク* ッシ 3 ごス T ッ Q がを 縣 数す 
ると いふ 見方は、 かずし もを かなしと はいへ ない。 

〔旺】 ス ナール の豫巧は 『ホニ次«界大《来』 としで、 中々を4|せから譯化されて&る。 
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る わで し ga ホは 巧せ を 


•し 1*1? ベ f いろく §r ミち 觀 めには ジ17ン ご コリ f や T ル 慕が 齡一嚴 i 斯 
•の あ SST されて ねたえ 夕が がでは ミが ダ こ， ブ繫に 撒 ミき ちか、 る こと 
なの 磬 f きを おす 難で ぁ ミ、 誇を がって 臀‘を ド％ ミ献 g なる は 韻く を こに ぁる 
’ 巧 じて 墓 九 面を ホの 義が範 ると 藝 する S 豁の 驚を 概 がして ミぅ 

5^4 レぶ’ 


.? ミ <么 
力、 る ことは 闽反巧 


アウ テン 

9IFQ 

S 


• < n^-li - . < < 当が ニ イジ- ミ*- 1 ミ J 、4> 

^ 巧 人 アゥ テン？ 卜 などは、 パリ お 抓 g 縱の 龍され た 一九 一九 鸦ち麟 くもが 

J * の撤ぃ たが 義繫 は、 ミが 擊 ，f のかが！ 祭の 琴 數が 寧繫 がの e 人 Af 斬の 

巧 幕酿 であ ミ、 を Q 錢をか ミ ある。 

f<VT- す スはミ 賢的龄 カザ 日が 兩 駅® 暮ぉ微 されて、 か 一が と繫 して ゆく ミ、 こを 
巧 回せん が 辟め、 アメリカと 織んで 鬟を 卽つ穀 を かて ミを を I ミが がは、 繁を g ふに 挪 
はして は i— がない かち アメリカと 整を ミろ 做し ィギリスの 巧奶 なる 婆は、 おがの 驳 
ミミ ぉ頭7メ， 为と纔 する ことに 繫 する。 それ ミ か、 7 ミスまで も かが Q 繫に郎 だ 
て、 H がと 微 齡 を哪 く。 

日 まが 軍は、 S 挪ん败 に 載ぶ ところが あ ミち， J の繫 には 繫も袭 がかず ミミ こィギ 
リスは、 アメリカを お掀 にを ミ黨 と聪 はせ、 繁の 農は 繫るガ け g 鞭を 户 しょぅ 


■ a の* « 大 


から •敗爭 は 仲々 に 巧知 がっかない。 

その S に 裝の繫 は、 どし くみ 觀 に龄 おして rV の 與§ をぶ 僻し’ かがを 一義 歡 化す ミ そこ 
で ィギ， K も繫 Q 鞍を おろが お 雙を激 って 裳を 6 っ ことにな ミ 卽ち イギリスの ぷ征 もは 
。シ ャが齡 を 露して、 素に繁 する お繫 の 叢を S ひ、；？ S がが。 シャ からかけ て ゐるお 粮 I 
籍の勸 を lii たぅと する。 をして ゥラル ゃシぺ ，ャ ではが る ミが 驚が 游 せを、 ィギ， kB はが 

裝を髮 ミ 義忆義 し、 とぅ く ！ S 蔡を 器す る こと 忆繁す ミ 

イギリスの 私 後の 目が は 了 メリ ヵで わるから •がポ をが つた イギリスは、 がづ •トイ ツ とがが して フ 
ランスをがり、 又南私にが力をかがした：一^で、 アメリヵに賊って當がする。 

ミが 蔡 驚の 綻聪 、ァタリ ヵは がく イ ギリ K を 跑ミタ おがと もに繁 しちを ミた が 
斯ァミ撇駅は、 ミかがにおち ァジャに龄ける髮^^^酪の繫を赚斬し、 /0、に4がかかがのが 

媛 叢が 鑑をぅ 

—— とい ふので ある 0 

がが は えづ このが が 今から 十 わ 供腑に 書かれた もので わる ことに 街が して 賊 をたい 0 W 觀胳 if がが 
の裴 などは •ミ か 冀に はゎから ゥ觀は ミ。 游ミ ミ繫 にがを ところが ぁ ミは がしが は 
ぁるまい。 聲イギ ，ス の繫 ザ。 シャが 龄を繫 して、 シ ペリ ャは見 もがと して、 わ 狐に 激 はれ 
るを どは、 日ムに 巧を 115 あからみれば、 一が のさ 巧と しか！^ はれを い。 


一け 


も 》 でし IK 着 今な Kit を 


ガ がさ ミム 義 4! ともが とし ミ、 が おの 欺 V にかげ か ミ、 が ミ ミントが が., M れミミ 
はお 也して は る ミ。 巧へ ば おを おりつ、 ゎる ィギリス ザが が撇 露と して、 がが 贼 駅を 败 はせ 
るょぅ、 巧 折なる？^ 肪に 瓜が する ことで なれは 狀 かる だけ § がを がくす， Q ょ ミァ メ ミが 脱 t 
して 日が のか 脚に をせ るな どは、 fj れを 一が の酱 がと して か ミには、 がりに も獻驚 俯では ぁる 
まい か。 

ゥ s ル がに 義 もつてが お ミィ ザ リスの？？ ザ 王 ッチ •ジ ー ゥ H ルズ も^が の 難が 

スり ■がを か ミミ 

1 邮ち一 垄一お Sf にを るち お おはが ザ 巧が 斯に黨 す ミち こ -r に おか臘 斬が 殷 
ミを のま 特の 一二 六輯 には、 慕は： な 瓦 十 8 のが if を搬 かして、 瓣 をが がに 發るま ミが 驚が 
の繫 をる 繫を藉 す ミ ーニ セ Sf には 殿に 二百が のが お ミミ おがへ 載が すろ そこで アメリカ 
もか藝 つて 口が に襄 し、 がお 解では がが のがが 故が が はれる。 銳 るに 敗が は 僻^に 繁サ スミ 
お M も 斯裴を 旅け ミる がに、 m-a ッ パに 繫 して、 一 化 网〇鸦 には 骼 にもが 敗が 撕叛す ミ 
そして 全 斬 ホの 大 がと なつて、 それが 一九 お 0 解 ホで がくとい ふので わる 0 

* ん C 裝は聲 1 が髮 B を義 た ミミ ミ ' S 繫農繫 を擊」 、溝が 繫 

B * 公が を！ || c - i た のに、 が 私に 恥た がん Nathani を Feffer の孩 駅は ァジ ャに紛 て败は 
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■ — ぞ壽 ら ざるを -Must We fighthi Asia: がわる。 

か ミれば、 が 慕聪 斬の 臟 M ちみ！！ 襄の斬 載聯が 脱-となる えで、 ョ - a ッ .ハが が臘に 掀れ 
アメリヵが 和 触に iS と ミる S いを 盤って、 おがは か 恥が 51 驚に 和 ミち ミ縱 一繁と して 
臘 i 齡を飢 贈し、 をを 繫 4 としち おがは 雜齡を も ミ： &れ りと せず、 联 にか 繁齡を 齊 一の 

が洲 苗と なさん とする ので、 やがて まが 巿 蛾からは、 おがの ホ 則は 一输 さる、 で わらぅ とを つて、 そ 
の プロ 七 スを詳 逝して ねる。 

繳 るに 繫 齡賢ぉ がの 擊か獻 を脱雜 し、 S の繫 から 盤辨 する ことは、 攀 のが 啟中駿 
がかが がは る、 Q みならず、 g が 齡 露の 繁换 術を も聽 に编 くこと にな ミ ゆえに g がが 齡 はか 
を 驚の ためと •が" くも 靈の鑛 觀® を 驚す るた ろが がの アぶヤ 酷を g 歡サ ねばな ミこと 
となった 織る に S がは 败斯で 術 ミれ なぃ賦 り、® わ献 の 藉を龄 がする ものでは なぃから、 か 
巧を さし 挟んで 日ん と R が 巧 罔との 狀 ^が觀 でを ると 說 いて ゐ る。 

旅 一が に 巧る のは 日 巧の* 巧で わるが、 がには が 勢は 厅 も聪爭 へと 齡し 載んで ゆ くだらぅ。 ア メリ 
力が熙脈龄を胳がする胁ぇ スナムッン義をくとち おがのも^52^を、 アメリヵは扼お厘す 
る ものでは ない 0 

かくて 日が はん 線 的に 恥 ふ た かかを くされる が、 その 僻 脱は といへ ば、 アメリヵが 知く む ば 做熙の 



ら A でし «巧 をは 巧を を 


こ ぶても ろくな ことは ない、 とか 前して ゐ る。 贈し 跋 にして ミが S が P が擊’ にな ミ 

a r 髮ピ聪 繁〇義 QiV 變 もが 一繫に r ミのは、 勝敝 S ： の 繁おは 

友 * m ,。 ッ パでは ドィッ、 が お It では おがで ゎると かられて ゐるミ だ。 雲 すれば、 が 

橄露 こそ 薦 の 義を 船す も Q だとが-へられて ゐる Q だ。 もし 繁が g 。 がを I 。 
ミへ ば、 さ ミ ふ 見が は狱 らくは 勢の 蠢ミミ も蠻 では ぁる ミ。 

バィッ は f がと して、 觀 V はが づ S がの 繁を辩 へ、 搂 のが m から 雜 なる gg が f れミ 
をち へて みやう 0 

な ミが In ミる に、 日本は 戴を が 僻す ミミ、 そのが をみ 挪が齡 の 搬の繫 にまで さし 颗べ 
て、 これを 换が する であらう とい ふの が、 が惡酸 斯の賦 g とみを ミミ ミ 驗はゥ ユル ズも 二 
ユ，； パブ ミク S 囊 ミチ， ル も： へ ッフて も g 带でゎ ミい ミ g 驚の 驟 のが* には、 
さう いふ 考 へが こびり ついて ゐ るの だ 0 

こ ♦もしも 繫 がさ ミ ふ 農縣齡 をと ぇ 吗龄を こぇて み繫 わに ミ 製の f 龄 ばすならば、 が 
ゃ 叢 I は當 || に較 。得る C と II がで ゎ ミを ぜ をら、 さ ミふ籍 には、 繁は f ずゃ發 してむ 
ミく、 io 驚 載 f が！！ 驳 ばを ミく、 於く とも 微繁 叢には 數 のと 知ね ぱ なられ 


2 !— 


霞麵 々泉 n ホ 


からだ。 ガ がさう いふ 的を 菊へは、 一 かの が 苗 主義を たがいて は、 もが 人は 撇い てね な いとが々 ぶ 
は 巧 じたい。 

做しな がらが へて みれば、 かが おが 人 S にも、# 洗 ホ is のが 功に 醉 ふて、 さう いん 4 が & 載へ を か 
& もな く! 一く ものが ありは せなかつた か。 共產 P シャの ドン キ ー •ホ ー テ まなが も臘 你 やから 能し に 
龄 がくらん で、々 がな 觀脈 をえ ひ、 巧る 活 がを か 見を、 無法な に 化いた ものが わりは しなかつた か？ 

さ ミム 義 が霧衝 がに 峭 ばる X 裝 、おがが 躲辕と ミて、 が裹に 繫が般 るち 驚 じん 

がかを そば かで るの も お 巧は をい销 だ。 ゅ も にがお おが 争を が ダ •齡サ て おボの 立 嘶を が 田^に 政が 
ホし むる 雜 には、 おがに さう いふ も 巧のを 苗がない ことを 明らかにする ことが!： ょりもが 巧で ある。 

もつ ともかくを ふのは、 おがは いつ 4 でも 微 5 にがん ぜ ょと いんが & ではない。 巧が S ? おを 捷 獲し 
俯せて 一城の がが の熙 燃を して •か渐 おの 巧 紙 かがを 供に S しち 期に W ひ め •が嚴 のか 铅を雕 
がして •か 4 がに 5 が變 のをを || ずる ことは、 お 4 の義で わつて、 何も 巧 度す る 鉛 巧は ない。 も 
しがを 化 止ず る ものが あるならば、 それ はん 114 jC 邮〇れ で わつて、 么 にがして は、 巧を とつて 巧つて 
も 俯 も齡づ ると ころは をい。 がむ ベを は' 蘇 子に の〇撕 ダて 换が なをが 前を なし、； 人を して、 日 
がは A 巧の 意 H を Si する かの やうに！ せし むる ことで わる C 

■ がに が* の W ホを そ i るのは、 二 111 •リパブリック おの 拓 がが、 が 两 はおが にがし 
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顏は可 て おがが 笛を 抓へ ると いふ】 5 である。 

■ がの 日 ザには、 繁撕巧 をん て 龄かミ が|1 だと、 1 S にが づけて しきっ だが がに 
ゎる ミ だ。 が酱 それに も 一^は を ミ 於し をミ獸 ミ繁 にも •がが 辦 かは 繫ミ もの だと 
早が K するならば、 それは 盲 斯 でを ければ か!！ であると が!^ して おきたい。 

をの 誌は をち 繁繁繁 をが 衍す るには ミの 渡が ぃろ 一つは が 繁に繁 叢に 巧 
おな 繁 iil つ齡 が備祕 所して 悠囊 かに 薪す る こと、 が一つ は、 城 叢で 驚な 蹤 載を 
もつ がつ を跋 、がふ も i せざる 毯ミ つて、 がの 繁が がを かがす る こと だ。 この ニミ觀 
件が が 4 i るを らば、 繁 S 鎖は 難なる 战亿 がしても 紫 ミ 85 は ミ。 おがが みがが わに髮 のが 
を さし 巧べ た 時には、 おらく はさぅ ぃふ 證が故 ミ も かれ ミ。 微ん ゃ駿雕 のが 變冀 がで、 
か苗か抓何におつゎ力は、 もが0*||<でも&る。 さ^{^ぃふ a がもゎる，，^ら. 狱"^はが《^^に來.，へて 

ゎるが 推藝 を、 品 Q 義と」 て 紙。 かるを 忆は ゅか ミ。 

■ ■* たこ！ リ パプ ミクが の 6 囊夕 にかげ &た繁 の 一つは、 お败 がが 
JJ む ミ證 繫を繁 ずる g に、 が i には 期お磬 の 慕が 故ぇ そのが がの sf ら S 

爭が 中止され ると 說 いた 一が でを る 0 

髮胶と 驚 含薑 if — も S —。 I ち m 靡が f P 管 J るのは 心 
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败爭 の# がで ゎ ミら ち £驚繁の a シャ がそれ で ぁっちが 蔡變ミ ィッ も それ だ。 繁 
も 無らず とおが が！！： 知 to か。 こ Q が 巧を；^ おすれば、 g もを！^ 聲る ものは 馨 おがを 觀 M ずる も 
ミ もぃ ミ。 さ ミム i がが ぁるから’ 觀 W は 繁を联 駅お务 おが、 职ミ證 義の繁 おとを 

ら ざらん ことを 觀 つて 己まない 0 



第二 巧を ぜ みの 世界 大戰は 起る お _ 


I 卒巧 をを 巧 巧 

■ r ミ 盤 0 繁を がまれ ただ、 捕ず ゃが の議を おさ r るを 譽ぃ であら ミ g らば 数 

平 巧 爭 はなせ 起る か？ と。 

先づ弘 巧 Q 世 を 忘しても よぅ。 

ミ 藤は! ぶ：： っ诚 ぶた 撒 て 驚し、 擊’ によって 露亿お しん！。 ミに も 

4 、ド fr 素の > s に 巧つ て、 款^と して 驚し つ、 あ ミが おがの 騰 f あろ ョ ，。ッバの 
绰血腥 。たを％ 啼 ま.^^， へまら’^ のち 躬の i をが る擊 は、 臘 M としてが き 酸らん とし ミミ 
I だい‘^」 善 某 き 主. ぃ： て， のは、 おがに f 、 をはかなぃ 蒙で をぃ か—? 
I 一 人 巧 こ •れ r 、 f ホの 巧ろ 私 か、 憲 .繁 .などを 鑛 して、 繁 解は 繫のお 抓と ぃふ こと 
一^ いいっ 度々 ホ^ 描ぃ^ 蒙； てれは おにな お 寧 ナポレォン 舉 一九 一四 物の が發臘 のよぅ こ、 
k にし ミき な 載襄 はた 歡忆普 g ゥで ゎろ g 」 ミら 裝を I ミを ぱ 、載は 端ず 
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しもが斯を製んガ5ジ養船りには§いてミい。 |?ろゥィリ1 • ジ ？4文が露驚ち繫.| 

のがに がいた ょうに、 『巧 おは 血の 沐 が』 で わるの だ。 

ナポ レミ 繫は その 游 佩で わ ミ ー セ望焉 から K 一 ぁおに 取 ミが はれた ミ繫 は、 議 

の 中 也 がをお かに 染めて しを つたので、 がかに おず るみ 绪 はおん どが 世が に ひろがつ た。 されば こそ 
ナポレオンが セントへ レナに •船が される と、 聪爭 はこれ で 2 つた もの だとが 等は 信じさ 0 たの だ。 繳 
るに あ 十が もがた をい がに i たも や聪 がは が i つた。 邮 ち】 八あ乂 がには、 を 脈に クリミ ャ聪 をが 
がり、 がご 笑 一 似から 六 おおに かけて は’ がろ しく 繫で的 •な 繫<繫 が叢肤 におり、 1 矣四 
ザ 六 ーハ輯 がび セ 0 似には、 プ 。シャ にょ ミ！ K はれを ミの 繫が讓 ぃて お ミ*® る。 

世 •ホ ー九 一四 おにが つた « のサ がが おな ども ホモの W にもれ をい。 化 人は このが 爭を もつ 
■餐〇 て T 瞄带を ホ < する がの 联爭』 と 呼び、 B 供に 18 — を さらした がが の 巧 女 あ も ホ、 そう 
載 • いん 齡 がを もつて 盼目 した もの だ。 51 らば ホ & はどうでぁつた か？ 

ジ 3 ン •ベ I クレスは、 一八 セ 八 巧から 一丸 一八 联に まる 四十 も 脚に、 K に聪 がの なか 0 たのは 僻 
かに 四 お齡ガ けだと がいて ゐ るが. それは】 化】 八が の 化 故な 後に がても 亂 巧で わる。 否 この か肪 5 
がが 巧 恥され た S でさへ も •胶 ホは がに がつて わたの だ。 がへ ば バルト おの 献辕 にわる お B は，。 シ 
卞の 雜が祇 にがして’ 巧 やかを る も 而も 公 燃た る於爭 をが ひ、 これと 时】 の M 瓜に わる 化の 一一 面の が 
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爭 は、 ッご卜 驚に がして がは れつ、 ゎつ ち ミー 化 一八 かを 一十一 g にかけ て靖 はれた を 
巧の 败 r どは、 をはが が 致 おの 聲 かが ミミなら ちが g ミ繫 として 城ず ゃ g 城 はれ 
たで ゎら ミが で 一丸 一 4 には、 ギリシャが •襲の 獻 齡と潑 にょつ ミミ ルナを 藉 し、 瓣 
齡 叢が" の 叢にまで 爱 したので、 叢繫赛 襄 となり、 おに 一九ニ ニ おに スミ ルナが i 

コ 載の 雜 まで 旅ぃた。 

發は裝 競賓 ミ馨費 *囊 で t が、 ミ 夢 g ミが <&囊 一一 衰於 

をみ ざるは なぃ。 g へば 招 忆 かける 雜 、義 qST 中 T 驚な 繁 ザ S 繫 Q 驚 g が、 

がが*^ 巧 巧 件 チ こ 問 私 を おる がが の パ ラグ ヮイ、 •ホ リヴ イャ 間の 臘 も、 护エ政 餅を どは その お 
をる もので わる 0 

12みに 1 聋 善豁、 繁に致るまミ巧はれた肪對の 一 繫をがにがしミょぅ。 

こ 九】 八 i 一 0 ち y ヴ H 卜こ レャに »ナ る 巧 画 主義の « ち ポ— ランドと ロシヤ との 戰ホ 

こ 九 一 A 丄 一一ち ッゲ エト 場夕內 の 巧* 

(一九 一九— ニニ 年】. ギリシャ i トルコの •ホ 

(一九 一九ち イギリスに » する よ ザ プトの ミ、》— ランドの ガリ シヤ K 巧アフ ボンの 巧 だな—、 ル 
I マ ュヤの パンガ 《1* 撃、 イ*リ| の フユ— メ占巧 

(一九二 〇 年) シ 之 《アラ ビヤ 人 に> する 7 ラン KS ホ、 イタ， - S アル ごヤ さ、》- ランドの 
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ヴィルナ 攻巧 

(一九二 一が】 ユ—ゴ I .スラが イヤに 巧す る モンテ 本 グロの 反 曲 
(一九 一六 丄三 ハち リフ にめ ける こ インと フランスの 巧爭 
(一九ニ ニが) ホ 巧の 巧证 

(一九二 一二 年) リトア 三 ヤ の プ ヤヴ ユ ル#な、 ィタリー の コ ル フ炮8^、 ル| ル巧卞のザ事占巧 

(一九二 旧年】 支那の 巧 化、 メキシコ 〇內 a 

(一九二 おが】 ドルフス 族に » する フランスの 度 ホ 

(一を 一六 1110 年】 ぶが S を 田 的苗拍 

(一九二 八— 二 九 年】 アフガンの 巧な 

(一九二 九 年】 イキ シコの 巧 a 、 巧が の » ま 成 巧、 パレス ナナに がける アラ ビヤ 人 0 が ft 
(一九ニ ホ— ニル 年) 二々 ラグ アの巧 ホ 

(一九 一二 〇 年】 ィンドの 內ち アルゼン ナン S 巧 スペインの 巧 巧 ブラジルの 巧 化 
(一九 一二 一— 一ニ ニ 年) 谋 がぶ 上が ホ*! 

(一九 量 年】 パラ グヴィ 、•ホ リて ヤ间の 《ちか エかホ 

かょゥに臘ホはをれからそれと|^つてゐるのだ。繳るにも拘らず、 尙も足らをいもの、ょぅに、 フ 
ランスは 巧へ ず ドイツの なか 巧^ あれて 巧！! に 没々、 とし、 イギリス はが 齡巧 巧のを 巧と イ タリ ー の H 
チオ ピア 傲 巧に 對 して 巧が を齡 を、 イ タリ ー は ドイツが オ ー スト リヤ をが ム 2 せぬ かと、 巧へ ず ダ-三 



か 


I : ぶの >! けぶ、. おブ ii ’ ち トィ ツ if ——、 。 シャ 

は r ’ 東^^^ を 登 磬。 r みを、 おがは"； 乏繁 主ギ ，之 シン ガ 

これが 鴻 娘か^ ま ミ gf を ミ騰 かぶを お r ぃを、 齡ジ がむ 裳は、 をして 

いへ ば、 モ挪 & を 化 あで わるの ガ〇 

三次の 巧 巧 巧 爭の巧 巧 

け* C 齊ぱ のが 爭 はを ぜも ミ， 方を 說 くには、 がづ繫 には 贼齡 と敞 がの ミが わ 
る ことを なべる が驳 がわる。 

: :<!> そ 皆には 皆？！ と繁 。一】 つがゎ る。 襲は ぉ 鷹き 郎 i 。 藝 0 解 i でぁ 
てち 叫を.^? 一 傲を は a ろ— f ごに f 
ぃを を^ 哉爭 け^^した 巧^の 養ち 整が をが ム裝& たた 鬟の麗 でゎミ 
例へ ば^に. が： ミ日壽 風の 抓を の靈を どは、 がか 驚の 私の 驟 でぁ ミ、 鞭 脱 驚に 於け 
る。。 いャ ー!! け 加、。； \ャ ぶが を かかに して、 獻觀の 斬から 驚せ な ミた を どは ミ g 靴で わ 
る 巧の 巧洲大 私では、 せがの がると ミで 繁 した、 がが おがび 繁 おに 於 ミ ドィツ 靴 載 驚の 
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柳 載！ は、 ミ襄忆 皆る のの 麗でゎ ミ、 サラ H ヴォに 於る 叢 蒙の 繁 ミの 襲で 

わる。 がは 又で チオピ T に對 する イタ 91 のが おもが おのかが は、 かで がが のがの 獻跋 でぁ 0 で、 ヴ 
ルワル 巧が は そのの 巧で わつた の だ。 

gtttt 化ら ぱ がの 世み がが は なぜが るかと いへ ぱ 、一が にして いへ ば、 撕 燃を & かしようと 
* と* する ，〇 のち 嫩が たか かしょう とする ものとの 繫 からが ミちが がし <齡 しくい へ 
« ; « ば、 裝 がを どの やうに、 人 日と資 がの が 巧に かが 的が 孙を 立# にわる もの、 がは フラン 
ス のように、 私 巧の が おがむ もの fc とも 巧 も が たものは、 これを 8 すまいと して 微 燃を 4 斯 しようと 
する 夕 これと 说 靴の 黨 にゎる ミ ’ W へば ドィツの 恥を は、 城が の齡； 繫の篇 、解に 繁 

おの 繫を 4 んが 6 を 驚に 驚 J ぃ 。がィ ，，ふ ょう忆 、苗と 議 qS がに 3? &て和 柳を 

立碟 にぁる ものは、 《 巧 かが ヴ かを おけん がを めに、 これが トイツ と 郎齡激 燃を かがし やうと する。 
こ、 に兩 おの 冊に 爭 がが るの だ。 この 爭 は’ もがが 齡 がの 降 S を 疏く龄 りを わす ことにが て】 が 
繁 になろ 8 し ミれ が规し < をぱ る 殺、 がには おがに 12 へて ぶを 辕 しょうと す ミ 脱が’ が 
それ ガ〇 

♦ 〇責 巧を イギリスに とら ゥ〇 がをお 巧した 困 まは、 獲得す ぺ きが もの もを く、% ム ベを】 
« 切の もの たもつて ねる。 現が の イギリス がそれ ゼ 。ク ー デン ホ I フ をして がは しむれば 
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ち帝闻は5|化あぞてが<^れわものをが化するに尙||84紀を難おとする。 イギ， K 化激騰^^私のチャ シ 
ミンと」 て、 が K そ Q が P ふ ミは そ qSI で わ ミ’ 繁繫を j | くる Q も •こふら がが する。 
アメリカの 獻燃 もが や これに 親して ねる。 

これに 反して ドイツの かを は、 パリ の|| 斯 を！！ で. 5 ン KQ 謗さん^ ,5^ なを あはされ ちを の 
巧 主は 削られ、 お 巧 巧の ドイツ人は、 からな くみみ のょうに、 ミ か 新な どは 紙賊 されながら、 觀 
巧に も i 哄 の# 緊に漱 がさせを ちを に藝 をる 繁 おのか 掀を 殿へ で ミて は、 がに 驚と 

いふので そうい ふか 敵は、 フランス がび ミが 断の 欺に お g されて ゐる 。ドイツに 燃で 城が のが 一 

繁の黨 、繁繁 燃の 渡钱 が龄れ るのは ミが で わる。 ドイツ だ觀敗 燃が で わろ その* mg 
化を か 巧す るには、 こを 去が する に；^ かずと 婉 へた 7 ランスは、 繁 駅の 載を と 〇 つ、、 ドイツ 
の蠢を 養にまで 供 如 させち ドイツが 賢が びお繫 かを 脱歡 し、 叢 料 斬の 簾を がげ つけた 
の もで がぶ をはない。 そうい もが おな 俄が をを け ミる ドイツち 讓を豁 せんとす ミは 斬 
ろ 至を であつ て、 フランス がび 叢ち ドイツを 繫 しつ、、 繁 をが 斯サん とすれば する 殿、 觀二 

の斯 亂 繫 if 難を を® る、 を 聲い繁 に ミ。 

イタ？ の 寡 も ドイツに 親して ゐ る。 邮断 も襄燃 露を g ぶ 泉を る 一 脱で あつて、 が‘ たを 能 

主と かがを 得ん とする if がて はがて ドイツに がら ミ。 されば こそ A ツツリ ，二は •鶴を 觀 
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にかけ て、 H チォ ピャを W 服した ので ある。 ' 

お がは 續と蠢 Q 驚忆警 は、 がが が 嚴も款 &窠忆 ゎミ梦 におが 心に」 て龄 がに が 瓜 

せんと すれば' 『おが だる！^ ら ず』 の 説が はぞ らも 敝斬 にして 冀 をる おが 獻瞒狀 は、 載る とこ 
ろに 燃て義 な靈を M 0、 解繫 階へ Q 散獻 さへ も ミ S を 11 を ミミ 顯襄 はこれ が撕 
に肢 つた Q だ。 81 も 難齡 はこ、 忆か ミ。 そして おお Q 義を 野せ をし つ、 ぁ ミが _ 今^ 

の嫩 脱で ゎ ミ 管て 梦ぱ S 繫は んが & を、 磬 とミ繫 Q 黯を 軒る 繫 0 繁に 

立 卸らない とも 化らない 0 tV れ がが おお賦 S でぁ ミち 

gs 裝必 ベた 露 脱 f ミの 鹽 、一を 啟 於の が’一、 脚繫 •の 接、 佩 IT 藍の 斯 

• おのが ち 獻斯を おかす る蔡 のが 敝が t つぇは、 俯 ミミ も斯 ミの 繁 おの 獻 

* * 賢 ある。 ドイツ 0驳が しつ、 わる 髮 Q お 一、 巧 &Q 嘗 Q か S も ミ、 一面 かを 
へば、 繁 おの 繫を 棘て 難を 靈サ をす る お獻に 祭らを い。 

辦を繁 おの 靴 策 脈は 俯から 趙 ミミへ ぱ、 1 S にが 緊 駅の 解’ が嚴 し？ をる とこを 
ミ 蹲を 敬し、 この 解の 簾は 麟 腺の が與 とを ミ 船は たこ、 に辦ひ 鑑と繫 する ことにを 


るので ある 0 




かも 巧は 0 大 H 巧の X を 


おがを 義 駅に S り、 これによ って 難の おを がを 磬 なくされ ミミ お 驚は、 がが ミ 

ミ かに & って 驚が をが むる ことが g めて 跋臘に ミた § 俯には 伽 繁斟で ゎる。 皆に 一故義 

西と1^れば ホかなる*おなをを掌るこを窠ミを、 

品を を 私に かんする と！！ i 時ち ぉ换 品の か 11^ と.^ SI をが 搬く雜 のが 视 とがが 驳 になろ 
繫 は數獻 i 聴の 難を 獻 じっ、 ゎるが 联 域の おし <お がする と ミミ ミち 驗苗 とし 
ミ、 に 衝突が & ミく る。 そこでを を髮 する 農が 叢と をり、 髮 には 薪、 に 梦て籍 を 

巧 於す るよぅ になる、® 爭 がそれ だ 0 

田り り これによ ミを ち繫の 繁你賊 邸は、 繁 凹ミ啟 脱を がて 露に 敝斯 になる 

芭 B ことが わかる。 この W つの 齡 がと いふのは がの よぅな ものである。 

一、 巧 巧’ お 料、 奶あ巧 及 巧 お 上の もがを 龄る ことを が郎 とする 悠が你 g 聽〇郎 粉の が 

がを 峨ふ $髮 と Qi , 露繫。 

一一、 が 靴を 齡」、 gp 囊を 驚」、 g 驚を 著」、 繁を お；^ なを.。 7 も g ； なる 繁腑 
擊辭斯 のが 懈を 破 ム繫 g とのが か你繫 、舞 為の 擊燃 斯 駅に がする 柄を 

ミ 掠 巧の 巧 治 的 をが 巧させる 龄 にを もを る 巧你。 III おの もがを 渺ふ 稅斯熙 との 恥献 跪斯。 


四、 巧對巧 おに 巧す るか ホ 


all の 


悠 かめに 見れ ち KjQji もこ そ S ? •ゅる 繫に 驚か 繁 3 た繁 がゎる。 w が 難 難 g 繁 
你辭 。歡彰 が 起が 一 これ こそ 一器襄 ゎら 一： < 1 ぉ較 si にが' はた 激 奮ゎ〇、 その 

を； 1 W もの 化が が 取に 載る までの 斯鹏 にも 觀 はれ •驚 も 恥 載が しつ、 ゎる 祗をぁ ミ 

プロ ッ をぅ ぃム穀 おの 繫は 、これまで はお 繫が駅 ミミが たか 養 4 繁の 5? がで 

► J 廣 ゎつた が、 日では それが ブ "ック が 推に 戰觀 りしつ、 ある。 

元が か 養を 裝 は、 瓶 も 脈に 4' ける か龜歌 ホる がが が靴黯 幾た 供、 裳を 
i 難して、 そこを か肤 簾の 繫 とする こち 晦にミ 瞒數に 倘ム拟 かの 敌 にが 盤を 旅け てが ち こ 
の襄義 器は、 冀 おに 私 ミ か 雲の！ Si もがが 繁 する 禍は概 かにが 叛を かげ てがたが、 
幫ミ ぅに、 わがを 勝ぃて は •そ ミム S かな .； j がが 驚し 4 をを くを るち 觀 をの 霸は備 一 

♦* なげ 9 

巧が しくな つて 來 た。 

又を ザ おみ 象は、 ミ繫 おがが 繁你 ミミ ゎる タミが が 驚は、 襲の 热お 我がを 斯 
にす るが がの 装。 ホに ょつ VJ のみが がが 取臘で ゎる。 g るに 磬が g 裝 、整斯 断の囊 が jJ ざぇ 
•し < ザ 達して ホて、 ん齡が ミた 巧扳 してく るち* J の 化が サも故 おとを ミが ち i 所がに 巧铅 
がの 麻に 義に 簾され てがた 俯 驚が の繫 も 1 i してし ミミ。 ミ觀 脱と して、 俯れ のが？^‘ 
田を 自が QfeQ を忆 影せ ねば をら a こと 忆 なぇこ、 に 一 が〇 が 壁 か忆證 りした。 



か & ちは！ tfcir •の 次 < な 


なる に 畐の狀 巧ガけ ミ、 自がミ おに ミミ ぉり ミが ま进 ダミ盏 にがす るが 齡 は、 が 
ぶ 上の 化な にょ ミ 巧は わぱ をら たん もも わ ミ そこ ミ、 にが 齡 離には、 鑑の 驚に 邮 つて^ 

田を 脚绩 する も、 ルに 向 ミは、 自 がな 品の 霞を がめんと する が！！ なる 繁が g まり、 g 斬に が來 
る だけ 裳な か 城を 栽な 叢に がむ る こ，^、 ミち 鷄ブ。 ック繁 がそれ だ。 

今日の 世み にがて、 ブロ ックな 巧が がに 巧が され、 义は泌 がさ _ ^ん としつ、 わるものが 脚つ わ ミ 
け アメリカ 合 ホ 田を 中 也と する 巧 北が ごック 、间 イギリスを がが として、 ミ繫 Jig た漱 ぬる お 
帝闲 ブロック、 卿 ソゲ エト こシヤ をを とす ミ！! 辦 ブロ ッス WS がを？ がと する £藏 ブロック 
がそれ だ。 BH にがが にがては、 フ ミスを 栽と して、 が 簾 能 駅を お； 2 るごッ ，で イタ？ 

を 中、 むとして、 が •《こ ンガ， 1、 卜こ がを 載ぬ る ブロック も 驚が すま も咖 をい。 おがは 
今や まがを 据 ごック のがに 郎 4： れ をして 慕して &るザ その 繫 I 俯は 篆に换 た 送なる 
まい。 ミ擎ト イッは、 我 ョ ，ロッ パに 警 、一 2 繁 g がを 脫 がしな がち簽 なる ggy の 
供が、 巧 巧 品の 賢を ホ；® ん としつ、 ぁる。 バルナ ック がから アド リヤ がに 繼 する 觀 一二が がの 叢 こ 
そ •ドイツの 化 ひつ i ある ブ a ツク U がで をる むだ 0 
かくてが がは •これが の ブロックを 獻 として 巧に 撕黎 する の ミ、 か 離が にして がが をが がを 
白己ミ。 ック，^に|;たをして、 そこにも祇繫たがかずる。 か新の繁がそれガ。 C 


因 巧々 巧 RW ft 々次 


« 巧 B 裝沁 ベを のが、 二十 做が に 於 ミ 驚腑敝 斯の敝 歐に搬 はる 驚の 驟 ミろ 
•り 至 お 於して 船繁 なる ち 驚に 於て はが 歉 g なろ か、 る 穀你微 恥 こち 叙には 赋 
ほ 8 S 微微 驚す るが 繫ミ きおす を觀 へち 私繁の やうでは ぁるが、 恥 似は さ 

うで あるから 化 方がない 0 

これを 巧す るに、 凡ゆる 巧が はが 無を 聲ん でね る、 ゆを にもし 一因が 巧大 となれば をる！！、 嫁な を 
沁や うと 妍め るに 雙ミミ 削は 囊が 聪斯 Q 1 麗 でを ミタ がは ミボ 囊に雜 つてが ち 
ミ谢藏 はか だ穀 ミち 臟攪 I を i んが 626 の か賺 がの 繫 、が 驚を 藏に繫 すべを が 
踞 のかが、 を. si に繫を るが §1 恥に 觀鬟漸 のみ 齡 。それが は 拔て繫 のがが をる 賊警ゎ ミ だ。 
ミ 船の 繁 が！！ し 4 れぱ なる！！ •こ 〇變 Q か髮ゎ る蠢は 鬻 となり . SSK は Sfi 搬 が 

となつて •も 後には お 力に ょり 巧龄を 肥す る ことにを る、 が 斯 がそれ だ〇ヵ ルバ アストンは をつた 『敗 
躬は霉 i 5 歡 した i 斬の みでは なぃ •郎 i に 一 撒の 繁腑磬 ミ ゎる。 この 敝 からみて •載は 繫 
巧爭 のが 化した お篮 とい ふこと も 出 ホる J ( c ら veretone : Inte さ ational Eoo 口 〇臣 C Po 一 icies . P . 爸 一) と。 

III « 巧の 巧 巧 

* ■ & 盤 || ベを Q が おを る鬟 Q 麗で ゎる。 g るに をう ぃふ 麗が 私と な ミ 農 g 


^4 巧は 世の ホ < な 


け 因^。 が啼敞 してく るち 辟と しては が一 総な 叢が g 觀 とな ミが もの、 擊 になろ 
. ミ^ こ*のた恥ぷ^‘は、 繁駿獻你を繫を识するものでぁミち を農の麗を臟ふ 

て、 瞧を 上には がか- ><> お 巧 かの やうに g 燃は る、 ことが がい。 

燃へ ぱ 斯联懿 の 繫が觀 の 農 養の gf をった のは. 俯 ff ミと こ i 

おに 1 ii が繫と ミて、 繫纖た fp ぁミ ろて わ； がん 

>が古> |^て_|£養？ Ft *。 ？夢露でゎっを？サ襄 

がの 爲に フランスと 恥は を た。 籍 がの g をち 衡觀辭 露には 讓 『照 繫』 なる ものが 聪 
ク それ ル ピヤの 雨が 乱 品の 一なる がち 術熙が 脱がを 獻 .J たを 隙 ミ もので、 耐 もこ 
の 覆は、 後年 サラ H ヴオ の 露を 載 かした、 解 露 g の 驚の 繁と蠢 離が ミとは いへ ミ 
さう してを ば 巧は 巧陪 晒のを 巧を 化ム jg み ミる とい ム もして 搬箭 ミい。 

一一-^ の 覆を 截 から 救げ f たのが、 一一 哀驚の 霸の麗 でぁぇ ご ル サイ ユの •ハルコ ご， 
から f ら 一一 葛 f の锐 に、 ス ペイ ミ繫 脱® 義ぇ一 ぉ-星の が齡 恥斯 は、 スペイン 祭が 
U リス， の献巧 大^ バ エンキ ンス のがを 抓 瓶., た ミげ 露で わろ W 若を 福す なんて 緊 ひどい 
毎^^* 切られ わが" 人*‘ は A さぞ 驚つ たで わら ミ、 こな TK ; ヤ Qig 薪 _^忆 はお gg 
爭 にが 营わ 一 S 原が 主なる や ミ •驚なる 浪とも || はれない。 が齡 はそう で わるの だ。 
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網は がァ メリ -R の揪お 驚は、 ボストンで 觸 された お 了が が 繁繳で ゎぇ； スに 私け る繁の 
お 新は が 驚 f がし •裳 メィンが の 繁 は、 驚 脱带を f がから ざる も ミ ぉ。 

シ t 黨 がべ たゃぅた 掀かポ おとな ミ 脱 載と なる# がは、 裝は骑 は？！ くなる を.！ れ 
— * ない。 i しながら W へば お のが 街が な聪 おがが と ミて、 繫を 馨す繁 はない と 
ミへ ない。 躬 に联繁 S 0 縱狀 •一が の おが か撤お 职 にかして だんく 龜 にを る與 
5 S とち 5? はか 斷の 热の 聪 斯が緊 づ けられる# 冀 にがて 8 りと す ミ 
こ、 に 1 W とし ミャ ム私 似を がげ て ミミ ミ 叢は、 一が 踩の嚴 がを 雲に ょぇを が 
斬での が！！ となつて、 載 熙が 供に 破 はんとし たがが の 側で ゎる。 

六垄焉 、シャムの 繫が 嫩に髮 がを がする フランスは 、シャムが 駅の 俄かを とお 辩 する 

國 がの 一が に郎 つて 8 たを 萌 みん として' シャムとの 剛に 献斯が がつた。 フランスは シャムを か齡し 
てを のが 旅を 樂 せんがた ろが 58 の联腊 ミン n ックが 橄に繁 し、 備 i 慕 城が を義 して、 メナ 
ン I ： 日の にも がをお 你 し、 た K つた。 

ィギリス も 載 シャムには 靈 おの 卿が 辕を もつ ミミ そこ ミャ ムの 繫啦に 俄か 繁の ため 
これ繁 がの 联 がた S 證に靈 し、 驚が は！！： がに 繫 さた 脱が リン ネットは g を •！！ •ミ ご 

コックに ぞ り、 公妃 のか ホに 敝 じた。 


，かがな 


巧メ ナン 巧 口を 好 巧 中の フランスの j 班が おは もが 中 ミす スの蹤 悠に敞 つて 胁を かお。 

ミフ ランス 繫 がの 轿 かは、 哪ら かに 蒙の 簾に 扔し 、イギリスを 叢す る も ミ わるから’ イ 

ギリス 繫 おの 髮 は、 お 變に g ミが g し 4 る g 孙 がわる。 做し イギリスを ミ 養 胁はサ 

ミミち じれが 谋にイ ギリ KWQ フランス g にがす るぶ 俄は 紙が に 敵 まり、 餅聪 がが がさる、 ま 
でに 栽った 0 

ミ お 觀を敎 恥 ミ ーー 'V トンの が髮は S ちに 獻驳 しち フランス 繁 おのが がは g を こ 無が の 
繫 でを ミち 俯へ イギリス がで 簾を かめて ミち 涨駭繫 なる 變 はがを ミ だら ぇと 
ぃふの が イギ， K 繁聲蔡 で わ ミ。 そ。 ためが 一十 凹議 qI は、？ 7 ンス との 我は 韻れ 艦 
しとぶ はれた 0 

撤るに 聞 もな くご n ックを |の お g がが ち 7 ランスが がの 蒸が は、 おがに 胁を かみい 
谁驚 のが 镑を繫 おがの £ にがり、 み齡 をる 巧が を 欺斯 ホし めた ミを でぁ ミを がが クギ 
リス 巧の 獻 ホ も 和ら ダ、 おに じと なをを がちを はがり おがなら ざる 麗の锐 に、 獻 g が 繁撤漱 
に 巧る ことを がすが 狐で ある。 

* g , らばが のがが が斯の 断が となる ものは 俯か， それは 佩 M にも わからなぃ。 巧は ヒ 
づ A ツト ラ— の ドイツが •ロ シヤの ミラ イナを もがす る ことにが てがるを 如れ ミ。 が」 


H 震々 > n 


c は ル I マ ニヤの デュ 1 力、 才 I スト リヤの ドルフス、 ュ ー ゴ I ス ラヴ ィヤの 了 レキ サンダ 
，王、 フミ K Q ご卜 IQ やっに、 ヴ H ル サィ ュ 2 が。 搬 おもで あり *7 ランス ミ激 が脱獻 をが g 

しょうと する 税黨 qI 載と gg な 靈を微 ぶこと 忆 がて 舉 がが ミ 知れ ミ。 g は；^ ヒてラ 
ふ 恥 ふご 卜 おを ァド 9 ャ游に 煎る 擊 一が お、 5? は S が Q 敬 獻を較 せんとす るが 繫も 
の ぉ 日 包 苗 賢 本と を ミ、 歎が 巧を する を.^ れ ミ。 か Q 献 齡ミ ヮィ Q 解！^ 忆 わるが が 
の ぉん & が、 化 ミな 會 にお ミ！ でも ぉしたら •そ ， si が败斯 Q 脱 かとなる こと も辦品 ミで ある。 

か 上が ミミ tr 败 斬の § がと しては 俯れ も I 赢を じと で わるが、！； が繫 ががく 繫 しつ、 を 
る 田 巧 晒では >それ でも ぉ夢ミ おを がらと るに がが で わ ミ gwIjQ がか ふれ ぱ •これ 私の 
挑 巧 的 i 件は 肿亂 wsjii に 於け tO 义 のかで •ホぃ 禍が がしつ、 あつた ミた 蹤 載させる におが で わ ミ 
か やミ繫 の 船が は、 S としては 觀め てが 破を か 似で を まち 磬の渡 も 載に が蚁 斬を 恥び 
巧ず 可 影が わる こ は 、 A 化 ぉ Q 寸時 もがれて ならぬ 叢で わ ミが に 俯か Q 賊賢 jjl 忆 、がが y 
のち 愤が典 おした 時は 備 S である。 

上お番 Qai 、 もしも t がの お 丈 脈に が一 腑を講 でもが ミなら ば、 驚は どうな ミで あらう 
たこれ を 獻 ム賊 、媒も S 驚 紙 联の齡 化が 斯锭 に郎ミ g かの gg なりし をぶ！！ サ ざるを 供を 

いでを らゥ〇 


- W 


■•1 历 ホ、 4 は a を ft ちの 0 


第 I 二 章 鼎の 軽重を 問は る、 平和 機 蘭. 


一 半身 不 H の 困 RIIS 

變 にがべ た冀 Q 斯麗 は、 雜 Q 繁 i が、 養に 載り 服 Q 繁を g ミ、 に？ てが^ 
し、 tV れ だけ擊 がが の 繫を 管っ、 ゎ ミ か ミ繫に g ては、 がの が聪の 叢を 伽る ため 

これ 巧の 隙 係を な淑 してみ やぅ 0 

年* 不 がづ縱 一に 繁 ホねば ならめ のは 熙驗 撒の 热撇 ミミが がに か ミ お 抓が 鱗の W 
けいけ 載を を职熙 驚は、 ァメ ミの 駿楚繁 ち ィギリスの お 抓靈靈 がの 嫌に を 
〇谎 S をが ひ、 號か がを 繁と して 照の 繁を g はち £ がと ド ィミ 船麗靈 に 

か H が爭の 巧め に齡 に!^ がが がと をつ てし まつた。 

俯 だ A るゃ ぅじ、 お黯 邸は、 が蓉 抓と断 髮が Q 僻 g とた 一爵 < 俯 とすろ がが 驚の お抓 

巧 巧で をる。 

職 ffi がが の齡 がに ぃ ふ、 


V ■蒙 画々 幽す 身 ♦ 


巧 約 田は 

ル？ に 訴へゲ ミの S を 雲し、 尚々 窗に をる 公明 正さる 巧を 規 巧し、 抑を 巧 盾の ななを 巧ナ 
る 巧な Q 班 巧と して、 農 巧 S 巧 S を ミし、 尝 《わ. 0 人 巧 (璧 Q 巧た 於て 正義を 化 持し、 直 B に 一巧 
の條巧 上の 巧# を# 巧し、 巧は で M 巧 g 力を 巧 追し、 且ホ 田の ザ 巧 巧 寧を を 度 せんがた め、 こ、 に圓巧 看田規 
わを なをす。 

ち これ 巧ち W がは •一ん にがては 私 5¢ たを 認 し、 がに がふる におを てす る齡 がに おを、 がが 脈の 

勢 露を ホ 巧 的繫忆 ホ；®、 が驚赋 Q が 撰が なる 購を繫 し、 驚が Qgg を繫 し、 g が 
おの 篆を 驚す a こと ミミ 繫 を 驚し、 かくし T 驚 H がを 靈し 、裳が がの お I 

をが 保 せんとす る ものである 0 

襄が こ-に 熙驗齡 S が 俯を ことが しくが げたのは 、夢に 腑献 ミえ、 が 叢を g ミが 雜 
ミミ、 霎ろ駕 Q をい を議忆 は 傑。 がゎる ことを が ミが 热 でぁ ミ かお こ Q 暴 做に 傑 
りを る こと』 こそ、 今日の 巧扭 を^ 和 故なら しめたが をる 賊 邸で わるから、 こ，， ，ではが づ これから 
就かね ぱ なる ホい。 

■ ■る はいち 盛が 撇の繁 を 恥は た繫 4 がと ミた のは、 にも 號か がを 
• * ，ぉ上げた J でぁるち そし yj いち 號釀は アジ ミ g 酪 でを ると 摩に がが 解 藤 
でぁ ミ 盛の 藤 ミを い。 がに がかの 二眯は 繫に繫 し ミミ 揪 がは a シ 


MMPP 、 ■ か!！ 


ャは 加ん してね る —— 0 掀齡の 指が ホた る ィギリスは、 ー ザに 燃て ちか 洗な 巧との 脱 僻 お、 飽 くま 
でも 獻扭規 めを サ ねばならた 立# にぁる が、 瓜の 一が では、 アジ ャに 私 ける が 席 おかがと して、 
もがの も 戒に反 おする には k し 推しの k がに わる。 さう いふ 二が が 巧た がする ィギリス がが 載が でを 
り、 が ia が献齡 してを いおり、 S 齡は獻 齡嫩た iiSi し 得る 資が はない と。 

ガが こ、 にがへ わぱ をら 》 ことは、 因 お S & は、 巧 も 世 みのお 新に がわり と歡 める 胁り 、それが 
何もので わらう と、 これを お上げても 抓 的 獻を はかる のがが がの も 的で わる こと ガ 。され ぱ こを 齡 
西 かわは、 巧り！ ^が巧^ ぱ かりで な <• 獻 邸が と 非騰撕 が、 又は 如！！ 撒が 郎 がの 睐 i 份躬 にも •これ 
に •巧を だ、 猿を £ぇ とする S がが おめ をて わ ミ だ。 が お簾酪 は、 がふ* でもな く 藤 

の 平 かに 大 をる W 巧を もつ もので わつて、 がに が •浆 •ホ •か •か だけの g 熙 ではない。 もしが が g 
に 化爭が 巧る & らば、 それは をが に 世ん 敗爭 にもを り 巧る もので わる。 さう いふが がの もので わり、 

がかが が 驚 K が* へた 發 、黯が おを S おぐ ミは 驚で ゎ ミ 、 W を 叢す る Q は IS ら ミ。 そ 
れ ょりも 两 がは、 ^齡 はが か 機* 化と しての みがわり やが やで わる。 

■ ■0 がに W 苗に 巧つての けられた ホ 巧は • S 齡 の獸識 がちと いふ ことで ぁる。 

■ ■不 號か おのが 鑛 がが 皆は 簾の 欺 驚が とぃ ムミ 撇り囊 とを ミ。 i 齡が 

J 裳に 靴して が 8 のが かや！！ がを をず 腊範 に、 この 『漱繁 5 j とぃ ふ おが は 驚と を 心 


麵 〇謙 ■々■本 9 ホ 


a I •现 

へ » 

son 


腑撒 をし ミミ ム靈 をが てせ しめた 驚 你隆は 俯かと いへ ち斯 のが 热の繫 
おを する お 紙を がび て おれて 巧た S 邸 そのものが、 ヴでル サイ ュ解觀 による 郵 めら れた 
平巧が、 がを巧をものでゎるにも辦らホバ ぉだ激が解斯に 3 |^がしたことガ。 


< 操 なされ、 そして 撒 巧は 遂には 瓜が みおの がが 山で も わる かの やぅに 和！^ されて しまつた。 

棘® が獻 船. 4 化で ぁ 0 たのは、 支那の もがに 渐ぜ ざる ことで ゎる。 その も縣 をからずに、 料 

g ホん A い > ♦< .a ミ< て> レ 4 C へん I て & 

を もつ て、 撒® 班め を わ 子を 規 的に が洲事 がに をな めんと した ことで わる 0 

み 恥は 一繁 8 の 郎管ゎ ミ、 か撤に S せらる、 が靈 おの 献 •棘とは 5 が え ミ撇が が 

^^にかミ態を皆する赛 0 驚は、 襲叢〇繁がゃが麗とは、 繫に梦を〇鸿をお 
にし ミミ S れぱ義 Ks する 講影露 K は、 驚熙ゃ 蔬断忆 すると 露な 繁 を鑽齡 
を もつて、 S 藝 がを 驚す るは 誕ゥ でぁ ミ、 麟中ゃ 靈 と 殺盼の 露を ち ミ挪齡 をは ミ齡 
繫磬 SqP に繫 されねば をら 巧 この 披に絲 て 驚が 3 - 。 ッ パの 繁 がに 驚 さる、 叢 S 

を その ま、 まがに 齊用 したのは、 胳 かに 獄 邸 の獻齡 和 おで ゎつた。 

だが 觀繫 がの ものな ちぶを 麗 すれ ぱ なほろ をを もつ て 藤の 觀が你 驚と する わけには 
ゅを ぃ。 らば 驚は 俯が ゅを に鉱繫 がを がて したのを 勢は 一 4 を獻 めて ぶを 鑛 J し ミ 
る 做 巧が わる。 




T 丸、 えの 霧魄 ちがの i 蔡胶髮 に 餅 ばれた p 於 ょって 供た る、 お I なる ものは、 

あ： ：れゎ 一! で！ rT " 夢た？ ゎ ii — T は、 繫襄 篇議 が一 

,|5，にん會^5め|をぉミだが、 一丸一鳥の驚ミ 繫が驚して、 こを繫にが*ミ 

I 巧 J バ け^：: ミ t っ ，た 一い义 Y げ读 & は、 f ための 辕 であって、 髮 h ! 載 
巧にまで 巧を が 巧し、 掌を 巧 おし、 暮 ミみ 術を 讓 する 解が でも あつたの だ。 

げ . n •パ 《 pf す 厘を られ fc で ゎ襄、 SK ? が 崖 S 主義の 

ホけ を 拳 &| で ミち f も C 黯 upf しまぃ、 激 

がぉ^^に旣をしてしまミ。 こぉ驚の煤りでゎっち 邮ち駿は號襄がな 

くと も' 震が 

の？^かにわつたのガ。 

a 如 心 嗦糾ぶ は、 ミ 瓣十斯 にょり、 激聽 斯のお 抓を がが すると 躬 に、 旅 十 丸 g には 奶 微か 
の 巧が をを も て； J る。 ぷに繫 はか ぇず鬆 する ミで ゎ ミち 盛 もちを 抓の が 
?してい一そのな>^^1を疑ムする爲には、 義の痕に驚するょぅ、 無十九斯たかかして繫してゅ 
W こ^? 何"^ いも^? であるのに、 撕が はか f して 激潑斯 にこび。 ミて しを つち そして 當 
的に 羣を赴 がをお 巧し？、 も 棘の 繁に 皆て、 お展 f 露サん とした。 こ 之 繫の繁 

が あつたの ガ 0 


eiBM の 百 不身ホ 


お 燕した 機は 齡 めて SK であ ミら、 がに がしく 詳 もし ミ やぅ。 

ミン* 齡 MSh の繫腑 驚を & 渝 する 能には、 これと^ ミな 潑 のでに が ばれち】 
5 辛 和 八一裝 の ナポ) オンに 辦 する ゥインが" かの¥馨 がを 孰 照す るの が 皆で わ ミ 
ミ ー九 一 叫 おのが がが 殿は、 百 解齡に 於 ミナ. ホ レオンに おする 私 取と 疏 斯 、あとして 
がが 城が 腺で あつて、 Si がと も 齡 Q 巧邮に 巧した。 こ、 に！^ 思 蔑と もい ふ ミことは 雲と も 

繁 駅の 驚 一が 鑛 は、 懸が S フランス 撕 ナポレオン 繫の棘 合 んび ドィッ 化み 齡爭 

の截 — を黯 緩に 4' ける 嚴も霖 をる 駅 4 として S が も おして わかねば ならめ 繁 にわ ミ 
こと だ 0 ♦ ' 

さぅいふ黯に驚して、 ゥインが磬3^んガが駅0が治讓夕 駿邸7ラン^お」ミつた 
が 龄 は、 解！！ にして がが が 脱に 僻す る ものが ある。 齡 斬は i が 脱 もを の F イッ にみ する 斯合 田の 化 治 

かと 離 じく、 7 ランスが 懸 に！ S く繫を i おぉ# が、 £ び 驚蒙黨 接を 繁し磬 ぃゃぅ 
驚の おがを 繁 つ、、 ミ をね ミ。 イタ。 ふ繫 には 才 1 スト，* ち ライン ランドには 

プ 。シヤ を 説け、 節の オ ー スト リヤ觀 本 1 デル ランドは ぶを か 蘭に 移し、 これを イギリスと プ P シヤ 
の 繁 ミミが ミを どは、 か、 るを がの が はれで わ ミ、 一 帝に していへ ち 7 ランスの がが 械 
啟墅 6 を S じ tta ん とした も Q で わる。 ’ 
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W ■肿 、化 


ミが 繁 由巧备 《てながで ミた かち その お ナポレオンが エルバを がれて 稱び脱 瞬 駅に 瓶が 
お 時に ち ナポレオン をして 綻； ^ 巧冀 |1 におら おた が、 その か ミ， 夕 ，ル— で髮 ミ、 り 

をい^ ホ ィい靈 驚の お碟 がは が f して 裳され ち ミ+な 蒙に 傲った ごボ 
ン ^の3^ 止 Q 擊ホ忆 ブラ': ルが がが 藉を g せんとし たお ミ、 ベル ギ—が 7 ランスと 
の微 をを f でゐ たに もがらず、 證 をる 繫 酪の觀 がは ょ< ぶた g 心し 做 ミで ぁろ 驚に 龄け 

^ •へ， ルギふ 立# 夕 せみ 尤襄 にが ミオ 1 スト リャと 烦る觀 ミミは 载撕 する を 獻ミ辭 の 
巧 照で ある。 

%が1 一 i 一 f 於：！ 繫 諸！ 一が づ ナポ； ミ 7 ラン Kg を 破りて ぶに が抓叛を 嫩 し、 
旅る^ •嗤 IQ 薑 力ち？ れば繁 し T ぶを 驚 K 繫サん とする 驚 Q 恥き 驚を も ミ、 ゥ 

識 ri ラい， ス を^ 嗜サ しろこれ ミミ、々 才 ，夕 ，ル-と Isfe の 慕との 禍の 一手 
^ 年間、 R 製 やかを 維 おし 沁 たの ミミ 龜 フランスは ブル ポン義 をが する ことは、 やれば 斬 
巧 ミこと ではを ミ タ襲邱 石が と 鞭が なる 歡か のかめ に、 ルィ •フィ ミ プもミ 藍 載 
も ミ お 年に を t れゎ巧 ま繁忆 は、 一龄も おむ る ことは 繫 ミつ*。 これが 廢が敝 の 
だ 年 f に & ミ、 3-。 ッ パの が： 露議 がび ミ かに かける がが 籍の繫 でぁ ミ 
SL * ig るに： 白繫 にが ミー 丸一 阳 おのが 紫 政では、 繫 はが 齡 にがて ナポレオン ミレ 
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パ ランスと & じで わつ たのみ か、 バリ モ抓 の ドイツ の擒繁 器ち 一八 一を おに 
•《 ける フランスと 酣 驚なる-.^ の ミる にも 槪 らそ繫 B の 繁か鍛 は、 ドイツと る 
郵 をが 抓を 獻 ぶこと にが 臘 した。 が をれ のみでない 、•トイ ツ はがには お 抓 S がの お 巧に 與へ されずに 
臟始 がに 抓して 揉戰 してく る こと も、 巧 備に わかりを つて ゐ たが、 之に 難しても 抓 切を る SKSsf をがず 
る ことを なつた の だ 0 

做ら ちオポ レオンに がして がが した 搬饼 困は、 •ト イツに 撕 しては なぜ 失が したの か？ このな 巧 
じ豁 ふるには、 衡 孰の 游舒 には、 アメリカ とい ム觀ミ もが 敢进 して、 齡嫩の 解が をが 巧が 非* お腑 & 
らしめ たを S を がれて はを るまい C 

ゥ 4 ル 世 瓜が 聪當 時の アイ リカは、 が 洲齡 觀に雜 ては をく の 門が がでぁつた。 ドイツ 又は ポ 
ジンの 1 フン ドの 俯れ かが、 ダン チ ツヒと ブロン ベルグを もたう ともつ まいと、 削は 又 巧 巧 巧 
短 * 因が がが しやう としぇい と、 大西洋の；! 燃に わる アメリカに とりては、 それは 巧 題では 
なかつた。】 八】 四 もに か娜 おかの ぶかと なつた が 力 均が お まの やうな もの も、 アメリカ人 にはが 獻 
牛が W せざる もので、 さう いふ ものは サ报& •巧に がわり とまへ がへ て、 アメリカん は牟 ろを を獻 忌し 
てゐ たので ある。 

ミを atr タミ と へい £ ♦い ミ 3 f 

ウ キルプ ン 大巧 巧と その 巧 化の みると ころでは、 ョ la ツ パの « の やかは、 巧 おされない、 巧 五 弦 
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^ •の 巧の おに m かて^る こちぶ が 離には、 製の が蔡馨 勢を ゃちが ff ぃふが‘ たを お 
•1 巧 けっ ミ、 そのん 忆お^ 擊を數 かわ ばなら ぬと が-へち を 賢が を +凹ヶ go 恥 I 齡 
件け!?化*^;ホ今，.バ;卜っぶ"^、 ダンチッヒのか歡、 器シレジャをポ- ランドに獻へる斯：トィ 
ッ巧 主長 自が 的な が 狗を巧 f た夕 これが m がの 繫 とな ミのは、 驚 ミへ ば豁 でぁろ 

U ? ? 11れ 八. パリ 誤が がに ょミ T ロ ッ パの お 抓を がち、 露に がが のお I を 俄っ锐 
■ 0 巧 お 養 そのものは、 かがを る 驚の もので をければ をら ねか， 

ミ-;; ミ； ミ 問題に 對 解が とし ミこ、 に 的く も ミミ 4 げる こを 繫ミ 邮ち裝 
的 ff として \ そのな 化には が おとも 腸に 磐す ミ、 裳を 觀 S の熙 が繁辕 とし 
して、 んがは歡おおからミ繁に鑑するち 脚驚お抓をおとして、 おた熙熙 
を 巧の 訊が 觀 とする か。 

t 載 卜の教 寮て t パ' を 違 •は、 が 一が が pf — IP 瓶 がし たも。 になる。 
巧ガ門 主い ろ の 同迅襄 C がい 髮你 でぁつ たのち 渺鹏ち 燕に なつた まで i 。 旅 
ミ 粉を 卽ち 農斯 思を もって、 4 無の 疑の 叢 お ミし むる 蒙に が-て、 ぶたが 孫 おの 渡 
いすい こと f ; こ >^1 僻 がバは 席恥繁 ミミ、 かガ斯 一の 繁と礙 ミは、 寮纔 觀を 舰 
ふるで に隹巧 的が かわ 用 ふるまが わる ミミ 旅 ーミ繁 にがては、 奮 お斯の 齡ろ がが ボーが 
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にも 自 のが 巧を 觀齡 する 時に がての み、 おかを 巧 俄し 巧る ので ゎる。 

不 ■條 併しを がら、 載】 の龄 合に がて、 を 因は 闽庶が 酷を が冉 おがな 脱と をす さめ、% T そ 
* り 田© お i を體 せらる、 ことを お 誤し、 5? 驚® 燃齡を 削 腑 する たろ 齡が g を 盤に が 

親 供す るで ぁらう か？ この 閒 がは •ァメリカが ヴ ユル サィ* 俯が を 拒を し、 搬扭 への 嫌 
5^! を おおして はが、 齡豁 がみ へられた。 邮ち wffl を もってが 田 おがな 一とす る ことは 辜が お 和が 敝を 
ことが 巧據な てられた の だ。 線ら ば瓣 二の 囲 お備兴 のな A 的な R とする ことは どうかと いふに、 ァメ 
リカが 赖 la への を あを してから 凹が を經 て、 ィギリスが 献 ポジ H ネバ漱 叙が を が おする にがんで 
これ ホが 一と 郎が のが 辕を與 へたので ゎった。 

をれ にも 猶ら ず、 がみの おかを、 隹か のがに おへて 巧たん とずる 巧 力は か g としてが けられた。 ァ 
タリ カが も啤 した^ 敗齡 がは、 さう いふ 目你の 下に 生れた もので、 ー ホでは 之に ょって ワシントンと 
ジ H ネ パの 嘛 にがた かけ， 他の ー ホでは •备搬 め 因を して、 径 S がな は 和 版が がの 載赠 でぁると して 
これに おか 械抓 あを 抓 へんと する ものでぁる。 

觀 らば さう いム巧 力は が 巧した かとい ふに、 觀洲巧 巧が もり、 おがが 獻 巧の 紙 巧 解を 狀斯ゃ 觀吿を 
お； & にかけ て、 がに 靴が をが もし、 傲も齡 橄田ゃ ァメリカは、 S がに おしてが が你が 筋は か觀 、が觀 
が 纪も巧 ひ 得ない ことが 旅が になる と、 なか 你 旅が たおと する 臟 g がに が 成 g がの j | 力な ことが が 更 
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ミら56^^^をゥ、 離はこ 、に誘繁を齡らねばをらね狐みに斷クち 

無 力* こ、 にがて 號 一と 騰 一一の 嘶を に失臘 た H 離は、 がゃ縱 ミ のが 鉛を 辦 fO の^をに お 

2 口：^ 野^ ミ。 腑ち 離を も ミ |^抓を4 椒せ をす る講 m 腑 もに、 備概 i する が 郎の 
が 策を 那巧サ しむる 爲 めの 热 なを 謀 撰と をさん とする ものである。 嚇 るに】 聪縣 齡が齡 
が ぉもされて ミち ミが 你も 繁微に g しち なぜなら 繁の繁 が 觀骄齡 する が 態は、 斬 

獻 おかの 地から、 自 阁の縣 敬を 瓣縱 しやぅ とする ものは】： < も をい、 ジょネ パの お批 你賊對 は、 か 
腑 とを な- のを 議ミ をくて、 巧 巧き， る齡義 載に 齡孙を かめんと する 繁と似 ぉを であ ミ 
fV のが 跟と して、 默齡聯 酷は を かの が熙 ミくて、 带ミ駅 獻郎獻 懈を齡 ろが 狀のお 抓に 辦 たな 辟 
險 をな ホす る# 扼 ミミし まっを 微んや ドィッが 聽漸 獻を靈 してを は、 繫 の 囊は が-く 
地に 除ち、 柳盟 はかち 逝り に槪 § を 知 B してし をった。 、 

ム 巧の 上 取す る やぅに、 献獻嚇 d は 雕の齡 巧を 閒 はれた おに if 斯和瞄 となり、 おく tV の繼船 
16 ほ* を 失が してし ま ミ。 こ，^ を紙ム には！！ 邸の 獻觀を 斤 ふょ。 户 はたい、 と 錦へ たお 撇 

a * た ミの が ムツ ッリ— 二 かの 獻繁 襲で あ ミ 

ム かの 叢獄 は、 ぉ讓 の 解 做 擊品 がは 一垄一 あ賊 iiiS まで 驚 養 梦 と、 十ヶ陳 の：！ 磬 
霉 i ょ。 をる 繫 Q 盤擊 が" を 栽」、 心 ふるに 難が 霖齡と & いふべき 難を 穀 して 5： が 


51 — 


■ ■■1 画々 ■：!：»♦ 


態たら しろこれ た 3 て 断 驚 旅の が 前 その 磐戰 露を 賊敍 ホを する もので あ ミこ、 に gn 
ん新 がを ミを は、 がづお •掀 *4 の 阳欧を H てか斯 し、 をに a シャ のが A を 骄齡 し、 がに 
日が を も 加へ て、 巧みに か 載が 巧 勝を 玻 巧し やうと ぃふので ある。 

> J れ卽ち 斯邸忆 が る 小 KQ が 許 化を が 少し、 理 如 《俯 。 K がが おか t 哪 ミ， J れをも ミ載驳 
審斯を かを をす る も Q で、 一が にがべ は、 靈ミ も！^ ろ お 驗辭亿 おを、 燕を お I : すると 
斯 に、 繫忆 がて は、 雾 も忆努 Q 暮を囊 す ミミ、 さ」 賢 基 t 繁す るた 《、繫 
は 夕が篡 に 供して ちが づお 4 を 傲た をす る ミミろ 銳らぱ 俯 熙が繫 とを ミミへ ち 
小 断み の £ にはた。 さ ミふゎ けで、 この 教に撕 する 賊撕 の おは、 がづ錢 g からが ミ かち 
フランス も ホ この 私には な 抓した、 がしが 粧 ii 巧は、 

ドイツに する フランス のが 巧 巧で あるが そ 
の ♦小： g 繁裳 をて、 ドイツの 力を 巧 大ナる ことは、 フランス か 栽び 换な いところ であるから 
ちがん や ミが 鉛が にえち A をが て ミ マ， クが載 か 51 睐臟 Q S 齡 をる プ a,*, J とな 
つた やうち 拟邮 は繫藍 M の S が 載と をぇ 7 ランス S びその 私 斯を繫 として、 ィタ？ 繫 
の种 もを a らう としたかち* J れ がが フラン ス||の 賦雖 の獻跋 とを つち 
を ミの おは、 がづ フランス がび 提鍛の 照 城に ゎつ て、 がに 立 巧え となつ てし まつた。 

.再び 》 こ、 に驳 つて、 が败 &+ お 脈、 巧 藤が を辕 として 獻献 されて をた ml ロツ パの 巧 
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力ち • 局は、 をく 巧 is つてし まつた。 を こへ •トイ ッ にかけ る ヒット ラ I が！! のが かを でも 觀は 
ベ れて來 たので わる 。フランス はが や 一刻 も® かたる ことが 化來 なくを 0 た 。フランスが 

をまで ミお として 梦て をた 新 盼 驚を 6 きがり にして、 駅 摸の 撕掀做 簾を 競が した 

のは その で わる 0 

mK ンス は、 黯の |{ がと ナチ スの 驚を ミち 繫斬 おしてが 船の 概觀 を靈 ミろ gg a 
ヵル ノ がを 霞し、 が 燃の 祭を 載 おせしめた のみち 熙に y ん で、， 〇れ まで 撕蹤 聲 がに 辦 して 
常に 態 おを 於 私に してを た イギリスまで ももし ホり、 フランスが おの お カル ノ叙 にも、 》1 マ觀 

が繫 にもが がをおせ おち 5? 酱 联臘磬 にも 郎齡 せし ろを して 7 ランス g のがが 聽 がに ド 
ィッを 冀ち むる ことに 齋 しちが 煎を ば、 断驗 酷は 殿に お 抓 驚の 議 たる 驚を が ひ、 

ち ミ A ♦い i ミミと！！ ミぶ 

m I a ツ パは、 フランスを 中、 むと する み 力ち お 主を に 逆 尾り したの だ。 

そこに 觀つた Q が it 繫 ミミ 齡は夢 1 Q 露忆ゎ ミ。 轉ひ忆 も 議は蠻 をが V 机が な 

る イギリスが、 瞄盟の ホ 巧に 立つて お 頭を とつた ので、 撕が搬 がにまで こぎつけ たが、 イ タリ I と-小 
巧'^ かの W なにわる フランスが おえ をらぬ 騰巧 をと るので、 イギリス も か 做と もす る ことは 化來 ない 
その 紀 みは、 こ にも ホ*! 扭 のがが のが おとなつて 现 はれ、 が齡 にがと ぃふ 巧觀 でぁる。 

♦2 上 をを一^すミ、 藤が|5は rV Q 栽做 Q が^{な る に も5^らず、 そこには 腊化 がわつ た 
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に 》 かれ 巧が 待の 巧 的歡 脱た るぺを は. が 立 la 時に 絲て 啜に 無 巧の トーに 數 かれて がり、 
た S ミ 1.1 もに 籍 たた 郵 めら れ たが I ミ’ 微騰 驚で 鑑 さぅ としたの ゼ〇聪 せる 
取 縣盟の だろ は みぞから みぎとが はれて ホた。 アメリヵが 搬 巧への 祇！ を 担を したのは をの 觀 一で わ 
り、 ィギリスが ジ H ネバの おか 獻が 畜を胁 巧した のは その 載 二で あろが 洲巧沒 は その 黑ミ であり、 

が 娜の觀 釀齡は ミ縱阳 であ ミ そして 鑛靈 の錢と 4 H 驚を 械 Is として、 離は® く 8 が 

を みって しまった。 卽 ち姗盟 は船洲 まがが をく とも、 いっかは がみの 載が にあった もので、 船が をが 
は 只 だ これを ザめ たものに 逊 ダない。 

f にも 输ら 夕瓣 叢が f 、 驚が 做 燃と して 離 に搬 f るち 黨の襄 は裴 に繫 
ぉ。 攀は お縱」 た懿驚 Q 鱗を がれ、？？ を 嘶み ずに お ミを 觀 じたの だ。 お がの 離脱 觀を 
變 として、 難 Q 墓が おくが を！！ った Q も髮靠 とい ム敲 はない。 

■《ま がそ 微燃 か败 載は、 撇も すれば 和 泌議を も ミ ！ S ら れがぃ 。臘繁 が 和 驚が、 

早 *s g 驚 勢 ミミ、 驚 繫を gf て かた 繁 i は： トィ ッゃ焉 の 併 g に f て 

に* かく 斯臘す ミが 解で あ ミ 皆 ミら S の 載 お 抓を る ものは、 駅齡 襄の贱 がを み 
敵と しな けれ だ その 叢は 繫 ミ。 郎盼襄 ミを は、 一诚の 藍を して、 i 蟹 qK 繁臟を 

共に がしみ 共に 用 ひしめ、 义 世 がの 巿销 を雕 がして、 自 i 期に おが^の 疵 を!！ ずる こと だ。 さぅ い 
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ふ お!！ をお規 して 世 报のお 抓を ホめ て みたところで、 それは 巧す るに 沙ム のが 朋に過 ダない。 

盟の激 がが それ だ、 の 臘巧 はを くみ 4 のが 巧と なつて しまつた。 され ぱ 騰 巧の おおを 離り、 
これを してな に 世 みのお 抓 巧 曲たら しむるな には' 今が の 現 燃 お 1： がが かづ そのが へを】 獻 し、. がて 
はお 巧 叔義の ムに數 かる i やぅ、 が 十九 化の 滴 用を 脱げせ ねばならぬ。 

二 不戰條 巧の 正 &を8< 

不 ■ • 护が お 抓が 熙の瓣 このが 新たる^ 敗が 紙 も、 が 糕臟撇 と郎斯 服の 做 動を 邮 はれつ、 を 

《は* ミ 皆 ばを Q 麗は聲 とぃ ふろ 離と 襲、 郵 ミれ た 裝 Iq が IqP に 驚 

■ g お & を圓 先し、 獻 も^かを 巧脯 する がを もたない ところから おつて くるので ぁる。 
巧獻胖 巧は、 世 みのもが お 持に 阳 する 載が 思 おのを 作で をる。 勿論 アメリカ がその 咖 をが かして 

0 レ <tt 文い ム r ザつ# < レ t 

からは、 ぞろ イギリスが もとな り、 これに フランスが 抓は つて、 巧 かのを 作と なつた が、 併しながら 
おがの お 想は、 佩と いつても 游 がの お 作で ぁる ことは 粒め ない。 お} C すれ ぱ 、アメリカの 巧が ま おと 
イギリス 〇拟 お ままとの も 作で をつ て、 アメリカが ザして からは、 イギリスの もが も！！ は’ フラン 
ス のな 巧ち をの 爲に ミし くな & をを した。 

〔 K 】 ユ— ゼン. ヤング 巧に ょれ ぱ、 3 E 巧 巧 一一は 南 W スマッッ 巧 軍の なおで もつた が、 ゥ斗ル ソン 乂 巧 巧は 之を 
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たなした ので、 大巧 巧 さ々 がその 巧 案 ホで をる やうに 玄 はれて， 3 る。 w 度のを みの 巧を ゥ 斗み プ乂 とする こと 
は、 ィギリス 自身に とつて t 巧を がょ わつた。 な ザなら、 g 坦は 巧れ 隹持ホ 巧で わるから、 巧 巧 田を かつて < 
れ る。 さう いふ ものを アィリ ヵ 人の 巧ち と 巧して わけ ぱ 、自 々ホに 巧を がい、 からで わる。 (Eegene Young . 

•• powerf ら Arne 江 ミ •• pp . 18— 1 夕 

をに 城して！^ 驚が は、 靈な 7 メミ繫 Kq 義で ゎ. 〇、 511 ，为が ぉとぃ ふこと も繫 
ミ もし 旅範 のが ミ タミ g がが の 1 狐に 轨做 をが サミ ミなら ち 農 績は讓 ァメ， 

力まぶ おの 巧 利と なつた であらう 。無る にも 输ら ず、 そのが it はが 鄉 として アメリヵ がで わつて、 こ 
の おは フランスの 巧 かも、 备 巧の 巧 化 も、 如 俯と もす る ことは 狀 がない。 

不 戰 條 妒人 も 知る やうに、 和 敗® がは その 聪- 觀に絲 て、 

《の ■ 佩が 联 は、 が 露 斯 媛の ミ緊に 無を ことを 4 とし、 がその 術 か 脱齡 に 燃て 
I 熙 みの 髮 のお啟 とし ミ聪 斬を 撇 をる こち 
を臘 おに 就氣 した もので をり、 その 觀 一一が にがては、 

縮が 齡 は、 觀 6 脈に 故る ことを る •へさ 一 嘶の 繫 がは齡 かは、， V の 叢が は 驚の 抓 俯を 哪 はず 
が 薇お啟 にょ ミが これが 齡裹 は辕 をが めざる こち 

• た tA 八 ♦く 

た、 これ ホ «肅 にめ した もので わる。 


—56 



Ha 宙 中、 もは 田を KR め ] i 


こたよ つ ミれば、 が 於 解が は、 骼 一が にがて、 敝斯 をが 鮮が かとする と g に、 断か繁 のお龄 
とし ミ 脱 f 臘獻 し、 齊 病に 燃て、 一撕 の獻繁 紙は、 ぶを お談 お啟 によ ミ繫 する ことを 
おとした ミミ ミ繫 は、 歎靈 が、 黨 おに アル コ ，ルの が g を敝獻 したのと gg であ ミ 
アメリヵ & ぉがさう いふ 化 もを と ミ Q は、 伽ん Q 繁 2 に 化 載を！^ がした も Q と g 蹤 、ョ， 
ロッパ 人は’* のせ 瓜が 敗の が豁 にこり^ したで わらう ミふ销 へがが とな ミミで わ ミ g ら 

ぱ 4 賦巧 約と を复は どこが も ミミへ ば、 が おはが 蔡 ぉが g して 護 おを どし^と 齡雕 する 
に 脚して. 襲は さ ミ ふ g 觀がを もたない。 をが 駅獻の 歡熬に Ig へて 聪 g た JI じ やうと いふと 
ころち 繫の 傲梦觀 がが わ ミ 做し 議 泌が繁 とし ミア ル T ルの か g を 歌め ミる やうに 
不獻 がめ も、. nnjIljQ が亂 による 繫ガ けは、 ぶを 敷め て ミのは、 驚と いへ ばか g である。 
二。® す繫 がには、 ミの 繫が 燃び つけられて， <3 る。 一つは 泌 掛 俯 暴で わつ て、 ^の 
* * 1 っは 裏ム ま的ぉ 乳で わ ミ 擊が邸 腺 蟹から 觀 めて みがと 馈 めを ミは、 泌 斯 
上からで わって、 繁 がが 繁斯 孤す ミは この 掀 であ ミが に敝 對 が 品の馨 によ 
ミ、 g めて 齡 かされ ミは. 霖藝の だら であつ て、 お I 馨 おがが 養が する 哉は そじに 

わる。 

i し ミら 基が がの 繫 は、 がガ ミて 叢が やお 基が おを 競 おにが ぱ すじとは 繫 ミ、 な 
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ザな ち 驚が は臘 S を 和 股と 链め VJ も •か 驚に か AJ かる 幾が ゎる ミ、 露が を もた ミが 狀^ 
が あまら だ。 も を も か •もま ぞ Q が ミを ち 繫は變 された と 5^55」 て も' がなる 載 旅は 

到る ところに が 難と してん 在して わるから だ。 

* 、〇 だが 和聪觀 がの 化沁を おりと した アメリカん の S 叙には、 一つの 鶴獻 がわつた、 それ 
0 a はみ 臘俯 がを もつて 世 ホの 觀 がを がが する ことは、 お 巧で わりが 取齡で わると 償 じた こ 
とでを る 0 

带を觀 S をを らして みゃう。 もし 和繫 がが ー セを Sf のァ メミ靈 啟斯队 旅に 繁で ゎつ 
たなら ば’ 掀叢斯 は 驚した で わらう か？ KJ のか g にがして は、 觀 V はがと 豁 ふるに g 能せ なぃ 
なぜなら フラン K からの おがは、 接觀 がの 雜 に裝敝 となる を だ。 おして g をァメ ，力の 装 
が爭 のちには、 この £ ががなかつた がが であつた のガ 。ぶと 郎巧 に' ギリシャ、 ベル ギ I 、 ィタ 

リ ，、がび ご方ン 叢 Q 联叢 脱を どが 蔡 した ミ、 聲 靈 が おおした 8 であるち これを ど 

も-和 防がめ がわつ たを らば、 が おげ ひとな つたで わらう 0 
さう してを ザァメ ミ 驚が 一丸 二八 おにが 故 g がを 繁 したのは 、難の 游 g をる 態に 齡 
て ち 俯れ の郎城 もが 齡 にがて かがと 域が 魄鞍 3 戦 K 異の襄 に 驚して がると おへた たがは さ 
ミ ふ ミを 載 み i るゃゥ ち繫 器の 俯が ミ 蠢が證 された とがへ た ミミる g ミぃ。 
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繫 f ? 
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— — Sr ' 
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' を て 
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力 > うか' 世* 乂 ミけ 
败 をけ 彼 S が にれ 
爭 f 大 たな 等 t の が 5 ば 
ふ した 力 > 固ミ が自 e 實 5 绩さ 現 [ 
もよ との でら みよが f のかを 
较ぅ こ かで； さ ち 於の は 下 ミが* 
はと ろれ へ 理* 空 ミと に 持 e 
がしで 力 > 、なお f みつを 

お 
賊 
と 
す 
る 
み 

m 
m 

め； 


-——— _ か 、なお f みつ 

化 t た 、を 世* 平：： にれ を 
HK * 。 そ 透 ミホ？： みか 過* ばぐ 
を をれば に 依 ミぎ 、こ 
が こ はね か 件 ミを さと 
かに 到ミぱ けた 力、 う に 
る 巧* ついな 
天 X した ふる 
《巧 〇 〇アの 


す 不* を ごな 
に g だ ホたら 
ち t 巧巧货 T め 


W - 
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つ 


るが 

も の 
の が 5 
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わ が 
る 
が 
、た 
巧 5 の 
をミゼ 
は 〇 
ホ さ妇巧 
上を 言て 
に す 
載れ 
ば 


す が •を L け 見* メ で 
る 
ち 


路* 巧^た よ リ あは 
にの 結？ ヨ カる 、 
立た 和 巧;， I 人 ミ。 ホ* 


ヴ 


の 

ネ S 


か 

れ 


立た 和が， 

つ 公 ミ 、 

平:： 

な 平:： 

み f とには 

se ? 4^ m ’ 

'紙て 目 C 
人 だは は 給 至 
がみ ’自 B 
のち 巧な 化 ミ 
が / 巧5^ と 
か-、 おを 主 
は 、 


の 
で 

は て 
な ゐ 
い る 
0 の 
ア ゼ 
メ 0 

V さ 
カ ウ 
人 ミい 
は ふ 

自 C 狀 を、 て 
が騰並 ミ ゐ 
たが ホ t にに る 
術敝の M をで 
KT m 幸*,’ を 巧？ は 
に め r 巧 t ホ 臨の な 
過* も な ふ 障 ミい 
ぎ ホ ミ 錄て を 之 か 
な 团= を 、の 〇 、 
か 原 •，'も 嫩爲 ミ 曰 ミ 巧 


敗が 
臘が 
ま おと 
に 自 e 
おた 由‘，' 
し を 
て 案 £ 


み 


料 

等专 

の 

燃' 
巧 ミ 

合!: 

理* 

m 

掛 

に 

觀 

み 

〇 

、 

を 
る 
团 ミ 


0 た。 

不 •* 義辕の M 齡はを こに ぁろ S 煎 すれ ザ かがや 變俯變 の 雜の繫 ち骑は 
《の* 雲に 與く解 おのが# を J んが 雜の繫 も、 これを 霧と して 撇游 させ やぅと すると じ 
ろに •が 供の 養が ゎるの だ。 アメリヵ 户 が" へでは、 繁の濡 の脱騰 5、 がが の 
おひは 孩 iSii ミち tv れ ょりも 聲 養で If 繫が Q : 幕を g ミと が豁 ると いふに ぁらぅ が 
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がが の 度が はが 說 したやう にが 公 もとが ii とみ もが 滿 ち- てゐ る。 觀らぱ 抓が なる がが にょって ぶ 
を おおす るかと いへ ば、 斯 も* 備 の ゃうを が 談お啟 ミミち 繁 の 撇に なると 載へ たら 繁、 
俯れ の 恥 も 一歩 も繁」 ミとは* なぃ。 ミが み 驚} 歎義 セる 7 メミ でさ ミ うでわる 

から、 他は おして かるべし である。 

ゅ是 にが 繫 がなる ミは、 S が Qp におし む 霞が、 かがと 域 龄你變 のが g を禦 し、 碁が 
なる 立 嘶に わる 围 がが、 化絲巧 巧に ザん ぜ ざる 龄 りは、 その^ をす もので をい。 

が聪 & めは、 アメリカが あ欧と カナダの やうに、 巧 も おお 棘を 齡 しんで がり、 その 鹏に 他が の 
がが をい ところに はお 用が 化 ホ やう。 化しながら ぶを ョ ー 。 ッパ やおが の やうを 战 パに 臘 がに 渐 W す 
る ことにを ると、 そこには をち に齡 がが がって くる。 へぱ ドイツが や ハン ガリ I が ブル ガリ ヤ： 

を どは、 か 趴と 城が 晚繁 のか 數を かてる も ミは をぃ、 韻聚の やうに、 為 おな 義 にぁる も 
のち 辦巧 めた 甘受して 巧 巧に がんず る ものとは おじて 辨 へられを い。 ゆを にみ 敝 gg は、 がくの が 

* の 舰に霄 3 れて も、 驚 Q が おは、 ィン，？》 燃を ぃ をが K 繁忆を ミゐわ 。され ぱ 
こそんが は、 をる 巧が もが ふれち たと へ おか 你 の 猿お獻 ミミち か齡 の 驚を る挪 がに 殿 

する 蝴 をには、】 斬 も 讓ホサ & いの だ 0 

滿洲ホ ill にがて 日が が 和 故な れた篡 したと 繫し たものは、 この かおを 獄れ たもので わる。 化 



緊 がと 所咚 が繫が もがか おの 簾で ゎる ことに 術が はがを お ふたの ち 

ホ* •み胶 巧^には 繁冀 がなぃ かち ミが は 蛾を にか ダる。 ゅを にじれ にがが を 殿へ 

《 4 * る ミを ミミ J とぃ ふこと タパ， 驚から もがが さたぶ に 期が する もの， が 
< を かつた 0 

C ぶがいの 巧を っける とぃ ふことは、 俯 も繫 がに g を ミミ 5 ミ、 がに パリの お 抓が 繁 
時 か •ら > れてゐ の， だ。 W へばが 繫 f、 繫 おを が がす るが 歌篡を 拟 ける ことを 繁 しわの 
つける と 同が； ミ — の お暮筋 がも 巧を i も ミを ば、。 ン ドン 髮 
叩 房. 4 ラ； が も ザた を鴻 など も、 r •ザ" ミけ！ し！ で わる。？ その 
たよえ ip たのは、 オミけ た* には、 養の 叢 & る藥を かがに 俏 する ことに ミからで 


I それ どじろ か、 みがげ^ い スチム ソン かがが 替た ミを 繫 おがたち 巧の 巧を つけた 
雌い^ < rL ミ" 巧 r ぃぶかの がに が‘ た众み へっ けたと 跳じ觀 脱に ミて、 焉 

nH ' に •別な ぉが" 卽 ^—るのだ案 すれば i 繁 がは、？ 講繁 
^ ゎか 割む-^ けは 皆 サ众誤 ff をして 、〜 I v ! 農に がし てち f 攸 むる ど 

ころ か 寧ろぶ をが をす るが まと & るの ガ〇 


<v«B]£«Mnn ： 


隹 s ょ 整 かべた ミが が 於が がの が おで わ ミを ぱ断 がの ぶが なる！： が 勝が 繫ナる 
ミ* 賊 には、 繫厮は 整に 露が を 叢し ミる ゃ ，〇 にか S けて、 その おはが 擦が の 
•* ♦驚を かの i がの iS で热し ミら これにが ミ かがの 髮をお ホん とす ミが かがが 
か、 が 敗 8 がには、 さぅ いんな 巧が い < つも わるの だ。 

巧へ ぱみ繫 がに ぃふと AJ ろの •聪斯 ミム ことで S かの 繁 の お啟 とし ミ繫ミ ふのは 俯 
をが がす ミち 期は が磬 がで、 繫 げか ミる ことを がされて ゐ るか 聽 のがが ミ、 が T のか 
見が わる。 それの みか、 自が胶 であるか 否かを がむ るのは、 も 燃 H が これを をし 巧る とい ふ、 がめ て 
がが の ごご ツグ かの S がを ミミ ミミち をが が 柳 S 黙 iS されて、 が胶 S がの が 艦を S 
なしにす るの ガ〇 

• •で が一には、 お 5 f とい ム もの-- おがが 皮 巧を ところから 備齡 『聪斯 でない 胶斯 J とい 
なわ ■ム ものが が はれて くる がれが わ ミ 

, へ ぱ搬繁 がに ぇち 靈 離に 熙が 渥に 載る おわる 攀が玻 f た義 には 
襲 か fi が 靈歡繫 の 叢に f るた 製 vg に f るち がは 嚇蔡 がが 襄 がは がが 
の おがに： わぱ なを。 驚 藍 靈龜繫 は 載 わ繁忆 は、 撰 Q おる まで 、 W 
靈襄 にがした 繁 には、 ミが繫 ー ニヶが た繁 する J では、 繫に梦 る ことは 繫ミ (か. 


4IUI 餐 ■« の a 


^±1 解ごれ をが にぃへ ば、 裳 肤が取 おに 殺へ る雜 には、 g の やぅな お游 を かまわで ならね。 
瓜る 很が的 田 f もっ て、 整なる が f 私け る おが おの 聪 J ミぃ とするなら ザ 腺 十一 痕に结 

る’ 作 驚 帮 gssi 夢 f t 談繫 i を ふまずに、 が 

.孰 巧が をと つても 你も かが か とはなら ない。 

ホに 4 •繫 觀の繁 口を 見やぅ 。み 聪が獄 は、 をの 獻 lg にがて、 繁 のお駭 とし ミ繫を g がす 
ミみ ならず’ 驚 繫 露。 た &、 聪 g : 忆解 へる こと も g じ。 が 器 襲 お 
の g — rf 夢 ミ と」 ミ f ミ ぃ力ふ I 

力 がを とつても、 が 忆は養 サミ ことにを る 〇 

をの やぅを 器が わ まち お聪 駅は 蒸の 叢を 薪 をら とる や ミ職繁 が や 和 驚你の 
啤穴墓 Q 惡 Q 皆 さがし - C を f 難して、 g へ緊で わ ミも霸 とはを ミ。 が 

がと して、 こ、 に 『賦 斬で ミ繫』 が热 たて かる© でぁ ミ 
SS ，^ ‘ らば 鑑義 も繫 がには どんを 簽 がわる か， 齡 一には 聪斯 のがが おからの 

5 を撕 がが to 

i 繁が も！^ 驚が も、 擊 ミム こと 忆 脱して は、 俯た 繫を放 がを g へて ミ 
ぃ 。難 如繞 - H ハ 巧では、 俯が お营わ ミが が ミミは、 觀 がが 巧の 冀 にょ ミが むる こと 




I に ミミ ミが 肪 S が ミ敗斯 のが かは がし ミい、 そして 俯が かが 8 であ ミは、/ 〇れ蔡 断が 
一 馨ミミ猎むることにミミミ ^|らぱが髮おから肪斯0がかは裝におミゐるをぃム 

1 に’ ホに かぶる やぅに、 これ ホを つてね をい。 

ゅを に 驚が ゃが 擦が のがが がは、 Si 鬟桥 S に 恤た義 でも •がして 聪 5： たを すと ミは を 
い。 臘斯 をな すと いふ 時には、 W 撒規が やが 故が がの がが たを けね ぱ ならぬ からだ。 そして 聪斯 をな 
すとは一^一はミで， か猿の衍かでかかろ 政驚がのがで霞ろ 蔡ではミか似で奮ろ と 
いふの だ。 を ミ 難 Q おがを S して 辦 は夕髮 のがが を 皆が はミ繁 には、 盤 も聪俯 
が も' みを i してょ いゃら 敷い ゃち てんで わを ミを る。 こ、 にお 斯 ミい 败 がを する もの、 撇 
がが t 。 

辕 らば 肪爭 とは 俯か f じ I には かづ そのが が fc 檢 ベて みる。 

は"‘ 繫 とは、 髮が 巧が を？ {てす る S 斯ミろ ミムのは お fi をのが がで ゎ ミ 
勿^|8かホ面からみたがまにも色^なものがわるが、 心に巧げセものはその|^お觀とみ 
て も 差で へ あるを い。 

がに ぶた 農 寮を が がをおし ミ Q に、 繫 とは、 一一が はこ 裝 Q 断み Q 寮 Q 繫 、がは が 

力に ょる 二 又は 二な おの H みの B 爭 である •とい ふの がわる 〇 この 悠 がは •シセ a かが 3 1 ロッパ C 



の 一 kUI を M 々 j| 


S て 早 ふら おはれて 40、 冀 をる ォッご 《ィ A などち こ Q おが gs をと ミ& る。 この 叙 
ま li 上來 したおを をの 放が にが かがょ っ ミミ 
右の も 力誤繫 に狄 して、 繫 を？！ て寮繫 のが-はる、 燃 齡をゥ とする 歉 がわる。 この 辭もお 
ョ I 。 ッパ ゃァメ ミな どで がふら 棋 して ゐ たが、 難が 黯 までは 斬ろ 装歉で わった g るに 
震を が、 か is ゃ 南が 能跃 S には、 ドィッに がして 震は ぉ タミ 寮が お暖 ドィッの 寮 
と衝 巧す る繁 がな ミミ ミ わつ たのち おが 繫齡 では 嘉が激 くな り、 叙に 縱聽が 載 威し 
てを ち ミ 燃 載に よば、 繫 とは、 おがに 梦 g ひがざる おが 錢昏 の 豁脱お 徽を靖 ひ 貧き 
跃ぉ する 體 ミる (お繫 恥 驚) ミム Q でわミ 
一 午* ■もしも 繫 なる もの 备が を、 一一が は 一一 携の熙 が隆の 寮城繁 でぁろ ミ ふ騰 
W 0 •一の 說を とるなら ちがへ {4 聪ミさ 夕繫瓶 股を がせな くと も 駅が の 愈に 解ぃ 
てが k の 一が がが 聪ム 2 は、 繫 がが ミ もの - u みて 齡ぶ へな ぃ〇雙 て 職！！ 蘇の 齡 
夕獻 ごが •齡 トニが 齡十 一一 駭、 十 冗が 獻 十六 繫に g ひを た臘賢 こた 驚す る ミ 
になり、 巧徽司 驚難ゃ siiT ®、 がは S 酷 露-の' 繫 お、 お謗辕 のお报 をが をね ぱ ならね。 

と 同時にみ 败 なめに もを 反する ことにを る。 

とに uj して、 擊’を も ミ、 おが にがて g ム るを 伴を ぃ费 你お臘 を错ひ 棘ろ こがは 一一 裝の职 
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か 脈の 簾で ゎろ ミ‘ & 一の をと るなら ち 8 のが 幾暮 は’ 游败 、おか 瓶 お、 がは M 防の か 
かを てす る 讚錢冀 のが g れか 一っに より、 燃め て 繫し斯 る ことになる。 雙て授 薪 
の繫 がを ミ も •ミ だ 他れ の 燃を も 震が 巧 はれず、 热驚版 もがせを ホ、 麗の繫 を H て 
する 謂繫 かもが サス驚 どちら か 一が のがが 聪 5116 のかが をが || する 靈 たるが か ミぃ觀 
をには、 败 争が 態は ホゼ がが せを いとい ふこと になる 0 

一丸 ミ ー が の もが 巧が がそれ ガ 。おがは まがに 撕 してが 後 瓶 腹 もがせを ければ をが もして ねなぃ。 
が账聪 のがが を H てす る 你が龄 もが ミね なぃ。 ミ 腑攀を 巧った のは、 が 新 i の斯露 
衍胁 により おかされち 奶 がせる 瓶變 ST 霞の 做 & の雜 の數攘 fg ならを ぃ 。継って 藉と 

しては、 臘爭 のぶ 也を 殷め てない。 

がに が 龍は とぃ ふち 敢斯 i の 繫を觀 むる 瞒は . お 蔡 のげ 脱を 繫 する 驚に f ことた 
おれ、 これが £ がに撕 して、 教败 もせを だば 繁骼艇 も热サ をぃ。 がは 麗 のがが を警 する がが 
衍 かも 靖は ミ。 がが 雕の 妥む ところは •おが 驚戰 ミらずに、 艇 ©If によ ミ繁の 謗を 

がせん とする にあつ た。 

さぅ いふ Sg で わるから、 日 まも 固 si には 巧な ザ規 がな が 力が 亂韵が 巧 はれて ゐ たに も输ら ず、 败 
斯 撥は 髮 して ミミち そして 巧に 繫ミ ぃと 贈して、 おがに 於る 脱 僻も髮 すれち 麻 
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骄 M の 漸雕依 も、 驚と して 霧 ミぇ 髮脱 8 も繫 燃と して 繁 V る ミろ K な# 齡を嫩 
齡 しち 

'かやぅ に、 断髮 於ら の 政 斬の 叙が にさへ、 おが 饒 斯 齡と 燃臘齡 ミミが ぁ ミ、 おが 你脱 
が斩 换 が 微に巧 はれて ち 繫と耕 ホなぃ 繁 もを、 が おが 籍撕が 斯が靖 はれな くと ち 臘斯と 
8する繁もをろ ミふことにをち 俯が俯だか11か5^いゎからなくなミ こ、が職齡が燃やが 
故 S わを 利用 歡用サ をす る もの、 批 ひどころ で、 そこに お 抓 か 熙の觀 拡が ゎ K> の だ。 

■5 手 ホに 燕騰 なのは •が繫 がの 載 一が にぃ ム とこ ミ r 齡斯 のお駭 とし ミ赋斬 J む 
ft でが がで ぁる。 

り 例へ ぱ モン。 1 お 藻は、 ァメリカ 義肤の 断 煎で ゎ 一〇 かち モン a 1 おがの 雜の繫 
は、 繁 の お 燃ミ繫 ミぃ と 一一 いへ をぃ。 做しを がち モン。， おがの 獻 に贩斯 がが りさぅ にを 
れば 、アメリカは、 和 私が ねに 進 巧 するとして •これた 撇 がする ものとは 脱 はれない。 アメリカは 網 
は 葛 紙 QS として、 これを 纖 する こと も ミ だら ミ齡 しながら モご 1 おかの 雜の繁 は、 

右の 自输 がの 範巧內 にお 胁 されを い こと も 巧 保に 巧くない。 かく 考 へて みると、 邮 載とは 何 か熙載 
の もがと しての 故爭 とは 巧を が 巧す るか、 これ また さつ^い わからなくなる。 脱ん や アメリカは、 モ 

ご，おがにがしてか眺2?をかゥ、 ミぷがや||嚴も驚は’ ァメミがががおむぺきもミぁる 5^ 
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とが ふに まつて は齡巧 で わる。 

不 S6 ホに 巧嫩 とを るのは、 が 於 二 依に がしての が 巧で わる 0 
ち 石 0 郎 俯は、】 孤の H な献が 又は 化かは、 おが 的ち 獻 にょるの が これが お理 たがは ねこ 
00 たが 謎した もので わる。 獻 らぱ がに いム ところの おがが も 隙は、 が おなる 忘が に 於け る 

が髮 おの 繫、 邮 ちがが 浙版震 f 巧 ひ、 が 寮厮霸 に 賢る 繁に爺 する ミた がは 鹏 

に 巧 力げ も 欺に おへた C けで、 まだ 於 斯が巧 t もずる にがらない 换 をを もがむ もの か、 とい ふ 疑閒が 
がつて くる。 

一を 一二 お 十が 一十 凹 か、 脱繫 かが 鬟ブ ，ァン かが、 船 8 に龄け るお骇 のが 齡に i し、 を齡 
は斯 のかを 巧 巧の 下に 巧 はれたん かが 巧が、 ド 巧懈お 啟に篇 するとを すじと た、 を 足に がせ ホざる ぺ 
し』 と苗讯 したのは、 S に报 げた 巧 一一が たと つた もので わる。 

これにが して 我がが 4 は、 滿 W 巧 iS は 自が腊 にぶく もので わり、 が 故 依が は 自齡臘 の® 曲を 禁ぜ ざ 
る ことに、 脈が 因 做に 蘇が が 巧 來てゐ るから •がが 联 のげ S は、 所 こがの かがとは ならたい と 
お 殺 ぉ。 

邮ち こ、 にも 亦 ニクの がが が巧么 して わる 0 

■ R « がそが がを が 持す るが なんが 2 にがが なる がには •がの 巧^は 闻 おがを の 聪紛の 心に 
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平* へ 載 かれを くて はならぬ 。做ら ざれち をを 脈 餅し、 こた 脱 恥す るが-驚 皆 •脱 航< 
*#る巧守》むと化左信船のをはもミがなぃ。 も席賊鹏に、 これた^^ナる撇がと械が傲献の紛がなけ 
れ ば、 あかの 齡か齡 はミ繫 をが おし、 Sf なる 整の 簾に ミて しを ミ 
が 載に して S 撒 も |^败£ が も、 驚が％© 聪紛を 就た おめ をた 激繼 がを 繫 ぉので、 をの 
が おこれが のお & 歡 脱は 雕の啟 3 た邮 Si KM ゃぅに ミち 
かゃぅ にも かの 齡 が 脱が S の 啟が た 恥は たが 藍 これを 契す る繫が g ミで くると •脱 
巧は邸ぉ0ぞ4|^時をか'若忆？$&るゃゥ忆を、 联繁！5|^されること忆をる。 5^^が影される 

H ミて ミい 2 だ だい げん グ い * こ 

と、 こ、 に 巧裝的 やかの 時代が 現 はれて くる 〇あ 在の^ がが それ だ 0 

義你 おがは、 敗 斬の 簾で ゎり、 叢 驚 斯 でぁろ そこ ミ I に 俯 おか 齡數 のが 似が 啟れ ば、 
右の 蠻你繫 はがち 忆磬 を® し、 Si にはが も Q A がみ 邮ち擊 にな ミ 

こ A に 如 敗 争の お 肉が i 在して ゐ る。 


地面 麵 々參賴 の A 


巧 四 « 眞 の 危機は！ 

麵 ホの の 震涯地 

■麵* 腺 一一 かが 髮繁 ふが 鉛が 銳 りに 齡 かを っ、 ゎる 磬 のがが にがて、 敝 斯の麗 
® が 摘 激に變 し' おを 豁 にがて、 滞 もす れぱ瓣 儀め を、 赋が i ろく 驗を渐 るが 
= 4 懒 がのを る、 せがに かける 巧 巧 胁巧腊 のがむ がが 二つを る。】 つは ml p ツ パが 敵で、 
ーク はが お察齡 だ。 腑栽 はおとして ドィツの w 酷に よ ミが 驚に 繫 さたが おはが 展觀 
の 8 骄や 日が 獻联 游斯 によって かがを をら れる おれが ある。 

が 私 かなこと には、 ミニっ の S 似が は、 撇か にがても 聪斯の 驚 i で をった が、 孤が にがても そ 
れが 巧が されよぅ として ゐ るのは、 かがと いへ ばかが である。 

■拳を 備へぱ 一 乂一異 の 旅 一 か S 繫聪 は、 載 断 叢の 獻 がに その®. をが した ものち い 
• * サミ 節の 才 ，スト リ卞 、ハン ガリ 1 おがで 靈 した ミミ ミ g るに 磬の あらゆる 
■■•装から をぱ 、が 二か黯 が f 繫 旅と所一 のがが 腑ち靈 の サク セツ シヨ ご 


ステ I ツと巧 せらる、、 才 IK トリ ヤ 、ハン ガリ I 、 ナ エツ n •ス ロヴア キヤ、 Al ゴ I スラ ヴィヤ 

が 面の ダ-三 I ブホ がに 燃て、 先づ义 をが きられる ではを いかと も狱 はれる。 

この T スト リャ と撕 斬を なす ミが か 歌で ゎる。 わ 那は聪 に 幾 一一 一十 セ に 旅て £ か 賦霸 繫の 
戟 となり、 これが 哉に £ 驚 5 はがつ ち激 がに 赖て も、，！ シャ はみ が獻 がの か 恥を がて なぃ。 ァメ 
ミは が。 シャ忆 勢て おがと みがを お ミと す ミこ、 にがお 叢 5： はか囊 Qg とな ミゐ るの 
でを る。 

ミ Q * ミミ、 みお 0 がが には、 がきを 繁 腺を もつ ニ ミ歡影 術が ぁ ミ るに こ、 
8 ミに 街 かを 剪す ミ は、 この ミの 胁が胺 は 巧に 觀 離し、 俯た 一つが がに 辩か 麻に 
‘ド ミす をち 潑 かれ 戰を S の 一つに も繫 して、 が 驚は 議 のが 髮耐 となる こと だ。 
觀 すれち 3 la ッパ とが 恥 おの 俯 ぉ 一つに 臘斯が お ミちを はゃが て 心の 一つに も獻 し 
て、 驚聲 一の が繁 故と なること ち 俯へ ぱ m , ロ ッパ證 にが づ聪 斬が お ミと 驚して みょ 

ミ 義驚 敵に 驚な 孙壓厮 をミ繁 露は、 瑕 かれ 私 かれ 齡聪 斬の 體に をき こを ミ 
で、 が 驚 證は疏 みる ことが 繫 なくなる。 そのが 縣 は、 繁か錯 、かがは S •か •わ 一二 駅の 紙斯 
が左とな。、 やがては7メリヵも^5に^きこまれて、 が慕聪5^と&らざるを4ないでゎらミ觀^ 

はがに がの •世 繫醇 ち® 栽證 ミた 霸 の繫お をみ ちそして そた" 饒がが 繫を穀 
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し、 が 幕の！！ 傲に 繫 WQ 於が" が銳 りに S ミた のは、 俯 だ S 傲に 抓た をる ところで わ ミ 
賊撕 にが 墓 露 もづ かおが をら たと & おし ミミ。 a シャは 靈ィ ギリ K もが ひ 驚 敵に 

引を つけられて、 載を にょつ ては 聪爭 の齡 中に 巧ず るを がかな くされる ゼ らう。 その 齡 脱は、 ョ la 
ツパ のが 力 均衡は こ、 にを く 也れ、 おぐ すね 則いて がちつ、 をる ドィツは . が こそ 龄れ りと ばかり 
ちフ ミスが ミの 叢で！！ シ ャに祕 つてが びか、 るで をら ぇ腑ち こ、 でも 娘繫 は、 一が か 
ら 他が へと « がつて ゆく ので わる。 

日 ミう に、 がが のがが に激搞 する 一一が 傾が 酷は、 に* を も ミミ わる。 8 らば 
* C 1 巧が 日が の 巧には、： 一つの S 俯れ が ホに 掛か！！ とを るが がが 棘 でを るか.？ 

もしも太：户洋のお|8が異常なるが躲がをみせるにホだち、 かづ斯二次恥^敝斬がが攒 
する か、 又はみ にも 狀攒 しさうな 獻 おを おがが 現 はれた としてみ ょう。 か、 る 新が には •装 か 風郎は 
か 州が 面に 引を つけられて、 义 化た がみる ことは 吹 ホなくなる。 脱ん や 一が m I 。 ツ パに 鹏斯が 船る 
をら ば' アメリヵ としてもを かたるた みたい。 その お 載は まがに 龄 がして、 支那 も游掛 が俯齡 がを と 
るを おがを くされる でを らゥ〇 か、 る おが にがては， ィギリスを 引を 巧つ てが がの 共 郎鹏獻 を’ 龄 り、 
かくして おが Q が獻膳 とする； ミ Q 繁 も、 辩ひ脱 驚と なり、 慕に i する 叢は 
これを 差が へざる を 供なくなる。 ホ Jn すれば、 が « はおが の 巧 柳と をり、 Sfg は齡 かお おが 齡を でも 
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ホ e ねち t ぱ 日 5 

に 航*^ ぱ 巧を ’ こ ネだ 
ぶ" ら なを ミ 穿たれの 
ぷば るを S にを. 
る こ を な ミ 苗 ミ 反 ミの 
このいて は しを 
と 二 0 日ち 職て 文 
、 つる Sc ’ 本 ミ 巧で 巧た に 
しの 形 ごを し 二な 
て 佑； が 巧* ての る 
'ち 》 の#; 日 ミ 巧 ミの 
が がかぃし か 巧 li ■で 
には 巧に、 を 巧 ごわ 
は •に 解か 爭 きる 
ホ •俯； よは 間!！： が 0 
づれ〇 又 ミ剌 L 巧 ミ 
g とがて ま レ がら 
の ホ ミは 那* しな 
危 •に ，や 、い 
巧’ が。" 載 •か 

は ft ムシ シイ だ' 

い 雨 》 ャ ャは义 J 
つとは た 巧 5 は 
联を 勿 ミ 巧で げこ 今 S 
到 ミる 論^ filf なす に 
薄な 可* ま し し も 
す 能？ 巧* てて 起さ 
る 性； も ’曰 ミり 
かが 亦 ミ 日 ミが そ 
を わ 巧た 本ぞ のろ 
巧 だるに の 均 ミな 
巧 ミ か 脱 東 ミ 等 t 齡 
し， つ 洋て 獻 惡ミ 
てこ < 史 な 軍ぶ を 
みの こ 巧 f 力！ 形で 
よ閒 ミと たのが 
ウ 巧 5 なが ミ 巧 J が 
。に しが ホ ミ 現 ミ 
巧た とすを は 
す もる 巧 J れ 
る お r もへ を 
からの 、 I な 

を ミな と 义ミご 
は い考 ミは な 
速 ミ 0 へ 逆 f ら 


二— の g 機は _ を II 九 年頃 

が々 は 巧に 今日の 世 恥には、 m , a ' ソパ とが おお ミち 二つの がさを 驚 做 か 燃の がが が ぁる こ 
■とを 說 いちを をが がの 裳から を ば、 二つの 麗れ がが にが か 斬になる にして ち 繫撫ミ 
• せ瓜大 もは をを が 來 にがては 巧れ 難き 巧 命に わる やぅに も あはれ る。 がら ばそぅ いふか 巧は いつが 
たにな つたら ホる のか？ 

^ 000 がが 繁華 W 郎 齡の薰 がは 脱 驚 驚 ミ ばれた 一 垄一莫 おのか かにが しご 
• * ® ホち たょ ゥボ 。かがは；！^ にわら でて がろ がに わりと ミ 喘へ を ミる 僻で ぁ ミ 


73 — 


巧 年 だ 


梅 ft ならば ルに おする お 巧は 妓 くが がした かとい へば、 狀 して さう ではを い。 

* か a ミ ひ ミ e こ 立 たい ミ レん け かふぶ 々ミ L ぶ* 

世には W 記 非常時と いふ 音 繫 におして、 おりに も 神 も逊が だと#: 紙す る もの も ある 〇試旣 をを めつ 

C いこ くぶ わい ぞ よけが くわが 乂 若 V A な 6 《ミを なんたい お 

つを る乂团 がの お 巧と して、 神 も 孤 ㈱ をぶ むる を ホなら ば、 がを とがかず しも だ おせを い。 併しな 

につ こ < •いて • > よ a ぷ • > V ^ れ^^ i si I， 

がら 日ボの 图隐的 は、 お 巧と 巧ぶ 程の 危 巧がない となんが ホなら ば、 が* はがを ぶふして その 蒙 
をな かねば ならぬ。 

聪械 にいム ならば •胳洲 かお 獻聪の 巧 私は がしく かがの がが にわる もので、 そうい ふが がは 今が に 
絲ても 何等 献 消して ねない。 否 今日は、 字ろ お All のな がに ホガつ 一時 腑の献 がに も 比すべ を もの 
で、！* の 危なは これからを ろ'-^ とみ 速を 巧して くるので わる。 

* ! が々 のが ると ころに ょれば、 皮の 危なは 一九 一二 化 おがで わると がふ。 輪ら ぱ 何が ゆを 
は r わ に 一九 111 化 もがが 巧の 危なで あるか、 それは 速み にか ぷる こと、 して、 こ、 には 先づを 

巧^ 齡热を がれして みょう。 

ミ A <2 けい こんに〜 へ •ぶい な ち， だい n さ 

日 巧の 巧な は 今日 平が では あるが、 一如を 銷れば 至大なる 巧夕を おを する がれが わる。 これ 一に プ 
ヴ王卜 •。シ ャの盼 is おとが 似が 巧の 觀 がで わつて、。 シャ にして この 一一つ のがが を 化が せざる 巧 
り、 欺 この 日露 私爭 はおな おけ もを 巧 命に わるもの とお ザざる たがを い。 

A ん レ， e ない 6 か たかへ い ♦) < C 〜 e «い e VA V ■< 

ホが 巧 k は漱、 a シ卞は 太平洋への W 口を 自 がした やうに もみた たが、 それは 一時の 化を 策で わ 0 
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な n を々 ■ 


で、 繫の 聲襄 と戀髮 とはを をが でょぅと もせを ぃ〇聪 に ミ 繫は繫 か 俄の g 驚 お 
に 基 < 齊繁 £ 4 一れ ミミ おん ゃ奪 Q 挪を 4 ミと す る聲 一 li が、 を K 狐！？ を縣ム るに g 
てを ゃち Iq 1 がに 輪て S がと おがわ 賦 たか 脈し、 巧に 備辨 はと ことは、。 シ ャに變 の 柳を 煤 
ふる 驚と もなる から、？ ン ャが衝 t に載齡 して g の ii がを 齡 ずる ことは、 載め て ぁり 呼へ を こと 
でぁ ミ か、 る 傲 脱は、。 シミが お義 が悠 へば お ふ ほど 議 とな ミ〜 がおか 厳が 

くわ f 3 》 《f -—9 

化する 原因と もなる ので ある 0 

襄誇 のが か ii は、 おがを る が がに 隙を ゐる ことち 俯 だか 獻 する ことは 載 ミ。 

を： 街が を もす ミは’ おがと おがみの 鹏齡 でぁ ミ 

こ ドン 幕 かぎ おが撕 おがの 義が 證に鶴 おして、 祟の gg 齡證 破と ミて 裝 、おが 
の趴 では 頻是襄 を 載へ、 驚 ミミ 莫& ミと」 ミミ 製 3 黨 Q 雲 &る パリ チ— 
の お-張を ち霸 的 器 Q 現を でも ゎる ミ ゃぅ 忆が して &るミ ゎる。 こ Q 器忆狄 する お敏が 
早齡 に 乱らなぃ のは、 慕が ま ゼ糕は ミからで S て、 ミが 悠 つた 一 •には、 勢の 齡 かは 装 

する かも A れ ミ。 一 ちが 幕忆 は、 義馨 整が 義忆 お* れて& る？ ゎる。 

か、 る繁热 so 聽を をす ものが 緊をが g 齡で ゎる。 撇る にこ、 にもが たおが 誰が。 お稱 はが 
がして ゐ る。 邮ち おがは 豁載斯 モン： おみた お 載す ミち おがの がでは、 がか 蘇做馨 もと 
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a 年 だ A —口 jKft の ■ 


へ は 巧で 巧 ミ 巧た とひ わ ま にが ま； 

厌** が、 の も 日 5 •東 f のつ るの よ洋 t 巧 i 
がに こ 巧；^ ア 本ミ — 南ミ 洋で 巧た 、 が完 をる 諸と し 
し 滿11 れイな メは洋 て モ立 ミい 、 を^ 列^1 田ミ て 
て 州, レは 化ぃリ 昭 T を* ン 巧 若ろ ま レを 苗 ミで ゐ 
ゐ 巧! よか！ かに 力を かを £ 口 巧；/ 那 t るの やる 
るな たく に も 丸な を I と \ のが 共 51 りの 
〇 はとよ •年 ミ 治* ま； をに 訪こ觀 同 f 、 で 
併よ •もつ 日ミ吉 巧を を 》 ら 巧 f が， はが 巧 5 わ 
し 日 ミ 巧て が 月 §閒 よと ざの ミを，、 巧 家て る 
た が 巧 •はが 二 題た お？ るす 晦そ ま i 他た 0 
がで を 、か •十の 同 f をべ ふうを， 田？ 日 5 
ら はを* 彼 S な r セを ぶか* 将* く 日 ミい にの 本； 


らは も 徽庶セ おこ 做 做 
こが お •巧 I と 日 ミ お* •巧]^ な 
れ 巧: ミでの しを へま i い 
と 巧 X わがた て も しを* ガ 
ての る 巧* 巧 ミクと と ら 
も 巧*々 》 も洋 てて もの う 
がが ら一 ま* 冗 ミな 對た ° 
や:： のガ 愛： 依 まとるな ミ 
洋？ 巧 》 。すが さに 可-悪 ミ 


の お 

がごで 
が あ 
が る 
を ミと 
が轉 
しへ 
て て 

、が 
支 L り 
那* ’ 
閒ミお 
巧 だが 
が の 

m - 

びが 
がな と 
々♦ 

巧た も 
曰 5 そ 
がの 
の ホ 5 ^ 
お 誌 ミ 
ひ さ 


る が ㈱ 1 お ミイな 
こ 巧} 酪； がは 
とを を々 5 ' 

& 祐齡 & 對た 
しけ 逍 たるま b 
とる し® 化 
もこた 田？ 

巧？ と e m 

らに今 ミめ 言 
なは 曰 ミ は 
いな ミ ま 勿 ミ 

〇觀で 論 J 

をせ の 、 

せを おご 瑞《 

をい 勢 ご 合 5 

らや力 > に 

B 5 ろら よ 

本？ でみ つ 

をはれ て 

巧* わ ば は 
お る. 

すが 敞 i 巧 il 

る ’盟 5 洲 t 

にお ご 巧と 閒ミ 


く 日 ミい にの 本； 
•本 ミムよ を ミは 
そが 美?. りが がを 
れ •が’ お 西* 
が 日 ミの 化 •がの 
が ま レ お 燃 t お 
が陋 J ： 骄と 辦怒 
にのを し 除 ミ « 巧 
巧 •が 傲て す が 
用 ミな i を ミ 東 さると 
さ 巧を よ洋 てと し 
れ條 ずり 巧 ミいて 
で 約て 覆^ に ム ' 
、にへ ま b の 弔:: 
が 乗？ し 那* でか** 
おミ氣 •、にわ 巧* 
束を にこ M るる か 
洋 f なれ しがの 
モら をて '黄 ミ 
ンを城 容ミ載 做 
* い じがが i ： 

1 限 s こ しの 自ミ 
ま； り め やち？ ら 
寒*、 るう で 弓 I ミ 
と ま t 觀 とはを 
列? i 巧’':^ い 、け 
がは とん ヮ 、 
共 ミ ま？ なの シ 巧 : S 
同 ミ 面で るで ン洋 T 
々批激 も わ 卜の 
巧ち 日 ミの る ン こ 
おもで 〇 かすと 
お r がは 日 ミが は 
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とを る 巧 合には、 がし 歡し たかはた とも 齡ら & い。 

そ ミム 範ジ 離で、 おがが 歎が と 斟酣館 S をを す ことに なれば、 こを 義お城 斯 に 燃 おたか 
ミ麗 となり、 がお幣 はい ょくが お骄 してく ミで わ ミ 
R 08 ^ らば 度の お 巧は い〇 がで わるの か？ 

^ ■を 二 墓と いへ ぱ 、すぐ ミー垄 一莫靈 だと 一が はお へられた ミガ 。が お I 垄一ぁ 
ご 六® とい ふ _氣 おは、 が肤 城の 繁た 1¢ らサた ーミ冀 がで わ ミミ t 髮 へを 

い 0 

だが そた かからず 私 も あ； 5 でぁっ ちァメ ミが に まを 披 さた 就が とがが がと が、 かほ どまで 
に獻 刻で わらう とは 辩へ 5? ば ミミ ミ、 ヒット ラ—靈 の 器の 恥 ミの ザ 31a' ソパ たを 
がさう とは、 齡 しも か し 供を かった から ゼ。 

を 駅 騰 穀 がは、 攀 がわ ミ繫 ともが 城 を g へ、 寮 か 任 滿 撥して、 聪をら がの 斯 

巧で ミと 4 利になる と辦 ミが でを ければ、 め ミに かる もので ミ •一 互 二 冥 叢は、 かがの 
梦は一?|£|$合がいんと巧りがめをしてみたとミち 撕お熙のがでは、 蒙が聪いとわって、 おを 
出さねば どう ミミ ミ。 gV はそう i ふ お 備をお 傲が 似の 解に みち S の ァメミ 繁 巧能ス 
チ？ ン 巧は、 がに & 後 0 が 心た & ミを したが、 おかが おはた ミ ふ、 

プラツ 卜がか qMU にもっ 心 


か AXA-OMK。, 


て、 がに 之を 脈が したのは、 がは 公 旅の 巧が で わる。 

娘ら ちな の 危なは を ザ ー九 ミ乂お 巧で あるの か？ ァタリ 々敵軍 ilS がの ホが が 1 九 ミホ おに & 
クて嚇 巧す るので、 おがの 比が が 同®% から 統くァ タリ々 齡にザ 利の 山 巧を 殺へ るのは その 一つ だ。 
イギリスの 數 が那畫 も、 一を 一一 九が 頃に をら ねぱ 扣 が がつかを い 、がん ゃ シン ガボ ー ル お 巧の 51^ 
も郎襲 だと かがされ ミミは その 二 だ。？ ン卞 のが 二 かぉ ヶ繁 8 が 競が す ミ も、 韓く VJ I 
九 ミセ 解 おで わるのは その ミ だ。 S がの 脱がが 騰 は、 が 巧 衡爭の 瓶が 年と 巧に 燕 似の 巧 向を たどる が 
れ がわる から、 驚磬 におを 4 いた 一九ーニ 丸轉裝 が、 義を撕 へる Q 忆繫 がい、 と、 がが でが 

へて ゐ るの がその 則 ガ〇世 瓜 傑が のか 巧が 一乂 一二 乂轉 がで あるのは をのぶ ガ〇 ドイッの K かがが ふの 
も 一を 一一 乂が 巧で あるのは をの 六 だ。 

この スミ & がち S も ミが 一丸 一一 完靈 たかがして 料 おしてく る こととは、 一垄 一九 震を S 
立てる に 巧め てる 巧な W なを もつ もので わるから •がに これを 絶 紙して みよぅ 0 

» 海* ァイミは、 お繫 がに より、 おが が 齡襄 が、 が 飯 驚が は、 S がに f て 十が 
ミ* ス 離が Q がが おでは 十が 六 •阿の 黨を おされて ねる 夕豁 4 叢 繫がガ お ミ 
, の 基に おする ゃぅな 繳麟 を £ は ミミ ミ、 脱襄 お 龄 のが 脱がでは、 S がの お 
辕激が 祭は、 ァメミ よりも 靖て紧 であると いふ 髮 ijy ごてを ち お S が 似 驚、 ブラ 


たモ て 道 5 てク 
0 — t * ち rf 卜 

百れ が？ に 巧 ミが 
巧 に. 空 ミが 目 •サさ 
面で 對 f . 切* IK がが 
をし* K 計 i てな 、 
もて ない が 力 > ス 
つ ’下 ••をつ ナ 


て 


ム 

ソ 


巧 ゎ兰立 t た 
が 十て か 
技て 日 ミニたら ン 
き 書が 隻 ミ。 で 田 ミ 
巧* での SKt わ 巧け 
がは Wir る辑 
な" 、が 事 C 〇 官を 
下- 觀を お繳の 
の 二 珪ミ のる 早ま 
街に ホ e 进 f 進 Jt に ま 
度で がす 巧？ 滿 1 り 
內 ミホ ミる 中 ミが 1; ‘ホ ミ 
ggt 計？ こな 
IST •養 巧と， る 


け イ/た 

が を 

m m 

二を に 一にめ 
十が を义刺 b た 
二 しつ S # なの 


隻 I てた 呈 さは 
、之 ミの 年 3 E れ ’ 
南 だには ス 、を ミ 
眼！ がそ 月 § 固 ミ < 
外! 抗 f の 、ななを 
す をが 上 I う 
< をる 巧を 巧 ひの い 
四 こ めな t がふ 
丈と でが 餘：か 
g ミ、 わ 二に か,’ 


を を 
敬り 
进 ミ、 
すが 

る 巧 口 
夫 

•こ 裳 

し兰 


る 


0 二 


が 目 •が 
S 覺ブわ 
千め つ 
八た た 
なァ カ* 
巧メら 
m 9 で 
を 力' 
もは が 
〇 ' 〇 


こを ミァ； 力は、 巧に が 二か繁 おを ミて ぶに 敏 へた。 一を 一一 四替 一一が 亭替讓 を 
漱撇 した 腑撤ヴ ィン ソンが がそれ でが か繁ぉ が？ 5 義を もって、 脱 叢が 戰百 二が の g 
お を繁 ホん とする ものである。 この 觀二か fgjjj は、 こ ドン g 你の 城が 胁 まで 敷 隙 せんとす る も 
ミ、 その 繫斯 は、 がのと ころ 戰 くて 一 苗 がは 凹二鸦 とみを ミミ 

繫 は、 S 驚 f も g ! 藤の 街が で ゎ ミち 繫 にいへ ぱ縱 繁萌 ミい かも I れミ 
f ながら 谎繫 にが ぃ ては m に 鮮斯を 驚した ミで 解 授の繫 と激 儀が の肪 ミむ むを 
ず自 佩して t に 通ぎ ミ。 g るに お 驚が は 養 おを もミ展 さる、 こと、 をる を. アィリ 
の渐ちぉ力ががす時か忆なれば、 が；^んびらに；}^んお斯をが&ない とも齡らを (〇 


日，〜 義 みち ァメミ のが S が稱お はが T とおが され、 おが はが 鶴 かが ミミ 繫 
■ & •し、 かガ 俯が の敢 がの* を 靖ふも ミ 墓 すれば、 がかに 端す ょうち 一垄一 ぁ钓 燃め 
ii は、 お扬 Q 藉冀 は、 お變を 瓶 じて 祭 一 かで ゎ 0 たも Q が、 gllH ハ 霞には た 
觀九 かにを ぇ 一二-! 4 f お 忆は六 £八 かに 驚し、 郎凹 奚 お忆 はがに 六 誤を ミ ゅる 忆お がに し 
て一垄 H ハ 装の 撕繫が セ S 丸 かを 繫も篡 として 黛す る锐 には、 一 垄ーセ 驚を ちァ 

タリ ヵが 巧た に 巧る ものの、 セ 巧乂ゲ にがが する がが をを さわ ばなら ね。 1 かを がめ て、 

アメリカと 

戴の がが をミ说 には、 驳 にかが の 撤 がをおが サわぱ ならね。 據る におが がそ .〇 いふ 脱 かに 恥れば 
巧る 程、 アメリヵは 日が かおの がが を もつてぶ に撕 がする で わらう かち 仰れ にして ち】 垄 一九 お 
は 後に をらねば、 アメリヵに とつて はか < とも か 利の か 嘶になる ものとは 觀 はれを い。 

*■ 巧 一が ィギリス はどうを いふち 所 駅は おがと 郎驚 恥が の敌 5 には 裝 城が 脱を 心 
れ てを ちそな 俯 ゅ 免 かとい へば、 繫 おでは ァメ ミに パ， T を 於しても おが 
わ 力では、 アメリヵな おのが X がをお せんが 锐 なの ガ 。そうい ふわけ で、。 ン ドンが かが 
: の お齡は •敏 お 驚が 一一 麻を 裝、 i 載が も、 祗 がが 一二が、 ミ聲？ がお寶 た敢 5 する がを 链 
め •が* としてが がして かたので ゎ ミ 10, るに 傑 ま ィギリスに もみが かの がが 化 於し、 巧に がが がり 
热 がが 削す ると、 繁のジ m ンブ ルも裝 かの が 4 ら そがの がが 31 かもが もす れぱ がれが ちに & 
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日** 器み ち ァメリヵの 縱 S 骼贼 おはが SV と繁 さた お がは 俯你 M 溝 ミを 繫 
■比 I し、 只 だ 化 給の 速が のみを 靖ふ ものと 似 放 すれば、 附 困に 示す ょうに、 一と 二あ聘 がめ 
には、 日本の 巧 米 比を は、 を觀 取を 那 じて 八 割 二 かであつた ものが、 刚 ミム ハ鸦 がには た 
S 化かに なり、 一二 化 叢 忆は六 S 八 かに S ご、 郎叫〇 繫忆は に 六 S にな ミ ゅ是忆 がが にし 

て、 一空 H ハ繫の §恣管1 もを 變も 驚と して 驚す る 織には、 一九 一一て 護を ちァ 

メリ カが 新たに 进る ものの、 と 割 化々 に 巧 巧す るを 勝を なさねば ならぬ 0 1 かを 進めて、 アメリカと 
巧 巧の 狄 力を もつ 巧には、 巧に か大の 鑑獻を 脈が せわ ぱ ならね。 獻る にがが がそう いふ 職 眼に 邮れば 
巧る お、 アメリカは 日が な 上の 齡齡を もつてぶ に 靴が する であらう から、 佩れ にしても、； ミ 化が 
は 後に ならねば、 アメリカに とつて はか‘ くと も 巧 利の が 期になる ものとは 獻 はれない。 

巧 a 巧 一が 1 キリスは どうかと いふに、 郎郎は S がと 讓遮騰 の撒觀 には か 終 難船を 心 
* を* れて をた、 そな 俯 ゆえ か ミへ ぱ 、職が おでは アメリカに パリ チ I を齡 しても、 お 新 
力では、 アメリカ なおの 賊取 力を 撇 せんが 燃な のガ 。をう いム わけで、。 ン ドン 斬 飯が 

の豁斷 は.！ 黨繁 聲 一聲 £、 sf 斬 g 驚 一義、 そ Q 誤？ 機 群* を sf る f 城 

ろを々 として 巧 巧して 来た ミ あろが るに 偶 ま ィすス にも-.!. がが Q 鉛が 也 斬し、 おに おお おの 
搬が 難す ると、 繁 Q ジ 3 ンブル も 幾が Q 如くなら 夕 驚 おも 微も すれば 渺れ龄 ちに を 
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曰が;‘ 每軍势 力 化 巧 表 
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1000 . 000 -- 


800.000 
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如 01000 
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頃 * AHA - 注 


る 巧が で をつた。 

元が イギ， KQ 誓た ところは、 4 が 驚觀 を靖ム もがは！^ くも 豁 。讓が がを 叢して、 こ 
の卜！ 化れ 上のを がが 繁す るを g 心し？、 賢は 繫が I の蹤 联を搬 する にを つちそぅ いふ 載 
から' イす K はジ ユミ Q 1 繫繫獻 にはが が 舰を掛 いだ もの だ。 g るに g がと ドイツの 鑛賠 
をに より、 右の ま をん 瓶に かする ち イギリス はが にがおし ち そこにが 阮 にがと ミう ミ觀 
こ骄 i 败斯 のが かと S 藤の が 私が 骑 までが が ミ かた ミ ゎる。 

ド ィミ 脱 驚が に ょぇ蕭 はが ミ獻 一一 のが 敗が がが しさぅな か瞧を 粉が が热 はを ちょ 俯 
り も ホづ驚 のが 胶を おからし めた ミは、 が おに 於け るが •肤 からの 驚が’ がで S ちがの 酷は 
聪 が、 イ ギリ K は gV ドイツ 旅 蒙の お冀 がた をけ て。 るから、 この 栽を 變 かち イギリス だ 
义 •のつ くやぅ にを ダ邮 し、 おかに おおを 蔡サ よと 峨んガ 。ポ— ルド ミン かが、 イギリス 配 g のが 
一献は ライミ 化ホ忆 ゎりと 寶ぉ Q は ミ 時で ゎる。 だ ミを お賦が お。 み 紫を、 がれ 取 
ちに なつて ゐた 。そこに 巧 はれた のが、 アメリカに 於け るが がが のがが が 巧で をつた 0 

アメリカの isms が、 冀が 一一 一巧の が繁斯 とを り、 破て はかが のが 蔡獅 となる 做 ミとは、 
イギリスでは 義繁 のがで ゎつ ちゆる に かづ か. 5 わ r 狀 て、 アメリカに t つて 避を 5： こし 
ガ 。腑 ちアメ ミちが たに 一巧 トンスが 8 のが 靈整 もがる ことに ミち $の難 も C れこ 
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がふ ことにな つて、 & たな 狀 おが 争を おを する もれが わるから、 これ だけは 止めたら どうかと、 巧が 
だか あ吿だ かわからない 非公式 巧 巧を 张し たもの だ。 然るに アメリカ のがでは てんで 巧 和に せを い、 
それ どころ か、 巧 もは ろ、 のが & でを を 燃 巧した 。イギリスの 化つ たと ころは、 これを きつ かけに、 
アメリ々のがち3|がを1^さサ、 白'!^のがは li 餐をかけずに、 かがとしてア术リカなムのがお力をか 
がしょうと いふ 魂胶 でを つたに 違 ひを い。 鞭る にこの 計 もも をん まとを てが W れ たので、 イギリスは 
かづ 恥が をが かれた 贼 になつた。 

がして アイリ カの おも は S がの 巧 二み 觀 ホ 計 おを 誘起した。 そうなる と イギリス としても が 
つて わる わけには ゆかない。 魄ち イギリスの 狐 if 省と おん 搬 がは えづ 脱 巧して、 お 私： W 敵の がな をた 
をいた。 が 巧 モンセル 巧の かきは、 

田 民は 海軍 « をる « のを 擔のヤ うに 思つて & るボ 、イギリスの* るは 年 巧 二十 但 ボンド にん 上つて わる •これ 
に 比ぺて みれば、 五 千 萬 ポンドの 巧累 巧は 儀に 二々 五 度に しか 巧らない。 イギリスの 巧& をな W して わるものは 
ホ 軍では ないか。 と 巧 巧に 巧 田 民を 餐 ふた 巧 おの 大巧ん 海 かから ホて* る •その « 逍を紀 たれたなら、 田 民は 供 
巧す るの ホは をる ♦♦い •このを々 的を 含は、 飛な 植 にょる 巧 » 投下な どの 比では ない のピ 。一 化 一因 年は ホ、 イ 
半 リス か* 力の 巧 少は巧 セ％ であるのに、 日丰は 一ニ セ％、 米國二 か％、 か 曲 110% で、 何れもせ 約 » して わ* • 
巧 W は 10% のな 少 であるが、 不 巧*! の 度 巧を をんで & るから、 イ ギリ* だけが 軍な を ホ 文に 度な しで わるのに 
他 田は 之に 從 はない 巧 化に わるの ゼ- 


とか ミ、 繫髮 Q 繫を 峨んだ 梅で わミ 

• •■かで i 献 へて、 韻の イギリスは 、裳 かお 一 かを 殺れ ばが S をで 驚し でかた！ 一が 

* ベ 的 化 化た & する がを わる。 B ンド ン巧 ぉを‘ かが}^ 瓜斯 にがり、 かが 懈おお ボ 

ます <& 度に をつ たのは その】 クガ〇 ドイツ のもお かに お< 奮を る齡 Q 燃が は そ 
の 一一 だ。 イギリスの 藍た る インドに 截 るが 黨穀ザ 4 王 J 斯の驚 霞と ミた のは その 一二 
ち お g の數 がに ょっ て、. 髮 がの おおが が 載 •しくが ザを たのは その 四ち か I る 燃が に 驚し 
て、 も t がに 巧 主と な 暴を ミイ ギリスは 、採 驚肪 にを ざる 讓 Q 繫を と^とが ザざる 
を 4 をく ミち 之を 间 がする には、 かづ 肤 脱の おおを！ {るょり g にはない 〇さミ そ g 驚 
ポ微 はた 一襄 がに 背 震を 敢泌 -3 たわけで わ ミ 

-ごを 14 -齡イ ギリスの 替 霞を 證 した 載が おは、 が •龄 •寧 二 联に敢 るは 姿 g 繫 がを 

V 犬が もを をさん とする もので、 

.かを 一 当 ー セ 霞に 疑が 二が の 媛敢 が、 縱幣 がは g がの 軍が を セ 十が にが 抓し、 そのが 
援お獻 ミのを 六十 おとす ミ 旅襄が I が、 かが お 十一 致、 繁お霉 15 欺が。. がが 脱髮が 
を 繁し、 驚を 蒙ーヶ 驚に 六 千が 慕。 

擊は •襄 に驚你 がかた がし、 かお g かがが がが。 


な麵急 《> ■ 


を 軍 巧 野 傲髮を 一千 セ 首 あ 十 かに 簾し (齡 霧を 騰 く) が 厮叙繁 を 競が す。 

鞋のお 衝 載は、 藥 の 燃が に 驚し 换る ょミ繫 がを 艦へ たもの ち ミ載繁 一二が お (お 
旨ぶ 巧 K ます ミ わらぅ といを て t ) 起り、 が i i 二备忆 磬〇囊 で わ ミ 

シ ■一# 巧に がれて をら をい のは、 ミガポ 1 ル載齡 の？^ で わ ミが 俄 モンセル かが で 
の** 傑撕 -i たと ころに ょるち 所 おおの 露は、' が 腺 一九 一一 一丸 おおの か 放で あると いひ、 が 
でも 齡齡 墓、 髮冀 露の IS が Siv として 察しつ i ある。. おこ ^ と和齡 しで 載 

巧の防1|も衝がされク 

ん & ろ 

一が ィギリスの がお^! ii も、 燃 がの か齡 をる ミて、 これ 扼繫囊 を繁 しつ、 

わる。 俯へ ぱ 88の 恥き は、 驚 お 一致を 敢 街し、 繫襄 の 繁 、齢 養び S の衝 
き， 城を なすこと に獻 おしち が こ— ジ 1 フン ドは、 繁の驚 がをお 祝で をる として、 

译 ^5 渡 r 或 f てが にかへ、 ミ藏が f 叢し、 齡繁 を* す ことに 獻 放しち これ 和の 
も 軍 巧 巧は、- 一ん 一一亢 お踩 にならねば す ミ。 

傲らす す K Q 驗聽は ど ミミを、 一を 一丸 — 一二 OS 忆梦擊 のが 


a 巧 巧 
ミ！！ 

錶曲 


が 


萬 


■•: 二 A --■¢4 £ f 1 つ ミ VP グ - 

巧を をし、 一千 凹 百な ポンドの が g を 31 じた ものが、 一 i 一 I ご 一二 霞に 齡 ては 
なま 2 ど トンく になぇ か 爺 祐を籍 を 俄つ ミミ ミ ともをは 驚が 腑が 
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色 教 を、 邮 ち一垄 一一 お 义 がが藝 曲め のかろ 繁 、销か 驚、 が おおが の 嫩输 などを 巧 ミ 
辛を て 載！！ 面の 辻 おを 合 ミが お 5 わる 夕が撤 にがて、 脱獻 ^^0 おがき 做 郎は糾 P し、 おが 
きに が 向し つん ぁる ことは 韓は をい。 腑ち 至. リスの 繁脱 艦は、 が •聲か •おののが 駅に かし、 
化を ミ ぉ斯を ぉがして ミを、 がが が . g . お g ® 靈も溃 もに 擊 する も ミかねば をる そ 

い 0 

巧ち これを ィギリスの がを ミち 解かが 豁お るのは、 巧く も 一を 二 乂繁 がで をる ことが わ 
かる。 

■ a わ 尝〇 察は 搬 りおが 霞 ミに § る ものでは ない、 おこを ロ ジャ備 を さも、 

も* で これと 郎斯を ことが かへ る。 

, a シミ かが qIIi か ぉヶお £8 を 一九 ミニ 繫 までにが り、 寧き 焉を騰 二 かぶ 
ヶ輯が おにが ミゐミ そのが 二 か 夏 似が がは、 一九 ミセ繫 を？！ て磬 のか 您で わる ザ そのが 

には、 

w H がの 中 也 地を シ ベリ ャ にがす こと、 

g バィ カル、 アム ー ルの】 が 於供た シぺ リャ にがが する こと 

I ん 巧 C9e ゥ 

巧 巧 東ん 伽の 充 》 



て' ミ 言 窒^は、 繫 f 貧 力 1、 篆 苦と。 

こ 十ら 日 ミを な 、な 後* をシ 
巧 t の = ば 本ミ資 時つ 义ミ ほは がャ 
が 建 ミ 日 ミロ とずて ま t ら 一ら は 
巧 ミ 附ミシ しる 、那 * ぬ 時 e お S — 
锭 はを ャて で 太た を も ま ミネ ミ か 
し。’ もは も わ や:： 巧 をの をな 興 
た がつ かぃ 觀ら 洋 T 柔 ミと が 面？ 巧 
も R * てか卜 あ ミう に しみめ へを 
のの 、な 叙。 巧 ミて へての 掛 
で 酸ち ろの 縱躲 、て 、|^ が 
あ 资： 巧* 時 e かし 巧* 日 5 、 日 5 K 5 で 
る。 質垂® かを 懈 がが ョ がが、 
。巧 t 辟？ を 巧， の 現 ミと 1 に 載 •かぃ 
を か 避ら 踰は 滿 t 。 が かわ 
巧で. 大た ぶね もれ 洲, k ッし巧 ミを 
立 ミ^ かば 兰て 固 ミ パ 巧 至を まる 
し 蟹!： と な がが にぶ？ る すを 
たぶ S いらと れ做 面で 激る扭 ょ 


口 が 
シ が 
卞 ま 
はれ 
— て 

がゐ 
お。 る 

が。 

を 

坦さ 

贼 

で 


たぶ S いらと 
一 度 i ム ぬい 
ホぞ がに 時 e ふ 
' ' 'か t 

曰 5 じ が と 

が がれ 巧： も 
おな 义 ミを あ 
曲 2 府* 一い る 
な?. に 九と か 
がよ S もら 
おせ 九胁、 
巧！ た 年 ミら 口 
しみ ミな けな シ 


れ脱 面で 势：る 田と 
ばつの かゎも を 
來< を 闻こ 腑の趟 
るつな ミ 態た でい 
程！、 がを と なて 
巧^を 巧が にい ゐ 
んる < 巧< こる 
に 0 たたと 力 > 
な 思で つ 力！ だ は 
り ふた 、け ’ 
、に がが は齡 
口 こが あ‘’ 胳献 
シ のでの かか 
ヤ 巧 をは 傲 でら 


しがな けな シ シ のでの 力 》 か 
を P 後。 いャャ 巧 をは 傲 でら 
時さ话 C で 0 のはの 、巧 f を 香 ミ 
\ «ぞ あ が微 がが 燃 おる が. 
南 t に る に 巧 巧々 （ g ミり ま r 。 に 
が备 巧の 日 ミが R 5 はに 巧 f そみ 
を こすは 巧* そ 本？ ’ 極 J 巧？ のな* 
おんる ■のの おた お 巧 そま i n を 

左 •一を •龄載 およ がか シが 
殿 巧 ミ 化かを が おろ 面 ミは ャさ 

に •か ミ 
お ミで お 
しわ 十 


かを が おを 面3 は ャ さ 
が 巧 こ ま。 條 すの を ミ はれ 
あへ 間て 約て 巧ぶ み. 、を 
る るの の fl かに； M 巧い 
0 時 さ 巧* 燃を く、 が お。 



米 •の 巧 巧と 0 露麵 巧の 悪化と が# へられで、 & シャの 巧 ♦は 熱 巧し で わるが、 ♦スタ ヴ當 巧は 案 かみ 靜な簾 
度を 巧して わる •巧羣 はお 巧 JH 6 巧々 充 なし •鶏 巧 機. ♦ガス にがては 相當自 巧を る t 、 を* のには 巧 K 日 ド こ 
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* がし！^ る 化 K にない •故に こ、 少< とも H 五年阳 は— をせ ねばなら 》 との 方 化の 下に、 着々 ホ 偉 fc あ A で わる。 
おつて* 义の巧 勢ボか 估に « あしても、 一兩キ 中に 日露が 巧ん ことは 萬々 ないから、 巧が 政 » (南な 致な) にが 
て も 度度を 恨 1 にし、 日本の 感 巧を* 巧ナる やうな 巧 巧を 愼 しむの が資 巧の 巧で をる。 

- 

見ょ、。 シャ のを 局は こ i のぶが 巧は »撒 するとい ふでは をい か、 一九 ミセ 八 g がまでは お さ 
々ぃと 稱 する ではを ぃか。 a シャ の 獻 I か 夏 繁 巧は、 か 想ょりも 一二が がれて g 脱した、 をう し 

てを ち 脱 一一 蠢を かがの 撤り 一. 丸 ミセ 鬟に戀 する ミ 諭で ゎ， 0。 脈が？ ンャ のが かた 
ミ も 一九 一一 一六 露は 義で SVJ 、 ゃ 4! りが おと 所斯、 一垄 克露 がを 热ぶも ミが ミの が 

巧が で ゎる。 

.日本 0 一を ミが 鉱を积 がなら しむる & の 一つの i がは、 おがの 脱賓に 4； ける 裝 e んの赔 
««■ S でぁる。 

ゎら も 難襄 がが るち が" 駅では おがは ゃがて 賦髮 がら か獻 する でぁらう ミち 瓣 
のが 悠に霧 Q •かがを おする ミ か、 繁擊 のかを、 S 5 が Q 繁 がは 裘す るで ゎらう と觀 へた 
のガ 。こ. si ががく 02 SR の 一を した 蜡 がで ぁつち 繳 るに 裳の が撇 は、 S がは 脱が 技が S する 
どじ. 0 か、 瓣巧 はがジ し vi が おする 京、 おがの 靡 I は说 が がの 破に ミて！ 一が Qi ると ミに 
爱 したので、 おがは 藉 心が らも 脱が％ らも 一 啟の獻 一| りを をち をを i た繫 だを 泌 



な讓 ft 々 j 


りに がぃち 縱が 一一 そのが •がが々 ミ だた Qt 叢ながら が I したの ミミ 

., f ば おお 無 慕 忆繫す ミ ゎらう ミふ髮 は、 繫だ靠 はすっ を かて、」 ミた 
ミを 觀 して そ ミは なぃ。 攀 はがで かるが 髮 斬で •トシく 装ゎ 繁す ミう に ミち そ 

の 時 こそ 日 もは お 巧を あげる で わらう とみて わるの だ 0 

例へ ぱが巧 デ— リ！ ヘラルド ( I 丸 量 お 十一 寧 一十 乂 お) などは、 

日本は ま S 大な a まに を 因し、 ミ i に爱 及か畜 R ホに？ ご f か、 るは 话 2 の 大* 

的 g 巧に より、 ま > をな 田し ♦々とする ち这 みが 蓋に？ た寞 によるん ので、 ホ署 場攻擊 のを 力なる 武 
•ま卽 ち££ ナ s 《麻 S 助 ミ、 章 養 長て ま 田 困難な ミ S 由 《下 K 、 8 Q さな* こ 至れる 

旨 i * もた。* £ 莫養ミ S 夏 若ち 居 s ち 望 一二 月よ。 一一 差％ •たけ 宝げ 言复 まし 

ち この 事 さ 在ゼ袁 要れる ことで、 巧 & るは 么 をん つて 日本が その 巧 ホ カの 5 に 困難を 感じた* 巧の 明 》 な 
る 例 わりと B 1 して ゐる 。巧 巧の 宜乂 なる g 求に よ，、 歲乂 不足は 《五 千 萬# に 連し、 さに よ ミれ を 捕た ナ 
るの ホな させ 《である •かやろ に まは S て g 大な るた ろ 5 去 巧な ホた るち 术畜ろ ホな 軍 入を にか 

して 倉 s ? s 」 真、 誘# 蔓ま支 思た 《、內 2 二奠喜 さから— 一二 丢 5 S 妾 

る やろ にれつた。 

と 論じて ゐ る。 

前記の ュ ，ゼご ャング かもを ぶと 勝たり よ ミり Q 蜡 がをおし ミミ かの みがを 霧す L ^ 
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ぱ こうだ 0 

日本は 貧 力不巧 g に 大巧への 月を 的 各 巧み 巧を なみた のど、 英 未からは 見 化され、 まがからは ボィコットを 巧 
ひ、 WM からは 巧な のれ 化に 陷れ られ 、巧 •ホ •» •まは 日本の 巧 困に 錢 ながを 巧 わす やゥ になつた。 その 巧 
ホと して 日本の 巧 度は な々 巧し < なり、 ホを は 年を* ムて おかす るせ# である。 巧し 軍が はなわ {に 怪巧か 策 
を 拾て やろ とも ♦ない •巧 巧て W 巧 巧して お理 にん 目的を をし やろ とする が、 巧 ながこれ を かさない。 そこ 
で タネとの 海軍 力の 巧#、 おッ なみの® ホ、 六 ヶ巧阳 おかお 藏 の* ホを 化て 巧な を 切 脚かん としたが、 何れもた 
化に 巧つた ので、 化 まへの* 凹と なつた •曰 丰は今 せお 的に 巧 巧す るか、 巧 巧 をホ》 て 巧 ホと な W する かの 度 化 
に 化つて ゐる {田 ' Hpg ジ™^ • spowelful Amerion ... ち. 277 — 295} 

又 T メリ カの が 同 通 儀が の お撕巧 P ィ •ハ ヴ IK 巧は いム 

アメ 9 々に 口 yr y 條 わの お 大度 t で 軍備を 擴巧卞 るの 意惠ボ ない R リ、 H 本は さ ♦ではを るボ X 巧の 巧少を 
Aa する であらう。 巧し 一 お 7 ィ 9 力が 坦ん で條 巧の 最大 R 度までを K を B 巧し、 直 何函か 旣ぞ のな 取を 货か 
し せんとす る 場合には 、アメリカは ちに それは 上のを « も 巧す るん のでない とい ム意ボ を ー ボナなら ば、 そこ 
にはを く奚 つた 則 巧の 必理 作用が « を 、人類は いつかは 亩 目的れ 巧 争を a ぶょ りん、 車ろ な 力を なすこと がみ 巧 
ザ もる と 巧ず る墳 地に 建す る やうに ならろ 

この かがの 一面には、 日 ザは アメリカとの 獻 私が が に へこたれ るで わらう、 とい ふ 化を がが まれて 
わるのは 勿 於で わる。 されば こそ ハヴ I ドは. がとの が 軍 燃が を 齡巧サ ょと いふの だ。 

デ ー リ I •ヘラルド も ヤング もハヴ IF も、 S # のが 亂錢 を襄 し、 それにぶ あの 麻り たが じて 
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11 is mi 

lUi i I " もち 

| afS 難が 一篆ミ I ミ f 

ら をに や尤 のて がに 
しつ 巧 gik ：* s —み で こ 
たてつ が 九 九れ われ 
も 現 ミての 年 ミ =ぱ つを 
の は は 搜！ 巧^ 乂 、て g 口 
て •れ かがは 年 5 そ 、お 
'つがは 义 ミな > う $ おに 
巧 ： t 能が せ* 後， いに 照て 
が あ 品 2 つがが ムァら 
はるの 力 > 色 ミ、 巧を メ し 
こ n 胁 のが おが リで 
が 口 がプ上 ミが は々 み 
巧 ニンを n の, もぎ ミ のれ 
立 ミ ド ホ ミツ か 巧 « み •か ミぱ 
ま i ンめク 在 わへ にを 、 
争が、 にで るを はか 
一-邸 同 ミが ものけ 、が 
がが がれ わに かお ㈱ : 
幸 7 かにて る がれ がが 

ホと の 巧*' " - 

な* が ホ •自 C 
へ碟 巧， 郎 
とはる を 
巧 '胁 他た 

レ變么 •田 ミ 

し ザな ち* の 
つ 上 ミが 蹤 

、 に, & B 口ぶ 
わ か資 レに 
る け 巧^留た 
るを し 
なず 阁ミ 巧較て 
にお ミ 保** 封 t 
外を 協 2 サ 巧， 

な 厮んし 
ら主 i とつ 
る： かす ^ 


— — よか 雌 
がぅ 上ミ撫 

い と に* は 
ん はま ミ过 
とせし 年 ミ 
タミなん ホ さ 

へいで 宇口 
て 〇ゐを 
ね そる m 
るう のけ 
のしで て 
でで あは 
あな;； るゐ 
る 0 る 
。 巧 併 よ が 
爭！ し 、 
だ & そ 
目が がれ 


かょぅに 農繁 はが ミの ブ； クに裴 をて、 泉讓 たお 抓 するど こ ミ、 靴 ミこれ を 
が 似し つ、 ゎるち fV のが おは 巧が をる 跃 かも かに お < 断 簾の 脱が 繫を が；；^ 一に も囊さ ♦、 そ 

のが 驚と して 1一 が Q お繁繁 を 驚し、 i ^ gQ 籍を黨 する ミ ゎる。 ミが がから みへ 

ぱ 、巧な 巧爭ち おお K がて、 がザ氣 Q 品を をす も Q と-がは なな ばなら をい。 

今 これを k 示す れぱ、 
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がが か— 驚您が 故— 磬热 斬— 脱が a — がが が 
ミ ふや ぅに、 む 潑に跋 脱 難を 繁 する ミと かる ことが 豁る (髮叢 籍化お 十が が嫩 

繁叢 慕襄 祭黯 驚) 

嫩 らば 軍が 巧 巧に 佑 ふかが とま 瓶が、 しみ t と狀 僻が 因が の a 脱 ~ に ホみ おる のはい つがから かと 
い へぱ、 一 乂一一一九年队後でぁらぅ。 そういふ斬俯にをれば、 |^4がか|8時アタリ々掉私のが游胎辣で 
ゎつたブリス大ががミつたやぅに、 私1|5£爭の解かは、 かホ茹りの亂城餅おになつて、 §叙した酿と 
联 との 觀が聽 とを り、 錢魄 にも 旅 驚に も殿躲 しき ミ 断髮統 の 藝し さは、 おに 败 i?rV の も 

ミ わ3 > た ？ ミ 

のをな て、 がて 肩 化め で わると 思 ふように をる もので わる。 {The Nation Dec. 泛 •一泛 だ 
讓そゥ いふ 露は、 が qS ? 繫 を賊 いて 露す る こと 4 繫ょ ミ^ 寡ら ifil が繫 

は 斯 にかず しもが 滞し 伴ない こと も かつてを かわ ぱを るまい。 

が ミョ， 5 パ 露 ミる に、 K チ ォミ 齡 酷を 燃る お 4 の 繁 は、 C れが麗 
t •と ミて 學 一の 辭啟 餅が 趙る ミとは 狱は をい。 もし 殿して 野 一の S 繫聪 がが る 

とすれ ぱ 、それは ドイツを 中 也と しての 閒 厘で わらう 〇 るに ヴェルサイユ 俯が の も 事 
俯 巧を 一ち 俯に 巧 ホして、 巧り にち！！ のが お t 敍 ダク、 ゎる ドイツが、 が if はと もがと して、 於く も 
お空臟あた*^巧し得るのは、 今からミ网年後でゎるとかがされる。 抓が 】 九ミ化較がは’ m 1 。 ツパ 


は s あ々 ■ 


ん闹 にがけ るが おお も、 備も すれば が となる が 整が ある 襄 で、 かく 聽の 驚が 版ち 解を 
亂ム して 斬駿す 7 も！！ がの ある ことは、 j を ミ おの 襄 のが 齡 粉を 繫 する もの ミろ 
をは W 謂 『一星 一化龄 の 危か』 も ばる、 ブラック ラィ； SQ 齡热ち 俯が ゆるに 一丸 一 壳お郎 が 
危学 ごを K > かの 理 かを 述べ. も ミ ある。 あ に龄 が諸齡 は、 かづ ョ 1 a ' ソ •ハに 敝獅が がらない 聯 
り、 寶は蔡 嘶に おがを 術へ る ことを 霧へ、 奶ろ がが 魄に驚 (？) の齡 がを とり、 ミミ 四が 
i をが ミ あら ミ ゆ是 におが がが におを 盼さミ 聯り 、一垄 ニ ハが ょり郎 セ 八供聪 までは、 が 叢 
は 曲り をり にも^ 巧が 巧 たれる でを らぅと 撤 はれる。 

S らば 一 化 一二 化 おのが かは、 抓！： をる 證を たどって 載に が 觀の斯 齡を證 す ミ， かづが が g 

比ろ AA <玄》 つ 

ぶ 面から これを 妨 をして みよぅ。 
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« エ韋 a A ド A 軍な 會議の ss 

- 巧 反する を 困のを お 
II 龍 巧が 尾の なを ぞ 巧を 

第 ホ！！ 日露 ま M 巧を 巧 6 ♦る 

- 一巧 一 弛の 曰 露巧 巧 
II 待な のまが 



化の パン。 


巧 直 ft D ン ドン 軍縮 會議の 展望 

麵 巧厉ナ るる 画の モ巧 

海 ■鏡 ホる へき I 义ミ乂年の危巧にがて、 お！^洋はどうい ムが新になり巧る取臘齡 が ゎ る 

4 * ゎ， 誓て お 巧た 做ち 棘 ミ どうを をれ は 一に おが^に が 联搬繫 おる かがを 

か、 ると いふ も 把して 郝一 瓦では をるまい。 

もしもを うぃ ム擊热 がが るなら ぱ、 Jg く Q 繁忆警 、が 慕 Q 驚は 繁 し、 が がの gg と 
が俟 て、 が數 はが々 親 化する ものと 锅 へなくて はなるまぃ 〇靈敝 繫鞭篇 ずし も繫 になる とは 
おらを い、 併しながら 一が を 誤れば、 をう いふ 恥敝 がが をる ことは、 徽^は がに 載瓣 職の 齡聪 龄-が 
で、 ム 々しい 記が をち 上' にもって ゐ る。 

撇 らばが 一を もに 繫が敕 る 叢’ その 繫 ともなる ベ さ 養が 影が るを ミ， もしおる 
とすれば 器を る おを とる を どうい ふ 驚を ふを、 これが 繫忆な ミを こを が g する 
には、 かんる 義 囊が賊 脱がと もなる ミ：！ ン ドン g 繫 蕾を 驚し ミる 繁が ぁる。 
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■ホの 画 «« すだ » 
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曲々 ソド y . 


n ■ S たり 

* * H がの 義 する 擊店批 の 瞒鹏 をを す、 3 裝義驚 露 擊 徽の繫 、紫が か 
が啟 が、 佩 游霧髮 のお稱 は、 驚 緩と 聲 しを ぃのを 裳が 藝裝を ミて 歡 ホら る、 

ことは 豎の自 が 也を 無け、 尤 ぶに 豎に觀 してが もを も ふるもの ミい。 撇 るに ロンドンが 做 お 
おでは、 おがの がでは をを おかした 避、 おがは ぃ ミミそう ぃも 叢を gg に贿ら る、 裳 
はなぃ。 さ ミ そ 祝 解が のが お ミぇ 斯が 驚は その 緊を 載が ぉので ある。 

說 化め 齡 ホのを 吿を なすに 化て は、 がが の 輿 || は ミに がれち おが 齡が はぃふ、 がが 
襄 i 心 まる も Q である Q は 俯 だ 散む ると ミで t。 され ぱ こ ドン 緊蔡お 娘 Q 繁を徐 た 
夕 |^苗獻の化がのゎるところを菜が側にをゎろ 避かに繁の載おをするがが穀であミ か、 
るは か繁 おに 撕 してち 歌 ミ i き 驚を 巧す であらう ちを に啟 して 驚® はいふ、 おが 
何もがん を かがめを 破 おしようと いふ Q ではを い。 繁を联 驚なら いつでもが 臘す ミされ ぱお 
巧と しては、 巧備タ ホに 獻 て、 離が も骄を 承認せ しむる ことが 化よりも 賦與 ミろ 載が が が が が り 
通吿は をが巧が巧が政當なも躲をぉか^^^ぃ换をにが巧しても溃くはなぃ。 ミが带ミ|^の載で 
あるち 靴が 驚は が 載を 髮 なりと して、 か！ 一巧が ごよ く繁 する こと 叢なる に黯 ミ、 が 

ぶい > つ S こく なつ 

めて 度 巧の 通吿 をが した 0 
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« ち々 围 巧る すだ 巧 


か* Q かくて、。 ン ドン 軍 赖露義 は、 4 •こ S + 乂 S を H て 辦齡を 机が り、 £ が* ミ ふが 
» * 化 ^^のむち が驚おはが駅に號げち ミ齡數サられを驚 

コム ミユ ニケには、 かの 

一齡 がを つたことは 注意に 燃す る。 

ぞお爱 を S 於て、 日英 そ 二受度 海軍 S を ||で、 置 S 々ちか 凡 5 愛田？ よ-っなが ザ カの 

なせを まは する ことを ホ 巧した が、 » ホ 巧 巧なる 巧 則に 基 ま、 かがなる ホ 法に より、 この 目め を津戍 す， へさかは 
々巧の みを にを わられた。 々や 一二 田み々 のぶが がか 巧せられ、 且十 みな 巧し おされた 上、 を 曲 巧 巧が 巧び 本 巧 政 
なと おし <觸 巧を とげ、々 巧の 巧 ホを じた 情勢を 十み にか かし、 且 更に々 化し 巧る よぅ、 みおを 化々 する のが ま 
巧 だとち へらる、 巧 巧に 巧した。 その 巧お會 巧を 化を ずる ことに 窓ぶ の) をを ぶた 

この コム ミ ュュケ は、 备围 のが 齡 はが がに 如 おされた が、 をれ にも 猶ら ず、" I 龄 抓！； なる g 脈に § 

ミ 龍なる 莖 ミり、 齡私 をな す ミ かの か駿證 は、 li ; 驚され ミミ ミ ふこ 
とち S 披に 簾して ゐミ撇 らばが 熙俯 おは、 がかの 叢 驚に 狀 おして、 が j 驚 ひ 臨し ミた 
ちそして ミ 獻繫搬 のが 整ゎる 4 の 新たを 联觀 數が纔 をを ミ ふちが が療 一為を 
祖 した 徽 ミ、 冀 がミ齡 は、 か 製 繫# の 驚を 做 ひ 撒して かよぅと もした ければ、 新 •をを 私 
お 案 も 策 化されなかった。 が 説 すれば 瞧騰が 做たり でぁった。 

S みに ぁがが ぉ 賢 ホが を 列 sjl 」 ミれば が Q 5 I 。 がゎ ミ、 をれ はか^^^ お 斬と 俯斯縣 ると ぐ 
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ろは ミ。 も」 巧る も Q がわり とすれば、 も ミ お *^ ig 館す るに、 が g を g ひた だけで わる。 が 斬 
辭斷の S を も、 繫が 8 の 鉛は 繫離 けを ミち 
日本 ひ 日 もの 公明 おがなる お麟 はがの 號り である。 

ま， 一、 霧の 賊緩 としてが の 一一 一 驗を義 す ミ 

こ C tto け 人 巧 *4/や3 と ivl か,. わつ 

(ィ) 固 巧 自主 撇みサ 等權の 確ぶ 

〇) お驚 霧の 簾 

ミが’ 器髮の i 臘 

裳の 賦 S におき、 おがは か穀 g を義 すろ 

一一、 叢 驚 脱の 换斩 S を黨す ミミ 黨 がは 繫る だけ 繁 して、 g がの 激襄が 常に g 

むる こと。 

ミ 船 寮 松、 お力 お、 ザが。 巡が がを もって、 繁你 驚と 敬ろ これを お繫 は繫る だけ 繫 

する こと。 又もし 巧を 遂ふ て,^ かする 蝶 合には がの 脱 もに よる こと 0 

四 上記の 進 巧 的 巧が を 保がず る斯 をには、 齡扭別 抓 勝 私に よる も對 がミタ をの 齡の麟 觀你於 

新 (■一み 脱變お 、か髮 、蔽が 歡に撕 しては、 驚觀 蒙に よ ミ誕 し、 がの 驚 觀がこ 

がて は、 备 闲に自 が 鍛 がを 歡 める こと。 
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R ホ々 画 备》 ♦反 相 


お、 が磬 ルぶ もがを 繫 する たろ も聲 にが 你伽胁 を 繫晚に g 辟に 靖 ひ、 繁糜 のみを 繁 g 
觸に靖 はを する & 整には 議に獻 抓す る こち - 

ぅ 載 iT 風を li かした 叢が が敝 が 農 雲の 族 筋を みざる 賦 り、 敷が 壽 載には、 繫の毋 觀恥 
俯に 猶ら で紋 撕に繁 する こち 

ちが、 鬆 ミが の繫 がは 城 f し、 獻二靖 に 撕ミ斜 載驚胁 の 驚が に樂 する 觀叙 簾の み、 

差 祭的獻 力を 載む る こと。 

A 爲の義 が齡獻 さ？ にがては、 かお 你訟冀 は瞄 放の 槪 がを もって、 端義離 港に 截る一 
が 離、 繁お くは 啟騰を ムち敢 份が巧 のが 韶を旅 驚 脈 にがおが 裝 する も鬟 へを ぃ。 做し 
右 械 互 數斯 は、 繁の 療に俏 ひ、 これを 驚す ，0 のか 藍に 繫を馨 すべを こち 
卽ち日 ザは 襄ミ换 巧 力の 勢を 興がす る ことにょ つて、 ヮご トン 叢裝の 襄你裝 おか 
を 驚し、 露に 繫繁 殿の 驚 S を腊掛 する ことを お喊 し、 ミ お 骄が蠢 されざる 胁 り、 ィギ 
，ス のお賊 する かお你 敢償籌 おには g がす ミ 露ち 俯襄 が、 難が、 恥拡 驚が を もって-か 
器 驚と 觀 ろミ義 を お賊 し、 憲が蠢 をる 嘶が には、 そのが •驚 戀 をお賊 しら。 こ^に 

日が おの お 色が ゎる。 

* 画 0 供 じて ァメ ミの 義は抓 俯、 がに が ミミが それ ザ。 



m の Mnt ンド グ響 


ま 》 一、 飯 驚が はぶた i がする ことり 

こがめ て あめ れ たん 联の於 も 兵力を I 窃^^す る こち もし これが がが 敝を る换 がには、 一！！ 
でも あかで も 一 おで も觀 がする こと。 ’ 

ミ、 ィす KQ 義 する 良 鑑も S 載は、 齡駿 篇& する がには、 講し賞 叢と g む 

る 0 

巧 B 觀繫 のがが としては、 がが 獻の黨 を 驟 とする じち 做し £ がの お 稱 する 冀 がの蔡 
ぉ 私の 曼は & く ミ もこれ を藝」 、千す 一二 Qg 叢 g ミミ 蕾と 載む ミ 
ち穀 おの 熙 驚が は 繁ミ窒 千 5^ とし、 潑は襲 ミスが を 十四が に擊 する も觀 おへ 

をし、 

ろ亂 S 觀暮 おの 公が 的が 加には 反 新す K >。 が アメリヵの 敷 お！！ 巧は、 截 私％ ぴ觀が 賦僻热 の 

がが fi ミ 磬裝繁 の夏議 は、 驚が の敝が 装に ぉいので ゎ ミち これ 
を懿の 一款計 巧と して す ミ 僻し ミ 3^ おが 髮露 のが 薪 俯に ょク ては滾 す ミ 

もので をる。 

ブメ リヵは 叢と いふ 妻 夕 S 5 繫 の 驚 & し、 義 のが 弧を 靴 さる、 ょぅな 獻紛を 殿 ミと 
いふので •誇は 冀 ミム 萬 數の俯 りち S がの 城 載た 載 供の 賊 g とするとみ ひ 邮ぉ〇 做しと 
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91 ま々 画を％ 才だ fH 


ミ 歌 裳び 繫驚 がで 賢を た-千 - AllllQ 襲 忆 ょる裝 は、 5? 蠢 Q 繁 とが！ {する 

もので ゎり、 日 拭に これな 社の 做 巧せ を 斬す ときは、 アメリヵ 自瓜 のが お 獻は僻 けられる とい ふので 
をる から、 あは ま私獻 の： ^ ホと いつても， がは 比が おがの 慰 瞬であつて、 巧に ヵム フラ 

1ジされたも 

のに 棘ぎ をぃ。 靈 すれ ぱ撇 がは か 如の かが 馨 若に、 教教獻 の義ミ ふ 驗をつ けたの だ。 
おに 髮 してなら ミ Q は、 ァィ 9 为が 一九 一二 六磬驚 Q 夏講 は、 繁 擦 ㈱ 。 駿整 には 

撒 勝 しないと いふ こと ガ 。これは 一献 すれ ぱ厮る 船 瞬ら と裹 では ゎる 夕お をい へち 歷繁 
が 許さない から •をり たくと もがれを いからであつて、 ホ 巧を 粉 無 ひで も 做で もない。 をは r 縱齡の 
にきびを、 な齡を もつてを つた ものに 過ぎない 0 

がに も 解 k たる イギリスの 主が はかが、 ホに 游す ものが をれ だ。 

】 旣^^&^は之を做持するこち 做しかがの斬おはぶを骄がするも載がをし。 

一一、 變義お 、 f が を# M とする が！！ の歷 がを、 が熙 をして 奪 你に襄 サ 

しむる こと 0 

ご 一、 ホが 巧 巧" にじ 獻撕卞 る こと。 

巧斯 的な 獻 i しては、 ホの お 職を なすこと。 

ス)穀ぉは磬の1一1塞千が十六が觀を| 1奪モ5^十二がに柴げ、 もし鹏叢も郎骼^^齡 


ミの 

ま； 8 
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がさる、 をら ち？？ のが# を驳 に； 畜 一ー モ 十一が 胁 を 品 | i ぐる こち 
(こ 備證悠 は 叢の 一一覆一 孝 i 八が 職を 蚕お 千が 六が g に當 ぐる こち 
5 聪お驚 おは 激 がの 一黨八 が 赖を セモ g 六が 脱に 帮 ぐる こと。 

ち齡を もがん もは 4 がを 聲 むち ， V れ がを 齡 ならば、 數簽 びが 挪 のが 纔茜 ふこち 
心 ハ、 おが 勝の 蠢襄齡 ミ# がは、 紙が 松の 藏嘛 腺を 蠢 g する こち 
こ ミす スのも 巧に がて、 もがすべき 驗 は、 か 慕漱勝 S 載を お § したの もが 俯！！ 脱 接が 
し、 質的 惦觀 かみを が はんとす る こと だ。 

こ、 にいん 撒松義 於と いふのは、； ミ六妈 おまでは、 がが とも 胳联 g 獻で 獻られ て。 るを、 
それは5ま、と」て、 が一ちも.^ら向ふ六ヶも邸《}^骄游が5をが郎で5^峨よう、 そゥ」てその|^ 
かた ものを を 蕾 孤し よう ミを でぁろ ミが は、 运 すれば が 駅の が胁 かお 撇を 載め たも ミ 
I 差等 監ホ もまを 狀斥 おもの、 ように も 恥 ミが、 歌 おは 麥に ヵム フ T ジ さを 豁 おがで を 
つて、 もが巧のが换獻をが持ホんとする^53^のがものでもをい。 なぜをち 5^はが齡などが如がお 
- をに な 新す るから、 この 載を 數齡 しわの だとい ふけれ ども 證薰 f ぇち 館の 載で た g 
巧 造 私？ 馨 S 縱す るには、 俯を 義 とする かとい へば、 穀 がび 製 膊齡 がで 辕 めを ミる 奶 
一が，* をが としよう ミムので を ミち 繁 おがの 似が する 繁 をる 费 はお 鑑 がを ががず る こと 
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■ま々 麵备 もす 巧 « 


なく、 をの ま、 に 巧 おする ことにな り、 現が の A お t が 斬に も 持が する もので わるから、 かが おがを 

がす ミと 裝艇 ると ころは なぃから だ。 これ S 材 が、 繁驚駿 Q 繁 5； を馨 せざる 胁 り 、 が 

おの 建が お 謀 載には 阿を しおぃ とお おする 解が で わる。 

がに イギリス がが 觀辕に g 撕し 、驚戀 ミを 義す to のは、 か £一 の繁繫 がを 豁るガ け 

をが的におおサんとする1|^巧に阳たもので、 これホ巧みにヵ ム フ ラ 1ジされた私帥§;5||^ に 抓 ダ 度 
い 〇 イギリス は 激に驚 載 一の が おがを おし ミミ 如 齡ァメ ミとの 销 5 獻おは 敬め て ゐる夕 を 
の繁 はが 露 ミと で、 讓 では イギリス ミが 一繫 がを が おが^も ミゐ る。 イ ギリ， < として 
は、 ミ 繫は繁 に！ S ぃたくなぃ。 そこで 激襄 が^ If として、 裝 Q 敷 髮を繁 新齡せ ぉ 
をして 善の 霞を 寡し ょぅとす るが、 ミには が 燃繁を ミて はがの 繫は俄 ミく をろ 
がろ搬 がょりも 繫 をる 热襄 が篆 がと して ぉけち 驚は 避かに 游似 する ことが 繫ミ かを 
少 くも 數年 肺は、 イギリス のみが S かを 俄て る。 これ ミす ス の齡 ふところでを るの だ。 がに が 孤 
籍 のが 齊勢 すれば、 繁 かは をれ だけ 雲に な ミ ちし がか なぞ 巧を もつてが 他を 巧つ ことが 
繫れば ミこ そ 一な 二が で わ ミこ 之 載ミ繁 41 ジ m ン ブル ゼと獻 服* ざるを i なぃだら ミ 

• ■Q ロンドンが みち M フン スが 抓！： をる お 殺を をす ミ賊 がを も ミ みら た 態で わ 

* * ミ ザ斯 かは おとして 冀が賊 の 繫で がが をが した ミ、 5 シスは 値 かにが の二 
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解 齡を斯 船した を I でけ りが ついた 0 

r 诗斯 に驳る 磬は襄 僻で わ ミら 斌潑 がと する こち 

こ、 欺鑛 胁に武 そを をき •が魄 S 脱には か ミく 4 をい こち 

ホの 斯 一は、 フランスは 繁驚ミ ぇ がい 撰を ておい 驚を かめて ミ かち 赛の聲 
はが 瓣 しを い 。がに おこは、 墓の i がと かが $ぇ は狱 ひき ミ：？ さ L ょミ 僻し 联が の齡觀 は 
がされて は 困る とい ふこと でぁ ミミは 備祗 かとい へち 7 ラン K は繁忆 政ミゐ るから、 かる 
•へく がの か、 らミ がさな 聪糕 をが らぅ。 僻し ドィッの がが は繁 する し、 フランス としは、 掀 の 
合計 おも 力に 巧 いなも 力を 巧たねば ならぬ から、 巧 もの 巧 はからされ ては がると いふので わる。 

一九 ミ おお 一月 主日のを 巧 デ， リ ，•テレグラフに ょれち フランスは、 が戳 がに 脱する 嫩が 如 
がの 带加 をが 件と して、 IX ン ドン 義 への 影を 講 ..2 たと！^ じて ミが、 所載 八が パリで 眺 かれた 
お豁 おも お淑忆 ょれば、 M 7 ン K はを 靈 をお稱 おと If ぜられ た。 

一、 もが 囊に 私齡囊 S と 城 8? をる こち 蔡 載は、 霖 の 叢豁 おにが お聽に g がの 城 斯. 

をを ホす る こと。 

一一、 が联 がが 飯 おが；^ が驳 とす ミは 載ミタ ドィッの が おがが 滴した がが フランスは S 致 
の も お 力を もつ ことは みお 巧で わる。 
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a まの ■をる ず 巧 巧 


一二、 來 るべき。 ン ドン お 私を 議に赖 ては、 お 載の お 腑腑盼 よりも 斯贿狮 限に 敷きを おく こと。 

脚、 ィギリスの 敷お幫 おに 脈して は 所がす る ザ禱か 僻の 叢、 取 俯の がが に鐵 み、； おを 
お あとず ベく •游 田な 献の瓶 示せる 六 ヶ似 はがきに もす る。 

フランス はも 力胜 とが 空 斬 おにが ては 豁 4 がめ により 撕 おミ齡 おかに 廊敝 されて ゐ る。 その 齡の • 
補 巧 おは 制 おは 受けて はねを いが、 拟 在では イギリス のめ 半ばの ものを もつてね る。 そこに ドイッの 
お 巧が 巧が 巧 誤 まれた ので ゎるから、 & がの 比率で 胳 が 恥 ホない のは お斯 にぶを 觀 加し 5 る。 フラン 
ス は、 一九 ミ 0 もの。 ン ドン 斬 かでは、 搬 お八 辦 のがち がを を 巧 もした ことがあ ミ おがが 豁 がとの 
ち 巧 おを を 要 ホした お 巧、 フランス はがが との 均等を & ホす るよぅ にを つたと いふの だから、 捕ず し 
もが 巧 巧ん の 萬と も 思 はれを い〇 做しながら 臘 利は 兎も角と して、 が院 には それだけの おおを がれる 
かどぅ かがるな 閒で わるから、 巧ら <热 紫 六 力 至 セな 化が 懸値 のをい ム おでは わるまい か。 

ホに フランスは 、粗が お殺して 巧た が W がが まを 抑て、、 お 脱 離 觀披ザ 式に お联 したと いふの も 街 
息に 化する。 をす ると ころ、 ドイッ にが WS がまを がせば、 フランスに とつては 樹 るべ を總职 をが す 
から、 これを わ 銳に妒 止す る 一 もとして、 做く Ik 巧した ものでは わる そい か。 

9 画の イ タリ ー の も 巧 も 頗る 巧撤 たる もので、 齡 逝の 徘か をい 私. 職が は ごがを 踞 ると いふ 
ま a Q でぁ ミを は フミ 文の お 城の 新】 と郎斯 でぁ ミ 俯しを がら お繫 がが ともが と 
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cni の ドン > 


しで、*. 1 ft . は’ .—:ン ス/ 篆〇 墓が 接がす る こと も， 驚の f らもて 載りは— ミ。 
巧 ッ* f 軍 。の如が 興は、.^ に 致が する ん璋 フランスを して， ミ獻 おの 一が を W て’ が 繫财び 
成^ 黨ぉ忆 が^る をを な < した。 7 ランスに して ミ 驚を がけ ぱ戸 ほど •が 繫講の 管 

れ だ*^^ を^* 4 ィ ，，，の m には がって が f ミミ，？ が ドィッ ㈱ おの 辦 巧に 
だが か.-* 謂 一?，？ は、 おがが 蔡 ぉ？、 がかは* すく？； と繁 する 簽 がら 

f 、 を累 V 曼 V が黨 てを Kir 、 も ミ； i て も靈 ひは ゎるを ぃ。 

ミな 从夢 たもの が酱 躲の驳 F る。 g らば これ 斯のお 躲が驚 なる 繫を觀 ず 
一! 論 •ると ミは 棘た ぁるを ぃへ ば、 がの 凹 g にか 热 すろ 

: y に、 某の お躲 する 髮 との 寮 墓の 驳 がは、 襄 ともに 繁 にぶに 断ず るもり 

と? 思 はれを ぃ。 いス t はが 堅 ミ もがと して おがが がは アメリカ 塔の 製が い 抱 せんとし 
て 巧む リ ーは •日：!^ ぉして ぉ：： i 装を 繫ホ をして ミ。 ゆへ におが は潑郎 して S が 
の 均等 ぉも 力 S ホを— すべ < ，骑は 敷 蓋‘ 斯を ミて おがを 穀 せんとす ミ も I れ なぃ。 齡 
しな •八* よは f!?* け 0 もが Kas ん Q 皆# ぃて！！ り、 tlj<s ゎれ & が； |忆ゎる。 なぜ をら、 
もし 均等 從 巧の 巧 ホを 載4 するならば、 おがの が i 驚— 私 斬賊雕 はがを ぉを るから ち こ i 
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に！！ ン ドン 叢の 一が 繫 がゎっ ち 

載 ミ、 イギリスの お 躲卞る S 你が がち £ がの お躲 する かが も累 がお證 も、 觀 をに 巧が 
をる 解® を 競 かする が敝 がが わつ ち この イギリスの お 親は フランス のがが すると ミで もり、 アイ 

ミは 驚 龄嫩 を黨む も讓お がには がりに 颗 がに をら をぃ、 8 も繁ミ ミは、？！ 腑が がを 
がが する も ミ もがへ 妒ミち S がは か裝 がの 髮にぉ かる、 もミ轨 がする こと も繫ミ 做 
らぱ おがは その お 稱を艇 がする をい ふち か、 る僞 がは おがの お躲す もがの 賊§ を簽 する I 
のでを るから、 これ 4 た Is み巧ぺ くもな かつた 0 

發沁 ベた 獻 一と 歉 二の 觀斯お かち。 ン ドン お k 裘 かに 梦 は、 おがは 一 かを 雜れぱ 、かがの 
襄に るが を ゎっ ち 8」 を がら & が義は 賢て _黨義 ミ Q で ゎるから 、おがと しては 一 
4 もが ミを 繁 ミミは をい。 こ、 にが かを 繁に瓣 くが 藍が 推は ミね ち 
厮 ミに、 イ ギリ KQ 義 する髮 霉ぞが がの 齡 がから II * ぱ •おが 紫の 靈撕釀 から 照 
がを をく る も ミは 脱を をっ ち おがは 辦 瓶の 敢が胁 驚が た磬 して、 かる 斯 脈を 驚 すれば 
お 紫が 一二郎の が 联を冀 になる ことを 義 したので ぁ ミら ミ S でもが がが は繫 髮と繫 
し、 繁 にょ ミは 繁に斷 るが がが ぁっち W しを ポら豁 おが Q 欺が と 城が繁〇 驳 がは、 がが 

としては これが 一が も おる ベを もので をい から、 こ、 にも 亦 化の 巧 &が« はク てね たので わる • 


'1の 



かく 拡お してを ち 一ー ン ドン 斬み がかが の滅髮 をがん ミた じ ミ、 俯と し yj も おむ を龄ミ 
0 た。 

II n 巧 巧 B の 6 度 

斬 年 十一 一巧 丸 日から！ ーンぶ ミ眺 かれた 联胳蔡 がは、 灵 が';;^ たる おがの お 骄の齡 ろ おがが 
か 燃と して 靈を脱 おを と ojg けた、 ろ おに おが Q 繫 となり、 おる 四 ヶ配ガ けで がが をが が ぉ 
が、 躬 のがが とな ミ S 、 ぶ もなる 蠢は俯 一っ お まらな ミち 脱ん ゃ ィタ？ は ィギリスに 
おする 巧 瓜から 新 抓を 掠んだ ので、 » ン •トンを」 II はがく 船谢 がが にがって し をった。 

*づ 。かづ 獻 一に ホ かを ミは S がの 联載 がで ぁ ミ繫ナ るょぅ におが がは 一二 願雕四 
け *21 蠢ょ りを る もので、 をの 一二 賊腑ミ ふのは、 のお潑 のがお^^ 、のがが か 怠 
u 巧’ 樹巧 極的聪 僻が ミっ ミぇ これを も かとして 曲っ の お啟邮 が w が おが 一二郎の 脱 お 

^ が 城 影る ミ 傅 斜浙驚 g の 驚が を かめろ 傅 おとして 蔡腑款 たる 義心、 恥が 驚 
W が 俯 叢が をが 献す、 お献 もし 襄 g ならば ミ 斯器髮 、簾が 繫觀 たるな 拉 驚が、 み 

^ あ も、 がん もは！} かも も* にょりぶ を する ことを 義 した • 

ミが 巧は、 ん S のがが 上のを からみ VJ も、 屢繁の 驚が び 驚 おがの かを ミミち 
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船に 野 数 T の お稱で をつて、 郎獻襄 にもが する も ミ ゎ ミら、 鬟 としては 、驚の 載 解が^ 
驳を指 戴す る おあかみ で おがの がに ぶを 說 恥し、 おおが を i がせし むる に 巧め た。 而もを 因は これを - 
束 It しよぅと もせなかつた。 

ならば この おが おに 巧して、 おがを はがと いつて 反 おした かとい ふに、 ホづ イギリス 
左 B の獻 がが がを 乱げ てみ る。 

イギリスの 獻お 巧が は 二つで ゎつた。 一つは 献巧上 •の， ハ ルネ ラ ピリ テイ I {vulnera- 
】 sty ) 亂 が盼雜 がなる ものを 巧げ て おがが に 紙が しながら、 じれを ほ 巧した。 をの 齡 がは こぅだ。 

が齡 には i 防 上， の齡獻 がと いふ ものが ゎるが、 このが 殿が は 苗* によつて ホ 巧に 巧龄 がゎる。 例へ 
ぱイギ 9 ス のかを は、 ホが の 巧 わを をが 面に もち、 が热 S も轉大 で、 んが漱 S を 做 巧す る齡 巧が ゎる 
かちが の Si 性は】 幕ん をい。 繼 つて をれ を 巧を する おも お 力ち 他 因よりも がなる ものを 巧す る 
この齡熙がを斬巧することが、 が闺の趴5^&:|がを做持し、 田がのぞ勤がを»らし巧る昕なでぁる。 
|||^が献のおがは、 が因のが雜がた骄がし、 が换のおお慮を胳がせしめるものでゎるから最も適をし 
てね る。 撤る におが がに よれ ぱ 、蘇 力た 均等と する ので あるから、 齡巧 がと いふ ものは 考 巧され てね 
をい。 が齡 すれば、 お •力の 均 おはが 巧の がを ぶた 费 やです もので をる から’ 同意 化 ホない とい ふの 
か ある 0 
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ホに を 一の 反ん が訟 ろ義 おおな 設 でぁるが、 がの 獻 一の 誤と 駿をミ もので ぁろ 脈が 
ィギリスは 饒義 にも ミゐる 寮、 紫には •露す る ことは 襄 g でぁるかち 霖豁 

幕 i 義繫 養い 拿 わミ 

录 V を これに おして、 巧が 永 か私槪 (僞 か) はがの ょぅに お！！ した。 
won ィギリスの繁說でわる熙整の齡靈といふものは、俯にょって啟ミもづ满 
へてミい。 ミは^£する忆寮が載ミい雜忆抵るもミ、 もしそのが黎联寮< 
が 均を^ わるなら ば、 特に 胳巧 佐を あ 巧す るん 要はを くな ミ なぜならが 联 おがが、 斯聯敝 の 撇漱と 
いふ 貧の 繁をも ミが り、 •ん献 おに 盼 ける 擦 驚の 典 解なる 製から ミちが 漸燃 ゃ驚獻 
は 8わの がが 潑 載は、 厮 g に戰 する 寮が か 載に ょ ミが おを ぅける も ミは をい。！^ ろ躬器 
賓邮 。ち 縱联 がが 板が をを すおが お 、その 僻の が戳 擦の 驚た る搞 がは、 ミ繫の に视 
らず ミ网の困防上の聲むと^^って、 も度ともに巧が^ががし觀るものでわるを、 これはどぅし 

ミ繫菩 なければ、 お髮の 製は i を ミ。 g 断 驚の 熬 が、 その 叢秦 g ミむ る わ 
いバ をは 叢が が敝を 霞して、 敢に斯 I 致に 熬 がが S を飘齡 すれち ィ ギリスの 稱 する 熙 g 
上のを 公を も董 する ことが 繫ろ このが はおが としてもが がに 斬が して ミち これが が斯 M 
のがが で わった。 
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米 画の 
友 6 


f f R ん たい ♦い 5 

ホに アメリカの 反ち 理由は こぅだ n 


< わ ふす ザく < 么 けいこ < こ <げ3 ♦ん < 人 いん •ん &♦ ♦た へ， ♦* て か 

俯 約は、 陌巧田 Q 田 巧 のぞを あの 均等 fc もへ る ことを 目 おとして 巧を された もの 

4 -Mt flvl ド C »$0 9 つ こ ♦ん fAjk ん か へい .r 主 < > ん 

で ゎる。® ち 同化む の 差等 比 巧は 因 巧 上の まも おを が ホす る ものであるから、 も 力を 均 

& 5 こ < 巧* ム ♦ん > AA >< こ < AJS ♦> じ A ど さ Ik いぐん へい 

巧に する ことは、 巧が にがを を ホた すを となる 〇 除に 备 固の 巧 ホ やま 巧は 同一で をい から、 海 あお 力 

A ミと* た丢ん ち ミたい ♦い 3 

のす 均等なる ことは 當が である、 と。 これが 巧】 の反對 理由で ある。 

》 は f じつぷん ミ；* か だ》 名つ て か * い， A げん & A ぶ 憂完 す、 ►く ミ 

アメリヵ 側は 巧に いふ、 日ポは 共通 あ 大肪設 をの 理由と して、 み 脅 巧み 镑 巧の 谅 がを 巧 立せ ねばな 

こ- ま たい ^一い け. 4 1014 レ ん‘んよく i 4 lic んこ < 沪ん t ん い 

らね とま 巧す るが、 今日の 化 態に がて、 ♦巧を くは 隹 巧と いふが 渡は、 が軍团 ra には ーク もな 在して 
ゐ ない。 巧つて 游騰 こを 和みが み 侵が がなん されて、 因な のまが たがち 居る 抓が でを るの ガ 。ゆ へに 
アメリヵと しては、 日 私の 主 減には 同が する ことは が來 ない と。 

* B 全 これに おして 巧が が 軟お槪 はいつた。。 ン ドンが めは、 4 がが 敝 後の 特 がな Si の 
痛の ■ で 腺 巧され たもので、 繳 もが 力 私 おのが 兩 としした ものは、 そのを 時の の 薄 も、 

■ 卽ち 亂有巧 力を がかと した もので ゎる。 然るに そのを サ がの なおは が 似し、 がを のがが 
をる 製な どもを ミ、 驚が は激 がに 疵 おする ものとは 崭 へられなぃ。 載に おがが 髮ミ霸 が 
策をもホするのは、 日が困巧のあがでゎることも»とごホかをなひたいと。 これががかお|^の獻熙で 
あるり 
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これを が 幣に蹤 すれば、 おがが" 萬で お 力 臓が のを k とを つたを 時の 激 斬が 力を がが する にがても. • 
ァメリヵは 勢、 に觀 {がを 繁 して、 fS に證 なる ょう 供り かへ た 磯 脱が 腺と してが ミね る 画 
i 會一 そうい ふことは 尴 にわいて • #4 化め の も 巧 化を 敵いても、 巧が はこれ をち 扩 しない。 游 
んや^|4僻觀をなてすがが不もがの膽おを微出してわると說くにがつては、 人をかつたを^一^でをる。 
臟—性 4 そこでこ、にi&上の膨辨倦とおお獻の均斯といふ^^とが齡題にをる。 劳がの主脱す 
ぉ金感 り るそういふががが、 仰れもとるにがらない ー ザがか賊でぁるのは、 ん巧も槪の反|{にょ 
均 寒 つて 诚 かでは ぁるが、 との 閒酷 はもめ て條 巧に りがい ものでぁるから、 こ、 に SI 口た 
お 加す るの もが 巧で をら ゥ〇 

巧1|<俯めをつくるにお0、 困盼上の齡獻がゃ巧おおの均巧一^ザ巧の中に心れる拟がのぁる こ とは 
|豁でゎつて、 これをか觀するのは齡らない。 ゅへに^^が雕が公巧なる獻巧に立つてこの巧嫩を锐版 
すなら ば、 S がと しても がが のが かを がてんに ちすべき もので、 ん 恥から これに 反が すべを ものでは 
をぃ。 だが がが Q お贼 には か賺が をって、 お 巧に 靴しての み蕭 腑然 がを がへ、 がは 驚の 變と厮 
が繫 Q 變 とを 邮一繫 も忆髮 はんとす るな を、 こた Si じて SS る ミミでは ミ。 が 

がに して おが 離には そうい ふか 盾が お 在して ねる ので わる。 

俯 だが to ょうに、 ァメリヵは 露 か がの が 1M れ たおで をる おち rV のが i 你織 脱は、 渡の 繁 


い 
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から 然 公な 黨 にゎる。 取繫 羁に g て ig お s 獻 の 驚なる ミを がむ るなら ち 如 づ揣を 
アメリカに 望ねば ならね 載ち をに がして イギリスは、 驚の 聲と ミに S を もち、 銳 もが 
驚は 繫の懈 む ミ断慨 にゎ ミら 寮を る齡お お漸獻 を 解に S にがが する こと ミが 
が郎 のを 上諸忆 驚で ゎり、 それだけ おお 賢が。 く誕 がが がぃ Q で ゎ ミ 皆す ギリスは 
ァメリヵ 裝 のが 联 がを もっ のがが 歡で ゎって、 もし 雲が •の 篆ゃ断 g 梦驚 おを がが のが > に 八 
れ るなら ち アメリカは イ ギリ； セ 狐の 馨 でも 態で ぁり、 おがの 僻 おがよりも！ g くて ろ、 ゎ 
けで をる 。 g る忆 も％— ら ず、 アメ， * は ワシントンが, Sf で イギ， K を 藝’ し T がが 戴 Q 僻 g がを！^ 
而来 一 4 も お ！ t よぅとは しを い。 おて 問ち イギリスは アメ 。力に J つては そぅい ふ お 料を しながら 
日が に § て Q み 化が 忆 こ， si を おる する を 7 メ 9* はイギ ，ス よ。 も おおが。 ザなる ことを 巧 も 
承 か-一を がら •俯 ゅへ に S がに がして Q みが 蠢 のが 議 齡を體 すゎ？ C れ繁 og はを する 

ところで わる 0 
r y 

ホに アメリカは、 7 イリ ツごや グミを 狀觀サ わ ばなら ねが 斯 がゎ まちがが と 霸の齡 おが 
ミ義がが均巧にならなぃとぃム。 だがアメ9为：：^」が-へてミがご、 7イ？ツピンやグワムは 

ァメミ Q 蘇ゃ裝 巧で ゎ ミ、 ァメミ 驚 ミ も 苗は ミ。， S 繫ゃ龄 お 慧斯 をが 
がが ミを 蓋と 同 I Q が 单‘に ミれ ては、 がが としては g つを ちは をぃ。 7 メリ カが かがの が 
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地 ゃ化覆 Q ぞ全 ぶを 日 ザが* A と！！ の 觀 準に ぉくのは、 叢 藉證に ミが 騰を g 斯 せぉ、 が 
ネ獻 巧を が 巧す る C とが 數 にな ミミが がかが を わ しっける Q が 誘で わ ミ、 ミ 據の俯 も 
ミ もない。 齡 って 基と しては、 驚‘ におが 齡繫の 城 載を お槪し 做 ミけ で、 こが 驚いん 

4， じつげん ■ 1 3 ,っ > - C j 

等を を 現す る ことに もなる ので ある。 

ミの ロドン ンが歡 がに 龄 ける 驚縣 断の 驚は、 がへ— ぬ賦 龄な齡 かで 穀 _5 た ミ ふ 
B * 1 語に つを ろが へぱ慕 S お f わ聽義 *髮、 •もは f がが が ミぅな も 
のはを には、 かを ながが を 載 -i ながらち 載 g おには をを がは すを If ミのは ミ 
一っ だ J 詔の！ SSI が S からの 谎® 俯 i 嫩に f て、 が聽の i にの りっ、、 繁 g のみに が 
巧し、 巧 的 制 眼を 推つ たのは その 二 だ。 ィギリスの 撒獻那 g 糕忆驚 お S その 一二で わ ミ 
始め 巧が •氷 が、 共瑜 あが 眼の 適 化、 卽ち觀 軍 力の 均辦を £ おが】 一一郎 y に靖 はを する 數を热 
化すち 難解 困は かが ホは 繫 せらを ものと 賢、 聯が とな ミ 贈 g お。 g るに が號 ょ。’ 
あは 一二 闻 だけ ミく. 夏 郎に爾 する ことを r される ち g く繁 したょぅ な穀 でを ミ。 が 
め vf っ がが! iH 邸た だ聯っ ミは、 f 。 ilo おの。 ン ドン 靈の 熙、 蒙は 冀 がの 
を 化と も 驚 Q 簾 g にがれて 擊 する 緊繁 がい、 とい ふ ミ、 ミに がれた ことを y ひ邮し 

々おもを たこの ホ 也で ゆく だら ゥと勒 へたから である。 
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s るに こ、 に徹衛 たこと が おつち フランスは 、おがが g 驚が 敝の 驚を 冗ヶ g にが はすこと に^ 
がちしてぉき1^がち ミちをち こミりち ^^れは更断ゼけにしてがミい、 ^の||齡斯郎に 1 
まで® 巧され ては 困る とを ひ 出した。 これは がと して ドイツに 搬郎 される ことを 紙れ た t めで、 これ 
を： 3^ せんとして 自を お觀に § つたの だ。 

皆 ば 難 麗夕靈 を IS じて 穀 がへ をら ミ獻 がな 驚を とミ麗 は どこに あるかと いへ 

ぱ、 mlp ツ パの お 换が銳 らしめ セ もので、 がが 洋 のを 齡の奶 きものは が厮 になかつた とい ふところ 
から 來 るので をる。 

フランスは J & 戰 イギリスの がが 私に 撤 がせを する が 俯も靈 も獄 がせ ミい。 その 目 巧す ところ 
は、 もとして ドイツと イ， ，ふ 狐を ある、 イタ 9 ふかが すと ミ もが おとして が がで あ ミ 
叛 して 銳を 織が の 破を ころち m — ロ ッ •ハの 搬 のがが 獻影 をが 斩と して、， V のが か 藤 敷が を 

燃 心し、 を」 て襄 Q 繫を 賢」 ょゥ とする Q が 脱 Q 护ミ 。ミには 簾 駿ゃ證 紙が 

li 亂も だけで 报 山で ゎ ミ、 日 祭 も S する が お もんが 驳 がな 1U はが 獻 51 搬 がせざる ものである 。さ 
てこ そ 彼を はかへ きらね 態度を とつた のガ〇 

« 0 a ミぅ に、 為 おにがし ては、 7 メリ ヵは 絞靴獻 戴’ イギリスは に S 撕の襄 をが 
■ミし、 驚は 一が がが ミ ふこと に ミた ので、 お 叢 ミイ ギリスの がかに ょり、 一！. 



■■バン, 


■ ■1 •鬟敍 を 驚して、 ィギリスの かお 你散蠻 K を か 邸に ij せる こと ミミ。 

ミ* r 的 襄數 は、 驳 にこ ドン か ii お 船の 解に、 ィギリスが 热 f た ミで、 做 も 縮た 
ものでは ミ。 脈が K 郎 は、 一丸 一ニ セ嚴幣 QiJSfi (ィ ギ， K は六輯 M ぉお 碟 した) の 攒繫 P 
一が 腑 がか お 你に冀 J し、 繳る傲 繁厮蹤 しょ ミ 僻し そた は、 が 做嫩繫 髮は 績蔡墓 if 

としてが めよぅと いふので わる。 ゆへ にお 面 上では、 比率を 義を 派して、 私が む自も g を 散め たもの 
のよぅにみへるが、 をの5|5は比がままの洽がであつて、 {|が55び倫を俗?2の敏镑と狐^^媳るところは 
をい のでを る。 

この おに おして、 アメリカは、 日が がの よぅに も 巧の か齡を わげ る ことは 賦 がない が、 が S か你觀 
放が 非常に 私 巧なる 巧， がでは、 e わを 换 ないから’ このが を 訊かのを 逆と しても？ S がへ をい と淑 ベち 
日が お 槪は立 どころ に 反が した。 卽ち この 數 は、 度 敵 にがては、 か 載 おがが はこれ におい 載で、 が 
がの 義 とは 椒藉 に献し ミミ ミの みた ミ數は 激に觀 する 熬い戀 する ことなく- が統 
にがる軍糕にがてのみ惭おをしよぅといふのでをるから、 一3^のおががでもある。 ゆへに£がとして 
はま Ss 巧來 ない とい ふので あった。 

繫も S このが に獻撕 しち M が フランスは 囊が 六ヶ較 鹏を襄 としてね る こと (載 郎叢 はぶ 
をーヶ がに 養 r も 養へ をし と 載 4 した) 扁が 寮に f 且 V 農 sr 墅繁ろ 裝おが 〇繁と 
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を、 瓦軍^|の均ホをも豁すミら郎が繫ミミひ、 ィタリ，は、 裝おがでゎることが變の 
一つ、 が 一つは、 M 載は 一が 蠻戴ミ ふけれ どち 繁を するとい ふの だから •か 薪に ならぬ と 
いふので をつた。 

*は|| ィギリスは、 销の齡 難が： 散 歌 歎が ものに なを g は、 繁 が.！ のこと であつ たと 
I ； 進 賴 gif れミ そこ ミ メリ ヵ 茶の が 断から g 難を ぅ ミち おに g がして ある 齡二お 脈 • 
ち 撒 も那報 私を 觀 がして これを 載熙 とした。 これが 一が ハが のこと である。 これを みた 

驚 臟郎も Sill 難が Q 鬆！ gg 載を 汲 i ぉ。 

私 断 もは 纖燃 たる 敬 仪拖無 も ミ rV のれ もは、 がが 驚は の 燃 まつ ミら ーヶ 器が こ 

ミ辦製 辕 に敢敏 する 篇 Q 績お (纔の 脱 親、 暴、 おが、 繫鑛が 做) をが 駅に 渐 f 
る こち S にが Bfil の 燃 をら スヶが 器ち 獲の 驳 S , 接、 がが 齡 ，、避が が、 熬 、漱 

力、 歡姑 おを) を浙 おしょぅと いふので わる。 

を采 は、 が 蘇 も閒 ちん 断が 撒が せんとす るが お漸 お'^、 義聲 一が g に敢 前す る もので、 
蓄あ ミゥに ななの 私が を とらない。 そして 新は、 が 載の； g く、 輪が UK の めち 10 の 栽 
S に繁 する 奮の 繁、 WSJf を 孤が する が、 諮 ぉ 歡スヶ がを 繁 しなな ちキ ，ルを おク 
一: る ことは 歡 ミミ ふので ゎろ 抓ち 觀繫 は、 が郎 3 がが にがせを た撇 がが K ちか だ 心 
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tn の MKy ドン ロ 


核 的に 漱龄 を撇 報す る ものである 0 

髮に 4 驚は が献 i 髮に梦 もので、 載 一 S には 驚の！！ お 祗を獸 "し、 脱 一 嵌には 囊雲 

巧の おめ にを も 託 おを 宣 111 し • IS {にを ム識ム .. i た 齡献の ももを 浙觀 する ことに ミて 獻ミか だ！^ が 
私の 如く、 軍 也を 氧す るには、 逝觀 をハヶ •ん の 鑑を をを ぃのが 辦 ミミ。 

日* の ミ嫩驚 襲の 贿 きものは、 一 i の槪繁 紙と もぃ ムミ ミで 霧が が 版から 
もしく が ミミ ゐミ盤 をら で お 盗 僻の 號齡 も裝 なけれ ち那ミ 護が 

もを 刺徽 する が； 5 も ゎる。 そこで がの 私 郎辦 では、 髮蠢 はを ミム 聲你の 
ななを る ことは 一!! をし 巧ぃ と敲 した 《で、 藝は 撤らぱ がが お 忆撕 して 驚を 聲 がを 霸し 
て 巧 否を 巧 かにし ょぅとい ふこと になつ た 0 

堤 ホの 結 巧は 四み 一とな り、 日が ものを がと をる ことは 贼 かで わつた。 を こで 龄が 勒撇狀 は、 がが 
化 おに 巧 諷して を 謹 お氣の 日む をき 理 がを 速べ たが、 がが も かむ を 做ず として これを が 散した ので、 

去が の 斯一蠢 管は、 装備は が一 お 露 解 舰に がが f 聽 した ザが 郎義の 斬る、 ところ 

とたらず、 をに 日が はが 載ょり 略激 する こと t なり。 をォブ ザ— •ハ 1 だけを 趴す ことに ミち 
"海— がが 勝 雲の 脚が 叢は、 が 紫 の敢 獻渐靈 をお かとして 繁 され 蠢が が聽お 
儀 《虜 つたが、 ィ タリ， は、 叢 ミ 脱 i が馨に 歡し、 お霧腑 がが 糞 さる、 でな けれ ぱ心 
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る 露す るを & ずと 餅して、 露が へのが i を おんだので お籍 がょり をる 闲 iSS は 
こ、 にミ闺 解め となり、 ミが 一十 五 が二 駅 账に煎 恥を 巧した。 

掀績は S 敢繁 S が 裳 難 裳 繫寮驚 I ? Q ご 歲ょ〇 なり、 ミ 露は が Qiso でを る。 

(ご！！！ ！《«« 

S が繁熙 は、 铅 E の 燃を ヶが 謀ち M 露に かける 截繁 おを 繁 に淑觀 する こと。 がの 

瓶 巧 か W ヶ月を ち掛 する に 非 ざれ ぱ敢仪 にがおす るを 换な い。 

倒が 締め 田は、 百 W 队 上の iS 脱 にっき、 がの 巧 もを 撒觀 する こと。 

が酿 、装、 致 ミ 隙、. が 執が 夕が襄 おの！！ がには 私 緊 がかの 8 とも) 

(二】 ■« 賴 1111 

S おが 粉の A 叢努を 11 再ぁ千 ザ 渡が がが がを 十四が 装と ミ 僻し 靈の繁 は、 一 化 
ミセ 聘 一月 一扳腑 ち繫 霞が が.！ する ことを が 似と ス g らざ るかが には、 伽 脱がが が 彼は 
十六 时 とす 〇ま力 がには 日 化 十せ， が 一^の 巧を 巧 棘す るを 得ず。 

おが勝 Q 懸を S に 夢す る ミ、 一九 四 0 嚴暫 tv 雲を 贿〜 

の 驚が Q も Sir おを 睾ザ 整 基を 十一 お 酱 とて f を 0 驚が t 
驚す る 媛 S は、 が繫 おを 驚し i るが、 驚が Q 繁が账 がは 51 に敷始 する を 换ナ。 
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SOI の m 應寒ン fy" 


巧繁が八モが繫 一 巧セモ育^^まミ鬆は繁を歎心すミ 
S がん おは、 ぶ卑繁 ぎ 一 于ザ潑 茜 四 も 十二 おの I をが ミミは 散が を 熱心す る。 

の 旅 證獻 は、 基 举辦ん さ 否 一孝み 你 赋が歡 六が 十二が Q j 献 甘の ものは 撒觀 する は^い 0 

(ー ラ 巧 A 保 II 條 項 

の 綾 i がが かの ため禱 を髮 した 繁 には、 媛が 怒に 城らず、 船が を繁 する ことを 皆 
供败義 敷の 4 合には、 解かの がが が悅 止され、 難が は 巧に 蹤獻を 巧ろ 僻し 露衍獻 驚と 獻 

ち繫 はおび 築義 がす ミ 

佩驚がが解がの が放と饼か サミ 掀おを截がす る繁£、 渡おは瓶！！！ に 漱|?-^ て赚獻を姆ふ 
製 懈の繁 にょり、 無が が ii ® がが 勤を がかされ たる 供が には、 繫に漱 餅して 彰を赵 ぐ 

〔旺】 この 巧 かわと 共に、 日 巧 米 一二 田 面に W 巧され て & た游ホ « の 化用姻 R に H するな 巧は、 佛 かを 化へ て お 田 
巧の A めと なウ た。 

■ S & 繫の掀 俯 おを みて、 俯 だ一お をが す ミは 、 rV れが僻 联が基 霸に臟 し 所を 
■り* は 粉 がし て、 驚に 屢蠢の 霞を も 齡る とい ム 、が g 斬欺繫 のが f 邀敝 した こ 
とでゎらぇ 馨こゥいふ8|^も’ かるは JI ま忆 II ること臘 W ではゎミ、 齡しなミ 

齡靈が 12 梦ゎ c - y は、 皆しても ぶを 義 する ことは 栽 ミ。 
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がををらミ 82 は、 ミが微繁装に驚する讓にがミみが駿嘉^^讓し觀るミ 
であろ も」 ぶに が*」 て 養篇 がを 款 する g は、 そ ミら 驚を おじ、 g からず して 繫が義 
ふょぅ じなる S 、 ヴ ユル サィ ユ繁 、。ヵル ノ鑛 、が" もは。 ふ； 磬が 驚に これを g 骼つ 
ミミ が戰にしてがが職郎の箭郎の^:^に繫パつた繁霧がは、 難を裝したぉ|なりの競 
ミ ふ 載には、 何等の 栽義 も敬獻 する ことは 紫 ミ。 g らばを は 俯 ゅへ で わるを いへ ち お 
がのを 繁 なる 联ぉ數 ち おとして お がが 藥に繁 した 锻 にがす ミで わミ 
巧 貝は’ だが 巧 ほ 一が を 載め て贊 るなら ちがが が おがの お 城を 繁 したが 齡 には、 おがと 
* ミ 髮と Q 舰忆繁 Q 繫が 搬をゐ f とも 髮 しては なるまい。 

做， らば 日が をして を. 漱を數 せしめち お義 おがの お 棘の 驚を る觀が が 狐が 
おがの 霸繫 Q 驳 がと おが 裝繫 とは 俯から く ミミへ ぱ 、黨 Q 義 する 繁 g の嫩 
i と繫の 驚す る襄 がの 骑 がから がるので ミ。 かの 5 穀職 驚なる ものは、 か、 る 叢獻を 
暴 せんがた AQ 巧なる 叢に 與 をい。 

撤 るに 一が の もも 撇 はおが 你 ミので わるを 載 4 を P ミ ザが 驚は 繁をも ミ あるを 

勿論 載 4 の繫 がわ ミ 襲 すれ ザ おがは その 繁繫を 繁し聲 かがが あ ミち 繼 つて 奪 
にし ミ、 忆惡ミ g り、 g 織 邸は が •んに 渡 Q 繁を しと 擊サ ざるを J ミ。 
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もずが 巧を Ml 义 iirii 


第々* 日露 支關 係を 打 裳 ナる 

I 日 s ■ なの _ m » 

■ミ 燕雾 がソヴ H 卜 •ロ シャの S がに 靴ず る 霞は’ 错 めて がが 你 でを、 If ろが 
，■化 雾 とがは る、 徵繫 佩、 か 驚で ゎつ ち 佩へ ぱ 新が g の黑 難に 靴しても ロシ 
へ ャは S んど i 載らし き 驚を を さな ミち 腑齡で お議齡 に 脱する が g も 郎 がを 热け 
。シャ にがして その 參 抓を 脱 新した なにも、" シャ 'は 方を 拒 做した 做で ゎる。 がに。 シャ はかが 搬筋 

を li がして、 がが ゃ瓣 i に 抓す る ミ も かづ！： が S がに 郎ミ 黑繁 のが 報を 雲し ちが そ 
れ のみでを い。 ロ シヤ は微 脱に 1」 て 驚か 黨 霞繫 gQ 綾を 雲 するとぃ ふが 觀り までが 
かした。 

ミがどゥだらぅ、 この薪你3^がは 1 望111焉の八5熙を4いいとが0てかち 聲ば||滿が 
敬の 化 带忆胁 する sii 象を がが に 載ら」 を、 Jfg が磬 於る 嚴 tsi。 忆 W おぉり、 が® が 
が お 件なる も Q が® ミり、 網は お瓣娶 が Q がが とが 鑑 g が へを を、 がは か 護 筋に か 
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麵 一繫一 々 a 画 露!! 


らむ巧ミの私撕などが^| へられて、 が»の閱私は踏<るを4卞とさ へ觀へらる、をでにをつた。 

撤 らば さぅ ぃふ 繁の療 は 俯に おくの か f これを 敵 <齡 に、 辦 V は かづ £ か 脈に 祗ミ 驚の 

髮 叢を、 養」 く磬」 ミる 黨が あろ 

**■ 繫が 撒を 贼瓣 する 拟か は、 a シャ M を おがに がして をされ たもので、 燕 ii の 保 
* * わがに ロ シャが S 歡をも ミとは、 繫が がが 版 Q 獻 S の雜 とを ミら おが 腑が 
がの 負め、 a シヤ はお ひ 巧つて 之を S がに 巧ら ぅとい ふので ある。 

この 热 がは 一义 一ー ミ 斬 六 巧 二十 六日から あがで 账 かれた が、 載 龄 なる 斯 敗は 二 0 で ゎつた。】 つは 
裝の驚 簾 嫩でゎ ミ腑ち a シャは 驚 紙は がが のがに ゎる 主義す るに 撕 して、 瓣邱備 は 口 
シヤと 巧 If がを 共有す ると おおした 0 

他の 1 つは裝茜瓣|1啟で、 a シャ雕は二が季おル，ブルと^;きかけ、 も四かの獻六かがお 
では、 これを 二繁ル 1 ブルまで かけた が、 新 藤は これを お 千 驚で SSg らミを 撰は 一が 

も 出せね と あつて、 輪 M れの强 となつ た 0 

• V のか 叢 Qf 淚 講サ をして、 a シャ H ゎら 磬 かけて 漸 た？、 八 S 八 かから； S 腑が脱 
に 心り、 號辕 ご ル， プル ミた 依と かゥ邮 した ザ。 シャ搬 で if こた 獻が た。 抓が 辦お 
發ー ル-ブル ニ十 ぉ化 とかり 此 したのは、 一一が ル， プルが 農 燕 簾の かひ かの 華 巧 g に 瓶！； 
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tfH なをな 围义露 曰 


する をゼ とす、； ，ご 二十 ぉ學 は設忆 おる ゎけに ゆか。 とお. 戸、 瓣 S 誤 繫の載 

步を ホむ るの みで、 あ般 は！： ヶ がに％ ぶも何 載の 進粮 をが さなかった。 

ロシヤ が一 忌？ 畜や一 覆を ル 1 ごな どと がを たこと が、 慕が g ま ミは 堇を でもを 
いが， 化 紙の 掀占的 驚 S を義 するな どち 蠢 にかは ない 一一 5 ： ひがで ぁ ミ獻 誤が 裝を講 し 
か繁 がの i 獻を私 ミとは おばし きこと では ぁる 夕截 I なを お骄を g ろ繫 & を撇 ってまで 
これを 齡す るが もは ミ。 髮蜜 せざる 忆 いては、 一九 一面 お Q 囊緩 をが がと」 て 箱な 
が鉱に 驚す るゃぇ 裝繁 の 龜を が歡 し、 聽郎が 繁黨 にか ミミ 繁を なし、 讀 

に || 巧 凹な の 時 巧を 待てば ょいので ぁる 0 

かゃ に 巧 宅 Q あかがけ Is り Q 裳忆梦 たと ころに、 八が み 側 忆は繫 Q 難が が忆 脈して 挪 
書が S を、 お ii 藝 ル-ディ 巧 Q 蠻忆 るが 鬟 がが g をと なり、 燕 離では が 似 g を 
數齡 して、 繁繫繁 驚 敷 力？ ナ常 四が、 啦に聽 g 、 ボグラの $ 鬟を吗 誠し ち臟 
るに AJ の霆椎 のが 孤は •。シ ャ瓣を 霞に 驚せ. .i め、 これは 辦 がが 繫お 恥り の 驚で ゎるを 

ど、 巧して、 側の 巧ん をを 化なる ものが おってが た。 

**• このを 文 黨ミ ふのは、 十が も モスクヮに i ' いて、 | i がに 郎 ひが 我され たもの ち 
• * をれ はぉ繁 4 が 難 が 能が にがが して、 裝の裝 g を：！ てっ、 ぁる ミ ふが ミの 掛 
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巧を 示した もので をる 0 » 

邮が齡 1 Q が 載 ち 教靈 8 ょり 化が 四 か 俯 腺 S 鑛に 教られ たもの ち瓣 がが 狀滨繫 紙を 一 
薪に 瓣く 鶴の £ として 繫 のな 簾を 兼が の泌 带に繁 に脱警 しむる こと、 燕が に t 挪 
おなる 夢 俯が の 驚は 一撕說 めない こち ミには 繫齡驚 Q 難を 繁 し、 が" I 養は 驚 封 

の ホ 歌を しには 何！！* も 化 巧ない やぅに する こと。 が换の 共を おの お 人れ をを し •殿 おを 腑 へる 
こちが 驚 轿の惡 戦を 斯 がして、 i 游繫 、がが、 おが 0 載 か贼を 1?* めが 襲して ぉく こと。 

苗?^に龄ける巧爭巧件に》し、 ソヴィて卜の不が巧がをが乎としてがかすること解が瓣がしてぁる。 

•又た 蕩裝 か毋ミ 載辩に 龄ミ繫 热繁僻 載た載 ぜられ たしと Q 黯 にお」 た繁 幫篇か 勝 
では、 化が 二 かが 龄お繁 がの が繁 かを 賊ミミ 觀が繫 た繫が 能の お 載を 繁 して ぁる。 

斯ミ 巧が は、 九が も 繁姗憲 さ 避 おの ミで、 も瓣 ST かが 紙の 總が として、 がの 
お獻髮 ミゥ、 ッヴ H 卜 の 繫驚 をが がする か筋ガ がか 繁 俯と いひ、 旅 一に 巧 繫がお 掛藝 
の冀 は、^ S ' Eq ? 載を しには お聽か ミミが がを 4 す こと、 装繫 のか 5?一 撕た S ベ 心げ 
ハル ピミ雕 おがが クラブ 繁蒙 S を どに 襄机悅 S がた なすこち ダ，— ごク 、裝 繫繫 S 
を S づ繁 形た 繫 する こち お 露には S 刘 のが 觀巧 がとは Jllw にやる こと。 SSi 嘶は 胁 
がに がする こち 紙 おの おがは 號 がの がが 體 とし ミ 繁を とる こちが 繫 かもが がを る繁 
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をと る ことを どが 擧げて わる 0 

載 一一 一の 巧が は、 も 丸 かが パル ピン S 俄が から 繫義 にゎて た觀 がで、 g が號度 一 g を 猿 
-5 た 日がん ぱ 力ぶ 墓に がて、 ホ Q がを ミち 卽 ちかづ ッご卜 歡が驚 セが を藥 するとて そ 
のちが を S 巧し、 龍 i : ホ クラ ニナ ナヤで かづ 驚に 露せ しろ ハル ピミ 雲せ しむ 
ミろ 繁義 がを 潑 する こち 繁に し繁 する 繁 は、 おにが を g ひて 數 がへ をを こと。 

巧に き 一の 捕 W をが かして ぉく こと 載* をが がして ミ。 

な 上は 馨賴 が* をる もの、 典 g であ ミ か. る お 載が 繁ミ るのは Y 裘て も麗で ゎる 夕 
ロシヤ 侃が ど ミを けで か、 る 漱穀你 がかに 恥た かと かへ ば、 黛 g の繫講 に g て、 號が 
狐の 讓 4 を霎 ミと ずる襄 である ことは、 I mg 誓ゎ ミ 街 すれち 一が には 繫 巧 

繁縣|?1&衡することにかって、 裝おが<薇のかがを黏れ、 搬も繫ミがが 載がかが 鍛 
供せ をす る 撰なる 新 •である ことは 猎 ミぃ。 ミ 1 獲 

。シヤ だが これには 巧に 說を をす ものが ゎ ミ 巧く 、 B シヤ がが 欺を おがに 叢す る お 勢を 
0« 意 したのは， 元々同|}街を日が撕におらゥミふ辨へ の^*にがはれたもミはを〜 これ 
に 化って アメリヵを かり 此 すがに がった まで ジを ミ！！ シ ヤが繫 ts お忆 かると みせ 
をたら、 日 お Q か* 襄 となる こと t がれる アメ ，力は、。 シヤ をして 講に S おにが がさせょぅ 
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とする だら う。 そのが には、 蠻 -H ハお雕 しぶりに しぶ ミミ {，シ ャが 殿ち 脱で もやる やうに な 
るガ らうと、 a シ ヤは考 へたので あると 0 

この 他れ の 瓜 おが 蠢を辨 ミが かは 不 t でぁるち ァメ ミが 热無 ル， ズ ベルト かが、 す ニン 
かに かて、、 がが i が i 歡雕獻 のた ろ繫 蠢を繁 ぉのは、 十 加の 十 苦を、 齡が 載が がが 
された のが その 繫 Q 化 皆 ぁる こを ら辩 へて をち 錯へ 驚の 繫ミ ぃにして ち ミ狀こ 
巧祭ミ農がぁぇ 磬|^10囊を85がづけゎ靈には、 を0磬ら驚繫がおが磬をっ1 

ゎった ァ メリ- RQ 撕歡 夕擲へ ミた と g 脈す る も g ツ襄 I では ぁる ミ。 

極寒— がに 注がを 巧す るのは、 隹東あ 觀の充 もで ある。 

信り* 元が 巧 も かおの が 載は、 4 獻ミ A 蝶と. 驚 一一 航 に 齡ぞな ミた ものが、 一九二 乂輯 
の 夢が 似豁 •鞭 載 新联は g ぁ露 にがされ て クラスノヤルスク か 東を お 拟 せしめ 
ち 旅る に 薪 ま ili がが ると、 もに シ ベリて 瞒巧が 敵 ミ おがを 繁 し、 が お ミ 沪おミ 邮熙、 
かお ミ 繫忆な ミ、 を Q 驚が は 二十 g 震と 梦 ら れてゐ る。 

加 ふるに 極繫 Q 鑑も をを) 雲 4 に馨 し、 傲に 4 繁認 には 掀が Q か 猿が 麟を齡 がし 
裝丸 百、 敢 S 塞、 繫 & 繫 喜を おら ミ。 •蠢繁 囊繁 (叢 g セ ザ 皆が か 二 千 

お 百キこ ミが がを 臘 難に 簾し、 棋 載に かける 狐 お 撇の繁 にも 辕 しつ、 ゎ ミ 
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ミ 他 SiS 郎ミ お繁掀 紧驳 のが 醉 、備 へば ポグラ ニ チ ナャ繫 、獻磬 と懲冀 がが が 
ブラ 'n ェス チェン スク磬 、獻 11 が繫歡 には、 数が なる 叢を がし、 ウラ ジオ 驳歡を 叢し、 齡 
水が を截 がする ホ、 極東 私 備の巧 もは jJ 巧し いものが をる。 かふまで もを く、 これらは 俯れ も おがを 
も留 とする もので わる。 

膽測目 。シヤ は 又 巧が 图 のが 化を 計# しつ、 わりと W へられて ねる。 一を ミー ー妈 十一が 一一 か 

» * » 鑑孰 驚に -H れ ち。 シャは 蠢にス ごを 能ち、 雜 跃の蔡 、繁 、おがの f 
り** を繁し 4 たので が邮 ぃょくが の やうな プ a グラムに ょぇ 獻齡 がの 龜を梦 

る ことに 放した とわる 〇 その プ ログ ラ A とい ふのは、 

S 獻黑 懿を稱 敏齡觀 して、 こを 髮獻靈 g に 憑す る こち 
倒 臘纸わ 1、 & 脱を が 載し、 これに 器と を斯 、驚を 殿へ、 繫 3 する こち* 

風' 4 盛 鮮^ ご チザン 似を なし、 鬻を講 し’ 療の和 おを 齡る じと。 

とを ふに ある。 

さう ぃふ 託が ザ實 がに 巧 ミミと ころで、 どれ だけ お激 の！！. 敝 俄を も ミは 歡 g でぁを、 が 
巧の 阴 がが Si 稱 すれば する も、。 シヤ撕 がさう ぃふ 那が を！ ^ら す ことは、 鈍ず やゎり 貧を こと、 辦 
へねば をるまい。 
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がちが 袭に觀 する *4 ぃ。 シャ の猶兼 佩を ミに、； 二 0 お。 ミン テ ルンが 黨疑ゥ ォィ チ 
ン スキ— が裝に S り、 が 繫を梦 、繫 、が 狐 ミれ が獻に g み ミミ ミ 

は 八は がて？ ジミが rF じた、 ろ繫の おは 斯を’ 驚にまで が‘ んゼ。 i るに 郎嚇 
の 化 祭を 務 し、 叢 驚が 蜜す るち 期 霧の 驚に がりた 駅 霧は ぶと おを か ミミ 
が ig 瓜は を ザを をけ、 繫歡 霧に が ミ。 

一 化 只 お モスクヮに 於け る 骼ムハー。 ミン テ こが 齡 では、 かがに 靴す る 慕は.？ 一が 薪を おがし 
巧 困 囊を祭 する を 貝 的と して、 ごぃ，^ ャ裹 により、 ッ ヴユト が！！ を搬 おす ご ミが がと 

がへ ちを によりが ぶ斜繁 嚴磬 おを 繁 し、；^ ソ ヴュト 驚を 繫 して、 觀か潑 傲を 新 g 

し、 一と ニ ハ 叢には 償に 一一、 一一 一巧に 曲 ダ ミミ 斜繫 は、 黃 ミミ 十 巧に ザ、 お袋 かの 
旅 紙を なて」 て も、 をを 讓 する C を黎 に® g * る襄で ゎろ gii 一 g 穀繁 驚が繫 
藝 、擊 繫の繫 S によりが 義 おのが がが ぐら ミて かると、 5： が慧 がの がが はが 备が 

いなぇ 轟繁 g 影 Q 蜜を 皆 装 露 長 が 緊 、繫、 8* 露 K * でが‘ び 、がには が 

家に 新した 夕 於が なかの みがを るが が ミり、 g くこれ た梦證 にが ひ ミた が觀 ミミ 
モト。 がら ばが を 日が ミ 紙 著を 斯數 して、 瓣 がの 鑛ミ おろが か 驚かを と ミ。 

フ りな シ卞 は、 巧の ミに が にがおが がを みへ たの か？ 
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日*« をの 一つの 載と しては、 辦ジ こ、 にソ r 卜難篇 義が冀 モト ロフ かの が 
の掀 S が 齡を載 g する ゎた ミミ。 こ、 にぃ ム腑瓣 違 義が冀 ミムのは、 藥 のが I 繁 

に 巧ます る もので わる。 

巧は 一乂 111111 おごが ハ か モスク ヴミ ランド •ォミで 賊 かれた かッヴ エトが が 卽觀扔 に觀ち 
がの やぅな 巧 Is を k みた。 

C シャポ 日本に 巧して 不可 «條《の《 巧を 没 ft したの も、 日丰 との や 巧 》 保に « 々たる •かために ホ むらない。 
《る 罢は不 SSSS を お 否した 2 か、 ながに めける £ ホと いひ、 化が にが ミこ ャ S を •かな 
犯されつ、 わる 事貨 とい ひ、 巧々 は 之を ホ 慮 甘ぬ わけには ゆかな < なつた。 

著 おな 日本の 累哀 中に ろ シぺ ，ャ占 > や、 巧 巧の 巧 取を 5 ものもち るが、 これ# の 度 巧 や 計 查が寞 
に ミと な。、々 巧 お 人と むつて ホる 巧、 巧々 は 警 巧せ ざるを 得ない。 或る日 本人の か S は、 まなかを おすに 
ホ どち を® のホ吿 たなす 必 巧が をる、 とな じて わる 3 — "ブ パ 入 《汪 fp 笑して & る。 巧々 はか、 るす 巧を 
無！ {する ことは 旧 ホない。 

一旦 プご i 巧に 巧して 攻 《ボ かへ をた おな LI は、 《* のを g は 唯一つ 敝を完 をに 窒 させ、 巧が 蔓の 
S を受ナ t とを lit ! 言 得な i •巧* SS が ホ 軍を 覆」 た •且つ 免 c 器」 ご 5。 巧 擊のの 

，に 立つ t のは 無敵 ホ 車と 戰 ふこと ボ 、何を 意味す るかを か— « くこと が 必要で をる …… • 
これがモトロフかの繁のがおでゎる。 おがは俯说5^|^2;^がの厮僻をみ龄するのか、 繫のがが 


133 — 


» — 画 一々 な围 SH 


おおを 勢る Q か、 これと S がに 皆る繁 Q 磬が ミべ 9 ャ S び 驚 變 Sq 慕 ミ 赢 とを 

餘 びを せて みれば、 a シャは 目が に 巧して 警 がせざる を将 ないで はない か —— とい ム のが 巧の 献 旨で 
わる。 P シヤが 日が にがつく やうに なつた の も、 おらく はこの がに をる だら う。 

B 雲 不可 然 らば もがは 何 也" シャと 不恥獻 依が を 燃ばない のか？ これに 脱して は 二つの が K 
8 a ® がわる やう 忆就 はれる。 

S に H 斯 一の 義 は、 か、 る 俯が を 皆が お 渡 ひとす る もので、 がに 襄齡獄 が ある 發、 
屋を 架す る この種の がめ は、 衣が 巧 だとい ふの が この おの ム がで わるら しい。 

がミ靈は、 |?ろ燃脈の激が繫に繫齡の 1がに齡へらる、もので、 かづがか脈の那臘おを齡 
がした 衡 、震 驚が の 霧に 龄 めと いふの が、 このが の お碟 でわミ 獻 らば 態 栽とは 俯か？ が 
に 巧ぐ る ものが その おを る ものである 0 

の 披載 おに 瓣 がび S がに がする 驚 紙 f 絞 i 懈にが 心する こち 

g 巧 巧 巧に 巧拥因 ホに かける 巧 ImI 散 及びが 縣た 做が する こと。 

御坂 gii 侃に かける S がの 激がが おを が徵 する が 邮を繫 がび 沿が をが て縱 がする こと、 おに！？ 
お 傲が の 人が を 公 ドに し、 齡お 用品の 觀が をが & し、 巧が 巧 ra の' 解が をな し、 巧 化 ホ お 解に かいて 

は、 霞おが のが 蠢 にがす る 一お繫 i がを び、 が！！ がに かけるな 繫撇 にがしても 穀 i 
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|| ん AA ミ 《>ま じ！！ ん 之ん ミ と < 巧 わ ♦! •い •♦い <( <么 «,ホ9 

閒を 巧ち し、 巧 傲 時間を 抵贸 する 等 取 巧を 媛 かする こと。 な 油が がに 脚しても 同が なること。 ， 
w 樓 東 巧 巧に 觀 て、 ni がに 觀規巧 おを 開が し、 協郎 i 敬の もを 擧 しむる こち 巧に が 載が び 獲 
驳利歉 を 解 おする こと。 

k CS ^ fxp L み ミ bA 穿い 4 わな* え* A ♦さ 

©日を 巧 あを 撼 巧し、 戴 在の が貿 ぶを お まること。 

これ 等の 事 似に 6 いては、 ロ シミ 或は H がの 出 やう 載に 巧 ミは 巧を 態 巧に 脱る もの もを 
る だら う。 ゼが徽 等の 及に がる、 ところは、 載ろ これ 等の 能 曲では をくて、 滿洲闺 が どこまで 搬 がる 
か、 巧 東 巧領の 一が はを の 食に かがに をる ことは ないかと いふので わらう 〇これ はもに S & の 脱 僻を 

激 がの ゃ うな繁 M に S ぃたが きな 麗 でぁ ミ、 こ Q 麗が繫 され ミ賦 り、 黨繫は 

化する ものとは あはれ ない 0 

有 巧に だが。 シャが《の激お的が涅腑騰&をかて\ ^|!^齡が35がに縱つくやうになつたが 
三た 齡 の？！ 俄には、 お盤ピ もの 紫 V 取に か li に 心 ミ 郎 がの 駅繫懈 おびに 驚你鶴 
ャ 巧をもおがつて、 <!!|に斌おにをつたことも教過ずるを龄まい。 

こ、 に 困 巧 巧 おといん のは •巧 一み あヶお 31 がの 結果、 まる 殺が まで 巧 伽の ホ もが i かたこと だ。 
旅 がをお 各の 紫が にょれち。 シャの あ你は 掀 おがの 联後 孤を し •お 斬が お 觀豆ハ 十な、 抓 
轿か 四千 樓 、が 私 四千 臺 、みび かがの あがが 勘 も 三千が 队 社)、 S が聪 をが 祝し、 これを 微 載す 
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« — s —の 巧 n 露 曰 


るが 巧 f 數 f 驚 ミ、 新 驚 俯に S し、 我に 塞 ホる が繫 たが 鉱 しを とわる 〇 a シヤが 苗 

巧の お 城の ましみ を 巧 3^" 班して まで、 联か のが おにが かしつ、 ぁるのは がが で わるから.。 シャ^の 

繫の おくな ミことは ぶを 賢ね ぱ なるまい。 政 忆 一が が 製忆 I {して 叢 忆か かった 

こと も’？ ンヤま 巧を してが 息を おくさせた 一つの 賊献 であらぅ 0 
もに ロ シャの 曲が 的！^ を みれ ザが も か狀の 除け も ミされ た，！ シャ が、 辦 がとの も載齡 W を邮 

繫は鑑 する ことにょ ミ‘ 載 •しく 繁に梦 たが おも もがす ことは 繫ミ 。齡 が" ン ドン 繁 

をを のがには、 P シャは 中 も あび 私 おに かけろ アフガニスタン、 ペルシャ 、トルコと 和 較が 俯が を 燃 
ん で、 これを 能 がとの 热 SIDM 巧を が あし、 弘ユ スト ニャ、 ラト ビャ、 ボ I ランド、 ル ー マユャ との 邮 
にも 同 横の 化が た 燃んだ。 

がに 一を 一一 一一 焉-< 解觸 には' 做繁你 エリオ かは B ' ソャを 認 して、 驚の 热 が， 驗を 傲ろ こ 
れが がと ミて、 襄に はか 避に 觀を 難解が が籍 されち 

これ 一に ドイッの ヒット ラ ー 政 ホの 

がかに おく 議驗 の 雜で 5 て、 ドイッは 5 ン KQ 誘の 俯が でぁり、。 シャは ドイッ ミチ ス 

が 共も黨 のが お、 が 太 人の も斯 にす ミけ. 义 ウクライナ や バル ナッ， 能 撕を破 ミ、 ぁる お w お、 
繫撕繁 - i て ド イッに をらん とする ものである 0 
もに 郎も乂 が もには， a , マ Q ヴミ チャが 賊忆 於て、 4藤《髮 驚が も嚴 されち ゎ 
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も ホお 巧％ な 圓变露 曰 


うし ミシャは、 私 載 あがび に m-B ッパ のがなる がが ミ禍 にお 散を 嵌ろ ミ 露に かける 歡 
かの おを & ミと が裝ち a シャの 驚 腑 US が" お* しく か 4 つて か ミは その 雜 でぁ ミ 
*^函 だが それよりも】 が。 シャ當 巧の がが をを くさせた のは、 佈 といつて もがか 肤 がの 雕 
を *1 化で わら ミミ 繫 、襲 すれば ァメ ミの。 シャが 賢、 款が がに 薇を るが 8 
をが ふ ミは 傲に S くこと、 して、 こ、 には かづ 難に して ミ 职お邮 がが 巧 はれた か 
を ホべ てみ よう。 

ァメリヵは 、一九 一八 お 一二が。 シャ 驚が ドィッ ミ咖 に、 ブレスト； トミ ク驚 による g 

报瓣 がを 繫 して 繫 、一垄 一一 一 焉十京 十六 裏を 蠢す るまで、 爹十ぉ 露に がり、 馨にソ 
ヴ王卜 影の 蠢 を 繁 して かち tV の 載と すると ころは、 ソ 驚が 驚が かの かがに が 製で わ 
ると いふのと、 同 も 巧が 旅が 巧のを する】 撕 のがが たかがし、 その がた がぜ ない といん にわる。 さ 
ミ ふ ii がかち ァメリヵ 驚は、。 シャミ 歌 職 巧が おの 義お のがを ものは ぶを が敲 してまで 
が 旅と して 不ホ 歌の 態 ^&を なけて 巧た ので ある。 

棘る にさす が C ァ； 力 も、 繁 をる 藉 おの 暴には 難と もす る ことが 繫 で！！： に肪 はがへ 
られ ずと あつて、 ム としても 5^ の 巧が から B シヤを 承 波 する やうに なつた ものと 狱 はれる 〇 俯へ ば 
一尤一ーー〇おには、 11シ卞はァメリヵから二が六モ四なをル1ブルの4|!^?识ががわミが、 ミが載 


137 — 
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ミ 】 おにさ 寂四モ巧がル 1 ブ ル にがり、 ミ 癖には 一 がにして傲に 111 千ち«がル ， ブ ル に嫩じち 
今 これを が おのが み縱に 蛾して、 育% かを とつてみ れぱ、 一九 一一 10 年には 一一 娜お かであつた もの 
ザ敢ミ にを 一辦、 ミニ 年には 凹 かと 巧つた わけで ある。 ぶに 賊 して ドィツからの 龄 がは、】 丸 
ミ 0 年が 一一 画セタ S111 もがの 齡ム みとお ミを り、 ィギリス をの 鮮 も 一 化 一二 0 おちず 載 
ミ ー年が 六 分、 一一 一一 一年が 一 抓 一一 一 かとを つて ゐ る。 柳が アメリカとの 雜 おは 55 ^嫩§^ する のに 、 ml a 
ツ パとの それは 反ち にんり つ、 あつた。 これは 何を か ホす るか。 かふまで もな く、 アメリカが ロシヤ 
をネ 霞せ めなら ぱ 、その るは が々 がが する ぞ とい ふ# Si を アメリカに ij | す もので、 ロ シヤ はかくし 
VJ アメリカに ホ 認を化 おさせん としたの であ ミ縣 せる 带 アメリカは、 ミが おの 船には 抓 俯と もす 
る ことが は來 ずち 驚辕ル i ズ ベルト かポ磬 する ゃが で。 シャ お熙の 嘶が がちに 整つ て か 
た。 それが がに が！？ された わけで ある。 

*■* 一^ら ばが 巧 M に 蜜 た 断巧酿 がに 脱する が おのが おは、 どを ものを ぃふち 

をり" が騰 にがてが の 八 ミ がれ ミミ 

1 こくこぅ < 巧ムく <2 む**! ん こ 4<£ 

W 国交 巧 なに 巧ず る 寒 倩の 巧 飯。 

@ 。シャ の 游酱繁 I 心に 脱する 巧 獻のお 能。 

巧 お&シャ叢^^の繫のががに齡するが’を 
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ちす がを ttN 变露百 


w 解が® Acs - る繫。 

间 依が 的 巧觀鬼 もの 臘挪 を。 シヤ をして 觀 めさした こと。 

巧 驚に f て、 撫 のが" 驚と 郎带 、慕の 泌整 の 整を 殿 ムる齡 の 装。 

の アメリカの ミリ ャ豐 により！！ シャ g のをけ たる g 蒂駿〇 瓶 郝を於 かする 削の、 9 トヴィ 
ノフ 巧の も哪。 

のがな 閱齡繫 巧に？ るか 驚 亂 願の 繫 養に 蛇す る靈 のがが、 がび に ミ おかを る 猿 
をか數 する 齡の講 簾。 

か上のか。シヤ俩としては、 アメリカにがしてが辕2^^§獻の厮||をがかぉでゎらぅことは、 がが 
に 巧くなぃ。 做る にこの si 熙に齡 しては、 がが 8 に 傲 4 の賊撕 歎が ぁ ミミ、 驚 驚 g はい 趴に 

&ら ミミ。 || しアメ ，力 Q 髮黯が Q 難なる 繁 によれ ぱ 、こ。 裝驚 がは、 がに がげ た 

八 巧の 公文 杳 中に 間が にが まれて ゐ ると 解す る もの も わる。 

米 ■復巧 さて 獻 らばが かがが のが 紙が が A は 俯か？ 

いけ 含 龄 がが 巧 も ぉはかろ？； の斜お 驚 は、 熬 が一が 六モ 萬に 觀 してな 六十 巧で ゎ 
るかち ちがに かき 一が の 難に しか 辭ら なぃ。 ミ 期 載 お 战が靈 によって 辭 徽を撕 
っ ミミ ミミち 藍の 雌に、 繁瓶 にがして かが Q 賊獻を 做ぃて ミミが かがに ゎる こと^ 


~ も が 鑛か〇 が おで わ ミされ ば嫩 驚と しては、 俯を ミても かづ 駅が のが 一を 熬 する 仪驳が 
がを ミロ シャの 驚が がが が" 駅に がして 義を がむ ミは、 激が撤 のみが が 難 にがお ミミち 
?| 影' の熙 おに 於 す 一っの 蘇に 嚴サ をす る ，〇 ので わ ミロ シャ がが 齡 V 断繫を g ぶの もこれ 
にかって 郎 城の 露を？^ に！： け、 欧 がの i 一を i らを する が g に g ならな ぃ〇聲 ば イギリス のが 
*1 腊ザ巧 守 巧の ポ ，ルド ウイン かがの 時には、 イギリス をが 殿し、 が フランス がか 巧 ミルデ イエが 
齡の もには、 フランスを 簾 城 ひに したり、 髮 にはが がの。 シャ數 がを 叢して、 がお緊 をが く 
をを ミ讓ち 8 ってが かの 熙議 歡 は. が おに S ては、 B シ ャの撕 S 齡 政を 讚し、 mla ツ 

パが 面 5 ドイツに 於け る ナチ ス のがが を^らす おに $那 される でぁらう ミ贱 狐は、 鈍ず しも 齡ず 
るに 足らね と〇 これ もがに 一つの がモ であるに あひない 0 
ホ ■だが がかの 歡 おが 觀 がに 龄 ぃて！： がが がを S 腑し 、がか 藍の にか ミが； St 削 
の I 似す る ことになるのは、 你 とし VJ も撼 むを 换を ぃ。 ミ 皆が にかぃて、 がかの 化 おは、 
日ん にがす る】 がの & 神 的 和 邸と もがす る ことが 献 がる。 

アメリヵ がさう ぃふ 費に かぃて 一ー シャを お 敗-^ たを ミは 赢で ぁるが、 所 か Q 驚 整に 热 
はれた蠢は、 f ど繫をしに、 がか职おの齡がミり、 ががの辦繁が繁はがなる腑狀た^^け 
るで わらう ミミ ミ SJS すれ ぱ 、アメリヵ にさう i ふが 競な 琵 のが 穀你 を、 はらず、 か 
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も ♦» 巧を な!!！ 义露日 


やうな 化 治 的 おおを 熊す でを らうと みて ゐ るの だ。！！ シャ饌 が、 燃め からさう いふが 邮を 撒いて、 ァ 
メリ カとの 困义回 巧を 徊 つたことは 想 かにが くない。 これは リトヴ イノ フーが と斯に アメリカに 顧い 
た デュラン チ ふ、； 11111 一 も 十 1 が 十 化 おのが が タィ ムス 袋に おがした を漸 傲に みる も g ら 
かで をる。 

ホが を ホの 目 巧は、 雨 巧に 正を 閒 巧を 巧 化ナ るに をつた が、々 凹のを 巧で その 日 的は ませ もれた わけで わる。 

これが霎往ち せ巧現下5||}に5、 計，知苗.&らざミ8がわ^^。 巧に§な異巧が太や洋5引ろ 

居る ことを をれ ては なら »0 

リ王 イノ 7 ボ巧 へた おん 3 著な W ホは、；， 力 Q シぺ ，ャ闲 兵に 由来 する sgw 々がを が ¥ たこと で 
闷 人が 十 屯：：： ホ 闻巧巧 巧せ でな しわが R 中に 『ソ 巧 巧が ホの 巧 狂には たのは、 余ボ 田#々 防 岡 中、 なしく ホ 知し 
た そのな 時の アメ 9 力の 巧 巧 巧を 夕 とした 巧で ある ま々 J i なべた のはを 巧 巧* でを る。 ホ アメリカの 巧 巧は、 
巧 時の シ ベリ ャ派进 W 司々 をであつた グレイヴ ズ#« の 巧 香 中に 時 細 巧な されて わるが、 大ざつぱに をへ ぱ 、ホ 
田单 がご， ャ にせいた のは、 ボル シユ ゲイ ごと 5 た 《ではな S ..、 # る 日 まを 巧？ るた 《であつ たと 去 

つて & る。 

みは ホな の 巧 近は、 n 本に おする 一巧の# 吿 もる と-おひた < はない が、 今回の 米 « ま沙 のせ 女には I 化 4巧 
らく f 有力ぶ の B 資は I けみ に网 する ネへボ 巧に 存 おしで わたので みる。 何と なれば、 日 ド-一巧 るを みな 
#大 なる を 巧が* り、 然も か、 るぶ 巧を 抱 < 人々 が 勢力 fc 占めて わる ことは、 巧 曲に 反 巧を 持たない ものと 巧 も 
とを 受 ざるを 0 ない S み A 、 こ S 巧 s ミ S は、 こ、 一一 牵闽に 客に？ た义 はな ミん としごち り 
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*— ■一 oil 画 ■百 


t まふ も、 g 段 不筑切 又は 不«實 でんない からだ。 

かや ろれ ホ# であるか も、 米 »南！1 は 《かを 後せ ないた め、 «ホを をさん とナ るん のに » し、* 巧な をし、 » 
ざしを 巧け ざるを 巧ない ホ# でもる …… • 

に 巧して w 巧す るネ なしと をげ たもの c わるが、 白みの ぶる ところに をピ しさ 反りな しと すれば、 ホ のな 
食には R に 今一つの 夕 がわる。 それは 日本は ザ 巧 巧 面 民と しての 植 巧を！！ 持す る R0、 巧 田に がして 何## おす 
る袁 巧は S •日丰 は 巧ら <宋 巧 S 二 大围ボ 《ホ をれ せざる こ，； 0 を g なして 巧 ひたいと いんこと でみ ろ 

贈* 蒙 他の 一方に がいて、 アメリカの ロシヤ 素 獻 は、 ナチ スの ドイツを 觀 する 脱がを 瓣す 
■の爲 ものと おを て ゐる〇 

元‘ が ドイツが" が 襄の驚 證 は、 B シ ャの馨 とがが；^ を 驚 驚に 繁 さち。 
ミた m -。 ツパ g 厮に 叢せ しを ぃやぅ にして、 ドイツの 難に がする 繫を g 齡く にゎろ こ 
の ホ かにぶ ミ ドイツは t がみを には a シヤ と抵撇 し、 酌 m - a ツ パに 齡んガ もの だ。 梦に •トイ 
ツ にヒツ トラ I の 於が が 養」、 共產を す S 霞と が 太ん Q がが と t 接する と、 霧' の 繁は 
をら にを ち怡 も* 07 ランスは ドイツに みせん がた ろ。 シ ヤに穀 をが ミミ。 モミ ロシ 
ヤは フランスと 獻んで ドイツに 靴が する ことにした 0 だ。 これと 所 斬に。 シヤ はが イギリス とも イタ 
すと もポ ，ランドと ちぶ 艦む の繁 ミす ことにが がした かち ドイツは とぅぃ〜 装 か •傲 とを 
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り、 器 おか Q 捻と なつち ミ 製は がか 0 龄 おにょ ゥド イッに と。 一が 薪と な ミ 俯と なれば 
。シヤ の 寡は ミが 利と を ミが た ミ、 それ だち イッは 一が 雜 さる、 こと、 をる を ミ 
* 00 熙 もが •、がが が獻 のがが がが がが 籠斯 げの繁 タホ ヴィト •ハゥスから 數 がされ 

だ 5 W なで 讀 强忆お T て ミ f が繫も はもが ’ ini 
1 技！ 集 L ぶ 班 t 或， がぶ^ぶい 七 f 髮おぉ も ミ撫。 酿 f を、 一擊 
卽 ，パ^ぶ 面 •に 身 拱げ 一 •お ，平洋 には 幣 にを ーー董 •、が 叢雲 一 お、 靈整 一が、 繁 琴 
蒙も广 y 計ミぉ まを あし、 f かか 露" は、 がが 驚の 驚に が g をが さぬ 臘熙に 於て、 サ 
ンピご S サン デ— ゴで髮 慕わ g はおる とわる。 

■ム& 銳らぱ ミ 也 黯縣の 似の 露は 俯で わるを 

い;;; る蠢 St 戴写擊 繁 r ，？ つ— 繫 8" f — つて 

と イギリス にお* する 一 恥の 示が お 脱で わ ミとは、 t セン •ヤング かの g くと ころで ぁ 

ミ 併し ミら アメ 9 为 置ム とこ ミ 4 だを 若で わ ミを ぃへ ば、^ はがを る藏を もつ 

て ゐる〇 

ちがに < 暴^^ 縣 ぶ^ 革^が 一み ミム 乏夕祭 r ぶを P るを i ミ 

或— 倍* ょ、 すと も： nr ホ r 、 繁忆か ミが が を歡 する 隙 f なると ミの がが 
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麵 一* 一々 な CJI 日 


职あ邮 がか 配は、 ミ 3 がが の 十 一が をに、 ル- ズ ベルトが SS ミヴ H 卜 が" 驚啟驚 我 リトヴ 
ィノ フ 巧との 間に 閒始 され、 その 協が がが がした のは 十と^で ある ことを。 されば 十】 が IllH にが 
ては、 が k 巧 交 阿 巧の 大破の 巧 備的交 也が 化 米い! つて & たと みるの も挪ず しも 5^ 訊では あるまい。 
してみ れぱ 、アメリヵの。 シャ巧 誠に 齡 ひ、 日 ザを 載 制する お果 となる ことから 趙る日 私人の 搞 梢の 
巧龄 をな 巧させる ため、 おの 粉 お 引 おげ を微 げする ことと なつた とい ふ旅齡 ずユ ランチ ー の觀 撒は、. 

ミ §た4 か ♦つ レ， § こ 5 

必ずしも お 巧 || 梧の 說 でない ことが おおでを るで わらぅ。 

« I 一の だが が お 賊の引 編は、 巧に それだけの H 的の 下に あ 載され たと 辦 へるならば、 をれ は 
« ひど をを りに も 巧 組す ダは しない か。 巧ら ば 他に どんな 目的が あるの か？ 觀 々はこ、 にこ 
の閒 おと 龄 が？ 俯 あのを 一み 補が 計 ホとの 剛だも 敵る 触の iS がなかつた かを 総ろ 

腑齡ぁ 鱗 斬 敵が 賊 をて、 穀 i の齡 脱と がが がび 脱 敲嫩に 脱して、 柳 が馨の 器を 繫さ 

れ たのは 十月 二十】 日で ある。 この 申 知 せとい ふのは、 

一、 巧が がな は i が おがを がと し、 が* がも獻 にょつて 孤が 方^の 成 敝を齡 る こと。 . 

二、 み 化に 閱 しては、 他 因ょりの もぶ をを けず、 が" 做を 觀る ことなき を觀 すると I おに、 歡 がが 力に 
抓 巧せ しむる ことに 巧 息す る こと。 • 

■ 

とかん ので ある 0 , 
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これ M ち 『敗 帝 姑れ ず』 ミ ふ毅も ち觀鐵 一 藝 をが」 靈 する 備 りち 如 づお趴 を 僻っ 
に' ん巧 なる 充 がなる 祭最 をおム ことを 軟 一とし、 齡 一に g ム ミろ 眺 がに 術 脱する 載備 をが 配 
するとい ふち ぁる。 か、 ろは が* が V 牺 めても がを 散！！ では ゎ ミ、 一 狐の ものには、 髮の g り 
巧々 も すれば 危磬る 誘を 化 〇 たがる 骑も ゎつ た？、 これを g 敬忆雙 したまで r ぁる。 この 狀 
はがが 巧 巧の ま， むと 抹力 も^つて やら わぱ なるまい 0 

この 荒が 斬 謀 のな諭 にょ ミ、 ぃょく 龄が旅 二か输 燕が は、 脱臟緊 の誤祕 敵され る賊 恥り 
と っちが 獻换の 引 拐が が あさぉ 十一月 ご 百は 倘もミ 解 對齡渐 の配齡 がち 齡が齡 二 か 狐が 
計が は、 まだ 叙の ものと も、 化の も ミ もつ，^ ない、 1 ぶは r が 觀の咖 俯で をつ て、 ァメ ミと しては 
么を軟 制する じ 駿も狐 公の い 、醉敞 でぁる。 

だら ピァ メミ は、 何が がに がが の 範ニホ 補 お！^ 敏を齋 する 齡驳 がを ミと 一が を、 一带 にして 
をへ ば、 一 化 ーミ ハ も おを ミち 裳は ：ー ン ドン 競の 齡す掀 が g まで 聽獻 を縱り 5^ ミち ァメ 
が リヵは をれ が 製なぃ。 ミ蠻 慕に 第して 藏の襄 にか ミち ミ麗 がの 4 繫數を 藤 

一 削、 緻せ しむる 靴を が ぁるから だ。 

, 一望 一ー ー晕ハ 凡7 メ ，为 鼠が 化‘：：^ ぉ穀裝 は、 繫ピゃ ぅにが 叢 厳！！ 一二 十二 載 (謀 

の 計を のがを がず れぱ 111 玉 も j の磬ち 一空 ニニ おから 郎一 一一 六鸦 をで に {燕す ミを っち る 
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論一 繫一の a 麵露百 


に アメリヵは、 この 游仪 がわが $ 驚しても、 一ー ン ドン 條 めで 齡 された が ザな 巧までに は、 尙だ二 « 
二十な W 千 ミ ぜ 八十！ ^ を がらねば をらぬ。 アィリ々 としては、 一氣呵 脱に これを がりた か 0 たで ホら 

い ！* A ん •い* ダ1<|-<夕，^ょく <么けいを ミ な $ ザい II •い •しい 

うちかが せん 不贵氣 とを が 能力の 曲が 上 それは をされ をい。 一方 日ポの ホは、 巧 化 おのを 大跟 まで 
进 らんと しつ、 わる 〇 ことこ I に 載つ たなら ぱ 、一义 一二 お J 巧に 閱 かる、 次の 私 歡 には、 ア メリ 

一 •た〜》 fc X U つぞ 田：} もい < ブ ミ* •{ 

力は 不利の 化 巧に なたざる をが なくなる。 さて こそ 日 もの 術 ホ 計 かを 的が させ やうと ずるの だ。 

アメリヵ 獻巧 巧が 載が したと ころに ょると、 がの 獻脱 則縣は 一を 一巧が 化 日から お施され、 八 
巧 一日には 私び がお洋 へと が ザが 開 おされる とゎる。 卽ち 正味は 傲 か ミケ 巧ぱ かり 太 おがを おがずに 
する だけで ゎる。 これは 日 もが 載 一ー ホ 巧 ホ；！！^ 畫を 抓が $ がする にがては、 が 償な は 八 ni ； 一日な おで も 
尙义 巧洋が 面に が 巧す るが、 獻ら ざる にがては、 齡が 八が 一日から んが洋 へのが 巧を 喊 おする ぞ とい 
ふ、 i がの 獻 示で わると も みられな いこと もない。 獻 るに 日が の ホでは、 そんな ことには 熙 をを しに 

尸-い e a 〇 いぶ < f 9*< » がだい* A バ かこ <wtt f t-u な づ 

巧 ニ ホ 補充 計が は、" ン ドン 巧め のな 大肪 までをち する ことにを つたから、 が 田が は 化 0 た 的が かれ 
その お脱がが がは 稱び 太が がに がって 斬た。 

て じ •つ でか y •, ムと £ 名， ♦も 6 ミム 13 t ミ 

がな したやう に、 ロシ卞 がが まして 巧た 不ち 巧が めを、 巧が 化 巧が まだ 時 搏觀サ ずと 
KK 食 して 拉 傑して なが、 モト ロ フの對 日 棘 巧と たり、 デュラン チ ー の 狂な タィ ムス 巧 料に 
於ける脈がたつぷ0の辦印1*|{のががとをつたが、 その做に巧がおがでもホ、 ィンチキ揉 
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るす 診 巧を な 函变 flH 


齡 もに お叢 rt ミ 黨繫繁 Ij 、 か f •な IJ !、 をは gM 繫 がが f を どが、 

それから それと がれた ので、 ロ シャ倘 ではず つかり おを •がらした 0 時 も お、 a シャは アメリヵ のが II 

を A ち换ゎ Q で、 5-1 忆雾 ミぃて、 篡 は」 ミ 管忆裴 K 聲て 載つ* ち 一を 一面 斬 一 

巧 二十 六日 > 巧 十と 间 共、 も黨乂 がで、 巧の 中が たる スタ I リンの ホの 巧 散を どは、 その 喊 かりで ぁる 
がは をろ 

n 本の 一部 単 人が、 を！！ 界 にがて 公な 載の か 巧 & 力 巧し、 巧リ のが 人は 巧ら かに 之に 巧 巧して わ ♦にん 
巧らず、 n 本 巧が は 树ら巧 をみ 化せず、 巧れ— せず ちの ■化を とりつ、 わる ことにな いては、' じ、 に 論ずる 
ことを をを へて わこぅ •か、 る ♦倩が、 不 おと ボ 巧のを》 を 酿巧ナ るのは をん t でもない •巧 人は じの 上と も* 
として や 巧な 巧を* 巧し、 巧げ M 保の なをに 巧 カナる つもりで わる。 化しながら この ことは、 115 巧々 のみが な 
し 巧る t のでない 。巧つて 巧々 は、 一方に めて 自阔に » する 不慮の 阳來 ホを 巧 化し、 他 田の 巧 路に備 ふるため、 
化 ゆる 手 巧を 講# わぱ なら » …… 

その 脚 日 おの】 が一 不印には、 陛亂 ヴォ 。シ p フ もが これと 郎 故が のがの 撇敝 t がつた。 

巧を 二 年閒 、 H 丰に めでは 口に ♦に# »货« の 必» を 巧 海 する ものが 多い。 中にはな 巧 州、 ザ パィ ヵル、 力ま 
はシ ペリ ャの 占が 两 巧に 化いて > じて わるものん ぁる。 又 曰丰は 現せ 滿 がの 主人公と なり 巧る が、 その 香 A にな 
して、 化 錐の »«« 巧 巧を K をし つ、 わるから、 巧々 は么に » して、 せが 手を# わいて 防 w 巧を 施 3 ダる わけに 
は ゆかない …… 




ii 一 « 一の snii 打 


口 本との 巧 ホは « 人に と リ容 おめ 業では ない が、 なし 日本が 巧し t 脚 巧した な、 レ ば •《かは 大規巧 のん のとむ 
るべ < 、円本に とつで 頗る# 债な ものと ならう 

ホ ホ. 沿な 州、 北 » 太、々 ムナ ヤツ ヵは* 人の 巧よ でもる わら、 巧 人は 一を 函 結して、 寸 主ん こかを 失は ないや 
う 防# せわ ぱ ならた •再 人は が 巧なる « ザ にも •をず > をな する « 巧が わる • 

かうた つては が 西と しても がつて わる わけには ゆかを い。 そこで 巧が が" 新 各は が おの スタ ー リン 巧 
のがが に觀 して，】 月 二十 八が ホの やうに 皮 政した。 

ス ダ— リン 巧の 巧げ わ：：： 本の ロシヤ にち する ホ ま 化 的 巧 おのかで、 不巧冉 化巧紋 巧の 交 ホに 巧して は、 日本は 
まだ その 時な でない とい ふ 固 巧は 巧へ たが、 巧が にがおした 々えは ない …… 口 本には i なが 人の 巧 ホ おはわる か. 
も かれない ボ 、これは 俩 人の 巧ぶ で わつて、 函 家の 政 巧とは をが M 保がない。 H 丰 では n シヤの やうに、 その 扣 
巧者た る スタ— リン 巧 わめ、 巧 巧 わる 高を が、 日本の" シヤ な路巧 供を 化すす るか さぞ 巧 t は、 巧 巧を おにして 
わる • 0 シヤ にして R に 日本との やなを ホ a するなら ぱ 、あ 巧 巧 巧を ホした a シヤ 白# の 苗 だを 圧せの 化 « に 巧 
R する ことが 肝 巧で みる • 

船旅 かり _を 於に！ i {ひ iSr た。 それにしても が^の 聪 5 献は邮 心の が 則で ぁつ节 が鮮の 加つた こと 
ではない と反胶 する おり、 齡 がを しい 説 欺では ないか。 その おしい 哉 巧に、 が 巧な 化 拭 巧を もは つ 
たが* な當 おを 目して、 撕巧 なりと 齡 ずるに 載つ ては、 取しても か 非 か。 

000 さう した 無を なが 亂的 氣齡 が、 が巧齡 囲から 棘れ 劣ら じと 热も される と、 P シヤ はこ 
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る ■ tn 巧を 夕 W ホ！! を 


nil の れ をが 肪 公に 利用した。 そしてが にも S がに やられる から、 瓣 へがつ だけの 鱗 をして 
* 巧 ミ ねばならねと 巧 おに S ミ その かがを 皆ょうと する から、 論*: iT 嘟 しく 齡ダ かて 
る。 だが さう した 日 かがが の 叱び は、 お t がに 啟胁 しない 歡 はない。 がして 3 1。 ッ パでは、 ムッソ 
リ 111 巧 や フランスの 一心® て リオ 巧まで が、 日巧閲 酷の 孤 迫を 恥び 恥した 。アメリヵでは、 齡 がが 

郎黯 Q ブリット 6 までが lil び 皆て 『が義 Q 輕縱 おには 麗が 叢して ゐ る。 が繁 おの 觀 B 

は 巧 止され、 n シ卞 のま 巧 義献は 遲私サ しめられる かも かれない J とが 請し、 T メリ ヵ國 一^ 齡の解 S 
お 巧 ホ I ン ベック 巧 も ホ 『日 巧 曲な はが や |1 がの 危 おがな りと、 が 困が 賊 がでは てゐ る』 と觀 散す 
るせ 末、 とう/ \ 日が 脱 職は 恥に 時日の 巧 巧に 過ぎす とまで がらる、 やうに なつた 〇 これが】 を 一巧 

任 C ご* い 

年初め の おおでを る。 

化 《 a ム瓣 する やうに、 日 巧 巧 因の おな は 妒る獻 巧して、 がに も啟獅 になる かと 傲ぶ まれた 
巧 巧 ま 徵だ夕 叢を 献へぱ 、をは 載献に 踏れ たが 檐が ことち g のがを 姗 つて 一が へば、 
« な 日な 巧齒 とも & 爭に訴 へて まで、 腊敍を 猿す る囊 はな ミち 

なる に：！ シャと ド ィッの Hi がが々 4 赋 し、 & に ヒット ラ I の ナチ スド ィッ が、 滞聪 佩の 勝 搬散前 
を 投げつ けたの みか、 が 巧に 巧備を 載へ つ、 ある ことが 明ら. かにな つてく ると、 ロシ ヤは齡 がに 解を 
なず るの 不利を ばし み t とが かし おめ た。 獻が 齡亂と 不似龄 5 縱の 瓶を 够 り まは し、 アメリカとの 


動 — »— の «llg 日 . 


闲义 を！： なして、 なに かかに 夕 た。 シャ は、 がちに してが 龄に 叢され たや ゥな 繫を獻 じたの 
だ" ‘ ‘ 

一方 ’ S おのが* ミを ば、 こ ドンに か ミ お1 聽驚 が繫 した 船 脱、 繫ミ穀 叢を 茲 

ぉした 手が •任 束ん 陣に斯 する お々 のが 曲な さ ことち 聲齡 難に 满 まわ ば をらぬ 義 とを ミ。 
これが 雜忆 は、 何を A いても づ娶 霞と Qfnt 露し、 襲の 篡 Q 心に が 載の 驚を がかて 
わぱ ならち わくて 日 巧 墓の ホむ ると ころは 巧せ ずして 一致し ちその 僻 恥と 蹤 り 

ち繫 i 繫 がの 蟹で t 。 

繁ぉ ミに、 繫 載が おおは、 ッ繁が おがの 讓 載を 霸サ ない 锐 に、 i 一 阿 お八が 十一 一一 
巧の 漱ッ賦 簾 おのが 薇を がかと して、 が ㈱ 濃に g ミが、 十二 おに沪 散に 脱がの 繫 がか ぇ g 
ろ 筋に 製品 II 4- 一 S に 栽り、 載 難 佑に 脱する％" m 讚が かり、 ミが 十一 難厮 g が 稍は L 

ちがに 斯 ぐる も Q が ミ！ 1 がで ぁる。 

】 、化が 利撇 は、 號 斯がッ If ょり 一が 凹 千な 醜で がそ 

一一、 化 换ッ態 叢靈 WS として、 號 かは 一孝 度 脈を わ 撇ム。 

ミ藝 がの： 一 杂 Q 一 • 脈が がぁモ 六な 簾は 激がミ ーヶ仪 脈に 蠢 ふ。 

凹、 お觀衣 一で W な 巧敞 は、 S 獻 の 驚を 獻て 、ミヶ 簾に 義 ふ。 
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る f ななを a 围变露 曰 


ホ ■■ この 化换讓 渡に がぃて は、 日が の爲 にがつて 和种 なりと する d おも：^ なり 微齡 にゎつ 

•《■ち Sf く •ソ搬 はどぅせ 叢 かちぐ さたなる 繫ち數 がな 繁と i かとに かへ ミ 
藝 でを るから、 これを 苗 巧の H 載 化、 私 做 i 燕の 雜に做 ふに が つてゐ る。 され ぱ I ? 巧 載 
渡は、 n ? 紙 供 町が 假 をれ 田に 於 器を がへ たやぅ を もので ゎると、 これが この 船 i おの 歉盼で ゎる。 ガ 

f < 公 i V 

が これは 扇が 的な 巧 摸に 通ぎ ない。 

がみし く大椅 をお贱 してみ るを らぱ 、化 斯讓 がが-日 巧の 巧 突を 焼齡 し、 獻洲に 於け る ソ觀が 力の 韵 

A 、 て 》 たい ザつ,、 わ >ん，* こ、 > ♦ ♦す {A た 一一つ «A ♦い ミ、 t んレ ♦ レん と 3 么 けい f 

面 的 あがの 結 巧 •が洲 巧の ぶ 礎は な* 巧 まり、 日が のみ 力は をれ ガけ滿 がに をまして、 曰滿 M なが 巧 
化される ことは 疑 ひを 心れ ない。 

ft ♦度ぷ a < tr ミ A よ jth g つレ * さと* ♦ん巧 く 公 ♦い レ と 

巧 程 ロシャ は、 化な 譲が にょつ てげ た 金 やが 資ち お柬瓜 備の完 巧に 利用す るか も おれを い。 化し 

UA » »4 へいわ tA—s た ft ん レ* こ C ,；#〇 サ A >，4 

を がら、 《 シャの 巧に ホ ホす ると ころは ザ 巧で わ 0 て化爭 ではない。 唯滿 W 酉の 出现 にょつて、 なに 
怖モ がさして 巧 做を あへ つ、 ぁる 戴狀で わつて みれ ぱ 、巧に 州を* ホに ょつて、 日 巧 巧 因 W の孤棠 を 
巧 おする こと も、 かずし も 可能とは をへ をい。 その 雜 には、 かづ 北 巧の 讓 化に ょつて、 规围 のみが 

< を 0 ミ ひ ミ， い A tt く ミ & こ b *•• • k 、 レ、 こ < > そ > た 

を 巧 かする ことが 巧ょりも かおで わる。 化ん や 化 巧の 謀 巧は、 ぶを 一^として、 滿拥 巧の お 赖を间 め 

に1,、<公9い f くわ げ ク くぶ ， 9 む レ AAtL 

口滿 M なが 巧 化される お あと もなる のでを つて みれば、 これに けちをつけ るのは、 がろ 一义 巧'^ で：，：： 
を识 する ものと 許す る こと も 化 ホる。 
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。| BBS お縱 する ゃうち 黨の脈 8 は •繫 i 敵に よ ミ ー かづ 難され たが、 裴の獄 が 
Si 2 が裝 驚に 繁 すると S ち i か磬 徽據饼 が、 ぃよく フランス によ ミ纔さ 

夕 巧 巧’ ミ • 》 な •た*^ ミ げんぷく ミ 

"• る、 こと 力 巧 巧になる と ロシヤ 側では 又々 日が に锻 づき 始め / JO 

小 j 聲 ば、 

*1 ® ソ 露には 卜 ，チカを 鍛 避し、？ SP 鑛 し、 露を が敝し っ、 をる。 

の 繁を 驚して n a ン •ハィル 叢を 難しつ、 わ ミ 
巧 ハルピン 驚の 佩 慕の 腑龍 骄げを g っち 

W 繫 にわる 瓣聲を 驚して 髮を啟 さぉ、 义磬 した 號繫 をして、 が 驚繁で j ，4 
g 駅 讓に 瞄繁 a せぉち 
脚 S 驚郎 よりの 繫搬 がの 養には 齡ぜ ミ。 

の m , ロッ パが 配では、 厳を がが 燕 慕を 销ミゐ る。 

とい ふやうな 目に 齡 るが 寒を 似て する やうに なつた 0 日 巧 曲が こ、 にがて 稱び 齡縣サ ざるを 僻ない。 
g ツ B これ 巧の 中で、 嫩 がを 齡を燕 似させつ 、ぁるのは、 船 ソ郎齡 の：^ 俯 確と、。 シヤの 作 

« の ホ 戴 4 がで わろ 

ソ滿 H ホの！^ 现胳 のた め' ホが 船" ホ化ゃ n P ンバィ ル 似な どが 嫩 敬し •がが 斯 がと 
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もす おれ％ 巧 巧 文 IS H 


だ に つがん 江 i I こ< 八 ミ ー#/ てが i ザ 江 

も 巧 供を などを おすと、 日來 のぶでは 光づ闽 巧を 规 をし やうと 中 こんだ。 そうすると ロシャ 側では、 
固 あは 巧に b めでぶ つて ゐ るから、 が 巧 巧が の 4 裝 はない と 一が つて お 合は ない。 織ら ぱ倘 めで かめら 
れて ゐる國 おは^して 巧 おであるかと いふと、 沁 して さう ではない ので ある。 

それには 巧 恥。 シャが 巧 もが 面へ とお 巧の 乎を のべた がを を回亂 すれば わかる。。 マノフ 狐の け シ 
ャがシ ペリ ャを 束へ-'^ と觀ん で、 がかい 艦を 求めながら H が 瓶が あへ と 載んで をた 時、 かづ 第】 に 
衝突した のは’ 滿洲に 敬 おした が 段であつた。 そこで ニ ハ八义 おには ネルチンスク でが 撇 g 約が 織 ば 
れ 、隅 k の 避が は T ル グンが と なめられた。 その後 齡朝 もで り 巧になる と、。 シャは 離た 〇 がしと 齡 
も そのが 乎を のべて ま 巧 巧 だに かひ 入り、 一八 お八 似には がが & 獻が縱 僻され て、。 シャ は獻臘 がの 
が 日までの してが セ。 をれ からの。 シャ はな W お路の 乎を さしのべ、 が あ 洗を をの お にんれ て、 が^ 
の ゥス リ 1阐 觉が献 がされた やうな が 撰で ある。 

けが A た-- こん！！〜 * .ん こ<ミ ろ と こ く ぶん レと ♦一 Ac じ レ 

そうい ふが 路を迎 つて、 今日の 滿ソ阐 化は 十 結の 圓巧 がめ で 文 蘇の. 一^には を めら れてゐ るが、 西は 
アル グン 河、 化は 黑 がな、 束は 巧 肥 細までは ゥス リ I 辦で 限られて ゐる をの 図 境には、 卿 礎な おがは 
がされて ゎない。 さて こそ!！ 娩事 似が 嫩 11 して、； i 卸が の獻 一5 を 抓が するとと になる の だ。 こむ をみ 
て も。 シャ備 の、 H 巧は S 巧で 沿つてね るから が 奶瓣ぷ のが 驳 はない とい ム掛粧 の！！ がが いむれ なき 
ことが わかる 0 
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ター s —々 な ■露 百 


000 H 夕 脈には、 をぅ ぃ ム觀带 が へず かり 歡 されっ、 わる i " も S 、 霞 驚は 繫凹 

JJ • I が もお恥 か i 觀裹撰 おを が 載して お g の繫を g に骄 g しち ミ 禦徽機 

ぉ ミムのは'? ンャ はが" S に龄 t ； るが 新の お g をが 載し、 斬 一二 齡の 孙 おを 傲 y する が 

なを锅しなぃと講ぉがら、 4|?離忆娶壓を|^ち、 義83義忆挪する義を壁に狀が 

一し、 ちが 装の 門戶 をが ミ 郎に郎 つて 齡が サん とする もので わる。 

f 口い ミ 繫の載 ホに ょミ繁 "ぁっさりと 黑 から 繁 したが、 が 一に f ては 斯辦 をる g 
f ボ し、 これが 麗 とな？、 離は S ッ f 露 義露據 お 忆 f さ、 をし ミる。 が 怒が’ 

は、 まが 黨 のか 巧を るに 采 して、 がが，！ シャが おを さ .J の •へた 傲が の黨で わって が 曲 俯籍が 

か 難 脱 i に梦 は、 i 驚 驚た る號 がと ザ’ 繫を 辕にぉ ミミ 議の繫 とがが もに 

わる 叢で & る。 されば 藤 の敝 おを 載が .J たと 邮 一の 哉に ょぇ。 シ ャは繫 にが ミ g おを 觀 
ホし •裝黨 の！！ がなる かが もに 齡を たて ミ ザ か go 識 でも わり、 が 猿の おが 整を 脱 
をし 得る 駿 Q 繁 でも ぁる。 a るに a シミ、 から S 嚴蠢 為く 皆 繫 qIT 私に が 
•1 てち 街 f る 裝を处 がった 0 みた 靈忆 は穀 e 案 繫難繫 i でも 繁 して、 が i 

SEW にが 0 て瓶聪 してを た。 

。シ卞 がが 一にみ 解な がか i が •し、 •又 お 繁 Kig を磬 したがて は、 繁の嚴 をを かろ 
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もすな 巧％ tt ■变露 日 


S が掀襄 が 放の 影に 擒 かされて r 日' が f が 動に した こち 

g 將が おにが がの 壽 にがて、 裝醜 にが 繫郎繫 が 驚 さる I 獻が にを ミで 繫を 8 し 

て么を一^がすること〇 

■ ぷ sfc*^ たい C*** ム こ ,、 tii laca さ *9 

倒ル篆 におす る 日な 甫曲 のが 力の あんを おれて がる こと。 

などが それで わる。 巧 も" シヤ は、 が お t 通じての み、 がまが び 中 まに 麟 きかけ 沖る ので わるから、 

黨 から 護した 歡 Q a シャ は、 祭を 做 一の 勢 驚が としてが 刪に 齡 g し 棘る 慕に ぁ， 0。 が揪 
の黯 ミれば、 a シャ のが i' 難には、 叢 驚 も 驚撒浙 ずる ものが わむ ミムから 黯は换 

を献糾 する であらぅ。 

かくて 繁に 私' ミが 藤 新の S 僻は’ そぅぃ ム ぃろ-.^ な齡 斯を磬 として、 おには 驚が 驚 
おの 踐製に S て、 麻繫 驚の が聪 となり、 繫と渡 似 Q 1 |一 をた ミ てね る。 巧 煎 すれば， が 
がされた かがが 繁が へと 酱しつ 、わるの ガ 。がら ぱ日巧 巧に 聪 ふか？ これに 船て はおに が 斬に 船く 
こと t て、 がには 一九 ご 一起の がかに 驚なる 豁を渐 ずるが •和の 解が に齡 て、 一が を；^ へ ミ ゃ 
i 50 
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巧での、 なが 


二 待機の まが 

日史助 日 ミの 瞄な はくる^'^-^ まは る ホ お ほの やぅな もの だ。 今日は 無が かと I 苗ぱ 明い は嫩 

? り ぇ s& る。 そ QiS も辕 まで 敝く かむ お緊 はつをぃ。 をが 夢® 齡 I だ。 が 

那の胳 恥を 巧な する 献臘 はこ、 にある。 

だが换新は露としても、 が^|0蠢しをつけることは1ず」も震齡ミぃ。 を忆は賦恥の脈 
係を 歡 する 確乎す 動の 就 ものが あるから だ。 - 

ならば その 『或る もの』 とは 俯か？ 

がを 黯 ii の繁 、酱 は繁 i の 繁 器は、 黨鹏の 撥’ ょりも 觀ろ誤 脈 g をが がと して 
i くんので を ミ學禦 黨 g の霉 i 繫鶴サ ざるち がは その 繫 をる！^ 觀ザ斯 一一 新に 
して 巧问 驚を 歡ら ゎぱ ならね# がには、 禦の眺 僻は 叢と なぇ 泌^ にして ミ ゃぅち gg ^ 
は yks 忆 * で 誤す る も？ ゎ ミを に g して 馨 M が 術靈才 る# が忆 は、 giong も 
今日は か闺 とを る こと 奶 して 齡 らしと せない 0 

か、 る 利*& 偽は、！： を？ 心と して 酷く かとぃ へ 甘、 祭 心が 脱 脈た る 香 ミ 呂& 旨。.. にかつ 
て -i せら？ もので ゎろ 襲 すれち 殿へ る ものと 恥る ものと が、 觀 むに 藉を 傲つ 器 ミ、 嚇 
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险 巧を an 文 gB 


固の 驚は 滞め 5 散で わを、 をが 斯が もす れぱ がする 趙 、撇 がの 渡は か厮 し、 おに 恥る こ 
とのみ で獻 へる ものが が j | とを るに 載つ VJ 、 が 號の辕 とを ろ ミ 脱備は 蠻に梦 もさぅ でぁつ 
た夕叢 Mq 繁聽が 一 裳豁 とを ミが S では、 韻 •し <觀 戰 とな ミ。 

不 常にし ミ ま畜 聞には、 fj の 殿へ る も ミ 5 る ものとの 難が とれず、 ミ！！ 供は g りに もが 
でわミ これ 1 に日がが！^^1が<嘉になしをがためで、 一 が義は繁脱のが燃を齡し、 

なる 

蚊 巧を がする とこ fO から、 巧へ る も ミ 私る ミとの 雕 に和豁 をが じ、 がが がが がを 柳 さを すれ 
ぱ する 殺、 こ、 にが 辦と Qg に！： 豁 の掀 おが 繫と をろ 
か、 る 脱 俯が われば C そ、 S が 露は 所議 gQ 脱で わり、 避を g ぅする？、 影 歡の駿 
に' わりと お骄 する is 蠢 が、 齡に繁 をミガ 。够に 靡の 簾が！； 豁を がが とする に ： 9 ミ 旨 J 
Tok ろ ミて W くを、 そして 殿へ る も ミ 5 る ものとの 豁 がと た裝 、が が藝繫 なのは 
寡の 掛 では ミた をに 向 ミ反斯 をが むるな どは、 が" がの 繫を 伽ら ミ！！；； J の鬻 でぁ ミ 
日 まの i 俯を 逢 麟すミ Q は、 整が 繫を爹 繁忆ぉ < ことが 祭で わ ミが つてが C ょ、 こ 
のがな 报を繫 として、 賊 がの 脱がを 一巧して みやう 0 

B»A 齊 義が醋 ミから、 據 がち 薪 裝のお しぃ襄 にか つち が那 はを を か ミ 
ぶり •ミち ミが なを 齋 はがに 裝ら ずして、 g がす こを 繫 るで わら ゥと辦 へた 
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K 变の a か 


* R w の だ。 齡る にがが が 解 燃と して 齡 撇 やアメ 9 力に 辨 がし、 例へ を^が と 也ムも w ♦ざる 
祭を がず と • i 繫づ橄 し、 アィミ も S いだて、 が 那の繫 みは 髮が 做に がして しまっち 
が 斬 ±- がが 傲辦 がに ょク て、 がが を 燃が がに 困らせ やうと した。 そしで 手を かへ 品を 巧へ て斯 巧に 
ぶた 觀ミ みち 撇 るに か妈 の齡龄 力を 觀 する 日が の 松 旅 力は、 もみに ま 巧 人の がには ほ亂 しなぃ。 
が tV れ どころ ちがが の 驚は 馨 がの 燃に 换 って、 驚の® ると ころに み ミる 進化を をし、 ィザ 
リスかづなががに敵赋をぁげ、 ^^のま那んもホ卽が掀がミミ、 がミ非巧*^る巧失を驚るミふ 
蹤 の 觀 おを 巧ら した。 

が 抓は 15% 繫ゃ 1& 脱を 搬 ii して 號 s のが 船を がて ち齡 るに をのが がは 巧って 難 巧た が ひ、 午 
み&が3§を55けた8が、 がお|?はお5をお0こぇて化平 • 天沁ミ も占雲を卞る蒙をでた。 
か 刪が 伽 も 穀を祐 くるなら ち 脱 か街豁 の 婪獻 がが がの 驚に 斷 する じとは 繫 ミミ 驚 
驚繁 がかを 說に歎 か 邮の獻 心から 難して 襲に 郎 はち 熬を繁 のでに 蘇の 露 費"^ 
ぱサ たのは、 か、 るが ㈱ わらが ぉも 黏れ をす るが かの 手隙に 祭ら ミ。 

を がら、 がが とがが のが 鬆 叙た 餘 ぶと を ば、 夢が のが 悠を どうす ミもづ ホへ て か、 
ら ねばならぬ。 繁 はが 袋 かで ぁっち 一丸 一一 一己 おのが ろ^ 謗 换に& で 共 產が化 巧に# んし 
でむた かちち やを おがが のが かも S へ ミち ミて 繁 がの 穀 、典 爵 巧を どうか* ね ミ 
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白 一 


s 


良 i にな か a パ! ちに 嘗て 振に 驚を がらせ、 骇— がかを FI 
ク yrglff つた。 蒙髮器 であ—、 ミー r i にス 

4^ も ♦も 言い A <♦ た •， 

• •ょ •ん が禀 け^^ま しみは 巧に を だけでは ミつ ち 祭 ミ繫に 於-てむ 心 八む 
《ミ^に^ パた 夏 巧は •露に がても 繫 f がかし、 おには 難す る こ ミ 繫な& 
夕：こ V を 巧が する のでは ないかとまで 做ぶ まれた。 脈が 黨 おはが u しでが 霞と が緊こ 

f ‘ ホて ぶで 靈— が忆は 一— はを ぃ。 夢 

3 SSU ' T の读 ' t が 南 こ •へい 連ぶ r 祭ぃて。 る。 裝の 欺— で 
1^0 閣 Mr を おけ* 1、 いつ i 接 」 i を g へ 至 わからない。 

fn る忆を 原け 度い d 、 お： がるべき が 霧が、 じりく 主 制ぃ おを さし ぱ し、 が酣 f 
す^^て、 巧^' I 棚 南。' 靈 、闽 川备に 變を铅 《ミる。 f もて 親る， 繫 f おち ぶ 

作节 ^い て 難に f ミ^; へを ものは、 襲 驚の おとで ぁ ミ。 cn ; が 載は 驚 

I け^、 ず^な i 少 K ， i ミ、* 諸 曲の 破 叢は ミ黯ょ 。の 媛 も ひ、 據繁 はが 
々のが あ 私 化ん qS 少 とな ミ、 繫義 Q 製繫は •しく 黨 of 献 へた。 
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K •> 々 ■ W 


B 


化い けい ミ む レ レ c 〜 & い £ヴ« い い* て* A い レ ぺ|*.\ f a 

さぅ いふ 背景の •卜 に、 をろ 巧 日が とな はれて ゐ るむ 巧 隐勒巧 化が 巧、 化 平に 特派され 

相を t な . I レ ミ cr ザん ミ •夕 で* ミ f っで ム * ミ ♦?, 0* § 

た黄帮 巧な どは、 この お 日が と 巧 極 的に お 巧を 故く るめ 不利なる を 悟り、 昭が八 年 八月 
中 巧 巧に 邮 かれた 巧 二み 廬齡辦 敵では、 邮ム ーー 麻 ま お ヶ年邮 、 ni がとの が爭を 中止すな 

レ す、 V レ 4 .そ レ すい &， ミ*** >>い < ミ f * わ ぐん < レ • K ろ J 

やぅ、 お 巧に 巧め たものと みはれて ゎる。】 方蒋 巧は、 在 お 京を 在 巧を た 通じ、 巧が 軍が のち 鹏部 
におして その 巧を を 巧ら せて みたところ 、巧が でもが つたり 叶つ たりと して、 日 ま巧教 がが のお^ 队 

rl ♦み 貧が A たい ミた！ . f •ふ； ミミ ミレ へ， ミ じつ ミ レ、 ぶ 

かした ので、 こ、 にお 巧 化 おの 巧 日 態 巧は ながした 〇 をして 巧く 化 日を 中 化し、 ま 面 日が：^ の 巧 著を 
機 ひっ、、 ミカ 至 おも かお ホを が 巧 巧 的に 日ん を お 迫す る 時が をげ っ ことにした。 辦^ がが が 巧羅が 

ホん U 4 わ* て i ♦い レ ザ乂 •む ひさ > こ •、〜 ♦ 〜* に〜こ5 レ.レ>*«<ひ*< -3 > こん 

が 巧を 乾けて 汪化巧 巧を してが 巧せ しめ、 义义 しく 廣闲 中で ぁつたせ 日 公が お 作 巧 巧の 策 巧が 巧と 
なつた のは、 その 結 巧で わる。 

このが をな では、 日ん と篡 がとの 巧に、 獻 がが がった 挪 をを 亂 おして、 备取 門. みは 敝& かに 獻歡 
を 化は せた。 なる に その お躬 は、 支那は お 姑 H がの 巧に •志 かなき までにた、 かれる とい ふ 餅 紙に 连し 
た〇 とれが 父巧挂 的が nJ をが 紛サ しめた 一つの 齡が となった とも 公 はれて ねる。 

そじに が 日 屋と目 さる、 来 子 文 巧が がおから おって 來 た。 巧は W 巧 八鸦六 が" ン ドン 
で熙 かれた サ獻 M がみな への^ ホた》 巧に、 が お 列 巧を 巧辦 して •がが に 棘して ま || た 


史子文 
0 » ■ 




文 ミ ♦い 至 si こ 4 重 ミ* い A f いご ミ 9 ミ ザ • T .^fs 
巧 かせん ことを お喊 すると 典に、 巧に 南 巧 化 おの お 化 上の 巧 また おはん がた め、 借を の 


& す K 巧を な p そ霄历 


♦いこ 5 A み 

2? 曇 つ*」 た。 こ 蓋？， 《 i ピ季緊 M が 塞 」 &W #0 

^岗 をは 装 巧を^ バ たが、 議態 からかが。 辕義る じと だけは 繫 しち そしで 驚み とが 
打^ け^ た ラィヒ こ 望は、 あ齡 おはか 解潑 、お 農が は 驚 俯が f がを 點 もこ、 幕 

にがが さる、 ことにを つた。 

い パ-^^^ 巧は わが ぷ课 'VI 强丟叩 驚プ レシ デント ••ミァ， ッン撇 で 叢に 化 

い狐 I 苗^ r ^ r け 巧^ •載 煎に 导鑑 f 、 驚 驚に f 、 ぉか 養に 裝し 
附 巧 を^、* 日 梦繁を おぇ"" を 驚 ぉ。 その f 募 も 
^ こけ ホづ •石た I •謂 4 •言 ミ—、 ゼ？ ッ を PMf た 二 

+ 非は、—— 式 日，忆-?、 I 蒙 f 繁 は— がになる 。で、— F 
の とぃ：!- こ ilf ii をが じ、 繁へ & をを ことにし、」。 
わくして 乂 巧は、 H がに 靴して 祭雜 をが ける 露の チ ザ ンスを 粉て つ、 •が 脱に かつち 

• けを 芋 作が 龄 。に 琴した お かは、 がで 賊 をる 觀ミか 能が 瓣に F 蠢辦 
曲 • -1^ として 先 づ巧寶 とが だ 巧に 靈 を 靈 した。 がかの 繫に龄 ミ 驚は、 节 
配 ぉ ミち F が臘 におぃ も ミ ぁつ ミち 繫の g ふ 一一 南 もな ヶ料邮 の 蹤が齡 



巧が には、 ホ 巧と して 4 がが する ことは 恥 来な かつた じと であらぅ 0 

載に 斯 一二 かがんが 載は、 九が ハぉ靡 にが V をれ ち ミが かには、 お 矿蹤の 一二 段 祝は 如 聲 

f V ふ るい < ミ < っ ミミを* •〜ミ さ ミミ*， AA ^ 
ホ 巧 も 加は つたわけ でぁる。 を！！ の紀 巧は か 齡が がの なな t 押さない が、 巧に ょれば、 巧 日 ザ かにが 

ぃては、 か 振 叢で 驚した 蹲 露 S の 蕊を緊 する ち こ、 '齡< は鑽 •祭 驚かを が 

AA た L んに I »i々A て > レ ♦，レみ こ .がた* A 中 X か 意乂 じょ ぶ ，l,i vasA< 

面に 立て I 巧 日を 銷 ひ、 內面 的には ホ 巧を 中、 むとして 面な i 邸 その他み 化の が 助た ホめ、 國 力の 因な 
を か i しつん、 一を 一一 六が おくは その 盼 かたがち、 が ザが 解が が 巧 的に 卿は が 微が孜 俯に、 非 巧な 困 
がに が撕 する かも かれな い斬斯 に i じて、 觀鞭 2 掀 S のが 偏に 立ちが る。 义獻が 的には、 巧】 ホ かが 
が巧で做筋したを％の大が魏をもザずるじと、をつた&§でわる。 

♦9 レ I わ ミ さが け 中げ 

_ « に ところが ホ 巧の 巧ら した あ 千 K 巧の 巧麥 おもは 一巧に 拠 かれさぅ もない、 お扁 - fi 巧の 
L でか 巧 巧れ とを つて、 巧な 化 巧の かが 说齡は I 5 W 賞し くを つて 巧た 。それだけ ホ 巧に 對 する 
日 へ襄 はが ミて ホち そこで 繫のホ 巧 もが 旅と して 豁狐斟 の S にがる こと も歡 
そ 十が 二十ぶ Si がをお 化して 上' がに まつて しまつた。 

おかの が！！ はがが 驚 蒸に かける 驚が かの が！！ をが がす ミミ 觀髮 •が S かの 驚裝が 
は拟 T が i 腑へ 、かづ 瓣とが がの •擦を 癖に がすべ < 、がが S 棋が おの 祕 がが ミ おさた とす 
る 4 でに 齡ん でかた。 巧る にがが 曲巧邮 巧の がは おちに 巧 巧が 度し、】 かにして a 日ょり が 目 
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もがれ お MlXgB 


へと 逆ち りした。 これ こそ 拓にま 巧まで わる。 

卽ち リトヴ イノ フ 巧が アメリカに 游 つて、 装が% のがが を 熙 おし、 ミた をには、 が 簾が 
が撤 f で 接 t 霧す る 簾が f れ と Q が g 驚 露 f るち 驚 器 Q 講 がは 娠 
にがが を がし 、 S 露が 襄に て、 髮ミ咖 に、 夢 ks 懿 iK つを 繁」： ゎつた S 
ぉ あ 也ち 法に もがす •へしと あ もし、？ が 驚 叢は 敎 が一 か ミを がが しち tV の觀 繫の热 
繁龄は 鮮に皆 さたた たが、 僻 T 齡繫 4一 掀駿 かが 斷お Q 齡心 バ繫 驚に 紛 ぶた 至 、 a 

シャ狐 qS 僻は をと して 觀 1® られつ、 ゎる も、 じ A 一 が おはがが と败ひ る 0 齡 にない。 がつて が 

繁4に梦もそ0齡|{を繁忆し、 冀0繫如错する和ゥなことを。聲？？が繁で&ると艦お 
したので、 露 驚 Q 繫 はが もゃ 於い と潍ぇ Kq 燃が 3 れた 靈黛繫 S おが 忆靈 ミレ 

4 つた。 

B X M かやぅ ちァ メミや S 撒の が t にょつて、 S がた 術へ をす る 襲が 蘇く 猿に 叙つ 
•へ* たと ミへ、 S 諭には 繫 がが のが おを でが 燃 そり、 ゎは ょくぱ S かの 繫 を韶サ 
ん としたが 巧の 巧徐 も、 かむ が だてし ミちが がは 黯賊 撒と 所がに 献取 お繫か 
證 彫で、 いぢ 《を ミ ゎらぅ と 寶てミ 鷄* でも g に 掌 ミ豁 がゎ も ミが がを 娜サ 

ん としたれ 巧は、 をく 知臘 にがつて しまつた。 • 
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な t の _〇 巧 


そこへ も ミ 来て 一垄 一四 年には、 まがには がが とがが がが り、 繁は辦 しく かおし ち ァ 
メ ミの 繁 載に ょる 3 qS がは’ が にがして はか 鶴で わつて、 屢 驚の が腑 をが つ ミる 舱 
出麟 〇繁 は i をら でか づァメ ，力に 繁獻 Q 焼が をが 《たと •こを、 發く一 g されて しまつ 
ちそ こで 彭は ィギリス にこ デ ット戲 筋を 戸 もんで みた 夕 これ もがち の、 もがに がが される 
ミ ふが も。 がは 屢 驚は、 S がと おた 觀る撫 、とりつくが はなくな ミし ホ ミ。 

さぅ ぃふ ことは、 繫 なる あが 露には •がに 戰 ふら わか ミ わた。 かは 鹏が八 おの 裴 十む’ 
齡 S の 誤に 繫モ繫 を营 て、 がの ゃぅ をが 庶な義 ミ も 館み VJ むた の だ。 

新 & はが S ょりが にす ベを で わ ミ 賞に がず るち 郎 がが 筋せ ホして 驚に 繫 した g はなぃ。 
かは 亂ぉん 驚 し、！ iiJ を 驚せ ずして は 皆て 驚を 義 しては なら 《。か 叢は 臘鮮 に齡 

すると 巧が してを いた』 

巧 かは 驚を ミて A ら る、％ わ ミ tV れが贼 ひが ミ、 か ミムが おな 説を がぃた の だ。 か 
が 巧に 日 ま 巧 皆の S へと 化を とらん としつ、 わつた ことは、 これを をても がめ る齡で わる。 かの 
繁は S の S が紙帶 ミを ぃ 。載は 齡齡の 裏を 脱せん がた め、 

いや-'^ をが らも 瞧 をと る ことにを 

つたのは、 こ、 に歉獅 する まで もを い。 

かくて お袋を、 一み 一一 凹が 一が 手が 辟し ま S が 彰燃裝 績 み がが と 叢して、 が 
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るす だ 巧々 な 晒变 ff 只 


あ厮 111 に 脈す る 載が を 端み、 巧 驚證藉 かもが 眯 四が霉 豁 Q 1 談辦を 船に して、 献 解り 
が 誠を 職 みちおが に 於！： る聲 、散 脱、 漸 新の 一一 敵 酿を潑 し、 が 辦が做 新 の 一 抓を 證 したのは 
その お 巧で わつて、 これらは おに ホらん とする 日 ま巧教 のがが みに 解なら なかつた。 

* 日" だが 新， 袋 かにして、 龍に W 邮 せを するなら ちかづか 3 のが もとた 酿 め. 脚 
* で 巧 5^51 の 載 S を 野 サねぱ ならね。 紙ら ざれ ぱ、 冀の载 燃を！！ りかへ る ことによ つて、 
成 ザつて 自らを 被ぽす | g 巧を 觀 かねと も賦ら ない。 

g もよ し、 一垄 面 おの 衛 競に梦 てからは、 驚 g の駿 もがぃ に繫 し、！！ 難が は 齡斯し 
籍 載は 霸の繫 を £ て、. 一鑑撇 したので、 H 軌 、かが 敷献は W かの 穀に邮 脱し、 が 

の態度をとつて&た西南がもホをくおみを狡がれてしまつた。 をれのみか、 がががもが：^がおに船し 
て南ぶ政府をかすには、 その力おりにも|^燕なることが、 はつをりとわかつて來た〇 

一え お 支那の がを みると、 ； を 一面 が 巧の お 巧の 巡" 既に よつて、 聪に龄 一巧 如の 斯 がは 狀 がて む 
た。 M がお ては 賊 斯が聲 で ゎミ黯 の 離 3 S かの 解には、。％ か 鬚の 驚 齡 が一が 駿も繁 

つてね る。 その他い ろ< な 工作が 施されて、 赋 巧は おんど 棘 巧 驚 & 扣の ものと なつて ゐる〇 これ 
たら t 化を 乱 日に！！ りか へても、 充瓜 なお あを 臘 おする ことが 的來 ると お 巧は みたで ぁらぅ。 

& 知よ し ミた お袋を、 かづ 難蔽 、靈 驚かに 51 ち 『脱 かがた' 龄 、駿の g 籍 J と 
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n 变 0 震 巧 


輸 する 蹲が 文ち 繫 がが 巧 揉 誌 燕 か辭觀 J に 鬟さミ 城が を霖 しちが が繁 もこ ひ 
献蠻 をして 杂が 一繁 J を' 中， 靈 f 繁 せぉち g 載は な ミち 

そこでい ょ^ 觀 

日へ と 散概を おり かへ る ことにを つた。 

繫 は、 獻が繁 の 載 一が おた るか 難 繫の梦 、一驚 十二 g 二十 i 雖 がの 

囊みが 解 幹齡 おのせら たかの 繁 は、 がの ゃぅ ミので ぁる。 

一 板に 巧 解の ある 中 田 人は、 なて 日本人は 結 巧 巧々 のな たるな はず、 中 巧ん ホち 巧に ホて は R ド 

と 巧 巧す a 藥 《み f とを S て ミ • oha 妄ミ》 と吉夏 S 轰襄堯 ホて」 蓄れ となる 

のでなければ】 にかして なを 的に 打 巧した お 論で ある •思ん に 口 本人 中 にん 巧 巧の 巧 保を なする もの も々 < ない 
で わらろ •化る に 今 曰に かて t» 巧を 打 WL、 はて 兩 目の M 巧を E 巧ナ るの a な g のみ むらず、 一巧の 巧 ホ fc も 

は 《巧ず、 f 置！！ ミ、 巧げ て！！ 白 《会 化 SA 5.0 。人 5 s を！ BK11 十 tsli 人つ W わる にん 巧 
はらて ホ だに ♦度を 宴し 巧ず、 巧つ て その 前に 田を 冷 ひ、 養す る 巧》 と 良 K を 《く 《は、 R にす 可 解で も 
る e 

* ホの* K 勢から 推せば、 I し 中！！ にして 巧大 なる » 来ょ— 巧 R せんか、 中日 兩國は 相互に 巧携 すべ S で じ そを わ 
何ホ话 みか ム理 おはない •巧せ 幾多の 困 民は、 な 面の 化 巧に wjjg し、 日本と 典に たぴん との 巧 わる も、 や HH 巧 
巧网 にして、 tt にを H 巧な の熏 6 に 巧ず るなら ば、 大な g# わら 着 » しで、 正* 公々 國 家の 利# に忠實 なる 打 巧 
をな すぺ ろで をる •巧 人は 中 «岡« のま 蘭は ロネに わり、 H 丰 にしで « 巧の なな ft に、 中國 のみ 単揭 にな かする 
の 術な At とは、 み g ホ かする も、 現に 樓度 する】 面 巧 面 巧 巧の 致々 は、 寅 巧には 単に 巧闷 の！！ な！！ 巧を 巧 


« 逍函 
0 中 B 

000 
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4 すた 巧 も 


ー ボナる に邊 ダない • 

か < 敵き？、 をが 一一 かがが 聪が S 散した 脱には、 がが は敝政 藍を がが して繁 の！： を かぃべ 
しと 說 くのは、 巧ん のがに 通 ダず 〇 まがは f ず や 一が に 巧みしても 聪を かがな くさる. ，であらう と 載 
を、 巧に 論靑を 進めて いん、 

目下の 中！！ は、 お 力 « ホの 巧 闪を巧 巧す るの ボ 、巧 一のを である •« 巧を 消 巧せ しめん とれら ば、 か <と4 わ 
わるが 闽の 一で わる 中 H 脚 巧を 解 巧 甘ねば ならた •中日 M なが » 化すれ ぱ 、巧 界 のな 面は これが S に 一 毎し、* 
未と H 本 問の 度 かも 巧は 巧 生す る ことな < 、たと へ 日米 H»« 争が おる としても、 中 曲は « めて 巧 白なる な 巧を 
とり、 自由に 应 巧し、 をん 巧 « せらる、 じ i はないで わらろ。 これを 中の 巧 生の 巧な 並びに 財を 百年の 巧奋 から 
留 じる として I、 巧が 規 下の 巧 面に* ずる K から » じて 1、 中 因 « としては、 巧 子と して 中 U 巧材を W みせず し 
て、 無期 » に 泣 « する を 巧され ない。 

かは ♦載んで が 瓣の縱 がと 繁 を、 がの ゃぅに 4 擒 して ミ。 

w KM 十 化 年 (昭和ぶ 年) は 抑に、 丈が は U よとの 阿に 巧せ »閒 が 解れの 儀々 が あつた のに、 これを 化 粒した 
かも 滿洲 # llr かおる やろ になつ た。 

ゆ 口 ま 通 ♦ss 家 巧 至は 芝 S でな < て、 12 寡 2 たる まご 切を 碧」 てむ. 0。 化み にぶ 

那の輿 4! はこれ を 巧らず、 日本は 閒の巧 ホせ る 輿 巧は、 g 人の « 暴を 巧へ 巧る と 巧 じた。 

佩を なのが 巧 倩 況巧宙 にも ホ 巧と 巧 巧が わつた •巧へ ぱ H 本が が お*: に ほ 入した 巧、 麻 化 巧 供は* 杏を が 化し 
で 巧 « ななが たなし なると 4 巧し わが、 « 巧には 泉 ホ<» には 篇 W 實力 共に 换 0 して わた。 
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扣 ホめ H れ 


5： . 器ち は、 口丰に 巧して わ濟 的な？ 5、 义巧 ホは 夏に 致して モ ホすべし とだ じて ゎたの も 巧。 でろ 

つた。 

が 中 SH タポ みなした。 卽 を？ 人民 間、 人 巧 望 岡、 曲 民黨と 秀閒 にを なが 一を 甘ず、 實な吕 巧 

にがて ナら 、ホを 上のを 見が か 没した ので、 巧 » かな 共に & 化した 0 

が 中 w 人は g 巧を はて 事に？、 その 結を ま 阿の お 巧を 巧を 忌？ ちで たがら、 リ义の 共 巧れ はがの な 
ミん S ではない。 軍に 生を ホむ るのは、 お 使 S ななを 巧を S 巧で る，、 生 裏に 重 ホめ 仍ら る、 にがて 
は、. 巧ら く 凄を 替 し、 理 巧を 亞ん じ、 内が は 巧の 巧に 乂 巧の 計を なすべ をで わる。 

驚は S 忆 穀を磬 て、 が 驚 ミミき I を義し • t 睾鑑 、驚穀 なしと 狐 

論して ねる。 がは ホづ 支が 佩に 齡吿 してい ふ。 

口 ま雨茵 snss 巧 S ま蔓 tji 夏で ち*。 《を H 案 W おを I つてを を？ ん i する にが 
では、 S は 巧ら ふ當る S 迫 還を 巧 ホし、 雲 S 案を K を をん つて 互 巧 的に 解かし、 闲夕 上の 陌¥ 一巧 
すぺ をで わる。 

中 B 1 巧 S 者は、 闻 馬に 波 測を おし、 そ S に采 じて 寞の 巧を 巧ょ とを ずるん の ももる が、 このな の 《 
者は、 異-か 段 巧 1¢ かに ミて I 食 けても、 葛は S 度 塞 Q 幸 If にならない 二と を 巧ら わ ばなる まい。 

亨 日本は n ンご巧 巧を がかな S 結ち 四而巧 歌 S にわり、 巧を に窒に S つて & る。 中 田 こがに ろ 
不義を* ぬるん のは おず 巧 わるから、 中 W としでは 一巧のを おを 巧む ょ 9 も、 章る ベル ギ— とな リ 、日丰 をして 

器 乂妄時 《•■•■ィッ Qs を しむる ご、。 化に 芸 としては、 S むる 苦 塞 t 持*」、 H 丰 S 於 
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を おせしめ、 その 巧る、 を 待つ ぺ しと ま K す るん の も ある。 な L 乍ら 余の 見る ところでは、 人が の袁義 t 巧 巧 
しむに ホず して 共な にあ リ 、世 ホの あ ホは あ 巧を ホみ、 ち おを 重んずる にわる とせ ふ。. 日本々 H の驻化 巧® は、 

巧 ミ 井に g < 巧で、 を R 千 萬では をる ちされ ばと いつて 中 田と しでは 之を 碧して 渔 夫の 巧を 巧して はなら 
.ね •かずや 巧 有の 巧# a をに を**、 ホ 自力を はて 生 巧を Msvg で わる。 n 本が 中 田に » して 共 巧を 进わぱ とに 
か < 、巧ん ならざる にかて は、 中 苗の 兄 中に 生を 用し、 巧 溯に 巧つて 共に 巧 巧に 巧る ベを でない。 巧は 义 « 敵 K 
泣の ホ 資をぞ じで、 田 巧の ホな を WK すぺし i を ふんの ある も、 K 見に よわ ぱ 、田 ほは 巧 巧々 をの か必を もつて 
自ら 巧 担し、 巧 ホので ろに 巧 A を 事 i せないなら ぱ 、ホ かなしと 蠢 も、 が 典は W 化で わる。 

.一巧の 人は、 n ネ がか W 化 S 及びが 巧 巧 巧に » する g 度を みて、 或ネ はおし み 巧 のは ホんで ゐ るが、 寅 巧に 
がでは、 中 田の 巧 止が を や巧戶 巧せ 巧を 田 巧な をで 巧 巧 さる、 のは、 中 W の 巧に を おで わる。 巧 因が これ 巧の め 
をを したのは、 中 田 SS つたので はれ <て、 表面 志 巧# £ 巧が ま S 活を裝 ひながら、 實巧 上には 巧 田 
ホな により、 中 田を 巧 巧の がは 地 i する 巧妙なる 方法で あるの ど。 され ぱ中 由に して 日 力で 巧 典を なすこと が 曲 
ホずに、 巧 化 これ 巧の 化 わに 化 巧す るなら ぱ 、巧々 の 推 巧と ホに か 巧义は 共な せらる、 に まるで わらろ。 中执の 
とるべき をは、 自力に より 更かを 口る ベ < 、これが 巧には 日本との 巧が は 巧に » 快 ナベ さで ある。 

巧はかく說をつ1、 ホに〇^がはがをなすべきかを巧巧していふ〇 

口 本が ホイ 店な せわ ばれら ねじとは、 ホ】 には、 巧な の 中 M わつて 始めて 来 曲 人の 化 苗と いひが る ことを 目 « 

し、 傲な 的に 中 苗のは 正の 巧 化を 扶持す るを はて、 口 丰の不 なの W 巧と せわ ぱ ならわ。 第二には、 巧 巧の 變 巧を 

巧る こを か 巧で わる。 W せ 巧 化の な 巧は々 B には 邊 のをい。 0 ち 勇を 巧して を 合た 熏 なを わを、 巧 9 
略を » をして 互 巧 的 » 濟狂携 に 巧へ、 坟巧 上のを « 的 企— を 度して、 な義的 « 情の 上に 中— とお ぱねぱ な もた。 ^ 



々一二には 中日 网 巧の St かは、 ホイ ロ 本人 夏の》 へを I 轉 する ことにを るを 自 巧し、 H を ミ 《聲 巧し t 
「中 田 itn の 巧 さ r 中 两の巧 ホ は 巧な に 巧し、 組 巧に Rg サザ 化っ 杏を 與へ ごと S おを お 巧し、 厮 《t じ 

内 巧を 虽？ 、吉屋 机 S 案を襄 てへ* でみ ミ で て 夏间 li 蹇が田 来たなら ち 置に 巧を 

すペ <、 畏 に 日本は、 SRS 原 巧は 右に ょリ S する から、 なめて 爱に 8ナべ* でもる。 

と 論じて ゐ る。 

管が お 巧 i 露の 載 i ： でぁ ミを に 靴す る 豁は繁 に 皆く こと、 して、 こ、 にも づお g 

こ* てわたぶ A : N T 31 

がのを 逊を 孤って 見やぅ。 

2 ■ ぃ ょく鬟 載への 驚を 答た 解が 霞は、 製を さ ハ sg 、 數繁- 

"い 一繁が 能に がして が梦軒 おんだ。 その 獻繫 i 齡 が搬擊 は、 が 術して が 髮と裝 
せを なし、 输 巧し ミ +1 日には、 あが 齡 .がが、 胶 かお か斯と y 簾が 獻た賊 がしち 
こり 日 於が 蒙では’ 賊即鑛 は 靴が 媛の 一 粉を 热 脱し、 がが にがぃて は、 ミが 尉が 繁て 
がが に觀 しで 、 Si 你 難の ぁる ことを が ミ i 解 gg の 驚は おムミ だとぃ ひ、 繫は穀 にか 
ミ齡 i と斯ち S の おがが び£繁 がりが 巧を がたん ことを 斯 すと 黨 しち 
ミ巧鉱 はも 巧 ミミ 秦に嫩 へを ちそ こ ミた が 燃を て、 一が 一一 十九、 ミ もの 靡 

には、 繁裴が L 繫覃 が裹 繁繫寧 驚が 霞の 一二っ のが 賢 巧は ち 繫をも 
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繁 して、 いょくが が HqJJS 繫 のが i と ミち ミ繫 農が 4 は、 かづが 繁 たがが 
する こと、 をミタ これが 宗 のまを で わる。 かくてが が 解が は、 繁鼓 でて が 觀* 驗の换 一 

がへ と 巧み こんで かつた。 

B * も* だが 日 ま 防な が忿巧 度に が 巧した のは、 まが 術が おがに 舰 つて おを さしのべた ぱ かり 
巧 ミく、 がが のがで も、 がが との 私 散を 驚した からで S て、 をを 一 薪に みる 脱 
西夕 おの 巧} |は< ならを い。 もし 風 腺に してみ たち 黨 Q がの が 興がが ろょり がで 
ホつた と納 する ザが、 疵？ 岛 でを るか も咖れ をい。 • 

se 蠢豁 、義は S がに i して、 一繫 g 1 g が 断の が獻 をと ぇ槪 がの 臘繁 たと ミが 

ミ さぅ いふ 支那に 孰して、 日が が 齡んで おを さ， J のづ これに 殺 おを がめ るを らぱ、 职ミ龄 がが 
もとを 法され、 囊を るが とな ミが 忆が がは をと ぇ かづが がか 辦を g へ ミいて、 
支那の 繫 I 俯に ミて は、 靈你 にこた 撕齡 する たが T 的 VnS か Si の 僻 組 g に靜 すた 
啟驚が©聲忆邮ること忆して、 が〇が贈おか義けて^^わ。 

なる に a ' V トミ おぞ惡 もがで 日 ザが あが. yQ が 軍 力 Q 貧 ザを-お ホす ると、 おがの が ミ、 が 
がはミ輩シべ9ャ忆がして、 |^れミか梦もゎるミゃゥに一避ぉ。 わ1るががをがさしミ 
一つの 麗は 、がが がが 認熙 の 繁 fc 铅か したのに お くこ と 裝 では ゎる夕 巧 露 i に觀ぃ たが 
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化の 誓は、 K に 城 i 船 髮の骄 がまで ももた ミ ゎるを、 がが は ミを り 繁を新 ミ、 にが 則 
せんとす る もミ觀 へたで をら ぇを が。 ン ドン 簾を 幾 I らしめ た 一つの 賦腎 ぁつち 
日本に か ゎりと 巧 米の がで が觀 すれば する 私、 ぉ 所 做 巧腑軟 によ。 て、 繁の繫 に 歡斯お 恥せ 
ん とする 繫 の 齡巧 は、； ぶバ 難と ならざる を换 ない。 か、 るは g ら を、 黨の義 する 裝 モン 
。-襄 ミ g し、 b 巧が が# は,：^！: にを ミ 脱ん や黯？ T 蒙と 禁變 の繁 とは、 敷 驚 
: 面を をす もので ゎ ミを ば、 がが が黯 モン。 1 おがを 掛かす る當 、霸磬 の 酌が も、 靈が 

函 巧になる わけで ある。 

こを か M する 鉛は、 か r 載 おして、 鬟 ミとは 載 g 冀で繫 する より g に穀 はない 。が 
がなら、 裝が繁 ミと に繫 叢し i る繁 は、 髮賊が Q 撒 おに よって 齡斯す ミら だ。 裳 

が 日 ミ亂 善へ とが 出した おがを 聯が はおく そこに ゎつ た。 

聲 るに、 載からの か繫 g をが 機 マ， ス かの 恥を は、 能に繫 に 私り 私まん として ゐ る。 の 
ラィヒ こ 望の やぅに、 日 ザに 薪を るが 躺をか g する たを ち おが お 断は かづ おを 觀 ミを か 
^がならち ^ v れにが說したやぅに、 も巧化敝のおがはを岡とをり、ががはが挪とがおするには、 
今が 庭も受 n がい、 とい ふ！！ が も ゎつ ちが かなら、 が， かの 蹤 がが 勤が に 農 すれば する 機、 かを 
献 おとして 談 1 する に盖 。か； 5 がゎる。 を 貧が が 驚を して、 黎 g にがが g 散へ と辭 させ 
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た 巧 & る理 がで わつた。 

m 变 • さぅ いふ 截のぞ おか 度は 冀の蠢 にの り？、 繁 かの 靡を がして いつ 
2 だち 祟の が 心が も おが K たおめ で S が 装た ザへ ば、 がが 做 もがた こたが かした。‘ 
そしで ぶを 巧が ま 巧 あんの 掀 S も ミ、 黎 の おがは g に 驚に ミち 
お •敢慕 Q 繁 驚が、 孩 からに ミ；？ は お啟で ゎるに も ミ 難た ミ 揪 g もがる。 
け ♦に’ ST 來た鞋 、某と」 ミ 接 ミつ ミた g へ、 斯パち 巧 0 簾を 避雙 する 刷 か ド 

が 巧で わる • ‘ 

U かがに がて おが 時 藤には、 ぉが 十 セ S 装の 蓋 ポお热 し、 驚；！ 裝繫が 驚裘 

にも かされた 0 

^ にこ^に が繫 がに i して、 筋 ミ も r も！ i 義が哦 る ミと さらけ f れ ち】 つ 
はまが がが^ ミつて お がに 靴す る黨 、 f もが 胶か たもつて ぶに がへ ょ とが 城す る ミ 2 ぇ 做 
の 一つは、 まが Q が S 驚 らずと & し， 繫驚 Q が S かがを がぎ しめ ホして、 が おのかを 
さ；^ の のは ホが な ミす る繫换 ミミ 繫は おとして が義 にかつ て繫 また 襄は髮 

0 がく か 見で わると！ ^ がされた。 

** 0 さ クわム かがが がが して ミが がち がが oMf がが がと 若が ミを ち 
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こが わすが*- 衍忆 

熏？ や 1§ ■ホ はら ド そ 島* は 
二 巧 ■>* •、と が こに モこ 月を が 

S ミ かこ ここ 祗巧 。が' でよ お 下， が 

.のが 》 ■ ® ふが のがつ が 巧を お. 

.ぶた ベ 巧} モこ 巧を て-面 ミに し 

かど iK •ぐ ホ ミホと が 天 Z かは 、日 ミ 
をの：! 巧で 力 > も にが 當| ホ とら 、 と、 が お 
を レ まし ま レは やな 應； 化ち 巧？ のの 巧 r ぐ、 がが 
か 百 巧は 、うぃ じ 、は 日 5 巧 b がろ、 巧?. ホぶ 
は も 南 こ SS に-事 e た 巧 、 が々！； 巧 ミを のま レ 
さう タミ 巧 r > 度 ミの-日 ミち ミ 巧* がな ま 手では 


蟹 ミの 治、 のる 


れけ がの ゴだ でで 田 ミ 大:ミ がわる いが、 

、 、巧* 自 e ま レ わ 、 B ミ & でる 産。 て I ： 巧よ 

こ 器る 觀こ胶 巧 示よ 支。 
と ^ 決 ミ さと がが さ 地 t 
を ュ が’ れが がて 巧。 るが. 
を' のた わ 1K 巧* べに 
たこ e 下 ミ か BI < のを 巧* 
得* 醒に 件玄ク が坦 とか 裝ミ 
た夕 た、 i た 巧 5 日 ミ が.’ 解 T 


化 運 王 巧 S 。 
は 上 i 命 $ iw 巧卜 
巧 もに しが イな 
重 ミが た 勃 5 が 
It 胀鮮が なミ 

巧* の B 氏し へ 
巧:！ が 巧* たら 
のす や® れ 
かる ボレ 

化 をが 
に おが 
lift のの 
ん がま。 

で が腊 
« 4 を 

たで ま* 

n & く 


づ巧餐 ミる 
ま t つば 
のて 力 > 
人 ミ ゆ り 
也 t かで 
ポ ねを 
肋が < 

m It 、 

しらが 
、わ 巧 
かの 黨ミ 
ホ、 でめ 

t '黨ミ 


つ 

ん 

わ 

る 

m 

み 

時 ま 

巧, 

か？ 

繁 

m 

が 

が 

m 

上* 

わ 

る 

巧 

巧*; 


1 B に 、 去 た 

が £, 充 ，で 0 たがが が 
、 .25 巧る も 巧 ミ おそ . M と 苗< 
こ ぞ！ 二 が •に しを さが 
れ 5 十つが たが！ れが 
が i 九た 滿 ミの げて微 
が 日 ミ。 がで 、わけ 
に 窒ミ巧 ••- H ミ、 曲 ごたら 

日 5 す ミが? み が も 〇れ 
ま L L が ま "軍！ すがた、 
がち が 巧 •はれる 巧 

が ■に 人ち. 么ミ ばに 巧* 


": 巧 こ 子， 

が 恐: 巧。 
妨が並 ミ 
し 巧び 
燃 に 
め于そ 
たらの 


の與 が- がた 反 ミ お • 
が^ »■. 版 巧 滿？ がが 
氣 • ^ し 社よ が お？ 一が 

が 心、 巧し 日 ミ 派が 

がた の にか 
、とがは が 
二を こに 宙ミ の 
人， ろ 曲* 巧 さか 
走 、て；! は カ ミ 


で がね がに < 
ものを のよ 

テ龄 n がり 
* お お、 
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ホめ る ♦ぅに & つたのは その 巧め で わる 0 

狐 ふるに 證忆 は、 S 繫 やが 繁 おが、 ことわた し t よくして t 。 繫は S らお 齡 

になっ だけのを 氣 とたが is 锐 合さ ミち iss に S ずる だけの が II へは もっ ミミが 巧の かが お g 
じ、にがてか、 ||^|^ホざるを换ない。 

t の ぉ 巧 自治 器の 龄 かりを した ミ ザ賓 十が 二十 一を の棋驚 叢で ぁ ミ C の 心 一千の が 
獻は繫 に 抓 しょせ、. か 辕の繫 、•義 かが、 霞 g 你 餅、 热 おか靈 f 峭 びながら、 載に 繫た 
荣と ぇ ミミが には かか 裏を 巧す るに 載っ ち 
これと 規化 Ql > {巧が 畔白 治が 助は、 巧 化 ぷのも 巧、 的 お、 が瞧の 解が にまで 磬 がが し ミで、 

が裝慕 整 かは 鑑繁 驚も龄 f 错 めち 

併しを がら さぅ いふな 断 fc がかで 巧壓 する ことは、 お まが 联磁 筋に よって 龄 がを い觀 欺で をる。 そ 
じで 囊影 はな | j 巧忆 かじて B が 2 襄 司が S 忆 かきを だ、 おが Qgg & る g がは をを みる、 
じと、 して 盤た 露せ とたの ちがの かかが 断は 一 かづ 繁に かぉ。 

か 配が 似 聚が おは、 避襄裘 がと 瓶 巧して、 ミ かがに 萝の靡 f がが する ことに！！ 
し、 がま 常 ぉに おして、 巧繫 0 載 断 t 農が にが 觀る ことを U がしち ぶに 靴して は繁 みその 齡 
の 化 まな 巧より！！ ホを お拉 し、 巧繫 がの がかた がが 驚ょり 一が する ことに ミち 
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§ ミ *ン ♦ン ちろ！ ••♦足 パ* 一 わい の t ^^い\、巧^> 3> » toA«(AV だ A 

• • tt 十一 さち 巧ぶ の寞 ながで を ハ 中を をが 胖 かれ、 その 閒會ま 後 お齡撮 i ^ Q もどり 
•磨 0 ■ にたる と、 斤が 於扮 のをが！! 巧は、 がが に邮 ザされ て 里 供を かんた。 

蘭 J このな がんが にがは ると、 翌 二日には 一巧に か i 紙 ホ、 かが S がの が齡槪 がま 》 が 
り、 がに パ？ ソク にを らんと した。 そこでき 二日には、 が 巧が がの ホ祥巧 巧は 布が を 敬して、 

S 一 化 ミ あ 載 十一月 四 H ょりが 巧な がた 繁 とし、 これた 通 脱の 目が に 化 用す る ことた 繳 ホ。 

巧 裳、 が 断、 繁の 一二 繁が衍 fs ミが 繁 f し、 かがの 援 、祭 繁の繁 ひは 

右粧 が あ 化 巧 iBfc 换て する ものと し、 かがを が 止す。 

の锐 かかが た Si 苗に ミ お聲が 二が に鬟 す。 

と 簾し ち ミが 襄 巧の 蠢 には、 おが 臘に がが 整し ミて、 巧が 驚 4 i ィザ リスり 

まがの下に、 巧似しでか、る14^がをおげしたものでわるとは、 か時にがされたところでわる。 

5 巧 《 南京が かの お 脈が がは 化 まの 自治 もがに がた がぃだ やうに もみへ、 がが チヤ ハルが 

0ホ5 辦は 接、 繫 、繁 、撰 5?* でが かが 養に 脱 ミミら うと へを ち ミモ 

» i 」 れは夕 i つた si 道で 巧ん はさう i では 巧んで たか 0 ホ〇時 巧は i ザ觀 して わなれ ク たか 
ら だ。 か ボお藉 がが がの お黨 をが お磬 の お 叢 か、 ナャ ハル 5 も航も 献繫を どは、 が 

が、 ナヤ 《ル ニ 劣、 おに 化 巧が の 二 巿の自 あた 工作し つ、 わつ たのは 事んで わる。 
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•か 支に 自治 が 起 C' たかよ 日が として. も!！ ミ ゐ る わけに ゆかなぃ 〇が にがが 矣 jg する 

た 《、襄 で 巧 はれた 驚 難、 お 繁装臘 には、 がが 一二 藤 の雞 がを り、 その •がには 梦に 

かける 百 巧 まの な 力〜 もまれて ゐ るので あ ミ そじで 十 I がの 二十 がには、 が蔡 かは が 裘 かを 
訪ム で；* C れ t どぅす SS ぉで わ ミミ* が《 わが、 1^，1& は 志が Qi か繁 Kg」 ではが して 

がが の张 Bt 脱へ S が-へは ミ。 冀 K が」 t 繁 Q ゅくミ & M 變菱 ミら、 わ ミサ 啟ミ 
ぃ J と豁 へて、 おに お 露 〇斯 が 巧 おた がが ち 

か ぐで がを oil 叢 齡〇繁 しに、 臘繫 かが かづ 蜡をか ダ、 が 驚か ゃが黨 かがが ミミ 
て .Q るかが 十一が 二十 四が には、 度に 燃て 献繫 かが かづ かかの 載 一 おを がげ、 がが 驚とは 辭 
氣に繁 しで繫 斷期 か襄繁 を かがしち 燃ぃた 能が 驚は、 が ♦に 棘 擦 か fcs せし ミ繫 
撕 かを がが サ しむる 繁 まで おしち 狀 しかが 叢が 繁が でぁ ミちが が 驚と し ミ どぅす る 

百; こ. とも 出來 ない 0 

化 ミ -8 ■に 巧を かは 装して、 お驚 かゃ載 .が 恥 驚と がが し、 がに お 4 た f ごた 繫 も； i を 
|| がら、 をのみ を 藤へ てお 傲は 斯が 驚のを 掛る霜 もに、 繁 かかを 敵が とは 雌に が髮 かみ 
WI ミ 私が 囊 されち & 龄は數 驚の が 戴す ると ころと なり、 がが 繁 をお聲 としで、 避、 チ 
ここ一省、 化平*芳津の二巿が曼ミ半み^;^した〜ので4^るが、 ^磬載がはがミじとはがさ 
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■ 

c 

■i 


れ & れつた。 


a ミス 髮 於、 がが 繁の爱 でが 驚を がしを 霞が 旅義證 がぎ 蠢。 
• り 十一が 十 I をから 繫で厮 をた。 ‘ 

卜 日な， r ; uf み忆 は；； 黯0繫 がか、® 忆靈 &磬も 鱗」、 議 驚からは、 か 
か；， 狀委 、お餐 巧な ミを も か へ 、がが 露 蓋、；！ はが： J ；- 證 C を ミ。 

で‘ を— 5^’^ をて 祭 葵に i する 觀寡齡 を、 裝露に P は、 f が豁 

たされた ことを 公表した。 

の 義 たが ミ 我がに がて、 がが は 謀を る 酷と も 蔡你繁 たを す々 
@ 塞 平 ミが 則 ミに、 ま 巧は 抓が なる 化と も悠 がが！！ を 季。 

ゅが 5 蠢を Hw がが t 繫すミ 

W S 《を わと ミ簽と れ任 おか もが？ ミ 

巧驾 の錢厮 脈に が ミが がの 裝 V おち髮 驚に が 做を 装す ミ 

r てけ 一 ら が一 蠢繫 を、 繫 露は 契 r — が g 襄の驚 

をみ。# たに 期 巧 巧た か 巧に す ミが におる ことに ミち 

ミ裝 溝ち が おすれげ •堯 iS しで 驾繫 の繫 におち がかむ かが 義 ひ、 g して 徽 
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ろす lIMft ■ 变藝 H 


むむ」 とい ム ことで わ ミ 巧 巧が 非常 & 把が たもつて 淡 だに 弟り 化して 來 たもので わるから、 
それだけが 巧な § が もまれて わる。. 、 

B 变舍 この. 巧 巧の 總似 のみが がと. して、 巧】 に 巧 はれた ものが、 まが 側からの 日まん かの 

• S が 供で ゎ ミ邮が 娶斯 がから なる をが が證 51 し、 藍 账で潑 の 鮮た驳 する 觀繫 

■ を 巧な としてが かせし め、 ihIM がを】 しや ヴと いふので ある。 

だが それには、 ま那雕 がんに 新げ に 8 脚して 巧た かどう か 贈め ねばならね 。草ん が 4 は嫩に S がが 
たが ひ S がが が 中 4 が 力を 占めて ゐ る。 それに リ I ス P ス巧等 のが 力 て 日 おに 當 らん 
とする 氣游へ もみ ゆれ ぱ 、がが がが た 巧が しがない 巧 巧が 賊の巧 巧 もつ をと めて みを けれ ぱ をらぬ、 
とい ふ おが S も わつて、 おが W では かづ 巧 巧 拟 狐の かがを 巧が する こと- •を々、 巧 ま 大巧、 巧^ 

S 0 0 かやう に 南 もがかと がが との Hi が お 巧に 化せん とする をみ た 巧が あ 田 かがは、 がが 

® * •京 二十 一が のか 转餘 て、 S が繫斯 がに 獻 する おが ici が 一二 藤を 繁し 、かが 

イ ■お i はこれ をが 歌した 供で ぁると お 煎 -j た。 この 一一 房朋ミ ふのは がの ゃうな ミミ 
一、 かがは がが た W 山し、 SE がかが お if たかて、 お がが がしで 龄 むこょ r . 
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ご、？^ がに をる た裴 做す る じち こを 一胁に S て、 がが ポ w 繫た襄 すべ w 

.& こと もがんで わる 0 一 
ミ おが かがいて 藝に 於け るが 似り 憐心 にがる こち 

撤 るに 載 二 - H 露が 裝 かは 簾を 獲して 簾雜 は繫 驚が 一-藤た 驚 ぉ ミに か。 

てゐ るが、 がは を お 祝を ミる とか 歡し たので、 ミ 瞒脈釀 はがち にが g 瓶に たも g が もが 
はい g り 立つた 《 

南 巧 化 ぉがが 2 にがて 一一 房 則を 誤め たのは 巧 ila {ミら ぅ。 输 しそぅ 嘶が にぃ はれでは、 巧 か 

にがしでは 鷄 、驚が 忆 がし ミ繁暮 ぃ。 3 れ任 とぃつて か 驚を をを か g 」 ミたら、 

宗 の 奮は ぃを りかつた のでが 露 4 は繫み qSd 鞭に かつち そこ ごがす ぶが に我夕 、か 
がが 4 は 謗て が Q 簾を がした。 

.が 客 文 81 二 S に R で 日 文 阳に夕 《された SQ 內存 ろ いづれ 4 多少 £應 ポ ちり、 ■巧 政 麻は ちた H 
丰た巧 SW ミ 6袁 た 巧みに 巧 ホして ミい •ょつ て圃 民た 巧は、 目丰 ft 巧が 今少しみ をに ♦の 《♦を 巧 S 
れんこと を 巧 g ナる • 

一一 寅 5内 S 巧み 勇した 上ろ 最も 8 ある 窒 者を 碧して、 SQ なかに 巧ら サ たいとて 0 が 2 
《をでゎミ5て呈8は、 |二8た生まちたわけ^*ミ<、 文全笑ちないといふわけでん々 

い r . 
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t れが巧 成が £ q やり 酷した も哪 のが 斯 である。 

をて S が 露は、 が襄 農齡 がの かがを 露して また 霞 霧 靴の 繫と斯 ちがた なか 故に 

©りこ 走ん としてね る 0 


变 ■ 0 

産 ■讀 

— 


かやう に まがは 

り 繁 もが： して 


がが I 巧 力を るが がなる ことを 

X * ••2 0 ■> な oc ん 

师に粗っで巧た。 まがのを^^は 


一面には 日ま觀 散の# 道に】 似】 がし & がち 他の 一 旅では、 齡 

戚 リに囊 Q 囊を靖 ひつ、 ゎミ 


S 8 お 費 似で、 がが 教お 0 ため 散を 緩を をめ たがが は、 難 0 繫ミ ぉ联 


をぐ と繁」 ミで、 繫鬟 i 囊 .は 驚と」 VI 黨转の 

乱 在のと じろ では、 がく 見 がって〜 六 百が を邮で & い。 がしながら 
一九 ミ 六 驚 * でには、 モぁ なかを が！！ する ミムから 傑り 解を がが！： y ミの ミミ 
をと 郎 斬ち 繫 の繁 がに も藉を だ、 難には 殿に！！ が繫 ミぇ が 觀か城 Q 繫簾 
C がが お 簾} 兼 (脱錢 Q 献驚彭 制に も 恥 衍傲撕 i を銷 けんとし ミミ もし これが お激 
すれげ、 おが、 がが が 露に 私 ミ 幫祗 0 霸に もがの 觀 唆を 殿 へる じと にを らぅ ゥ 

一叢 藤 お 為 ミる ち激 に？ 援寮觀 は、 お 龄、 おがお 厳、 が V お 脱、 装 脱の i 

鉛が を 照ぃて ゐ るが、 政に おがが が Mo 範彰 も繫し •を ミニ ラまで 破 巧 ミと し ミミ 
これ かの 热 i 俯 おは、 がくは 装の 義も ミミが にがが がが のがは、 城が はがが 驚か， c | jj が 
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して ミが、 襄 にも. £ ドを がを 襄 もも サて仿 なか ミり、 をが が繫 のがが でに ゎる々 
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» セ ♦ドイツを 中 A に 

- じツトブ1の痛巧 
ニナ チス のを 巧 
S ナチ K 進出の 巧 因 

1 C 八 ♦宙 ホの 化 と佛 

-巧 かの 化！！ 

II ポ ー ブンドの 巧 巧 
S 上が シ レジ ヤ阳巧 

讓乂韋 R みを みな 巧 

- 大巧の 巧 獲を 爭 ふて 
II ア K リヤ おを 沒 りて 

» 十韋ダ ミ— ブ巧 巧の S 


- バルカン 化 巧 おの 中 公 
= イタ リ I のか 巧 

請 十- ♦巧 反目す る！！ 巧 

麵 お 甚れら 化 巧へ 
11 ドイツは 何を 狙 ム？ 

» 十二 韋 »» を 圍阵の おな 

- 巧进 のが 風ぶ 巧 巧みな 化 g 
i , お 巧な 田 陣の度 ま 
一二ち 巧 お 巧な をの 畫< 波投 

誰 十 |二章 鼎 人 巧 困を 巧 ふ イタ U 

- イ タリ I の 巧* H * 巧 & 

II お 巧の 伊 H 巧 巧 
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第 セ » ドィッを 中心に 

• * f 

•こ - ’ . 

- ヒツ トラ— の！！！ 团 

■ «« 1 もしも 街 かして 3 I B ッパ QgR 觀芳が sfc かるならば 、そじには がつかの 依が がた 

ミ •愁 として 養 繫 し 、 m i ッパ はがに もが illK 巧 はれまぅ を， 慶な潑 にゎる 
« ことが 繫に聪 W される で t ミミ ヒッミ ふ ii 新 もつ ミ S 故され た 愛 か 

がの かを ものは、 その】 つに 過 ダを い。 

g らぱ この 傾か おの 磁は傑 かとぃ へば、 お •が •か •が •娶び これを がか < かが 數の が 巧 ど 
もを がむ 破避繁 と 热屬か i がの が 皆 ミミ ミこ 之ぃ ふ 霧が がかと かふのは 、お、 が 

ベル ギ 1、 ポ 1 ランド、 ユ I ゴ I スラ ヴィ ヤ、 ル I マ ニヤ、 チ H ッ n •ス a ヴア キヤ ホで A り、 H 
が lii がは、 揪、 i 、 筑、 ハン ガリ I 、 プル ガリ ヤ 、トル n 、 化に ロ シヤを どが ぶに がしで たる 。が 

ム畫も & く 激脱繫 かは、 が はれた が V 瓣 i 佑の 邮從 、 g がの 麟パ髮 0 かがを gt ミ 

ゎり、 微か 巧 おがは， ヴ H ル サィュ 飯め にかつて 鞋 めら れセョ I 。 ッ パの が g た •邮 りなり にも がが 
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ホん とする も 0 である 0 

この 微潑 がと 繁 恥が 驚 船り ミ わると ころが 煎す れぱ がか おのが もがい ところは、 ョ 
la ツ パを 通じてぶ の四ケ 巧た みぐ る ことが 龄 かる. 0 

一、 ドイツと ボ I ランぶ り 苗 かで わつ て、. バルト おから シ レジ ヤに 基る ガ 1^。 .. -. 〜 

‘二、 ウィンから 黑 おに 至る グこ I プ巧 が。-. . 

ち ァド リャ がの 蔡に赋 ひ、 バルヵン 料が© が 繁に驳 るが が。 

四、 ソ齡 が - V ドィッ k 。 

な 上は おに a 1 p ツ パを « かすが K がの 中が である。 これ 等の 做な S は】 义 一二 义が S のがが 斯の做 

がが 為 繫」 て、 &宗5? ふ* f 、 g 嬌ミ繫 fl が驗 を體 する を I れ ミ。 

もこの 束 酌の 二が が 氣压じ そは、 巧に 巧 もじて ホの かがが 8? と & るぺ をが が 粗を もつ をので わるから 
その 巧げ かがは 巧が がに とって* 大 & る が ある。 

♦ f ’> この 3 1 ロツ パの なおな を 秋が たかる には •えづ ドイツから 燃め るの が敝 かで あらぅ。 
の I d それは】 丸 ミス 年 がから# がの がが 化に がり、 ドイツ こそ 3Ia ツパ の iQ が 
4 がい 中ん 巧んで わるから だ。 

ドィッには ¥ ゃ統と 慕が 激 § しっ ミミ 慕齡 ドィッ、 ミ r か 觀た齡 てるが Sj とが T た 
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るが がと でな かが •か杂 ま ホた々 イ ゼぶイ イッ、、 傲 器で お 堅 かがの 繁 した ドイッは 货 にが 
かの 載-^ をぇ がゃ かがに がして がが と繁 とを 粮<磬 ドィッ は'、 が胎か のが 敦と裘 、怒の が 
もの おに 祭繁 されっ^ ゎミ攀 はか ミミる が賦猿 ■: ■た ミヴ アリヤが アドルフ .5 

トラ I を 首 巧と する が^; 會 重に 巧つ で 辛 ゐられ てた る〇 ナチ ス としで 如ら るる ものが それ だ 0 
ヒ ブト この ナチ ス〇 防がた なる には、 かづ その 恥が たる ヒット ラ 1Q 八と & りを 如る £ とが 
パ— ^ が 任 ミら ぅ。 アド ル： ヒッ トラ ふ、 一八 八 九が 四が 二 も、 才 ，スト リヤと バイ 
エル jsQsi がが 私に ゎろ プラミ とい ム如さ & がちが かの おとしで が I ち卜 
一一 ー ホの 時に 父ち* H ハ ホの 時に 化を ザった ヒット ラ， は、 がが にして 巧 お® かかとな り、 その か ウイ 
•ン に® て、 か 私 孤り の餐な ん較が がた がっち 
か蔡政の爱2となミナラユヴォ.の豁がぞ がでが枚がががするむ、 

は麟ら ずち ドイッに ジて ドイッ おに g はり、 震 磬 のがた る 7 ラ. ンス户 巧 ふこと にがめ ち 
そし ミン ゲ マルクの 驚繫 、四 おの 撰が た 鞍 ぉ タミ 嗽が 依 I はおとして 讓 のがが で 
&0 た。 

一 乂ーム ハ 年 セ 日 左 もに を $ した 彼は、 ||8<か8^ おにが をた ザ ijS ミ ゆるを が ミ おびが 
换に ミ、 M 7 ン ダ-に 援 も、 十月 十四 茲 おのが ミ お ガスの がに 藤を g さも おび か黯お 
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にがられて 數ヶ 巧閒ぉ 巧に 11^ し、 腺く にして ん哪 のがが だけは 巧れ ホ。 

十一が を トイ ッ が髮猴 、期が i 蜜の 霸 にがした ヒット， ラ ふ、 器 g 脱しで ドイッ 驚か 

のす 甲數を さを 傲 化した。 

撇を がろ 

せの まに ホつ た 巧は ホが はないた じと ボれ かつた •載 ホが ♦から 《へと 俩れた 事と 5 ば、 ホダ 《で 霞を 
中ら れ をはなんでも ない •なは みの S 命 《貧に も 化かな かつた •《るに ド イヴ S の 倒 接と 晏的ま 《望 
を 目撃して は慷 失すを はない •■哀 のさを 未 《に 教ム のは ■巧 sg でもる •己の ホ jjt かじ ウ なさ. 一々 
上の お ♦に 逢 f ない •おはじの 巧な 》 でみ ♦の 植 》を» つた。 

•がは 巧に 齡 がの gss であつた ことた 和が にがつた" . 
ミ 君 S な Sts ナミ どろ 大さ ホで ミ & さ 人で t •弟 夏泛人 ♦&;♦《£ 

のをは、 じの 巧れ ホ X 室る ば わ 9 であつた • 

かぅ いふ 巧が かち ヒ ブト ブふ ミに y がかと & つて、 巧 が廊の gg にかを 掛 ホる ことと 度ク 
た 0 

奮 ド イッ惡 は、 繁擊 期が 巧の 叢た H てが 梦 ことと してが しむ ものは ミつた。 船る 
にヒツ トラ 1 は、 をた 2 {で ドイツの がミ驗 たりと 巧へ、 ご ル サイ もがの 厮繫を 『王 お 
り 雲が J もぴ、 S * ン ヘンに がつ てれら は、 紙が も 於 jjigt 睐か ぉ。 
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|^後ミ：へ》た占巧してゐたポル'ごキ|<卜0ががを5^がは、 ヒット，ふ5^をかるゃ、 ； 
;賢£-<が、 四が Q おかを かしで 露* んと しち 8 も繁を f した ヒット， ふが ろしぃ お 
If には、 的を 0 おも 手た 田す ことが 化來 ずに、 をの まを g 胁 げた。 

■ * B 郎が おが， ニン ヘンに ドイッが £お& る も Q ポ おれち をが が £の 肤豁 霧の 根. 
• ■のが ミミ かる £ ヒット ラふ邮 おのが 繁を W をに かつち， V の繫 巧で 讚を がつ 
てわたの が ゴッド フリ ー ド •フユ ー ダで をる。 フ * 1 ダは 巧り に A ダャ踞 がおかの 雌が 
を 巧り、 ドイッ 旅 神の だ おを 高 もして ねた。 ヒダ トラ ー はお < これに!^ し* ドイッを がん も 0 はが 

巧 ド ィッ驚 QW に 鉛を しと Q 髮を聲 S にを に したが、 g ヶ K を 4 でず しで は 奮り が 
化を さむる に 野つた 0 

ヒット ブ I を 孤へ でが く セが とを つたが さな ド イブが Jgii は、】 を 一〇 較 二が に驳 り、 かもが 
が おと 警 、燃め てが おの 船に - か M 繁た 館み る ことと ミちが 渡 藉は蹤 し < が へばが 簾が 
おが ド T ッ斯 SS で、 が レミ ナスと 恥を ゐ る。 g がは i めは 傑 かに 亩が に撕ぞ ミミち 俯れ 

も 蘇を ミト， ふ W 巧 Ks を備 け、 巧 SsQ 梦 た - 兜 K は梦義 ci? がが とな ミ。 

か < て 田解黨 の 8 力は、 かがに バイ H ルンが 心に が がつて ぃつた。 

がゃ拓 ^ 1 <^ 會黨おはミ巧人たがムミ驳クた。 そミヒブトラ > は^^がに雖托々と 
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でみ ■をし、； 二 一二が 十 京 八が i ン ヘンに 旅て 慕を おし、； バイエル ン 影の 露"、 巧 柳 
8 が 私の 漱お をが 喊 し、 ヵ ー ル、 ベ ー ネル、 ザ イセ ル、； ロブ フ緣の 曲 W を 巧 巧し、 これに ル ー デン K - 
ルフや ヒット ラ ー 自 が 抓は り、 內熙か 織の がが をした。 化る に々 1 ル、 《 ソフ 、ザ イセ ル 巧が 巧げ 
たので が斯 はがが し、 ヒット ラ ー は 捕 へられで、 同 十二 S 巧 逆 無の ぁの 下に 巧が され、 鄭の Jaips がは 
お ふじて HI : に 巧が した。 

& をに！^ つた ヒット ラ I は、 ttkK トラ イキた 於み て わをから たかつた 。そのため 彼のが 巧は すつ 
かりち はれた ので、 獻 のが^ 巧は 诚 かにた をと る やぅ 觀ホ したが、 がは 讚 ホと しで S かを w へさな か 
つた。 そして 十二げ 阳 8? がク たが •ドレ クス ラ ー の® がなる あがに ょり >81 く 4^ たと る ことと & つた 
ヒット ラ ー の 公!： は、；】 のを 一が 二十 ス印 ミ； ヘンの 古を が 於で 献巧 & 警が 搜に賊 かれた。 

徽 はがが のがが S た 一が にがを け〇つ 、ホの がに がちした。 

幻を W 公の 下されん とナ る 室 ♦は— かずとも かれて & る。 巧 余の 百のは 一 か 一八 年 十】 のま iw ミ さ ♦» 
にもる •巧 公は 巧 皮 千 llAt 氣逍 者な リと董 ♦してみ でも、 み 法の K ちろ 余を 無 W として 巧な 巧の 室 ♦を 
する で わらぅ 《 

かくてが はた ヶち のが 巧を を おされて、 巧び ランズ ベルグの 欺换 にがつた。 縱の自 ながと してが が 
な ミの H ホ J はこの が 中で ザ かれた もので ゎる。 



にも ♦を ブイ ド 


ヒット ラ— はおを の 抓が たまた ホに、 をの 年の 十二" 則に された が、 献鹏 がの がか 
ク たことは、 彼の 人ち のか 燃と しでを へを いこと たが 齡ん た〇 そして 載 Ji 4- i がの 十六 
がには、 ペルリ ミス ポ 1 トバラ ストに がて 裝 かの がれ か 私を 靖ミち この 穀 

渡が がは、 賢黯黨 忆 - HIQ 驚を. か A てね た。 

一义ミ〇 似 一が ナ T ， ン ダンでは、 心城獻 とが 驚が おとの 繫 藤が 辕 さた ヒット ラ— 
と 8 に掛獻 ミた ドク トご 7, ッ ，はが 倘 とを り、 ザク 七 ン繁 ミ、 g 驚が g は！^ 二が と ミ 
て、 A * その 巧 力を 抓へ た。 

がで I 丸ー ニニ？ がの 傲热 がでは、 肤 驚が S 竺曼 一十が の 霞を 霸 して、 搬辦か がの が 1 g 
となつ ちが 繫撫 として 旅 1 B のが かを 繫 してが セが、 驳ミ 十一 一一 お 京 手 一日には、 ヒツ トラ 
1 は： ラィヘルの 歡 をを ミ 巧が 脱た 潑 しち 總は脈 も ミ 瓜の 叢 おを 驚して ナチ ス繁 
をもはし、 l ^ダャんが斥をあか^.^るが十私のがかは、 おドィッをががするに戰ミ。 

【巧】 本 丈の K ♦はまと して か » 巧 情報が B 巧 『田 巧 事情 第吉巧 屯 十 セ «』 にかる。 

ニナ チ K の 皮 謂 

ヒッ トラ 1 を 幕と する 巧が がが が 恥が ナチ スは 難なる 繁 もに 脱を？ わ ミ，，， ロッ 
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パ t がけるな 氣 おの を かるには、 これ も 亦 也 めて 重 おを 做熙 で わる 0 

♦ 一九二 oSf 二が 一十 四 in に 段 ゎられた ナチ KQ 霧は がを 一十 ぉ iiS からかり、 繁麗は WS 、 

X が あぶのを 巧阿酪 4 がまれ でね る。 こ i にはを のまなる ものを がげ てみ やう。 

• ■ * そ Q が は藥 Q 驚 t 襄 J も Q で T 繁基 がが 裝忆 SJ ミ# ての ドィッ 

■ 棚 g ぶ S ミ*， ミ * だ 

■ t 0 んの大 ドイツへ のを 同た 巧 ホす』 となめ て わる。 

かたい ミ げウ こ 《 if CIr れ* くな * レ * A 

が 8^8 の お 巧、 中 » 巧 面 田の 領主には おがの メスが か へられ、 そのために 不白 がな 
る巧主のが靴ががはれて、 がおだお十巧のドイツ^ 爺がォーストリヤのドイツ®^) は、 激に！^职 
がかの ぶ 治た をけ てね る。 これ 等の ドイツん は、 その 瓜が にかいて かがた がめ られ たかと いふに、 做 

か 0 繫接 霞が のをを か<獻ピ と郎斯 、がし も厮 みられな かゥち おも馨 の 教 5 には、 
ん髮税 にょ ミ攀 のか 數 をが •ふるが がを £ された タミは rHS をち ざる霉 のかが J にが 
て r をつ で、 巧ん お撇 巧は かるの やうに も g から お齡 へと かられた の だ。 

さう いふ 載から 繫 術に 齡 ては、 聘 くを 驚の 8 脱が おつ ミち 8 るに 一丸 ミ ーが 丸が 
罵 か泌が 難は t を 霧して しま ミので、 この 繁は 一繫 li たおしち 傲 もょ し ド イブが ナ 

チスの巧一^-に在クてからは、 ヒツトラーはオーストリヤのナチスとが豁觀しつ\ ウインにナチ乂の 

繁た繫 さちを ミル リンの ナナスと が におを 恥り 如 ミ、 がが おの 繫 慕た S らさ 5 と 
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は 4k 

計つ た。 


，> そ > の‘ をバ 0 おぶ いォ 1 スト， ャ にかけ る ドルフスが 脱が お •化 .1 のがが をを け、 敝徽 ナチ スが 
ミ舉 たので 失 r かした タヒ ッ トラ I は備も ミ‘ も 俯 & サん として、 ぢ繁 が； しつ、 ある 
から い e 普 笛を，— 部さずに はわく ミ。 f にこの g 酷は、 斯 。繫 •露 脈の 離 ミミ ミら 
パ. 又 I 卜いッ •主筆？ 儘の 離で も わ ミち ミが 繁佩 にが ミは、 ョ 1 ロッ パの 厭が 胺に 

至大の が 街を 及ばす ことで わらぅ 0 

巧 •《 ナチ ス繁の 載 一一は、 僻の屢 と 露た 裳 載を ドイッ 農に 獻 ふること、 解に ヴエ 
J の. •ル サイ ユ、 * ご ゼルマン 賦 能が 繫の繫 でを る。 

も. 裝 がぉか々： トイッ 繫が繁 を おて がかを i ミ おがの 靴 がをおんだ おには • g 

^ は 大巧 巧 ミル ソンの 十 W ヶ 你の縱 に獻 版の； jgg をが ぃてね た。 徽 がは 黯 お、 狐 做 がの^ 
どは、 も 嫌わり i ベから ざる こと i 髮し ミた のち 傲る にこれ がは、 ョ •。ッ パの が然 をる 
化じ識^た*め~ち バユ^^サイユのおがががにょぇ 教<戴ばされてしミミをがた赋には：トイ 
ヴ の* 5 •からが りを おぇち ドイッは ミ 龄が繫 とおが とを おはれ、 ミ 脱 脱と 驚が とがで 
襄 巧の 靡 巧を を g がした のガ 。がそれ のみでは をぃ、 がが は e 人 臟の繫 では 那繫 g もつ か 
をが 大定繫 た 故 g 肤に郎 ミが がは ねばならな ミち 莉 がと 繫 が‘ びに 繫を g ふす ミ 巧 
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萬の 献賊 ドイツ 公、 が iQ が 敗. 卜に 賢れ ちを て ドイツ だ おく 说 かれた ことた 悟 ミの ち 
お tV れ のみ ミい、 ドイツと 贿 が一が な ミき 節の 才 ，スト リヤ は、 ヤご ミマン 條め ミミ 
がわち 一 亥、 齡 の セぉ 旅を 驳 はれち がに 龄 年の ポ ，ランドが が ミ 比ず •へさ 田 まの を ゎろ 
大お 百藝 を 離す るなら が、 才 i ミヤ。 が毅肤 にがされた がわは、 i 才 i トリ ヤの 
おも 糕 がなる S が ミ かり：： がが し换 ミは を— がの 一に か ダを い。 脱 も 做の 一一 系の】 はがが で 

繁は 邮が でぁを の だ。 た 
さ ミム 脱 器 •を 繁 接た 觀サら たが 度からは が‘ も裝 にが 做 はれち イツ •霞が 化の 巧 

S と郎が &襄 8 を 義 す ミに がか ミら ゥ。 

•パ 觀 がは ド イツ繫 をが へ、 •赴 ミ雜 驚が を 祭す •へき かが i だ 奮が) を おがす 

ヴェル サイ ユ禱 の黎 ドイツの が變热 r がが に滨 巧に、 がは 肤繫 酷を 筋 じで 撰に 
聪 おが Q も G とな C ' てし ま ミ。 ドイツん は 巧 か は*'* れを直 か 等。 手 K おもさ ゎぱ をら。 と 信じて 
むる。 がが の 藍が がの 觀聪 、驚 赵繁が 5 の繁孤 旅が 渡る と，** のがへ がしで くれ、 做ら ざれ 
ばが がを る籍 をが へょ と髮 にみ ミミは、 藍 ミくて おはがの ドイツで ぁつち 


にむ 中を ブイ f 


,■ ナナスが！ I の 巧 四は* グャ 人の がが でもる。 

，いい；： 羅 f 繁 ィッ のが f がは ミ ダ L にか F ミと ぉ巧 

す ミせ蔡 おがの が 一8| 時 ち ドィツが おくれ ちの めさた がに がが せんとす る！ 
になし、 ドィツ も* グャん ち 由 かの おを t 他が ち 巨 ホを まわたと いふ ナナスの お躲 には、 がれが 
ないでもをい。 がにが<のユダャ^は、 巧かを#&として不當巧巧に155^してゐた0 な巧は巧がでわ 
る-^ — と ナチ ス はち ふので ある。 

をぃ ふかが から、、 ナチ ス のが 11 では、 ュ ダャ！ 藍 g た 俯 おし、 驚の 囊 ミり おおに 繁 
ナ るを i ： せしめ、 か 0 そのが々 8 とを 巧の 巧が を S おする は 紙が ドィツ人 のが 載 栽を 致が する ため 
ユグャ 人のは お t みつで、 これた ドィツ. 人に 載へ ょと i で主视 して わる。 

■ « : がの が WQ 1 っ は繫腑 かの と繫 がの 俯 おでゎ ミ 

0 — B . ドィツは、 ヴェルサィユが 約に ょり、 斧 苗 ザが のが ー ホと しス 、イィ ツ にが £を なさ 
! .しむる とだ 一一され、 その 巧 軍を 十 萬ん に、 獻 if は】 W トン 1$ おの 聪 がた 巧 0 ことは 勿 k 

旅装は が < ミ 驚を が— れ 、か っ義慕 S 度、 繁 穀」 てが が繫雲 ミす こ 

とに おめ をち .'‘ >. . 

がるに 一ぶ SSiii はと みれば、 巧 於た を すべさが がた 一& かにして、 一が にが 巧し さぅ にもない。 が ^ 


田 ■[々化 進ス ♦ホ 


フランスの おがの 加を ち ドィッの.^ にがして、 •ぶ 十 ホ jlj とぃ ふ 巧く ベを が 私を 難して ゐ ぇを W 
こで K イツは 、 j がには 叢の 依が— 繫 製 の 偽りに i 髮た籍 して、 おの 露から 載が た雜- 
をと たおが す もと 驚ち 驚では、 累の壽 傲を お 巧して、 ミ 職が 襄を| のが 巧と 霧に 
費し 换る敝 抓を がが しっ 

をる。 

夫 考* をミチ ス を〇まミ"*^® ミミ、 こわ做忆 ナチ K が胁0お〇がとして賊瓣す 
•友 耐 るものにお4|^ががわる0 

« ナチ ミ 影が 巧のを ち マルキシズム とがが がが と襄お || の 一一 一つで わる。* グ 
い-^ ミ マルク KQ 瞧化霉 私 斯脱抵 か 歌、 驚か おは 霞に 驚 さた 輪に ボル ごヴ ィズムは 
時を とも. ドィッ i がに 繫を おさる ベを ミミぃ とお 媒す ミが 賢 觀踐に r 載り かって 
巧た B シャ が、 をに 巧 八十 巧の 藤を 靖 つて、 ドイツの 整た る フランス とが おする やぅに なつた 0 
は そのためで わる 0 ぃ 

|ニ ナチ ス進 出の S 因 

上 W かぶる 啸 化ょ ミ、 はヒツ トラ ふ i 威と、 雞 ナナスの 霧なる ミミち ミ賓 
ii もを しぃ ヒッ ►ラ— とそ 0 お t ナチ K は、 豁 Q か？ ミ、 ドィッ。 結！ れ わら そ I . 



にむ ♦♦ブイ f 


へと をつ け？ い をを していつ たの だ。 a ら ミ、 る ナチ スの繫 は 俯に fo か， こ片 
を 一音す る こと も ホ 輿 巧が わらう® 

is 大故裝 ドイツ 蒙に 繁む かわで がた ミは、 g 叢 おが ドイツが お が 
芙 011 一つで、 讓 ミつ もこの 一二が 繫で鑑 してが ち . 

ミミ _ こ，。 一一】 がは、； その 端には かがの f そを ドイツ は獻擊 載して が狐 のが おを 哪 
る^ 共に かにが しては、 かがの！^ 巧に 寬 献 しゃう ミ ふこと では、 巧に 撕一 おし ミち 腑が巧 

乐い 離が なるおげ 或'- 装 •にがては 胀 i — に 摸し、 繫 i を がれて、 震 
田と 化 象し つ>, ，、策のを がに 幕し ようとい ふ ミ ぁる。 祭 トイ ジ釀 には、 これに 斌辦 する 
も わ ミ、 彼 祭は 臘 g 忙ヴ エル サイ ユ 擦の 繫 をお躲 し、 繫 がに 辦 して、 いつを 觀 叢た 
違 わぱ を— 峨ぶ もの も—。 f に 於 S れ— ツ巧獻 のかが はこれ を f い 。そ 

の し H 、 一 二 ‘015 ぎ 一 賢 f f : トイツ は pff が— わろ 

旅る に】^ 一】 一讀巧 ミミ 燃が は】 がしち 脈が 郎お义 がに 巧 はれた が繫ミ 城 もがは 一一 冗 
よりこが にげ 豪 巧 豪は 一羣 一より i 一に 度 jj ボ けは セ がを がし ミ,！ ミミら 
が、 ご-一が たを；^ して^る ち 巧る がよりも がんと ころがが く •幫 一一 胁ガ けでは 襄の繁 がた 私ら 

を < な ミ 米た。 て もが 1180 繫 おがが 譜繁 C 籍は厮 ミ ざ* た ミで' 靈^ 



蠢 のみが では、 が •に 一： をの 裝かを r 、 藍 Q 脱に が ひさくを ミね た繫繫 g は、 が ゃ】 が 
して 一〇 セ 慕を 掌を i とを え 贿じ< 置が も する K 祭 ミった 斜繫 も、 一号が を 
かして セ セが とを つた。 齡が磬 が〇繫 を 脈を ちがに 蒙の 一一を 1 たかむ る こ t ミた。 

M00 わ ミを 豁を お-^ た 露は いづれ にわ ミミへ ちかづ？ に 槪た祕 卞ミは、 

.一た jj これまで 一 か Bli して ドイツ にがって か セ お繫巧 醇お . Jl . l 一一 一巧の がが が おれ 

て かたことで わる。 

が髮の 乾が 繁 する にっれ て、 T し < 藍って かたのは 、震が 蔭の t が 〇繫 に おくが 
ぶと 蔡 とで ミち 恥が 藉〇辕 は、 獻掀 為せ ミ 8 れミ J の Si にがって 、 t と铅 にがが を 
がじ、 が裝ミ&態ゃがお釀で辨^>て、 巧におがの槪ひををしミち 觀が辟するが斯でゎ 
ミ か、る；^みは、 《ひその中の^^るものをして、 ドイツをがミ委る5^をミがさホにミか 
ね。 イ タリ I と イギリス がそれ だ。 かぅ をる と、 ヴェル サイ A がが に i して、# ぇ SiU 繫たぞ て 
ねる ドィツ 心は、 か、 る 摸を 繫に義*ん とする 抵 がを 二 か qIS が忆 が* がらを 4 る Q は iig 
のが； 5 でぁる。 さ VJ こを ヴ H ル寸 イユ餐 サご ゼルマン 驚、 豐は ヤングが、 ロカルノ 原* 
でかが せんとす る 寸チス の 巧に がを 馈 ける やぅに なつ. たの だ。 

，イン ところが ミが がに 一 £ の 沿を 街い ガ i^Q ミミ ミは 髮 g の ラインが おで ぁる •‘ 
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の 撤 * ライミ 驚は、 ドイッ 霞の お ミが 酱 する がで、. が鑑ス トレ- ゼ マンの 鑑り 
至也も’ おずるにこのががでわつた0 5?^ラインの558は、 ドイツをしてヴょ ルサイががたほ||5サし 
むる 换の 4 巧 占 巧で あ もから、 K イツに しで ラインの がが たか 望す るなら ぱ 、ヴェルサイユが がを 巧 
* になげ し、# 斬〜 これを 度 巧す るが かた 示す がが がわる。 ちし ドイツに して か、 る獻 かた か < なら 
ば、 毀 口 B は いつまでも 盛を i 6 する ことが S 來ミ かの 中ぎ 一が がが が & 甩 がが 巧を とつた のは 
.もとして こ のがが をが あせんが ためで、 これが ためには、 ドイツは 一時的の 屈辱は かむ を 供ず として 
サがホねばならぬとがへたのガ〇. ヴエ ルホイ ュががにす8|をぶずるものは巧り11||^$が黨の み で を 
い。 る、 一一 一が の 人* も賊 じく これを がが した。 がし 巧ら がいでは 事た か § じる といん ので、 一-一が は^ 
が髮 にょぇ ミが がを お せんとし ち 繁は她 ふと ミは 雕 じで ゎつ ミ、 黏る调 はお お戲 のを 

のみで あ クた〇 

んゃ ぅに 一二が は、 繫を なだめ？、 繁 i に撕 する がが を撕 へさせて がた ザ ヤングが の 蜜と 
がち 繫 巧は ラインを 繁し ミミち がが 馨 の斯臘 ょりもた ケ 5^戰< おがした のガ 。こ.^ こ 

こに 歡〇 ては、 ドイツん は、 仲 4 まで も » 拟 して g お i の iiif をと るが 驳 はなく をつた。 が やドイ 
ツ 固化な • it 肯に自 がが のぶが をが かする ことにな つたの だ" これが •トイ ツ i 巧を して、 8 がな 一二が 
を まつて、 ナナスへ と ホら せた 一つの かかで わる。 
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• ■•ミ^が をの!^ 鹏 だけでは、 ドイツに ナチ スと S に馨 おがが B しわ 誤を I るには t 
〇不 •ホ 作で わろ ぉら ぱ をは 僻が かとい ふち ドイツに か ミ繁 がの £ こ ちかづが 
をが すべを もので ぁらう。 

ナチ ス のぶ $ がな 晰〜シ ヨ ウヴイ ニ ス チ ツ クな敵がも. おとな |55^おかりが • け 斗 

。香 — し、 rs 渝 も？ 顯 s:rf き 

5と.が^:^巧巧 | 。 f f ドイツは、 f れらのミを4いてゐる。 盤| 
巧に をを 系は 败罕 •へま ミが ゎる わら、. 屢 をが つて、 巧 ひ これらの みが お 鞭に おらし む 

と、 をる のガ〇 *. ' J t ミ 

サ 做? 則 < イツを U 、 作が 一。 やぅを 護 囊に齡 かれた ミは 俯かと レへ ち 和 叢な ミ； 

サイ ユ かめ こち をに お 巧され るべき もので ぁらう。 

い バンスは、 革 裏が がか 节四王 音を らち 公’ 鳥し、 簾 0 二十 藤 も ゎる 蠻 

UM 誦 誰 ：；" y 飞 -! ‘！ r 

ィ 曲 《に 心^ •繁 & を かで 家て—、 心の 脈 r た ミ 養 器 祭は 
を— ミ i されて &る。 f イツは、— < と」 ミ 祭繫 たろ 獲なる 露^で 
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も かおを ミミで を ミ 驚が のが がは、 をのが おを おに 驚繁 しち 繁城藝 こ、 にがで 

かがら ざるを i & い。 

私み に 一丸 一二 0 を ミ イッ S 繁 の燃賊 AJ みるに、 讓 がは が囊 たが じで】 一疏の 黎た獻 して 
ミ。 繫 ©十が Q 1 はが おおで ゎミが 巧* のがが は惡 0 馨 をが じ ミミが がは 驚た g て 
をン のがが た紛 じて^ ミ ドイッに 私け る おが 繫の 難に？？》 とかは、 肤靈 びに がが の がが 

♦の 異常に が >い ことが 何ょりの 巧據 ミミ； ニニ 賊が にがて、 フランクフルト. (マイ ごがが 
がかした 巧 民の がは、 ーヶも 八モ苗 十. 一人、 ま 出 ミ 百 セ 十一 11 K セ于巧 マルクで わ 0 たもの が、 一丸 二 
八巧ーケ巧だけのお巧人貞八な二千乂ぢ义十八が ま削百巧十おさ罕四ちーニ十ザルク 
でも クち ペル， ンが Q 繫 は？ な 尤+ ミルクの 爱鬟 もで た。 これ もが 髮 恥の 簾と か 

& お 化に ょる もので わる 0 

れミ 義的藝 は、 お 私に 栽る も 饼ほ歡 似の 1 4 た 搬ミゐ ミ備 へば 厮 がの バランスは、 j 九 
ミ麗款 驚に 飯ち 所 r 中’ にはが 二が 八 千 四ち な マ， ク 、が較 一が I を繁ガ けで も、 殿に 
一 祭 ハモ ニ百 5, クの舊 たがし ミミが お繫 は、 驚の が おが冀 殺の たろ ヒット ラ... が 
熙 蜜が# 5 をに がして ゎた ミ ザが がでは が 一一な ぉ 十を にが じて ゐ るが、 齡おお 藤の 俯 
錢飯繁 は 蘇して ミい。 ぉも 一齡 には、 が變簾 の i ホが ゎ ミを ては がが が 觀の驚 
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似は 黛の がで わらねば & らち かかる 繁 がの がが がは s り ドイッの みで ミい。 をわ霸 がの 
热 がが— から： トイ ッ籍藝 Q 1 邸は、 |一 がが の 霧が がに お < こと 装で を ミ g るに ドイッ 
は、 豁較 十が におい ミが 撇 ふので、 療が髮 は废 にかして 1 摸 ザと。 そこで i 獻 
は、 和を がが i にを れぱ— 段、 齡の 麗ミ晚 みる 腺を <、 i が© 和襄た H て 一に ツェル サイ 
ユ驚 ミめ ミぇ S 份 巧の 髮 のた 《で ミと がへ、 篡の if がは かづ 繫 巧に が けられ わ。 こ 

こに！ SSIQf る 巧が がわり ナチ ス が也附 して かた 厮邸 がわる。 

♦三 f に斜 がが 跑れ、 ヒ ツトラ1た||11|8とするナチスが|3化しで來れば來るが、 ブラン 
♦ » « ス みび これを 巧 もとす るポ I ランド、 チ ユツコ •ス "ヴ アキ ヤ巧 oiii は、 をの おと 

& ら ざるた かを つち 俯と をち AJ れらの 霞は、 ドイッ Q 激髮 がた 巧んで わる 
Q ち ドイツは そのが がた かかせを する からち フランスと そのが 巧は、 ドイッが、 がか 旅ち お 
籌ち S ? は繁が tess す 10 のを 解* ミ。 攀は ドイッ i 城が 裝 にが ダ、 お戲の 成に ミと が 
とは 恥を ころ ミい。 取は ドイッが 繁に繁 がわ ぇ 所がに がが S 巧 そで 潑 のが 俯に 航 ずる 
ことを 斯槪し VJ ミの ガ 。さう いふかが を、 ナチ KQ 拟畔 || つ VJ ヒット ラ 1 慕の 繫は \ がが 
繁の繫 を龜 せしめず にはを か 巧 旅ら ぱ繁 Q ' 聽 はどう ミミ ミ か？ がに If これを 繁 

してみ やう 0 



> I 馬 ■化々 ♦« 


巧 八 章を 命の 化な 巧と® 


I g 佛 のれ IK 

ナポレオンの 獻 巧に 勝み にじを た ドイツは、 慕 繫 に，.^ ミ、 フランス にがし ミの 化 渡を 
なすこと が 版 ホた。 撇 るに ドイツ ザア ルサス。， レンを お 私した ことは 雜< フランス だが がが 

ら ホ、 粟 露は がに 難。 俯 渡して しるつ た。 

だが ミは 接が 苗の こと ミミ 转 V トイ ツだ黎 フ ラ； e ん た保漱 する がが を かるには、 
それ ょりも ろ、 か髮 Uq が」 g から； ^が>ミ度© 辕を g れば累 でゎミ 

S 看に す NH ヴ ミ 1 おにょ ぇ 簾が BqIi がが が：；^ に掛る ミでは、. 

イギリス は ソラ 

け ンスも ロ シヤち 也んで ドイ 'ツ とがは をす るか あは 觀か はさ ミミ。 齡 これらの 能 
H は、 蔡 にが‘ をが ちゃ ミミぇ がは 葵 繁の震 ミが が おが你 鶴の‘ 下と に g 
みする ドィツ qSS 臘を かては、 がが のがに 2 ひかが せざる を 供を ミち 
だが ミ ドイツ にがてち a に 蒙した ものは、 カイゼルが びその わがに ゎる お 盤に 拟られ 、一 
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f 巧は で-^。 一が ミィを 、 . p 繁 tv ミ。 驚 w 
い ン!! ん とはな?。。， こと、 墓 かと も繫 た驳！ かった。 が！ ャ忆 r は、 か髮 一 
い r お。*" ける が、 され ぱ ミミ、 これと fQ 歎は 鑑攀 はさを つた。 辦 
*^に則詩も巧’をなす。^巧かは&かっち ら、 一挪はががのがに黨しでミし、 繫はが心 
'し 巧 もも ，4 蛋 ミム もで も ミミ。 ぅ ミピ ，ル も く講 做む こ駭と 
^銜 ミミら！ 一繫肪 がどぅし てが ミ かの 露 にがては、 一 傲の ドィッが んど その 

い い ると がげ た ん れ^が f 歴 。襄 をぱ 、攀 のが f 壓り 

っ、 loLyH いせ がにな せがじち そし て擊お かかの P 教 がしっ 

^義— と* 非 心の 繁 にを をる 斯れ ながが が、 f もを ぃこと た g は 齡る1 
,^•11 尤 J . 奚 におり •祭が 爲晏 くと、 がて 〇繫 鞭は 己ぢぁ けられた。 そして 寧- 
して 大巧 受 がが はれる ち 《ィゼ ルは お襄を かげ かてて、 をが‘ に 慕した。 策 ミ W •.が^ 
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がを 辭 し、 髮を褒 K が ミミ ミ 露？ j 巧 g れ忆 わミ萨 r 、 そ」 T 鬆 〇お 敝を他 

にかり ぁんと いん、 も おし sis 瞧ま でも じた。 

こ-に 巷って ドイツ 霞は、 藥の谋 にかを たこと を 燃め て繁 しちが 驚の 驚と 繫と臘 
?ち 目のを たりに 叟 巧した の ガ 。が 斬が 夕 むから その 装 もたる 繁 をが がした S、 かぅ 
いふ 巧が にょるので わる 0 

*1 ル 化る に ドイツ 藍に とりて、 城 配に 觀と ミう を ものは、 祕 講をヴ ユル サイ ユ俯 
ち* めの 旅が ミつ ち 方イゼ ルと これを が おく お 叢の 雜に梦 た ドイツ 露は、 じこ 
ii も 恥が が ミヨ， 5 パの がが か S の 雜ち梦 てし ミた の だ。 

ぉ^^にも拍はらず、 な等はヴユみサイユ俯が瓜が後の凹お齡は、 斟かながらもが傲を騰がし、 が斟 
を襄 にがいで ゐち堇 とぉ* と 風# Q 裡ミ 5Q 敦 みを がミゐ わ。 そこ 忆 g はれ わの が ル— 

ルの 占 巧で ある。 

ポア ミレ-に 化 ミ從 みを ちわの 歡 g 似の 胤 そ ミミ もみう を ル， ルの 驚 破が 懈截 
はフ ミス 人を して 一 君し を ば、 ま 宙の理 が も わる ミら ぅ 0 做しを；^ らが おなる 斯 一二 おは、 こ 
をな て 悪 W のがを をり とがち 夕-い ラミ贿 をは 黑歡 S の繫 ミる』 とまで 繁 してね ミ 
フランスは、 ル， ルの 畜に化 ミみ ると ミは なか ミ。 イギリスからは 郎 mj; が ひ、 フランスけ！^ 



に撕卞 るドイ ツ公繳 板は 联に脱 ミち そして 税 断の 霧と 嵌 おとを がが と襄胳 をら しめち 
フランス はおが S なが 欺を 辭 して、 ライン ミ ドに 載掀 レ、 慕と が肤轿 かにょり、 t を ドイツ ー 
が & からが！！ させんと した 0 

フランスは がが 繫 旅に 養が おが を 齡梦 しめ VJ 、 ドイツに がし おに 叢を がへ ち g もがり. 
フラン K だぞ てかム 『做し 馨は驚 おを 驚した こと ミ じちが お擊 はが 綾ゃ 

の 巧が を 巧 巧して ゐ たので わる。‘ 

® ♦ 。 かかる 叢と 冀腑 がかと ザ、' 一 燃 ミイ ツ W を 露に 驚 ホ しめたを、 ここにが 

壽 國 くまで も わる i い〇 だが ドイツに 热 する フランスの 壓 がの おは、^ それだけ ではれ かつ 

ちが そじに ち 塞 蘇の 俯 も ミ 如ら ミ繁 なる 黨 が、 驚を る繫 がに がす 
ると 郎 載な 緊が 棘ち ミミち フランス だ、 がる お獻 をが して、 かがの 潑 がを ド イッだ 
ら がり 上げん としたの ガ〇 

ドイツ人は ミち フランスは 3 - a ツ パが でも おもが おした jjj でを， 0。 モ こには が おがは ない • 

がの 繁 にがては 4 が 旅 こか ミる 搜か觀 な 胀でゎ ミ その 繁が はがり 份る趙 勢て ねて、 がろ4 
て 8 し ミミち おにが モお がが •の蔡 がた ドイツ からが おした。 さ ミム 豁を职 g ちが 巧 
& る ドイツ人から 、最後の 一が 4 でも お立てて、 ちに 皿の がえ でもね ぷ らぅと する のは、 どぅい ム わ. 
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け かと。 

夏に】 化 QK イツん たして、 化せし めた ものは、 フランスが 做の 渐断 とおが § 撒を 燃んで、 

が 精が の 驚を おかし、 をて ドイツと 榮に i がの がしを おかんと する ことで わつ ち 
做る にも 城ら で 一 似の ドイツ だ、 7 ランスに する 驚が を がし ミち 俯と をぱ 、聘つ 
でも かてない と觀 じて わたからで わる。 

をが ヒツ トラ， が 艦 Q ん疏 する までの、 ドイツの I がが 騰で わつ ち 

こたが して 7 ラ y K ん はどぅが へて ゐた Q か，^ は肤ミ 露を！！ ねば ミミ。 

— ドイツに がする フランス 公が へがには、 獻紙お 二が の おれが ぁろ 一つは ドイツと 
• •あがせ をす る ミで 聲 一つは AJ れ に戲撕 する も ミ わる。 

がをは フランスの も 3^ 巧と して が はれち か アリス チ， ド •ブリア ン にか ミ 俯が 
されて 來ち躬 の ラヴ アル もがの おれを かむ ミで わろ 勢の g ずる 觸 にょれば： トイ ツ 霞は 
も巧楚 たな 守し、 をを ミ 6 する で わら ミされ ば これと 繁す るの が フランス のがで も ミち 
巧は さぅ いふ 化 巧の 下に、 m - a ツパ 繫齡 たもへ、 ドイツを かかす と 斯ちョ ，。ツ パの 孤が の 巧 
がた^が 不 S の ものと なさん とした。" 

だが ブリア ンが ドイツとの も厮た 巧いて 來たみ 敵には、 がと 疏 じく ドイツの としてから I 
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た、 か スト レ I ゼ マンが がが して わた こと もがれて は & らぬ〇 スト レ ー ゼ マンは、 困 力が 一 描り ホ 度 8 
する までは、 ドイッが がは 獻 撒かが ホねば ならね と說 を、 斯散十 も £8 をな て 化 因の 脱がを 計らん と 
しち 祭し ヴェル サイ ユ がが のが 祈を お縣 ずる ものが を ば、 51 は 齡懿熙 巧 ど齡賊 M の 蔡をぉ 
邮に 誤す る ミは をい。 ドイッは おらく もの おがが 繫お るまでは、 これを 戀 まを いがが い、 

とを ミち 游 はが 載繫 繫 がの 騰 が S がに 紙して は、 が ミ イッは かが ミい から 繫が の獻 

歇は に繫 Q 載 ミ ぃ。 If ろ繁蔡 を S し & るぉ繫 が 叢に 撕 し、 霄腑に 常 

する がが 靈 で ゎ ミ裝 Q ドイッ 藍ち 護 Q 繁 として かが* わ ミ*^ AQ は、 そ® 靈なム 

|??を种2して 阴が八がに繫の脱歡を3^り、 熙がの游がた雕む*^ことでゎる。 これがためにはが 
紙 か 載が が醉 でぁると 觀 & した。 

が や 旅が なる ブリア ンも スト レ I ゼ マン もかん となつ て、 31 ロッ パは ヒット ラ I 一巧の 巧 舞す る 
.ところと をつ た 0 をみが巧かとして|^ホしたのも、 何も巧しむにをらの〇 

他の. 一 破は、 レイモンド •ボアン々 レ 1 を a 腑と する もので、 ポアンカレ ，がぃて が 
は、- バルト ー がその がを かいだ。 この】 がに 觀 へば、 ドイッは 巧 底 フランスと かがの 

か 志を しと かを、 ドイッ だ 一お繫 K がが 接を が」 &< 己と 忆热& 、かくして 齡 
の 粉 繫忆薪 &義 ミく る C と忆 がが ミく し ミ わりと お 酷す ミ 
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がをは 云 ふ、 ドイッは も' Ss を 十 萬にから され、 脱 巧 巧 岐も十 ニケが に雕獻 されて はゐ るが 、 C 
れは 一が 巧 わるた の 私が 力では をい。 ドイッ には 取 巧が みを もた 八が のがが おがわり、 十 冗が の激が 
もね ミ その他 觀歡 、が k の お 規弓お 脱に 巧ず ベを かが 熙が •がへ ぱ ナチ ス數 が 勝、 觀恥勝 載が を 
ぇその ルに 世 狀が聪 で 生を 巧つ ため 二な K の もぶ も^も わ ミ おがに かいてを つてち ドイッは ず 
巧 俯め に 巧 0 て、 ま胁 、敗 私、 き 巧、 載 ガス 销た 歎ぜられ ては がるが、 ドイ ッのお 敷 曲がは、 齡败と 
同時に 軍用 おがの 大量が をを なすこと が龄 巧る から、 これ 巧は をて に をら をい、 と。 これが この 一が 

fllJyAA じ ♦ AA て 人 

のる が 錫 おのが 化で わるの だ。 

だが、 これは 齡り にも 神 も的ガ 。フランス 酉 巧の やうな じ ステ リックを 巧 & で われば こそ、 さう い 
ム與 おもす るの だ。 載に ドイッ はも がをお 賦 され、 微が你 触に がしみ、 がちは お热 のまし みに 麟い 
で わるでは ないか。 その ドイッが、 戦に が時閒 で、 も 李を なて 獻る瓣 i 巧 ホの フランス 齡を S 船し 
熙繁 一を H て號る フランス 齢 おを 器し 4 るとは、 一が ミ も 城 辦でわ ミ だが？ 似 簾なる フラ 
ンス 人は、 これが 巧斯 される ものと 巧 齡 して ゐ るの だ。 ここに ドイッとの がかの 脱 邸が ある。 

隹 Q « かう いふ おがを 怖 心から、 フランスで はがが & 巧が 巧り に 峭ぱれ る。 そしてが がでは 

力 A •このが 熬がミ ふこと がが 敵の 一が とを ミ ゐる懲 、フランス 肤獻 Q 船觀 をが らして 

a 篇 ：> 


化る に フランス 田 於の 輿む やうを がが かがは、 化の 巧 困が もみに これを がへ ようとは しを い。 そこ 
で フランス のれ 治み は、 が撤 として 新ながら の ま 巧た も 出して、 これで がらを 燃め つつ わる 
ポ ー ランドを を も 直とし、 ル 巧雕巧 田を 率* て、 ドイツに がらんと する ものが それ だ 0 
だが ミが が 城が おかは、 これに か ミ 3, a ツ パが、 じれまで 驚か 聽の繁 を體 した こと 

を、 フランスん はけろ りと がれて ゐる やう だ。 ョ ー。 ツパ のが 巧を 回 お ホよ。 ナポレオン はがて これ 
を プロ シヤに 於み て、 が g がが にか 0 たでは をい か〇 これが ため プ a シヤは ロ シ卞と 鞍 おし、 ナポ レ 
.オンを して 自己の も 巧た ザめ たのみ をらず、 フブン ス をして、 がん ど 百 お钱晰 3 la ツ パに 巧を 蜡ム 
る ことを 不恥 能なら しめた 〇 の プロ シヤ に巧當 する ものが 正に 今の ドイツで はを いか 〇フ ランスに 
して このが 夕 おのが^た がれ、 が掀 としてが 力 私 £お がに が •かする をら ば、 现 がの フランスが 、ナポ 
レオンと 同じが がた 巧 < ことは 巧々 白* である 〇が がの 巧みに が ゆる F イツが 風 もが おに よつて お 
巧を 巧たん とずる のは、 ガスを 獻 て かたされ たがに、 がが をが づける のと 斬 じこと だ。 その おにが ザ 
して、 も WW をが㈱ する のは、 智も t がたず しで ら かで わらう。 

ごれ を 巧す るに、 が和睐 がな 瓜、 F イブと フランス は 巧に 撕 がする ミ啟 のをた 巧んで 

• • を こわち-^ィッ術をぃ へ巧 ミ^|1緊お&繫でゎミ、 *れ6裳腑をが 

がと か產 であつた。 が二啟 はあ惡 8 がが であ 0 で、 これは おとして スト レ I ゼ マンに 
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が ミ繫を をに ょタド イッ は、 一かシ とお 慕が のがが から 瑚れて かち 擊 一致は がの が 

がで わつて、 現が の ヒット ラ ー も W にかつて 巧 巧 まれつ 0 わるものが それで * る。 、 

とれに 巧して フランスは、 その 獻一 がに 巧いて、 ドイッに がしで がを 用 ひ、 かがと ル I ルの が 俄た 

巧 クち觀 一致は スト レ 1 ゼ マンの お義蟹 4 にがして、 7 ランス も 驚が の繫に S た 驚ち 
ド イブに 城して 繁 驚！ {ミミ。 は ミ 5 で わる。 擊 致は 繁が がで、 フラン K は 的 日 ドイッ 

に撕 して、 4一 かと 繁しミ わ ミライ ミン ド Q 揪 が、. 繫〇繁 、おか 裳 8 q 髮を どが そ 

れガ。 

.繳 らばが 辟 露の" 聽 はどうなる のか， 魏 V はこれ を 變 する にお ガち 、かづ ドイッと フランス 

t ん い 々 f t <^t の 

陆の 重大なる 巧を の 本を なす、 ポ ー ランドの 曲 巧から めべ てみ よう 0 

II 宋— ランドの S 麻 

ヨ I 。 ッ パの 地 巧を 賊 ひて みたら、 ポ J ランドが パルトが へと 恥る ところで、 ヴ イス ッラ W のでな 
た、 V 宇 おのが 巧が が & るの た 化に つくで わらう。 これが 脱が ポ I ランドの 瓣脱巧 oKsh Corridor } 
として、 mlp ッパ齡 ホの* 微が となると ころで ホる 0 

そ Q 轨ポ ，ランドは、 ヴ イス' ソラが わがんで g がな 賦 かを か クミち をが ドイッ 



画 ミ© 雜に II 一郎の 雞 を 攝 はれて 裝 、ミ 俯かは 繁 に： g さく 达 ミ。 銳 るに 驚が 联に 
* ドイツが がれ、 パリの おがが かで S 叢を 齡 が 潑を瓣 するとを るち ポ I ランドに も 
がな を も ふること とな ミ、. あかを •みの 仕が は、 がの 二 恥 邸を 抓 伽に して！！ 獻す るを が掛 がれ 
た。 

1、 義磬 がに S ミ繫を 被す る こち 

二、 ポ 17 ンドち 自が にして がが なる がへの 龄 がを がふる こと。 

これにが して： ホ-ランド 梦 がは、 この 二 麗は襄 が Q も Q でぁ ミ、 臀 がは ポ 1 ラン 
ド人が壓が的夕數を2^て住んで，0る。 加么をらず' ヴイ{<ツラ飛駅散からが忙我るががも||所がでを 
ミら、 脱 下が が 一 おは ポ 1 ランドが とする のがを 齡 でぁると。 

ドイツは こ&義 -i た。 ドイツ W はぃふ、 臀 がが の 驚は 力 ご ヴ线ゎ ミち これを！！ で 

ポ ー ランド 人と みなす のは 不ム 3 巧で わると。 

早な 含 この 双が のまが に對 して、 が i がた るウ キル ブン 、クレ マン ゾ I 、 义 ロイド •ジ 3 — 
麵 《蘭ジ はどぅ g いたか， 

こ マンツ •は、 7 ランスの 破ん ところた がが に靈 して、 ドイツを が聽 をが かに 
がもし、、 力くして化治的に^^軍事的を、. 巧化とし\^をた巧つ巧はざら-^むるが化の节ち KJ のがド 


一巧 
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一 おを ポ- ランド 忆巧 へょうと した。 こ， 5^ に啟 して、 M 7 ン K 戳に ドイツ 忆撕 して 緻 板を 锐かミ B 

イド •ジョ 1 デは、 ポ i フンぶ 职講 邸が 繫に 於' ける 黯霸の 私と ならない や ミ胁驚 駅り 
も 殺を 新 礎 せんとした 0 

ポ I ランドの 也が を 

が 巧し、 且風プ 。シャ に 装拟觀 を 靖 ふこと を 掠ろ 毅 Q 傲！； は駅廳 II がを を 露す るで ゎら 
うとが 贼し 、これた 戴して おに その 謗を おしち 辦は ミ潑泌 が、 ポ ，ランドに 觀 一ー ミル サ 
ス、 B 1 レンを 进る もので わる ことを 氣が つかを かつた の だ 0 
夕«ホ 若しも ポ I ランドの 巧 下を 巧 酌に お 5^ するなら ぱ 、が i にある ニモ セな 震の ポ i フン 
* 《ド 心は、 がへの は 口を を がれて 跃の もと 似す る敝 はを い。 さりと て 脈で を献牆 に般ね 
て、 ヴ イス ツラ 飛を 城が 巧 巧と する ことを ポ ー ランドに おすを らぱ 、ドイツは 微 がの や 
うに 束 プロ シャとががとを厢*されて、 C れホ肤 I ^ Q もがを私すことも哪，^£^わでゎミ ここに脱邱り 
生が がが 巧歡 する の だ。 

ヴ V スツ ラ繁繁 をまで 驚と なく 繫腑 Q 襲 敗を 嫩 じて がわと ころで ぁ ミミは ポ i フ 
ン ドから を ば、 麗の繁 難 おとがが 懈藝を かち 铅ミ がかの 郎繁 5 の g 齡 でぁ ミ、 これ 
を ドイツから をち 困 巧晚の $を辦 けを K? かが かの g 酷で わ ミア ルサス、。 1 レミ 繫が恥 
がに フランス 人を 悲 がせと ミは、 Jg 人 も お あにが なると ミで ぁミポ 1 ランぶ 脱 ドを がふ こ 


み 3 - 



■覇々 ドンブ ー 41 


とは、 ドイツにとつては、 がにフランスのアルサス、 。1レン11州の巧がに拟脫するのガ。 がして娘 
らば、 ドイツと ボ ー ランドと が 巧が に 觀 を 削る の もで もな ホ斯 でない か。 

ミ— をぅ にお 傲す る换驚 駅 Q が繁に 紙して、 パリの おがが‘ かは 巧め てが おならを 
* 權 ■とを 斯 たちを にも 俯らず、 そこには がつ かの繁 がを 砍 かが 巧 はれて、 が ミが 
西が の 斯骄 のがた 增 し〇つ わる。 

俯へ ばポ 1 フン ドの 叢と おプ a シャミ 繁 は、 がが がは ヴィ K ツラ 巧に ょつて 砍 がされて ねる 
かち か 載の が おに 巡へ ば、 お 职 の 巧藉は 龍の 裳と 趙； ©るの ポ嚴で to 齡 るに ポ ，ラン 
ド g は、 ドィッ を か g ちゎる ことを 冀忆 おんだ 驚、 讯。 繫忆黨 手涅 のがが をが け 
をを ポ ，ランドに 繫 ミ；© た ミ、 お プ B シャ がは 潑 におる るヴィ K ッラ Kt 栅 i する ことが 
繫 ミミ ミミち 坂 も刺プ B シャ だ、 祭阳メ 1 トルの 藤 だけは、 辦 邢た孙 g する こと 
を許されてはゐるが、 じの一^がに巧ずるためには、 十二，か*を^|つるデルシヤウに巧つで、 ポ ー ラン 
.ド 巧 巧のを 證 をを けね ぱ ならね、 とい ふ 敵が をが がが ぁる。 

.又 クル ゼプ ラブ クが 抵のヴ イス ツ ラ!： には、】 が 巧 もが わつ て、 ポ 1 ラン K 祝と ドイツ 祝と たお A 
る 巧 一の 巧 4 で わつた 0 化る にボ 1 フン K は、】 九 二八 おのが、 ドイツの 城み にも 觀 はらず、 それ fc 
繫 してし ミた ミ、 献プ 。シャ だが でかが す ，0 か、 がは g ぁ 十が* をか邮 して 、 g の繁 にょ 
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ら ねばならを < を つた 0 

ダン* お游 する ミち ポ 1 フン ドは おがが かに か ミ 紙る ところ おめでが であつ たが、 ヴ 

ブヒ •イス ツラ のがが だけは、 をた 抓 俯と もす る義を かつち ミが がと いふの が g ちグ 
ン ナツ じ 自由 巿 で、 ポ I ランドは これを がへ がを か與 とがへ てみ るので わる。 

'も かを みに i ' いて、 ポ ，ランドは これを 动 ミミす る ミち おプ a シャ がが* でも 巧が しち 
クレマン ツ 1 は、 フランス Q 雜に 、繁に M がの ポ i フン ド かがを 義 し、 々キル ツンも ホ これを ま 
が しち！ 卜 •ジ t シミは、 渡の 繁 たか 旅に g がんとして、 ダン チッヒ ミ イッ 祝た 
が 職し セ。 そして ミ齡斯 は 驚かが， におり、 ダン チッ ヒは渺 •霖 がの 俯た もがせず ちを 
を 因 巧觀盟 のかを 下に 自が巿 とする ことと をつた。 

ガ がをは 自 もが 巧で ミが、 iv の黨 はもと して ドイッ 户 りか ミ， Q るのに、 3^^、 かか、 
欺 冀はポ 1 ランド 驚が れを靈 し、 ミ觀 おはが 藤齡 Q 殿が を舰 がねば をら ち游 んゃ裝 
の髮 も、 ドイツとの 歎ち ポ- ランド 驚の 驚が なた ば、 これを をす ことは g さを い。 れ 
かる 載が なる 霉繁 が、 产 Si 臨忆長 Q 紧 を？！ ホ ミは •皆て iVST でぁろ 

托 初ポ— ランド 人は、 グン チ' ソ ヒのポ 1 フン ド 化が 欺を ミて、 が おおの 繫に销 た！^ をが め 
ん としち 無る に热霍 巧の が ドイッん ミる たろ， J の繁 ミの のかが にがが しち そじで 
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ポ— ランドは、 It がが 蘇が に ドイッ Q がが ドに がが されて ゐる微 が0撇 齡 にがす る 餅 g お微 として、 
ダン チ ツヒを 巧た る 十 1 哩のグ デ ニヤに 載 おして、 グ巿 のが 力を おはん とした。 その 觀 、ダが のが 
あは 大 なる かがを 繫ゥ 、一九二の おには、 後 載が g 載の が 一系に 抓 ダなかつた ものが、 一九 ミこ おに 
は 四 八％ をが ふに 野 0 た。 

«■ なおが ポ ー ランド 乐巧 fc 燃る 败 •揪賊 坦の爭 がで わる。 これを ドイツん にを はし むれ 
— ば、 東 孤 田 境に 於け る あがは 到を 承 霞し 巧い もので、 ボ i フン ドの 巧 巧は 巧せられ、 束 
プ n シヤと ドイツ 聪 It とは まに 裝烙サ しめねば ならぬ。 縱莉 すれば、 ドイツの かに かけ 
てち 繫が 叢を 靖 はねば ならち かんる は齡 のが ゆるがが 一 ^ 酷、' 热 が、 騰 か^ — た紙泌 する 
ミで わると、 これが ドイツ 皆 JS が ミミ ドイッは をまで 驚と をく、 ミが 城 撥が ち 做- 
が の辕 をし に義 した。 がに ヒット ラ ふ 驚と な ミを は、 ミが 繫繁 做は、 裝你獻 が 

も お 5¢ つてな々 が 化して 來 た。 

一方 ボ I ラン K はと みれば、 これ 亦 •トイ ツに對 して 不が で わる。 その 1?^ の总 がは が だが てが 
れられ てない。 ドイツの ち斌 のかき は、 尝も政 當 なが 巧の 下に ぁる もので をい も撇が はおが する 
の だ。. を こには、 十八が かおに 於いて、 溝の 牠た がまされ たが 先 おを 簾の 繫も S はつ 

てゐ る© 

で わる。 
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IT a ホ 上がす る やうに 胁 •術が 苗の が 巧は、 が 傲が に不 がで ゎった が、 ド イツが SH 敝歡後 
i 獻繫 がを 誓ん とする か數ち フラン スタい っを でも ポ 1 ラン •卜 を、 が 巧 又は、 

. , が S 掀 ひする じと に ㈱ がした ポ 1 ランド 聲獻 がとは、 掀 •驚 がをお 抵せ しろ 載に 
一を 一面 Sf 1 がに S り、 露 離に 墓が が， がた 蜜せ ぉち 
ミ獻，鉛は十敲©潑でゎるが、 ドイツはこたミ、 議5?^^01歡を^十證さし殺へ、 

がが の 離は、 ミょりも 一が お戰 & る献が 教獻 、邮ち 才 - K 卜 ，ヤ 叢の 叢に 然 S する ことにした 
のち 靈 これは ポ 1 フン ド雕 をを ぱ 、がガ H て S 巧な ミでは & い。 しがら ドイツの 繁 
を i に 驚して、 十 簾の 構の 哪ち每 にが 繫斯 にっ ミボ— ランド 影の ie 搬を認 にす る 

ホが 得策 だと、 ポ ー ランドは おへた からで あらう 0 

だが 困际の 巧# は、 化の 胁の やうに くるくると 8 る〇ド イドが だん < に そのが が^ 齡歡 した 骄、 
がして. ボ ー ラ 

ン ドを 旅れ るで あらう か 0 

• * • ドイツ だ、 が 獻 驚を 浙 じて かがの 義 を g かすた おはか StV の 做の が 沿を g ふ 
*•* れちボ ，ランドは がく も tV の 滞が の 一が を ドイツの 雜に繁 する であらう と繳じ ミ 
づ る。 齡 を ミを は错 めて 豁 であ ミ 孤が のポ 1 ランド^ 驚から & サぱ 、ポ- 
ランドは 、一寸の ± 地 をなる ょりも、?！ •ろ 联爭を 巧す るで わらう とがは る。 俯か フランス からのが 



巧が をく とも、 がに がく ことたが ぶで わらう。 ポ I ランド W は、 これを 困 まみた のが 岐がガ と 巧 じで 
ねる からだ 0 . 

紙が ドイツ も ホが プ a シヤ とのが 烙 がが 來 なけれ ぱ 、これ ホが 爭た 巧て する を辭 ホを いで わらう。 
がし それは、 ドイツが が ひ 巧る やうに & つたと 换じ 巧る 玲か がかた 時で、 それまでは li 掀 して、 かか 
る 時な のが ホを が 0 であらう。 

ここにポーブンド • コリダーを巧りてのか掀献苗、 巧いては5^88?爭のが趴がわる。 

|二 上な シ レジ ヤ 同居 

本名！！, ボ 1 フン ドの 巧 齡齡酪 は、 が 巧 ボ ー ランドに 热が とがへの 邮 がを がんる ための •むむ 
&«■ たがたい 巧宙ガ といへ ば、 いへ をい こ ともをい。 於しながら 4 がシ レジ ヤ sS にがつて 
I は、 が 巧驚ポ ，ランドち をた 傲が しす ミ ランスの 漱 欺で わぇ ポ， ランドの 飽 
< なさ 巧 主を と、 フランスの 無が & ド イブ が 谢が 巧の がが で わると いム ことが 龄來る 0 

止が シ レジ ヤ は、 ポ 1 フン ド、 ドイツ、 チ エツ ti •文 a ヴア キヤの 中閒 にわつ で、々 ル パ チヤ 山献 
のかが 面に かかす る、 がの ル 巧みで わる 〇 これが 斯 おの 鞭と & るのは、 まとして が 下にが 藏 
される ホなる によるの ガ〇 ® ちシ レジ ヤ のた 田は、 面 化に g ては ,1。 ツ パが】 であり ， iS 
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爆 と满酸 AO * 麵 


ミ 


M 


家の 他の 讀 i も* がが をで ゎ ミち 於臘ミ イブち ミ證を おがに をる 裏の 驚が 8と 
ミ ^こにを 换冀の冀を齡けミち がしザ|ル繫ゃル，ルががを齡けち 裳シレジ 
ミ 敬ら ^ T ロッ パに 盼け るが がの 襄 g 祭 ミム も 梢げ ミ。 ポ| ランドと フランスが 教巧 
ナ るのは、 ム として これが ためで わる 0 

さぅ いふ* ill が あるから ドイツを がが に斯繫 がらと をす る フランスは、 パリ 
むを 巧を かに かい yj は、 ドイッの 產 おを！^ き亂 がに する が 斯をか ミ。 腑ち ドイッの 

叢心 おはすデル瞒、 斬はミン贿をがとしてミがにがし;め、 かパて.い’^ 
の 左の 皆た る T ル 繁をか < と斯 ちがの 霞た る おが シ レジ ャをも か ミと しち これ ミラ 
ンス〇 計 » であった 0 

傲る に ライン k * を髮 ，とする ブ ランスの かがは、 がが の啟撕 にかって がれ 、 g ザ— ル繁 ミは、 
+夏が 間 田巧繫 のまが でに 冀さサ てを < ことと ミち そこで g が繫が 農か裝 
ン K は、 胁—に がじて、 豪— だけは、 pf わ ばなら ぬ^^^。; 常 
シ レジ ャ Q 黯 は鷄 Q がと な ミ。 

» ■人 こ ミ づンス のお规 は、 イギリス Qg がに かひ、 がが おが 授は 、黨の 一 錢斯に 
ぐ ミ、 上が シレ ジミ かがを 磬 する ことと ミちを を邮 いた ポ ，ランド！^ は、 が 


が 9 — 



f して 皆 s ぶバい r 地ぶ i パンド 俄た るべ L 城した。 そしてが にはが £ 
ミを ょ^し:. こ? 島蔓 もとして、 が带義 がに が f べしと ミ歉 ずる も？ わっ ち 
を 一〇夭 月に お々： ホ-ランドん は、 がが も V 窜ンぃ ミ。 鑛を がて、 かがち イツけ 
たがへ てい ホん 1 ランドに ぞ ，こを 機が した。 姿 驚 佩ぎ 兰】 おぉが 二十が にお— ちポ 
，いい ド， 1 の テ。 リズムは が'^ 襄 をを ちそし ミの 驚 繫の觀 るに つれて： トイ L に排す 
る 一1 迫は 驚と をぇ み f Q は 義を繁 さも か f 0 は髮 をを け、 がには 繁も 

の もを つた 0 

巧 • 0 るに 人 巧巧斯 のが 器 巧と みれば、 ドイツ 雕 のが 獻セ〇 ちムハ 〇ぶ あ 丸 •ム ハを 
0 * ^ 巧； ^ て： ホ 1 ランド 雕は鞭 に西 セ 丸、 一一 重 so •闽 をで あり、 F に ド イブ 
巧の 巧 巧と & つち 

声^^^も觀はらそ フランスは、 證にも若,レジミ-琴襄の黎ち ポ，ランドに殿ぅ 
しい 主 巧」 わ^ 一 こたが して お辕 おは、 わ ミ雞は g をに ツユル サイ ユ 原' に 驚し、 ドイツ 
に 致して 不繁 であると 一ぶ って 獻狄 ぉ。 か <て 裝腑が 梅が リ 、 恥 
れ たが、 f が£るに截 ら をかった。 の 柏に 斤は 

これを ミ •ホ-ラシぶ S 繫 がか。 ル フアン チ— は、 繫 かに ポ，， ン占 をが が • 



Hi 属 敵れ の ♦« 


S •し’ 驚から がか 簽お たを け、 慕 

シ レジ ヤの 一 かた 裳」 ちがは がら 搔が斯 が 
官と觀 し、 がが 佑を ♦がする ともに 獻が おの おか ミが が ぉ。 

かク & つては、 ド イクと しても jb つてね る わけに ゆか &0 そこで ドイツ 從 も、 ^ 巧。 巧 都ヒ 卞 
ると 觀 して 軍 it 供が しち さぅ すると f ランド も 所が 渡た gs {しち ドイツは P シヤ とが 拟し 
で S 巧を 是ん 委れ ば、 農は フラン K が 8 り 4 でて f ランドを がける とい ふか お、 驚が 雲 
《あ 篡斯 が、 おを 4 でず して がらを した。 

■ ■0 閒旅 はが 忌 盼髮 にを 巧され ちモ じで S 酪 は* V の 媛た お •が .が •プ ，ジル 站 
麵 * スペィンの お A 代表を 貝會 におが しち* J の ぁヶ肤 ¥ 四 ヶ肤は ドィッの がで ゎり、 がに 
その 於 iS ベル ザ ふ 術* は、 簾 驚 フランスの がが ミミ 傲っ ミのを 繫の 
磬 が、 め •が 霞に 龜ろ ドィッに 矿 f が るは がが たがた ホして g らを ゎる。 がせる がが 
，くも 西が り 一一 一の 賴 まが t 化が ミ！？ がち か罩 一一 萬 お モミ ィッが は、 ポ ，ランドに 船 巧され ち 
もを 時 ミ ィッは、 をに 觀 して 蔡 ミが かを がかむ だけの おが <ミ いかち おを のんで 沿 か 

ぐし ち 

よを ザ 名 & る# 賢 二， 卜 •ドナルドは、 をを g して? ち 
《 > . 5 わ Si 4 へボ たいま S •トィ ツ人肚 會5 へ SSIt ミ S 望 ミ わ* 
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« 上 


ブツ ドが 上巧シ レシ ャを 巧た のは、 g ♦力の 結渠ザ わる •ド イヴ 人ボ これに 甩 鼠した のは、 暴カ ボ 的 前例に の 

ょ—、 民 巧の a なをみす るからで わる •ドイツ人は* 必 わら « 去の « 化 者と 同一の 持 a を 受けて & る ものと 深 < 

* 論して &る •な も 表面は 人民 巧 « の «化« を おひ、 歎贿 とな わ、 巧 巧と 暴 •とを 演じ、 致 あ 的な 巧を 實 房に 暴 

•し、 巧た の 上に を與 へ、 巧 力を 用 ひて 巧 奪と 進 德的巧 痛と をな へた • 

PE 

と 巧に が 巧で わる。 

*1® ドイツは、 巧を みて 上， がシ レシ ヤた 百の おに おがさん としつ 0 わる。 スト レ I ゼ マン 
■ 6 がかに かれが にかれ て、 断獻職 邸に 臘お にこれ を 群し ミは、 これが 巧で わる 〇ヒツ 
トラ I に 至 0 ては、 公 旅と そ の載 骼 たま 減した 〇 ドイツが 巧 < をれば をる 1^、 ポ ー ラン 
ドの 法が は それだけ 巧め られて ゆかざる た 得ない。 その 賊 めら れるボ ー ランドの お斯を フランスが 脱 

蛾す ミは 驗ミ ミを て斯 •が 脱 Q 肪 S ぃて热 •簾 Q 繫 の 麗 は、， J こを 裴 がへの 

がが を特 ちつつ わる® 



巧 化 ♦晚み 合 ふ佛伊 

I 欺測大 田の 9 灌を ♦みで 

な 上 ホべ たと ミは、 ni ッ パに をる 因 ミ似氣 がの が、 もとして がが かを がが とする が 
が 化 聪を島 化した'^ の？^ わ ミが ゃ赵ん で ご T ヴ巧 がと ご々 ン 11^ が 趴に於 ミ 筋 かおの 叢 
を かぶを がかち じ 之 か ミれ とがが の 辕 t つがが がの 一讀 か、 フランスと イタ？ の！^ 
を 一 もして みよぅ。 

• *。 驚の S がは、 一 莉 にして いへ ち m ,。 ッ パが 瞧に かける ががくの 餅 か 栽で わり、 が 
■ « 裳に かける が g の 解 K ミた 激燃繁 と激紫 かの 斯お ミわ 一る。 そして 4 がの 
や 巧を 脅か すん がの 危齡 もが この 中に が 4 れてゐ る。 

か 之 難が をぱ こち KJ の 賊跃は 巧に 繫と 51 かの 胁た ミり、 ミが 断に つれて、 かが 繁 

の 他の が 田 装が SS する ので わる。 

旅 を ミは 抓が & る 露に おくの か， 爹 こたら がいて ミミ 


で ふ •を OT •麵: 


1一 がが K かが、 がか 献 田 M には 六つの 亂熙 がわ 腺が の 4-- にお まれて ねた。 この 六ク 
— I の咖熙といムのは、 (1)イタリーはパ9の和巧がみに盼けるが巧のが船に不5|を搬を、 
これを もとして フランスの 巧が ガと辩 へて 讯 坦を 564 する。 ご D フランスは バルカンが 
面に がいて 反 斬が 巧 fc とり、 がに A I ゴ I •スラ ヴイャ をま投 して イタ リ ー に账 つか サク、 ゎりと、 
イ タリ ー では 齡 じて ゐ る 。(ミ) 51 がの もが 峨賊 。(四) チ こ K にかけ るかが の 祝 浆。 (ち) リ ピャの が 
が H 巧が が巧 酿 。ご ハ) がな デ ブナが 齡瓶 がそれ ポ〇 

パリ J の ド 和が かに はん ガイ タリ ー は、 か 大の斯 燃を これに かけて ねた 〇イ タリ I は 
; I ミ 裝ピ栅 II して 动の黯 惡を磐 せんとし たので ゎ ミ输乏 に 驚 その 黨が 

がりに も少 をた をる や、 化が して これた フランスの ザん になす ると 共に、 棋 がして フブ 
ンス にがす る W 巧の がと をつて が はれて 巧た。 

か- 1 るイ タリ ー のがが は、 必ずしも 不 をな ことで もを い。 巧 li イ タリ ー は、 お 和が かに かいて S め 
をが巧ををけたのガ。 巧へばそのが望するじ 111夕はザへられをかつた。 ががの特んダヌンチオが8 
巧した のは その 齡で ゎる。 ダルマチア も おもされた。 》 ン ドンの K が lie で仿 巧され たが アジアのを 
化な 治 も！^ だ to れた〇 ド イブ 隹巧 i のが！^ にも 躲ら & か 0 た 0 

これに だして フランスは どぅか f アドリヤおの<^||をかは、 ヒ *1メからアルバ ニヤに最る* 



で、 § かに ザブ のがが が 里 t 瞧 けば、 おかが li I ゴ I •ス ラヴィ ャ にが へられて ゐる 。その， 1 1 ゴ 
J •スラ ヴィヤ は、 フラン kqIIS 中の ものを のガ 。アジアが 18 では、 シリ ヤ には フランスの 一一 iJ 36 
が？^ 势 され、 ィラクには ィギリス 04 ニ オン ジャツクが として わるのに、 ィ タリ 1 はおり がされ 
ミミ ァフリヵ とが お斯 にゎ ミ ド ィブ 繫 がは、 お の腑 にが 雕 された ザ じ、 でもが ィ 
クリ I は その 如が に 見らなかつた。 ィ イリ t がが 化する の もが 掛 はない。 

を ふまで ミく、 AJ れ はおとして フミ K のがが が 薪た i た穀 でぁ ミ、 ミ だけ ィク ミ！！^ 
は フランスん に觀 してが がと w 恶の がを 化 やしつ、 & るので わる。 

パ*々 3 フン K のがが は、 一が に ij ドィッを お锁 してが かつ胳 はざる 聽 にを <と斯 ち 僻 
ン** 0 一が ミ、 ィタ ミミ ルミ 器 ァジ ャが 敵への 難を 觀 心する にゎ ミ かお フラ 
り*， ンス はこ ハル ヵンが ぴ W ァミが 敵を がが のがが 腺 かが ボ とがへ て ミの だ。 

この 目的を がする ため、 フランス はが 巧、 邮 ち チ エツ n •ス a ヴ アキ 卞 、ル ー マ ニヤ、 ユ ー 
ゴ i ス ラヴィ ャ ょりを る 一 盤の 所® 固を がぇ ィ タリ 1 の 巧邮を 阻止 せんとす る。 巧に ユ I ゴ I •ス 
ラヴ ィヤ は、 おしく ィタ？ の おが 鑑 がに がリ 、.ィタ？ が繫 城に が 断の 驚と g じて ねる アド 
リヤ 海の ま亂 S たも ♦かす 化な にわる から、 ィ タリ I とユ ー ゴ I •スラ ヴィヤ はお 範に厮 おする、 ヒ 
ユーメ巧がもさぅでわれば、 アルごーャ事がもさぅでわる。 ユーゴ1*スラヴィャはィタリーにがし 



でろ 


て娶に 奮を 霞す るが、 イ ，，，もる け* がらずに こた 繁た 巧み ミ るに 7 ラン K は T 

ゴ I •スラ ヴイヤ にわら ゆる おがた もへ るので、 ユ I ゴ ー •ス ラヴ イヤ はが^ フランスに すがり、 そ I 
ガけ化かの*1巧はおおしてかる。イク！》はアルパ。ヤ、 ハンガリーをおわて、 ユ1ゴー.スラヴイ 

ャを髮 する。 C れ がご ヵン 驚忆 をる 黨 Q 繁 ミミ 

•: さ ミ. ふ 繁の賊 がが わるた めに、 フランスと 所 S の肤が ガと齡 じて &る イタ ミ 
* ■•は、 フランスと 郎斯 のが累 i かたぅ とす ミ腑滿 パリ ナふ麗 がをだ。 做し ミ 
■ に パリ チ— といつ てち イタ，— は與 ずし〜 フランスと iSSPiJfJf のが g が た ミ 
いふので はを い。 均等の が 巧を i てを をたい とみ ふの ザ。 それは 傲 も アイ j 力が イザ 9 ス にがして、 

繁 のがが を S がし ミら 接は 城繁 でのが 巧で 磬 .一た ゃぅち 

イク リ 1 はを ろ自 がの おは フランスょり もん 口が が < 、ミ^!!^ が もが フ ，ンス ょりも 巧ぃ。 赋 
もがが の 酷の H 載なる がかは、 胶 おの 毋胺 4 靈の狀 我がに 裝 して ミ。 フ ，ンス はがな 獻 、巧 
脱を 養を 得る ことが 葵る タイ タリ-はが がからの に備 がわ ば をらぬ。 さ ミ ふかが ミ 
るから、 イ タリ 1 はどうしても フランス とち 等の がが 力を 巧た わぱ ならぬ が 柳が あると。 

こたが して フランス W さかろ M フン ス はかが 旅 一 もの 簽巧 として、 淚に繫 なる 簽 がを 
ミミ ミなる にイ タリ， は 街に リ ピヤとの が 驚の 王， ト レアた， 〇つガ けち 麻 も， JQ ミは が 


がに おぃでは ミを。 がが ろ 7 ランスは 一 狐 巧 ゎる 阮 には、 繫が 脱を ァ 7 リヵから 驚に 撕か 
サ ねばなら ちがに 繁を るが がが 祭で わると。 これが 冀 の 繁 であ ミ だ。. 

これを 公 もに をる をら、 船 斯獻巧 力の 均等は がろ がが であ 

らう 〇併 しながら フランスは イ タリ ー と 

此 て、 i がょりも がる 二が 肤かガ とも ミミら をが イ タリ 1 公が がを § け、 露の 駿 をが 

巧に する ので ある。 

♦ュ チ* ニス i 熙も繫 簾の がを 繁 する 故が &讓ミ ミチ こ スはシ シミを 
ス— ■がる 整が ナ繫 ところに ゎ ミー 莫尤お チュ _1 スの ペイが かおに がする ち お •が 
• 151 一一が は ミ！！ おを 供 & する たろ 所がを 一一 一が お 6 の P にかぃた。 みの か 十 お イタ， 

I かがの がは 錫に 繫 し、 かがの 襄も掛 ドされ た。 これを かた 7 ランスは、 郎 裳を がが のがが 獻 
かとな さを かめ、 哀一换 のが おた 繫 すると 稱 して、 が 勝を 所がに 繁 し、 ペイを して フミ ス 
の & まを もな せしめた 〇か るは 巧ら かに イタ リ ー にがす るが がで わる。 激在 チュニス にはめ セ W の 
フランス 人と 九 K のイ タリ ー んが & る。 そこで イクり J は 所がに わるが が^の お 种 を W 毋ホ しめたい 
とお 期す るが、 フランス ミを がんぜなぃ 。驚 新に イタ， の 傲！： を f おしやう とする。 

さう いふ わけで、 この 閒 巧は 併がん でね たが、 傑* ナチ ス ドイツが ォ I スト リヤ に拟邮 して、 •トル 
フス|5^5のががとなり、 斯かの》银はおにお巧した。 •トイブが巧巧にがた夕かすことにをれぱ、 がが ^ 


^ は 化 巧に ドイッと がを ゆる ことに & る。 そこで A ブッ >1 ユ 潑 は、 繫 にが 裝ぉ たが S し、 祭 W 
かな 同の 力た 2 {て、 ドィッに 當ら をしたり で、 じ 之簽 ミミざる 驚 霞は がちに 巧 おし、 が- 
M も-巧 セ 日 Qii かがが と & った。 

W ミん もに ょぇ 麟敲 には ァフ •'もも： f に S する が おも 裝ち がへ だ ナこス 態の 奶 をは 
で ィタ？ 俄 もの 繫 g 旅は 一奚ぉ お* で お 巧を がか】 二十 お 脈现繫 がを 俄っ ミに ミた。 じ 
れは 巧ら を フランス 從の蒙 ミミ 篡 & ら C の 一一 一十 51:^ ち チこス にかけ ミク，— 黨 
は、. フランスん た 巧みす るに 化 0 てね るから だ 0 

，ピヤ フ ラ ン K は、 フランス 供 酌 T フ > 力と イク 51 HJ リ ピャと り 巧 

が ド、 ィク， ふたを がが にがが する かがた しち， ピャは おとして 繫ミ裘 か 
ら巧 つて わるが、 ミ蔡 ミ 擊 fc 繫 K 繫し 、をを？— ド獻お 

S 觀 なか# にが サ しめる ことが が お ミミ 飯る に フミ ス はがの がが を 氣 し、 これは が 祝ァフ 

，々を 塞 としをれば お 露 か ミと f して、 冀 溝に 繫 俄！！ かたと ミで をが が ィタ， 

1 國 化の $1¢ たがす る。 

ィク？ は X ァ ごご I ャ王 5 ssliihs ? Ji ミ， ン 《わら g ひみ ミぃ と g がす ミ、 
フランスは 6 か & い 0 



がるに がか^では、 フラ ン K は アフリヵに がける 巧が の 一 かた イ タリ！ にがが し、 斯 田繫 のが 
おた繫 せ - i めち 邮ち フラン K は、 袋 ♦ハ， にかぃて がさ 八 居 ザ 脱ち が〇繫 たおぇ 襄 

が バベル マン デプ地 ホた も 巧つ たが、 オ ポクが や デブ チが はおら & いこと にした。 

その！！ フランスは、 デ プてア デス アベ バ繫お ニモ 聲 一二 千が を か がの 惡 におし、 かがを 裳 
龄 の おがに 參 かさせた。 イ タリ ー が ナオ ピャに おた!： ぱ しがめ たのは、 か-* る繫ポ わるから 
である。 

• ■0 裝かぺ ミの が、 驚 版に おはる 繫の麗 ミミ 能し ミら 臘じっ をち フ 
こ" ランスは 妍 めて 规脱 たがが せんとす ミち イタ ミ もがが 繫 城に 簾す る 心ち 
■ そのまはが<、 巧热は|^^ミ*0かち こ、に激燃をかかサをする*が~となミが 
はれ、 フランスとの 禍に衝 巧が 披 つて 來る〇 イ タリ ー が «瓦 がた も ♦する の も、 が 巧が の パリ チ J た 
哄 ぶの も、 その も 巧を^ はこ、 から 來 るので わる。 

この 人 日の 泌剩 を腊 がせん がかめ、 おて «宵« のイ タリ ー かがは、 アメリヵに 郎クて 術 おって かっ 
た。 化る に 十 になれ ぱ 、これらの み 巧は ホおイ タリ ー がで をい ことを がが した ムッソ リ I 。 か 

は、 お繁热 の 紛心た 脱が」 て、 裝 にがして 凛 fcsi ふが if ? が© かがを がが せたち ミ热獻 

は イク リ 1111 かの 下に、 イク リ ー ん の 住む ぺ* 主 地が 必 おとなり、 これが がフ ブンス との 邮 にが の 
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が 風と なった。 

A B & だが ィタ ミは、 おき 繫 にかぃて は、 斯獻簾 酷 やが がが が黯 では フランスと 梅 
パル々 ふことは わるまい 〇 ちし 聪ム ことが わりと ずれ ぱ 、それは イタ リ —とユ I ゴ ー •ス ラヴ 
ン" •ィャ 脈に 故 斬が おって、 M フン スが rV の撇 がに 私を じ まれる がで ゎら ミ か 繫ュ霞 
は、 アド リャ おを 中心ち 巧に 巧を むき 胁 をが らして 巧 お 時して わるの だ。 斯か齡 のがの 想獻 はこ、 
にある® 

がら ば それは どぅい ふわけ か？ 巧々 は 一 4 を おめ てこれ をが じて かねば をら ね 0 

ニア ドリ ヤタ きりで 

ィ タリ I は、 ア ドリ ャ がの 襄 がが がと が 似と 祗 脱の 紋縣 、ィ タリ I にがすべき もの 
» •ガと 傲 じて ねる。 ミ お稱を 僻に、 ィタ，- 驚は パリ*- のがが 叢で 街 孤に 辨 った 
が、 ヒユーメは二がの中大がガけがイタリーのがザとなつたガけで、 スサックからアル 
•ハ-ー ャ におる 巧 齡はユ I ゴ ー •スラ ヴイヤ の ものと なつた。 イグリ I の不 ドは こ、 にある。 事が ユ I 
ゴ ー •スラ ヴイヤ は、 ス サックの 八 巧を 利用し、 こ、 をが* 断 巧みの 巧 g とした 0 これが ため ヒ HI 夕 
のがが 上の 销の 面 龄 は、 A るが もな くを へて しまったの ザ。 



> II ム ♦ * R 


さぅい ム£い^^6がぁる心ち が巧おの脱8が妒ユ證をして巧にが恣脱の義にかミ||がミ 
す ミイ タリ— と ユ1ゴ， •スラ ヴイ ャ酿の S 繫 がが 載忆 - U り囊 がる 髮難 似を かめ ミ 
ミち イタ r が T ゴ- •スラ ヴイャ を おがす るが にはが かの が齡 益ち 破ん ミ— ゴ 1 •スラ 
ヴイャ QSilii たる 7 ラン KQ 繁 は、 イタ？ を繫を かろ そ。 が おが ァド， ャ がに g がする 
に 於いては 尙 巧で ゎる。 輪 ia すれば、 イ タリ-はか 私龜 りに 胁齡 にがを をく る ことにを るから 供に 
T ゴ- • K ラヴ イャ に胁 をつ け* 0。 か-. る繁 には、 イ，？ がご々 もがへ。 驚と して 锅へ 

てね る アル パ ニヤは、 をる に縮热 がが せらる i こと るの ポ。 

A 貧 1 さぅ いふ K 巧が をる から、 イ タリ I とユ ー ゴ ー •スラ ヴイヤ 腑の齡 8 は、 一 咐 は龄觀 
りさ" に齡歡 とを り、 が ミ聪斯 にを りさぅ を 燃が と ミち 瓣ち H 齡が轨 ミ タリ-が お 
も 也が をを け、 中には 巧 もされ ミミを る。 イ タリ ふが か條は 、がが のが W をを け 
て 困 かは おきが ミれ た。 これを nj た イク ミだ藝 けず がらずに ユ辕 に靈を 船へ ち 

だが イク リ I は、 ユ ー ゴ ー •ス ラヴ イヤ におして】 つの を 巧つ てね る〇 それは イタ リ I がユが 
におして 敵が を 示せば 示す も、 セル ブん とク "アトん、 がび ス nl ヴ H ヌん は、 的み を がれて が 所に 
ミ、 イタ，.- にがして 講聪獻 を 敗る ミに な ミら だ。 4 ッッ ミニは ょく ミ gog がを かつ 
ミミで、ミ|^おがまをとミ。ミがかをら *ルプ！|5にがするク；卜が スロ1ヴエヌ！！^ 
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の 反ぶ は、 が巧內 d を もす 面と をり、 ィク リ .■はかて わて が いもた 吸へ ると がへ てね るから だ 0 
♦ ■& フランスが ユ ー ゴ I •スラ ヴィヤ を として、 ィ タリ ー にみ がさす れぱ 、ィ タリ I 
7 こは が ァル ごャ を郎斯 のが 腑 にが； 5 をが ち これにが がさせ ミ 

アルバ ニ ヤはアドリヤがの^^|?にわる山地の 1が主因である《 それはユ1ゴ1, スラ 
ヴィヤ のがに 似し、 ィ タリ ー 墓の も 化の がに が 風す るが にわる。 がに 若し ィ タリ ー と アルバ _ ーヤが 
が巧同がをがぴ、 モのが换がアドリヤがの乂日をがするならぱ、 アドリャおはをくィタリ》の挪がと 
なり、 ユ I ゴ I • K ラヴ ィ卞 はどうす る こと も 曲 來な乂 なる 〇 

そこで ユ ー ゴ ー •スラ ヴィヤ は、 がと かして アルバ ーー. ヤを が がせん とする が、 ィ タリ I はがと して. 
それた 巧さない 〇ィ タリ ー は アルバ ニヤ t が ilk 所がに して、 こ I にがが 賊 4? 力を 於植 し、 これを 化 
かとして バルヵン のが 化 i でが 力を 倘 さんと する の だ。 

おに 一 乂二 1 も十 一 月に巧かれた& • お • W • か四がが巧ょりなる大巧4^みは、 ア ル パ 。 ヤ の巧± 
かを をィ タリ ー にを おする ぎた おがした。 がで 一九 こ ス5? 十一 その ミ Sf & Q 一九二 乂巧 十一が に 
ムッソ リ i と アルバ。 ヤが tt 巧ア ー タッ K •ゾグ との 咖 にがが まれた が一み 对旅 二かナ ブナ で 

は •ィ タリ ー は アル •ハ ーー ヤ のがか与 冀与 •を整野霧繫忆 依堇己と之ぇ これと’>^ 

巧 m がまで もがん ガ •おち アルバ ニヤは ィク リ ー のか & 曲 前が となつ てし io たの だ。 



■ ■& がるにこのアルバ n ヤもユ ーゴ* • スラヴイヤも、 共にバ ルカンのがと视せらる4が 

« ァ * が & が斯 でぁ ウて 、こ-! におる 一裝 似ち がと しては お 黯を黯 せし ミが 繫 り 
ご； おおと & りがい。 

ァル ご卞 は、 繁 整 T タッド •ゾグ にか ミ獄 めを ミミ 徽は繫 臘 11 穀 たから ホ 
繁 とが 街 t 皆繫 ミミ だが m , a ッパ Q がが は、 己め 繁 たる 襄聲 Q 雜忆 がからず が 

載され ると 1& ふ もして 撇帘 ミい。， V れは攤 が 慕に ょ ミを おは 賦獄 され ミして、 そのが か 
をが はれたなら、 アルバ ニヤは おろ 觀 がして j | が 4 が 巧に 燃々、 イ タリ ー と A 1 ゴ 1 •スラ ヴィヤ と 

« こた おおして 、がち 辭が掛 た 繫ナ るが 酸を 載 かする 我が わるから だ。 

ァル ごャ は、 ミ私霸 俯に ま 襲 t 十一 酿も へたが ミの 藍で わ， 0。 さぅ いん 驚で わる 
かち ゾグ が肤 巧と な ミミ も输の 做では がして がが ミい。 微の 塞には 齡に傲 殺の かがが わ 
ミミは おとして ァルバ ニャ 供が 0 が S の穀で わるの ガ 。攤 はこの 繫 をが がせん がた め g ジ 
が 也た 載 じた" そして 擦が がた 厮衍 したが、 繁雜に jg かが 脯 にが 抓に がせを をの 主が ど 
もは、 だ も 縱に撕 して 驚た jS ひ、 が 八 百の繁 が舶 邸し て 堅 〇斷 驚た 鑑 してね ると！！ ホ. 

られ る。 一九 ミ ー年の 在、 なが ヴ キンの オペラ 《ウスで 化 ザせられ たを どは その 一備で わる 。さぅ い 
ムも歡 ミる から、 がは いつ義 qS かにみ か tt れミ わから ミ。 ァル ご ミが がは こ 之 わ ミ 
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|| 函〇 1 ホ* 1ゴ1 • スラヴィャのがは献俯といムに、 これは おとして 髮 〇繫 が肤 於の 
if * ■巧が g ぃては 驚 齡の がかの がかを をし ミミ 

元が T ゴ ，•スラ ヴィャ お 家が 於は、 もとして 说 スラ プ繁の 一二が がャ ルス ク 
a アト スロ ー ヴ H ヌ 人から 巧 〇て& るが、 をの 中で もク 》 アトと ス 81 ヴ エ ヌ とを 斯 すれば、 七 
ルプ 人に がして わ ミが 二の 夕 がを 6 めて ゐ るので わる。 

じの 一一 一髮 は齡じ <膊 スラブが でぁ ミら からみへ ば 一 露 驚す る Q が お斯で ゎる 

ザ 簾には 羣穀 、蔡 驚が を にして ゐ るので、 をが 繁腑 驚の 麗に& ミ 俯へ ぱ 

セル ブ 人は、 スラブが キリルの アルフ ア ペットを W ふるのち ご アトと ス。 1 ヴユヌ とは ラテン お 
を 透す る。 义 セル プは ギリシャが 度 巧す ミに、 クロ アトと スロ ふエズ マヵト？ ソク粉 
でぁ ミ その 鈔 ごてと ス B — ヴエヌ とは、 がし 》 に驳 りて ラテンと ダル マ ニャが 似の 裳を がけ 

ミる Q で、 霞 Q 祭ち ん し、？？ 霉奪繫 を m 繫 で驚錢 sti * たも Q も f 

ミ。 己た g 」 ミル プだ 、おお* ミれ ら Q 慕忆狱 する C とが 紫で そ Q が繫は 霞で 
ゎり、 囊 にして 蔡が 、かかに して 糞を！^ ホなぃ。 

かがが B の おみ、 T ゴ iK ， ヴィャ が鑑ぉ if 、ごて ミ： ご マが セル プと靠 し 
で 一巧を かした のは、 異の冀 からが 所し、 がか お異の 紫が g た换ん とする にゎった 。 g るに が 



ホは 久しから ずし ミル 若に g かれた るを 掌ち* ルプが 驚に おり、 g かと gg されて か厮 
芳に ミ、 雲 断の 露 一 抓を 自ら Q おに 載 撤 せんと 做て た& だ。 瓣ち セル ビャ おは 一が して ユ， 
ゴ 1 K ラヴ ィャ 巧と ミ、 熙が Q かがと が おを る 驚 Q 髮は 、が ミル ピャ：^ のか わると ころと 
ミち 巧 私 もが 七 ルミ 人 Q も あに 巧し、 を裝 qJJ は* ルミ に胁 をち 脱ん ミル ビャ 
ミを は、 ク B アト や KT ヴ ； たがす る AJ とか 驚啟に g すると 郎带 でぁ ミミ 統 船は 囊 の 
赖 離 となって 現 はれて 來 た。 

この 漸 かは 4一1 {とがが となぇ 日を がふて が々 も！！ に ミちを しごを 一八 おのが りには、 齡が 
はが 30 か 《髮す ミと 狱 はれた ので、 敢二九 お 一 巧肤秦 レキ サンでは がが おがを がして がら 
繁載 おを義 し、 證 ミが 熙 をして 繁を與 らしち 驳に繫 を？！ て 露 ミ蠢繫 の 襲を 鞋 

め、 十セあのか員をお5|した0 かぅして*»ゴ1 •スラ ヴィャ は 似が の啟 ょりお 獻お おへと が 

がりし、 联 がの 聚 i 緊 のがが 篇っち 

その 热船 はが 漱 と 簾 S ぴに觀 俄の がが が熙 がに 靈 しち 热 がは 驚が ミ わかを とみぇで 

巧が はが 祭據 われた ミを 驚に をり、 鬆は 證シ に穀 して、 驚が 聪れぱ 藍ち に g 繫 

S する 用 かたがへ て ミ。 お齡 はが かにが 数され、 こを がす ミは 厳ち に繁 され ミス パィは 裳 
ると XJ ろ 忆蔡し ミミ 當 Q * ルミ 人す らも、 これ ま ミが 断を 靜長 わと 髮し 。、わるが 
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& でぁつた 0 

がせる が、 巧が は 一九 一二 四が 十が 九 にがつた 0 この 日 アレ キサ ング 1 1 がは、 フランス 防 巧 〇 た 
A マルセ I A におが、 パルト I が 解 巧と が柔 しで 巿 佩を 通が 中、 ク 。アト 心の がつた 解 液の ためにが 
にがれ ホ。 パルト I 巧 も！： じ < 典が t をけ たが、 老 がの ためおが の 和 かを くこれ 5|$が した。 この 
» がは、 一時は 載 こ の パル々 ン故爭 は W が 腺 一一の £ ig 斯 とまでな りは せぬ かと かれられち セル 
プんはフランスに：||1|8しでゐるのに、 イタリ1では、 ユ》ゴ1*スラヴイャ141內のががはがつて52い 
汁 も 吸へ ると 夕 へて わるから ガ〇 なる に當 時が か ilH は ドイツを 目换 としてが がしつ -- わ 0 た から- 
この 事が もがに ことなを を 巧た。 

ザが か、 るが がおかが おしてが がが 慧た S らす かどうち ミは がなる 黯ミミ T ゴ —• 
スラ ゲィ ミ、 繁 はが 家 ゎる けれどち ぃつお 驚が’ 蠢 期が がの 露が が ミがなぃ とも 胁 
ら&い。 これと同時に巧王はその用函にわるお齡のがにをがされてわるかち おしこれらが ㈱ の^ j ^ l ^ 
にな‘ すれば、 斯等 にかつて がが 巧が される かわから々 をが ももる 〇 がらく ク B アト やス a — ヴ H ヌ心 
まも • W 化た る セル ピャ^の がが の 下に 厥す る じとは がしと サ & いで わらう。 じ I にが バルヵンの 
か ミが わる。 

• g 譲 tt かやう に、 A 1 ゴ ー •ス ラヴィ ャは £ 巧が にあ 把の が 子が わる だかり でた <. が が 你 
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けこ ミが がが る 巧が にか 餘 され、 おかおが 獻を襄 にゎ ミ 郎郎は 繫に盼 し フランスの 
を 助を 繁 する も ミが 巧しても 聲 るを 議でゎ ミ g 忆ミ郎 ngK がぃ ミ 

る〜、 パ 柏 職 固に® する チェッコ •ス ロヴア キヤと ル 1 マ ニヤとは、 イ タリ ー に挪 しては ユ I ゴ I •ス 

ラヴ ィヤを お 掌る ま 巧は をい。 小^^が の 孤を ころは、 略 ガ ハンす— を gg の 新 驚 駅と する 
だけで ある。 

とはいへ、 その T ゴ— •スラ ヴィ ヤに跃 がの が 殿が 啟ミ骄 、ィ タリ— は ミな 聽に盼 る だら 
うか？ をの 曲 ミ 難に 巧 ミは、 フランス も 脱 ミミ ミで あらう。 ハン ガ ミも舶 をを 执 
招はサまい〇 その ハ ンガリーが巧く時、 チ ェ ッ n • ス ロヴアキ卞やルー マ ニ ヤも、 熙つでゐる齡はを 

so 

ー ミ 1ゴ1 スラ ヴ ィミが では、 アル ごャが ィタ？ を ； g 滞と して、 がが の 似 脱に 戦が を 斬 
する も Q とちへ、 そ Q 封 應策忆 をさ^.^ をらない。 スク タリと モナ ス チ— ル忆 をる T ゴ— •スラ ヴイ 
ミ 軍 お夕襄 一 下を に アル ごャに g 載し 做る 繫を鬟 て ミのは をが 锐 であ ミ さう を 
ぱ プリン デシ ミ 9 を繁 とする ィタ？ の お繫 も、 解忆 アル ご ヤに穀 する に 梦てゐ ミ 

かや ゥに危 巧は 冗に】 がの 閒 にわる 〇 これが アド リヤ を 餘るユ I ゴ I •スラ ヴイヤ と アルバ ニヤ、 
ホび にこれ を まもす る フランスと イタ リ》 の 化觀で わる。 
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巧 十 章-ダニ ユ I プ流 巧の 暗雲 

• . 

• ■ こ -- • • t * I 

- バルヵン 巧き の 中 か‘ . . 

* ■ ■ • - » •- * 

& 窒獻 がの 巧 巧は 巧り アド リャ あが 面の みでは ない。 る ダ。* 1 プ贿の 巧な にも わる。 ォ ー スト 1 
卞 、ハン ガリ ー、 ブル ガリ ャを Is る 做ち 壓 がそれ ガ〇 

; 大 耗巧ゥ キル ッン は、 一 化 一 A ザ ー巧-十一 厅の アメリヵ にあいて、 齡游 がの 聪爭 
X ホ 目が を 巧ら かにし、. 敝衞 に宜晉 して 一かった 0 

民族と 巧 主とは、 がる 〇斯に まがから も 繼 に資貨 ホら るべ を ものでは ない。 

一撕の 巧® は、 それが 巧 主の 齡熙 たると お i の離齡 わると を邮 はず、 おた がそれ が が 的た ると が 
治が たると をが ぜ ず、 それに R 巧 の わる 巧が が、 自が にがが する ことを 从て保 狀の臟 則と せね 
.ぱ ならぬ。 . 

と 0 • 

不龄 にして この ちは 一が の 反古と なって しまった 。巧!！！ すれば、 ョ ー » ッ パの 聪给巧 曲は 巧め に 


飾な 己 Q がを^ぃ バ^れ 忆承 f 殿へ たが、 お藉 み忆 私ぃて は go が 技 ミおパ そのが •むがに 
が ミこれ た」 节 反古と してし^ ミの だ、 f も ミル ソミ 籌が獻 がに 蔡 された をら ち 

，ョ い。^ パ ミ れ資忆 もん 露 ミ 靠‘？ ぅを 家繼 から 費^が’ 繫臘。 

おおを 啡びも 巧ら を かつた であらぅ 0 

け •い ミ 腑敵髮 ぶす 露して. 最のゃ ぅに義 から お傲 にがを た』 がが の歡 叢は 

^ 走 2 何とぃ。 H ,;， ャ 、ミ，，； 5 びブ？ ャ 1 ミミ 
L な 巧- 才 ，スト， い 5 サン ミマン 驚に より 解 だのち 系、 解 •の セ ぉ％ を 解 はれた。 

いれ！! が!！： 0;!— ラな 割に •も 比す ミ 髮〇 がが ミミ 霸訖義 0 賽を號 するなら 

ばが 共^ 苗に 巧^れ た 困 ±は、『 も才 ，スト リ卞の 错も繁 なる 紫よ ク がり.… 斯 がし 離る 装 
にを の 一二が の 一に 過ぎ ミ。 I の 一二が の】 は 繁ち锻 りは 繫でゎ ミの だ。 

ご; が： は： む ァ;; ン くにより、 マジ Ti 参 i をが ひ、 做 だのち％ を おはれた。 
*こ乂れ;^ホ*^^^巧^^をの^引巧するをらぱ 『この£がは、 < ンガミから一奶のが舉 殿が が 

み 及び 豪を を？ 繁をお i 鬟 S と 驚 Q 八 f 香た』 もの さ。 

プル ーヵい ャ は、 ヌィ ィ— 誘に より 驚の 一 f が ひ、 俄ぎ 一系を おはれた。 做 も 舉ト プル 
ジ ヤ の 大半 ミ - M ャち 夢，？— ゴ i K ラ ミ K を 叢を f t f された。 
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そして そのを 巧ソ フイ ャは •セル ヴイャ からの 務 巧離赋 殿の 齡歡 お巧內 にわる。 を をれ のみでは & い。 
巧 ホでは マヶド ニヤを ギリシャ にがへ て、 H 1 ダ おへの 破 口を 失 ひ、 サンレモが 發 では、 巧に が トラ 
キヤの 教 がを ギリシャに 載な した。 

この 不合理な み 巧に 依つて、 利を を 做た ものは 巧 西 かとい へぱ 、チェッコ • K a ヴア キヤで わり、 

ル ー マ ニヤで わり、 セル ビヤで わり、 ギリシャ であり、 イ タリ ー でを る。 而も 中趴聪 一^ 巧 因の 領主が 
かく も おがに メスを 加 へられた 觀脱 として、 が 育ぶ 十齡の ドイッが 腑ちォ I スト リャの ドイッ 諭龄) 
と、 ミな おの マジ ャ ー ル 人、 めだ 巧の ブル ガリヤ^は 、私！！ 時が の 『巧ら れ 巧く lug ん』 と郎斯 、その 
がをゃホ巧などは少しもがみられずに、 *^:"围於おのな治ををけてゐる。 觀斯はお戳とが望とにがまさ 
れ 、歉 がの 巧を しだり つ \ 時 巧の 載る をが ちつ、 わるの だ。 

ダニ A 1 プホ 巧の あおなる 筋ち おは、 をく これからが つて 巧る ので わる。 

今ゃ】 かを がめ て、 これ 等の 聪盼が 於が 妳 がに 船を つ i あるかを 一を してみ やぅ 0 
a 墳合 ドイッは ォ I スト リャ とがんで ド イッ献 族の ザ 同 曲がを 巧した、 ォ ー スト リャ備 でも。 
• * ら W 謂 アン シュル 1 ス (Anso 巨 复の峭 びが がげ をて、 ドイッ ミ 5 搞を骄 勤し ち 総 
るに ヒツ トラ 1 が臘の 峭激繫 、ォ 1 スト リ ミドル フスが g は、 燃® ナナス 掀 UqS 
に齡 で、 がろ 載 .が .4111 肤 、おにが がに が ミ ドィッからの 識嘛繫 た瑚れ をした じとは、 か 
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だ！！ ク 

述の瑜 りで わる 0 

L オ1ストリヤのナチスがががが俯をも龄とするに反して、 ドルフ スホぴにぶを撤恥する^が熙は、 

ィ タリ 1 とが 撇 して 斯 断の 掀慕 髮を齡 らうと す ミら、 ドルフスが g と ナチ 穀熙 の 磬は 、和 
がが が 幫の縱 にお ミ。 筋に 一幕 セが 一十 ぉが 熙歡鬟 を 城って、 ナチ 龄 露は 齡諸 脈を 巧 ひ 

拍員 をが 狐し、 がな ドルフスを 渺 巧して 游に 巧に 載らし めた。 

かくて ナチと 護 因 困との 败两 はがが 間が いたが、 ィ タリ ー が齡 が 鞭に おがの 縣を 艦め、 が 和た る 
狀がを示したのと、 ヒツトラー巧が|^0ナチに對してがおをがムることを§^^んガため、 ナチ熙はがか 
に输 It 瓜 巧され てし まった。 

なら ぱ がが のが 鮮問熙 は、 が义 に瓣ら るべ を かとを ふに がして さう ではない。 を こには が W なが 職.， 
がな 巧して ねる ので ある C 

«| ホづオ ー スト リヤ のん 堪を 見よう。 同 因は おか 俗のに よって、 知ひ挪 れめ徵 IS の 
t 。 載 狐を 知 ふてねる。 その 脱 龄你黯 は、 み盡 りに 藝’ のどん 較 にあろ 

然るに 狀 が的歉 助を おへて 巧る ものは、 ドィツに がず して 觀 •が •載の 諸邮で をる。 
俯と をち ドィツは 才 1 スト リヤ と郎歡 、撥の 龄を たを 載 斯を知 ひ、 これが 齡が斯 到の どん 龄 
にある からだ。 この 理由に より、 ぶを 將來は ともかくと しても、 近を がが にかいて は、 オ ー スト リヤ 
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は繫お •作 1|難 忆黎を f わぱ& ら にゎ ミ 

されば といつ て才 I スト リヤ は、 フランス 义はイ タリ I と 同!！ たがぶ わけに も ゆかを い〇歡 し ウイ 
1 ン私 おが イタ， 1 と撤手 する をら ち 7 ラン K に换 いて 鶴を おる こ- が繫 をく をる。 臟撕に パ 
リ I が & に 秋波を がつたならば、 イ タリ！ のが 治 1^. にわる 廊 チ。 ルの 二十 巧の オ I スト リヤ！ は、 お 
お 皆 敬に 職ぐ じと にな ミミ ミ-スト リャ としては、 繁の削 おた る お •宁 4 に g がに 黎を 
がり、 刻一^の 巧 燃た か 齡 する ことが が 嘶の 策 ガと骄 へた。 これが！？ にォ I スト リヤ のとり つ、 わるが 
巧で ある。 

• &1 一が 『ァン ご ル， こ 腑ち繁 のが 俯は、 フランス がび ミ S ゐ る？ 叢 難 ち 
境々# どんな 巧を みばす かとい ふに、 それは ドイツの® が 做を がす もので わり、 その 必 i す 

ミ イツが 叢、 ドイツ 驚が 叙を 藉忆 4 する も Q であるを、 7 ランス 繫 が 

どして はこれ をが まない 〇 かの サン •ゼルマン^に 化つて、 报衡 のが 俯 を 歎じた のは、 がく これが 
说でゎ ミ 

俯 だ A る や ミ、 7 ラン KQ 髮 は、 おが 振を 一が 一 S も 漂せ ず、 誘を 靈す ことに 繁 
〇が肪 をが ぃて ミ。 がが 祭の 襄 政、 ミ 驚の 爪 襄の麗 の 奶 をは、 祭の g を ミミ 
い 。 W 繫 f IV 接 襲の 燃が がが 髮を がんで ねる 依は 難して ミ 0 做し ながら I がフ， 


ツスが ドイッと 驚繫 をを すが、？ 潑能 がの かが 賊拟 g がが 靴に 祭で われ ぱ わる 徵 、フランス 
としては 驚 Q か胁襄 ま ミ。 g んや ドイツと 才 1 KJ ャが辕 して、 驗 が聽 Q 撕裝 かた 
み もす ことは 尙巧で わる。 

» i a イタリ1も亦巧ザの5^^^をがまをい0 棘とをれぱ、 ^^が巧百巧のオーストリヤがドイ 
•を* ツに 加は る 時は、 ムツ ッ？ 二 鞋の為 著 巧の イタ？ は、 その？？ が 断對に 6 ぅて 
を！ に 人口 辜 巧の 大 田が 肢睐 がを 魏で热 はれて がるの みならず、 す スト リャ わらが た 
煎 チ a ル 地 ホ も お 局は 元 Q 主に もさ わぱ ならめ 漱 51 とを るから だ。 イク 91 は 繫を加 す ことに 
化 ミを る をを げてゐ る。 これを もに 歡す ことは、 J {ら觀 をが J ! の 欺を 觀をミ わる。 

だが イタ？ としては、 が斯 のが 俯には 義 してち 橄 がは 俯の 鮮 とは 察 g 僻を がが しや ミ 
する。 ^ v れには巧かがある。 ドイツやオ，ストリヤは、 イタリふとクては、 フランスに撕する煎撒 
グ の 障 おで あるのと， イ タリ I が フランス 又は ユ ー ゴ ー •ス ラヴ イヤ と聯齡 する 賊 、才 1 スト リヤは ド 

ーィッ Q 露、 繁ぴ ミ磬蠢 を驟 なく ィ，？ に 4 だ^ 撫齡 Q 儀を も觀 ずるからで ゎ 

I ミ ムッソ リ —11 ザ脯 チロル 鬚才 1ス トリ ャ公 驚を そ，， る やぅな^ 巧が 策を がが したのは、 
m その 爲で わる。 

■ミ ガが繫 を裳聪 する 瞒、 繁驚黯 は 、イ タリ ー にと つては 匙 もがと して、 フラン 
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* 田 ■ K にと ミは、 これに 啟 がする ことが 聪 してが 鹏 のが ミミが か、 ミは 豁で ぁろ W 
り 巧* 巧 斯の合 俯は、 M フン スに ミミ 於ょり おましを ざる ミで わ ミ 做し をら こ- 
れから 繁る巧 害は、 イ タリ ー 側に 於いて 夕く 、フランス 側に 龄 いて！^ を こと も 如ら ねぱ ならない。 か 
S イ タリ ー は その かちに 巧大 をる 阐 がを 殺うる こと をり て， 私々 巧* たらざる を 做な < を るから 
だ。 試を フランスが 巧 巧の が i を那 ろか ミれ をが がする へと 備 ぃたと が 筋して ミ ミイ， 

リ I は 従 あの 私齡が おを がて、、 フランスと & 手せ ざるを 得を くな りは せない か。 かう 锅 へて みれば 
フランスと しては、 Ij . ろ がが のが 掀が心 豁の齡 § をが がする ザが、 ち 明で ぁるか も 知れない 0 

一が イ タリ-としては、 狀が 窮の靈 をみ ミり も、 觀ろグ こ， プ 難、 g ち 載が 獻 旅の 才 
1 ス トリて ハン ガ ミの お 给を辦 め、 をと ドイツ ミが かを g るが が!； お では わる ミた さう 
すれ ぱ 、巧 巧の 合 化を ホ 俯に 防ぐ とがち イ タリ， は ドイッと も觀 がの 私 散を！ にす る こ. 4 J が邮か 
それだけ フランス のみ 力を 疏 める こと I もなら う。 

をを 剪す るに、 驚 霞が £繁 が ミが 敷を H て、 恥が 辕 S 酷に 鹏む かは、 ^ めて m 味 あ々 

巧 & でぁる。 

沒ホ 《 トリ アノン にょり、 ハン ガリ ー は、 が ミ 百 巧の マジ ャ I ル 心の かむ が蹤を 靴いて 
のぞ 3 これを チ エツ n •ス ロ.- ヴ アキて ル 1 マニて ユ 1 ゴ， •スラ ヴイヤ に g がし ミこ 
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.6 ぶ いを C L 任い， ホ* じ aA すぶ て？、 ぶ 

れ をの マジ 卞 I ルん は、 な 上 ミ 酉の ま おを まけて ねる。 と 同時に ハン ガリ I は 巧ん ど 獻 ての 錢 山と 巧 
がを え ひ、 巧され たものは 儀に 献烟 のみと な 0 た。 がるに ハン ガリ ー は、 銳殺 のみでは 因 勢の 燃が を 
巧 期し 斯れ ところから、 巧ひム 敷が がに 祗が ホね ぱ ならぬ が、 ながの ザが を とられた が 印では、 これ 

じつ な 》ffr L >々 AIS & f >9 ホ*. レよ こ < い ? じ こ < 度 9》 よ 

は 度に 泣 b に 巧で わる。 か 之 小® 巧 因は み* 陌秘 の 息を を 姐ら し、 自 固を 防 巧す るので、 ハン ガ 

け 4 ブ いて 》 こんた A ft す だい 

の も 巧 的 困 巧は も々 巧大 する ばかりで わる。 


リ 1 


凡そ この トリ T ノン &：£ ほど 不 As 理な ものは をい 〇 ハン ガ 


.人は をん 〇も i が おし もス 。ッ 


トフ 


ン ドを ノル ゥ H 1 に、 化 ホの 諸 州を ドイツに、 南 ホ 巧 州を フランスに、 アイルランドを アメリカ As ホ 

• ? 4| 巧 ミ 文 ••.こく 〇 こ レょ レ i な レ 1| ミ > でい ♦い 二 くみん 

困に 妳讓 し、 ち 固に 巧す に サエ ー ルスと 中央 諸 州と 巧 ホ 諸 州の 一が をな てしたと 仮を せょ、 ち閔 巧は 
か i るず 巧が 件を が 巧す るで あらぅ か？ と。 巧ぞ ハン ガリ ー の!？ がは これに 親す ると ミム も 似して 

離！ K でなぃ。 

さぅ いふ 不心 口理 ながが は、 巧夕 のを 瓶を マジ ヤ I ル 人に 赋 へ、 これが 原因と なつて、 
が巧された阐家閒に不8^のが膝を生じっ、ぁる。 みに 】 二の例をぉげてみゃぅ。 

巧へ ぱサ ルゴ •タルジャンの 坑 みを がが 巧す るが をは、 チェ ッ n •ス a 1 ヴア キヤに 
をる のに、 巧 山の 入口は ハン ガリ I 側に わる 〇 そこで 化 巧は r 曲 朝 巧!? にが < 時 にも、 縣パお 略に Ms 
& にも、 巧 巧を 巧 断の ちまに 示さね ぱ ならぬ 0 


不合 a 

な —M 
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巧に 他 Q 佩を 示さ ミ < ンガ ，ふ 巧が には、 巧热 たもす るジ クスと 巧 殺 狐が ミゼ ゲットが ゎ 
ミ 傲！ はがが Q 露を 對 とする。 賦が 離の 籍 がかは 戦に 八十， 取で ゎるが、 ミ繁は ユ—ゴ 
I •スラ ヴィ卡 と ハンす ふ 新 梦疏斯 g す ミち 4 鉛 さを 巧 燃は ミ お 铅に楚 微を撇 は 
ねぱ ならち ちし スゼ》 ッ ト〇襄 忆ぺッ クスの 露を 穀 でが がし ミと するならば、 プタ ペスト 
を si もす る 九 だ理か 上の な獻 をと るょり がには ない。 

サ 《 0 かやぅ に ハン ガミ のをく る 驚 俯 滞 S は 避を i いて ゐ る。 され ぱ ハン ガリ 1 公 
* 巧 不真 W はぉめ てまを でぁるのに、 これを 蠢 する お獻 はが ガ幣 て齡ぜ をた ことは な 
い。 因 おお 風に 巧 へても 少しも 巧 上げて くれない。 そこでが 載した ハン ガリ 11^ は、 が 
に ムツ ソ ，，二の か繁胁 に g まされて、 イタ？ に 鞍 おする じと 4 つち 

かんる 羁お なる 紙 S は邮 猫に 蠢 さを いのた 驚聽 は俯游 にこの 離を g おげ ミの た 
こ 心は 並し も啟 るが g だが、 その i がは 掌^い 。フランスと これを 齡 るが 繫耿 が、 茜の 柳 か 
ね繁に 露ち ハン ガリ， をが < 教踩 g 騰 にぉく たろ 所がの •正" るお稱 にがを がさぅ ともた 
ずを の不を もがみ え 例へ 熙な髮 に 巧 へても これを 聲げ ミを ち ミ 驚と し ミン ガリ 
1 はを に ィ，？ Q ちに 梦 てし ミち》 が C れが たを ダニ T ヴ繫 QJig はが ミん 

として ゐ る。 
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ミ，。 ごユ .1 ヴ S 巧の も 治 的 龄 が 的{義 に、 かがの 職踞 となる ものは チ王ッ n •ス ：ヴ 
C 8& 7キ ャでぁ る。 IT 中 鬚 ベネ シユの 恥を は、 が撕 なる 觀繁に r れ て、 驚 載と 
‘ 聪 W をの 巧 巧を その 載】 おからは 也し つ- < ゎる。 彼は ハン ガリ I んが オット I がが を搬 
し て 父祖の 王化を 化 承せ をす るが てに 照が し、 かんる 繁 には 皆で ハンす， を 傑が てへ しと 
璧 た。 被は 5 i トリ ヤが ドイッと 篤す る ことを 繫 する 叢で も あ ミ磬變 しが 煎 
して？ 『か!； をる 壽が あらう とち ドイツ 至， スト， ヤ とは、 がが 變號 がは 蛇 驚 g たがが 
する を 許さな こちな し をら チ子ソ f , I ヴア キヤの やうを が g タセ千 巧の 掀 g 户 g し 
て證 41 とよく としてち 避に 於いて 俯を なし 棘る を、 觀 めて 誤では ミた 做の 繫 g 
觀 散は、 馨す るに S 斯の 解を 粉 ふ もので をる。 

プル ザ なじて 化の 聪献田 ブル ガリ ャ には、 你# が饭 り. つ、 をる かを 一が して みょう。 和が が 
ャ^ 聪の觀 脱 •敗 瞬の 繫； 断が 聪臘 熙に嫩 した 載い がが のが プル •カリャに g ぉものは、 

. 比較的 僻 お 且つ さお 的 & ミ ゎ ミ。 され ぱ こそ 所がは、 皆 新郎 齡駅 ドイッ、 

才- スト リ卞 、ハン ガリ — にかし、 かが 繫 がを 載し ちかつ 脱 繫斯の が蹤 にも 依 ミ、 ある 
の だ。 

ガ がか 謗は •プ ルガ 9 ャに撕 してち 觀 ならず 叢た がす ことを がける ことは 裳 ミつ た。 そ^ 



た、 中々 力 ♦パ 


0 

巧 


Q 
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ej はがと ば' VJln ぶ 言、 を 殿へ ミった こと-、 ss に！？^ 
人の ぎが、 がちぶ びを 的が 利を がち か ミミ だ。 ご ガリ ャ户 程と 藏は こんに ある。 

微 在の プル ガリ ャ は、 獻 瓶に のみ 微 への 龍を が ミ ねる。 g るに 露が 敵への 邮が 
は、 ダ ふ ネルぅ ボス ポミ 露を 驚せ ねば をらぬ ので、 臘 がに をれ ぱ齡鹏 をが 齡 
ミミ する 固が。 たを 戴され る おひが ある。 が忆 ブルす ヤた TS 忆 做へ Qi 邮 なる 吩 
口を 求む るなら ば、 T ゲ齡 紫には 叢す るを 换 ない。 襲 すれち ユ 1 ゲ齡 へのが がた 配 解 ミ 
プル ガリ ヤ qM が你數 殿には であるの だ。 ： 

r 丸ー ー敢 ブル •カリヤは、 T ダ 齡のデ デアガ ツチ 齡を トル n から i ち 難が はヌ イイ— 難に 
U プル ガリ ♦ャに エ-ゲ がへの 度を がし、 靈のデ デ ァすチ 齡と斯 ちその 繫一觀 の 驚を 
す^こと を 巧"^ た。 なる に ギリシャの 載 かりを 腑れ た繁郎 は、 プルす ヤを繫 として、 一 お 
も 11 に 誓め した H , ゲ齡 への 阳 口を 載 ひ、 れを ギリシャに 殿へ ミミち 

《gg ブル ガリ ヤの 他の 不 を、 T ゴ ，•スラ ヴイて ギリシャ 、がび 心— マ ニヤに わる 
^0 a プル ガリ ャ斬 もも 龄の 也に 舰 へらる、 お g と 議でゎ ミ 

，？ 前^も 泌べ たや ミ、 ブル ガリ ヤは 、ヌ イイ， 難に ょり ド ブル ミの 韓 ミ— マ 
; ち 西方の 一 抓を T ゴ ，•スラ ヴイヤ ち マヶド ニヤの】 がと 駅 トラ キヤの おがを ギリシャに 
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lb がした。 做る にユ I ゴ ー •ス ラヴィ ャ にかむ ブル ガリ ャ 人は、 おえず 不胜 なる 壓掛と 不公平なる 盧 
燃を をけ、 ミ 和 おは 所 駅に 觀 する 繳 私と な ミね ミ 8 ふるに ギリシャは、 トラ キャに 於て 、 A 
1 ゴ I •スラ ヴイャ はマケ ド。 ャに龄 いて、 ブル ガリ ヤ語 とお あが <53^ とを も 括す るた め、 わら ゆる 

靈お 啟を賦 ミ、 ぁ ミこれ 鹏を 忆お繫 がの が 驚 粉繫を 叢す る も ミ ゎる。 

マケ ドユャ には、 ギリシャが セル ピャが ブル ガリ ャ 心が 蘇 居して ゐ るので、 人齡 が、 氣な 
がが が 腑が獻 がが 供れ に i れて あるべき 庭が 時代を 私 ぉし ク 、ぁる^ 

♦ * ハン ガリ I は、 フランスが びその 巧. 西からの 不公 もなる 滞 巧に 巧へ かねて、 がに ィタ 
I K リ I とが ホした" 郎が のことは ブル ボリ ャ との 閒 にも 腊ら ない わけはない。 敗に ィタ リ 
1 は ブル ガリ ヤを なて 齡 ぶの】 苗と 計み してね る。 a 1 マと ッ フイ ヤ との 曲な はがめ て 
齡 接で をる。 巧に プル ガリ 卞の齿 巧 ポリ. スとィ タリ I 里 ホとの おがは、 この M 係を 一 巧緻む る こと、 
なつた。 产 

ダ I 三— かお 淑べ たと ころに ょり、 ダ。 A 1 ブホ がには、 啟數 巧々 として、 今にも 盼巧货 を、 
プ* ミ 誤 撤則ぇ をす るが 齡ミ 断が おが 麗サん としっ、 ゎる ことち 繫に繫 さを 

■■ であらぅ 0 

かょ！ オ ー スト リ卞は 自治の がな く、 あらゆる 方面に 引ずられつ、 わるでは ないか。 パン ガリ ー 
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は 載 はれた 人 巧と 望を お i せんとして、 ィタ ミの 雜に g わたるを 4 サミ。 が 驚 驚は ミ I W 
ぱ 瓜* 巧々 と」 て 巧が とぃ ム巧斯 城を 巧邮を <贼 りを はし ミミ g も ミが 抓は 瓣と ぃふに’- 
ル — M ヤは 巧れ にも 您が俯 5 SJ のミ較 にがち をし つ、 ぁ ミ T ゴ！ スラ ヴィヤ は、 がが か 
^ の 崩 巧に 當面 .J ながらち 備， <4 觀 腺を る霖 をぃ。 恥り チユ "ノコ •ス 。—ヴ アキ ャ がが 
ぉで ゎり い 心く ので 私に 龄 ぃて 潑 ゎる 農 ミ ゎる タミで も 勢 知を g れた髮 驚 粥を をら 
けこ -V に 私 2 し ミミ プル ポリ ヤ は、 がと し ミ 七 ド。 ヤ釀 の辕ち Tf •ス ラヴ 壬を 
がん ミミ ギリシャは か 驚 トルコと 術篡 ぃが、 耐も伽 露の 整錢 がで 的 •§ の说 におし めら 

れ て。 る。 

これ" に 紙して 器 巧 苗の 齡が はと‘ みれば、 渡た ミミ ミ 繼た龄 の ぁを にを がらち が 
ぶ 歉望 •を 獻 さんが 说を 巧に がが 裳を がらを して、 雲 ふ 燃 5 載を 難し？、 襲に 薇 
發 をと 亂 瞄た統 ぶこと たがを ぃ* 

もが パル ヵンが 敵の 规 燃で tc だ • g をを おが ミムち 繁は岭 だ g に 飾の 驟に抓 ダ 

ない 《 
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ニイ タリー のかを 

a - B ッ パの 心に 船が ミる 傾が おが、 難に g を？ ぁるかを 備 一簾獻 をら， J むる たろ こ A 
にイ タリ I の：^ 交に かいて、 數乱を 略 伽す る こと も 如驳で わらう 0 
一; 0 ああ S ■。ッ パは、 これを 磐 おからみれば、 ドイッに 撕 する 認敝 を 鹏 とし VJ 、 
プ〇ブ 巧ら かに ニクの プ •ック にがれん とし. て ゐる〇 をの 1 0 は 載が お 持が で、 フランス、 ポ 
I ランド、 チェッコ •ス al ヴア キヤ、 ユ I ゴ I •ス ラヴ イヤ 、ル I マ ニヤが こ s - i ぶが 

し ミる。. これ 斟 の 能 駅は、 おがが がの 講に疑 g 觀 し、 齡断 ぶが •んに g める ことを が你 として 

AJ れが たを は卽く * でも 義を 粒へ、 擊靈 を W て が」 ミミ 

こた i がする ものは、 イ タリ 1. を 撒お とする 激繫 が"！! のブ a ' ソク で、 ドイッ、 才 1 ス トリて 
ハン ガ？ 、ブ ルガ， ヤ家卜 こが こた 胶 して &る。 こ Q & はおが 繁 Q 講を穀 し、 is か 
がが では わるが、 も！^ ブ .口 ミ繁 の® にわろ 辟し も： マ 驚の 齡が靈 に 叢す る をら 

るら くさう いふ ブ p ックが 於 かおるで をら う。 備 。シヤ 、リス ア ニヤ、 アル パ三ヤ び ギリシャは、 

フ ラ ン ス とその§|^諸巧に勤ずる9||^かち こ ミ a ッ クに數加する|^齡ががわミ 
じの こつの ごック にがして、 イすス は 誘が がた 斟 みつ I も • W れのプ n ック とも 邮不 かの 
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陌 巧を 巧ち、 かくして ョ ー a ッ パの キャス チン グ •ヴオ I 卜 のが 割を 握つ て ゐる〇 

ムブ y 人 或は ムッソ リ I 二 巧の 解% を 巧して ファッショ：^ 巧と いふ。 お ふに 彼を 目' して！ 

リ ••三 がか 聪が人 做な りと 職が 賊す るからで わらう。 俯しながら 彼は 解 恐に かけて は觀 めて 騰 
りみ 夕載 でぁる。 僻は 鑛 i 驚 街に f るが、 おは 獻敏 ぉきく e ん俯 でを、 齡 がて 的 •しも 臟に 
.もちんで ねる。 彼のが 聪が言 船を かれば、 巧が 主を 型の 人 做と がられる が、 がは 赋 がの 殿觀 ょりもが" 
交が が 巧に より、 その 目が を繼 せんとす る やか 職の】 人で ゎり、 かおし がき かを けれ ぱ辩 みに 姗 をが 
かない。 イタ リ I は & 爭 によつ て 一切を 失 ふこと わる も、 巧る ところ 極めてみ きを 鱗な して ゐ るから 
だ。 その ムッソ リ ，。巧が、 か H が爭を として、 おに 规を换 いたので ぁるから 辦の脱 中には 殿 
に ま 種の が 煎が ぁつたで わらう。 

« — — 私み に 彼が を •也の ぉ六も 脈には 巧した が 挺 おの お挪 をが へて 私よう。 

の ■ « 化は ハン ガリ ー がな 王 も 燃の 巧 & 自 巧に S り、 の不 かおなる 態 & にも 瓶く 
粉 俯しつ A わるを がた。 そこで その 手を がぱ して これに 近づき、 ィ タリ ー がユ I ゴ I * 
スラ ヴィャ と 私 ふ 時、 ぞ力 をる 同 酷 因 t 化り おげ た。 

ユ I ゴ I •ス ラヴィ ャの 東には、 娘を 接して 賊お你 にして あがなる が 巧が わる。 プル ガリ ャ がそれ 
だ。 ブル ガリ ャは サン •ゼルマン Stg によ々、 て ー ダ おへの 昕 n を 輪 はれ、 齡 がに 齡がサ しめられた 
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我プルガリャ巧のが巧^^おは、 お徵と唐徐ををけつ、ぁる。 これを5たィタリーは、 围巧歡撒を歌じ 
でが 約の 齡 所を も 親し、 プル ガリ ャをま 持した のみならず、 一を 一一 0 ものが には、 H が ユマヌ ユルの 
巧が は プル ガリ ャ がに 巧# された。 ィタタ1がユーゴ1*スラヴィャとがふ時、 プルガリャが束がょ 
々之た 斯撃 する ことは 閒 也 ひをから ぅ 0 

A ッブリ il は、 义ィ タリ I が フランス 义ぴ A 1 ゴ ー •スラ ヴィヤ と 巧 巧す る 時、 ドィッの ながと 
鐵 、その他の か 減 もも 熙な < ィタ yl にかが し 巧る 掛 巧の 4 巧を 獻 じて ゐ る。 この 撕廊 の歡 iS をす る 
のが オ I スト リヤ でを る〇 ムッソ リ I 二は、 护 チ。 ル 巧 方た ォ ー スト リャ から 锻 S したが、 同地が が 

CA 4| ん W い い で AAf * か S く て > た V こ < <2 けい 

ォ ー スト リャん の i を净 ホざる ため、 が ホの 取が が 巧 t 一郷した 〇 これが 爲 め、 巧か兩 因の W なは 

い ミ ♦ こ ミ 

をし < 改善され た。 

舱がィ タリ 155^ のが 功と 巧す ベを は、 巧に 巧 印され たか 巧 洪ミ曲 巧の か掛 でぁる。 この 巧が はも 
として載ががおでゎり、 グ-ー ユ|プ|2!^の|5が的あ嚴に巧力せんとするものでゎるが、 &時にががが 
ホ ホ もが まれて & る ことは 魁 ひを い。 ィ タリ ー は 之に 巧 0 て、 その 化ん ところの ィ タリ I プ ロックに 
ホ ー步巧 巧す る ことが 牀來 た。 

w 巧リ ィタリーは义ギリシ卞とトル コをも、 自がの伞下にがサんとして、 教力をっ莖しっ 、 


0 


る。 
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主 A ッソリ 1 二は をつ た。 イタ？ の截啟 すミ證 は、 バル ミが 齡と聽 ァジ ヤ であ w 
るち 彼は この 目 腑に巧 ひ、 4 茲 おの 縮 g をな しつ、 あ ミフ ランスは イ タリ I と郎蹤 、ギリシャと - 
トル。 をが ホに なんとを 也し つ、 をる 夕を にも 抓* ら ず、 靈 の： 私 g は、 イタ？ はこの 繁你 
历か にお 利を よ： Q つん わる や ミ 5 ぇ ミト ル。 は！ ^ 踞鮮忆 警 わるから、 燃 ひ 7 ラン K を かつ- 
て イタ？ に ミで わらぅ。 A ミミ-は、 がが 心 船 配を g びク けんがたろ 驚の 斯を ミち 
ミ瞬がはおお微に热觀のがを|1しつ んわる。 ギ？ン ャ難ヴ ユ ニ ご K がァ ン ゴ ラ にヶ マ ル • パ シ 
ヤ を訪閒 した 阮 、巿 巧の み 巧 的か现 をを け.^ のは、 這 燃の 事悄を 齡齡る もの，^ あ ミ 

か < て トル。 と ギリシャ 、ギリシャと イ タリ I 、 イ タリ J と トルコ 離に 料お^^ がが がした。 がが 
巧は をが やがて 畐鉛撕 S おとを るで あら， とがて & る。 g ちユ 1 為講忆 燃て は、 イ タリ， 

G かを はヶ I ドル セ ー を お 桃し つ t をる の だ 0 

他の 芭 イ タリ ー は义ル ー マ ニヤを も、 が 穀¥ からが かさせん としつ I ある。 於し これに 巧 
寧るなら ち T ゴ— •スラ ヴイヤ は i がし、 フランスは ミ だけ 驚を 邮 ミ、 こ 

;， ととなら ぅ。 ル， マ ニヤが パ 9 を齡れ て； マに 養し つ、 をり と §1 はれる 繁な襄 
は 巧を にわる 0 

ロ シヤに 曲して は • 一垄一〇 輯 壬が ミランに かいて ソ ヴユト 婆’ お冀 リトヴ イノ フち 
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イタ？ が 巧 グランデとの 叢が 巧 はれち がが は 4 が M に斬豁 がが 蜜し セと ミ 5? された ザ ー 
巧 ミは ミ 私* ミ 傑み fj んだも Q でを ミ Q は、 そ Q が Qg . 賢 C れを 倘學 ミミ ー九 量 
年の +一一 月には、 その リトヴ イノ フは联 び a - マに！^ りこみ、 黨 g に 和 獻が賦 g を縮觀 した。 だが 
イ タリ I は フランスな 上 •にが 交 おの 勝利を^ ホ 

ものと も贼 はれない。 

イ タリ ー は 又 ドイツと 接赵 する こ ともおれ ない。 もし ドイツに 終 おする ことは 鹏 粉に フランスを 腑 
する こと Isi もなる をち だが イタ ミが ドイッに して さし ミる おには 一筋。 胁が がわ ミ •トイ 
ッ がす スト リャ ミン ガ ミを 繫 だて イタ？ の 繁 ，に 掛ら ミミ、 M 繁賦に 一の 繫獻 

を 9< ことが それ だ。 一九 ミミ 年の 濟 、ヒット ラ I がオ I スト リヤ にお 般 せんとした 熙 、載 術は g 郎 
して ドイッ お 迫の 寒に 巧た が、 热 ゥイ タリ ふみは をに がみせ で 戦ろ W 郎 ドルフス をが がし 
て、 ドイッを して 戴 おおを 繫 せ， . i めち これは お縱の 驚に 載 < もので ぁ ミ 
•^ゃぅにが交上に瘡々と勝利<^1化めてをたイタリ-は、 4ユ獻躬を婚にして齡に解り鞭に郎ひ、 み 
蠢 りの 望 か 法と な ミ。 ムッソ リ -11 がは.！！： にして ミ獻 解を 驚せ をす るた ミは がが 
に 巧され た 巧 かわる 齡齡 でぁる。 

• = • かやぅ にョ — ロッ パの 脱斯 は、 靴掀 が 聽と 、フミ スと イタ？ た 撒 おとす る 一二。 
測 大® ? ロックに がた とし ミミ 僻し 激 がに 私ぃて は、 イタ ミ ご ミは か 驚 ミ 
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が 醇くい S が n ッな がの やぅに：， 霞 ミく f 、 黯—髮 を r た 
ぃ擊 J る^ J レ M ミい*^! ッ パには、？ 寧繁と 驚の 脱— f 

ミ い^^い。 かでは ミ か。 f ? 。 ッ •1 へと f 
【8 は吉 々はまと しで Alen^r IW を， 含 0113*" ミち W 旨 


によ ミ 
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第 十 I * 巧 だ 目ナる 露® 

- 親善から 敝« へ 

■ミ 》揪 の 脱 S は、 較は壽 常は s が ミろ 薦繫 の 蔡範 なをを がす# り 一 俯 

賴 ， で わる 0 

教 叢は、 ドイツ ミツ ャ を联駿 Q 繫忆が ミ 俯れ も繫 Sq } {はを のとを 
っち 由髮 かの ものは 郎が撤 がむ る もので ゎ ミ か 驚肤も ミ g に 如れ を ミち 繫は 俯を 
ヴェル サイ ユ依献 た て if 叔 とが おし、 做郎 してぶ に 繫を龄 ったの ち 一九 こ 一一 解 四が か 掀齡に ラ 
ツ パ。 祭が 繫て からは、 露 の*朦 は联 に激歡 のかを 腑 へた。 俯 故を ち ミ 競 ミミ ド 
イツは 进早 くも ソご卜 こ シャを fc したの みち 霞は 城に 驚の 蠢を霸 た、 繫 がび 旅 

教 を： 也賊 し、 义亂ぉ 脚に 私 斯が俄 もがび 骼數 おのが かを が ぉ ミ、 か蹤賊 新は 卜 ごと 斯ち 
世 巧に がて 僅 一に 巧され た ミつ のが m となつ たから だ。 

シ 、る 結み として、 繫 S の 雜に装 を 能され た ドイツの 蠢狀 は、 巧と しこ シャに 裳 さ 
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た ドイッの 豁 みはを 蔡 V と B シヤ に瓣 へられて、 ミが 數你數 獻に繁 いち。 シヤ はが ドが 

イツ 人の 飛 巧 まを 獻勝 して お 巧の 數殷に 當らサ 、モスク ヴ^^には ドイツの ユンケル 燃 微の巧 ち 脈 一 
巧搜 H 盛 さへ 化來 たやぅな が蹤 でぁる。 

ミを ドイツの も 3: グ おと 稱せ をた スト レ， ゼ マンは、 お 傲が 齡を ミて フランス にお づ ミ】 
义二お 年 十月には、^ 謂 a カル ノ^§ が龄 がて、 ドイツと フランス 及び その お 巧との^ はがいに 齡 

がされち 做る にも 辄ら ず、 が蹤 解郎 は 驚と して 觀お 111 をが がし、 覃当 六妈 のが 心は、 热に 
敬 か 霧が 繫 て、 縣繁郎 の 一が が、 一；？ は ミ 盤の 骼 I 二 駅から 斯が をを くる 繁 には、 踐 に ； g 
装が を 勢すべき こち 觸 に、 驚 111 齡が締 が郎の 一が に 靴し、 繁赋が 懈ポィ コットを をミ觀 
巧享る 時は、 他 Q 一が はおに M はらざる ことを がし、 をして 繁を綻 けて がた 做で ゎる。 

* ら こ 做‘ るに ドイツに ヒツ トラ ふが 8 が诞れ ると、 この 脱 僻は がちに 一 激しち 鑑に一 

** へ敏し ミミへ ば、 ー ミミ チス ドイツが 義義と ユダヤ 户聲忆 驚す るを W 
て、 ミ 於 il とした ことと、 聲 一つは、 ドイツが 載には 靈 して 整を 搬賊 し、 ミ 
がが 姑 ロ シ卞を 裳と して 巧は ミし と辩 へち。 シヤ 心り 影に 勘 く ミで ゎ ミ 
ドイッ S では 一& ふ、 ドイッが 讓 おがを 撕 おする のは、 籍 たるが が g 齡でゎ ミ、 これが ミに 
a シ卞 との 巧义 K なが 悪 Jiil 餐を受 < ベ きもので はない 〇ド イツと しては、 が 傲 a シヤ との を 
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持が ミこと を 載んで ミち るに かんる ドイツの nil は 一が に a シヤ 公が にはが か ミ。！： か 
をら、 ヒット ラ 1 は、 襄蒙聲 のが 整を 皆 S ら悠 じ、 新 S 挑媳 の觀败 をが にして ゐる 。さぅ 
いふ 辨嫩臘 傲が 燃 まミ繁 には、 こ 矣繁獻 とを ミ、 讓の哪 に啟が 聪獻が 驚され る 滿れが 

をる と • a シヤ がでは みて ねる からだ 0 

"口. シャ 離は いろ ドイッは 娜 りに iS 磬經 へ？ ゎ ミ かは ずと.！ たが" 繫が傲 g がた めに 州を 
をぃ。 ドイッの！？3|が鞍ミ賊、 勢ザはミ懿に郎ミ换がを韻ミミらぅを 觀狐か風恥 
か。 S がは かづ ミ ーつを 夢ね ぱ なをと すれ ぱ 、か ミ繫 GM だ忆 4： けらる る需 がが がを 
ミね ぱ ならち ッ臘 のがが は S 撒の 備に 猫ミゐ るの だち をが かが 職 かの！！ シャ g の髮 でぁ 
ん。 

aa ょ さ ミを けで •ヒット T かの 繁豁 は、 賦 断獻 のが 懈は 船を が 鞭し g ろ ド 
，一 ■ * イッの 證 がが 繁你の 載 解を 撤搬 すち a シ ャも霉 ずがを に ドイッの 歌 かを たた 
•• きおめ た。 化が P シヤに 莫大な クレデ ツトを 酌して ねた •トイ ツの 如が 船が が 酿齡を 粒め 
ば、。 シヤの 方では これまで ドイツとの 岡 にがつて ゐた 齡齡を 中止し、 フランス にがが をが ると いん 
有 揉で をる。 

繫 のが おは、 一丸 量 お八 お フランスの 靈靴エ リオ 巧が。 シヤを 妒 船す るに 載つて、 紛 テ y 
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ポに叢 ぉ。 そして？ 望 ぉお 一 ST には、 か 簾 にがが 繁繫 歡嚴 され、 こた， H って 脱 

巧の も 教は傑 論した。 

一ち か獨の i 僻は 繁恶 4 してぃっ ちがに 郎野が トィ ッとポ i フン ド i に 震齡績 が燃ぱ 
ち ミ 篤 載には、 g に 賦齡醒 の 和 叢 だけで をく' 才 1 スト リャ m 齡 で。 シャ 無が に 4 s ： るが 
波 i 巧 Q 我獻 もが ま ミが まれて t と锅 へら、 る忆載 ミ、" シャ 掀獻 f は 齡 燕の わ 
を S へた。 そこに 一二 學 十- < が a シャは ドィッに 搬 し： ハル チック 繫の靈 と 幕 賢が 放を が 
がしち 8 るに ドィッは、 さぅ ぃふが 載は 聪に ロシ ヤとポ I ラン ド 雕に繁 した もので、 ミ 驚 g 
な ホは ドイッ 忆 向けられて。 るでは ミちを を おおで ドイッ 忆 おがす るとは 叢が で わ ミ •トイ 
ブは パル チック 齡巧餘 がの 栽郎 はもた をぃ。 嫩る にも 城らず、 これ 斬齡 断の 敬が を 抱 載す る 俯が た 餅 
ぶのは、 その 巧な が 巧 ものに かを § されて ねる ことを かがせね ぱ ならぬ。 さぅ いふ gg は ドイツは た 
平 だとい つて、 正面から それを】 巧して しまつた 0 

ミ 私が を 45 ランスが 蛛 ハルト 1 を、。 シャミ ィッを 裴 して、 こを II が 藤： J に 
がし かるた 《、丸が！！ シャを 敗って が驟 撒に 繁ホ をち がで 

ドイツ がが T と」 て裘 かにが お 

する ち黨甫 狀は襄 四が， に 載り、 觀義 驚が をがん で、 狱靈藤 Q 胶 がを 酿 めた。 
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ニ ドイツは な ♦巧 ふ？ 

• ■の 裝 かべた と ミミり、。 シャが ドィッを か ミ、 フミ ス にがお - i た 歡た峭 に 

讀ム & した。 だが ドイッは ごンャ のが だを 破 ひ 〇ん わりと いムロ シャ備 のがが は、 ロ シャー g 
の試^|な上-に相當のお據をもつものでわるわち こ、には也粉のか狀^紙ぃてみょミ 

。シャ はが 旅 二 かお ケ繁 おにょり、 霧 驚の が ¥ であるが、 .V の繁 をる 載が の锐 には、 がが 
の 禍繫が おが繫 が蜡 めて が骄で ゎる。 これ a シャ が、 がる お載 断との 禍 ちが 露 驚 を觀ぶ 
抓 化で ある。 

觀 るに ヒット ラふ熙 擒繁觀 は、 恥に ドイッの 麟麟 と髮繁 の 繫を峨 を わ ミミ もを の 

ち 齡 がの 巧が なる ドィッが 獻化 はがく 繫 一 がに 載は た腑ム るに 毀 一 欧は 、ドィッ 賊错 |の 解 給 
巧を がふと 共に、 獻が 品の 市 端を でも 新 銭した からだ。 さぅ いふを がから、 ドイッでは、 アフリカ g 
热 が の： 蠢が峭 ばれる と獻 ちョ こ ッ パが 隙に 龄ミ お繁 をで が峨 ばれ ミミ a シャ が變を 
尖らせる のは こ、 にわる 0 

巧ら ぱ •トイ ッ巧 d 齡 のがが は 何かとい へば、 斯 一には バル チック 能瓣 であ 夕 、旅 二には は。 シャ觀 
ウクライナで わる。 


が 1— 
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•元 恥 ドイッが 才 I スト リヤを 俯 せんとす るのは、 をれ だけが 目が ではない 。それは バル チック 齡 

を アド リャ脱 •賊 しては 霞に 避す ミ か 絡！！ がの 腑讓 一二 露を 撒齡 せを する 縱一騰 啟に紙 ざ 

ない 〇 この 齊一帝 凶の： 尚！! とを る ものが、 バル チック 齡辦と ウクライナ であるの だ 0 
! パル チ ッ 驚の バル チック 齡瓣 は、 瓣 十八 驚に a シャ の. へ テ a が 祇に繁 される までは、 お 
ク夏 ととして ドィッ 於ょ ミ g めを てが ち 祕獻が 載 かが トルコ 祭の 鑽に聯 して • 

ョ 1 ?ソパをおっをものも、 このドイッ人でをったのゼ〇^がのリガ渡は、 11 一 018 ^ 
にプン メンの おおが 創齡 した もので、 二 一一 巧 ハ 牺にょ スト。 ヤ を!^ が々 M から がった もの も •ドイッ 孰 

をで ぁ ミと 一 か はれ ミミ 勢 ミの が 敵に か ミ 憩 も、 ドィッ 於が にか ふ變 くなぃ。 

..斯 十八 世紀に なり、 ロシ ヤのぺ テロ 大 がは、 エ スト ニヤ、 リヴ オ ニヤ、 クル ランドを 俯鲜 し、 こ こ 
に。 シヤ 勢力の 歡 となった が、 それでも かほ ドイッが の 巧 力は 傲りが たを ものが わった。 伴* 斬が 
大货がおり、 "シヤに載‘なががると、 "シヤ系お^^联は瓣のやぅにこれ等の能舰に獻^^したが、 これ 
にな 飘 にがおし たもの も ホ ドイッ 心であった。 ' 

さぅ いム献 燃が あるから •これ 等 諸 邦に 勤す る ドイッ の 1|§^が 船が がであって、" シヤ がが がが 
を 其ばない。 そして 的が 巧れ ぱ 、これ 等の 能 邦が ドイッに 化が する を聲 み、 かむ を 做ず して 恥が を 
巧紋するにしても、 サめて么をドイッの私がが巧力'臘邮となさんとしてゐる、 ||るに£1シヤの厮?|*砍 
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巧に ある これ 巧の 巧!^ に、 ドイッの が 力が 侵が する ことは、 これ やがて a シヤ自 瓜を 巧 斷お齡 旅 上 か 
.ら 私く する もので わるから、" シヤ はこれ をを-ばない。 

ウ ♦ラ ドイツが ウクライナに 巧 心を 有する ことは、 一九 ミミ お ロンドンで 開かれた 困睽 iSK 
イ *i 會 "歎の 際 •ドイッが 於フ ー ダン ペル ク 巧が、 ウクライナの 敬 獻を垄 求し セが 嘛 にょり、 

0 a ミた ミ て 4 こ tA 〜れ す い ミ 

， 一巧 明白に なつた。 だが それは ドイッの か 也を 公式 仏した ものに 過ぎない 〇 そのな 赖に 
ち^ 泣 巧 ヒット ラ I 巧の かを は、 をの お 『お" の 阅爭』 中に これを 說き •ロ ー ゼン ベルグ 巧の かを 
は、 1义 ニス もに、 イギリス のげ 油が ヘンリイ •タタ アデ イングと おを 捏り 、ドイツは ポ ー ランドの 
巧 助の 下に、 をの 削ボ I ランドの 領 止で をつた ウクライナを 狸が する!？ めを おんだと 云 はれて ゐ る。 

ウクライナは、 カル パト 山 化と nl カサス 山脈の 間に あつて、 イギリスの ミ 四 倍に 達する 肥沃の 错 
巧で をる。 その 人口 一一 一千一な 巧の 中、 おがの 四は ウクライナ 人で、 その他は a シヤ 人で ある。 

ウクライナは、 もと 巧ムの 一邦で をつ たが、】 六 お 四おボ i フン ドん の 沁餐を 脱ぐ ため、 モスクワ 
たる ロシヤ が府と 燃んだ。 これが ウクライナを ロシヤ 巧たら しめた 第一が である 〇爾來 ウクライナ 人 
ば.。 シヤ から 巧 立 せんとして 徑 々、に 巧 策し、 がは 取 輪 おを つくり、 骑 は。 シヤ渐 能に ウクライナ 巧 

♦か t •こ ♦つ ミ さく ミ 文 れ> 卜<み い 五 • M 

がの 巧な をを 萌した こ ともをる。 か、 る 巧 立の お 水は、 一九 ー セ 年の ロ シヤ 革命を にがいても 餅 けら 
れ 、をに 一九 一九 年の ウクライナ 厳 被では、 祝 図が 巧が ま敝 がた る ことを も喊 しち 然るに 墅一 10 也 


263 -. 
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モスク ヴが 4 との 邮 にもが がが 治 私が がが がして からは、 ウクライナの 敝 郝 は 斬 一如に S おされ、 發 W 
< a シ卞のものとなつてしまつた。 <1^日では、 ウクライナ人は、 ロ シヤの巧がの下に、 共巧がを震 一 

こ d 子 > んど S つと ♦hgA 

しつ、、 巧 民 巧 巧に 力めて わるち なで わる。 

ウクライナ 人は、 一八 お 九 年の 黨聪爭 にょり、 イ タリ I が 曲 のが】 を もがした やぅに、 ロ シヤ 

た き ミ ミミ •ミ C 夕 も じい， よ ふこ I IQ > 

と 他の 巧 巧との 化 爭を巧 用して、 自が をの 自由た 巧 得 ホん として わる。 がる にこの 不平 巧 巧は、 a シ 
ャ がが 時化に ドイッ もの わ 化が 人り、 かっ k みのがが が も 化 來てゐ た。 か 、るは 『パル チック 换 から 
獻 がへ 』 と いふ ドイッ の麟 腺齡戰 に、 がな をを 换 ふるもので わる。 

巧に 一巧 も 一月、 ドイッと ポ I ランド 間に 總 おされた が 可 鉛 俯め には、。 シヤが だのが 齡 にがす る 

變繁も 4 A 哀てゐ ると W ミれ て ゎる。！？ く、 繁露は 觀 繁 して ゥ ，ライナ 議 に數职 

し ドイッは 巧 方面に 於いて、 ポ I ランドに ウクライナの お 燃を 巧 ホし めて 心シ レジ ヤが 斯の歉 がを が 
し、 义ボ ー ランドの 媽 度を 轉サ しめる た 又は その 偽りに、 寧ろ 邮 日た 黑 あが 酌に 傅せ しめる 餅で ホ 

るち 

なお かべた ものが、 バル チック 觀 巧と ウクライナを がむ A が i 巧の 賊 ひでをる 。•トイ ッ のがが がが 
がすれば する を、。 シヤは 巧！！、 むに 巧 はれ、 こ i にあ 巧を ホめ る ことになる。 かかの 巧 おが それ ボ。 
かくして フランスの 化 ふところの 巧が が 苗 於は、 4 一 かと 獻 がされて 來 た。 
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第 十二 章 爵巧包 圉陣の おぶ 

I 巧 iR の！ IB 及 軍縮 會議巧 巧 

31。 ツパも かに 巧が 椒が胺 Q 1 っ の賊跋 となる 狀狀掀 のが m は、 •、一九 ミミ 解 十が 十四が、 ドイ 
が苗巧獻盟がび阶巧の一粉お^^斬まから滕齡するに义んで巧乂をおの^一をかへた〇 ぶれがため 一時 
は、 ョ ー" ツ パには がに も脱爭 がを るかと がぶ まれた 殺で わ ミこの ドイツ のげ がは、 觀巧他 6 巧を 
化進せしめた 1 因でわるから、 1^^おの ヨ ー ロ ツパ のおがをなるには、ホづこれから3|めわぱなるまい0 
a 麵 Q ドイツは 一九】 九 年の パリが 巧が かの お、 がに 苗 お S 酷への 加 5^ を & 巧した。 齡 るに 
誦 ■» 當 時は ドイツに 雜 する 巧 おがの がが が 巧 巧で わつ わのと、 ドイツが 聪 して ヴ H ル サイ A 

乂 19C ク • 115 * れ 、♦いぶい h ん A いこ < 

Ijtst あ 度に 巧 巧す るか も 不明で わ クた〇 で、 ホづ ドイツを 巧毁 かに おき、 巧盟 巧は ド 
イブの 行が をな 龄 したん、 殿して S おに 度 巧す る 巧ぶ をが せるなら ぱ 、その 心で 論 をが す も 發< は 
あるまい とい ふこと で、 ドイツの が 巧 加 人は を ホれ になつ てし まつた 0 

その後 K イツでは 、スト レ ー ゼ マンの やぅた が 傲が のん がが が ザた とり、 フランス でも プリ アンの 





ミな おが— も# の變 かが 蹤 はれた ので 恥 簾の" 駿は說 に 做 挪に魄 を、 一义二 ぉ較十 Sa ヵル ノ 
S がが 旅 齡 さるる と郎 & ち こ、 に 燃め て ドイツは 離への 繫を 射を ち 
B 包 巧 ドイツが 聯盟への 加ん を 聲んガ のは、 がが おな ヴ H ル サイ H おが^を 齡郎卞 るに あ 
* 巧 のつ ミと 幾 I でぁるち 繫認繫 f 敝の髮 は、， V のがが をる が 腑のー ミを つち 
ドイツはヴ；サイユ18^2にょり、 その陸聪は十巧人に腑臟され、 齡載は一巧鹏紙の 
败悠 S も、 ミ％ 變 Q 績を if する ことを おされて。 る。 そ Q 難臀 賢、 髮 の 驚は 歎ぜら 
も S 繁 S も獻 ぜられ て， <3 る。 做る に繫 駅は、 ドイツに 辨し VJ この 變 かかが の 舰 殿を 船す るに 
おぇ 换をさ をら ね 一つの 斯 がを がて しち， V れは 、ドイツの g 豁敝 は、 一驚 g 離 胁の縱 ご 
わで あク て、 税合駅 もやが ては 取巧總 眼を もがす る 節 だと y たもの だ。 とじろ が ミが がを した g 
ホ肤 は、 一 つも联 斯の賊 かを 私さなぃ 。載 フランスの がきは、^ 腑 にもが してち ハ 十谋の 齢が を擊 
するとい ムお撕 である 0 

そこで ドイツは、 一を 一六 似 おに 腑 撒の 联 がが 賊 をて 繫 、繫 一 琼私繁 g 腊の お碟を 
かけて 來ち ドイツは かち 繫熙は ドイツと 疏齡 、斯 露に 联麟 をな ミを 肪 g のが おを 殿へ ミ 
ミち 一札に さ ミム 新が はない。 がし 掀お跃 にしで ミ 巧が をが り、 い ミで も 巧 がなる が Jg た 
S するなら ち ドイツと してち ヴ ユル サイ ユ 載の おが 馨に繫 さるん 繫は ミ。 ドイツは 巧 
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らく がを 備を なすの 自 がを f 龄 サわぱ ならぬ と、 これが ドイツ 離の 孰が である。 

■像卒 かくて 一乂 ミー も 一 巧！！ 齡の联 驚 義が賊 かれる ち ドイツは 联 にお i 黨 撇の驳 
• • * おを 證 しち 獻， るに セが に 載ぇ 繫 3 熙が ドイ？ S の義 にがを 俯け ミこと が 誤に 
ロミる をる ち ドイツは 联驚獻 を齡撤 する 齡驗 した。 

なぃた の 寡 •が •船 .Is の罗 駅で わ ミ おし ドイツが 載饒獻 を臓據 おち 職 Hq 联護齡 
は 巧 整鑽 しわ も 露で ぁる。 そこで おとして 繫 が露歡 とな 

り、 まあまあと いふと ころで ドイ 

ツ をな だめち そしてを •が •做 .4 •撇 M にあが 磬も り、 賊 S として ドイツ cSli 贊？ 職を 觸 
むる こと、 僻し 募 g 踰 g のみ 齡俯靈 は、 おて が 驚で 敵 せら ミし とぃ ふこと ち 一 かづ かいを 
つけた。 

* v の 傲、 イギリスでは、 腑 離マク ド-ナルぶ 勒 なる ものが 繫 、をを g 敵の 繫 李る や 
ぅ 巧 協を 議に搪 的 た。 この マクド 1 ナル ド 叙には、 がの お 断 磬の秘 i に縱 ひ、 ドイツの 載 穿 料 解 
做の が 巧と 7 ラン KQ も 驚 It がお贼 とが、 巧みに 衝 がが 觀 されて ミが に 厳り お まれて & る、 狐へ 
ぱ齋兩 新の が齡 賊囊 觀は斯 々二十が とわる が、 フランスは 齡 群を もつ ミミち^ 解繫 
巧と して 更忆二 4- 巧 Q お 巧を 許 もす ミ义 ドイツ 忆 は. ヴ ユル サイ ユ俯 がで 数ぜら れてゐ る臟 恥、 が 
1 {がを どもち 巧は をを おす ミ ふやぅな 栽で わ， 0。 そし ミの 栽は 蹤に联 驚 敵に 於み る g 敵の も 



0 


& とならん とした 0 

。 f る* に’ バ^ナ チ ス* がが でこヒ 1 ，は 載に 驚を f 髮繁 i ミ 

r J ! " する！?? が卽 ぇる i 、 が— < 遊に が f If 。 — II に ド 

た。 そしてが ィ srrS るいけ なら い •俯と し ミク ド— ナ； おを がが* おを らし ミと し 

み 巧 >1 為？—、，？？ f 繁」 ょ 

い^^ ^ 之 ぉ 韻 a とさ ぃ 'ふ 巧？ •，ド おにょ る焉 象の 潑を 八を ち 

四^^は， ぶ® げな^ f 」 て、 累靈 叢」 て pi •ゃ 

卷龜 Bpii 匿： 

c £」，- を f f ミ i ?& 

こ、 じ I .に > i て ドい お， がみ 诚 脈* f 臀 、焉 科が お& せらる ミを？^ 
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ミ ♦トィ qS 媒は瓣 S 阳 S 術 Q おぜ ざると ころで ミ。 繫^ ラン K Q が* 淵が にこれ に § が 
しゎ。 一を1ニニお十5十3;^これをが||に渐が 

しち 

Is ドィッは お繫 かおが の &S としで、 がが の 義 する 联が啊 繼が辦 めら れ をい 胁 
!■■* り、 會 みへの お 抓は jI 如 ミる と斯 しち 做し ミら がに が ミ 脚 叢を をち •トィ 
ツに撕 しても 相 も jl 4 したが も わる。 らば ドイツは 傑始に 勝が したの か？ 

その || がの 一は、 ドィッが 裳 腑の襄 だが が繫 賦の微 がに、 

度 向から 巧 巧して わる こと だ。 こ 

れ にかいて】 を 11111 も 十二が 一十一が フランスの プチ •パリジャン かち 俯厮 を嫩 の I 髮擊と 
して、 ドイツ が 巧が その 巧 & に ザした が なの 张が をる ミを 巧が したが、 そのが にがの 一範が 
わるのは 注を に 化する。 

一、 ドィッは iS 脈に が 靴， 繫が繁 する 鸯 がての 娶お が腑に g がす ミ 
IIK イツは ヴェル サイ ユ 黛の 繫を がり、 繫觀か S のかから 囊 がまで 韻れ 饼る 繫お臘 を！； 

つて わるり 

ミ囊 かさが 整 ミミのは 、ミが の；！ お ミれ を掛 i し ミミ 聪 して g らぱ 、繫 敷が 

抓への 反が が ミ 化から もし VJ ね ミは、 おみに こ， si をが かしがょぅ。 
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ドイツ がの 田も悠 巧に 反换 した 他の 匙が は、 ドイツ にが 巧なる 巧が、 腑ち联 が、 タンク、 がを かの 
所 ザを!！ めな か 0 たとい ふ® で わる。 

一を 号 一年 十月 十一 一を の 巧 巧 ド オシ ツシ： ツァイ ツング 巧は、 『古 おかな がか J と 願して まもな が 
巧を 巧げ、 ドイツの 私 祐會游 腺游の 一巧が を 巧ら かにした 〇 が 巧は かふ。 K イツは Jlif なの ± おに かぃ 
ては 他 固に 比し 巧て ひけを おらね。 がし 古な のみでは が！ •にはが てない。 一ず や 巧を なる 巧： も おた 
わぱ をら 把。 なる に 四 因 もでは この 衝材の 所がを 歎じて fe る 。これでは ドイツは どうす る こと も 化 ホ 
をい と 〇 

ドイツが も かを 敝齡 した 理 がは" 巧ら くは この かに わるもの とみる も 大差 わるまい。 銳 しなが 
ら尙 おくが へて みれ ぱ 、ドイツが お®^ かから 勝撤 した 巧 面には、 他に 一が が 巧な 做 ひどころ はな か 
0 たでを らう か？ それに かいてが 妃の プチ •パリジャン 巧には、 の 一範と して ホの やうな もの 
がわる とも ホいて ねる 0 

ドイツは 軍繁 がの かがが 嘶が とを りたる が 燃め てヴ H ル サイユ も かが 職の ょり齡 がさ 
れた とを 化す 皆を •聲 抓す るかが で わる。 

ち ドイツが も 1|^が を敝 おすれち がかは かがに もがし をが か擊 をを ける にが。 てね ミこの 龄 腊 
を 巧 用して 巧 か 巧 巧の がが たま 骄 するならば、 騰お 巧は ヴ； サイ * がが で ドイツに がへ たお 繫 J 5 


-^0 
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の おず • K 巧から ドイツの ま 殺に おがす る ことは 邮ホ なくを る。 を こが ドイツの 橄 ふところ ガ 。お ホ 

.る蹤 、ドイッは 一九 1 お 一二が ミが 懿鑛義 を 我して. 擊 你斯繫 の 一が 俯 萬を 靖っち 
a ミ ドイツは 8 繫數 を敝齡 すると 所がち 驚 驚を も脱齡 しち ドイツが 駿 撒を 敝齡 
• ■•しわ Q は、 をに： g つてが 襄載 Q 穀 から； g れ る繫獻 とする セ わで t 。 繁ナ 

チ ス化鮮 の 一は、 ヴ ユル サイ ユあぴ サン* ゼルマン 齡俯獻 の やぅを 不 も 游 をが おす 
るに わる こと 腑縱の iS りで ある。 S 露 撒ち 故 脱 おが 聪臘 おに g ミ 難を 皆 術 ミて 豁た辩 
腑 がが 献を繫 し • . V の 驚を 察する 織に がられた 一 敵の 霞 簾 ミミ 襲 すれち 齡驟 H 
は講繁 のか 脱で あ ミ だ。 をば撇 撒を ミの ん繁 は、 がる 羁 祭儀を 繫 し、 一が の齡 

の國 がとの おがた 驳 がする ドイツの も稱 とは 胳 がせない。 この 那 がに ょ り、 ナチ ス はもく から 聯 邸の 

驚を お稱 し、 一九 ミー较 一躬の ド ィッ繁 の裝 お繫 には、 藍敝 齡の敝 かを i した 僻で わ ミ 
rV の ナチ K が ド Q ドイツが、 联繫 がを 馨 する 裝 成が K 黯をも 藍す ミは 驚‘ であらぅ。 

旅る に ドイツを 敞 離の 邸が" に ミて は、 聪繫换 の 觀辦 fc 供む るを がを い。 そこ ミ ギリスが お g 

がと なり、 ドイツを 驚忆 驚せ しむる わ；®、 緊 離忆搬 g を繁 靈を靖 ミ。 一と 二 載 一 g 
には、 イギリスは歡のマクド，ナルド載にががの似政を；^へ、 お載微ががが載寮職と讓に齡斟 
なること を かづ ドイツ Q がが する 一手 g の お 惑に 撕し てち がか 晚 にがが を 術 ひ、 が義に 解し 


271 — 
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て もまし さ みしち この 齊 もに 對 して、 イク リ I 及び ドイツは 公が 巧した タフ ラン 
スは 之を おがした ので、 こ、 にが 一巧が ももし、 雨 瓜お驳 gi の 5^ お巧张 はおが した。 

• ■へ 裝 旁た ミち ドィッの が 髮 びが 繫か脱 おの 繁 ミミ f ぱ ドィッの S 
り ••一^た る渺啟 Q が 断は、 酷繫 Q 教 おの 賊跋と ミ か， ミ齡 離に 鞭ん るには、 かづ 
0 ドイツの 巧 化が、 31 »ツ パの おがに かが & るが かたがへ るかた 一 も サわぱ をら ね。 

ドィッが 联繫 f 馨 すれ ぱ 、ミ 鬟 Q が i として、 繫繫 を裘藏 する を础 

tA 夕 B が A >ム>> く た を #5 

れ ない。 何と をれば、 ドイツが 3 — " ツパ のみが {にな カホを いこと に & れ ば、 化の »拥 巧 田 もが 
SS 瞧た £ム ことが が 於 なくなり、 それは やがて i がの ♦がに も SS して、 お 1一 がは が】 が武巧 
が おが k がへ と 诞® りする ことになるを だ。 liS すれち か ミ、 に 一が iii たかた 
し、 そのん 在の 巧が fc もは るる ことと をる ので わる。 

畿焉斬 かの 猿は、 巧 露が ミミへ も 裏を が f •をさずに は ミね。 繁が 猿が 

まが i 巧 •困 齡が をの おが 棘 i がは、 Hilis 脱がの ミ Siii で わつて、 そり 一つた かけば は 俯 
をが むる。 姑る に齡 酷は g 拥が Si で か你 がが のが 力なを たみした 〇今 又ん なのか 抱に が臘 するなら 
ば， こ、 にを *> 照の が 巧 fc 間は る I じと、 & つて、 そのん がの かかは を < なつて ホる。 

今日 31 ロ ツ パの も 巧を 曲り なりに も 巧 0 て わるものは、 巧と いつても が || でぁる。 その 腊 撒 が 照 


^2 
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の 望を i はた ミ繁の 叢を 搭 はる、 ならち ョ I 。 ッ パは 叢し、 ミ だけ おがは 繫 をを 

ける ことになる 0 

が St ぶ；： イい ッ^繫 義し蠢 として、 ミサ イユ？ 蠢？ サン •ゼル 

J 巧 2 マン 隹ぉ を^げ バ^^か^い がのと ころ 磊 でぁるち ヒット ラ ふ 叢 おを ヴ 
ミ' •‘ル サイ ユ が が襄 のが 裳で わるを ミが 祭た 齡 おする のは、 g にがおの 

^ 題で わらう。 jjj しこれが* 激ナ るを らち T 。 ッ パの 巧 巧は もがの がかを を 妝數联 に 驚の 
巧を 巧す ことは も ひない 0 

a バエ •ル ヤイ ユ がが や サごゼ ：ン繫 の やうを 異が 難を 謀 サわぱ をを とは、 お ドイッ じん 
の款梦 で わる。 ナ乎 K に 載つ ては、 その繁 た繁霧 0 S にが @ とが 热しミ ミ 

もこで <1^ ヒット 

ラ， の トイ' ソゲ ijtS て 禁ぜを た揪 みのが 俯ち 恥が^ 从 てが がせを する をら ち フランス がび 
その 雲 聲ミ驚 護を 靖ムで わらう し、 啸 f もが 0 誤 if 讯 す？，？ も襄っ ミ 
ね-*; ぃ。 靖は •又 V イッが が おにが がが の髮繫 燃 にがおす るなら ぱ 、俯 巧ょりも づ フランスょ、 
巧ん を 腑 して ドイッを 一が もに がか ホ ミと も獻ら なぃ。 がと ば、 がが が撤 くが 
を フランス あびが 苗 化の 矿 抓と をる からだ。 

S 夕 がに ドイッの 驚 驚は、。 カル ノ斯 驚ミ繫 をが げす こ t ならう。 紫せ る带、 
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ss ドイツは か裝 g 飯が の 蜜を I がと して、！^ 簾を がが せんとし ミミ 
•♦日 ロカルノ 繁は 、ライランぶ 襄數 、が髮 び g 懿 のが 獻を 霞が る 椒龄辕 V 

ドイツと フランス 义び フランスの 巧が との 巧の 仲が* 滯 がび 厮你繫 ょりかる もので、 ドイツと フラ 
ンス义 びその 與 因との 平 巧を 保 巧す るが も 1? がを る 巧 板で あ ミが にがし これが の 就 がが が^% 
ふこと になれば、 ヨ I ロツ パの モ 巧が がなる 脅が をを くる ことは 勿齡 である。 

辕も ドイツが 賢を がを したが 巧、。 カル ノが がは そのが がを あ ふか ぞ かに かいては、 二 0 の齡が 
わ ミ邮ち •トイ ツ 巧では 觀か齡 たちへ るに 撕 して 、ドイツが 解の 諸 困では 然ら ずと いふので わる 〇 F 
イツ俩 は 云 ふ。。 カル ノが めは、 ドイツが 困 燃 ill にが 姐して ゐる ことを がが の 板 似と した もので、 

難の 驚は SWq 斯 i と 蒸 〇脱が 忆ぁ ミされ ぱ ドイツ 忆 して を馨 すれば、 驚が はが 

力を あ ふ ものと 見る のが ま當 であると。 これに 巧して 例へ ば イギリス 腑が 巧 サイモン 巧の がきは、 が 

が にか ける 震 S に、 イギ， K 豁か Q 繫 ii ょれば 、 B カル ノ難 一ー ドイツ Q 黯 獻 には 難を 
く蔡ミ Q で わる。 ドイツが S 麗繫所 祭 忆撕 して 獸 なる 藤を とらう とも、 繁 断は 驚 

として 同^の 抓が をを くる ものであると 畔貧 して ゐ る。 

併しを がら 泌理齡 はどうで わらう とも、 ドイツが 8 風を お 激した なお、 が 取と わら ば、 がが にて 


も 


同 iShg を » 巧す る ことは 祐 めて をり 巧べき ことで わる 。ドイツは その 時 かた 待つ てわた 〇 そこにが は 
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れ たのが か 繁恥繫 の 蜜で をる。 ドイッは がぴお ミ！！々 ルノ 祭の 齡 がを 襄 しち こ、 に截 
つて 平# のが 巧は 巧に も 大した。 

II お 巧を 圍 味の 扇 a 

♦レ* 驚が 聪 のが お ミ！： た ヴェル サイ ユ繁 は、 掀驚 がの が i 舰 つて、 破び が 齢の 脱 

ン y 1' をたら しめざる ことに、 そのぶ 巧を をいて ゐ る。 

觀へぱ ロ シ卞 にがぃて みるを らち 郎繁 ミれ ま ミシャ Q 一 敵で ゎ ミが， 斬、 

ェ スト？、 ラト ゲイて リス ア ーー ャを繫 させた のは •ゥ キル ッンが 證の椒 職に ょる 热が黨 の 
獻脈 にょ ミ ものでは ゎる ザが 酿の 露は、 パル チック 脱 散に これが 為齡を 餅け、， ーシャ の 脱へ 
の 雌が を辨 ずると g ちポ ，ランドを 掀 Sq 雕 にがが せし：© て、 露。 が おを 繁 する ためで ぁつ 
ちかくて 毀 3 駅は、。 シャを お S の 一 S にを しこめて ぉけば、 が おにが S 難を 較し 做る ものと 

^へたのガ。 

そた もまして おがなる ものは、 ド イミ 齡 g を觀 へる た ミ繫敲 Qg 盼 でぁつ ち腑ち ヴェル 
サイ ユ 霧の が おは、 ドイッ. H 。 ァ ルサス、 a - レンと おが こ ジァを おひ、 ザ 1 ルを 離の 叢で 
にがし、 Si プロ シャ をが 賦 して 讓ポ ，ランド 额 脱を 楚 でろ 躲齡 脱郎驳 の 驳載 をが 瓶し’ 僻 
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備！ f を 十を にが じ、 襄腑 がが の 驚を 熟ず ると 祝が ち磬繁 がを 觀し •かつ 霧の 駿が巧 

を 採した の だ。}! も 備 フランスは •これた ミて がら ホと をし、 ミが 驚龄 驚 断に がめ た r 
が ^^，れが舆ミをミミで、 ドイツの齡曲に化が瓶た聪。まをおおを斯じた。 

ミは； 一垄+ 一章 重 一を の 下 おに 於る、 ク ごンツ ふが qU たもれば ゎ ミ。 

ミは ドイツの 周 面に S 細を？ て、 その S ミムし、 又 巧 ミ隹 へて 、 J ごゲ イキ S 曲を 《あす 
る 必要* も 10。 ポ— ブンド、 チ* ヴ n •こ ヴア キヤ、 ル— マユ ヤは •下の S は、 ミ錢 S た 9 々巧た ミり 

で、 吾な お 力 これ 等の 班 ■を义 持し なければ なら 戶。 ボ| ブ y ド まは 巧に 呈十 萬に 癒し、 そのを みょ 
フランスの 奪に 至て 養 巧され たもので をる 〇 ナ* ブご こヴア キヤの SI ホ 十ぶ 萬を 5 えこれ# の 
2 とおんで S に 巧 じたならば、 S と 酿 るて、 f なすことは 曲來 ないで ちらぅ。 

ミ VL マ ッ 1£ がの 驚は、 ご ル サイ ュ 緩。 露 •たが‘ もが S にお S せる もので—。 もしが 0 
襄 がま 味 & く 斤！！ れを らば、 繫霞 任^> かが」 て もを す C と a 緊& ぃで ゎら ミ 

傳白 & フランスは 上がの 目 俯を がせん がた め、 一 化 二 0 鞭、 がづ ベル ギ ー との 嘛に がか 所が 

難を 警 ドイツの 装に f るた 《、膊 厮 のが 戴 叢は、 おがに かぃ ミ繁 r 

ことを ねした 0 

フ ミスは が f ランド ミ 跡に もがが が 飯と 换ん だ。； ニー お 二が の繁磬 がそ ブ g 
瓣 がび ドイツ Q が if 忆 がする 裳 所 H 據 ミミ 
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• &* 7 ミスは 又? 驚亂 がと も 藤を || んミ ドイッに が 撤さサ ちご ル サイ ユ昭 
252 にょり、 チェッコ •ス ロヴア キヤ、 ユ ，ゴ！ スラ ヴイて ル-こ ヤ の? 繫 a をが。 

ミは： ホ 1 フン ド や バルチ' ソク觀 肤と馨 、ミ ルッ ンの髮 がが おかに おく ミで 
はで t が、 フ .ランスの 影ょり すれち ドイッ 髮 ミミ， ルが た 靴 g せんがた め、 ドイッの g か 
に 换$ 巧を お 0 まわす 爲 にかられ たものに をらない。 

巧ち フランスは、 一丸 一窃お 一一が ナェ ッごス 。ヴ アキ 卞ミ I に眯 繁び蔡 儀を 繳 び、 お 
として 才 ，スト リてご ガリ 1 がび ホ， へ ミオ レ ルン 私の 化 焼を 載す るた めの 眺驚 撒績と 
し h たん。 がに 一を ミ梦 ハが には、 ル， マ ニヤとの 嘛 にも 繫 がび 髮 がが を獻 び、 ミ冀 の； 一一 
セ 年 十一月には、 フランスは、 ユ ー ゴ！ スラ ヴイヤ との 雕 にも g がが がを 紙んだ 0 が 載は イタ リ I , 
アル ごヤ閒 の 同繫 めに 執が する ミと nj を ミる が、 靈 ドイッが か 敗に もがかつ もので い ミ 
てこ^と 札が ち ル 驚 脱 藤に ち所繫 がを K がさせち 脈ち チ H •ソ n と ユ ，ゴ ，•スラ ヴイヤ 
閒の 載' は、 一を 10 似 もと 所； 一 おもに、 チ；。 と ル 1 マ ニヤ g ミのは 一み 二 お 四が 

い— マニ バと T ゴ i スラ ヴイヤ g ミのは 所 おを ち 俯な 敲さ たかくして g 献 のがた が 
がには り 巧は した 0 

かやぅ に フランスは、 如繫巧 巧 • ホ， ランド、 がび にべ ル ギ1 と繁 して、 これが 繁 にがが を 
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U4 ♦ た C ん む & ザ A 0f & t ♦> 

供 おし、 义軍巧 かちを おがし、 もつて 巧々 义ぴ ハン ガリ ー を 包 西す るのを 巧を とつて ゐ た。 

傳目 Q 上 速す る やぅに、 フランスは、 ペル ギ I 、 ポ I ランド、 ル 從 蹤諸 固を 巧一随 として、 

* る ぺ撕脱 做 藤の 斯一獻 を 驚した が、 ドィッ qS 繫びお 做 叢からの 敝 がに 觀し 、お， 
* :が •がが 共同が 作に 化た のをが がと して、 これ 裏 靈の利 豁の巧 巧が 嘶る ミ縣 がさ 
た ド イブに 化する 巧り、 あ掀兴 ii のがが は 巧 臨が がされを いこと が 巧ら かにな つち ドイツを 狐へ 
るた め、 フランスが ヴェルサイユ 藏を觀 みとす るのは、 これ 等が 巧の がで ある 0 然るにが 田た るべ 
さ 巧 西が 驳 にが 見を 異にし、 公 旅 ドイツ のが 巧 ミ 持す る やぅに をつ ては、 フランスは これにが 服 
して ドイツの も 賊を驴 める か、 又はが たな ブ P ブクを おがして 、どこまでも ヴュル サイ ュ のが 巧 
にがむ るか、 二つの^ 俯れ かを 載ばねば ならぬ 巧みに 晦 つた。 

〔 tt 】 一 か 一ニ ニ 年 十二 巧、 ジ * ネ パに がて、 英 •ホ •扣 •か •巧ぶ ヶ ■巧 お 問に な的會 なが 巧 はれ、 同 十一 日、 五 W 
を 霄 にょり、 ド イブに 對 する* « や 等の 巧則ポ »» られ た。 

ドイツの 巧 軍!！ を も 對に拉 るする ことは、 只に 不が 能で わるの みならず、 同時に 义不 As 巧で わる こ 
とは、 巧のフランスもえ瓜にががてねる〇がにフランスの破ムところは、 ドイツの再巧3|をががに巧 
否す るので はを < 、巧弘 ドの 倩が に g み、 巧 か 脱が 的の ものにせょ、 この 啟 ドイツに W ゆるがが たが 
たせ 走い とする に 巧 ダない 0 
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巧つて 止むを得ずして ド イクの もがが を默 むる とすれば、 フランス のとる ベを 鉛は がの 二つ 解に 
li ゎり 皆ぃ。 齡 ちの ドィツが！ g お C 热接を か 衍すミ ことに 脱し、 イギリスの 巧 辟を とりつける 
た勞齡 Q A 肤を繁 して、 ドィツが 傲が た始て i 、 おにぶ を邮 心し 淨るガ けの お繁 職を g く 

るかで ある 〇が もは イギリス がが じさぅ にもを い〇そ こで フランス はがに がが を 影んだ 〇 バルト 

たい クれ A な， ホつ <わ 

1 の 乂 陸な 飘は をのが 黑で ゎつた。 

パルト プ- メル グが熙 のが 蜂 ハルト 1 かは、； ミ 闽お ミが かづべ ル ギふ驚 ブラ ツセ 
r り* ルを 露した のを お 燃め ち驳 緊 には ポ i フン ドへ 城を、 が给チ エツ n •こヴ アキ 
■•ャ を嚴 ひ、 おに ムハ がに 梦 ては 、ル 1 マ-ー ャの 穀ブ .R レストに 心. CS 、 が 駅 Qls^ 雞 
と 塞 た。 その 账 §1 がには、 ル， マ ニヤの が* 斯チこ ス。 を帮 ハが には 、 Tf •スラ ヴィヤ 
が巧ィゼミツ于かはパ =^を離して、 がジ ラ ン ス穀と繫ぉ。 

な 上 •の號 駅は、 ボ I ランドた 隙き •俯れ も フランス のがが とみら る、 酿 である。 バルト I か 煎 g の 

が 机 夕觀證 簾の 霧に ぁ ミことは 證でゎ ，0 が、 その 祭 ソ 離に 蜜した おが 

ロカルノ 案に 

かぃ ミ、 これ 與の 龍 が ミれ をお歡 せんこと ちか 備にが めた ミミる ことは 猪 ひなぃ。 

併し乍ら、 フランスと 小 诏巧肤 齡の闻 がを がた にす る だけでは、 フランス はが ガ W て かを がんず る 

にがらを ぃ 。がか をら、。 シャ の 繫が 船ら た繁 がが 嚴に蔡 されて、 驚の がを な 賢が。 さ^ 
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くな ミ S 繫 おの 驚では、 おがく 取が がの 雕い ドィッの がが 你篡 は、 联腑 にかして 歌って 巧 jj 
巧を がへ ミミ その 心换 をの 繫联 には、 がが ミィ ッだ がが して、 囊 の獻 にはが がを がけ る- 
るた ミを ガ 。がに 7 ラン K としては、 小 <48155^ にもに 聲が 巧た g へ ミれ ぱ 、撕揪 がかが 
は完 巧せ ざる ミた SI 風に S て も お 4 との 城が は 傲た をい。 裝 のが おはを の 傲 おで ゎった。 

■ •0 一が ロシャ は、 ヴ エサ is がに ょミ繫 さた髮 梦 かがを が琳す ミろ 一 

• — 九二六おラトヴィャとの咖に、 不|^25^がた旅换したのを燃めとして、 フィンランド、 

エ スト ニヤ、 リス T ニヤ、 ポ 1 ランド とも 同が のがが を觀 び、 がんでは チ王ッ 3 、 A I 
ゴ ー •スラ ヴイ卞 とも 亂 斯の & S を ん で、！！ シ卞を 摸と しで お S 1 載に 不が の热 をが り撤 
-^た〇その目的とするところは、 一は从てドィッにがへ、 一は从てミ-11ッパの^^5^を齡め、瑕もに 
がて 自由 も K た 得ん がが で ゎると いはれ て ね る。 

巧しながら a シヤ としては、 が 私の 小 g だけを 巧 わて みても、 尙 もんじて ことに 觀ム ことは 龄 かを 
い。 驳に義 繁 のがに がが がを がめ、 これと 繁 する ミなければ 統 go がが はがを をい 。 g も 
ょし、 フランスは、 ドィッの 需が 鑑熙 でかが の掀 騰に惭 り、. がミブ a ッ 

クのぉ 巧に がが しつ、 ゎ 

ミ が で ゎる ミ •酣が 瓶が む ミラン K とが おしち 
•V の 農、 一望 面 おもち。 シ卞は フランスの 髮 にょ ミ 黯に楚 し、 がか が。 ヵル ノが 
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《が おを もがる に驳 っち この 載は g ソ霞の 幕に— もので、 ドイツ、 ブ繁 、ポ ，ランド、 ナ 
ょッコ 、フィンランドが V ハル チック ーニが 腿に 龄ミ繫 難を がわと する ミで ゎ ミが おに 靴し 
I ては、 一垄面 お六楚 こ ハルト， を こ ドン 掀 g のが 胳 、おに お霖 がの 併 か郎整 の 織 f も 
巧た r •の ’r ゎい。® るに 黎 霞は、 ミが たがが ぉ ミ、 が おを 铅め て敢驳 がする がソ 露は、 
その藉 左に 巧が をる 辕を がが して 、， J れが お激を S らんこと を 器 ホた。 

* ッ • が」 幕畜 一を Ksf り、 iy 禦拔 は屢 QiK 蟹し、 一繁の 蔡凹 

"• S 月に な ミな 力を が 生し ちか ふまで もな く、 ヴェル サイ ユ據 S 。 繫驚 を繫ホ 

ん とする ドイツ Q 繫 裏が、 か、 る 綾を 繫ミ めた ミで ゎ ミ 
ミ繁 は、 腑繁 がが 繁の 政が なる 搬 g を廢 するとぃ ち 目‘ もち JI ソ解嚴 の 載が 郎齡を 
規 がし た ミで： 夏 £ 一み 婚がょ りかり、 胳】 がには、 化ソ露 は、 ョ ，，ッ パの 藝一 駅から 裳 

され ミ、 も af ぃム磬 Q ゎる 赛忆 巧擊繁 すろ 齊款 は、 が 露ゎら 繁」 をぃ の 

に、 ョ 1 ロッ パの 骼ミ がから 斯 驚に 巧 u をを けた 繁 には、 擊に 叢す る ことを 斯护 にがし ミ 

ので ゎる。 繁ッ穀 で 巧が 祭を繫 露 K ? 驚」 ゎ S 霧で ゎっ を， ラン K のがが に 

巧って、 31 « ツ パガけ に胁 がされ fc 。 

巧を がすべ を ことは、 が 原は、 斯 かが g のみ 叛 寡を 『3 J 。 ッ パに かミ獻 ごを 

として、 


281 — 



.an «!»■«» 田 


難にドィッをがが簾としてわミ 5|るにも搬らで 襄歡のおがには、 が難のが你ザ おとし 
て 載が 諸肤 のがを をか熙 する にわる とかべ、 あ歐 。カル ノ Es が、 ながを りに が 也し なか りたので、 
かくの 抓き 二 巧瞄 怒に ょつ たもので ある ことを 說 いて、 巧に ドィツの 參 かを ホ 望し でむる がで わる。 

邮 ち！^ ッ瓶 A 驚が がは、 載 S ; ルノ穀 Q 繁とが 燃 驚す る も ミ & < 、繫 をを 囊し 

て、 東が。 カル ノ觀 がを 競が したいと いんを ホで ある。 

パ， Q お裝 か裝 、驚 露が パル カンが 欺に かぃて、 ァ； 力黯 にかぃて、 が 
^ > ，の. がが の 獻潑 酷に かぃてが がし？ ゎ ミ 露は、 が 瓣の蜗 くで を ミ かくて ミ膊熙 
は 巧に お 叙が の 招が に 立つ ところから、 巧 互の 載 おは 離厭數 まれを いとが はれた。 がる 
にも 输ら ホ、 ナナス ドィツの が 頭は、 舊热の 斬 が を衝 おせしめた 〇 これ も ホ 因 IIR なの SS 齡 なきを 
做が る 他の 1 W である。 

ご卜- かが 取肤联 掀の おに お ミのを みたが 4 赋 がは、 散に 囊を 破め 燃を ご卜 ，かが i 、 
ユ賊 駅と 懿 する に磬 した 一が 管 ハが + もに 蜜ち 郎 ぶが ヒット ラ， 报辕 は、 蔡 かで ヴ 

王 _ ース にが ミ ムッソ リ i 一巧と がが して、 报か i 因は 勿！ d 、 がと 输嫩の S なにわる が. 洪 i 田と 
もち 5¢ が 巧を 固めん とした 0 

るに セが 二十た S におり、 巧み！ lEl ? ドルフス 巧が 欺され、 齡も それが ナチ ス のか 望す る报か <0^ 
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繫 である こ uf をなる ち, ツソ リニ— がは が掀 繁を繫 に繁抵 さね ぱ をらぬ 霞に 
^ つちが る たむ 卜 かは、 じ— に イク 11 わが f よしを マル 
セ ■ユ の 巧 か 私り、 不が 巧が に れ ミミち 

ご卜 ，巧の 巧 もぃだ ラヴ アル 薇は、 •ハルト 1 がの かを 繁 して、！： が一が 觀 め、。， マに A 
ヴソリ —11 巧を 訪 ひ、 がに 一が セが がが 槪悠の 蜜を みち 
• •扼 かがんを のが 子は がの 四 ミら 蠻ミゐ る。 

« * ミ^一は が緊 巧が 磬 であ ミ難献 断は、 才 ，ス トリて 《ンガ ミが びに その 换 
•で.^ がが し^ 激 がの 繫 をが 載し、 巧に 聲の繁 に 巧が ホざる ことを がした。 
いのな^^ ホづ揪 、心い が、 斯 、チ エツ。、 ユ—ゴ！ スラ ゲイ ャ峨、 腑ち才 ，スト リャに 驚す 
る &ミ讓と イク-白 々との 刷に 旅が され (腑 献グ こふ 磬 と！！ ホら？ ミで わろ 襲は 
フ^. ン ス、? ，—い f •卜 、ル，： ャ暴忆 よつ 義 3 る ミ も Q で わる ことを g つて ゐ る。 

皆は、 如 姐は、 t ! rr 。 お繁 r れる繁 には、 r 互忆繫 す！、？ こ 

の拖資 は、 貧 夏より 他の 化かに が ミミ 繫を繁 する 齡を がして ある。 

L 作叫髮 If ! す； 5 績義 ミミ 船 震は： トィッ に it 囊載锻 を F 1 

プ ミニ 年 十二月 十一 曰の お 替を 巧設 し、 かがを るが かち】 がが •にがが おの-お f 察する ことは 邮 
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來な > ぃこ i‘li 賢 P 繁忆 は 、 is ぃ義 する ことを がして わる。 

薪は ァ； 力 怠 ri ナ S 驚で わ ミ、 £ れは g に m 忆か •へて をぃた。 

上がす る やぅに、 ドィツ if がる 

、フランスは、 をのが 巧と るべ レギ I、 Mu 

難 i は攀 iis 露 tg 梦 、ミを Kii 蒙 r たた^、 

•こ， むッ- 'は備 一つの J が— わた。 ィギリス がそれ だ。 フランスは これを も: の 

含 uf ‘藤 中に 一^せん として、 が 冗の 髮を带 みち 邮ち製 一が 手 一が 驚 lag フラン 

グン、 が 巧 ラバ— ル兩 巧は、。 ン ドンを gg して、 マ クド 載 蠻 が爵 がか 

なを 繁を もげ、 おちを 二 r ン ド, 霉〇 蜜を f に？ ち 蜜ぴに 7; 證 等と g 

ミ，^ は 一い- \ みあ f が" 義ちミ 《®f 襄 f を Ff f も 

ので、 ホの W 巧 目から 巧 立つて & る。 

旅 一ち 繫霞は 繫のお 歡を 讚し、 み つ驚髮 をが がする。 

が こに、 證 影は、 驚 一一— マ 養た 税瓣 すろ 才， 

ス トリ 卞の 繁が繁 され*# がには、 ィ 

ギリス も化讓 にみ がする。 

獻一 一一" にむ f ぶ 供!^ 驚が の繁 には、 ミサ ィユ 難の 髮 祭と 蔡 する こもに 所 かする 
も •一方 墓* はぶを f ミ。 がグこ 1 プ奪襄 。支 ノが冀 み 嚴茲 にょる お 豪 
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巧 i 巧を 故 巧す る。 僻し それには . K イツは^ にが かする を 載す る。 

觀 凹に、 お、 ザが が' s ? 離ち 驚義 綾、 讓義 ミル ノを 霞す る。 

• ■ ミ蠢-^、 をもおおなる囊をがするミは、 腑蔡四のおお磬でゎミ 
n ち が空かの舆ぉをるがま|5私、 イギリ ス はか職 irJilj で&くをった。 総るにドイツはが 
が 《 に おかに 鲜 取を がしつ 

、わるのに、 イギリス の 盛 繫靈ミ だ 競？ ぃ 、が 

ろ ドイツな 下で ゎる とい ム衡 むべ を g 騰でゎ ミポ— ルド ミン お 佩 タィ ギリス お g の 斯一獻 は、 
ライミ 彼ホ忆 ゎりと みつた Q は、 わかろ トト ツ繁 Q がかを が じた 驚で あ ミされ ぱイ すスと 
しては、 の繁には、 が齡襲ミの给載の數恥をが驳としち をこドン靈が繁繫を 

包を せしめた 巧 で ホる。 

ー ホフ ランスは 俯を g ミ かとい ふち ドイツの 装に 挪す るが穀 職ち ド トツの g りに r ま 
ゎした。 カル ノ 、ダニ ユ ，ス震 難を 驚す る ことに 靴して、 イギリス のがが を 伊を おもの 
でぁろ 卽ちこ 之 も裘 おおの：？ • s.a T •家： が 驚され、 雲の が がをお 驚に 蕾.：, たの 

である。 

ガが こ、 に 消 かす ミことは、 ミぶ 載 g 筋に 鹏 して、 歎、 I の辕が 『。カル ノ 裝の歡 紙 
を 5 もので ミ』 とち f たこと ち。 カル ノ觀 < では、 数馨繁 がの 繁ち裝 U 繁の倘 
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はる、 繁 、がち 婆 謹が 教 簾の 拱 fsk 、 か、 る 戴には、 齡 ちに gf 驚か# e に 

が 巧し、 靴 寒気に かいて おがを だと 敦 むる 時は、 じ、 におめ てが 巧のを かを もずる ことに をって わ 
る。 £ の規 がを 空中 瞄が にも 適用し ょぅとい ふので わる。 これは フランスが ドイツの 斯獻 你を軟 むる 
に影クたのは、 イギリスがフランス Q ぞが巧店にが t ^:りをしわといふ、 ち团化〇掛がを巧けるがで、 
大齡 の問颗 にがして は、 イギリスは、 龄飯 として お 旅 おち t とる がな のが 夕拉 がを がが した ものに 
ならを いり 

この。 ン ドン お 節は、 於ち に ドイツ 巧に が吿 された。 ドイツは 、まもが おの 方は， トイ 

S B 0 <9 CA SV ぐんび ♦ドレ！！ ミに A «ん 貧い <,♦< ぐ A & 

■ •ツ豪 Q 雲 備をお まに 承 Si ずる も ミし で これ 忆巧 がしを ヴ H ル サィ ユ接を 
抓 肪繁の 溝で ゎるが が 束 、がが のが 么 がが、 §11 への 歡 巧に かぃては、 自 
S に 不利な りと して、 これを おげ した。 

後がにかいては、 ドイツの13^8は巧に巧がを巧释4でも0けがへた。 曰く、 この回*歡は、 殿してが 
が雕 のか 貼の 於が に乘 ずる もので 度い と。 みして この 註！ mI りち 芙 i は 辦？® を 巧り てが かし 燃 A 
た。 フランスは ドイツた 目しても がの i 脈を 巧す る もの、 イギリス 內 には isJI 的 向が わる かち ド 
イツ はが 軍閒 がで がを かる 魂が でぁると ホが したの だ。 す もに もこの が おは 寒 もと & ク てが はれて か 
た。 それょり巧ケが後に化來た^^|*獻1?がががそれでわる。 
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ドイッの 回 結に がして は、 イギリス 化では、 》ン ドン 宜 言は 一巧を をす もので わるから， 西 i を 軍 
がが のみを して 雕 かする を 得ない とい ふが 亂 から-巧 にが" 巧が が を 巧 じて ドイッが 4 と 俯® し 
た。 ドイッは イギリスの 巧が を 知つて は、 文字！ 1 りの がが に 店る から. 巧に おへ 酷して、。 ン K ン教 
言の お 贈 6 及び 目的に かいてを がする の 用 かわる ことを 明らかにした。 そのが ぶ サイモン 3^^ 巧、 イ I 

こ な I ん 

デン 田 ■尙 巧の ペル リン 訪問と なつた。 

そ〇隹 1$ お沁 ベた もの、 3^ に、 ドイッ の 巧り におり 姐は した As % に、 ソ Mis と チェッコの 

® •隹擊 露が わ. C / バルチ ック粧 載が わえ 

綱 齡 おは ッ 孤と フランス 脈 のぞかが 掛の 巧も债 でぁり、 をのが 助 & S とも いんべを もの 

♦ 7 こ < こわ て > かと かづ ミレ* こ { とを < ， ミ 巧！！ ミ じょ 

で、 甫國の やか 的息掛 にも がらず、 その 佩れ か 歌洲の 一巧から を 巧を をけ たる 時は •まに 巧 かする 
とい ふので ある。 但し それは ソ齡 がが かがを 腺 四 巧の 私 かに 胁られ 、且〇 フランスが IS ? をを けたる 

fcl C こ < 羞 <c> げ ♦ひ l>J 

をを 闽を投 巧す る 場を に おられて ゐ る。 

がに バル ナックが がと いふのは、 リトア 。ヤ 、ラト ヴイヤ 、 ユ スト ユヤ 脈の ミ 及び 觀 が 寡で わ 
つて、 ナチ ス ドイッの 峭ぶ 域が が お】 に對 し、 ミ 田 胁の巧 4 巧 時を 求めん とする もので ぁミ齡 がが 
は、 をと して か" 巧 問® で 共同 臘 がを 張る ことた ま昏 とし、 巧 巧 化斯 にかいて は、 俯を かる、 ところは 

こ < ムつク つ* < A ，*， レ I* じウぷ 

をい。 だが ミ 苗と もソ 巧が かの 東 » ロヵルノ 策を ま 巧して ゐ るかち もし これが K みすれ ぱ 、これに 
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璧さる 、一^繫をもミ〇でわる。 

i ： {おかべた ものが、 ドイツに 辦 する がが 臘 の® 望で わる。 これで みれば、 ドイツは 完 
がに 做の され、 をの 雕り にが 俯 瓶を おり まわされて わる こと ボわ かる。 もし この おがを 
趴て槪 がするなら ぱ 、ド イツ はおく 典が の 燃 & に觀 り、 祕が にが 借され ク 、ぁる 載 做の 
||?^するにがガち、 が が、 かの一がにわつて、 ョー。ツパに骼二のが洲乂がががることは巧々白々 
である。 

だが そこには、 若 巧と 龄粮 をが てかられ たジ 3 ンブ ルが をへ てゐ る。 卽く がかく、 卽 かざる がか 
く、 ヨ ー。 ツ パが がの！ 2 齡 齡に默 して、 諸坦 をが みがは せて おきを がちを の閒 に英大 のがを 占める 
のが イギ ， K Q 姿で わ ミ。 カル ノ裝忆 Si 靈に繁 りし ミ？、 Si 。 カル ノが忆 靴して， 
掀 S に 制 T の齡 がをおす の も、 骑はが 難磬 にはが A の 化 奶 をし と！！ ナミ も 解 この 橄 S 義の 

現 はれで わる。 

イギリス茲¥驗。ががを髮とすミ 5^るミしドイツを認0ま、忆お卞ならち がおの瓣 
がは これを か斯 ホね ぱ ならち こ、 に 私いて み 瓶掀お i の イギリスは 遂に 巧を 出した。) ホには ドイ 
ッの联 がが を 一が の 肪 蓉に駿 しつつ、 i がでは 難 ミ觀 へて、 SS の おがた 俄た ホょゥ とする 
のガ 。お 报繁 S おは ミ 驚 ミミ、 ドイツの 觀 りに is り橄 はした がが 觀 のか 蔽 ち イギリス 
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自ら 措らん とずる ものに ルなら ない 0 . 

Ill 巧 巧 巧 軍な をの 蠢< 巧な 

蠢傲 S 驚は、 m - B ツパ のがが を 脱 ミと する がが 城 載の 一 載で ゎると 郎 がちが の联换 .がみ 
への 鞭 脱で も ゎる。 叢に S ては をの 態を 一が し VJ みょう。 
a a 0 ドイツが、 ヴ H ル サイ riS 献 によっ て 震に 腑敝を ミる 联^繫 する でを， 一：> 
*** ふことは、 义 しき 敲 りが に蠢 され ミち 聪 せる 雕 ドイツは、 我なる が歡の P 
に 軍 Ie を もへ ミた が、 一 垄一ぁ 皆 一雨 十六 S に 載り、 ヴェル サイ ユが 獄觀ぉ 齡ちイ 
ツの & 俯を 棘胁 S 需を繫 する こち 驚 S をし ミぉ个 驚の 難联 を靜 す， へき 酌を囊 し 

て!！ がを 巧 かせた。 

ミ 驚の 誤は、 繫 載の 能 駅が、 接 祭義變 の繁を I 新し、 而联 僻の おがを なさ ど 

るの みち 繫は雖 て 載が の 一 紙に 郎 って 囊しっ 、わる こと、 かくては 

『ヴエルサイユー^狀は、 ^^なおなザがをざるも所斯でぁ^〇から ドイツが4は、 がをの蹤肢にが 
て、 自 田の お 田胁掀 & をを 傲せ しむる ため、 が戰 なお 賊 を！！ ずるの かむな をに 栽った』 

とぃ ふので ゎる。 ガが おがの 麟が としては： ト イツは おづ そうぃう i おおは 驚の 載を 驚と 船 
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へ、 こを！ {て 鼠 〇お を* ら るん ザが に、 薪 《ぶが 忆 かつがで ゎる ことは、 斯ナ るに おくな 

50 

ならば ドイツに 齡 されて ゐろヴ H ル サイ， 一 繫獻義 の繫繁 の髮は 俯を いへ ザ 
一、 齢 巧は、 步が セケ 師齡 、かお 一ニ ケ師 U 龄 として、 ミが おがが は 十 W がで をる こと。 

一一、 獻 B は、 ド イブ チ ti ランド 齡胶が ハが、 が般ス が、 6 載が が 驚； をと して 胶が がは 
篆ぜら れてゐ る。 

ミ龄 勝が に 4 がする が豁齡 はか ミと た齡 さを ぃ。 

阴 、斯 i の繁 
をが その ム をる もので わる 0 

SQ 巧 ミ ドイツの 併が が、 ご ルサ i 露を 一が 懈に器 ミこ ミ 雙て激 くいへ 
2 はぶ ば、 一义 1 四が < が にか jb る ペル TS がの 叢と が一 热の 露が り ミる ことは は 

« 友れ をい。 

だが 第の ドイツ 忆は 、そぅいぅ!}; おを 席が すべを がが の 載 か你繁 がわる ことは 8? はを い。 の 
故 合が 东 •美 •が も) は、 ヴェル ヤイ ユ がが Q がが たがら そ繫を ドイツの 繁 に* でから さな 
いばを ち！？ て お がの 一 4 に蠢 して ミ。 ゆへ にご ル サイ A がが を g ミ も ミ、 ドイツ ミ 
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くて毀口田でわミ 巧ソヴエトニシヤのが拟のが|6^*^もは、 ドイツのがおにがするがかであるから、 

K イツは 巧两 する わけに ゆかね、 とい ふので わる 0 
» ■ 0 ドイツ の^^化がり你が巧おおにがして、 腑お巧は俯とがかするでぁらぅか。 それには 

♦は 《二 0Q お啟が おごれち 

« • » 游 一は、 ドイツを 繫か献 なりと 繫 し、 ドイツの 繁に靈 の 簾を をし、 をに 

腑 がを 加へ 8^ を 脱する ことで わる。 

觀 二は、 ドイツの 露は 嘶が ミち 繫の繁 す ミミ ゎるを g めで、 潑 をる 黯 のが おに 

出で ず、 匡、^ ぶ 化のを を 巧ず る ことで わる。 . 

ドイツを を 命の 化が おする フランスは、 装 1 Q ザを に邮 でんと した。 腑ち S 載 俯 が瓶從 所して、 •卜 

イツに 城し 講の掀 かを ミつ けろ 傅 ドイツを 繫 叢の S 緊と繫 すろ 裝 にぶを 熙燃酸 
に歡 して、 齡馨 做を 驚し、 ドイツを 繫 叢め 城 繫と義 すろ g 船 傲 Qg かがを ちドイ 

ツ にが 效適 がなる 制な を 船へ る、 とい ム のが フランス のが » で わつた。 フランスは おがを 骼ら つて、 
これに 同意せ しめんと したので ある。 おる にイ タリ ー はこれ に Ji ホる おおを かサ セが、 巧り イギリス 
は、 をぃ それと 脱带 t ザへ をかつた。 

イギリスはフラ ン スのさぅいムも啟を?$て、 巧'嫩に酬ゆるに|^獻をもつてするものとかた。 それで g 



mi けめ 巧 ar 在が 


I はやが て & 洲大 栽の 冉 数を 姑 もなら おる ものと ミの だ〇ミ ょりも ドイツを 撇 僻して をた 野 
I ぉ 皆し、 化 ホる だけ 臘 斬を さけて、 ドイツを 或の 薪に 龍す るが が微歉 だと 斬へ ミ だ】 

; かくして 夕齡 かの ホ斯 はおく®^ れて しまつた。 

I *■ 0 イギリスは がを 邮し 皆て 酷に が 藥ろ蠢 がた S りの がが を聲た I 抓’ 
一け* れお 遂をト イツ 齡 つちを がヒて ラ— 無を 備載一 訊の 二が おなる 一一 一が 十八 g ミろ 
，ん たぃ イギリスの 藉襄 には、 がの ゃぅな が おがが をて ぁ ミ。 鹏ち の ドイツの 繫む 
まに おして， は、； イギい K > は 馨サ ざるを 棘を い。 傅か、 る 一が 傑 龜巧骼 の 慕を 驚す ミみ 
で*^ ミ 佩 襄ち 1 S 百の こ ドン義 に齡 て、 瓣 I ： ひの 心證 もで、 ドイツに 腑 g 露 繫撇 
を 度ろ ご ル サイ ユ g 驚 忘を 繫 しゃぅ と ミミ ミが し g に撕 して： お 
十 凹 日 一繫繫 Q く邮歡 をが へて ゐる 。そして 霸僻 勝の ため 髮俯お ミル リン 講を 顧ち ド 
イパ はこ^-を 載け る ことを I し ミミ g る忆 ミトラ 1難 は f かと し ミを ff る繫 

に 化た。 嚇め てを 載 わす rO が、 ドイツは イギリス の辦 徽 叢を 驚す る辦 へで ぁるを えちを 
が イギリスの がかの 冀 でを ミ 拋かミ 幾せ だか 驚り の 齡でガ み ミす わからない 〇ガ 
^イ？ スミ ラン KQ 驚なる 抓 I 髮を繁 して ドイツに 暮を がして ミこと だけは 戴 器 
ホる。 
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こた ぉして' ドイツは 恥 i 英霧扣 サイ* ン蔡 の 露を 俄齡 する 齡の 變を辦 ぉ。 

• 々 0 これでは 齡 かは 脱つて ゐる わけに ゆかない。 そこで 恥し がかれ た齡 佩は、 ミが つ 一十】 
に日、に雜你にドイツに撕して*義をがぉ。 

Ik y な 卜 s t ■ 9 r ki 

フランスの 抗 藻は 仲々 巧 巧を る もので、 その かがは ホの 也り だ。 . 
の ミが i のが g は 驚 叢で ゎる、 フランスは、 か、 る 衍敞に 紙して 襄 し、 衍 脱の が邮を 

載ず ミ 

俾 ドイツの が S にょリ S された を、 S 繫熙穀 への 蔡 (おらく •が •繁 の联 
靈 巧を がす も ミ わらぅ) は、 おら ドイツ 影が 賽戸 もうき も ミ ある。 

の ドイツが 邮の一 が 撥が を 斬 驚 おとして 載の おがの がが とする ことは、 驚に 賦雖 であ 

る 0 

イ タリ I の抗歡 も、 これにな たり がつたり の ものであつた。 

ドイツ 避ノ イラ- 卜 g は、 驚の 勢を 邮幽 に拉 粒し、 か、 るが 皆は 髮に齡 ダない、 ドイツは 
これを 拒紀サ ざるを 得ず と齡說 した。 

莫 ** イギ ，ス 側では、 ヤ 主ン鑛 をが つて、 ドイツとの 哪 に、 t 蕾を の繁 ti ン ドン 
〇バ ，冀 J の裝 恥に ぶり、 一献の かが 霧を 賺 がする 脱で あ ミら しぃ。 脈ち ドィツの 繁 
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巧 合 •鑑 fi 齡 、前睽 •霞 掛 、が おロヵルゾ が， 跨 ドイッの 黯歡 の能讓 につ 

を、 大巧の誘がを得てををたいのが、 サイモン3^巧巧巧の目觀でわつたとまはれてゐる。 

tr ろ V U h t ， ♦ク II 口 ミ *こ ミ 之 VT 》 な 

おるにがかた出しかいて巧ホしがめては、 じの雨因がおるにか〇てゐる。 そこで^^做ではべルリ 
ンに||^こむ5|、 かづ佛かの職がをなザわてをくが巧をがじ、 ミが二十お^1から、 パリで巧||がの打ち 

A いで 6 

がせを を閒 くこと にした 0 

この® S には、 イギリス 佩からは 巧 i がさ イ ー デン 巧、 イ タリ-- がから 瓜な ホ官の K ヴ イッチ 巧が 
巧が し、 ラヴ アル iwffi がか 域と をつて、 がの 二つを が おしち 邮 ちがが 相 サイモン 巧の が 巧は、 單 

OK ' a * レ 1 レ A Ifc な* ホつ < ホ f わウ ct tt < V Bn い/ •巧.^ 

& る 巧 巧 巧 ものた めで わる こと、 叉 巧 巧の 結果、 四月 十一 日から、 化か ストン 1 ザで、 巧め て 巧 か 巧 
ミみ の 相 於 會打駅 かぅ とい ふので わる。 巧 かの 方では、 イギリス 縱 がが 巧に ドイッと が 術を 输む るを 
がれて、 サイモン W 巧の か 命は、 がに ドイッの がが t を A に ゆく とい ふこと に】 がな t 打つた わけで 
わる。 

歎が がが は 一-一が 二十 友、 六が の i もに 巧り、 ベルリンで 巧 はれた。 イギリス がは ナイ 
m 到》 ぶ z< c ux^ux を *i， x^cf 
# 1 麵 * ン か巧イ I デン R ■巧 書、 ドイッ 俯からは t ッ トラ 1« な、 ノ イラ J 卜 w 巧が 出が 

しち 

このが啟にょつて、 }^^私|8は、 ドイッの欺8巧 斬^^を、 义8«々ルノ、 ダ三1プ^ K 
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イッの S 巧が 巧を の 巧 巧 題に がして、 巧 冗の が 解を 嘶游 ならし わ、 か 0 ri お $斯 のが i による SS 
おがの 巧が を もつて、 备自 のが 巧の 目 ㈱ とを すべき ことに ホ獻の 1 6 を 4 た JCn A ミユ ニケ】 

一一 一夢 十八が サイモン 鑛 がで 隙で か ミと ころに ぇちが 襲の 傲 お、 お 讓 驚の 驚は が 

に SI ゥ 居る ことが 巧ら かとを つたが、 巧が のが 解を 明られ にし 巧た るが にがて、 か？} なりし ことお ひ 
をし、 とい ふので あるから、 が斯 防に ザなる かがの 巧を がわつ たこと がよ める。 その か 四が がが にお 
り、 サイモン 巧は、 が じで 瞭 で、 t ブト ラ 1 かから 養した 袭 の 繫を がが しち ミ蔡の 載 £ 

はを で 化べ る ことにする 0 

K トレ ペル リン： イ ギリ K 佩 41 イデ- ン ik を J ， ヮ K 繁 して、 が 葬 Q か ii をげ 
—サ •賢 しめたぇ 7 IN ンスが おお t かつて、 がが の繫 郎齡 t 繫サ しめを. - i セが K 

— 卜 V ザ； S を、 いよ 四月 十】 日から 巧 かれた。 イギリス 狐は マック！} Bn ^、 サイ モ 
ン纔、 7 ランス 雕 ii フランダン 難、 ラヴ アル 鑛 、イク ミ S は ムッ ッリ 11 戀、 K ヴイブ す 

ぶ S む B を > ミ 

かお ホ官 のな 巧れ である 0 

このが 巧で も 近した ものを かいがんで みると、 

こご ランスの お拽 すろ ドイッを g 聪へ繁 する ことに 於て は、 もし ドイッに 觀 して 誤ミ掀 
へる やぅでは、 i 洲が JI の と 度らぬ ともがらない 〇イ ギリスが はがと かして これた 51 がさせ や 
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っバ む：：!、， 載。 を ドイツの がで •載が 挺繫 がに 裝の 裳を とがれて 解た？、 が 
邸への お訴 はを しく i がされ & の城豁 となぇが のが 齡を 颗れち 

こ 一) 才 ，ス U ャみん を?！ ザる 酱 のけち ダニ T ブ 襲を 繁 する 齡 叢を 雕く ことに 
^ つち ミ巧闺 S 立は、 就が イ タリ， が 驚の 脱 似を も ミので、 それ だ ミク？ の齡 敵は 腊 
巧され た。 

c| 一一) 西 龄| 蠻に y ては、： 量， 日の。 ン ドン囊 の献 rgl きその 叢 僻 g に變 する こと 
を I しちを 寺 巧を フ U い ，は g 作， f 觀 つを イギリスは、 ドイツ i 繫！ て 

も搔 くは ない とおして 、右の© ^飘 がを 撤ん だ。 

tsi. ドイツ® 繫 ミ、 標 義£3 ず、 を靈 SE する 1 .£ 

賴ミ へす も 1 』 で^^で わると f 、 髮 Hs 聖裏 《纂 がを F ぃと 叢. 

した これは 巧 巧の 完 をなる 巧 巧、 フランス 佣の しい 載 料 ごわ ミ 

g 巧 和 號の繫 f 紙 し ミ 所懈夢 がを 繫 しちを はチユ "ノコ、 ル， マニ ト 斯 巧 

妒で to _ 

ご 〇 ロカルノな わは： トイ ミ 驚脱齡 にょり、 ミ繁 がか 戴され ミた タミが 露 載 さ 
れ た。 
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C セ} 觀も 12 K トレ-ザが" 歡 は 、 『m , ロ ツ パの おがを が 新に •齡 ‘れ るが を 難の 一が 驚が に撕し 
ミが る 恥 敝雙啟 ミミ ーニ 熙は ぶに 繁、 繫に獻 g をる 熬挺 てが 胁す ミこと を！^ し 
ちを はおに ドイツの 繁教 £ を お 齡ミ繁 せず ち 一驚を 黎を 51 て繁ぉ ミち イギ 

リスと 伊 かの 肚 がか!： にを ひ 違って ゐ たかをを ホした もので わる。 

• ■0 スト レ 1 ボが "がは、 ドイツの 叢？ に 挑す る 載 載の 4 S 夕蔡 §れ勝 ちに なら 
a * •ん とす ミち ももが もが" 齡 おは 一 おせ ぉち g し ミら ソミスと しては、 一が ド 
**1 イツに S をげ ミを くが 驳がぁ ミで、 ドイツの 殿嫩訟 煎が 駅獻 おがを がかす - U いふ！？ 
由から、 嘶掛 規約！！ 十 5 にぶき 麗に尚 訴_: た。 巧 於が が 四 ド 巧が から 熙 をち が齡卽 一一郎 
が 共同に が 巧した 沁 tSf 數は厮 る 瑚齡を もので わった から、 デン マ I ク 、ボ I ランド、 スペイン などは 
ドイ； sqS 辦を st ふを 撒れ て、 これに 驚を 斯 能した が、 難 デ ご 1 クー お だけが が敝 して、 義 
一が がの 鹏載 を漸 撒した。 

こ) ドイツはミ取六£に驚ぉ联联你に化する泌|^を蔡する彼|:はをい。 ミ叢はヴエル 
サイ ユが めに 違反す る もので わる 0 
ご 一) 靴 かがが、 ドイツ ミミ 繁の 一が 潑がを 4 歡 する。 

ご ミ數肤 たると ホ掀穀 たると を 邮はそ 驚み 齡を 一が 魄に繫 してが がを がか， J た 皆と る^ 





ミ鬟 、懈に 繁你裝 驚 沿に ミミ 磬ち一 もが 教が 賢し める。 

こ i に 非 11^ 曲 田と わるのは、 勿が K イツを おした もので ぁらぅ が、 おが も そのが にがが する つもり 

ミミを かれ ミ。 激に ッ繫繁 リトヴ イノ フ かを どは、 ミ 藏 潑 かた 驚に もが ば さを 
したので わ ミなる に 私 知が が あは、 こ A のが 从す るを がれて、 jj 亂盼梦 ことは g 熙勢 わる ミ 
つて、 これに なぜな かつた。 

この 巧 巧が かが ホは、 t く ドイッを 做 俯せ. めち ドイッは 四 お 一十が 齡を始 て、 が冀 駅に ぁて 
II 邸の 燃 かは じで お斯し St ミ 的を がが しち 

• ■ C ミ i か 群が かにが して、 ドィッは、 四が ご 十六 S が撤繫 の靈を 露し、 がに 

* = * 言 軍が のがん が 十二 さを 巧エ した 齡 イギリス にがが しち るに ミー ーを がの 緊 

3 1 二 玉 ミ 蒙 デ， 9,. o ; r 巧 •トイ ッ U が 笑が© 繁 を 驚」 た 溝 じた 
ので 驚が 於 S ミ イッち ボ ，卜 於に 襄し VJ わる イギリス 驚は 报へ おっち イすス が •トイ 

ツ との 欺が 從 忠と說 速に 私 取 さした のは、 これが】 つの で わる。 

お 月 二日には、 ドイツの ダ I リングを 巧は、 袋 驚襄に f て： トイ ッ髮 は、 ¥ や t 黯れ 
の 胀の襄 ミ る ii が 篆へミ SS っ ゎと黨 ..i ゎ。 

かょぅに、 K イツは、 5^に巧ってはが備の巧がをかかしたが、 。«"って辩へてみれぱ、 ストレーザ 




イツは 巧ん ど I 


f か ！： f f 驚の 露 ミ もが もがっ ミミ ¥& 靈 器‘ の篡 にょって： トイ" 

I の •曲 JiJ を T が f tisi かち if f ミで なけれ 巧 ドイツの か 
巧は 危 おを りと 带 はざる を 巧を い。 

ヴ巧 す ^<,に ぉ！ する 簾に ro 孤掀 の震繁 i され！ 
が ud 巧の 婆を をが ミミ ミトラ-が、 蚕 一王が のを 器に 
詩^け げた ナナス 婆^が 巧 ニヶが は、 こ， 1 を 驚に 份骼る もので—。 醇 トイッ 。が一を 
& かを ち AJ 军ー ニケが のが 巧 ミムのは、 ホの ミミ ミ ゎる。 

ご ー ドイツは、 異繫 かが 霞され ミ胁 り、 驚に 驚せ をぃ。 

4 減 ーサ耗 曙 f !r !ii ;サィ 1 。 

": it ! ' 着 則 諸 ihh !!。* ミ 

(の i •ながけ li 、 義げ襲 ナミ f ながら P 載 忆繫す ミ A 、 辕の 
S こがが に繁 された 婚を 蒙と しては、 が， 巧は 裝る もの ミぃ。 

W 
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ご ハ) 化々 の不 がを 厮 がする 所がが わる。 

(七) a ヵル ノ繁を 驚す る義 磬忆爺 Qg がが わ ミ々 

3 酸 •龄 •襄 の襄が fJ れを 載が す ミ 做し 盤と 所 一駿 にがてが 供す ミ 繁がぁ ミが 
軍は 執 美 一二 亂ぁザ S ランスに 撕し yj 一巧 ぁがの 齡 がに がんち を队 おを が齡と サミ。 

(九) 髮を觀 十 和の 鹏紛 にが 鑽ホ しめ、 載 ボス、 繁嫩 、が 器 斯の舰 胁た銷 < ミで t 。 

(一 0) ドィツは、 がが 繫 もの 强が がる-かが 攀 がを 雕胁 する 黨 がわ ミ 

(.二) 俯が にょるが 載の 觀腑 8 做に 齡 ずる g がが わ ミ 紙酱の 驚 も 叢して いん。 

こ ミ j | ii 繁 かの 靈攀 断を S 船る が驳 がを ミ 

こ ミ 襄のお がに 賦撕す ミ 僻し をが J をる 蒂 歎 〇囊を 驚に する繁 がぁミ 
ミ裝 li 巧 ミる に、 繁て蹤 新 黛 驚で わ ミ おく SQ か 紙を おか ミゐミ 撕脱瑚 g 

巧の 斯巧 7 ランスと イタ？ * でが、 『 KJ れ は』 とばを 捂 いた。 も j | がは ない。 だが ミミ ギリ 
スを かりこむ ミ 暮 とは、 かか Q がでは 一 g にごが じ ミミ やぅで わ ミ 
• ) -S この ドイツの 巧 ニ ホ 也 言を みて、 を もがんだ のは イギリス でぁる。 アメリカな ども、 
, I 滿巧 でない 齡 をした。 

イギリス にと ミは、 ドイツの 瞄お たどは 離に する 齡ミ い。 ミは 歡の g が 
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であるか だ。 イギリス がが 心を もつ のは K イツの 獻 がと おがで わる。 

ドイツは 爹戦義 0繁 にと*. わ、 り、 そ qJS おはがを イギ， KtiJ ミ 7 ラン K ? れ にが 
巧す ると？ をち 巧い セのは イす K である。 イギリスは かがが 於が ト イツが おの 幫が がを 
をし いを がを なめて わるから ガ 。そこで イギリスでは、 が佩ボ I ルド サインが は、 イギリス のが 峽が 
一 傲は、 ライン 職の 裳に ありと 縣し て 教 おが 联が紛 かを 裘 した。 ( 

一九 ミ 四 お 十一が 一一 十が ぃ 

女まで も ミイ ギリスは、 ig 蒙の が 載の ため、 似が の やぅに、 ド ふて がが たもつで、 が g のが 
一 辕と考 ふる t とが 祭 ミミた ミ、 こを ラインが？ 繫ミ& わ Q だ。 g る忆 ドイツの が 
ミ8^贿に絲て、 。々ルノ療た繁するための髮繫には：トイツも繁すミ 
用がわることた$0嚇しミミ イギリスは、 おが驟におする胁り、 はっと||をなで|^^しち 
がるは お ミ 問 巧》 けで わ ミ 而も そ。 紙联は イミ X が辕も JJS を お < も。 で わる。 るに ドイ 

ツの斬 一が 義を ミち 驚 蘇は 髮一疏 もで 繫 し、 イギリスの おも 渺れ る獻が 儀熙に g 

しても を戲 t が 欺し VJ も ごとかん 冀 をが へて ミ。 y んゃが go お 難 胁もイ す ス 0 數 むと 

ミで わ ミを なら ドイツと が おおがた 賊 いても 巧み ボ あろと イギ ，ス がが 歡 おんだのは 靈で 
わら ミ ー*^ 

比が がが とがん がの もがに 所 か. >3 た ドイツの お稱 は、 アイミ ともが がする もので わる。 イ 
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ギ 3 スは 献が ミが たも S へた。 ’ ， 

傭 伊と— ガ がさう いふ 孤が は あるに レても、 イギリスが ドイツと おも 巧 ホを 閱< 巧には、 ホづ 
ミ* に 驚と かかい ミけ、 銳る がに E ふの が 驚 ミミ is をい へば、 イギリス はが 
ゎ け る がと郎が、 ヴ エ ルサイ ユ88^1かのお依がぁるから、 辦接を 1 が腑にがかして 聚 
た 靈サん 李 ミ イツと お 酌す るには、 かづ 繁 i の 腑に繁 歡餘を S り、 これを みがと して •トイ 

ツを加！^ホしむるのが至巧でわる。 

^|らぱイギ9;歡と01忆、 磬繫が繫る一^繫がゎミミを、 §?んど髮がクを 
い。 接© 繫 なかが に 驚した フランスは、 驚 傲 驚の 豁 たが 脱がにまで 撫 £ される のを 
おそが‘ も かがが らぱ 、穀 がと が證 おに 8 か てられた 繫襄 の豁 ちを た繫 せんと 错 

がへてゐる。 フランス0|^がが旅りとすれば、 これとを等た巧ホしておらないイタリーとしても、 自 
が 孤り でが 繫 かに 裝 し、 88 ミす ゎけには ゆを い。 さう いん i 脱から 一里 ー セが ジミ •ハ 
で 賢れ ちが 繫 5® ク1? ソデ かお 載の が 繫 みに ち歡 はが A を 短が しち ミミ 變 に厮 
かれた a ンド y お繫 かにち が 襄と繫 との 聽が がが はがに 整せ を ミた。 7 ランスは 依 
がた るかが た繁 したの ちかが イギリスは、 おたかへ 3 を かへ て お 豁臘に 酸が 促が たがらう 

とする が、 ー ザには フブ y ス がが がた るか が た 巧 否す るのと、 瓜 方には イ タリ ー が、 フ ブンス との— 
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5 の 均 巧を 巧 ホず る ミ、 い ミ-^ もがた がっち イギリス はおを 齡 いて ミので ゎる。 

傲ら ぱ ドイツの 繫整 S を 船に して、 繁が腑 のが お •藍が 繫ミ ミムに、 これ も g んど 
見を が ミミ。 ドイツが 黯 のが 證 滞に 一が を か ミ龄た I めち 黯 の 媛は 一驚 おと ミ 

たれら ガ〇 

蓄は考 へたで をら ぅ •か 矿 を瞧 解して ドイツと が おが， 放た 獻ぶ ことは、 孤 整では、 ヴ ユル サ 

イュ ljUSQ 度梦 ぁり、 一宜 言 Q a ンドン を jS に 叢 するとし ミ、 ドイツ Q 职联 傲が 嫩 おに 
ミと して はれ て4 る鞋 、そし T 俯 4? 皆しても これを 醉す るを ざる 搂、 r 热おに 
ん断髮 を！ g — 夢 躲でゎミ 猫ん ミラン K & する ミ K 、 SIS 髮裳の 
不可が を 固 おしては ミに な ミ も 供が 曲來ミ をらない。 をょりも おきを 祕 けがを を 殺を 
ドイツと まおグ ホを 斤を が 上！^ で ゎるち, J れが らく イギ ， X Q 龄 ミミと 狱をミ 

ムハ月 ミーが イギリス ド 隙に 燃て、 が 佩 モンセル がは、 お掀繫 惦 放を 旅 傲す るに 

載ミ郵 がを 紙挪 しち 靖<、 

イギ， 5 麻は 巧 SRS 客 C がて、 交 香 田 海 ミ# を 度を し、 を 的 S 5 十 夏 比* 
とせんと ナミ ツトブ i 巧の 巧 案を 雲ナ るに 巧を しち イてス 《巧 かこの 比 申を ま 巧す るに まつた 巧は 
は 巧た に 巧 wss の ミの 利 巧の 巧 《のみならず、 w 來 海軍々 隹 S に ■し、 全器條 《8 を 巧 さら 
とる モ B としたい と是 したから マ t 。 E にイて 5 客 局と しては、 本！！ をが ♦に 芙 SSS 立の 


X 海！！ 
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访巧 fe ろけ 巧る ザな 性を をす る ものと して、 これ fc 巧る 巧® したので あつで、 一 だ 巧 一# 历に餐 軍 巧 かがを れぱ、 
か然 的に イザ 9 K 帝！ IW 巧を 貝の 利な に大彭 響た みばす こと、 なる ので ある。 ネな ちは 貝 かにな 巧に 巧 巧 H 保 t 
有する 他の W 围に 巧し でも、 »« 好 IMIk 巧 ふべ ♦ものと 巧ず る。 

一巧に 於て は、 か、 るな をは 締巧ナ •へさではなかつた との だ お » ももる ボ 、巧々 は ホ づ事實 t が* せわ ばなら 
» •巧々 は ドイツ ボ 历にヴ * み サイ ユ條 わに ょつて 巧 巧され たは 上の 巧 軍を aK しつ、 あると いふ R 巧且* 巧 的 
两 •を 巧 上げ わ ばなら なかつ たので わつ て、 巧* のな したと じる は、 ド イヴの 一方的 A ちに ょウ でを 9 巧べ さ 事 
苗に なて、 ド イブと tt をを 篇 おして、 せした 《 で、 ある •巧々 はじれ がを « 巧 海軍 ■のが g 的 巧 巧で わる 
ベ* をな じ、 これに 滿 ちして 右る ので もる。 もし 巧々 ボ ドイツ «の& 案 ま 巧 を不« に！ III したならば 、それだけ 
巧 も 巧々 はぶ 大な aRt 巧した ものと いは わぱ ならね。 

イギ j ス致 なと しては、 イギ *ス は ». ま 軍の 縮 か 两坦と 切 離しで、 海軍 g 少两 s だけを « 個 にお &ム權 » は 
ない とのせ » を 賴» に ホ B する ことは 田 ホない •蓮し 巧 巧々 な條 巧は、 tt に 多年に 豆つ で存 せして 居リ 、現存 保 
わに 巧る ベろ 他の 條 わの 巧 afc 巧 ひ 巧ない とい ム ことは、 fi 大 なる 不幸を 意味 ナ るからで をる •かし じれは W 来 
海軍な かに 画する】 なの 條 わが >巧$ れた ならば、 イギリスは、 tt を X な宙 ちか！！ {に ■卞る 巧 力を « め 》 といん 
« ホでは ない •巧 反 おに、 ながは » •诲 •巧 一一 一軍の 函巧的 度 争れ とた 最も 5 可らざる ものと 皮め る t ので わ 
る •もとょ 9 イギ 9 ス致 がは 他の ♦軍 Hi も 巧！！ を讀 けで たる ボ 、いつ 海軍な A 簡巧 画を 巧の 公！！ を 历《 かる わ 
になて は 巧す w でもる。 

? 七 ルが 你 がぃ ふゃぅ ち ドイツの 嵌黎 は激 おの S 厮でゎ ミ、 ヴェル サイ* 誤は is ， ス 
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トレ 1 ザが" か fcH てして ち 驚 0 繫 がかを H てして ち.！ 俯と もす るを がミ繫 がの 麗 でぁ 
ミち イギリスと しては、 こた 撕 してが ものが おたおさない。 なぜなら、 が おすれす すスの 
廣は板 欺から 載 へさる I からだ 0 おん も 震？？ びが が緊 かは、 齢 •が •勒 おの 震が 繫敕お を 

♦^^ミが!^ミの巧8に齡がしてゐるのでわえ イギリスががミイツと微がを齡んガミゆへ 

をと 萌 はわ ぱ&を 。わ < て 7 ラ NK は馨 をが り わざして ドイツ。 取 繫忆撕 したが、 をに g 
して、 イギリスは 激おに 恥して ドイツと 歡 おしち こ、 におが 髮 黨の撕 がが あ ミ。 イタ？ に 
をつ ては、 ドイツを ^17 ラン K と あ も -i た队ザ 7 ラン をが & した こと SSi でぁ ミ 

000 六が 凹が からこ ドンで 熙 を、 干 も繁 に嚴 された お掀 磬繫 のが 韶 は、 が 

■«* の やぅな ものである 0 

り n • 一、 ドイツは’ 聽一 辕の联 驚が が 紫る とがと に觀ら ず、 g 知 ㈱ に、 i お iiig 
冢 のが 琴を 驚す る ことり 

一一、 ドイツは、 一が の繁 S に 燃て、 がの 裝を冀 ミ さち 齡ミ おのみ 解を る 繫が獻 心ょ ぇ 
が ミ襄が 31 じた 繁 には、 嚇 めて イギリスと 斯 みする 祗 挪を繫 する。 

ミ 右の 比が は、 ん繁範 に热所 さたが が囊 に、 驚 トン 繁は髮 を おむ ミ 
齡 し、 





(ィ) が籍 i には、 獻熙 かの 繁を热 むる こち 

(こ 繫 のが 脱 お あち 驚の 黯瓣敝 沿を 潑 せざる 棘が には、 齡 めて ィギリスと 繫す 

る こと ゥ 

四、 ドイツは、 驚が とか髮 は、 をを 二 お 觀 となす ことを か數 する も 做の 联骄傲 霞が、 こ 
れを联 1 Q 髮ミ をして 濃ず る 難には、 がて これを 繫サ ざる こち 
お、 祇が がに W ム ては、 

■ 2 が おがが S 驚が が撕 が一 一一 觀瓦ゲ を 範蔽 せざる ことを が 似と して、 ドイツは イギリス とが 
斯の觀 がが 驚が を 驚し 做る 抵 がを がする こち 
ご) 但しん たには、 ドイグ の觀がが驚がは、 撕が脚8化がた^|たざるこち 
(こもし 化 W あが 當の擒 が おを 驚す るが 數 もる 掀か齡 が 31 じた 繁 には、 ドイツは イ ギリ 
スと巧 巧す る こと 0 

巧、 ドイツち 觀 たミ截 が3| おいより、 がの かがに 齡し € ミは、 一蟲 一一 襄 なを & る こち 
ち おがの 磬は 、醋 のか ミ がより がが を披 がする じと。 

-爲 がが が qS £ i ミミ 供て がには、 そのが の 一ー ミの 狀 にがてが it 觀み ミよぅ。 

aft n が 一に 巧かず ぺ> じとは、 ドィツが 繫一 li あが 為が がは 账 としで 一 0 が髮ち 


の 


な 
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.けの 說な义 がに 承 風した こと だ。 

凡そ 抓!： たる 团 liS 約で も •ち义 がと いふ やうな が 巧を 用うる ことは 輪 做であつて、 
傲が Qs ^ がで をければ、 さう いふが かは 用 ひたい。 なぜなら、 曲 alS がは、 k 原 事 巧と 礙 巧に 化た 
を じたが がが、 これた 巧が する のがを g である からだ。 がるに も 俯らず、 ドイツが これを ホ 風した と 
じろ からみれ ぱ 、イギリス にょつて 因盼的 巧が をが せんとす る、 拓 後の 手が と 化する の 瓜は をい。 腑 
ち この お 私を がは、 これを ドイツ 做から いへ ぱ屈 脱がで わるが、 これを イギリス 齡 からみれ ぱ 1 ザ 
巧 巧で あつで、 それだけ イギリスは をんだ わけで わる 〇イ ギリスが、 フランス やイ タリ I を^ 中に を 
かずち が 《おのが がに 巧 したの ちゆへ わる 骼 である。 

もつとも この 巧 放には、 が ミが の獻 常なる 胳联 ilS にょつて、 がた を砍 みが もじた る瑞斯 には、 
ドイツは イギリスと 齡 かする と 齡〇 ては わるが、 一巧 もめられた 恒义が 束が は、 これを 悅 する ことが 
みで ない のは、 が々 はヴ シン トン 俯が や。 ン ドン iJHS で、 まを 拉獻 をな めて ゐ る。 § か 十 年 M の 斬が 
巧 脈で さへ、 載が のがでは か 度に これ fc 破 域 せんとし つ、 あるの がが 日の 撕 脱で ないか 〇 W んや 故が 
你 のがね にがてた や ガ〇ド \ツ が この £め のために、 他が み 冷 化なる 束 化を うける ことは， がから こ 
れ をな 期しで おいでも 閒也 ひわる 4 い 0 

奴に ドィッの がに 和が なる が 巧は、 y 聽備整 ミミ 裝鬆 ミンが ゃ 驚を 腑敝サ を 





たこと だ 0 ，かふを でもな < 、-裝 とが 簾 腑繫巧 腺 驚 露から 驚を II る もち ゎって、 おが 

の やうを 化ん K にと ミは、 埼も巧 抓 ミ 腑胁 がで ゎるち 獻撕に ドイツの やうを がが 獻お哄 に 

ミミ、！？ が繁 QMt 難して、 繁義 •全と が繫 ず、 が だ にが 套わぱ ならね 船 

f をる。 S がが が 旅 とし ミの おの 8 做 おに* 於撕 し、 が繫 瓶の がが 做が がを 猿ろ その 傲 器 
で、 化 トン <i が 4 にょぇ がが の 蔡 する お茲 たお かに 馈 むる 冀 をが お . J たのは、 搂 の！, がに 
ぶ< もりで わる。- 3 かるに ドイツは、 自ら もんで が 巧を る腑 脱が もを が 就し ち こ 占も舶 ドイツの 
が 臘と ィ ギリ ス のが がわる 0 

がに が 觀すぺ をは 掀がお 0 黨 が だ。 ドイツは がが お 5 イギ 9 スと製 の臘 •利を i たが、 が 整 
には 阿^ あかで 滿 がしち イギリスは ドイツち かを 殿へ て おを 供め たの だ。 gg を も 取 戦なる 斬 
齡 がが ム」 わ繁忆 は、 ドイツは イギ， K と冀 Q 燃が おがが を もち J るが、 か.， る讚忆 はか ミ 
ギリスと 叢し、 裏 装が Q が トン がが、 擊 二！！ ぉがを がへ ざるを 展 とし ミミ 
ミ繁も •發 巡した 繫 一抓ぁ がの がが 聚、 裝お かとが 嚴腑 整と 郎學 ドイツに とクて 

は、 將 私に 於け る禍 巧を がす もので わる。 わりに フランスが どし^ 傲が がた がり、 これを もってが 
巧た 脅 巧す る 巧 ii 出たら どうす るか — か I るは 有り得べ を ことで ある — 紙る if * がには、 ドイツ ホ 
イギリス t 賢と* ざる 脱々、 t れに撕 がする をが ミ。 そ。 イギ， K は、 こを 霸 とする にはが 


— •SOS 
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りに もを 狡で わる 0 

a a は これを 巧す るに、 巧が お軍觀 筋は、 ドイツを もって イギリスの 齡胎 がたら しむる もの 
gn ® で、 ドイツは か 又る お献 がた るに サんぜ ざる おり、 自 をのが 腕を 嚴 ふす るを！^ ミ。 そ 
じには 皇 がの 联備 もを な ば、 襲 m ,& ツパ にがて、 整の がを 賤 はんとす るが が 
も 見ぇを ぃ。 AJ れを ドイツが、 歡 4 辦'? として 奪の 養 敝を齡 へ、！！ 繫 びが 變 がを 繫 し、. 齡 
ん では ヴ ユル サ i を 一が 魄に黨 して、 が嫩 俯に 霉 柳を H 煎した 轨の 孰が とか g するとを 
は、 が 也 》 々たる、 む お 一 にが 更を がら 税 かざる を斯 をい。 

勿論 ドイツと しては、 今の 媒が イギリスを おいては おを さしのべる ものが 餅が で わる ことを 獄*へ、 
屈辱とは なりながら も、】 九 一四が のが 臘を おびせ ざる やぅ、 イギリスの 齡に郎 した もので わる こと 
は摇 なぃ 。殿して 做ら ば ミ 祭が’ 放は 一が 旅の ミで ゎ ミ、 狀 して 『板が 魄 J の ミミぃ の 
は、 ドイツ 心が が も觀 めて ゐる ことで ゎら ミ だが 接の 一が 腑歡 がは、 g へそ こに 新たな 黯の歡 
がに お< 養なる i がが をる にしても 燃して 势む ベを も ミは なぃ。 ドイツは がに がみが への 繁 
にょって、 神驳 をる 中が がわを 一が の 反 かと 化し、 お 斬が からのが がを！： かって ゐ る。 その ドイツが 
おに イギリス ミ繫 がが を郎 斯の繁 にが" ミを らちます く 驚の 郎能 をがん 統聪 となる こ 
とは 明らかで わる。 
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•度た をに 風して イギリスは、 こ、 にもが 赵巧 ぶりを 數 かして、 繫 おの 脱 靴が となつ た 
*• イギリス M はいち 撕おミ 觀あが ミイ ツ觀联 がは、 ドイツが がが か 酱 した ミで、 
イ ギリ kJe がが 4： しっけ ミ Q ではを いと。 n 疏あ が。 かがた 燃 ミ、 お 體に雜 & 
る お あが をれ たを、 一挪 簾には 難が さを い。 做しな がち 一一 酿あ がと い捂 私ザ裝 にか 
ミ お 断が あを S わす も Q で ミ C とぉけ は § を ミる 搂、 CQ 擊が 5 SI 」 て ドイツ Q か S ミ 
*0 かが かには かなる か 問のを かが ミ。 か 私 も觀從 おには、 がしっけ て狀 かた もので ミミろ か 

したつけ るの ザ お 避の 馨お啟 である。 ヮ ミトン § 綾， り、， X ンドン 俯が が g りで わる。 •トイ 
ブ が札斯 QW ミ 矣をゥ か、 が gD ぉかは 飾ず ゃミ讓 t おず でぁら ミ 
盼上 一一! かあ 々のかが にがてが ベた と AJ ろは、 これを 歉寢に 旅て ち 所斯 にい ふこと が繫 ミこ 
t でも ホイ ギリスは 、ドイツに あたが へて 自ら はん t とつた。 

ミ-^# J のが 撕が がが 悠を ミて、 じれ ミン ドンに かける が おが 一一 一巧の が おがが とかが す》 
とを は、 同一の 手が 同が に齊 用され てゐる ことた 皆 巧す るに 私藥 でない 。イギリスは、 お 巧の が 嘶 政 
大 にして 合 巧& 巧 おもた 巧る や、 正面から ぼ おする の！^ 可 船を るを なり、 おがに かを がへ て おらは お 

ミ*© ん としち 磬 すれ ぱ 、おがに がが おの 繁が がを 烘 へ、 お 篤には、 影 家" ン ドン 授 
でもめ をた も 寮に、 生へ た ミ も 風た 游 し、， J れをも ミ おが 義 がさ ミと したの だ。 
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ミ敢鬟 おが 0 奶さ ミち 瓶 ミを ぱ 露の おにが なら ミ。 され ぱ こそ おがは、 が 和と して 
これを 一な したので わる。 

まぅ いふ イギリスの おは 日が にがして はがが したが、 ドイツに がして は數 寒に ポ 功した 〇ガ がぞお 
を も啟で 丸められた 也が が、 か！： なる 巧が を もつかは、 巧 もを 换 たずして 巧ら かで ぁる 戦ガ 。か、 る 
巧ががぁるから、 が々は美がおもが睹の陆^^がは、 一歡の擬がに5^をらホと傲じてゐる。 

« a * 載 巧がん 巧が が、 イギリスに とり 如 仲 にが 巧で をり、 かつ裝 おのが 靴で & るか fc 
■ がす がめ ちがに がが しく 齡 ミミ ミ 

4 * • |一 繫麗繫 i 忆難 をる 馨霸が おる と、 イギリスは ドイツに 撕抗 する ため、 そ 
の お f 裝 •露に 薪し ち瓣 ちが 慕が’ 敵は おがに、 がが 繁 敵は 7 ランスの 装に 載ね たの ガ 
がるに ん聪 がつて ド イブ おおの 亩 かがが 热す るち M が おお 做のを 化は、 化 おを かつて 地中が にが 
つちを しが 批辦 には 聪 取のを 齡 はない からが 齡 消が 橄 はを 規す るが 載がない。 ぶに 獻 して ョ ー。 
ツ パには、 巧 もす れぱ觀 二の が S 胁爭が 废る热 ひが ぁる。 微んゃ 斬が のが g 斯 巧の 巧 iiu もがが 洋 にが 
らんと して ゐ る。 さぅ いム 燃が では、 イギリスは、 インドと が お洋に 載る お 巧 も ホ，^ をら しめ るん 巧 
おからい つても、 旅 二の 化爭 にが ふる 心れ らも、 巧 中が のが gif 扱を がが にが 巧と した。 さて こ 
そ巧中^{|ホ私が里放さ る 、 こ と に を つ た の ガ〇 
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だが 輩 ぉ忆 廢0義 を ゎく ミ忆 をれ ぱ、 繫轟 脈ち イギ， K 驚を おる 藤は g ひ お蹤に 
を ミ •トイ 5 S の仪 賢、 ご ル サイ ユ で！！ られて ゐる腑 はを ミえ ミ 。 g るに が や ドイツ 
が どし^^と 粧 軍を する ことに をれば、 イギリス のが 繫獻 はがち にが かを が ホろ これが イギ 
リスの れた ところで わる 0 

なる に m 1 B ツ .ハの 麟 がは* 載 ひに も イギリス にがおし ちがが j | 歡の繫 たぉぐ と獻 じた ドイ 
ツ は、 こを 奶歡 けを ために イギリス にがおし、 繫ミ イツが がは、 繫に 愈を を胁 り、 契 
に イギリスの 一二 掛ぁ 々の 取が で 賢す る ことを 護した のち ミが ぉがなら イギ ミは 裝 5が 
る 之 がらない、 なぜなら、 た ミが が繫 敵に 獻麟繫 の 載 g をを < にし てち イギリスは 齡にド 
イツ SQ 祭が t 驚 露忆 i がする ことが 繫 をら だ。 

ホに が 一に もが 幣にお ぁる 證を觀 ー ミょぅ 。かんる 繁 には、 ドイツは 解 こそ g たりと ミ 
りち' フランスみ びその i がに 鹏ク て册 びか、 るか も 於ない 〇齡 るに ドイツに 一新 ぉがの 獻 联を熙 
へて ぉけ ぱ 、イギリスは がが 叢に ドイツた 撕 へる だけの が おがた おして ミミ、 おがに 蕾し J 

る齡 腺を 裝 S 露 K 繁 する ci が繫ミ 

巧は •ん歡 が ドイツに 觀胶 する I がに してち お驚 驚で 歡を撇 へ、 が 驚には、 おがに 取が 
し 得る 接を 汲が する こと も裝 ミちを が イギリスの 破つ たと ミで ぁら ミ 


—312 



じ-* に 街がず ベを 一が は、 a シ •トンの か備グ ホで、 イギリスは、 自 固の 换ザ s として、 S 洲ホ 面に 
驚なる がが がと、 がお おに 燃て、 おおに 蜡 がする が髮ミ 叢が髮 たがた ゎぱ なら ミ お戚し 

たこと ガ〇 イギリスの がが がそ こに わるげ お、 ミ^た がの ドイツが W - R も、 これから 巧 出された もの 
で わる ことは 魅 ひをから う。 さう いふ 巧が も わるから、 イギリスは、 お 巧の 均等 獻 ホのを ホには、 が 
じて がた 俯ける もので をい と觀 へねば をら ね。 

000 8 ら ぱ載频 齡載繫 は、 ml ; パの 獻載齡 たる 觀 •が •かの 齡 がに 抓 4— が S を 

画© 海 55 だす か。 これを 齡嘶 する ため、 かづこれ 巧 能 齡の城 斬が 联 がをおし てを かう。 

■ カ イギリスは •巧が £ がと 所が •！！&% び 倫を 麻 lite にょり その 脱 51^ を 抓 化されで たる 
フランスとイタリ1は、 f ^^にょり、 主力もと化を椒がだけが、 巧|^ミがおがに舰胁まれてゐ 
るが、 その他の 補 かもは、 俯 巧の 腑做 もを けて ねない。 

» •トイ ツ は、 が 也した やうに、 ヴェル サイ ユ藏 にょり、 が も聪が 1- ハを、 侄恥 六を、 i 巧が が 載 腺が 
jj 知 十 こおに 制 私され、 が 瓜 俯お數 がの 巧が には、 がが トン b あ 恥 おは】 巧 トン、 齡洋お ス 千 トン、 泌 
J 法 だ 八 百 トン、 が 六 百 トンを おふるを 巧ざる 齡が がされ、 傲が だはを ぜられ て わる。 かくて & 後 
J の ドイツ おがの がが 量は、 な トン 數十 お萬餘 トンで、 をが 俯が された 1? には、 四十 八隻 十四 巧阿モ 
トンと なる わけで わる 0 
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•シ ザは 大お 後は 巧ん ど おがた 敢がサ そ 乱に ザす る もの-. が 抓は、 s まち 齡の联 おのみで わる。 ^ 
が お 8 水が の敢 がに 力を 注 ダク、 わるから， この 椒ガ けは 巧 15 のが 力を もって ゐ る。 

か < てが 繁 B に齡 けろ お •做 •が •热 • 4 が 取の 露辕賓 はかが の！ § りで わえ 



«傳1|>|| 海 ■» 力 表 (一九 兰ホ年 か 面！！】 


主力 巧が 空 巧ち 巡洋ち 
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め、 ツ馨 巧の 隻£ 中 » 水 « の隻& トン 歡 のか ろは « 表** にして w 實 ならず， 

*•■ イギリス ザ ドイツに 靴が 一一 抓 おがの が 驚を 殿へ たことは、 獻 く歡釀 を 做版サ 

重 i 傳 しめた 0 

I 繁ミ ーー ー8 ぁが ミムが 私は、 ツ シン トンが 歡 てが がが 歡 にを しっけ もがで 
ゎるの だ。 も ミ もこの かがは、 おがが とが 霞が に 賦られ 、その 如の が おには 搬 脂され て ミい、 
じれ】 に 新が 巧に が もが S 巧に 巧 旅する からで ゎる 0 

イギリスは， この S 巧 あがの 比 ホを 有 ゆるち 鞭 
にが 用 させんと して、 これまで 乎を かへ がを かへ ながら 筆が を S 敞 した、 だが；! 沪 のがでは 職と しで 

S じ ミ。 そ Q 裝を ドイツ た？ ゎ ミち 瓣ジ殼 雲を ドイツ 忆 K す 51 でぁるを 

化 i のぶでは が 索の 胁を イギリスに 巧け たの ガ〇 

この 燃が をみ た イギリスは、 S がたなら すの 不利 &る をが ひ、 辦 破が 歎を 阳撕 ミが にす る こと、 し 
て、 篆が ホ， ァ がは、 をを が- mS ので 瞭でが お-^ た。 腑ち 繫の繁 がは イギリスの 冗 § と 

なる わけで わる。 

がるに フランスは、 これまでが 斯 の 合が 齡巧 力を かがす るを なって 目糕 としてき た。 かりに イ タリ I 
は、 フランスに がして、 が豁 かの がが 脱 おでがん ずるに してち 7 ランスの がが がが 觀載 Kg では、 
右 の一お が！？ 主 はを」 忆をミ おん やイ ，，- は • 7 ランスと が して、 一 かも か 
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化 《•々を。 孤!^ 


げざる に 於て を や だ 0 

がに をを 激襄 がの おを をち 7 ランスは 繫 にがす 船り、 ぉ 十六が か トンを も ミが り、 
ィタ？ に 載 ミは 鞭に 一一 一十 セが トンで ゎ ミを に ドィッの 穀觀 がを、 が お 一一 旅 あがの 四十 二 g 
トンと すれ ぱ 、ドイツ はがたに ミ 十 巧 トンの もがを 掀 をし 巧る ことになる。 るに フランスの 冗 十六 
獻 トミが には、 がくの おが おがが まれて がるを、 ドィッに 觀 II する たろ 繁 なる 掀獻繁 を 稍 
はざる お々、 フランスは ドイツの 私を に 巧ち る ことにを る。 イ タリ！ にがって は尙 一が 不利を 立瑞に 
立つ ことになるの ガ〇 かくのかさは 、がかの 齡 び 得ざる ところで わらぅ 0 

恥せ る骼 、フラン KQ がでは、 お斯繫 は 一亟 一を の ti ン ドン冀 を g し、 が 瞧骇が 一二が の 震が 
が 取 ぉを 斯 規 た ミと して 街 微に繁 しち そして、 ィギリスに 獻が瑶 かを 叙って、 胳證齡 を 
ダ ホせ しめんと する イギリス がの ホ 望 さへ も】 巧して し i つた 〇 フランス はがに 一が を^め ていぅ、 

がに ご ル サィ ユ接 の黨を ィギリスが 殷 《た搂 、勢は 露の 載 欺を がら ゎぱ をを 蒙 

はない。 今日 换後 フランスは 自宙に 也 おする 傲 巧を 巧 かする といを をいた。 

イタ 91 のがは、 フランス もには 强 巧で & いが、 イギリス がが がを 鞭に して ドイツと、 か， がを 傲ん 
ガ ことを！； i 」、 避を！！ &蒙嚴 iQ がかを 賊ぃ て、 ドイッ のが 军巧敢 k 巧た おな すべし と gig 
した 0 
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猶 1|々«醒« 馬 》 


:ミ 《 霧が 覆が はが ソヴ H 卜こ シャミが！！ た猎 へち . 

JI * ^ 。シミ 震 isi は 農し、 露 siQ ため、 穀 

洋も面へ0化化は|^ミ1^^い。 1|ぉはダふ*ルスで|^されて、 じれが載©がの獻で'4^ 
る 〇: がるは バル チックが のみで わる。 か齡 パル チックが とて，^、 ス 々ダ ラックで 椒 されて がり 、觀 が 
戾斯 には フイ ンブ V 卜、 HKi 卞 、ラト ヴイヤ たどの 撕が 断が わつ て、" お •し < 城め をて はねる 
が、 S かの がが 装を 整に おへて がク 、脱がの 驚 巧 心 靴して がかを 觀も ミ、 搬 g な 繁が機 

K ミミ. 

さ ミム 繫 がわ ミち ドイッ 歉联の 嵌 抵に雜 しては 靈繁 ミを 糾な备 | j にわ ミ 郎ち口 

シ卞 は、】 ホには フランスとの 抵 を おにして 、ドイッを お掀 すると 所がち ドイッの 獻 g に 紙 す 
ぶため、 がた なが 巧 計 おを がまんと して ゐ る。 

、 * 0 ■ f お掀 擊瞄 おは、 がの が繫 かに 難 ミが おを が だすを 

イギリスが ir 搬 にして、 かづ ドイッと が联繫 を 燃を 發 、船 is 韓 をな 
ら ざミ藉 の辦 ひ ミミ か 4 氣佩 § は 、がの 載繫 かに 勝 双せ ざるを がを 
P すれち B 變 がの 繫穀 たる 留 かが かづが 燕に を ミの だ。 

がには ドイッに！ £2 れた 一一 li ぉが Q が 影 — ― ><> 、歡が 幕す るか どえ 



Ml 《 • 々ち mMn 


瓶るな 脚で わる。 かりに かかに 斯 おおがた 殿へ、 ドイツに がして 四 巧 一一み の ss たがす としても、 ま 
脱がの 夕 がを もつ フランスが 之に がず るかは 巧 問で わる。 

フランスは これまで 對ち八 巧の 换 ミを 巧 ホして をた， それが 現 力 あ！! で滿 化' したのは、 一つ 
には ドイツの 龄 巧が もめて 劣！^ で わ 0 たのと、 今一つには イギリスの ssS が 巧を 巧り にした からで わ 
る。 をの イギリスは 今や フランスを 船に して ドイツに 走つて ゐる獻 ぶ、 そして ドイツが 勝 巧の がを た 
なすが 上、 フランスが おがの 獻巧 力で がちす るが かは な〜。 フランス 也に なりと すれ ぱ 、イタ リ 10 
館が もを して かるべし でぁる。 、 

-イ ギ f ' ス はな ホが かして、 mla ツ パの 巧 巧た がめ る ことに 力を がすで わらう 〇 併し & がら 用 かの 
をな はがり にも かけ 巧れ てね る。 贈 散 ホの 巧 峰 か" 歡 は、 巧洲 化に S する 限りに がても、 かづが 臘 とみ 
るの がぞ がの やうに おはれる 0 

S 錄ミ こわ 載‘ 撕 おお 做が におす るかが 日が の賠 巧は とみれ ぱ、】 做に 化献 のこと、 して、 こ 

致 ■♦る れを 批 岸の ん鄉規 しつ、 わる やうに もみへ る。 ガ がさう いん 齡 巧は 巧して が师 でぁるか 
本 どうか-それ はがなる 巧 離で わる 0 

腑縱 したやうた、 お 热が巧 巧が は、 《の こ ドンが SRS かで、 ィギリス 備がぉ がに お 和し、 おか 
ボ^れたお狡なりとして 1«した自ま腑激ががぞも (】ホチヤトフ年1ルド策) を、 ：{^|{はドイツに 


•—318 



tt お 々峰 ■包 画 M 


載 用して、 巧 巧を 化め たもので わる 0 

做 "るに 一 繁跟 脈に さぅ ぃん 冀が 驚を ミる と、 おがの お戳は その 一が をが はされ た觀 にな 
ミ狀ん ゃァメ ミは、 お掀 機が の 糞に S おを ゎげ て 驚し つん ゎ ミら 備 我 ミミ 私 おが 橄瞄 
悠 は、 取！！ のが お臘も 載 g& 叢 3 たおが がを Si としてが が-: た雾 俯が Q がに 駕 りし ミ 
ので あるから. 日 ザの 新を 一が 化は が規 まれ、 それだけ 載が の g 利と なつた わけで わる。 

靈が拟 は、 さ ミ ふ 冀忆は 驚と して 繁 する でぁらぇ 皆 ミら S が Q 義に繫 露が 
がが を 賢ざる 聯 り、^ が赛 はか 裝 おとを るを 黏れ ミ。 がが 觀 Q 繁を繁 てを ば •が报 が 
露献 をが がと しセ联 i がに 俯 矿が證 を 煤へ、 かづ お觀豁 にか 賊が繫 して、 ィギリスが お繫 
となり、 お. 日の 喊 巧を も 巧 試して、 こ、 にがのを お"^ 齡を雕 くこと にで も をれば、 日が はを く 供出 
し、 巧 粗に 於け る 十 ミ お】 のを t もが モ巧 載さない とも 贼ら ない。 

それにつ けても 脱 ひ 斬され るのは、 おがは II 'V トンの 6 繁齡に 心る 鷄ち 於く とも フランスと 
霧して、 & が お ipt おがなら しむる が S がゎ ミ。 る忆義 1 がを 粉 けんとす る 7 ラン K の お 減 
ち軟 Is の 累臘を お稱 する おがとの 邮に 驚が ぁ ミミが 襄 g でぁり 叢な がが 私 驚の 腑 
には、. II ： なる 齡も繫 する を まぃと 獻 じさつた が A ち S がは おとして 鬆 との 離に がが を 露 
し、 フランス ミ おがを が繫し VJ し ミち だが t がの 祭は 一飯 il で&る ものでは なぃ、 脱ん 
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やを 狡なる ィギリス にがてを やガ 。日 ホの 主骄 がを るか 船ら めか、 S がは 今や その 瓜は K にかたん と 
してね る。 正* を* の 軍 お 策を もちを がら、 巧 立 おを となる の もを 巧を ことでは ない、 と郎 時に、 さ 
ぅと もみらずに、 これを が护 のが 觀既 する の も 巧に かが 千が でぁる。 

アメリヵとのがお58爭はおをるかもをない、がホはせ同しておがの巧ホを巧へんとしつ1をる- 
のガ0〜し日が11<にして、 も賊を巧ぃて护がのが化を達惦することを崩るならぱ、 巧がお|?はが^不 
巧と & る ことを こ i にも 意して をを たい 0 
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第 十 I 二 章 黒人 帝 固を 化 ムイ タリ— 

• 1 • • • • » 

_ イ タリー のな 主 •»& 

•が 巧 あおがが にょつて ョ 1 ロ ッパ のが 證がミ もが も繫 おり、 震は ほ ミが を ミた ザ そ 
た ミ Q 聞で ゎ ミ。 脚 4 なく イ， 9, と H チ* K ヤ齊は 霸が啟 り、， V れが繁 Q 繫 にまで 
展 M-i たので、 m,B ツ パには、 S? も： が聪獻 1J Q が g が、 しをりに 繫 されち 
♦は wtt このが H 獻斯 はが も 今に 输 をつた ものでは をい、 $ だ 歉に齡 へつ A ある イ タリ I は、 
ユチオ ピヤを 供 お 巧と ずるた を じれまで をを ミ 酷を かへ て、 繁 かが 斬を S かして 
•ま！ かた ミ ゎろ .、. 

ミは 何 ゅへ かとい へば、 イタ？ は 棘が おがと 所が 裳繫 のが ミる、 kt に 解， の 難に 
ましむ ところから がと かしてが 辦に繫 がを 锻 g せん 委 ミミが 巧に をら れ たの タザ 獻を 

る 黑乂狐 k 玉 ナオ ピヤで あるの ガ〇 . 

H ナオミは、 面 旅が 一手 お 募 マイル、 おが 一千 5、. ミモ おが 證ミ 衰を賊 いでを た。 
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を こには ィ タリ I が觀數 する 船、 is 、 がが 親が 厳 g する のガ 。彼 ゃ ィタ？ の おする アフリヵ 驚 
が ソ マリ i フン ド、 王リ トリ ャ は、 おが 縣 断の 繁に腺 ミれ て繁が とれなぃ 。そこで 冀 のェ 
チォ ピャを 手中に 握るならば 、がさを 一せ のがが がが つ < りお げられ る ばかりでなく、 獻齡 からかが 
に磬に 腸す る こと 4 繫 て、 ィ，？ Q 锐忆 はもが Q 傲 おを 媒 ミ。 がィ ，リ - Q 做を こ 

ろで おる のガ〇 

田 ホ ■ をゥぃふ拐係がをるから、 イタリーは戟<からエチオピャに|{をつけてさた0 啦に 】 
奮** 八 八 〇 中 斬 厮が倘 クリスピ I は、 ユリ トリ ャ、 H チォ ピャ、 抓辦ソ マリ 1 フン ドを 觀齡 
して 一大が 巧 地を からん として、 も 時の エチオ ピヤ 555 新 エネ リツ クーみ を 綱 佩し、 g 駅 
をイ タリ 1 の 供謎熙 化せん たち そして 一贫襄 冗が が 祭に ょり、 ユ郎 Q がお徽 を锻觀 せを 
した ザ お ま 義の字 W に W する が 巧が が 0、 これが がと をつて 一八を ハ おの 抓 ェ败範 とな 0 た。 

ィ タリ， は 於が い？！ ミが を辩 お し、 をを 4 お潑 する ため 驚義 みた 夕 恥て ユリ トリ ミ 
駅が おぃ ァ ドァに 梦、 H チォ ピャ BqA 《に繫 さた 一 露- 〇ヒ子 繫 とを^ ち 
脱 S 齡齡は 祭の 慕に かつてが みを 燃んだ がその 锐に ェ 熙は蹤 叢と ミて し ミちが S のェ 
チオ ピャ 巧が 澈 去の 巧 巧を St りと し 0-* わるのは 、この ア ドア P 】 聪で わる 〇そ 巧け イタ リ ー にと 
つては、 今度は ア ドアの 蕾每 化を 游 みね ぱ ならた がみに わつた。 
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‘齡 を ミ H チ オミに 觀 して护 がを 讯 する ミは、 搬り イタ ミの みでは なぃ。* 
パい^ チオ ピャの 馨 には、 イ ，ミの が忆 おが 《繫 がが ぁり、 ミー ーーが はか 穀； して 
脱 も ゎら ぱ とが H 侵が に餘 がを ぃ。 

瓣 るに モ & ツ n 鹏離繫 ドイツの かがを 歉れ たお 驚 ミ肤 は、 强に搬 お ふの 和 靴 ミを がり、 一义 
0 六ち 十二月、 n ン ドン で觀 かした お 、 H 熙の轿 だを かおし、 一一 一が のがが 獻 かを 斌ち慕 於の 孙が 
を S & する ことに 薰一 かしち そして おおに 船て は、. ホの ょぅな 恥 かめた がつ た。 

のお 藍び 礙が ミイ ル 蕾に かける 孙お 、躬に 所 整？ のがが 0 窮 S 脈 K 化する 靴を を 誤む 

る こと 0 

俾 4 がの H チオ ピャに 盼 ける 4$ H リ トリ ャ がび 4 がブ マリ ー ランド M がの 巧を、 がに 右兩が 田ぶ 
獻 叢ひア デス •アベ パ M の齡繫 おに 齡 する 挪が を觀 める こち 

裳® ソマ 91 フン ド S 觀 Q が お、 解に その 繫 S び デブ チょり ア デス •アベ パに 截る换 載が 鼓に 
'が 巧な*^ 化が にがす るが をを 辭 める こと。 

KJ のが 曲め をを ば、 繫 4一 一一が のが 鞭* 辕が你 た ゎる かを 驚に 驚 ミミ。 フランスは 解 
繫散 のが 35 が デ プチを 斯す ミで、 こぃを 繁と レ ミチオ ミに 争た が ば さを する. し’ イ ギリ 
スは敢 ナイル 蕾と ミ窮靈 K が おを だて ゐ るの ガ。 
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元泉イ ギリ KQK •ダ Js 及 ぴュデ プト かがを ミと を ナイル 術 ば、 ュチオ ピャの 帖 がに ミ献 '■卿 
け を 巧す ミミ、 巧に 載 ナイルに 載つ ては、 H ナオミ 驚の 栽に ゎる ツ アナ 獻 をが 減と し ミる- 
I なる に？ イ ルが がには 蠢を證 し、 これが ラン ミアの 辦が賦 靴と を ミら、 イギリスに ミて 
^ は 正チオ ピャは 恥規 する ことの 繫ミ脱 僻に ゎる。 されば イギリスは、 ナイル 飛の 繁 がび 郎 抑の 
窮邦齡 を 載 & し、 昭に 一丸 0 一鸦ぁ が" K チォ ピャとの 咖に 撰を 热び 、ッ ァナ 狐の がに 贼 し、 が 
繫 i の郎 がな くして、 が那か 黙に 叢を を さ ミよぅ が辣 ホし めて ミ。 

然も I ほ イギリスの がでは がが を献 じた ミ、 一 化二義 十二が には、 お 4 露が、^ オミに 
陌 してが 巧 丈 まを お沒 し、 を によつ て、 イ タリ 1 は、 イギリスの 我がす るツ アナ 狐に 脈を 叛微 する 

お 邸 並に nl 札ょゥ K 1 ダン 断 る 幕繫 Q 髮がぴ ミが がに g する 蕾 をが がする 鑽 
として、 イギ， K は、 イ タリ ふか 巧 K リ トリ ヤ繫 がら、. 豁ッ マミ テンぶ 繫 K る K チオ 
‘ ピャ S 脈 i 撒の 敢緊 びが 整 載 紙に 能す る臘 邵の联 がに っ ミこた がが た媒 ふる t とを 黨レ 
た。 

がるに じの も か® ti は、 フランスを 盼 けものに して § 出した ものであるから、 フランス のか g はい. 
をり 立 ミ。 をして イ タリ-のか 4 を 鞭く S 你を もつ て、 ユナ オミを 觀航 して、 郎 g 厭襄駿 g 
にもが せし & た？、 かの 蔡 はとぅく 一が のが かよ g レミ ミち g るに も攝ら ず， 霧な そ 



か 

m 
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イギリスち ミ 驚み にエ ナオミた 備 おして、 ツ アナが のが 那臘聪 g にがが’ し、 ス 1 ダ ミ 於 か 
•た枯 をして しま クた〇 • 
かように イギリスは、 ナイ' ル 辦の繁 魁に ミ繫 露に がが ただ ミを らもし イ タリい が 

王チナ ピヤを 做 ask とずる か、 又はを 化斯が ドに をく までに まが 槪 を^^ するならば、 イギリス のが 
惡はををるみ巧を^^ずミ これィギ，スが、 ィク9ふュチォミが俄に叢に獻5|する賊§で 


をる* 


、から アフ 


.WAA 〜 < ミ - v< — 

占 お 巧 化の 巧 巧に 膨を つけて わたので、 


於 ♦ 0 上瓣 する ょゥ に、 イ タリ 1 は 戰* : ' 

• 化*^! 一が が胁も ィタ？ が繁郎 備に お ミ g にも 繫 との 哪に ロンドン 難 こ 乂一ぉ 
* —勒 四が を獄を 繫がァ 7 V 力に ぁるが 城た おひ、 そ の潔 がを 囊 する 繁 には、 
ィタ ミミ 槪 |5の 俯 g を 熙 へる ことを 難 させ ミミ 繳 るに パリの おが 渡が かぇ お獻 郎^ 
ァ フミの S ® 驚が を お籍你 の磬に 燃て 礙 ミ' ったが、 ィ タリ， への 俯 g のがが は 歎に 繫 
され ミミ。 これが 6 めィ タリ-のが お 慕は、. おに 術へ おを ミが ゎった ミ ぁる。 

ミ 後一を 面 年に 戸、 ィ ギリ K はがく ミが 15^ を聪 し、 ィ ，ミに 馨 Q 做繫 をが がしを 

フランスは 十 年を おた 一九 ミ 巧 年に をつ でも 節の かがた が 2 ゥ とはし なかつ ちム ブソリ I 二 か 
が、 11 に H チオ ピヤに 大巧 かを 始めた のは、 自力に ょつ て俯衡 をと らんと した ものと もがす る ことが 
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がか ミ 

これを みた フランス は ミち 触 ま ドイッが 臘繫び 联齡馨 を敝齡 して 雜に 帮證 にがおし 
ク 、ゎる ことが S かになる と、 ますく 繫蹤踞 しち そして ひ 字 ミ タリ， に繁 しがり、 イタ 
，，とおんで抓がも宙献をミるため、 ；^|に觀がの勝がを倘ろ アフリヵに私けミタリふ礙獻が 

載み をが 持す るが へと 燃を ミ 燃め ち襄 京が 驚磬に g て、 装繫 がの がから 歡お のがを 

イタリーに{|へ、 んょチオピャへの5?日をるデプチ齡ょり、 郎駅の齡なアデス*アべバに載るフラン 
スの 攪か觀 載ち 栽 おの 簾 かがの が 旅を が ぉのは ミ銳 でぁる。 

•{♦I 一画 ガがイ タリ ー のがでは、 それでは 漱 化しを かつた、 巧に】 おを 載め て、 H ナオ ピャへ 
0S* の 辭 がが 載に 撕 して、 7 ランスが イ タリ， をが がする ょぅ 俯が かの 辦 がを 難 も ミが 
5 はれ ミ躬 にが 揪お繁 联繫 ミミ 欺 SMq 航槪 がか 脈す るち 驚の 搬给は 一 

が 巧 巧に をつ たので、 これを みた ムッソり ー ニ 巧は、 ドイッの お 解 がをだい 趴を をはを いがのぅ ちに 
一-刻 もがく H チず ピャを 片 づけて を < ザが 巧 巧で をる とがへ たか も，! れ をい 0 
一が イタ？ の肤 がかが！^ ミち お 殺 おは 歡 贈し •驚が 筋に もが 臘 したち 脱がは が 激し、 
巧る はもし く繁 して、 厮が 断が の觀 がゎ ミこの が 繁狀の 做 脱 としてち お 驗嫩を 我 
げ て、 人 也を 一 旅する がが が ぁ ミ さ ミ そ縣敝 なる ア フミが がと なり、 ユ チ オビアへの がが が獻 
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となつ たの だ。 

II 最 巧の タエ 巧爭 

ウ ，ル そぅい ふま 氣 のがに、 <?闽 のか ょ傲爭 のがと なつた ウア ルウ アル 巧が をる ものが がつ 
.•ウ アル た 0 

» ♦ 】2¥が繁ソ マリ1フンドとェチォピアミ断解養のため、 おェ藍を3|のがが 
が惰 はれ、 警ッ マミ ランド 怒の 潑 8 の 離に 齡 して、 十一が 玉 一一が' 藍 蠢 はがが ふて 

ウ アル サ アルに 私を •郎 化に あ狱 した。 なる にが 一巧！！ がの H チオ ピア 龄 おと ィ タリ ー 私な との 脚に 

ミと つ > こ ミ 3 た； レち レ#. だ 

巧 巧が おり、 巧 おにみ 數 のが 换 をを 化した。 

断 庶 離に 儒され た觀靈 にょれ ぱ、 ユチォ ピァ M は、 ウ ァルミ ルは が熙 の 嚳 でぁ ミ、 ィ 

タリ ー をが ホに ホ齡雖 抱した とを ひ、 ぶに 反して ィ タリ！ 巧では、 ウア ルウ アルは ィ タリ！ 巧 ソ マリ 
I ランドに 巧して が 0 、 ユ チ ォ ピア 联の斯 から ホに 揉 化した のガ といつて わる。 韓 ひこの 載 似には、 
巧 人と して 巧 ミ 田 人た る ィギリスの 图 なか おか 員が ゐ た、 その 巧が にょると •ウア ルウ アルは エチオ 
ピア 巧 巧で わるに もが. らず •ィ タリ ー がの おが 下にを る ir 内 化 十ん の ± 民 斯がゐ た。 巧 巧は H チオピ 

ァ 8 に 抓」 て證 し、 || 霧から 繁を替 し、 姿宗 驚を がさせた と觀じ ミミ 邮ち 綾が 
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事 寅は 明かに イ タリ I 齡に をる ことを 脱 煎して ゐ るの だ。 

.さて 解 断の 佩れ が 傲が 載で を ミを 驚す るには、 ミ敞驚 似と して、 ウア ルウ アルが 露 
に 馬す るかを 沁筋 せねば をらぬ。 がるに 同地が ユ チォ ピア 俯で わる ことは、 觀に H チォ ピアが 断 i | 齡 
8 に A だた ii 範 た歡で ィタ ミ游獻 割歡衍 のア； 力が かが こを 鉛 i し ミろ ゆへ に 
曲は イタ リ I 側に ある こと 明かで わるが、 胸に 一物 わる ムツ プリ In 巧は、 をん な ことには 做 新しな 
い。 この 機 如に H チォ ピアを 保護 巧 如しよぅ とする から， かおな 厳が が 策 をん りか ざしながら、 ユ チ 
オビアを 巧壓 ずる。 これが イ タリ I のみ 獻 であつ た。 

» B L H チォ ピァの がでは、 S めを 叢を 熙 51 離のを に S し、 撫撒 の诚に ミて おが 俯 
** •に 麻 かする セろ 農 一が， 一を 臟齡 がが 巧 十一 解に より、 獻斯 のが かをる も ミして こ’ 
.*** •れ を撇 H に觀龄 しち これに 辦 して ィタ？ は、 璧一 おを 楚せ - i めて その 獻 脱に 載 
するを？^襲とな」、 1 

よぇ ii 熙 qS が 霧を 義 した 0 で、 冀を t れに郎 かし、 觀ら 4 の蔡 を辭赔 する こと レ 
ちかくて H チォ ピア 雕 は、 Is がソ マリ— ランド ミチォ ピアの 断が i 、 が 放腑 のが 蕾 職 散が おを 
が おした ザ 藍の 霞は 繁に一 かせ そ おがは がに 繁に がっち 
.を こで 王チォ ピア 術は、 藉 斯を髮 がが のが かにが する ミと して、 驚}!^ 巧 十た が ミり、 
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巧び || 盟 におへ ちィ タリ， は、 抓 おら そが 似は S 巧 ダ ホに ょ 0 で 賊 すべを ものと して、 Sit り 
ザ 涉に巧 力 反 封した。 なる にイ タリ ー はが 巧の お ホ どじろ か、 が エ$ 固の が 接が 狀を もが 瓣 せざる* 
の I かく、 おりに 败斯の 準 巧を なし、 ん がを 閒 撒の 困绝ホ 面に をが したので、 ユチオ ピアは がいに ィ 
タリ I の 不燃 かを が i し、 あ 月に おり ^巧 巧 會の賺 がをお 敵した。 

エチオピアの も 巧は 义 もを C とで わり、 イ タリ I の 侵 Aik かは^ 巧で あるから、? JS ならばが は 
な 力して イ タリ I を 巧へ るの が 至 巧で わるが、 ドイツの 辦 典を 巧 るん フランスと しては、 イ タリ r - 
0 ま 減を 巧* ながら もま 待 甘ねば をら めな 棘に わる。 そこで 私が おでは か如腑 h に & を もたせ、 

には、 t 巧を して この 巧が から 手を がかせ る こと しで、 冗が 二十 冗げ の理 巧を は、 I 九 二八 解の 伊 

ェ 五が ミぇ 麗の繫 が 酌に ミ擊 V 露を S ると 所がち ミが 變び 繫お潔 のが 

こ， がさ ミ* 口ち いひ*^ 口たい. « ft f f 

巧せ ざる 墙 をには、 巧に 巧 巧を を 巧いて 巧 旗を ホ 査 する こと、 して、 一先 づけり をつ けた。 

か < てが H 巧 苗の が爭仲 巧を 員 如は、 オランダの スヶヴ エニ ン ダンで 閒 かれた 〇 エチオピアでは、 
この 巧菌 がを 巧婚 し、 他が の狀 をを なおしょぅと 巧みした が、 これに 棘して、 ィ タリ ー 備 は、 西巧咖 
酷は 椎狀 がな りと ちへ、々 ア ルゥ アル 巧 &巧 熙 をます る ことを 癌んだ ので、 セ m 化 日に 載り 夕斯 はお 
に 化 典した。 

lie " 《 じ、 にが ミチォ ピァ 8 では、 jyS 接た 靜 し、 が i がかに 靴して 祝祭の が g た 



♦ ■ ® してみ ちと ころが アメミ はおを 6 ミ、 慕は 繁を银 りた •巧が か 断 脈に 
もが 蒙を 望た ミムよう を 輪め て 驚を！！ 肢を游 しち 做る に アメリヵの おが おが おや 繁藍 
の 間には、 觀瓣 なる 巧が 巧 かがを り、 ユ チ オビア あに 教捡 して ィタ リ I を g がしたい とい ふような が 

断まで も 振れた ので、 セが 十一が に 載ぇ 《ル 繫霉は 棘ん ミ 驚を が 載 ぉ 簾を がが、 ァメ 
ミは、 ^^繫獻 Q 繫 i がには歡と觀が^.^る、 とぃふ渐おを載しち ガがを装載んで俯私か 
の巧谊 をと るよう なち 色を かせない ので、 ィ タリ I はおう をぶ をを がら、 が W ユ巧を 驚す る齡 かた 

ミち . 

•田 0 こうな〇ては、 ユチオピアとしては、 おび巧<知が脈賊を載がする;^はない。 そこで 

• a « おがと して ミ gf 觀 つたの ちが ミ お歡紙 斯に齡 g する じと— けんとした 搬酷 
■■も、 がは がを 皆は を< ミち そじで わが 一一 一十一 靈 かを！！ 夢る ことにし たが、 

ミを^を^二十ぉ£&9、 ィ，，ふ繫を議5?备か較をることを？^が3とがへ 

巧盟 巧斯 おに おし、 巧 巧 おがが ピ化賴 させて々 ア ルゥ アル 叢の みを こたを る ことを 觀 かし、 
w 巧の おがを 阻止 せんとした。 

ィタ？ のがの 歌 おは、 驚の 楚た繁 おもので 驚に と ミは おにが 瓜腑 かが ミミ & 
ぜ をち もし 齡 かがが ィ ，リ 1 の おがに も 城ら ち g 旅 Q 蠢腑繫 にがが すかが K は、 ィ タリ 1 は 



1 ク イム 巧を wrui 


S 壑 巧が ピ繁义 は 搬齡髮 ミミ かがすべく、 觀ら ざる 势が K がて ちかが お 驚の が おを〜 
ミ觀穀 雌が みた お 蹲し、 その 熙 H チ ォピァ 驚の 戦 伽を お" へ、 ものが お！； けを ま ミ、 一が 

こ <*.; ミ tf レ .^イ* 夕こ f * けん ♦い 

に 固 巧を 巧 化し、 H チオ ピア お擊の 巧に 化る とい ふ危を 化が わるから だ。 

有 SB とが 一手 一が 忆賊 かれた 雾 承、 お簾 Q かがいょ ぇ も 一二が K 載り、 がが ィタ 

S •含 ミ 佩の お贼に S ひ、 驚を してが らく 脱 滕你繫 ミら しろ | j ェが 8 おがが i して 

ホ讓 た^ C VA ミ た こ<ミ レ >94, C f 9 h 

巧に々 ア ルゥ アル 巧 件 並に をの 他の 因な 巧 突 巧 かの みを 取が はしめ る こと、 し、 

のをを かは、 九月 一日る でに をのを 敷を が T し、 九 加 凹 日な 祇 にが 撇を if せす る こと。 

倒 & 恥が が、 襄の I 俯を 邮はス 九 5 四黨 M 、 in 繫叢 につミ 議潑郎 ム。 

ことを 篆 しち ミと もがの 蹤 二親に 雌して は、 ィ タリ， 娜は腑 撒の 袋を おがず る難齡 から、 が 

ひ ミ 巧 4, へ， < なな 

巧を が 解して 投 裳を 回避した。 

かょぅに、 巧 巧を 乱 如の 巧務 は、 巧に ゥア ルゥ アルみ びその 化の がが 航 S か 似に 胁 おされた ので、 
たと へそれ がが 巧しても、 が爭 事が のを 私你 II 觀を なすことは 邮 がなぃ。 がが 曲事 如 •か が も、 かが 
& •耶 のな 巧に をる ものと 妊ら れ たが、 巧して その 船り で わつた。 

莫 《 ♦ 巧 か 做の 化つた ところは、 がの 和 i おがが たる ものた】 撒の カム フラ I ジ につかい、 

巧* こた かつて もが も： がが 腑 猿の 繁 を税ぞ •ミ 熙繁 がの 一二 肤 叢を おつて M 
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觀 がを H 夫し ょぅとい ふので わ 0 た。 

かくて ミ 西が 巧は 八月 十 ス 日から パリに 熙 かれ、 載 i 側は ホり み S 赵た 説して ィ タリ I を 脱 脱せん 
とした。 邮 ミこ エチォピアの 驚你 恥が、 が襄 おを 繁 として、 ごご お i の斬鑑 おを 鑛せざ 
るじち (一云がの鑑もち ィタミには、 ユチォビアの繁你掀が敝18に1§の騰學 
のを IJ 、 がちの が 住、 がん 巧齡 のな がが 巧ソ マリ ー ランド、 H 9 トリ ア のがが をが g せんとす々 A 
ので わる。 

がしを がら 王 チ オビアに がしても お 的を ま おがを 巧 ホす るィ タリ I としては、 そんな お 破 かいもの 
に繁 する わけはない 。殺して ィ タリ， はがの か S おを 斯 が ばして しまつた ので、 燃 S は 鱗に 燕 3 し 

ち •• 

パリ ミ 田み 巧の 沁碟は 騰中ィ ギリスの お！^ にがなる 巧齡を 殿へ ちィ タリ ー はおが お 
•の 麵 でも H チォ ピアを や？ ける ミり でぁらろ 驚の か 瓶に 驚 L て® 繫 娘の 襄た 

部 巧ず るの みか、 ス ー ダン、 H デ プトの 椒化ツ ブナ 棚の がが 4 でもが する をに 8 ひ 女い 0 

ことこん にお 0 ては • モ として ィ タリ-: にが 化を 献 へねば をらぬ 0 脱&^の がは 私の ガ 1 と > 
0S 9 <，• 

これが ィザ リス 上下の ま おで わ 0 た。 

’ A 月 二十 二百 ィギリスが 巧の 巧が 曲！！ は Is かた その おみ 地 SiJjg はがが されで、 スユ ズが齡 に 
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斯 がを 献：& し、 が* ル， の囊 には 龄 おが鑑 されち 

一方 イタ リ- •はどう かとい ふに、 ムツ ソリ 1 二 がは 獻师 にが 脱を 慕 するとが ち觀が 驚に が g 
を 命じて イギリスに & 酬 した。 それの みか、 イ タリ 1 は アフリカ に 夕《 軍を がっても かが 按 ん たる， も 
のがわる〇 もしドイツのヒクトラ1ガをががいで〜してオーストリ卞におで〜斬さうものなら、 熙ク 
では ミぃ とかは ぬぱ をに、 プご ネルの 巧では が* 腑 をが 或を 巧ウミ せた。 イギリスの 獻おだ 
らふち 嘶 猫の 抑が だら うが ドイッの 靈ガ らうが、 おら ば がれ 0 がが へで わる。 

しかし 巧 石に イギリスを 巧に 齡 しては 撕 だと あ ミので わら ミ駿 のがが 视 のが る も 二十 
'<日に、 プ ごネル のがポ ル — ノの狀&で阱をたが5^がでは、 

A ブ プリ I ユ はが i を おしで 

イク ミは H チオ ピアを が理 してち イギ 95 繫を搬 ずる 辦 へは ミ。 イ ギリ？ は辦 りに 腑が 
を 口にして ねる が、 そんな か？ は イタ？ はへ ミち S を 備が& どを やれ ぱ 、アフリカの だ. 
はを なは 勿!！ 世 巧にまで K がする ぱか リガ。 イギリス はま 心して】 挪をイ タリ ー にがせて をけ ぱ ょい 
のガ 、とい ふょう & 意 ホの も哪 をな した® 

— 事 • ミみ を 巧は 巧 巧した ザ 八を 言の 巧矿 がか か强 におき、 尤が 四が には、 が エ獻斯 り 
だ ■が 敵 難 かを なすた め、 簾暮 がは 巧び レ マン 驚に 賊 をち 

イ タリ— 化 孰 ご イデ 赋 は、 K デ オビアは g 繁 とし ミみ が ミぃ とたそう ゆう 


祭とは 郎瞧 をご囊 ると ち骄 どぃ 个 がぶ りを 截 恥して、 邮 脱の 敵 T に 雜を喊 けさ ぉが、 これで 
は 化が がを いと ぁって、 巧 革新の がでは、 載 •か •波 蘭 •： トル n •ス •；： インの お 駅 代 栽ょ 〇 がるを 

& 人く 巧 C ん ♦& わ サ* 惠ん ■<« い 

貝を を 巧な し、 かな 載を 作 巧せ しむを ことにした 0 

を貝を11^^づイタリ1に對して、 と〇わ へず酷斬をおっ觀めることだけは教数へ てもらいたいと扔 
巧した 〇と ころが イ タリ ー のがでは、 そんだ ことは 風 父。 の 限りで ない と、 挪も ほろ、 の驴 がりを 私サ 

たので、 じの がも繁 臘に 綻クち 

，ホア* を こへ もってき v ^、 化 月 丸 日からは、 掀盟 の. 鱗 十一 i 搬 がか 賊 かれた。 

か*® イギリスは、 ミが 斬を 靴 所して、 都 鹏な麟 がを みせ、 靈 を？ ド. して、 & くまで. 
卿 子 化も繁 を蹈總 せを 擬 した、 勢は 辦の Si が 職の 擺 、麟 取を 賦 i たた、 を お. 
に壬ッ をして g をが かせ たおを 浸を ぱ 、養を がら 賢ち た Q でぁら も聪 して 驚 g ホ— ァ 
巧の 巧 散は がわて 巧 巧なる もので わった。 腑ち ' : . - 
(一) イギリスは 黯 がが おがの た：®、 破 燃と してが っ繁 を错め ミミ 鑑 が旅髮 駅に 靴す る' 
S が もがし ミミ iS しこの 8 がは 驚 Q かがで なけれ ぱ ミぬ、 KJ の 慕た‘ がた とすぶ もり 

がわれ ぱ 職に フランスを jS して わる イギリスは、 腑 撒から も a カル ノ から^、 がを 齡ク C *. 

が榮 わる 典ム にがる ばかりで わる。 
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s ーイ タリ ふ 巧を 的龄麟 のが 寶、 賦桃献 、繫 i を^.: が ミミ ことには 郎懈 する — がに 

據 旨がを 引を に 化して 併し’ 巧 做を 一^は をし く VJ も、 齡も數 にょ ミ A 瓣を W ミ， Q る 断は 化 

つも ぁる。 がそん を 极が巧 is をか齡 して みても 仕が がを いから •イギリスは イ タリ ー に 靴し、 イギ 
リスの もが 化 巧 益、； が 巧 巧の 利を Q 1 がを が 載しても よいと 觀 へて ねる。 僻し これには、 イ タリ I 
は どこ ミで 4 霧 城 襲で 繫 して g はね ぱ威 ミが 输讓義 襲た かがされ ては、 イギリス か 
•敞繫 iii のた ろが 駅が かする のが はを い。 ‘ 
これ 卽ち フブン スに對 しで、 イギリス につ < かイ タリ I につ < か、. をの 齡 がをは ク をり せよ と掛つ 
た ミで わ ミ もして フランスは イギリス の獻 を ，0 つち をれ はお 齡船躬 に ドイッに 辦 する 脱 僻 お、 
イ ギリ KQ ま换寞 ミは をら をい と緻 X がが したを でぁえ 九が 十一 一一 お Q 職！！ 載が Q が お、 ラヴ 
ァ ，ルを 奠 T もし イタ リふ おがを がす こぶ われち 7 ランスは 總 をのん ミを 繫 とし、 奶 

を 別た ね ザ をらぬ ことを が してね る」 とかつ たのは、 この フランスの 騰 がをお 柳した もので わる。 
こ X に 野つて イ タリ ー は 文字通りの 化 も 無 もとを つた。 

•.の* との 寶の 共同 私 於に 3^ して、 イ タリ*- がで. はが かを 狀ミ乂 が 十 凹が 次の がが のユ 
麵 t こ ニケを 端して これに 齡 新した 0 
イ タリ I は、 


• ♦巧悬 


(ご 嘶が にょって は、 瞧 酷 勝撇の 用が ぁるを 於が し、 

ごご 制が にがが する の 用 かも & れ るを 誇示、 

《§ フランスは、 かむ を 待ず 瞧賊巧 紙 た 15 鹏 したが、 がが は 巧く まで もィ タリ ー たま 特 ずる もので 
イク リ I はこれ を 私 M する ものである 0 

(四 & がの S かは お ま獻爭 でさへ 持ち出されなかった のに、 それを この！！^ 断せ しむる ことが われ 
ば、 やがては か 洗を 大 化に 薄 < で わら ぅと 云 ひ、 

(五) イ タリ ー は、 初 あを 巧 < までは、 かがを るかを にもなず る もので をい 0 
f 巧 ドた* •ぃ嗦 V を i t ふ 
と 巧 h した。 かくて かお 英 かの M なは ます <惡 化して い 0 た。 

♦画な 一ん 腑巧 理事 ¥ の 五 人 ま 員が では、 巧な 試が を がって これを ィタ 91 にが 示した X 

«« も が 十 セ が) このが 巧 策は •がが パリの ミ 困が 蹤は 於け る英 のがを が 子と した もので • 

一 I (一】 イギリスは、 ゼイラみ 巧齡揪 、ソ マリ I ランドの】 ホ‘ を、 フランスは、 ゼイラ S 8 

巧に 换 おする » 巧の】 ホを エチオピアに » 渡す る。 その 代な として、 ユ チオ ピアは、 が 巧ユリ トリ 

♦ゥ ♦•っ • ||ヴミ 

ヤに化 接する ダナキル 州、 ブ マリ J ランドに 巧 巧す る オガデン W をイ タリ I に 巧 巧す る じと。 

ごご H チオ ピアは、 ィク リ ー にみ 巧のを めの 巧- 坡巧 傲、 がの 賺 我、 i 进々、 4 の欺龄 t がす こと。 
巧を がめ たもので わる。 
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.これに 致して イ タリ 1 货は， 

(こかが なおが* ナォビ ア$ との】 がの 靴 おた が 煎して ゎるが、 イ タリ ー は、 が 巧玉リ トリ 卞と巧 
ッ マリ！ ランドを 地が きにする ょ ミ迪當 をが* をがなければ g が龄 かない。 

ごご 美 田は ゼイラ 搬 なをが 讓 して、 H チォ ピアに 撕し 、がへの が S たか か 古ん とする が、 

ォ ピアへ がへの 於た 熙をぱ 、かがの おか だ 驚す るかち がには おじ おぃ。 

巧* を 巧べ て、 丸 月 二十 一日 これ も 一 W してし まつた 0 
■々麵 かょぅに、 8 巧の が 從 もは】 抓が 挪が おに 巧す る。 イ タリ I はこれ を献 A にかけ たが 
*"® ら ェチォピアとの g 驚 おに 載 ■: ST 联獻を 驚し、 i 鼠け を！： って、 一が に H 联を祗 
らを が！！ へて iQ る。 ことこ に 載つ ては、 イギリスと してち がかの お啟 腑ち搬 酿り 
撕が腑 齡を載 断させる ま にお 啟 はを 4 っち その 繁ポ ~ル ド々 イン 辕 は、 九が 一一 一十が •ハッ 
キン ガムが 隙に が巧攀 の i 駿が たお 一髮 に教 おし、 繫の 一が したがが を g 似と して、 イク 

堅のかがが 一 がした齡を載おしち 

イタリーのがでは、 ぉ季も渐く明けたので、 時1^のがおは自が辦だ5^|;な獻船をがすものとおた0 
そこ ミ 月 言 黨 Q を かは、 7 ドア、 7 デ タラ トが橄 を WS し、 これを を ミミ、 の 
が H はがに か だを さられた。 
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これを みた Ilia 理春 おはわ 日ジ H ネ パに 開 お、 獻骄 一を を もって、 イ タリ-- のな 化を 規約を 獻と 立獄 
言し、 九日から 齡盟 巧を" を閒 いて、 おが 狐 於を 把が する ことにし わ。 巧辦 にめ て お、 がが 贿 巧は、 イ - 
タリ I と qIS お、 抓を への 加が を 巧 巧した が、 その他の 巧 苗は 餘一 をして 栅鉛數 たま 持し、 i 巧を 
郎が 敷ょり なる 抓を 厮 がを 斯韻を 設けて、 刺を のも獻 を斌ぜ しむる こと、 なった。 

この 挪が お與 か" がが の 觀^抓 换お啟 はがの ょぅ をも^ でぁる。 

の イ タリ ー に辨 する 離 おの 货出載 化、 錢が齡 i 热 (クレ デツト がが、 が 换齡臘 の 滿媒) 鄉イ タリ J 
诚 ボィコット、 叢 駅 趟に繁 i らの一 § の 靡|爱 の獄 - s 、 裝搬賦 がの 熟 4 ?。 。 ミ、 マ 
. V ヵンが 菱 

との がに 靴ム ては、 イ タリ I と特 抓の 齡觀 にぁる アルバ 七ヤ 、オ ー スト リヤ 、《ン ぶリ- •はが 
がの & かた とらず、 ス キス、 パラグアイ 、ニヵラグアは 巧が したが、 他の お 十お幽 はこれ をも諾 した。 

CIM 然 らばが の もがが 放は イタ リ ー にか!： をる が 巧を 巧へ たかと いふに、 のへ ぱ ガソリン 

11 卜 tf ， m ， C e ミ ♦ ，ゴ .♦る ミ ♦< ご A ， ，♦<*• いこ ミ A c < 

« 0 « の 巧が がを 巧して 自助 其ののを がかくな り、 なほ 断め のた め 巧 想が ホ 巧く、 が 因 谨の巧 
•れ • 18 がが < 、簾からの が 繫でゎ るりで、 がが は一撕 一を 歲 なし を賦 鉛した 
ク 、辟 巧がん A 化の がが、 ん結 はが 困から くる 賊 W に： せわ ばたら £ ザ、 巧 當 のまが は 巧め ではた 
るが、 さりと て t れ にょって 觀 藤の 化った T イ タリ I の東两 ぷ祗 を々 がせし め、】 は て エチオピア 



— ! ク イム a を m/JB 


•9 巧た と 巧 ±做 ぶを 巧が し、 一は 从て i がに 掀齡义 はがが 主 かを 公がず る こと.！ にはが 巧す る ものと 
は齡 はれを い。 

ぉ •• .纖中 撕が霜 ボイ n ットの も激が 居が し？— じとは、 か、 る柳觀 がの 巧 力を 一が 

* 。穀に ぉ。 

ミ 》 巧 加は お 脱の 賊か 力で をり、 げ巧も タンク もガ ッ^ンを しには 動かす ことは 曲來を 
い。 れば の 十八 人を 乱が が、 雖^ 制獻の 敵が が手賊 として、 巧；！ ポイ 。ッ K とお* へたのは 
涵ぞ る槪适 であつた。 ， ’ ■ 

だが、 イタ^ 1 としては 、そぅい ふなかな ものは か 巧と な 0 て 巧 化 ホね ぱ をら ね。 を こで イタ リ I 
では 齡盟の 右の：；！！ おを まくや、 かづ 駐 I が驴 大巧を して、 『イ タリ ー は 石： |繳 かを 滯 併が 觀げ爲 と 記む 
る』 祥 を进吿 せしめ、 义 ムッソ リ 1二 巧は、 ファシストが 評齡 が" 獻お T 併が はま 巧 供 4 品を が はれて 
啟 々に 化けて ゆく ょりも、 寧々 固成が 自盼を 逸ぶ であらぅ」 とい ひ、 もし S 撒に して 粗く 走で も お 油 
热かを巧巧イ*;<?义らぱ、. イタリーは、『嘗巧を臟那するは如齡、 狱和的も联にょつて、 地中獻おま中の 
ち 巧獻聪 をが# せん』 とぶ 巧した ので、 巧が 9 イギリス〜 石油 ボイ n ットゼ けは 忿巧 にがが た 中止し 
たのであつ^ 0 , • . J 

を それ のみでない、 イ タリ ー にと つて、 を おなる がか 供給 軌 たる ァメリカ 八 3 ホ 田な どん、 觀 併げ お § 



巧 B » かの 巧最 


禁 4 にはかん しょ ゥと はし ミ。 激に髮 一が 蔡保ル 1 ズ ベルト かは、 整が がに がて、； がが 殺 私 
のげ 化か 的？ イ タリ-も にも § 給す ベ < 、じれは 臘齡 の！！ 髮載 にを がせら る、 も ミミと お哪 
して ミ。 アメ ，力が そぅいん 艦 かを とる 變、 。シヤ 、ル— マニ ヤ齡 の 證蔽职 もこた か 做う 
< 、卽ち この 巧涵 はお 巧イ タリ ー にを が 鶴を がへ る ものとは が はれない。 

* * は 嫩 らばが 王 驚は 難に 絲て どぅを ミ か？ 難の i 斯蠢に イタ？ はだんく 

* ■にと 賊ミい ミ、 載には 搬齡の 船に 能す ミ， をと も 變はイ タリ —g に龜 とな 

ぇ イ タリ 1 はがに が 抓の S 解を 載ず るを といへ ぱ 、がが の繁 をが せち 載ろ 
を 載の ホが* 戴す るので をい かと 狱 はれる。 

それには 先づ イギリスの 齡 かを みわぱ をら た 。かるは ど イギリスの 热が熙 には、 イ I デン 解觀 のよ 

ぅを 屬 お證霉 盛義が •養 お & する 講繁 。お 繁 ミいで はない。 g し ミミ 

ギリスに してが 4 でもが が 腺が を！！ げする とを ちかづ 載裝斯 をが がし てれ，， ，ら わぱ & ら た。 
巧涵は イギリスに それ ガ けの 巧 倍が わる かが かで わる。 

iS お 裳斯 とぶ ば、 イギリスは 繫 g のがが を 斯 滞し i るから がかの 21： はイ すス g にか 
する ことは わり 巧ら ぅ。 ガ がか 露* たろ ト イツが 繫忆 がへ て ミ雙 、繫繫 は がに が 
で 野 IQSSi - i^s を する こと 6 聪でゎ ミが が 3?暮 を、 ィザ 至が 就に かク 


てイタリーと巧ムことは、 聪してイギリス の巧をでわるかどぅか？ かく 載* へたら、 イギリス！！^ がが 
を巧へ てな4心りをすることは^!^11|にこれをおかし伴ょぅ。 

がして イギリスは 化か 4; りたした、 が 巧は がに ユチオ ピアの® ア デス •アベ バ をが 獻い 、おがの 

整が <ィ クミ 繫を访 へしち が H 胶斯 はを て かが 為 燃を かたの ミミ W 藍 MSB 
雖 ィタ？ qSI ひは ぶを H て繫 ぉゎけ ミミ。 W をが ら黨 Q 髮は駿 B 8 q 驚た 難 

るものでわつて、 それはとりも厳さず i ^の巧巧,^^ c ^を載示するものでわるが25、 がユ齡斯のがか〇 
がは をを お 像す るに お < はない 0 
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第 十四 章 第二 肤拥 大度は いつ 起る か？ 

- 戦 ♦は « 化 巧！ H ♦ないか 

■ VI al。 ッ パには、 がに もが 於帮 がが るで わらぅ といム なぶは、 が 王 脱がが &0 でから 
0 « tt のこと では &い 。がに ヒット ラ ー が g の 接厮が あ、 ドイッが が酿 及びん H 會が fc が® し、 
ミた 破 慕の義 を 我して お 驚た 歡 かした 瞧わ ちがくの がは さぅ がへ ミち ミ も 
その 管が 與は换 < るを がを いとい ふが a は、 このが が 0 をり をし ちが 多の* 煎が おによ つで 
JS かされて ゐ たからで わる 0 

旅ら ばを 斬の か 煎 載 載が ぁげた 襄の麗 は 俯で ゎ ミ か， ミは、 が S っ ミミ、 俯れ 

t が 巧 わるもので わる 0 

觀】 はポーランドの^8巧65でわる。 船にもホぺたやぅに、 この一^おはドイツが—とおプ 。 シヤも 

を 紧 して、 ドイッを 慕 & 兢驚齡 にわく も ミ わるから V イッは 一?? 一一 がに 藝 II た靖ム 

ため、 が 爭も辭 する もので ない 〇 もし 巧： issM にが 爭が がる & らば、 フランスは ボ ー ランドを がけて ド 





イッと 聪ムで ゎらう とを ム のが、 がくの か 煎が 達の I ましたが 魁で わつた o . 

巧る にさう いふ 巧！ 一一は まんまと 的を ルれ てし まつわ。 ヒツ トウ 1 はボ I ミン ドと 担ち し、 が もの g 
脱は 今日は 唯一の 巧 巧と な 0 てし i つたの だ。 巧 へらる、 ところに よれ ぱ 、巧 波 あがわ} ^所|5 秘 がは 
が： 9 は 十 鸦娜の 巧贼で ゎつた ものが、 が拟 には 輪規胁 に赋诗 された とを はれて ゐ る。 もし 縣 して 旅り 
とずれば、 この 巧 酷を 鱗る が 洲が爭 は、 當 がの 禍 はがる も 0 よはが はれない。 ‘•••.• 
.斯 一一は！？ H たおる 巧 巧で わる C オ ー スト リヤ の齡游 を化ム ドイッは、 が ひ チェッコ やユ I ゴ 1*ス 
ブイ ヴヤと 厮 突し、 をには フランス とも 磁 はわ ぱ なるまい 〇 がん やイ タリ！ としても、 K イツの 巧 g 
がをは かまを い。 さう いふ 巧が から 巧 二 か洲が 爭の献 邸は じ A にぁる と 巧言され たもの だ。 S もが 巧 
Hilns ドルフ* 巧は •トイ ッの ナチ ス® にが 觀 された ので、 がが 測は 文字通りに 胁 とそ ぱガ てた、 そし' 
ていよく 败爭ポ 始まる と辦 へた。 . . vlt 

巧る にイ タリ ー が 巧 困との 巧 巧に 巧が の 私 おを 製 中す ると、 ドイッは がちに が 化しが め、 ヒット ブ 
1 は 巧 固 巧が にボお 脱の 巧が を も ホた。* おはま 撕 られ たの ガ 。か < てこの が 似 も li 巧に 觀 4 つてし 
4 つた。 

旅 ミの 巧！！ 一た、 ザ ー ル のん 巧が 巧の 公に かげられた 〇 . ドイッが 巧 至 セ 0% の 巧热を 巧るなら ぱ 
が 断の 肤が として •政 斯に解 へても 动 ミのと する で ゎらう。 この 驚が がが ミ齡 熙を黯 に销赋 



か 。い 


し， ミが 巧を ふを らち 於 網は 强 る- ミち じれが か 囊のか 酌で ゎつ ち 棘 •るに， J、 
にも薬解なことが热.はれち **^rツは丸o%の鉛斯をi:て、 繁にてルを叢し、 聪數は絲ちに 
がな して しまつたの だ。 

觀 凹の 襄 は、 7 ラン K が 叢と を。 て.、 T.& ツ .パ Q がを 龜を繁 し、. ドイツ og りに 繫 

热を胁 り ま 4 レた が、 ドイツ. の联 i がま ガ おは ミう ちち 撕嫩敗 5： が啟 るで わらう ミ ふので た 
ミ。 かくて m,B ツ； ハの おには、 またもや 驚なる 败齡が 恥が たが、 イギリスが 繫の磬 ちが 
しで ドイツと おを 載り、 お 露 お聲 を厮獄 する にがんで、 狱揪が 驚 お S がは がれ、 も ミ簽 
義 にかち 鮮 りて、 m, a ツパ はが，^ やが がた 僻 ミと に 驚し ち ‘ 
.64 ョ -a ツ パは、 がくの か R 截 のか かり ミら、 おがを •傲ち つ、 を ミが がが の微燃 
サ わる。 

旅ら ぱ それは か！： をる 巧が に 勘 < のか？ 】 箭にしでか へぱ、 イイツもフ ラ ン スも、 イタリーもイ. 

す K も、 そ Q 化。 裝 おも、 俯を 繫を Jgi ないから ゼ 。が。 が聪 にこり，^ して、 繫 ょりも 

??ろ和かを巧ぶががょゥがでわるからガ。 

• * は ドイツが 勇聪斯 たおく J0 でもら うと 斌 がし ゥる骼 一の 拟が は、 韻の ドイツは 四 煎 
■は & がかの S にゎぇ が ミ も 孤臨繫 を 荒し i： ないから で ゎる。 



かいな*。 資 


わ ヒット ラ， が jj の 化 戴 私、 於 亂も跃 はおを に m さた ドィッに 瓣 して 辦郎繫 
を 巧つ ちがへ ぱ ドイッに とつて は是 もが 巧 & がが みともすべき イ タリ* の奶 をち ナチ スの谎 
W 巧^ 豁泌觀 に 驚して、 ドイッに 辨 してが を 4< つち パリの がが がか 繫 、ドイッの がが とを っ 
で， がに 巧に ド イブを 庇 かして かた ソヴ エトロ シヤ も、 ヒット ラ— のな^なる 共を がが jg おの おと。 
シヤ 領主を 化ム ドイッの か 心に 驚して、 をが フランスに 靈 しち 撇んや ドイッが ミ •が* がと 
目す る才 ，スト， ヤ でさへ、 ナチ しては 繁を g へしっ t わる。 一 にして かへ ちがが ミ 
イッは： ホ-ランド 裝 には、 §1 敵 かかの 解む ベを 奮の 燃騰 にわ ミ 

• K ♦ 一 か ドイッ 0 露は 霖 ミを、 髮は H 雲 お十お 萬 (一手 六 4賊】 もに、 ナ 
0 けチス にがす るが が 齡ミ卡 巧 y 冀髮麟 、がが 腺 & ど ミり、 脱がに をれば がそ 一一 音 
5義を驚し i ^るミろ がに髮〇巧は、 拔が繁斯をが斯しミミち 累 

がの みを がへ てち 一一 千 お 苗 巧 もる ミい。 

をに 撕 して フランスは 、おがの 繫が孚 S (裳が 护 も 華、 が裝玉 が薛 にを 
げ看 巧と 欺 せらた g 藉 がかは が 四千 香 巧を おする も、 を Q がには 繁 ミミ わるから、 が 
を 一一 一千 S 做と みれば がを わるまい 0 

ッ黯 は、】 を一ぁ ミ髮 で、 繫 はがが 百 六十 ザ 摩には ig 备 g 知 ミ髮 のがは 
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がを 凹モ がと ミれ てゐる タミ S には フミ K と 酣載歡 がな も ミ かがに わえ 

イ タリ-の 化規 軍は め 一手 お 巧と もせら たが 味には 九十が の 獻熙 を胁郎 する ことが 斬が ミミ 
化 千 六な iin の 軍が 戏巧 巧が わる。 

もがに イギリスの 齡ん はがを おおで、 が インド 肪撕瞧 が ハ ザが ホ お 十 セ おで、 聪 がには 四十 セ 
をと する じと が裝 ミミ おが 抓が かは、 ミニ ミ 露ち が 千 おちが の繁 かを g へる ことに 
をら う 0 

その他 ミ 固 載 5、 ポ— ラン •卜 の龄 B がモが ミス お、 ル， マ ニヤが 十四 お j 千、 チ n ツ n いス 
ii ヴア キヤが 十一き 宇、 ベル ギ ，はずつ とでつ で スん军 で わる。 才— スト リヤ は、 ドイツの 滞 K 
Ie に繫 されて、 政が おぉ 觀の 驚を 骄 がしっ 4わる。 

な 上 ミれば、 ドイツは ボ- ランドを 繫 とし、 イギリスた がか わるが 驚と してち 嫩 がのと こ 
•0 では、 陸 •空ん とを 夕か •ソ巧 义ぴル 肤に はおは & い。 腑ち 3 1 。 ツパ のが 瞧脱觀 に 俯 が- 
かの 家が 私り、 ドイツの 立势 がが £ ょりもず つ ミく ミ？ なをち 繫は ドイツに ミミ 
不利で わる。 

.8 •もを ミ 故斯は ドイツの がで 肤* ミミ わるが、 これは 奶ク ドイツの ミミ ニ 

■は ミぶ フランス もイす ミイ タリ ，ち ミ 做の 裝 おも 所が ミミ 





例へ ば フランス のかを は、 巧の k 亂が胁 で 他の 留 ょりも 恐る ぺき败 觀 を まけて ねる から、 ドイツ 城 
が 瓶聪サ ざる おり 败 ふことは もまを い。 フランスが ドイツを がが 悠が おから® 齡祝斯 のが 勝に がいた _ 
のは、 ドイツを してが が 酸を をし 巧を いやぅ、 その 豫 & 策を 瓣じ たものに W ならない。 フランスが ド 
イツに 孰す る お勤觀 辟を 因 巧の 一つに がへ、 取 結と いへぱ かづ お 勤 保障を 蒋献 すのは、 略は ずして ド 
イツた 屈 ホん とする 一 0 Q 做 魁に 5^ をら をい。 聪 ひは こりぐ ダ〇聪 はずしで ドイツを が久 にが じこ 
める、 これが フランス 人の 賦 ふところで わるの ガ〇 

イギリスも亦や巧をがし、 聪8^^るれてねる0«の斬が大配でさん^賦爭の傲豁ををめ、 おまけ 
におが のを かげで イザ リス 渝 困の 服の がま 4 でも 巧 はれる 越、 困 力が 觀〇 たジ a ンプ ルと しては、 こ 
れは 又も 傲の ことで わらぅ。 か 拥大龄 に 敝爭が おるなら ぱ 、イギリスは がを 守る ため、 か！： にが 力 
をを して みても、 おには その 規中 にかを こまれる ことを、 イギリス 人は 诞 もょ < かつてね る〇イ ギリ 
ス 榮 のためには、 a クパ 大陸が t 巧で わる ことが 無 一の がかで わる 〇 a 1 ロツ パに がかが & 
けれち イギリスの！ Si 巧る はを ザの 巧 審た巧 ミ ドイツが & 巧 あび も f がた 敝觀 しで、！ B 1 P ツ 
パには 今にも 聪が がが 4 るかと がかされ た】 咐お十 巧、" ン ドン 巧 瓜の フラム 磬巧 6 で 狐 獻游巧 がげ 
はれ セが、 その 巧が 巧黨 をが がを 跟 して、 勞 がな 利た 巧た。 截し イギリスが 府のホ $ がが、 ドイ 

f * つ だつた か A I ♦夕 9 だ* へい C レ Ar こ <4<< L 義 A 走 ？ く 

ブを巧 皮して が 也 させた とれられ、 巧が 巧の 平 巧 主義が 苗投 のま 化を 巧た からで わる。 イギリスは 拽 



••も 巧つ いな 受 tmnB 


巧私爭のが巧、 歌一のぉ|^みがにをることをせまをい。 さればこ^ V イギリ K は、 巧がも獻を瓣して賦 
因の がが とみ 3 に 巧が し 0 、あるの ガ 。イギリス 3^ の 姐 ふところは そこに わる。 

イタ，， もが 聪騎 たお 4 ない。 A ツソリ 1二繫 は、 城が 你 には 觀 りに フ アツ シ。 がが を 数 狐し つ 
。ゎるが、 抓が 的には モ宗 巧は 齡め て愼 動で ゎ ミ 撇 のが 酸變 齡は游 くは 睐 がが でぁつ て、 
が 固に 勤す る ものでは をい。 イ タリ， はお 與 によ ミ ー 孤を％ ムとも 饼る ところ 齡 めて！^ をち 撇 

はを もよ く 術が し VJ ゐミ霖 と 繫と檢 かに 藝 の イタ？ は、 g へ繫 によ ミ 難を 解ても、 
齡 體 が忆 M せねば & る ミ。 を忆 S して 聪ひ忆 賢るなら ぱ 、靈義 は 7 ァシ X 4 忆 俯る こと 
〜巧度？^ゎミ さぅいふ理由がゎ一^かち ^|:人も巧ぉし得1^い巧數事似の數がせざる贼り、 输は齡が 
の繫に S て 蔡を孽 rO よりも、 觀 ろが" おが 繫俯齡 ミり、 ミが 俯を 驚す る ことを 汲みつ、 

& る。 

が愁 のか H 祭は、 ミ みが & する や ミは をる が、 を がら イギ， K とおを 脱へ ざる g り、 
縣 一一の 新 秘爭は 乱 も ミは をい。 4 ツッ ，，二 は诞も よくこの 掀を腑 がし VJ & JO 。 齡 はが お 
巧 i •して H チォ ピヤへ Q 窠を鹏 び ミら も、 イギリス Q 難と 敵が をが なは ないや ミ 潑の繁 
を！？ ミ、 を ミち さぅ いふ 繫 がが はれて ミ裝 、聲 g 斬が ig とを ミ、 骼ミ脱 繫敞が 

也る ものとは 狀 はれない。 


351 





じ 次 al 。 ッ パのを 田が 聪爭を 落け、 おがを がふ 他の】 つの 巧が は、 がが ョ ー。 ッ パな 曲 
S 代に た 秘かし？ ぁるが 繁 がは、 がくはが のが 繁 がに 猶 がした で、 聪 斬の おしみを 
でか しみ t となめ でね るからで わる 0 

がそ 聪斯 のまし みたなら をい 人は、!？ もす れぱ 他に 引 巧ら れて •うか-^ とが ひの 献 がに 拟 じがい。 
これが を 通の 燃 巧で わ ミなる に 自ら 聪 解の おを li 齡を 巧め、 然も 巧の が おの やうち がつても かけ 
ても、 おがの4い脚、 もての人がをしまねばをらぬことをしみ^とかた八には、 聪斯は！^親を銷す 
教 ガスで わる ことが わかり、 桂 力胶爭 たおけ やうと する。 これが が S の 3 1*1 ツパ^の が iig 齡 でぁ 
るの だ。 

•一义 一八 奮が に 十八が ミミが かは、 おおは ミ 十六 S になり、 一九 一四 養が に 一手が でぁつ 
ミのは、 靠 は？ 一赢忆 ミて， QK >。 51 る忆 がが がゃ馨 が K 籍 する M は、 S くは 一手 ぉ がか 

ら 五十 での 晒の 人で わるから 、今が の 3 1。 ツ パた 動かしつ、 わるは、 聪 がの おがを しみ t と 
巧め た 人が で わる。 さう いム人 あは、 がを 十輯 もがて ぱ 老朽と をり、 がの 時が の2? が 做つて そ og に 
。< ことにを る。 

.これから お ホ ば、 3 1C ッ パは <1% ホ < も 十年阳 は、 尙 もが 和た 巧ち 巧る とい ふこと も龄巧 やう • 
だが 四函 の^が じれた 巧す かどう か、 それ はがたる か 脚で わる。 


か ついは ■>>>»=■ 


II Rll の！！！ の g 巧は？ 

かやぅ に、 ドイツ は W 齡齡の Si も聪辨 t 敦ん でね をい。 それに も 俯らず、 聪 斬の 賊战 はが 燃と し 
でな つてね る。 とすれ ぱ、 a 1 ロブ パの 露のを# はか!： & る觀 合に 披 るか？ 

腑 にも 說いた 溢り、- if 日の ドイツは 、文字通りに 巧が 無 もで ゎり、 私 ひ 巧る がをおた 

場 t ない。 がに もとして 掀か の s がを や 也と する がの が 亂聪爭 がが るた めには、 ドイツ 
が聪ひ 巧る も 巧を もつ こと、 巧 巧を 巧す るち 义は 撕掀 がかが の 一巧 又は 巧みを 奶齡 
す ことが 巧ょりも がが 8 似で ゎる 0 

S 和 f ザ A でぅ* < < り I く C ん e %|9 こ* ミ レ* ミ 

ドイツは みぞ 债を 言に ょつて、 ヴェル サイ ユ i | i ； S の 孤 巧なる 巧 巧 化 巧から 逊れ 、その 主强 する お 十 
たなの 陸 おと 《 がを るを お並びに かおなる 巧が のが 觀 にがが し 棘る としても、 が掀 にて はが かがび そ 
の秘 断に し 4 るとは 狱 4 一れ ミ。 馨 は髮鑛 g 忆 ミ、 ポ 1 ランド 驚忆は 一つ も！！ 辦をも 
たない 今日の 典が 物 找 なる 立 嘶を 切が けて、 がつかの 撒 巧を 棘る か、 がは 撕掀 がか 鹏の 一が 又はが が 
を切晚 すかで なけれ ぱ 、お 利の 蟹は ない。 

娘ら ぱ蹤 二の 睽繫啟 は、 iSII ： なる# がに 拔り饼 る吼藍 ミミ， をに 脈して は、 觀 T 
はがの おつの 换 をを おかし 巧る。 邮ち 
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一、 ドイッが パル チック 諸 巧と々 クラ イナの t をを 脈 巧す るか 0 

二、 ドイッが 巧 巧 も 俯を が 力を もって がんか。 

ミ激が ミ— スト リャと ハン ガリ 1 を 叢して 繫を 似り、 聯 4齡 駅は 觀 TrV のお微 をが S する 
AJ とた 俯 似と して、 破 .4 •斯 ミ 断の 載 辕脱觀 をが かて、 こを がて フランス 财びミ 熙郎に 抓 
がす ミ。 

四、 イ タリ ー の 化ん ところの イ タリ I ブロック、 卽ち イタ リー、 ドイッ、 才 1 スト リヤ 、ハン ガリ 
1、 プル ガリ ャ 、トル 3 をを む 巧 曲の 齡 がに、 イ タリ I がが 巧す るかり 
瓦、 先づ太 洋に敝 斬が 敌 るか。 

な 下ち の 巧 合に 巧いて ホぺ てみ やぅ。 

09 が 寒 ド イ ッ が1*0^載廣、 巧ちバ ル チ ッ ク諸巧や巧巧ゥ ク ラ イ ナ をががをも つ て俯给する挪 
々 S •的は、 腑敵 r 鱗 一一 燕肤 J 0 雜 とがと を 棘て、 か - r るが かがの 鱗 1 かに & みこむ もので を 
ミミ ミら がづ斯 かの 離に 胶斯が 故り、 をが 滞 も すれば 縱ミ 黯 聪 5^ になり がぃ • 

ロ シヤ は】 巧 特別の 巧で わるから •ホ 日の 盼巧も か i は 巧が となる こと 終らし と 甘ない 〇 ロ シヤ t 
ホが した ぱ かりの アメリヵが、 その後 又* 巧效 をが おせんと したのは その 一 貧で をる。 ゆを に倘 かの 
が 合に。 シ卞と W がの W がが か 獻 する ことが われば、 併 か 解ず べしと かた ドイッは、 蔡碟殷 を 旅が 



か t 巧ク HIjP 犬 巧 


する かも 知れない。 これが がが の瑶も かを が 風への^ 出で あり ふ 巧 ミ 帝 因の お敝 H 作で も わるの ガ， 
がしながら ドイツが 《 シヤを 化る お獻 は、 バルカン 巧が も ル 巧 因 も、 共に を ザなる もがを が ホ 
る ことにな り、 フランス 义はイ タリ ー はじれ t 巧規 する ものとは おはれない 〇卽ち 巧 巧の 敝爭 は、 巧 
ひて は 終 二の 5 洗 醉爭と をらざる をがない であらぅ 0 

微巧 心® 邮ち アン シ； I クが 、ドイツに とり か 柳に 给 ましを こと、 はいへ、 11*0 
かの •か 僻から その 靈 S ガ敌 M なることは 、殿に 獻十韓 に & いたとは りで をる。 一箭 にして 
を をへ ぱ .この 問題は K イツの 閒熙 であると 同時に フランスの 問齡 であり、 义イ タリ 10 

4A だ i lA だい ム <<つ ♦が 

巧 おで も わるの ガ 。こ > •にこの 閒 巧の 巧 巧が がわる。 

ドイツの ナナスは、 オ ー スト リヤ^に 巧び かけて 云 ふ of オ ー スト リヤ 人は ドイツ人と 故が を 同ろ し 

じん じん ih goo た k ザつ ぺい 

てね る。 されば 才— スト リヤ 人は ドイツ人 と共に その 獨 立を 保つ ため、 巧 巧 巧 巧は 合が せわ ぱ なら 
ぬ』 と。 なる に ドイツが オ ー スト リヤ を矿 をす る ことは、 イ タリ ー の 北方に 巧大 をる 巧 & を 作る こと 
とを るから、 イ タリ ー はがまない 。さぅ いふ わけで、 イ タリ ー はお 局 その 對频態 あを 巧 巧す るか、 又 

ミ M ち* な S ♦> ミて • こ < たで いづ > 化 ホ 

は 中央 ョ I ロツパ 及び パル カンに かける 化 化を 巧 持す るた め、 巧 巧 的に 巧 田を 助ける か、 がれ かを 进 

之 A •てん t た . r ミく 《いがん いんな， 

ばね ぱ ならね か 技な に 立つ た〇 巧* ナチ ス ドイツが、 巧 凹の が 合を i にょつ て戍 がせん とする をみ 

つ ひ こ 3 レ ♦ たい f く A 5 A CA S ん > 

たイ タリ ー は、 巧に 巧 まを とり、 フランス と共に、 お 巧 包 曲 齡に參 加した。 



な函危0 眞 々 n * 


だが ドイッは がな IFMQ が おた M がしないで わらぅ。 これた S がする ことは、 •トイ ッ のかが なるお 

(か な， > た* こん ミ ミ こ < ミぞ レた .み ♦で ♦ ミ ぞミ 

がを が 巧す る ことにを るから ガ〇巧 今日の々 苗は、 巧獨 巧が のな だを に ホ わられて ゐ るので、 奶 巧の 
一豁 はを か-^ におが で わるが、 化が i 报你 のが 巧が i 巧たなら ぱ 、がが はがいに 掘る ものと なる.^ 
も なれを い。 

こんに がて、 ドイッが もし 职 ザの 一 にが 巧す るなら ぱ 、イ タリ.- は 巧つ ては わ 走い し •ユ ー ゴ IJ 

スラ ヴイ卞 、チ H ッ n の^ 8% 曲 も ザ 巧を 獻じ るので、 フランス も R 巧して、 ドイッを 撇 へる ことに 

& り、 こ A に ml ロ ッ パには、 血の 巧を 降らす が 聪爭の 載が 切つ で游 される ことになるで わらぅ。 

巧 おに 於け るが エ齡對 の お 瓜、 イク リ ー が 玉 チオ ピアた 攻 がする ことにが 巧す れぱ 、これが 爲 めに 

イ タリ ー は 巧 力を おがし、 イギリスと 巧 ものが を まく ことにを るから、 巧り をぶ ものは ドイッで わら 

ぅ〇ド イッは イ タリ ー がが つたと みれば、 がな 乗ずべ しとな し、 巧は バル チック 巧 巧 や ウクライナた 

が 合し、 又は 掀巧 < 豁を斯 巧す るか 4 なれない。 こ i に 巧】 が！ 一の！! をが おり 换る 可能 おがわる。 

， ♦ ， がに 化べ たを 一の觀 がょり ち おがの 听齡 がが わるのは、 お ミの# が邮 ちが 在の 巧 

« ■ « 巧が 献 を》 おして 獻 巧を がり、 撕が麻 断は が* その も衡 を irg する じと をが 供と して、 

C 場 ♦そか •，こ ミ < とミ< を か ミた 交す i •* よ ミ •た 

妨 •が •巧. 巧 因の 巧が R 化を 打 立て、 その 藏 ザの 下ち フランスぶ びその 典 田に 當る 

が梦わ ミ 



かわ 


ドイッは 巧 A の 一 iS たがき するとしても、 その あは あだ 私が なること 腑繼 のかし とすれ ぱ 、せめ 
ではが*斯献巧とが歡*おをがち、 イタリ1をもこれに瓜へて、 田8^のががに巧力するじをお巧でわ 
り、> 义14?§の巧でもわる0 イタリーた宿命の化胶フランスのみホに走らサることは、 ドイツにとつて 
は 百を ぁ 0 て 一が はない。 韓ひイ タリ ー は 巧 •斯 i 因を ドイッに 紙す る艇巧 困と して、 ドイッに 巧 化 
する ことた 教んで ねる。 され ぱ斯 •解 が 熙を 一の 搬巧 として 报 かの おおた S る ことは、 搬併賊 困に と 
りが t の 策で わるの みならず、 义宙 w ! の 巧 能が も ぁる。 

が りに 掀 •が •巧 •斯 の鍛 がが S 巧た とすれ ぱ、 9 1 » ッ パの 中® に龄 ける この】 脈の 度 巧は、 
フランスと 如 郎 並びに P シ ヤを賊 がする こと、 なりて、 が 巧 心が 利の 立場に 立 0 のみ をらず、 そ 
の 縣力 にがても « にこれ におが し 巧る こと I なる。 

おこ、 に齡賊 となる のは、 おか® S の騰 かで わる。" シヤは フランスを がけて がかの 巧 巧に お あ ホ 
ねぱ ならね 靴が は ぁるに しても、 か < する ことが 聪 して 巧 巧で わる かは ザを るか 閒 でぁる。 牢ろ 中ん 
をが&することにがつてがいものを&ふとがに、 3 1 P ッパ の敗^^に乘じてが化のおを巧ぱすザが、 
a シヤ としては が 诚な棠 では わるまい か〇イ ギリスの 騰 & にかいて はこれ を歡 泣に かべ やぅ 0 
>太 ミ 巧の の i 合は、 イ タリ ー がそのを H する イタ リ ー •プロック の P に％ 巧した 巧 合で 
。ッミ わ ミ 恥ち イク ミが がが S がの 穀 t お碟 する ドイッ、 才 ，スト リャ 、ハン ダリ 1、 助 



0： ■急の 爾 の两贈 


5 ミ プル ガリて 卜 ことのが 繫 粉に 繫 して、 

これが フランス •プ n ック卽 ちフラ y ス 

ミ： 夕な；|^*^こ< たい> つ « > ひ 

义ぴ 小が 巧 田に 對立 する 場合で わる。 

この イク リ 1 •プロックの 驴 かとず ると ころは、 リス ア ニヤ、 アル パ ニヤ、 ぶび ギリシャが、 秘 
の 理 がから. •フランス とその 处 Si 巧 曲に 抓し、 イ タリ ー •プ 。ック にが 加す る 恥敝齡 のをる こと ボ》 
巧ち リス ア。 ャ は、 ポ ー ランドの 巧が にがして 啟 がを 棘を、 アル パ-- ャはィ タリ ー の がかで 
イリシャはイタリーがそのみ下にもせんとするみ厮の巧力にょり、 ががはフラ ン スをかクてィタ8 I 
に 巧し つ、 をる。 

だが この プ a ック の 議 には、 瓶繫を 驚た が驳 とする で ゎら ミ纖 ミこれ が賦 'K ロック Qw 
巧は、 例へ がると しても 齡を 供が とがわ ばなる ミい。 截し フラン ス とその 同 巧 困は 强^ でぁるのに、 

ィタ？ 豪は 微に繁 がに 敞 そ繁 もが ガ がらなぃ から ミ 較に鉛 まる g 跃も g ひ 簾す る 
からだ。 ありに ー ホを 隙り、 さぅ いふ ブ n ック が邮 がた としても、 拐が の 敗が たがす る じとは、 が S 
» 來 にがては かづ 不恥 能と 私ね ぱ ならの。 

た* ft がに 先 づがや 洋ホ胁 にがが 爭が がった 觀 をに も齡も すれば これに 郎 がられて、 觀こ 

■ミの 2 繫聪を 載 4 する 最悠 がゎ ミ 

^日 ■ » « ッパ の平かを5§%.斯巧するものはイギリ ス でぁり、 おがのがをがるもの4 



かる g ついは 巧 


ホイ ギリスで わ 40 その イギリス がが •か •璧 国の 俯れ に 巧す るかに ょり、 ヨ ー ロ ツ パの 殿啊 はが 

いに 姆が Sc ' てがる。 觀の黯 が腿齡 •ドイツは イすス の 鬟 を 穀し 、滿を これを 驚 も 

に 加へ & かつた が、 これが 大を るが 載でぁつた のは、 をの 後の 巧 もが これた も腳 した。 船ん やイ ギリ 
ス のが 巧は、 »が巧 田に とつては 岐心 のがでは をい か。 さぅ いふ 脱？! がを るから、 イギリスが 俯れ の 
側に 與す るかは、 折 二の な 洲ん败 にが 大 のが 被を がぽす もので、 それだけ ドイツ もフラ ン スもイ タリ 
1 も イギリスの 觀が をと るので わる。 

なる に 今 太平 も 方面に 大齡爭 が るを らぱ、 イギリスは 餅 ひその ホに 引つ けられて、 31 a ツ パガ 
敵を 脱み る ことは 觀 めて 齡獻 にな ミ 俯と をち が お幣敝 斬は 滞 もす れぱ イギリスが ミ黯 をが 
糸る かの お義を もつ やぅになる からだ。 方 威の おかの 戦を 觀る イギリス のをが、 職く をれ ぱな 
る も、 ドイツと イ タリ I を 中、 J とする ml » ツ パの 孤 避 巧 派には が 利と をる。 ドイツ もイ タリ I も 
ミ啦 Qi ^ お 断 も、 わんる す f Q とは S | はを い。 脱ん や。 シ I がが 幕繫 に— こ 
をれるおおは、 ドイツはおホ載おがをみとなり、 この稱に乘じてパルチツク能觀やウクライナを繫^| 

する を かれ ミ。 こ > •に 黯賊議 我 Q がが がわ ミ 
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III 巧 困の 巧 度 化 巧 

整が ベた お パ© がが に絲 て、 イギリスが 抓が なる 胳巧 をと ミは、 巧 ホ わる 而も 霎 をる 問 もで 
あ ミ ドイツは 觀に イギリスの 鱗 かを 齡腑 して おにが ひに & けち 黙して がら ば、 が一に も お 平洋に 
臘斯 が啟ク たがが、 イギリスが 脱 S 叢の がが から 敲 なる 麟齡 をと をを 穀に挪 脱する ことは 
がが S がに もても 3 めて義 な i 熙で ゎる ゃ j | 齡 である。 

♦ a — この イギリスの 勝 S を 如る には、 雜* は えづ イギリスが、 地み 上 からん 龄兩歡 の 動 k 

■ C * 0 やぅな がが にわる ことに 沿 & サねぱ なを。 & 芋れ ぱ 、イギリスは ヨ i ツパ S 

■ が ミる と斯 にが 龄を 8 れた一 S 断で も あ ミちされ ば こを アン ご サクソン 人の 
梦 がには r イギリス だ 3 i ツ パピ ミムが 齡 はおが とし 2 ミち イギリスは T 。 ツパ 
の 一が で ミと 就 ミ。 る イギリス^ がわる と共に、 で**^ イミ 文は 3 , 。 ツ パが 中には 位 垣し ミ 
& い、 とが*? ねる イギリス^も &to のち かぶが に イギ* ス は、 Ta ツ パの おに 生 巧は し ミ 
る 夕が戰 となれ ぱい ク でもが おへと が ひ おる 繫 をし ミミ だ。 

*■ & 雕 へばが お郎驚 慕、 脱报 r おがゎる がが J t が ミ' 7 ギリスは、 を もがた が 巧 

• し ミミ—。 ナポレオン 胶斯 、一尤 一四 おのが が繁に 口 交ノ療 5 f の 旅 脱は 


かも い IMR 大 iOKi：* 


0 イギリスが かお だと わク て、 のこ--- と 大陸へ が ひ お 0 た搬姗 である 。彼等は 31»ク 

パ a がが S 5 I が が おた がぽ さミ胁 りが 整 滴を & がする ち一腊 / J の％ が 驗が驚 さる、 と 

ちか ば、 のこく とが 座へ かひ おる の だ。 

だが このが 中が 碗を « む イギリス 人 も、 も 瓶 山からは mi ツ パ大换 をが かてる ことは 龄來 ない。 
のへ. ぱ】 九】 ミ輯 には、 イギリスの 4 出の ミ 靴の か 六 私は 3 1 « ッ パが 陸に がつた ち】 九 こ 九が に 
は それが 一一 疏 一を 岳と をつて 敗が のをし <§瓣 した & るを 觀か にかを しつ、 わ ミ】 を 一乂が 
には イギリスは a 1 P クパ大 嗟から がの ミが セみ 四 風を 疏 心れ た。 邮ち 4 がの 他の 俯 困ょりも 
夕 が である。 同 ものみ か 的を 巧 •へて みれば、 mi ッ パは イギリスの みか 邮の六 御 ル かス献 をが がし 
てゐ るから、 一义 ニニ 销の お驾ハ かに 比して ましを ザ かを まして ね る。 聪腑 アメリカは、 イギリス 
が& 巧の ミが 二が ミ 私を 也 化して わたのに、 热 がは 傲に 一巧 九が 八 風に 挪ダ をい。 卽ち イギリスの 倉 
巧が るは、 アタリ ヵから ml ロッ パに がりつ I わるの ガ〇 がに 今では 3 1 B ッ パは イギリス のれへ が 
を巿 巧で わつて、 イギリスの S がは、 31a ツパ 大陡の やかの か 做に ょ 0 て、 左右 さる、 巧 おを がむ 
ことが 曲 ホない。 イギリスが g 况大 おの モ かお 持に 私力 を 注 ダつ、 あるの もが 殺と® かれる。 

'S 画 0 さぅ いふ M 巧が わるから イギリスでは 3 I 。 ツ パは 化 おにが ち ホち た 危齡を 化で わ 
f. I ン るから、 がかと ザへ て r 扮て t をけ』 とま 稱 する ホ も われば T いや イギリスは、 どぅし 
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， ミが 龄黯忆 ミでは iS を ミ.！ とお 戚 する おもゎる 。かやぅ Ku せんか 巧. 

ホん かとを つて わるの が、 微 在の イギリス をの ガ〇 
ガ がん 唆に 败を が亂れ ち イギリス 宗が tV の 驚に がを じを る、 に 瓶が ミ。 それが に、 ィ ギリ 
义はミ おか ミミち 3, a ッ パの お繁 がには、 繁に觀 がを ミミえ 今日の イギリスは 
熬 のがが SK は 俯 ミ も 聲ん で， Q なぃ。 跃驗献 をが がの 齡が として、 こを 親が にがが す ミ 
も、 ロカルノ おかに 聰ん で、 その 傲が が ミ—。 ッ パの おがに 霸 お似を ミた のち フランス やイ 
タリ I をが にして、 ドイツと 齡 載が おを 鱗んだ の も、 がその 锐 でぁる。 

イギリス ミの 脱 かは、々 ナダ や藏 、二 T ジ i フン ド、 煎！ 一躬の 騰瓣亂 熙も義 をを が獻し 
ミミ ガが ミが 敵は 俯 似が ミる こと〜 就れ では をらなぃ。 聲が霎 にが 與&繁 には、 イず 
リスが がと 從郎 して 3, II ッパ敗 對の潑 に，^ るも趴 サミが、 雌も繳 ら ざる 端 合には、 繫の 
w 中に t ^:ってかなをかはさる l ことはおおががダとぃムのでをる。 をしも他ががさぅぃふ職瓣の麟か 
から 一 か ミ if み 出」 て、 齡も S を こ 主れ、 が Sq 發忆藥 * ぅミ なら、 驚は が V モ 

の 巧を 母 田に だけて、 わさら ぱを いふので わる 〇こ 、に イギリスの デ レンマが わる。 

萬 C • イギリスが T a ッパ Q がかを がが し、 同が に蔡 とし ミ 燕が 视を寮 して、 が 
力 2 をの 繁を i えとす る もを 黯がが 執が 繁でゎ ミ 邮ちイ す スの脱 おは 和 敬 


か * かわ tttwnknft 


a •には 斯 にが 龄の誘 ミミち 寮た がげ てが 龄所撒 0 蜜を g- げ 、がは ミー 断が 

大陸の 巧を とたる 危 おを § 止しで、 ml a' ソパ のがが if がた U るの が イザ リスの 臟 がで ゎる。 一八 一 
お 年に ナポい オンを おがした ミ、 一义一 毀に ドイツと が ミミ、 がた がか おに ドイツと 縱 お 讼 
筋を 獻ん だのち 悦 この 髮 の 城れ ミミ 

ドイツ がれての ち、 3i ツ パに 巧 t おへる ものが わりと すれ ぱ 、それは イ タリ I でなくて フラン 

ス である。 緊 ミミ K は、? 驚 i 熙や f ランドを を Q 較 にがを 繁齡： ^ で わミ 游 にが 

B 大陸の お 巧 t もる ものが をり とすれば、 それは イ タリ！ にあらず、 ドイツに 制ず、 フランスで わる 
な上、 芙か厢田はこ-*に巧巧サざるを巧ない。 5^すすれち イ^^^リスのがが城がが敕とフランス〇か 
腑お をと が 巧 おする のガ 。が胶 S の 脱 齡為サ もの J をる 歎 船露夕 に 『おを QJ に ミた の 
はこれ が if である 0 

さ ミム 理护 ちがを ミ ギリスは、 フミ 义を觀 へて ドイツり 義を繁 たやぅ とす ミイ 
ギリスは 桃ず しも ドイツを S むからで はない。 を ドイツが 養 から 騰 せを する 繁 'を、 イ 
ギリスが ま おする Q は、 み 力が 斯 をが ミと する お が Q 辭でも ある わら》。 が義 Q 繁 には 微腑 
の 巧 销た旅 載す J0 為 度く、 C れが雜 には、 •1 ロッ パの 慧は繁 がの 繁 にか < 取から ざる g 似 
でも わると 氣ぺ るから だ。 
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莫 だが 今が の フランス は、!： とい つても ョ I n ツパ大 畦に 料け るを 巧の お 巧で をる 〇イ W 

誦1策 ギリスは フランスの 6 抓を 妒 へる ことには おがを 磬 したいが、 若し ドイツ やイ タリ ー の 一 
不ず 也に 巧が して フランスに 勤が するなら ぱ 、ヨ I « ツ パが がれる ことは 义を がるより 
巧らかでわる〇 か^る势がには、 ぺルギーのかをはかかみとなるでわらぅし、 ル！8^6固、 ボ1ランド 
のがき ものは、 適が すると ころを 知らない 筑 地に がかれ るで わらぅ。 おがは えたり かしこしと 巧 面し 
て、 バルカン、 ダンチツヒ、 ぶがシンジ卞、 ダニ ユ1ヴホ巧、 ブ sl ^ y のも s ^方には不おが满るで 
わらぅ。 綻闲 それは 骼 一一の か 洗ん おとなる より 解は ない。 

がに イギリスと しては、 ー ホには フランス とも 巧し つ i も、 曲 かる だけを の 巧が たかへ、 他の 一が 
では ドイツな 一^の 不平れ のま 勘 も阳い て、 不お 巧なる やか £ がた、 黎 力に よらを い 封！！ 你 なが 巧が お 
獻 により、* ホに ななを する のが お 乗の 策で わる。 イギリスが がに とりつ-. わる 英 4 做 巧が 巧が それ 
だ。 それは 树ず しも 做 巧 做み フランスと 也 tk する ものでは ない。 

嫣 ■ 0 かべた ものが イギリスの kw が 巧で わる。 イギリス はか I るは 巧の 下に フランス 

B « i とのが Is 主 おた とり、 んがお 齡 撤ま持 もを を もとつて 巧た。 そこにが 0 たのが ドイツれ 

«■ S 繫 び联攀 一の 敝擊 ゎろ イギリス はか 盡 りに がぃち 

イギリスの おがは 動 ホし おわ、 が 巧に かける ホが はがが しち 巧へ ぱ サイモン 腑が がの 恥を はがが 


でを 巧 巧 させた 3 で わ* ■ o が、 元 も 和た て 4 守 iiii 負 iliji る 7 メ ，，巧な どは、 ドイツと」 ミが 線の 

ことち こを 繁城 にを ばが がと して 辕 もがれ、 こを 藉你 にも ミ 勢が 態厮た g す も 

の ミい と篆」 わ。 おも Q は ドイツ Q 敝 おは イギリス にも 養が わると 一が ひ、 かる も。 はがら くフ 
ミスと 同盟して、 T a ツパ Q おおを 義 サわぱ なを ミを をいた。 こ og にあ ミ、 ドイツ も 
フランス も •イギリスを ホが に!； 化ける やうが がした 0 はを はず もがを である。 

ザが 時日の 拉搬 と共に 舆巧 もさめ て かると、 ドイツ も フランス も' 俯も獻 斬を してまで そのが 懈を 
をし やうと する がを がない C を 麗亿わ ミ T 4 ちを こで イギ， KQ 繫 はが Vf を か 撒 こ 
がらざる を i ! をい。 お i 瞄邦鬆 驚 脈 撤が繁 がを がが として、 报 震に ミが •聪を おがさせ、 
をして が 一巧 ドイツを 联繫 かは 姿 驚へ も 襲 さう と 一 かふ。 であ ミイ ギ ，ス がその 斬腑を 
お • S •裳の 叢に 繁 して、 祭の かがを なしつ、 あるのは ミ獻で わる。 

000 做ら 宗一 にも 旅 ミ 豁羁 がが V 泰がイ ギリ K は 難なる 擊 をと ミ？ 
繫に參たおジ幾に^^いて、 が忆こをかがしてみゃミ 

斬 一の 寫败爭 がが りさう に をれば、 イギリスは 勤が を 載して、 これを せを とめを 
する は F かで わ ミ Si 繁が 雜 なる f にが がるに もせち イギリスは ミ ♦ヤス チン グ •ヴ 
才 1 卜た おる も？ あ ミ游忆 もが も そ 《•皆 裳 おも 叢し < イギ ，ス ® 繫を繁 し、 



w to 度 應の麵 巧 


これを がが のが おに^ 心 れんと ずるで わらう。 ちし も ドイツが 啟 斯を游 でた みを、 イギリスが これを^ 
张 しで フランスに 〇く麟 がを とるならば、 K イツは が 巧す るで わらう。 イ タリ ー もが イギリス にはが 

してまで ドイツ 5 くことは 骇 ミ。 俯が なら、 露が 議 しても イタ ミが 5 ン K 側に つく 
裝、 破繁臀は|?ミランス8忆ゎると蠢し皆からだ。 

觀 一に ドイツが 觀 が跋献 をが。 る こを らもる 掀* 聪爭 のがを を考 へて みゃ ミ か I 
^ * •る繁 には、 ドイツは 错 めて 微動の 騰 がを とり、 かづ イギリスが 繁旅 整を とる もの 
と 熟め ざる 胁 り、® 斯 におを 邮す ミとは がは-^ をぃ。 まれ ぱ イギリスと しては、 聪爭 
を掀 tif 断 職に 献胁 する ことに おがを がすべく、 おがが がの 職が ゃその 化の 小肤 巧が 獻爭 ミを こ ミ 
る、 にしても、 フランス 又は イ タリ 1 の 佩れ かを イギリス 做に 引を 0 けて、 自己の な 嘶を が 利なら し 
むる やう 巧 力す るで わらう 0 . 

イギリスは 繫の S ? に まを こる る-^ にしで ちがが の に截 るまで その 麟 巧を 藤に し、 自を 
にがが と 觀ずる 離に がみして がんこと たが.^ をぃ。 破 巧の が おもし ドイツが 觀 一一 帝 田を* 私する 望み 
ミるなら ぱ 、イギリスは 故が ぶた 俯ぐべく、 が もし 載の 冀 おは 一が が 酿の黯 にかを ふる ム 
が 巧と もなら ば、 イギリス はこれ たも 巧ぐ るに 巧 巧せ まい 〇イ ギリス の批ム ところは、 が •が •み • 

がを 腹 ti し A て囊 Q がを 4 ろ 賢は 養 Sq が繫と tc とで ゎる。 
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« = 0 1^1 一に 掀繁 iQ 穀 おる ところの 繫 の 繁を觀 へて みや ミ 

場 貪 ドイツの 才 I スト リヤ を併亂 厘は、 フランス やイ タリ ー はこれ に啟觀 しても、 イ ギリ 
ス としては、 ミが 篆 がを がが お啟 にょ ミ 載 おされる 胁 り、 KJ れ にが 觀 する i がは 
ミ。 イギリス のをる A と ミは、， V れが縱 二斯盤 斯の教 鞍の 賊邸 となる ことち 放に ドイツに し 
でが 力に おへて まで この 齡觀 を齡獻 しやぅ とするなら ぱ、 イギリスは 勿 散 これに 賊 がし、 他の 巧 かと 
巧に ドイツ 忆が掀 する ことは 腺 管 ゎ ミ 継つ て か、 る Ip が忆は ドイツに がが。 製み はない 0 

か 4 イ ギリ K の騰 巧は、 一を 二の お 二が にが ミオ— スト， ヤの 酿熙 にも 热 はれち 邮ちこ 
のが g の擊热 が 瞬 齡の據 が獻稱 する ち イタ？ は才 ，スト リヤ から ドイツの 新が を かお せん 
とし、 7 ミス もが ドイツに 孰が する！ 一整、 イタ？ と g じく！^ を。 巧が を警 しても、 才 ，ス 
トリ ヤの靈 をが 持し、 か < して ドイツの がが を！！ 影 せんとし ち g るに イギリスは ミニ 断とは 點 
り、 おとして 裳の 殿 おと ドルフス 叢を お放して \裝ョ — ロツ パの 驚と 繫を雜 けんとす る斯 
巧お騰 がに S ち 。 

• III の 載 二心 鄭今卽 ち斯讓 斯が窠 、报 がが その 義 をが おする 你俏 もち 掀 •が • 

• * 巧 •巧み 7 ランスん びそ Q . 取が との 脚に 聪 もが 乱る 寶 S には、 イギリスは かづ 5^ がの 胳 

巧を - U り、 か I る敝爭 。度に おがを jj すで ゎらぅ。 ガ がそ Q 睽忆 が臘 したがが には！！ 



何 ingIB 々画 美 


うずる か？ 云 ふを でもを くが 燃 i- 也の 態が たがけ、 觀 腺ム斯 方を 恥ら ホて をを を がら •かへ る だけ 
のが 巧は 巧 ひとる 方が が 巧で ぁらう。 閒 巧は イギリスが お 争の 槪 中に 巧 ♦込まる、 をが § を くされた 
觀が . ki の 側に 典す るかで わる。 これは 大巧が 爭の厮 邸と 齡挪 にか 0 て‘ を •しさが £ を をけ るから 
をみ に豫 音を 託されを い。 がしを がらが してを へぱ 、フランス. 佩に 典す る ことは •败 後の!' かを して 
が W 大巧に を* 巧 おと ガ たらしむ る热聪 となる から、 $1 •ろが 伊 化に 典し、 政が のがが がが をして 胁が 
巧に 觀轉 はしむ るが 巧に 夕< がが、 イギ >ス としては とる ベを 巧では をからう か。 化ん や フランスは 
イギリスの も命繳 たるが おお 瓶 傲に、 ヒ ずた 巧す る 立が にわる から、 ぶ からい つても、 かづ フラ 
ン K たがす のが イギリスの 技に 巧 もで わる。 

，。— 載 四の 命 g ち イク？ •ブロ ックと フランス •ブ a ブクが M 出して 巧る 聪爭 にが 

« ♦ ては、 イギリスは ホづ か〜 るイ タリ— •プ a ック のが 么た巧 げんと する も啟 を!！ ずるに 

*ゾ ホ！^ い ク タタ A'ck ♦い 4 i 

法 ひない。 をし イ タリ ー •ブ n ッ クの完 巧は、 min ッ パに ホ 巧の 同 巧 がをお 巧し、 宜 
つイタリーをして、 フランスにがつて、 ョ1ごソパ大おに’ かがた巧はしむること、なるから、 イギ 
g ス はが 力の 私 街 山 これを 巧撕 する を 巧を いから だ。 

游っ てこれ から 巧る 敗が の 巧 合 にがては 、イギリスの 騰 がは、 おとして イ タリ ー •プ P ック のが 化 
と、 巧 瓜の 行を が、 りから がせら る I で わらう。 なしが していへ ば、 フランス 備につ いて、 イ タリ！ 
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* 早* が あにが ミは、 泰 齡於斯 ミが る黯繫 の繁 2 でゎ ミ がりに S 繫齡. S り〜 
もに 襄 あに 繫が敢 るなら ち イギリスは がが が C 繫にょ ぇ 廢の 一淑を 邮 いて 
もも もが 面忆 がが する を餘か & く ミる で ゎら ミ 狱ム忆 がが 11^ Q がが が 侃と しては、 

設が巧 ミく 遊を 祭なる 渡 t がが 齡 證忆繁 *を とを 聲むミ らうし、 イギ。 K 簾が 

をに S ぜざ *0 に 燃て は、 橄 おを かつて 靈 ミムが がの お啟を て* が V かも 卽 ミ。 だが イギ 
リスの 祭を るが 麟が 一が m - a ッ パが 賦を おる をら ぱ、 骼義 の撇 へはな くを、 ドイッて 夕 
リ I などの 激溝 ホ" 汲は、 時 こそ がれり とぱ かりに、 フランス がび そのが 巧に 郎 つて、 がび か、 らを 
いと も 眼ら をい。 これが 島には、 その 巧 ミ - W り & るが もが だけは、 どうしても SSS 敵に 联さ でる 
を课 をく をる ガら ミが しが 4 掀 ミ 駅が 慕と してが 撕據を 驚す るち がは 新たを 繁 の® かに 
ょつて、 ml 。 ッ パには イギリスを < とも、 觀 力の 均が が 解 たれる Ip がには、 イギリス はがん じて そ 
の 偽 化の 大 がをおを 洋ホ 面に あ もし 得る!？ 合 も 渡りが る ことは、 これを 載 靴して はを るまい。 

さ ミ ふ 脈が ミミち イギリス のがが 驚は、 襄 に 私 ミが が 俄を 靴 g し？、 紧るガ 

け 中が を 守らせん とする で わらう 〇ガ がは やりには やる in が® が これに 猶ム かは か g である。 と 郎が 
に イギリスは、 31。 ッパ がな でも •おがを がして、 おがの がが にがが する ことは おひを いが、 こ 1 ^ 
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でも ドイッ や イミ ，& どが 磬」 くを 挺を も驗 ミミ 襲忆 F 」 を わけば、 イ ギリい 

驚は！？ V もす れぱ <"1 ロッ パの 繫 にかを こまれる おれが わ ミ まりと て 後ぞに 重さた をけ ぱ 、太 
慕の がか 棘は 議に統 きかる おひが わる。 こ、 にが イギリスの デ レンマが わ ミち 

か、 る 誘 イギリス ミミを 辕 のがと し ミ かづが が がを 敵 版して 整を がらし め;. uf 
寮 & して 3 15 パ 證 Q がが が r をを Q 驚が 繫 ミが、 むむ をが ざ 叩^ 一が モげ f 
がが をして、 繫 にが A ホ-^ むる ことで わらぅ。 かふを ミな く、 か、 るは おが 田と 自舊 とを 巧 持 

にがん 一 載 のお啟 でぁる。 レ。 

イギリ K 忆して KJ 嘉をおがせんと&らぱ、 俯ょりもかづおがの聽にががのおかをが；！い；"^がが 
奴で わる。 游 F れちョ i ッパ のが r がちが る だけの 驚を かづが 繫献 にがし、 黯を 巧の 
かお ミミ や がで がが のが 勝を W てが が 巧と 寶 せねば なるまぃ。 

がりに 一を ミハ磬 にがけ るが 驚ん 力の 比が が、 一を-一峯 管 も 沁亂し 得、 且つ R 桌が 面に が 
ける イ ギリ ス繁 Q 1 お 觀職髮 ちがが のが 輯鹏備 がが しがる もミ航 像して 巧； J "。 旅；^ い けは 
がが なお 巧の かがは 十が 瓦 •八 おで わり、 イ タリ ー の i が： &が 4! フラン 又 ミ もが おで、 み pi の 

ミミら イギリスは その 衰累— を黯 驚に 纸せぱ、 繫掀— 
お髮 を斯 ミには 繁で わる。 され ぱイギ ，スは そ。 おり— W 。 繫 がた かづが も繫献 にぶ 
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がし 得べ く、 かくず る も 俯 もが S おの 不も をがず る ことは & い。 巧 m 中れ ぱ 、ィギリスは 激に 太が 巧 

が 敵に ゎ る藤浆 V ホづが < と も穀お 1 If 一義を 抓ぃて がが 驚 齡に靈 し、 黯 ち 和の i が 
.が 整を る ゃおゃた 髮 めて がが がの がが 驚が を 驚す れぱ ごの ミミ だが ミー ー 無の 髮 

獻お でも、 これが アタリ 力5|!^と^す53?一^巧 ^^ l ^£ i ^¥は i ^5 l 心^? k 忆® M 」 w ゆくの ミ 
る〇 がんやョ1ロツ’パに龄けるィギリスのが巧お|^^^がが巧して、 ドィツもィタリ1も共に巧たざる 
に § ては、 ィ ミスは 備お がが の お i をが が 慕 掀に繁 し & ベち ミ觀繫 がは 一が がが のがが 

に 立つ ので ぁる 0 

がの がが 驚 斯を露 する ものは がづ このが にが ひを 載す ことが が蚁 ミミ 
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第 十 置 « 太平洋 戰爭は 避け 得る か 


f 


BS 巧び R ふか 


? 


ま 含 巧き 將が にがて'? が 基に 败斯が 破るな を、 ミょ リ誤职 隙 む： 

巧 1;; 俾 J?。 ぶを！ — !。？ .4 J 一:; 謂い々 ていは 

.ミ U。* •.い 夢?^* 共忆秦 洋お爭 となる C とは、 C を聽 サわぱ なるまぃ。 

例へ ば 日露 えづ 化った とお あして みょ ミ 繫霉 P 

もつ て自 をす る アメリカは、 臘が K j 

卽 ミ参廷 、ゃ 誓義 Ti へを奎 こ t れ て、 

語— rr 作れ ミを お f ベ， ャ 難巧緊 i は 婆 シ ベリ ャ。 

，も 5 的揪占 日本、 に 寡 する ミ 之 ミち 撲繁を 驚す る アメリカは、 をれ が やが ミ 

ま* に‘ まで 及ぶ こ^を もれ i Jr ミ fg 象— ギ，- も 脱しつつ、 

をが 助す る ものと ちへ わ ばなる まい。 


a シ卞 
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がに S がか づ聪 ミ# がを 铅 へて ミミ S か 0 脱！！ が 靈をミ 胁ぇ繫 叢への g がの g 

巧を おム のがと して、 巧む 齡 鬼の？ ンヤ は、 時 じ そ聪れ りと ぱ かりに、 アメ リカと 瓜 同して 日が をが 

S し、 燕 駅は 靈 驚 Qa ^ がを も 勢る で ゎらう。 

が 紧は繫 g 斯を 難しで、 齋联 の裝酿 をが ミ < 、が お幣に 皆る ィギリス のが 議 も、 おが 

の 巧 ホ 進出を なれて、 これ ホア メリ カと 槪眯 しつ Is がに 觀る であらう。 

これが 太 洋败 5^ のが 聪で わる。 

ならば 於 二の 日な 賦斯 はもに 巧れ 搬 きか？ かづこれ から is いてみ よう。 

* •を まづ備 つて ぉを ばなら ない のは、 输 T は 整ゎ 齡稱 して I 蟲を 4が をが 媛に 殿へ 
ち ん とする もので もな な ば、 がい,！ シミ 觀齊^ をつ て、 がが のた ミ 慕を 孰 かり 
J しようと いふかが もな 威 ミこと ち觀 W は穀 にして 撇繫 、繁 がが にして 驚が 
の 美 故に？ 瓶 ふ！？ り - H が 〇 お 4、 藤熙 Q % 載 勝と ァ K ピ レ！ ン m ン にがを 觸 けない 4 が斯お 
寒、 が 至は％ 駅 もが ゃ繫馨 すると 贿 がち！！ シャ寮 巧が が轿 プリ* ッ ヘル 證 Q を 装 
と一败 をが ふる！？ か あと ミ ふようを 搬數藝 断を も繁 する ものである。 こ義は 俯を 繫 命； 
をで わつて、 日な 臟閔 のな に 俯が の 巧が もがん る ものでは をい。 辦 V のみる ところを 媒て すれば、 龄 
が お碟を もがが に かづ 8 せて 佩 おがの お躲 をも繁 にを く、 が S からみた 驚 腿 斯 おが こち 雜 
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& る 苗が にと りても の 驚 ガと聪 傲す る もので わる 0 
だが 3 齡に ぃふと、 抓！： に 整に ミち 夢賦駅 Q が おの 脱 僻は、 一が 變の倪 るが がを 斯に £ 
を AJ み？ わる ことを がが サ ざるを 棘ない。 畿露 のが 解 栽は、 か齊 がが のか おたかる ょ ミ 
ことは 蒙るまい けれどち がに もがが,！ におり そぅな 農な 緊 おが 露の 裳を おひ、 とも すれば 
ミが がが Q 豁忆 * で 載んで ゅ をが ぃが髮 を も ミとは、 薇 に藉 にみ ミ、 腹ん こミ裝 

& い 事ち である 0 

ならぱ^ v れは藉をる巧もにお<のか， ををかぶる船ち かづがか^||にがする二つのかがを 
U がして みょぅ 0 

日 US が ミ 日 か 胺带 がが ミ がらね かに 旅では、 S がでは 齡 が二っ にがれ ミミ こ 名 
? ミちは かづ 襲の 驚から 脱がして ミ。 

骼 二日 g 败爭 の必旅 也を な斯 する！！^ はいふ、 ごシ ャの义 がが 載は、 ピ ー タ I が 新が 

おの 银歡髮 で わ ミ 、 V 一ー ンナ らも奈 ジ 繁は蔡 にかぃて がす.！ とがが し ミミ ミ 
お 繁敵ミ ふのは、 おは 難聽鬆 ミ amt ジ にがぎ をぃ。。 シャ はが 旅 二 かお ヶ繫 お。 
お r 中で わるが、 それが 讓 しわ 蜡 忆は、 が Sq 巧气襄 を だ C いすて、 黨 おいに 嚴 节* 
化のが倦をが 08 卞忆 8 :^なぃ。 繫忆皆る慕0繁はがが梦繫ではをぃわ。 識おがが 
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がいに これに 化へ なければ をらぬ」 と。 これが 輪 等の- で わる。 

■面の だが 獻城齡 がは そうはを をい、 この あに 繼へ ぱ、 『。シ ャは 聪帮を 望んで ゐ & い。 をが 
♦巧 政 とかして これを 挣け ようとして わる。： ーシャ がが にも 聪爭 がを るよう にい ふのは、 がは 
策 贼ふ がではなくて、 これによ つて 斬 もの かを がんと する 力 A フラ ー ジで わると。 

做 等は いろ 『が 日の のソヴ ユ ト臟 術は、 もが もまの is かを 猎 おする ことにを 力を 注いで ゐミ 和が 
のをが お 16 が热 おの 中に わつて、 それより ももが お!！ がが がより 韵熙 である ことを も® する ため、 ホ 
づ かかる & おの も 勝に 一が おがで わる。 その おがの ためには "シャ^は 巧みの かがを 巧は されで わる 
がみの 載 おがと 駅獻 似が のがが とは、 & し ぃ散微 の 哉に 取 巧を 殿 戚を说 て齡員 され、 巧ち 一が のがが 
活 は、 これは ム どうに もなら をい とい ふところ をで、 厮 かお おの も 胎の雜 にかが となつて ゐ る。 

「か-. る 脱 船と して、 函內 には ホ 常な 反 おがわる。 龄 がが 如を 巧の 言を かれば 『ロ シャ はが 命な 巧 十 
解 铃の豁 がと をて ゐ るが、 が般を する 共 ま 瓜 S はが 百 六十 W 人で、 が 人 日 一が ムハ千 巧 人に 比すれ ぱ 
百 に 一心と いふ挪 がで わる。 徽つて 載が のがが におして は、 k 私 M に タザの 私ち がわる ことは、 巧 

CC つ C ミ ザ A •か サん レ* ミ こ くない 多 わい ミ だい ミ 

下 巧知の す » で わる JO か、 る 巧 S は 『み 化 i をと しては、 仲を をいても 酉內 のな 一に おしてた 大の注 

い 度 fc •とだ t ミ じん UA レ ItA れ 

意を 拂 ひ、 巧會 わるを に 人位の 化 巧に つとめて ゐ る』。 これが ソヴ H 卜^の 菊が であり、 をのを 妨的 
が 化で も わる。」 
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かう してが s の ロシ卞 のが 載が たちは、 繫爹 霞の 嫩微 にが •って、 繫 接の 败 削の ょうを みか 
力をなし？ぁミそミがしミ2|叢との繫ががるならちゃミ範微してが筹かにがてお- 
げっ、ぁるッご卜が4は15|狀し、 擊〇が嘛は竊忆をミしミ。 "シャがおが繁を姿とし 
これを 窝 抓す るのは こ-^ にある』 — 獻 がが がは かふの*」。 

函 ■寒 右の 反款論 おは 义 いん、 『さう いふ 巧が がわれば こそ、 《 シヤは 別 解んで が 51^! を 

パ*^ 邮 ぶの ガ 。それは が g の g がを 論して 農を かで をに が ミ 断が のが’ 一を がら 

ん とする からだ JO 

『この 曲繁 はを がに 鱗 まっを のでは をぃ。 繫に 私ぃて がが ㈱ 0 驚が 鑛 したおには、 そ L 
^闺黎 Qm ぉと ミて が 巧され ミが へす ギ， スに 2簾& 冀驚邮 が 繫れぱ ィギリス をが 

規 し， 义 フランスに タル デ， 一成 辟が 邮 かれ ミ ランスた おがしち この 聪掛 はお 巧に 觀 して ミ 於^" 

される 載—。 f が •、夢が V を繫 蠢を ザへ 振ぶ f シャ は— f か 

しこし として、 £ が にがす る 繫の繫 をが ミ辕 にが ミ 怒からの が一に 難す ミち ァメ 
ミ& に。 シャ をが 欺した のは、 おとして 霧 おの 載に 觀 くこと 繫の撇 りで ゎ S 、 そのを g 
寶ー ホの" ん にょって 峭 ばれた 脱 簾 ゃ >4 繫 のが 斯 (，) 觀た、 ァメリヵ がが にぉ 一 敵り 
理 かもな ミた と、 齡が賊 S 5 し i ょゥ J I これが 繫蒙〇 難で ゎ ミ 


だ S e 日!！ 强!！ がを 2囊はがみ ム 、r •シャ がが 繁繫 をと り I ミ 
"2^ は： なぎ ヵム フ ラ， ジに 抓ぎ ミ ぉ ヶ繁娶 夢た 續 には、 が ミ 
たの 面を をミ搶 て、 農 驚の が がたを がり 齡す にお ひなぃ』 ち 
弓 いれ t にぃ ぉし 叩^ぉ^ ぃふ、 『まがの やうな 怒の 衡 《をと ころな た ざ 如らず、 がが の議 
|}^<ぉ 叶 を梦 •て U た；^：;" ろで、 それは 雖お繫 る も 0 i ぃ 。 f b 繫 、紧の 
サ巧苗 や巧を がな どでは、 ホ 化は がそが し ミる ではなぃ か』。 
r 祭が 日の か墅 ま獻舰 にはが かの 驚が ぁる。 され ぱ繫ぃ おか 膽獻 

ぶ i 藝 1 ぶ 1 も罩 il * を ぃだ 

.一^ f にはなら なぃ。 をみ 日の かが 義 のが 燃を がが た 於の 襄 おもが 繫が ろなら ちがが の g 
を まを は 一た まりもを <匙 巧す るで をら う JC 

lj 『一 装襄 お^と §^衰 は 獅お繫 すべを もので、； おして t 他に かへ 矣龄 め、 がが 腑聪 斬を 惟 
晴て するな どはな ドの •ロ シ卞 はおて はが 豪が 似を がて、 慕 も？ 繁 馨の 】 f 
峰 & さ とすろ 大 U た 新 也を をした が、 これは ミ、 髮 にが 臘 しち ィギリス ミ メリ ヵでは 幣 
^ ミ^ぃ a シャ をめ 格して、 かが おか 献腑 を努 に揪 りからん とした。 が こを もの、 おおに 驚し 
て 現にみ る やうに B シ卞 をが 殿し、 C れとが お繫 ミす を篡 なくされ ミミ かか ミ繁お 
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の與 がから かる も Q で、 雞 ともし 艦ぃ 繁 qI 掛 でぁる J 。 

r 卜 a ッキ-は、 どち を ミへ ば、 襄 おか 齡腑 とかが" 義黯の 驚を 殿め ミミ やうち 做 
はみ ろ この 一一つ は 『聪； 5 ミけ ミ はがが する かの 俯れ を、 離は を ごちを はこの 觀般 
を H ミク 1， ン Q 1 駅繫義 繫幕 齡に獻 がしち が これは とう-^ 失が した 〇 そして スタ I 
ミの 槪厮腑 S 驚が おかが 脱た かめて、 が s ? ヴ王卜 "シャ のがが を齡め ミる J 。 

『スタ I リンは 云ム〇 

ミの 相# 立」 t ま — ミ 主！！ stla ミ gin ミ 現？， 0 tta、 S.CO たま Q 蓋往 をを する 
もので ない と ザへ る。 おは ホ 巧 的巧戾 とい ふ ♦情の 中で、 さろ しわ 巧！！ ポ可化 だし、 且つ 目 付に 巧 ふ ものと ホへ 
て 石る •さろ いふ ttw に とづて— » はみ も* 宙 な主臺 である •巧々 には 色々 な 機 «»傳 やや おおが か 》ゥ わるし 
» 本家は さろ いふ 巧な の 販路を か娶 としで & る。 これは な 画の】 つの 主* でもる •又 » 本家には 石抽 、木 持、 
穀巧曼 の 他ポあ 要で わり、 巧々 には さ こた 巧 品の 販路が 化 巧で ある。 じれは もろ 一つの S の止臺 である。 
巧々 には 宿 用 巧が お 巧で わ。、 文 本家には この 香 巧から 生まれる い.、 巧を ボ 必要で あえ こわ 蔓 S の止臺 
である。 而 ミご卜 のみ S ボ巧用 《に*; してる もさな ま S 力を もつ もの だと いんじと ちみ 日では 5 
も 巧ウて & るで あらう • - 

じれ sss 異は 7 この stt、 ちに 羣と ■ひポ 巧 はれて 右る 二つの SS なせに ょつ てな てられ 
る この 二つの «« にょつて » される 巧 面 内、 巧 その g 历巧 だけでは «|| は 巧みに 巧 である、 
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r かやう にソヴ エトの 雲が 載は、 かが おかと がが 義 の機邦 を 載め ミミ 攀 にかは すれば、 が 
域繁 "の 散散に 於いて、 郎藝 燃の 繁義 に盼 いて、 靈 がに 於いて 巧繁 城の •利 g にかいて か- 
が もを が 制と 社が お まが 郝 とは どちらが が < がれて ゐ るみ 燃 をし よう ミムの ち これが たを 

はが 力に 巧 ~ へて 一 かを Q 養を しょう ミを では ミ。 ッヴ ユト裝 Q がが おか も 影が 紙の 巧 
ホ も、 そ Q 囊 はこ こ忆わ ミミを が磬を かけて jlilii も繫 おかを がり ミす 繫はミ J と 

反 致を をはい ふの だ。 

* 化 B 日* 必聪 がをは 义がム T 日ん はが 化 断 心の がに 一ー シャ と揽 はね ぱをら ねを 如れ ミ 
* り • 抵に 繁联 がが 繫でゎ ミち 

の ■働そう すると g 撕囊 はいふ、 志 載轨に 靴す るには 亂轨た 皆す ミミで がを W 
てす ミミ 5 ミ。 囊の繁 をが を H て蹤へ ミた ところで、 rV れ がが 脱に ミは 夢の g 
かにを すと ころで をる 0 遷 なら、 ま 游の思 もを 力で がへ て繁 なる 燃縣 をが める 雜 には、 獻辦か t 
るぶ ぉを 户一 をが ぉ K する ょ 〇 ホ 化は ミを ち输^ はおが C どを 蔡が繁 ミが ょ 

うと も、 巧が 巧® はかし も あぐ もので をい とのが 儀を もって ゐ る。 齡齡 にを るのは 狐 齡や澈 g が 敵で 
わるが、 それでも 尙は 日本人が しっかりして さへ がれ ぱ 、これ も齡 がるる には がらない。 おし も納お 
や巧洲 が ホ 掌る も Q なち がまでに 斯 货は啦 にがが せわ ぱ をら め鮮 では ミち g お繫 がし ミ 
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りして おれば こそ. ホい 和を さし！ & ベる ことが 龄 がずに ゐ るの ガ JO 

『ミ ぉ資 は、 ホ 化の がに 私 ふの li かまなる をが すと 郎 がに、 かかる 謗の 雜に繫 がが 骄で ゎると 
いん 一 瓜 論を の 主 巧の 度妄 なる をが す もので わる 〇 a シ卞の 做 ふところ はがが 俯が 斬では を < て 、が 
齊闲 ずで ゎる ことを おれて は をら を ごと 風が 齡 がは I がふの ち 
不 S « 然 らぱ當 の。 シャ^は 做と いふの か、 一 义ミ ーー ー妈 十二が 十六 £ のィ ズヴ； チャが に 

掀 げられ た、 ソヴ エト 難 一が の辦繁 力， ル こ フデ ミ かの 露 龍 黯の義 J 

と 巧す る 機ん の 論說 は、 こた 豁 へる もので ぁらろ ミ歉 がは、 ロ シミ 俯说 に辦郎 
との 不接 A 促 おを 4 要と する を ifk に J 聲 も？ ゎるを、 が K そ & おを 撕晋 ミミ 
紙は ぃろ 

ホ田 の 2 家は、 ッヴ Hiss ホた 《をはて、 ッァ ，ごの 度 巧の 巧を だと ザへ て & るが、 か、 る夕 へは 
を ふべ* t ので、 巧に ろは ブば だけで も 巧へ て & るとは をへ ない。 何れなら、 ッア リズム 度 巧の » 價 にがいで は 
VI ダネ ルス 及び 太や洋 にがけ る不 W 巧を* 得する こと ポ 公理と なって & るが、 ッ ヴユト 政策は、 巧に ダ— ダ 
本 ルスの か 冉を寞 ホ 甘ざる のみならず、 そ も. の 最初 わら、 トル！ ，とは まか— » に 化 巧し、 义 旅 HP 大巧の f 
■を 未だ 巧て 企てた ことは ないから だ。 ホ* 致 W なら、 必ずやが— ランド やバ み ナヴ ♦»« の 奪還 fc 冉 H ナ るに 
巧を ない ポ 、蘇 •イは 曾て ヴ TI み ホ 画 QRH 內に 入って & たお 等の# 画と ホ 好 M 保を R 巧ナる ことにを 力を « 
なして* る。 «» 巧は 今後と もこれ 巧 » 画との ミ た » 得ナ るな に gE する であらろ • 
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がを も E を 街 紙し r る繫 は、 難なる 露を 繁す るか 一とが g し、 じれに 鞭へ 

t いむ ^ い 心が が it ん とかが」— 霧 f お がで t 』 it 、 i はがが 
も 義繁〇 巧忆擊 をが 要と する わと ぃム聽 にかぃて、 

S 巧は？ にょつ て 困 g から S ナる でもら ろと まふ もの も あるが、 これは なま 十 《年 《歷 たにょ つて 巧 

《されち 巧 まは 蓉ま義 1 男の 5 でを つた さ— のをな でナら 、せみ 主— 枚に 塞な g はんて 
寒され て t とい ム倍 ホから S して、 SK ホ 和を 送 ナミ 《寞 S & ミつ T ?。 そ」 了々 ミな 
S にか ミれ 會ま— 技は 2 的に 解み され 巧る こと、 ミに じの 巧務の 大巧々 は、 なに 器され たこと^ 巧 

にきるものマ、この度巧の及 

ソ^ g ぶ" 鴻は i が械 でぁぇ ぉ妈 i が讓 した 砖 には、 繫の 巧敲冀 f を ミ 抑 
!;"い<!! 爭 S * 的 震を とる で わら ミ ミム ては、 が* はがが！！ 難は 一郎 繫髮軟 

禁職 譯 W ::: シ i 蒙 il 

ぞ^^一のなミ目わとナる慶—に參ちないじとは、 inf である。 然し乍ら 

はさで わ，、 巧 田 ま 含 B の f ホ 5 でもる •されば VI 、 巧— の 目的 さ 

ミ 鳥 産 — f f — i ミ》 S 寡 — f f _ 

巧ナるさ 义はれ會ホ《§の8ミミま含家<度の8を目的とナる巧窒義妥の攻擊ょリ、直 ^ 
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を 巧 化するな には 萬を を おさねば ならに •故に や 巧を « ホす る ッ巧 なの « かみ 巧は、 W 巧の 巧 現を 巧と 不巧巧 か 
めに 免れて* る。 この 不食 A おわは、 現せの 化々 にめ いては、 巧 巧 ホ 義巧田 巧に をリ 巧る か ホに がいて、 ソ巧巧 
にかす るな ち 及び ソ轰 の闻 巧に？ る 千 f 跑季 ると いん、 巧 本 ま巧留 のめ 巧に 巧す， 0、 ッ巧 巧の 
中立を 巧 » する ものに かれらない • 

彼は 巧に 進んで おがが これに 齡ぜぞ るを みて、 

同巧のなわを日ネと»巧サんとナるゾ||巧のホホは* «ゼ度好なる巧ホを度さずに&る《 じれ日丰にがいでは 
ッ®^ との！？ ホに 手の 自由を 巧 持 せんと ナる 巧巧ボ ホ サに强 いためで ある • 

と 皮 巧を まつて ねる。 

日！！" 裝 かべを ミ Q 義 Q 恥亿 は、 驚すべき もミぁ 0、 S ? は 慕の が： SQ 霧 もを 
る ことは 腑 でぁ ミ g へぱ聽 燃が のがめ の联 j は 装 載 だ ミムょう な もがは、 が 
辦に 於け る斜蔽 私の 励を みれ ぱ 、その 殺り をる ことは 一£ 脱 觀でゎ ミ ラデックの 
ぃろ。 シ卞は 和斯齡 への 厳を 如邮 する も ミミ - U ぃふ 驚の 術を は、 驚を g < が觀 でぁ ミ 
1時を说をせんとするヵム7ラ1ジ£{?^のがものでもない。 ガがされぱといつて、 ごンヤが料龄拟输 
甄爭 をまん でね を いこと も 巧 巧で あらう。 なる にも 燃らず、 がが の鹏 がが がが おがなる がか 齡 にかつ 
ょうにな ミ Q は、 U 忆中 へた 一二つ Q 靈ょ ミ、^ 棋 が忆」 て Jj が & S 麗が恣 すまら であ 

る 0 




だが これを is くには、 燕が 費繫 がの* 簾が ミミ 離を jjg として 繁 してを たこと を かづ 

化べ わぱ なるまい 。この 111 つの 蛾徽と いふのは、 

S が 緊 獻驚繁 燃の gi で、 漱製 お敢が の 一九 ミーを 壺 からが り、 ミー 焉の 一が お 

がは 政 まに 之を おを して & る。 

@ 裝載簾 一で、 一を 一ー ミぎ 一壺 H を 路る繫 が 雲 脈に がり、 一二ぶ 替一靈 に 繫撕の 
靈が蜜す意琴て驟一^驚ぉ。 

@ が 巧 •が 覇 の 熙绝 i 新閒斯 で’； 屋 もを 《ル 《事 似の がが を微 がに がを ゐ る。 
，を 時 5 を茹 じて 0^ られる 驚を る穀 は、 おが Q 聽畿忆 敬れ を 撒ぃた。 シミ 畜繫 
約の 输 2 忆ょ ミ、 おが Q 驚を かひと ミと」 わが、 冀が を繁 すると 繫 Q 載 敵 こ 
いむ i 駅の 釀 •を •載が せんとし ち f に 獄^と してむ まざる お蔡 がの 驚は、 繁聲 は擎： 
が が 面に 畫も 及ばん とする のち C 之 e 日* か 5 li 扱の 二が g がが 瓶 1 する ことにな り、 ミ 

，が^も— i 、 囊 if P 、 f 囊 i 梦 ま襄」 了き わので をる。 

私 在の 日 i なをな ミと する も Q は、 爹 CQg を 漂して か i らわぱ 霧を 供なぃ。 

か ！ I ■ そこ ミ-に 粪 載が おおが 驚 わる g 齡と ミ。 ロ シャは 俯 脱に おら 齡ん で裝を 
S 菜 巧し ょゥ としたの か， お 私は 仲が にがが， J たを 觀厮 ミれ だ。 
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Q — ■ 。シャ が 自ら 巧んで 化觀を S がに 讓巧 しようと が 込んだ か 動は、 をら くは 110 でぁら 

5 它て 》 けい f いて！！ ♦い！* て！！ たと に ミトん 占ぶ かす だい 寒 

ミれ 治 的と 化 巧 的と がそれ ち こ、 に 政治的と いふのは、 例へ ば 日 巧 做に 不 をな 化め を おぶな に 
しよ ろと か、 日 がとの ま 力® 突を おけて、 お 和を 巧 欺す る 巧の 道み にがは うとい ふの がそれ で をら 
う。 おがが とい ふのは、 拟 がの 化 於は 悠巧脱 態が を V 歌く をる ぱ かりだから、 これを がが にかつて し 
まう 方が 得 巧で わると か、 ロシャ はがに おヶも 計# 一の 氣 巧に 辦 中して ねる §2 獻 として、 かがから 獻 T 
なるものを齡心れねばをらめ。 それには夕がのががいるから、 該|^載をが巧してこれで拂はうとかふ' 
やうを もので をら ゥ〇 

この 二つの 中、。 シャ は挪れ にがを をを いたかと いへ ば、 & がな 治你の ホで わらう。 何 かなら、 日 
か 狐に 聪斯 でも 巧つ たらを 後、? IS はたち どころ に S がの ものと をる から、 これを 锅 へたら， 傑が 俯 
の 巧が などは 閒 ほに をら ねから だ。 巧 も 獻拥定 がが がつて からは、 このが 逆の 燃 傲で 敵々 を ことが 巧 
つて、。 シャ がは はら'--^ して わた。。 シ ャは自 瓜の がの 拟 がが がが おのが に 侵が される やうな 氣が 
する ので、 H がに おしてが をた 中 & みたい のは 山* だが、 まてが か fc 申む んゼお 巧、 氏露驗 がな 骄 
になつ てが 爭に でもなら う もの をら、 Sbs は 立ち どころ に とられて しま ム〇 さう いふ 53 巧の もので & 
るから、 これは 喪つ てし i つたが がい- ♦。巧し 資 るに しては、 これを 巧の としよう 。と & 時に 

た> ， f •いブ いを A ミく ふ， を 一 

& る だけ あく 資る ホが 化が 上から も § で わると いふ A に、 a シ 卞はネ へたので わるる 4 いか 0 
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■ ■ 0 ツご卜 償が、 繫の おが 麗 とが 彰始 がの おかと を獄 びが ミう としたか おは、 
爭た藥ら 驚©襄を驚に8||るもミをぇ 

A ミ と ミが がが 裴 のが’ では、 g めを ミ鑛 を 總籍雙 がに 腑敝し •琴 的 •養 

li これを 策す る 方 かの 下で 進んで いつち そし ミシャ がが， J でもが が 腑に號 をし ようとす るち 
巧繁碟 の 腺が を WV こた 咲ん ち豁 がが 懈 の 巧が， けを ミへ ば、 ラデックは 駕に もこ 
を 鞭 載 & 靈 がへ Q を 襄 ひ』 とを るから》 主 g し ミミ 
かやう に。 シャ では、 おとして が 驚に 謀しょう ミを ち S がでは ミは 繁ガ 、總 驚你 
にしょう、 日襄獻 驚が 閒厭 はゎと ミ .J だ ミム ことにを ば、。 シャ g はがが 你に 俯の gg も 
ミのを ち 李ろ 繁 俯に 敵 <* ミ やら ミミ ふの も 驚ガ 。をを 燕 離で 啟い とい ふこと 
にを ち髮は 態に きをっ ミミ 賊も 驚が ではが が 驚 航が觀 が！^ っ挪 りを しに g ばれち 

さうなれぱあがが中止されるのは|5掀でわる。 

紙る に ドィツの 髮！ I と 掀か齡 僻の 黙學 。シャ をして お厮磬 齡 にがを ミが 獻を航 がさ ミ 
ミ穀 。シャ は 獻歡ミ 驚の おか i 僻を 艇 がする 驚へ と 驚して がち おが ミが かが 聽を 
が 直す 必巧忆 迫られた？、 こ、 に 巧 まの ホ數 はがを し、 がに がが 載が の g 船を る齡 とを ミ。 
«■ 0 銳らぱ £簾 俯は、 が i 載 かを 祭と して、 えく 蹤か にがが ぉかと いへ ちが < に 
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份 のが 斷 
語？ 肢な 日が 
る迫ぞ どに 
m 的 ミは を 
棘 態 f . そつ 
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'反 まを 策 f 恶ミ 
ハ 映 こたた 化 も 
ルで 。强 ？ し 
ピを 例 ミ 8 巧て 
ン〇 への 馬; さ 
をてば 方ま恶 t 
除ち 、國 f への 
< そ绝 f と 場 < 
がの 附ム欺 が 
滿 1 他た 斌 緒に 
ソ 衡 ミに しを 
ヴ業 ミが* た 
ェ 街け^ 

卜巧 t るめ 
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ならば P シャ が； jil に その おがを が 仏した 動が は どこに をる かとい へば、 

S おがは£蒙は勿齡シぺ リャまでもお|?のが圓がをるとがおしたこと。 

@ n シャ のん がと 厳 載が が 面が にお 化した こと。 

g 巧 胁に龄 たら、 ぁはょ くばが 》 和矿侵 £がを も歡 巧し 巧る とい ふ 錠った 默截〇 

I C つ KA CSC むげ！！ 

s 日ボの-}^^する日ま共同共げに《がされたこと。 

の S か觀義 i 霧の 把 解、 お義觀 の載献 解、 献 i 郎繁 Bq おおが 繫 したじち 
のこ ドンが 載 靈ゃ婆 g 酪 かち おが 觀繫の 旅 8 が繫 し、 おがは ますく がが のぶが に 

なつた と 見た こと。 

のこ •こ 六 かがから 、おがの 殿が はがしが しとみ たせ 等の _が 獻。 
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もを 擧げる ことが 的 私 ょゥ。 WIi これ jS? は tVQ 繁でぉ ミ、 蠢忆 は、 職お忆 於る がが Q 辦 がは 
日が がその 鑛繳 たる 繫 への 徵 殿を おめ るた は II シャ がが 脱 か 無、 裝を龄 がす まの 俯た 
ミければ 篡は娶 ミ。 齡 もこの ニ ミ 霞と も热觀 にがが する もの ミい から 蠢 の！！ がを 
しと ミ Q が、 驚繁 Q おなる 麗 でぁる ことは 費ない。 

紙ら ばが が i には 難なる 繫が おされ ミミ， 藍 態の g がを 抓を は、 を も 叢め て 

必 おでを るから、 がに これを ホべ てみ よう。 

日 ■の かづ 日な 麻 苗の が 栽を 换 ベて みょう。 

か々 H ロ シを撤 おは、 齡 にも かべた やうに、 斯橄に 藍 驚 g を縱齡 しょう ミ ふに を 
, ミを fe 」 て累 qK では、 S 驚 S も繫 ミい が、 かづ ^Qss なる 8 歎を 

解 似した 後に しょうと お駭 する。 

がら ば その 艦 案とは 妒ち游 一に 巧 ミを は、 巧が^^ の おみに かんる おが 聲二齡 の邮 がが び ミ 
繫 にかけ る 驗の繫 で ゎ ミミ 驚の 繁ミ ふのは •一を ぉおの ボ ，ツマ ス繫辦 一一 解瓣 
ミ斯 にょぇ S 驚 駅は 一 奶の薰 の 賊橄を さけんが たろ か歡駅 解に 燃て 勢の 擊繫醇 を とら 
ざる こと、 並に 所がが 獻乂叢 二 職に ょり、 サガ ご髮び 繫の繁 、蘇 かがび 般献 鑛に齡 て、 
郎繫 A 繫 r とらざる ことを 驚 ぉ 彰忆 おき •これを s.g •が Q 駅 叢び 裳に も 驚し 
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ょぅとい ふので をる 0 

ところが ミ 蓉 Q 眺 忆は跋 を 事 おがわ ミ a シャ は蠻ー ニヶ お qS かと n か 一が 冗 
ムハ千 萬 敞を掛 ち 筑巧 驚を 藝 してを でが 辭 おの 載繫 おに 热 めて かちを して 嫩 がでは、 ゥラ 
デォ 驚から ボ クラ ニナ ナャ、 おお、 繁、 8歡 斬が にわた る獻敝 街の が 燃ち 難な 齡 がが 千 二 
ち|4た繁」' をにが一十四萬0おがと讓か化百かを|^」ミミ さぅぃふ霖を驚似で藥 
する かは 豁でわ ミ、 ご ッャの 簾を をち 織 ど 和が 敝で ミミ 狱 はを。 聽 して ソ 
城を霉 卜； か& どは、 £ がの 繁に照 SI し、 ッ 難は ポ， ッミ K 線に おき繫 繁 
お獻モ セだキ II の微獻 に、 二 塞 千 S の鬆 をが がする 傲が を ミミ ミちた をが が g に 燃 
がして •繫 S には 一 おも 鬆 させて わ ミ。 るに S がは.！ 佩？ と 反閒し 巧^つ てゐ るので わる 9 

化鐵問 i の 露に ホぎ •瓦に 聲み かけられて ミは、 日 51 露 齡斯愛 3 お觀 がの 微がミ too 骼を 
ぉ 會の任 巧は •一二 駅の 断が にかけ るが ゅる 裳ち おが 俯に 態す るの がが 佩で わ ミ。 シミ 昭に 
ミ 年齡ょ りこの 做を がが の 辭歡に SJ がして ゐ るから， がからず が g する ものと 狱 はれる。 

ミ k の S 臘が にかぃて は •がに が ミミち (茜 埼の一 

をは その もを る もので わるが、 これ ミれば . S が 紙が 載 の錯 叙と 断 蔽滞撫 には、 £が賊 お 
がをおに 聪 はねば をら た あ もな 巧熙 はない。 るに この 二 剛撇の 斬が t をす ものは、 がか 賊断 がが^ 


どこまで 巧び るかの 重 巧を 亂 擅で わるから、 そこに 俯 等 かの か！! がが がする のでなければ、 この 二つ 
の 離 おに おおは 搭 さる、 も ミは 狱 4 一れ をい。 賢に S 驚 肤 の 繫 を 脈が する ものは、 ミこ 
閒斯を 中. むと する がを の閒齡 であ K > から 兩斯 は氣 らくぶ 心が がに これを が狀 する ことは、 觀献 がの 
急 巧と いふを 巧げ ない。 P シヤ にして 巧 < これに 齡 ずるを らば、 S が M の和獻 の 狐き も 
のは、 當 d の 貸 おとし てがたは をみ になる でを らぅ。 

不 g « こ、 に 一 in すべを は、 不獻 がの が 脱で ゎる。 

•《0 ソヴ エト 禁とポ ，ランドとは、 賢ら が おの 咖梳 であ ミ、 おに 難が 撒が ポ 1 フ 
* •ン ドが 报が してを は、 S おは 賊が鬆 のが 露と な て、 ロシャ とが 委載 をが け 

てがた。 

i るに 齡駅 M に秦啟 俯が が懈 がされ、 繫義 がが 散けを てからは、 露の 黯は繁 して 一 

巧 巧 巧 幹を & める がへ と 載んで けった。 

W がに R くべき こ ミ 繁腿觀 のが 教 であ ミ 瓣 ちがが 驚難觀 がの 一 に龄 る 露の 繫は 
8 磬の凹 僻に かし、 繁 驚を 燃ろ ポ ，ランドからの 渡は ソ黯 をの 一縣 とを、 一垄 111 焉 

J ミ ーが には、* K ， ヮでポ ，ランド 載 歎聽が g された 叢で あ ミ 

ホに不可^^條れの梳がは、 ボ-ランド1^に龄けるホがお断に触たがぐでゎらゥとががされたものだ W 
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夕整 はこを 驳 嘶って、 露に 態漱 齡を眺 がする か g を嫩 がと な ミ 踏れ ミミ 備 へば 幕 

侵 解約の 縮 is 前に S て、 ソヴ H 卜の n ミン テ ルンの 指 載 下に わミポ 1 ミぶ 賊厳が 難は g 八 巧と 
稱 せを ミた が、 郎 g 綾觀 がの が S では 一巧 二 千に 嫩じ ミろ 
卜ご は一兰 一 一繁が、 a シャと g 觀 をる" 藤に ぁるが、 > こでは 。ミン テルミが が ミ ふ も 
のはを 觀贿 がして なない。 

裝の襄 をを ば、 ソ 講と獻 鞭な 脱 僻に をぱ ゎる 殺、 ミ酿 への 讚 霧は 辦く をり、 か 

お 性は すを る。 こ。 おは、 ッ難 ミへ ぱ 、瞒 からが 獻 して かかる も。、 街が せわ ぱ ならぬ ところ 
でを る。 

季 るに 不豁驚 約の 騰 がは、 がに も a シャが おがの 獻齡 ミを ぐり かて、、 がが して かるを どと 

辩 へる もの、 がお饭 ひとなる もの ミい。 がし にがお 範 ひとなる ならば、 それは 的ら 數ん で啟 がを 

お 巧 せんとす る ものに 雖 してで ぁら ミ换た 耗换驚 燃の 籍 は、 霧 駅 g の臘 載の 渡を 酿臘に 

する もの ミミ。 なが ミを を繁 にす るのは、 ソ胁朦 が これを 掛晋 てね る やぅに もがは 1 
る 0 

000 装が ミと ころから 觀 V はがの 繁をお す ことが 繫ミ 腑ちッ 難 もおが も、 的 
0 0 らおんで 相手 巧に 歡ん したり、 又は 私 策を しかける か あは もたない。 がが 齡駅 のが 嘶を 
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る** るが がが 繫 は、 縱 一一の 熙爾驗 斬を 一 拱 せんとす ミ ミスの 啟 にか、 つて、 齡 駅が 撕聴 

げ * I ミ 义 > 

ふことの 馬 巧々々 しさ もょ く •心得て わる。 

それに も 摊らろ S & 解離には、 載が なる が 載の 磬 がが がする から 一が を總れ ちを が 较 
繁は il ^ Q 懿 とな ミ、 霸を藝 する 惡幣 Q ぁる こと も、 憲を £3 れ ミ。 

ならば か 何を る 場が に蚊爭 がが るかと いへ ば、 

一、 日 巧 恥が がその 麟麟と 敬獻を 1 瓦に 新 齡か從 ずる ことなく、 沁が のょぅに 民み 合の 装に ぁる おり 
は、 これが 直 おの 原因と なつて 聪爭を お 巧し 易い。 

二、 が 支 問齡が 本と なつて、 がが 齡联躬 が おた 墙 を。 

ご 一、 獻 二な 亂龄 爭が趙 つた穀 S 。 

の 一二つ で わらぅ。 

がそ 載 殿 i 腺# ん とする® 駅の が郎嫉 が、 酣 誘に 滿蔡 する SS にち 槪 がの 繫 
•• はがく の！！ が にがては がらを ぃ .が、 それが お 正 恥に？！ お 向す るか、 又は 巧 叉す る踢 合に 
は、 tV の おがが S がに おづ くに 猶 ミが 银 Q 露は 載 V 載が とを ミ 觀 の 驚が 聪繫 

p < » T 度 ん >911 く ミグく ち ♦ 

がの 目 巧す 巧腺换 は、 どちら かとい へば その 巧 角が を 巧に 近い もので わつた。 

3» に 〜 A 會 Ass ミ ミ こ Ac 〜 C 4 ろ •そこ < K ♦ミ <ん ミト < r 9 S 

巧の 日 巧齡爭 もこれ からを つた。 不が にして 今日の 日 » 南 巧の 巧瞄 おもを 角に 义义 して ゐる 。され 
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。ぱ こそ 叢の 觀窮も 披れち £娶 二が のが 鞭議 への おがの 繫 もが おと & り、 繫と 。シャ 
JJ と。 望 も 驚が Qif もを り、 裳 Q 避 f ぃよく お V 磬： f て ゅ乏で わる。 

^ ぶ さ ，1^ 躬の繁 は、 盤 かに 露の 麟！ の敝 がを が 筋し、 そのが 脈に 雲が 你裝が f 微けて 
ム ぶに*^ さ r るに わろ をに 獻し て激 がご シヤ がな すよう に、® 繁 おに 寮を r 中’ し、 ますく 
* ミが ろ これに か ミが お繫 がを 俄たん とするなら ぱ 、繫を おかす るには が-へ がを でぁ 
っ， てち も かを 傲っ雜 には 俯を のが か ミな す ミで をぃ C 。 シャ にして こ、 に議を けれち 傲 船 
はみ るべ を ものと をる であらう 0 

のがに が敲 f が 似と してが 霧に 驚が がり、 S 驚 巧が おが 一に も 聪ムが がわが 
• * » し バ^よ ミ か、 る 難 こそ。 シャ にと ミは 旅 一 萬 か繫 の 歡繫 & みる こ 
ミ‘ ミと い パ 冀れぱ 、え はれた 巧 王 ゃ 曲譜® を 回 化する にがが のかが で わ ミ。 シャ はわ、 
るか^^^巧^换巧して、 繼らに裝をがるものとは做はをぃ。 飾ずゃ ァタリヵ備に獻し、 截かれ巧 

を 日が とがを Q とが ミ Q が 寶わミ 

例 irr 力 ぺの裝 f 髮へン rj ; ル トミ どは、 ァゥト ルック A こ 九 ーー亩 俄 一が が お 
に、 日が にます るが ゾ のが おを どは 和 か 我 だ。 がが 繫がが ミなら、 ロ シャは 憲ァメ ミた がけ 
る じと になる といつ て、 ホの やうに が じて ゐ る。 
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ッミ にと つでは、 日米 £ IK は呈 を 5 ょ。 つき、 その 傅爱 策た る S 香 をれ るに 含の？ でぁる 

から、 米》 两に 5 两 SST な もの ポな < と 屯、 一な ことろ る？ ろ 自ら ミで アィ，々 こ 味方す る じ 
とは 化を でち る。 人 式は； 巧ろ 日宋 《争の 吾に？ る ことなしと いふかん 巧れ 声。 がしながら これは 6 
ホ 阳に卞 まを 5 る—、 ナ J ドィツは f ラ》 ド 5 に ミ S い マ みら ろ* いふ 《4、 巧 一れ 巧 ミネへ 

である 

巧す るに 現を の ア J 力ろ 含 S に？ るを、 日； 《S ち 5 を》 gsf 忌ずに、 面ん 
口 未 街 《S な S、 ；2芙 香 &车 ホ」 ミ、 一畜 SK> 有利な 蓋に ゎる。 

^ の 蒙を ふ， 斬が ならと る ものは、 据繫 の 筆。 シャが 驚が fif るの 跋 おなる 
一^で ぁらぅ。 なりに ロ シャは 黨を籌 したと が お ミかん る冀 がが 露の 俯れ にがが 你 がが 

^ る 一！ にで ゎいバ 、•巧 離* 唯。 装 f ， 力義 E!!!。 f に 

驗爭 でっ け. 日が 麻 田と もを* 爱 がかを もってが おがの 繫を髮 する 獻 どり にを ると、 ロシ 
ャ ー日 一が* れの 一に if を；：， っ かは、 繫 i にがなる 腺 f ミこ 主にな ミ 俯と をぱ 、か、 
る 空 塞 ミ;。 極 を 中 が‘と する ことに かつて 龄 55^ に繁 とを ミら だ。 こ、 にがて。 シャに 
'して アメリヵ 嗜ぶ？ もろが 繁 がかの おがへの 繁た繫 をら と ミが ては、 おおとし ミ 
なする ことは 冀 ミ。 こ、 忆 。シ ャを擊 ，。我に まき ミ需費 ゎろ 
* 古； がに 瓣 一！ の 載が 联が S 我した 繁奏 てみ ょミ か. る義じ そは、 驚に と ミ 
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• * は巧 巧に 於け る B 巧 S がを 薪 おする の も かで & るから、 S か撇 には おわを るが おが 賺か 
される も Q と觀 がし 得 ミ ti シヤ は、 アメ 9 力を 繫 のが おおとして、 g がをお g しょうと する だら 
ミ 瓜して8らぱ、 〇^巧問皆を祭麗とをぇ 驳忆燕0がをおわずにはぉかね。 ァメリヵの 
が 數を磬 とす S シャ の 驚は、 襄 にも お がを 略は ホて が rl ；, の 心に 薇る 馨を繫 せんと 銘 みる 
で わらう。 一が ァメ ，方と してち。 シャ をな として、 おが qIj 麟 をが 則す る も。 とは 狱は をぃ 

その おおは 舉 IQ 敲繫は 羁お忆 も繁」 T 、 こ、 忆齊 一。 がか 繫を Jj す ことにを ミで ぁる。 
腺 一一の 日 器學 それは 骼啟斯 ミが お磬斯 にも、 が g ミを も ミ わる ころち こ I にがが 

してを をたい 《 

ニ ホの ホ R とま 巧の 巧 S 

がの かが 擊 ，にがて、 が 新は 抓！： & る をと るか？ S がの がかが がか， 繫の著 にが" ては、 
お がは 繫に 脱を をけ、 が載蔓 r 、 繫羁 講熙 にがして、 がめ て 薪を 繫 にかろ がが 
が 面は 酱、 7 •シ卞 Q 他 Q が ダ緊募 薪忆 し ミ、 おがは 穀を ふるう ことが 繫ミ 
がら ばが がは、 が 摩が の 齡か蔡 を 

は 中 この 巧 ホ わる 閒齡 におして！^ がを 叛 へ-^ のが、 が おの 磬 巧で わ* 0。 かは 繫 が^ 
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直 ミ， が辭 まで 税觀し VJ をち 露が 一 酿お淑 のが 殿は、 お獻 には g に！； 解の 繁繁を お 
ぃ 一| する に 棘ぎ ミと 豁 りなが ち 旅 二の 繫联 斬に 盼 ける が聽 Q 齡が ちがの やぅ 

に Si じて ゐ るり 

口 巧 日米 栽 ホ々 至は 巧 二世 巧 大巧 S をの 巧、 中 M のとるべき 措 ■につ さ羅 ホし、 巧 巧 中 苗は 紀 おにを 喊 せず、 
巧 正中 立を 實巧 ナぺ しと 主 あする ものを る も、々 はこれ を とらない。 その 理由は こう ゼ。 « ホ が一 化銷 かれた な 
らば、 基は ホして まを り 得る 巧 巧 性な < ，巧ら くは 1 方に 巧 溝に みみして 化 方には 巧 巧 Q なおを とらな 
いか、 又は ー ホが や 因を 81 をして 吾人 Q まを 寞 する 時 ろ *s におして 8 を 巧 辜 巧蔓 るか Q 巧れ か 
が お 可 巧で をる とネ へらる、 からだ。 なる にか < する ことは 《争に ホ 化する と 巧 巧 巧れ ると ころは ない。 もし 中 

化を 巧 持」 得ず、#？ 4 て 《爭に ♦妾 ミろ なま Q 蓋 C 立つな を、 や 田 C は 巧 S 益な* 《かならず 
たず おもを 巧なる 巧 あになる でを らう。々 は 厳正中立を R くょ リ も、 寧ろ 犧 せを 度 悟して 及 ホに ホ 化する 方を 選 
ぶ。 一方に 興み しての 夕 1? を R < ならち 巧 時に 他方に 反が する こと ボ 巧を 巧た るん のと 思 ふ。 巧つて 策 ニ ホ化界 
A ホ にがては、 や 田は や 化を サリ、 巧# か宙 夫の 利た 巧ん とする ょうな ネ へは 巧 人の 夕に 巧なら ずと おじて* る • 

がら ぱま那 は 日 •が •巧 俯れ Q 辦 にがみす るち 賓 はこれ を驟ら なぃ が、 觀 のが S ： はこを 觀す 
るに 雞くミ 。 は、 S が 做聪表 叢れ になる ことを が おし、 がが、 おが 歡斯 をか眺 する たろ 
かづが がも觀 のが 驳 をが ぃては ゐ るが、 お一聪 斬と なミ繁 、が 新が 俯れ の g にがみす る ミ、 か 
の！^ 萬を まつ 走で もを く、 巧ら かで わる 0 
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B 本は* 巧は 巧に もを おめ •もがでは 支が をが 巧 鞍 俯し 得る やうに が* へて ゐ るが、 それは 龄が 
?CL ミが U で ゎると 脱 おしつ、、 これを が。 やうに かべ ミミ 

ミい 

苗 巧 M 保 にがては、 と 致 A に！！ な < 、正面は かに 侧巧 及せ 面の 敝 W の 有 おも ネ盧 され わぱな 
らね •な# なら、 供 巧兩方 « の 敵の 巧 难 かがに よつて、 正面よ リナる 敵 力を 二 巧 11 奋巧 まは 十 巧に tw なする 巧 
巧と なる からだ。 

今日の 日丰 のれ 度を みるに、 度未國 におして 事を をせば 中國は その 巧 面に をり •化 ソ •巧と 巧へ ば 中两は その 
« 面 にある。 日本に して お ホ » 露* に さめん となら ば、 巧づ その 側肯 にわる や W に 巧す る 巧 ホを かかね ぱ 
むらね。 か-! る 巧せ 方面 SR 虜 をが < には 二つの 卞巧ポ ある、 一は 巧 力を もつて 中 Bfc * をし、 なたち つ おは ざ 
らしむ る もので をり、 二は じれと な顏 ■保を おぶ ことで ある。 じれ i での 日本は 第 1 の 方 巧を とつて ホた。 化ら 
ぱ 日本は 巧 力を はて 絕» 化に や— を お 儀し 巧る かとい ふに、 それは 巧を ホ 可能 ピ •日本に して 巧 力に よりな* の 
ぶ ひを みかんと ならば、 巧 米 义は»»»||: は 前に 隹巧 的に 中 M を t ぼす ことが か 巧で、 巧ち 吉ヶ 巧は 巧に 中 曲を 
なをに 占 巧し、 や 年は 巧に 化 底 的に をを t ばさねば ならね 。 H 丰 にして 中國 をた ぼす に ー ニヶ 巧々 まは 半半は 上を 
巧す るなら ば、 ホ 义 は# はこれ を找* 甘ず、 必ずや 日本に 法顺 をる るで わらう。 なら ぱ 日本は そろい ふ 巧り 巧 巧 
に 中 M を t ばす ことが 曲來 るか i いふに、 それは にす 可 巧で わる。 

と 巧は が 言して ねる。 然らぱ その 理 がは 俯か、 巧を して これを 祇哪 させて みやう。 • 

中 由を を姻 する には、 ホイ 海 ザ カを もつて 中 W の 海を を 對鎖ナ る ことがあ 要で もる。 化る に 巧せ 
そ の の 中 画は 準 植民地の 地な にわり、 » 米を 片 は中國 に# し錯雜 せる 致 ホな# 上の ■ Htt もつて 
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■ に芙 ■と £? をで みるから、 s の 及ぶ とじる は 巧 こ 二 田の SQ みでは れい* ゅ义に 
星が 中 國 を S すれち 只に 中 田を ぞ卞る s わらず、 巧 まびみ 世 f 敝 とする S がな け 

れぱ ならた、 か、 るは 日本に とつて 有利々 « ♦でない • 

ホに 含； E 方面から 考 へで みょ. TN •罢は 中 S 中に ♦一一 第一 11 S ま ■を おる すでみ らぅち C れは 巧し で 
日丰の力量のホナとじるであらろわ* 目丰は^ ie 事 llg ^^ f ^なの l ^« t 友曲し、 画巧斯た上の巧字巧か顯ホに 
ましつ、 わ. 0 S 人 S , •と ミ マ t •今 I し！！！ を國 ぶ 大して 堇那 CA ? ん として I 、 ホ 支那 畜 
は 来 看 、氏 力 & SS 5 上から SS ま 5 星 S # ♦さ 用 
ご，、 S さに S ♦ミ S と々 へね ばれを • X さ ホ Kflss ? 泣らん として I 、 同々 58 
巧 巧と して S にと し、 交 S るべ ミ S ないから、 これた 攻 でても* S 費は ー ミミ も 《とな 9、 
巧 底 B 本の W えろ ると こる では わる t い〇 

右は さ 接 S 濟的さ であるが、 5 S お 《さを 受るミ i ん がへ わ ば々 を •日す し If S て 
g 略 任 ■を 振 大したら、 や S 民は 巧び ga なる 日 3 斥 S をん つて じれに 5 ナぺ < 、れ 何なる 力を もつ て 
する〜 ナミとは 不可 5 Ala 、 ♦して 化ら ば H 5 さ テ 化で、 罢某 度が て 苗 曼义は 
產 業 上の sw 美 ム ことにな，、 日本の 《る 巧 含は 美大 むん のとなら 气 

♦に 中國 t«?£ ナ るみ 力に 栽で 夕 へて みち ホ vsut 俩 にと るち 貝 固に わる 日本の C 巧 軍 »は« 
舊 上は 五ヶ S でみ るが、 sii は 十 5 上で わらろ。 《も 十 萬は 上 《まを》 てし でん ホ拥 s,cs 巧 i 
持し さ、# ミ 勇 52 ミけ つ、 みちされ ij 日本が 再び 第二 望 g 滿 ホ 田を &る ちにちみ <1 一一 十 g 
の 軍 ミ*! 建 ホ わぱな ミい。 日丰 の み數は ■かに 十 さ ■でみ るから、 を 部た 5 して 备ホ > を ♦て 
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それに 田 巧 义巧# 方而 のか 安の 維持に も 巧 巧の 兵カ ボ いるから、 參ひ豫 ft 隹 巧の 巧 雄 潰 遣を か g とし やろ •そろ M 
なれ ぱ 日本は 正 巧に や 國と曲 « する ことになる ボ 、な も その お 巧し 巧る « 田は 化ま那 だけで 南ま那 には ホを つけ - 
る ことは 曲來 ない •か < で 日本は ホ «» を もつ で ま 《みとな し、 ま 目的た る 中 國のサ なをつ < ことを 提棄サ わ ば 
なら 但ょ ろになる。 日本に して この 下 巧に 田るならば、 只に 6 己の 敗亡と なる ぱか 9 か、 や H は 公々 として 戰争 
を * ける ことが 曲 来る。 

日本 もし 衍# かの 巧 田に ょり、 中 H に 巧し で E 巧に 巧 « するなら ぱ 、中 田の 武力は 日本に 及ぱ ないから、 か 化 
大犧 & を 巧 ふべ をは 多 甘を 要しない •化し 百 本の 困雞 もこの お にもつて、 中 田に 力の わい じと ボ 侮る 巧から ざる 
力の 存を でぁ ミち 勢力 巧# しい 田家 两 S ホで ろ 《《•か >ホの 巧な とれる も、 お 力の 組# に不闻 なる 中口 
« ホの 巧 さもので は、 正 まの な « はな < て 日本は や H のせみ る 面 巧を 占 巧し、 化を 的に 中 因を 巧 巧す るので なけ 
れば « ホの あおとは ならない。 多 < の 巧 ホでは 巧手 曲の せ « を 占 巧 ナれぱ > ホの 巧な となる が、 » 中 函« ホでは 
せ 巧の 占* は その 巧 命を « し 巧れ い • H 本は 多 < て も 中 田の 巧卞 のが ホぶ* 要なる 巧 巧を 占 巧し 巧る に S ダず し 
で、 田 干 お 百 萬 方 まの や H を 王を ち 巧し 盡ナこ t は 曲 ホない、 中 函の熏 巧 巧 巧 及 海 巧を 日本が 占 巧した i して I 、 
日本は 歡を 的に 中 画を 用 諷さす ことは 出 ホない。 なぜなら 、それは* 化 四 巧の* ホと 巧 巧 や 困には おる の央 巧に 
: ay ないから だ。 日丰 が引廣 S 中國 のな 主を するなら ぱ、 »拥 をせ ホして アジ 卞に 巧いた トル 3 の ホ 衍に做 
ひ、* 次に a 巧し で 日本人を 奔命に «ら# れ ぱい I ので わる • 

が 41 かくが を？、 S がお はがが が斯 の賊跋 たがくす る ミ、 £が齡 啟 のがが が繁 でぁる ミ 
从 、一 おおが 脈 0 S 熙が 露す る & らげ、 W へがが が it 繫が故 ミちが がは 堪 めて 嘶が なる ぶが 


わ* Wg ttHWW* 

争， 


と 

れ 《 ft M 
暮： C か 

^ W 人ぉ 

這ミ 當 ミ© 

來 の 曲 至 だ 


mm B 

の变 

m » 

5 


と 

る 

こ 

と 

が 

曲* 


の か ミが だ亞 •’ t 

の 急 ミ 日を て が お前:！ 

規^な 扭の が^ら ま tr に 
m た 日 ミら 曲 ミな も 
た 一る ま レし がる 說* 

巧 X 阐ミ兩 そと 閒てん く 
除 ミ 利‘' 巧 ミサ にのや わ 
一 し 西 ミは をはが うる 。日 ミホ • 
き V ち きで が 、俄、 い 、 、にと 俯： が、 
聪 手では ま t 東 まの そ 々、巧 ミ 巧 さ 、說 * しは 自 e 
とと '巧* 洋て捷 ミれ ら 冗。 し 日 弓く を ま が 
なし 心の モ蓮ュ が •のて 支。 巧。 がが* に 
くて にや ン 、例 ミ 日 5 か 日 ミ 晒！： のらを が？ 

g — 

を 


こ 


な t う 
つ に 


共 J 令〇ま 。ホ ミ ま レの 所と •巧お^ 

産〇— 两 ちが 巧て 巧を 論 ミ 日 ミ 巧き し 

- - 


をれ 指。、 おの 時し-が一の 旨 だに が お得* 
を a ム巧 •巧ぶ 菜* が ミが が 時 e ホ 5 には 日 ミ かにて 
め 交？ ホ i 巧 巧を がに 今 ミ 的 ミ 义 ミは 、巧* し 、 


王 ホ ミが を! ミ 巧 r 、 も 日 ミに 的 5 餘 さかで 聪 得* が 
巧 •す 、據ミ 立 ミ 並き サ にを S まがり 人ミ爭 f な も 
たぺ恰 S の ホに よ あ?：を*巧 1 に も の いが 
こを もたん 肘 •て •てす の も 巧は 巧 2 と 街に 
ゆ 力* ま ミめ がが 撕涅？ る ちがが が， 因 X 云ぃ さ 
る に 巧* 、ち fc 色 ミが おた と e なを を ムる 
た 迷ミ 巧ミ 巧 5 め 巧 だが?' すめな る 表？ を お ミ 
ま レムの* U に 上 S する 、り臘 せく 巧。 こ 


に 

か 

ぐ 

に 


巧 ミ 

常け 龄 

賢: 《も 


〇 


那* の み 
と カ ミろ 

^ 施に、 

掌. 固 ミ / 
言容 sJ 

に 
は 

何パ备 -C 

人 ミミは 年 ミ 

と 勢* ミ 難 

了 日 ミら す。 
るを M 可 ミす 

か $ 人？ る 
ミミを 特夕 
が， 正? •が 


の 

が 


ベ 

を 


の 

は 


繁 


ホ S 巧, 席け 
曰* る が る 
獻かミ 何 £ ま 力 > あ 
を 巧？ もで どる 
が t にみ の う か 
は 猫 f 思。 ち ミから 
んら 巧, g 直は 、 
がれと も '世* 

爲 たて す 今 》 大た 上を 
め 居* る 曰* なに 
にる にはる 主 i 
、のは ホ* 巧 r 巧ち 
日 ミ だ 足た ホ S 巧 ミせ 
が 0 ら とでら 
はま b なな わる 
太?^ 巧な い る る ん 
ザ:： は 。こ 〇大 5 
洋ミ當 $ 巧じ と 併と 亞 7 
聪面 S ち S も し が， 


すのと 
る 意ぃ は 
をな ミちぶな 
得* にに い 
なは はで 
い、、 を 
。 日 ミ 勿 とら 
支 レを えう 
P 9 文 反 ミと 
題た 靴’ か 
の 霞 ミム 
保*: がて 
か ミちが 
がを る 
がる 〇 

化げ 

條 ミ： 
件完あ 
で ら 


Mkom ■ が ♦ 


於 巧 H と & るので わる。 

ミく 雜か S ヶお 脈の がが と、 繁 のがが とを、 がを 繫 のがが たが 艦す ミ、 W 袋 かり 
妨が你黎ミょくが^ミ秦た卞へ、 5^ミミ户ともがが0簾械$ 1 は競がされミで 

はを いかと 思 はれる。 

が， が 夢夕繫 8 たが ミが が t 邮 巧して からのが がを がが に路 がする ものは、 かの 影の が 
が裝お お かける 驚の 黎 にがで、 S かに 襄た寶 るを i ミ。 A ちがは かづが 
、おのが かか たげ 巧し でが がぶ ミ シミ 浆を i おしち がで 繫 紙が 01? ミミ 養 解、 髮 
が 巧髮か 蔡〇繫 熙も r がろ 緊陳 らして 旅！^ 酿に獻 ひ •おか 繫か 做に 繫の震 ’ 
がが たるが 震た SS ま* ちを て 器の がが， 窮の毅 とか ごと 繁し たかは、 養は 和 か 
《蒙と S ミれ た髮 B た お<あ 蔡橄 Ks がし、 が ゃ ミ 期 か 摸〜 巧と しで 蔡 •のが おも 

めんと しでなる •これ ni にがが b 巧の】 ザが！！ ではない か。 

か、 るが かがは、 n 巧に してが わで たし 得る ことで、 か ■一はし ホと ころ、 今日の ま 巧には、 巧に 巧 

が卞る 接ミぃ 。が S たが ミと ミミ 4〇 難 ミ 襄の襄 がが がし、 がが が裝に S 
がする かは. か St が ミぃ が •躬 Q 塞 ポが讓 K 爹卞る 8。、 篆は AiiK 警繫の 88 
整 組 r & し •ミ 袋 b •ミ f が ミミと が》 へ ミ f ミら ぅ。 襄 がは、 お 


i 


巧の ミる 療契 を掀 おする にがが ミつ て、 もしが がが 慕に 燃て、 累 ，傲 g た梦る ものが 
^れ ば、 ゃ 装 ミ どこ， 0 に sg しで、 か.， る 露た 供が 一がず る ことが が齡で ミの ちがが も 
け. に，* 一に H 巧. r ? ミムのは そのを がで わミ撇 して f ば、 がが とが 银す るには、 繫をお 
低を とする 南 巧が 巧た ♦いてが には & い。 t れポ巧 旅の がが で ミ 

* B わ 娘る にが 日の おがは、 が髮 がと おを 衝 るに ミて、 驚が ミに がれ ミ ミーク 

• B わち 巧が 夢の おは ど ミミ 游 S ミっ て、 繫 驚が のがが 繫は繁 にか ザ 

• •^い ゅもに豕巧ミに||日に||斯する，^|では、 ，^^か.，^とおま巧辕のおにのミはを 

を M とか ふの が 繫繫の S 肪 ミミ これに M して、 梦一 がは、 がが の gs 酸は、 俯を 
^ に 化た もの ミい にして ち これた 雙襄 しで、 蒙から が ミの だ療 する やぅ、 が 驚の か 
力を をす ベを ガ とい ふので わる 0 

ま 巧の 驚から みれ ぱ 、お 髮 かの gs が繁 ミミは、 か 栽を* たずし で 嘶：^ がバをる 襄で 
わら ミ 併し ミら。 馬って が •へて をげ、 蔡 〇が襄 かとして は、 がが にを りが ミ擊 たる 
理亂も わ ミち ミは 掌 も ミ、 巧繁 かがが；； を 塞 すれば する 殺、 そして モの 驚が 繁 & 
ればミ も、 夕巧 慕の 斯 一は 裝お < ミ。 巧 髮 かとしでは、 かづが もとた 雕 めでからで なけ L 
をに が 1 C とは^ ミ。 わ、 f とはが がぉ4 る繫が gc 養 七賢 ミで わら ミされ 
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ば こそ まがは、 いや-' ながら も おがに 巧 散の 手た さしのべ るの だ。 

熙髮 がに さ ミ ふ S がゎれ ぱ ゎる 徵 、おがは 额 らくこを 謀して、 がが を 跳诗繫 し、 繁 
からが た 新 S に 驚 さすれば ぃ 之で ある。 iv れを がが はが おガ 、ぃまに かろが 敵を 4 ぃで 掀 がに 
驚す るぞ 、と繫 の 5 いのが を かてき た ミちが かを 邮ミ がガ 、が 歌に 靴して はがが 一が いか 
ミろ 梦 術へ つけて わくに 賦 るち 燃；® から 叢 眠で ゅ < なち 驚 S も 俯 も あ ミ ものでは を 
ぃ。 ミでは 裝は 露に なろ 脱ん ゃお ま热觀 _焉 にが ミ ゃち おがの 雜 にがおで ゎ ミは、 さ 
ミム 靈が撕 がして、 齡 を！ 蠢髮の ミを 聪を がする ことち が S の おおが 繁わぱ なを 
じとは、 が 露 4 の 紙が 驚が 繁ガ俯 だとぃ ふ ミち S 驚斯 がち 露の 態が 潑 ょりも 韻 

て お 散と をつ たのは、 俯 ゅ是で わつ たかと 反亂 する ことで わらぅ。 

日た"® らぱ お義囊 縱の おがと なる ものは 俯か， S おすれ ぱ 、おが® 断は、 新撕お 
を* ゎ 郎に觀 して 俯を がむ るを 

日ん のま 巧に がして ホむ ると ころは、 が おした ミ賊 脈であつて、 この 臟則 をが とする 

- t たい ミ レ 《 b をく 

巧 括 策は まだ 示されて をい。 この ミ 原則と いふのは、 

一、 がが にか ミ 惡 が 脱 獻を磬 化する ことで、 これは 一献を ぃへ ぱ 、瓣 B のが 賊釀 もが 

んで わるり 
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二、 がが は 無が お断 を較 し、 繫黨義 を かて、 8 の おが 繁に歡 むこ- 0。 

ご 1、 が 支が がして、 巧 西に かける が 化の が 止に 當 る こと。 

であつ て、 これが 齡旅 逊 ダる P がで わるのは こんに 說 くまで も & るまい 。もし この かに 日 ザの ホむ 
る ものを ♦げたら • 巧 ま 私が 瓶 II など も その 一つで わらぅ 0 

これにがしてま那雕も亦紙がミ獻がを撕げでゐる。 特巧^|58巧巧が資らしたミ巧則はがのゃぅなも 
ので わる 0 

C つじ こく ど ♦ 3 けい ts な た 

一、 日 ま 巧 因は 等 冗 おの 立 巧に 立つ こと。 

ム t ム A .4 .^ん$ 

二、 不 ♦巧不 USA 。 

ミ、 がま グ龄は a ベて 化 をを して 巧 ふこと。 

瓣ち 今までの がま は、 が 解 等の 立場に を かれ、 ま 巧の が 化は 窜 され もがの 利を のみが 邮 られ、 
おがの 俯^と がが してぃ、 か不 嘶な g 瞧 であった からが 巧は fSf の 立！！ とま 巧の お g をが まし、 二 
斌 が*^ を 止め、 巧べ てが" 游か R を 巧 じて 巧腑 にや 0 て もらいた いとい ふの がその お 旨で わる。 

この ミ瞒 脚には、 お ま 麻 因と も賊腑 的には aS & は 度い。 m 巧は み® おのか 何で ある ザ 日のと こ 
ろでは、 まだ そこまで おがは 進んで ゐ ない。 

B 室 ■ ま 巧 W の ホむ るが が ミ 賊腑の もで、 甫斯 なか 俯が をも敢 をを おく ものは、 旅 このが 脅 
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6 不 ，紫 震を 脱 脈と する おが腑 0 襄 接が 0 療でゎ ミ 
,**。*。*^ S が 田が が 巧が、 がて をに がて £ 緊暮 のがが 裝 叢を 簾した 2 には、 が 
倒は’ 非常 ミび tsT ぶ ti へ、 をが 難 か療 S へ Q 接と ミた g で—。 が鸦 が献 がは な 
に黎に のらを したが もが 浪ボが ミ、 がから がへ と j | 藤に 酌 が< なぃか 似が が f た 
ので、 が 《もぇが めた 冀 のみは、 ぃ。 とはを しに 巧た かしてし ミち そしてが 龜 5、 がは お 

く 日ん を がれ、 黨 t 管 ミミて」* ミ t 。 ミ かゎを も冀 霞は 营 かづ 脱 かを が • 
ホと 巧 ホし か ミミ ザ微ら K 變 のみで 一が にが ミを ぃ。 を も その 齡ガ 、おがが がが を g 
ずる ミが が S た 術く に、 がが も 繫 がを 觀 ずる ことが 祭の 渡で ゎるの ち 俯れ も觀 おた 傲 じ や 

ろとは サ & いからで わる 0 

f ば 支那が おもがれ ると ミは 俯かと ぃへ ぱ 、慕の 脱瓶藝 gg が どこ？ ゆく かとぃ ふこと 
ミミ B ザは 滿 ISil で 8 ぉす ミち iv れと も！ し 、がま ぉ 3? に 載^の 和を が ばし、 おに お 
ん では 擊冀賦 に * でが がを もげは をぃ かち か 似が かに かを ミミ 裝さ ミム 寶 
は、 お 驚は 俯 だが た ミが が* しか 4 かが 繫編 にか がし、 おがには さう ぃも 4 が ミ 
ことたが す のはぁも 复ミ ミ、 ミミな ば、 がが 俯 も 載 似は サミで ゎらう。 がが 靴 八ミ胁 
i の 一つ ミる お 卷 所の 渡驗 の 斩ミ ミ、 おか 脈に かづが の やうれ 驚が がか ミ だち 




おがの|^がをおムま那は、 をいそれとおがの&||に&ホるものとは思はれをい。 

■室敝 がそ お WQ 巧が 巧 族に がして は、 巧國 はがた も 0 て じれ t 巧壓 する た 政策の 巧が とし 
« 0 ■ てがた。 か I るは かむ fc がざる もがで わつて、 11 瓜 がまが にがして と 0 て 巧た が 策 
■ も ホ この S 皆を 化を かつた、 かの 船が & 巧と 巧 せらる、 ものは その 片 みに 巧 ダを い。 
巧る にかが がが 0 巧が が东 みに & ぇん 曹 ががくが おして 來 るち さぅ いふ 力 も 義は時 ょな 
り、 船に 俯 等 かの お お it がげ でが が ii た 费< た 又は おがた る もが おの！ 一巧を ホ 巧と しで、 献 
巧のおがをが卞るの5^度さになザつた。 ヴシントン如議かがのまがにがする於ががそれでわクで、 か 
おのま 巧 心を もつて、 が はれた た 巧が せんがた め、 斯 がに S 約 を】 が 的に 巧 ホし、 他面に み 
がする ものと ホ！! する のは がらを い。 それは 寧ろ か 飯の が ひで わるから、 が 巧 田は おら <> をを もつ 
てが 等に 巧み、 そのが 巧た 巧献 ホねば をら ねわ務 がわる。 

和が のがが がさぅ いんがが におみ 0 、 わる 0 は、 お 抵の事 もがが ょりもが がに じれを 物祗 〇てゐ 
ミ がへばがュ觀5にがする账巧の。巧が情、 解にザを人の|^巧は、 私ら<イタ，1自<3^も*ぉがで 
わ 0 たで わら ゥ〇义 ドイツの がおか お k に對 しで、 フランスの 如を は、 巧に ん聲巧 巧して ヴェル サイ 
ュががのかがたが巧したが、 フランス0かくがにつれてもるものはル^$2£巧國のみで、 その化の&ホ 
巧 巧は 如 8、 かがりが 巧は かれ も ホに S るた がせを い。 る イギリス のかを は、 フランスを 鞭に して、. 
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ド ィクと も 載 巧 筋 fc がんだ やうを 有が である。 

おがの SSI は 一驚 おの もの ミる かちこれ を も ミが がに 講すミ 鬟掛 なる はがょり 哪 が 
では ある ザされ ぱ とぃって、 S おかを がが 繁の驳 骼 なりと 满 ミミ、 驚の 装を 抓ら ミ ！ S 
が繁と辩*ざるを&なぃ。 黨が3^辜うを酿忆^|しては、 1|として謹|{も繁で&らう、 搬^ 
はを ミ か 散す る ものでは なぃ。 制し & がら 诚髮 は® する に 1 がの 聲お がで わ ミ、 獻繫び 
巧ふ潑義で獻むでををば、 ぃっまでがっミ^^の冀は黨まをぃ。 

が辦は激にーーーがに藥してるが、 的くとも斯一 0繫は151へミるともみへゃぅ。-ミ斯一されん 
とする がが が おを おがに さし ミた ので わ ミち JJ れ こそ おがが がの 賊 かでは ミた されば おお 
とし VJ は、 おらく 養 かを & て、 繁 がび 靖ム 抵が篆 もちが 新 を繫 g 巧す るの が黯 のが 
ミミ AJ た E して、 がが Q 玻も 影す る 霞が かが 0 驚を がが たぇが はおが には 二 お雙が 

あるかの やうに、 ま 巧 人に がは せる やうな 化 ホを とつでは、 が il * らんと する がが も 二の がを 培む に 
をつ てゐ る。 

がの 驚繫 にがて、 がが は 俯れ QW に ミち， V れはお がの 驚 ーゥ でか まるで わらぅ。 ぶし g 
に 的が の繁 がが かるならば、 S が S が 胶斯は 故らずに すむ かも 如れ ミ。 俯た しても g がの 脱 
がか 俯が、 がが 腑の驳 蘇と なる ので ある。 
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III 巧 軍 巧爭 ちる わ？ 

がおおには、 お滋した36|{が©|を5^がとして、 が|^が臟に1|!?!§¥ががるか$!らないかジ!8|?を 
历 熙 となつ て わる。 もしも さぅ い ム規爭 が おるならば、 それは 4 がの 齡巧 衡斯を 巧を する 基と なる ベ 
< 、人 おの 爲め戲 しむべ をお叛 とを つて 現 はれて くる ことは 勿&で をる。 

B 巧 見 。 ンドンもお會宙からおがが敝據して队タ アメリヵは巧くまでもあ1最丄一1の比辛 
©日！* をが 捉も 私!： する ホ 紙を 固み し、 ィギリスは アメリヵと 曲 等の が 載を 做 持 せんとし、 お 

ff ぞ た こ， モ< じ レ そ ミ A か A 二 .よ，- * 左 任 r 

ポは 他に 拘束され ない 自お的 あがを をへ る 方 かの 下に、 ザ々 とその ホを 進めつ、 ぁる。 
かくて】 九 ミセ 俄が 巧から、 もがは 紙 俯が 織 巧に 心る ので わるが、 モの巧 巧みと もい ふべ まがおに 

燃て は、 S 藝二 がは 或に た 他の 雜 を 無 f ?、 詔 養 f と ミ 獻が霸 の 馨お たる •藍 お 

J たと だい U ミ ^ 义， ♦> 

から おれん として ゐ る。 巧へ ぱ アメリヵ ザな 巧 ル ー ズ ベルト 巧の かを は、 化が がの 巧 ホす る 化が 二隻 
の截 がを 中止 させて、 ィギリス のなか 抓 俯を 巧規 したが、 後が が 敷が にがが したと かる やその がを が 
ふち 巧がおがのかをもホ度觀がにもがと：{^をの蹤联がをがるかあををたホ公まにが哪して ががが 
か!： ぶる 態度に 曲る かを 巧規し 0- •わる。 これが 一九 一一 一六 鸦の 四が がから 後 供 巧に かけての お S でぁ 
る 0 



• •■•ザが ー ホを 也め て、 か、 るか 斯養み Qg 城を も かくなら ちそ こには おがが 敵 
^ だかけ るが 擦が の 和 がと いム て • r 理 にも か冀 蒙！ っ . ta 祝ボ 
ミ’ わかる で f * ら ，ミ 雲 霸 暮 るか S ら ミを f は i 拡 はを 

て蓝 巧で わるから •が 下 少し <#> になべ てみ ♦ぅ 0 

.<ぷ お八*' 似^り、 が。 巧蔡 がミッ y かが P むを とおミ が が襄聚 の 

ちた ぉいで おかみへ：：； サミは、 がが おのが 震 ブラット 裝 ミミのは、 がは が 旅の 繫ミ 
る'::^ っ^ T あけ がが-^ たが— ガがプ ，ブト 蒙に ミて たば、 こ t に 叢ら し 
^ i 。 ザぶ 勿请？ ミね f f 、 Sr !! ミ wi と P が 
がるせ ち おを のか f に 為る、 がれ J とがす る 一 蒙を 斯げ 、おおのが やぅ 蘇に ょっ こ 
は、"： r 力は T :* •で/裳*® を ミゼ とがした のが ミが。 が襄 おの？ ンッン かもが こ 
? に 巧 唐し 巧は がぁ ius 裝畫 がナ— らば •アィミは がの 裝 を 做が する ため、 
他く をで ずる そむで わると がか-一た。 

ミ? t ィ •，： け^ お窒 i * 墓 てられ、 .器が ぞ 島す 蒙 燃！ ミ ー 

i 一幸 巧を をを ミ ちもを S で、 が ，爱度 r 干 二が の 爱た がる ことに ミと 

のは ミ 巧 切りで わって、 f 四辑 一二 がには、 黯ヴ ィン ソンが なる ものが 韓屢 たが 搬し .繫 


をを 一王 ハち** た 2 {てが 爱嚴 下ち 二が のがが を繁ナ る こと、 ミち それで 4 衛 
繫繫 ミが し ミと い乏で 器 整 か繁整 をが した ザ これ か 装が おのが がは i 一 
尤 年に 繁 し、 ミ ー霞 一二 おが Q 1 龙 EH 靈 巧 一 装 繫 ミる とい はれて ミ。 

アメリカと しては、 お が & が繫 が〇黎 8 か ミー 九ゴ 暑が ミち 淚がお もがり おげ 
た ミた がか ミ。 船る にも 燃矣 、ミが 慕が 《特 ミは 態 か ミへ ば、： g 簾が おの 
繫 にかが された 麗もわ ミが ひ ミが •お ホる 麗 がが 渡が の 霞 ミる t とは、 これ も襄 

1 S 0 K がで わる。 

魄ち ァィミの がが 辕 は、 ミミ 四繁 が黎 タン 驚》 ミを ミる ポ 、備寶 わ ミ 
、に、 一が に 簾 og が t 繁し燃 ミ、 A がポ がり ミ •巧襄 がが ミミ ミが 襄龄 一が 
恥蠢装 一二が、 なが 籍 S もを 栽と して 藉六 十一が】 十二支 千 W でぁるの ち 一叢 墓 

I が お 去が のがには、 爱に接 愛に ミが か ミら il セ繁 がらは が 燃に ミ 
整が おもがは ねば ミちを ろして をち 繁 s 整に がを に^かる 變繁さ 病 雪再卜 
ソ 化に 抓 ダない。 これ 5繫5^ に ミミら とい ふで、 がに がが お gS たがして ミちが が 
J 出來 をい 露 ザ ミ ふこと に ミて をげ、 f か g か篆た f て、 が のがが する たか 
つのが lii ? の 巧で わる。 
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* も* 一藝 はどう か ミを 所联は 一垄一 1 お髮繁 奴 齡幣お 一一を、 蠢餐 

■^献 がが 一-一が のか 佩を W て敢 がして をた 夕激 斬おが おは 接 俯に お機 がく、 篇ミ 
六 もの 訊算 にし VJ も、 一蟲一 おには 一一を、 驳 四二鸦 には 玻に八 歡が偽 脱瓶撇 とな ミ 
省ム るに 驚の藝 椒がち <,ミ1 ズこ 0、 八 冗 〇が) を 瞧けぱ 、が 狐が 磐 g から 嚇敏 したが 
が のがい もの ぱ かりで わる ミム 繫 もが ミゐミ 
を ミィ ギリスち 腑就繫 おのが ょもい ムミ義 を獻を おくに 殺へ ミミで わを 、 g 
らぱ敏 おのが 驚が は 襲 かとい へば、 アメリヵと 祝繫各 トン 驚で あると 驚され ミミ そ 
うし ミれば、 ィギリス としてち 襄に繫 ながが がかを かてる ことは 跋獻 であ ミ、 やを 茄 
をム をを とる ょりかに を 巧は をい ので ある。 

ミは* 君反して巧が日がは、 |^於にかしてかが厮巧がをおがにわミ 
け 巧 K ヮシントン がみ 裝 、繫 もがを 襄す るを 驚を < された がが 獻繁も 解は、 こ D 
卜！ & S が 奮 K 狼ぃ繫 W を繫 する K が S とが-へ 、繁 がが & めた 14 {がゎ ク 
て 联驚鞍 ミ穀 おと 備襄お 、恥 艦齡 墓は おがに 紙して 六 が 懿 がの 热 驚では 六 g 
肉み を £ されて 《る 夕繫 がでは 鞭を これを 裘し ミち 俯へ ぱ養 難に 龄け皇 断の 费 

を 比が してみ れぱ 、を おの やうを g がで わる。 
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かょぅに日がのがで はが^^觀投 に 

热 めた 獻1|、 靈 Q ^ i 黯巧 はが T 

と 進げ し、^ がは® を そろへ てゐ 
ると いふ 有が で わる。 ゆを におが の 
敏 がの 掛お唆 力を K 巧 トンと して 
ち 一を ニ セ 繁齡 驚の 邀 がを 靖 

へぱ 、囊の 曲も齡 力が 激 燃を 繁 する 盼 り、 おがは がが がス斯 ゃセ觀 のがが にがす る ことは ミ。 
こんに も がの おかが わる。 

:さ ミム 燃 脱で わ ミち こ ドン お繫 かから おがが 勝齡 しても おがの 賢は、 をく まで も 冗 
I ミの がが を 脚が する ぞ とが お 4! かけを がらち 聪 をる 撕 おのみで、 かおを g てが す ことは がかを 
い。 お繫け おを わけが」 忆 して、 か衰 をと る ミム 繁でわ ミ 
* ■ Q 整が ベた がが 齡が のが® は、 おがを し ミ、 が お M はが 8 城 新を ゃめ、 器 養 か 
tiS ■を とらせる がが とはを る夕 されば といつ て、 いつまでも さぅ いん 脱が 蒙を とらねば 
なをが がなる がが とは をらない 。能 煎す れぱ 、渐 驚が がか サザ繫 Q おでは、 お 
巧を 撕 へんが たろ がが がの 釣繁 おにの り 出す ことなし ともおらない ので わる。 
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ブメ リヵは こ、 蔡敝 が解お 4 ミる で ゎら ク とがが し饼 るかが は 如に も ゎ ミを は g 巧の 繫 
がが で わつ て、 このが から も 制 化た ま < るで わら ゥ とかが し饼 るからで わる。 

俯 だかる ミち 驚 S が ル， ズ ペルトが は、 豁が潑 にがが たがして ねる ザ ミ 哉には 胶 
わ& 策が お撕 にか 巧で わク で、 C 主 ミーち 曲は この 化 | ij をが ける で わらう と みられて ゐ る。 邮ち 一* 
ミ §1— ぉ 霞© が緊 がは が 二十 乂繁 ミり、 がが もが 襄 がして 擊の g めが せを . J た。 このが 
解は 裳が には 一音 李 ー ハ 化が - U ぃふ おかか© がに だ、 繫 の ァメミ もがに が g しち そこでが 
かは 一が の 撰が がを とる ことにし たが、 襄六 がた H で齡る 一を ミ ハ 叢の が 影、 が 手 八 化が 
做に 热 じ、 これを 一尤一 二八 お 0 六が 0 鸦わ齡 り ま ミは ぶ繁 に緊し •ミ 叢 Qi 完鸦 がに 

はが 巧 バランス でも 不化 && やうに しやう とい A プランた かて、 わる 〇腑ち この 肪 からみても、 がが 
cBlf 曲は、 大 8^ のが MS だは ホづ かさ 众 いものと 粮 I し i るので わる。 

B * * だが 化の S 橄に 8 では、 が 載黎 がが づ がが 脈に 故る ミら ゥ - viJiS がし J るが が もた 

• •■ミ その ーミ繫 にか ミお繁 0 繁ミミ 

がそが がの か 巧は 滿か函 とのが 巧の 攝夕 から がって くる もので わる かちが づが がの 

新 8 たがは なけれ も Sq 繫は がか ミ。 載に し ミン ド yg 繫 if は 驚 麗 t 驚した 

かち 政策の W がは 你】 っ がか & か 0 た。 
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8 らげ i が 脈 0 繁の繁 は 俯を ぃへ ぱ、 S がは繫 お がの が襄 がと し て が龄 モン 。，おか 
た義 しつ 》 わるが、 AJ れ にがして アイミは、 がが の 驚が ミクて がが し、 そのが には 聽 への 

もを 故を を」 武蔡& るが 髮を ミが 賢 わると おへて ミミ ゎる。 ァメミ が おがの が 
巧 力を ハが K 35 じ ミを する Q はおくを がが ミミ、 わ 15 繁 t 龄 -A ざる 胁6、 がが 臘 のが 
ぞ £ 争は に Ea る I ものと みねば ならの 0 

おら ぱア メリ々 はさぅ ぃんれ がめ たを ぃへ だ、 がが まで ミころ 5 ミ 豁は俯 一つ ミ 
をぃ。 ネろも かを して 白 ザた 巧 へんと する のが、 が < の アイリ々 ん Q 瓶く がへ でわク て、 これは 
アメリカ の#！! といつ でも 泌が であるまい 0 齡ちァ メリ々 の繁齡 がが 驚して くれ ぱ 、が お衡斯 の 
がり 巧る！^ 敝 がは 多が にわる ものと みるの が 載 おで わる。 

« ■ e 巧に アイリ々 人には、 化が する 巧め の齡載 おがが わる こと もがれて はならぬ。 

• ** ミ 繫お啟 ミ ふのは、 アイミは、 がが のが 梨 板が 裳の がを ぃ が-しく 繁さ 
れ たと ミた 時ち はも® i£ii で自 葵の 薰が がらず、 がかが がが した！？ がには、 

載を 麟 かす K がる 繫—が 8 繁 8 を 慕 證 して、 裝を髮 す ミみ 篇ナる 斯證を 

巧が す ことで わる。 

伽へ ば 裳ん 故 もの 一九 一六 年に、 アメリヵが 和が 獻 一を がす 繫繁 おを みがに 證 したの 
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は、 燃め はが 驚 断を 城が とした も ミ わつた が、 がには イギリス のが 幣難 おかと 靈 して、 アメ 
リカの 獻公 貫る が 阻止され た i ち これにが おする を も 的と した もので ぁつち 俯る にが 聪 がんで パ 
，の 骼 がが かが 燃 まらを する ち 驚は 私 の 祭に 蠢 し？ をる にも 搬ら ホを を歡 を 
けを がら、 アメリカは 巧に が 二の 换 おが 載を 巧 脚した。 そのが 腑 とすると ころは、 辦 載を もつて、 
がかが 巧に 於け る アメリカ のが 巧を ぞ 巧なら しめんと する が獻で わつ ち しこれは アメリカ かがの 

、レ ムんぺ P ひ ミ 

おな わる々 別によ つてる がされた 0 

がに嫩はれた〇が 一 をーセ妈に衍ピれたジ れわ聽がのが^一 

數 ミミ 露？ ミ S 繫 Q 111 顧で 稍 はれた ミ联 繫 かは、 驚 儀熙を 蹤わ髮 の巧 賦航 
もで 繫 したが、 アイミは イザ リスへの 脱がて に、 が T 驚なる 聽髮热 おを がが にお 齡 しち 
さ ミム アタリ カが わ ミら、 燕 かおが が ミ 驚が がの 繫は 破らた が 駅の 露は 傲が る 
れ たと 霞す るゃ がで 熙 クミる 解 ミぃ。 おして 載一齊 一の がが 囊 載と をミ热 はれた ザ 抓 
俯せん 游が齡 がが E さなぃ ので かを むを をが らちみ にみ ろ J と獻 S しご わ to のが 幫の繫 で 
わ ミ 

和ぷ妻 ことには、 さぅ ぃんがが ii なると、 おがの が 襲が * でが、 がりを 化め てが §18'^ のが か 
をを、 ながし、 じれに ネ 巧を 叛 へる こと ガ〇 さう い ム S が ミミら •が Sq 掛お齡 がが 驚したら • 
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A して 今日 Q 日 巧 見ム ぉを 酱 す ミ どぅち rV れ はが ミ 赢でゎ ミ 

I ■ ， 蠻 さぅ ぃふかが にがして は獻議 ミぃでも なぃ。 傲が はいち かるは ど ァメリカ 

« 論は 避から 攘 されて 蔡 が® お藝 を：！ っ る ことは わるが、 炒そ なみが を敢泌 

してち いウ の 閒にか 削がされ、 お 巧 これを もがした ことは を いちだが これは 勝の 一 
が〇 みたみ て、 化の】 風を 巧み & い おが である ことを 鞭が して お々 たい 0 
がへ ぱ 驚した； こ ハ おに、 驚瞧 一を かがして 髮裝 のが 繫を がへ をした ァメリヵち 
イギリス ミ •義繫 で蔡 したのは！： かを いへ ち ァメミ ミが繁 斯の黨 をを こと、 おに 

イギリスは アメリカとの も 巧 おを た承换 する ことを、 イギリスな からが もとな < T メリ カ 綴に お 眠し 

たが 巧で ゎった 。 (Yugene Yo 目 g " Powerf ら America . Chap 日 お 脱) 

がに 一丸 一ー セ 鸦の聽 がが がが 驚 驚と も 荆すミ 驚& ミのは、 これ もが イギリスの 
繫 にょる もので、 ァメリヵの 囊お が繁 に热 はる、 やおで イギリス のがでは 靈藥の 一が を 
供 がし、 一一が まで もじの おを i がして、 ァメリヵ のか 胶 をと ミ 驚で ゎ ミ。 が u すれち 裝 

っ QW 。 に § ては、 妒も イギリス W が 載 4 ぉ 驚 ミミの だ。 

ワシントンが 驚の S がが 繁 餅は、 をと が 苗を おにし ミミ この 脱が 蔡 ミァ メリ 
力 かがは IS &。 繫 Q 證を m んガ ミ、 養！^ は》 んく忆 傲れ、！^ も すれば 装 0 かめに か 


が レ 


ひつ かれさう を 有 d であつ た。 おら ば アイリ々 Qg がは、 が ゆを にが 費の ま 化た 巧ん ザ かとい へぱ、 
が 時の T メリ カは をが || のがが に 主が た 注ち ii なの ザ 目た るべ を 補巧必 のが 鉛には がが 及ばを かつ 
たのと、 が 軍が が 巧の 施が や 除 おおもの おな もみえ 朱で わ 0 たかち おがと が ひ 得る 诚 がなぃ。 さう 
いふ 巧 爭 t いつまで やつても、 が 巧は が fci がに がが する じと に & るから. 寧ろん 8 のがを たや 
止す るか 又は 載らす がが 得策で わると いふ 觀 へが、 ぶ* わる g 員 や ms の邮 にを ク たからで わつた。 
邮ち このが 合には、 アイ！々 のがが は S だが ぶら しい 均が のが K が & かつた ので、 さう いふ 巧 巧に* 
つたので わ 0 た。 

巧る に 今日は かなを <が0 てゐ る。 アメリカは】 九 ミ乂輯 にも & れぱ 、心が のとれ たが gfc 持クこ 
とも 出 ホれば、 おおと 巧 ひ 巧る 单 かも 拍來 る。 そうして みれば、 がが にょつて は、 おがを 巧へ るた 
ろが がかの 裳 IS にお 恥 さねと も 獻ら ミ。 

♦ ■0. 化の だ i がの 一つは、 アメリカは 私に 不? ^の廳 にが* されて 居り、 こ、 がが 閒はバ 

财载麵 ランスがとれ&い。 そこでか4しも|8の大|!?^を||巧するなもば、 がのがキは4す--^ 

1 增えて、 どゥにも&らなくたる〇 ゆ免にアメリカとしては’ ^{^が婚爭はしたくても がか 
た S が y で ある、 とい ム ので わる 0 

巧る ほど 乱が の T イリ々 が、 不が氣 QA に ましみ 0、 わるの も 事 おで われば •ル— ズ ベルトが 巧が 
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B 巧と & つて その！！ k 策 もが じつ A わるの も かおで わる。 能しながら アィリ ヵの みが お 載 かが i 、 辦 
のが® H に 比 ミは 備糞 さを もっ ミミ i 前 すれば、 7 メリ ヵは 難の の 俯が ミち 籍佩 
にはが みが わる ことは 我は をぃ。 が おの 狀 もゃ 肤が每 齡が豁 に 常し ぃとぃつ てち 亂散 はが 能り 
まし さで あつで、 貧を 心の まし さとは わけが ちが ふ。 

I た DI 整惠 ベた ゃ ミ、 黨账 にはが 器 斯 のがり かる 取版龄 もを ば、 をを 蘇し 棘 
年い る 巧げ も わる。 かしてを 衡斯 がが ミ がらを た g に 驚す る ミは、 ァメ ミが そ 
の蔡繁 を S ミ かが かで ミて、 繁敝 がり 抓 佩では をぃ。 もし ィギリス ザ繫 
から アメミ のが 斯繁 をが がするなら ぱ 、が髮 おのが る ことは 胁お ミぃで わらぅ。. 

W 妻が 讓に撕 する おが のが ゃぅ雜 にょって は、 がが は撕繁 して 某を 撕へ るた ろが 联銜 
斯もがサざる8|&をとる己とも裘し4ミ がしミら裳は俯もががに蠻晰かがを5ずるもの で 
もを たち S にがして まがの 皆た 版が せんとす る もので ミぃ。 聪 して g らぱが 联衡斯 のがる 
か 巧ら ねかの おは、 一に も ホの 手に わる も ミぃ ムぺ く、 おがは jg じて そのが 肢が となる 觀は ミ。 

ぉら ば？ にもが 繁 がが おる とすれ ぱ 、それは ぃつ、 兜から 藍 ミ < る ミぃ へば、 g に繁が 
の襄 のを おがん 巧が 奪し、 がが 繫も義 のか 觀た ミて くる 一垒支 較熙を ミぃ かと 

ぶはれる。 もしそ《がに巧ることポ^^0としミ、 それはおがの燃で巧はミん がにがお鞭斯らし 5^ 
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いものが 巧 はれる のは、 巧ら くは 一九 ミ 九 おがからで あらぅ。 

^ らばが も拇 if がが ~ ミ をら •それは 歡 なる 燃に がて 靖 はる、 を ミ獻厮 にが 
• 《 * し ミが の 冗っ をを る ことが がが ミ 

I 一、 が 断は がづ髮 sf 議 ii する 豁 豪。 ミ 難と し 

て、 规に 斬す るお税 がの 媛 敷が 裝 にが 腊を 驚を くされ ミ 
二、 联お Q 聪 ii がを 瓶を 巧の も ミミ 繫 ならしむ るが 驭お 、が繁 が Q が 難と 裴は 佩を 

ホを くなる。 

ご 一、 酱 S おがの 掛巧 •、恥る。 

の、 眺 j | 腑胁 S がが 繫 さを 觀艦 として、 が熙 はが 龄の 獻庐 もがが をが ぐ。 

お、 だ おのが 龄 としても ♦かは 祇 がかを もってが 進す る。 

■ • ■ がそ 繁 ては、 がお io が} j は 俯を 城 一繁に そ Q 髮 難を 酱 する をが な 
せ 0 * ぃのち 驚が がを ぱがミ ほど、 渐が 勝は がと が ミち^ 驚は がと 繫ミ 
ぃもの もがて かミ脯 誠が おに 燃て は、 二と 二た 腑を ば、 桃ず しも 凹と ならず と萝 
られる 儀で ぁ ミ ゅを におが をが かする には、 销が ミれ ちかる ミーが が おの P にが 霜が し 
S る ゃぅな おがを がづ俯 ミこと がが 驳 ミミ 鶴聪繫 がの おがと 謂 せらる tQ が ミ ザ。 
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が to にお 驚が ご鞋 めを たがが' 取 依© が 髮びミ 敷 3 は、 叢 挪敝〇 驚、 娜ず しもが 热 がの 
聪繫 がとは 觀 する をが をぃ。 雙ぱ穀 俯が ミ髮 Q おがが を 巧 十ぶ が、 g が乂 がと 错 めた 
ザ 十ぶ ミ ひ 丸 ミ ふ S 和が、 聪 して i 新が の58 がで を ミは 懿の繫 が ぁ ミ、 がろ 煎截 かの 

かがた^ つ V C れで證 -i た ミ ふ Q が辕 でぁらぅ。 廢 。載を なす 繁繫忆 g りと すれ 
ぱ 、他は & して.！ ミ ぉゎる。 ゆ 免に が繫 がが を < をれば、 が 断は 俯れ もが づ |1 新腑 なる 臘繫 
位の 完が忆 舅す る 己 とは 議 で ミて、 C れが雜 にはが づ が繁趙 ミミ お繁 Q 震を 滿ミ 
ミに な ミ ii る 忆靈0繫 は、 駿 Sf がと」 ては、 おがす る ミ Ks ミミ ゎるを、 繫 

は 巧が の隻 あは、 巧す とも 巧る ことは ない ので わる 0 
• ■’ がが 聪 裳を 齡お熙 の ミミ も 驚なら とる 锐 には、 撇を 厮を说 かすに がる 掀が 
0 • t 誓 驚す るの が髮 8 で ゎるが、 さ ミム 煤く ミ 義ザ傲 か 一一 一島の 城が 器に 

現听 する かは 巧^で ぁる。 

がが 敗 iS を 驚なら しむる 雜忆 は、 霞 Q 誤 二が が 勢緊も Q 忆が •々、寺が が 忆が ミー 
疏 がを 换< も Q をが るょ 忆 養は をぃ。， J れ忆は ミ Q 墓が ゎる、 一。 は g お Q 馨 、觀赋 が 
彼は 比 接に？ 34 も、 義を がくして 蠢 Q 聽が东 さを する ミで ゎり、 はが 繫んの 
聪發 はがで ち歡 がと 於く して、 殿 ミれ たが かで 驚の 敗 g が養ゃ .TN とする ミで ゎミ旅 お 
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は籍? がかが お* ち ィギリス がが •んで 驚す ると ころで わり、 襄 はが 難が義 ち アメリヵ 

が これまで してを たと ころで わる 0 

ミミは 备 こが 一が がゎって、 俯れ をる とはが^に がが する ことは がが ミ。 驳は その がり 
藤と 做 か® の繁 f か f 繫」 て、 ぶを おむ ミが は ミ。 

が 年の 月に li が 5 れ たもが 知 一二 庶 Q ん 3^ がでは、 が襄 がの 懸潑 がが ちが ものは 激 g が 
持ち ま ミは 乱也獻 下に 保み して、 化が がを に 做は をと た jjj かしで ね ミ W し ミら をはが 
が 賢 化 g としで 整を かがせん とす ミ iiQ 於お啟 でぁ クて酿 巧裝の g は 俯 もぶ にが ふ 装 
はない の ミミ もの 義 すると じろ は、 がが が 胁の が が55 た‘ g めて、 から jjggjjf 
|8を&さぅとぃムので|夕 おがのがでは、 か旅として整をかがすミろ おがの穀には而 
に 再を 觸け ミ。 そして W 化黨 のが 乎が として、 藤が が おを がる， J と t が じこめ る 旅が の髮が 
を 載つ ち もしもら ば おがと しては 俯 もこれ にがを 俯ける が驳 はなぃ ので ゎ ミ 
• ♦ * ?ゃ 笠が 持が と ミ、 聪 斬は 酱 5斯がミ ミ 厮 がまれ、 幫が がを も ミ 震の が 
力り ■がに か へらる-. が 俯と を ミ。 

ぉお は黯 iiS と asu、 四 敵® が qS ミり、— 坂忆 7 メ， ミは、 磐た る蓉お 
をて I ぉもして ミ ゎら • g おにが する 羁が jj は、 おと」 てが 襄 jj にょ ミ かがされ るかが か 
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にょ ミ 巧は も雙 で、 俯 叢が を 器 すれば おがで わる ミに も狱 はれ ミ だが かがは そかでは 
ない、 化が アラスカ 、アリ A I シャンが 面から. 極東 か 巧 わが w として 酱 がが A がが は る、 ことは、 
かお アメリカが 同 ホ 敵に かける きがが 據 地の 驳齡 にがが をん れつ、 わるり もみても わか ミ もしか^ 
巧 おが 日が の 厳に おり、 がが ま 4 繁 して おがの お 恥が がをお ふこと ミを ば、 おがは 厮る おし 
を 立^に 立つ ので ぁる。 

さ ミム Si も わ ミち 解繫が 脈には 繫婚斯 と 所がに 酱 おのが 斯 も お 嫌に 靖 はる、 ミら ぅ 
し、 露 ミの 一因は、 もが $ がの!； つぱ りが にを る こと も、 これを かがす るに おくを い。 

* » 0 眺難驚 做が ミを ぱ、 がかと もが 髮の囊 と斯ち 養の 驚 襄を掀 散が 

B ■ * がする が與 に撤ら る、 で わらミ がに ァメリカ でち 蒙が がの 潑澈 P と 所 i ちが 

R お幣 。上の 島な 能を の 脱が 巧 散を 5 化する が腑 たもつて、 グヮム 、ミツ ドゥ ユ I 、 ジョン 
ストン 島、 ゥ H 1 キ 、アリ H 1 シャン おがが 敵に、 が おおが が もしくはが 酱が 巧を 散散す るた め、 が 
がと その f 備を おめ てゐ ると が ぜられ て ねる。 

フィ？ ソ ピンの 巧 《 を 如何にす るかは 疑 脚で わるが、 アメ 9 々は、 郎 iS がが 歡 も、 が联傲 だけ 
はかが したき あがで わるから、 胡は 觀 が の 防がを がす かも 知れない。 

■ 裝かミ 四つ ミ Q が麗 とな <:> て、 が is 狀繁 は.！ 繫你忆 繫すミ 


が 1 — 



かる 话 • ■ « ホ 


り * I が ミン 鉛り の 敢觀齡 をが 15 してみ ゃミが 料 二 震と 所 A 叢では、 衡 おのが がが 一一 
僻に ミミ ミ賦が 十二 おこを 一ー セ輯) にもな れぱ 、この 奮は" お •し < が.！ する 
であらう。 ゅを に 俯へ ばが £§ 養 千 トン Q 載が 一 JJqII 繁は 一 藍で あ ミ もを が あ 
萬 トンに を ば、 が一 寂齡ミ 、るで わらう。 一 萬 トン 臟幣糕 一 鉛の 敷繁 は、 が S が 一一 一千 巧 脈 ミ 
のが、 これ ものな 八 千 トンの お 治联 がに なれ ぱ 、やはり tl 做 恥は か t る ものと 辦 へねば なるまい。 

そた が おのが 脱 ミム 齡颗も 船は ミ、 繫か はが V がんで ゅく。 俯へ ぱ聽賊 の 縱私热 解と を 
れぱ 、驚な 露 おが それから そた 热 はれて < ミち 俯れ の 厮も繫 Q 联 粉では 繁が がが をく 
をる。 娜を おがの 穀 おにと るなら ち ii か拡 はが かがに $ り 、がかが はお 髮 におる とい ふやう 
ち 祝じ教 、おでち 擦の？ なる ミ (新ら しくが がた も S 徵敗晰 がが が ミミ 
が £穀 お 0 構は、 華を 八 お を繁 すれ ぱ 游二繳 がと ミて、； 155 衍 がの 瓣に 心る のが 備で 
わ ミ 搬 るに穀 お一歡 をが るには、 がく も ミヶ おを 與 し、 その g の ニヶ おは 燃が にわ ミち 驚 
fe の 護 封が 十六 U をが 6 し ミと すれば、 おに 四 数が 散が が ミな ぱ邮 にかは ミ。 それ ガ 
けで 主 彰一療 辜 露 ミミ 破ん や皆 がが も 露に がらねば をら を g てを やち 
* ■ 蒙 1 がをかムかもかれをぃ。 ががは¥繫繫ががのがに|^がしク 、わるか-;1>、 棘 
がを驳お霸はミ觀はミちボが擊の瞄^^からがへてをち さミふが賊齡は 


なか には をらない 〇をぜ をら、 が i はかむ にか また髮 義の馨 をる が おの でち 
賦 がを どは 腺 にを かずち 敏批 なる が 心を も ミが も游 もを がが す *0 のがを 蕾 わ ミら だ。 

4, 蔡黯 Q お 掀獻繁 帮も それで わつ ち ドイッが 驚か 縱お 新 おを か ミち ドイッに が 
して 十六が 十の がが をが がせん とする イギリスは、 これに 撕 がする ため、】 刻 も あな せずに、 同じく 
游 がに 殻 おし セ。 

これは 巧り イギリス のみでは ない、 ヴ シン ト ン がか 鞭の 繫獻 が 斑與 ミ、 所載を がが を もって、 
がが などは 臓 S 忆ミ ずち これを 察」 た ミで わ ミ 
i へばが 巧た Sf - H 一5 の獻 一手- ?<が が" でが 啟を たがが なが 騰 は、 が 替ハ聲 から 郎ょ 一霞に 
載る ち 鸦繫 の 热が SS ち 繁お辦 一 寂 ぁモ四 畐齡で ぁっち 做る に ァメリヵの 勝が 繁に遊 
似す るた をは、 § もを く？} を笑鬆 忆¥ がする こ t なり、 聘く も 遵六梦 II 四十 繁 では、 

* が お セ おから 郎 十一 一鸦に 載る ムハヶ お i がが おとして、 髮 載が 一一一觀一 孝ぉ+ 惡齡が 游裝徵 されて 
巧ゐミ 徽 るに おがの 梦鉛が ずれば する 戳、 7 メリ ヵの がで もが ミミ ミ、 を 日が 4 上に 私 おせ 
辨ん とす ミち 一 一繁の が勒八 おの 骼 g + ll かが ミが の莫 護を K に 炎 鬆に繫 する こと 
術に をり、 が 5 九 整から S 十 セ おがに 盛る ク繁 おとして、 繁齡觀 たが 畢一 一巧 萬 胁の繼 がが 
お做され、 それが觀四±二巧がで承？^されてゐる。 
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か 栽は 繫に盼 ミ據墓 0 がを 姑が 龄辭裝 0 か 繁でぁ ミ 
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〔備 看〕 の ル 六 (を！！ 女) とろ 八 田* » 建 あ 《に 笑 を 用と してを た* 算を かがした to 

ゆ单 化は！！ て 千" 

み 巧 窗正受 著 『海軍* 縮の 重 だ參层 


心ち クハ裳 欺を がが のが y が繁 は’ おが セモ ぉな 萬碟を 一 簾 煤が ミミ ゎつ ミり が、 
<< をに & ると、 J 1 に 簾して 二が 裝 とな ミミ。 このが いべ さが 私は、 が お 十一 一一 おがから g 








か * WSMtSMP 丈 


ホに 嫉少 する ことにな つてね るが、 大正 十二 もには ヴ シン トンが かが 巧け たので わるから、 もし この 
が H が & かつたなら ぱ 、日が が一! とも も* 献が たがが したに おひ &< •從つ てが おにが ては、 依 
受 はがが するど ころ か、 がて が* ザ かした であらう。 か 時 SSSS もボ 、おがは 狀 がおから がが する 
であらう と美 じたの もゆ是 わるが である 0 

巧 脱までは、 if が iSSi {が 比於觀 にが 價 であつた のみ か、® る もの もま ガ現 はれな かク 
た。 それが 今日では 巧が 敢 lii {はがいべ を 殺が < をり、 がが J & B はきん の if にもが かを やつし つ 心 

ミを、 C れ がが 黨繁と g ミて、 g くべ* SJ が 長る こ - U は ぃ。 蔡腑鑑 

は、 がて*！! が にがてが を すん つても おがたがら ねばならた 時が が號來 する かも なれない とが 吿 され 
たが、 さう いん 悟は、 今から してを < ホが 巧 おで わる 0 

だが 巧 ホが を 一 ^^山かべたところたなて、 繼らに*^するものと$5おしてはをら 
"いちを おはを 强拔 ザ、 r 常 ぉ 瞒は攀 もが 萬 も 僻！？ はもい 骄ぃ ものが がつ の 
ザ。 この K 巧を がれる 時は 大田 日が の大 す ことは が來 & い。 

夕 觀アメ 9 力は 巧が にが 巧が 爭 たやる かも なれ & い。 於しながら 獻 8 が 斬に ょつて ましむ も 0 は 破 
り 巧が 日が のみでは & い。 巧 おの アメリヵ も ホ ましむ のガ 。ィザ リス にがつでは 巧ら くは 一が ましむ 
e わらう、 & ぜ & ら 、ィギリスは 31 P ッパ がが ではが かがの が 軍 ilS たがへ、 がが 解 方 旅では がが 


が 軍 力の が it ん がも絲 巧から 離す わけには ゆかを い。 そじで ィギリスと しては、 この 兩ホ ー^に 同時 
にお 抗 しおる 游 が 力を おがして をかねば ならない からだ。 ゆを に 巧が おが 人に して、 賊 にがを がめ て 
が 军が爭 を 脈げ するならば、 お ザの みが 獨 りで 悲肪 する かもは ない。 聪 さには セを 一一が の卽 かがと い 
ふこと がわる、 巧が sS 巧は セが でが は 111 がと ぶへ る 時が、 おは 友み** とい ふこと で、 自瓜 のがの が 

豁 はい ミ 鑛 にも ゆる ミで わ ミ れは 獻が霸 の 繁 にも 繫まミ 化さ ミ 獻お霸 でち 
ねばり 巧い ものが おにが をの 巧 利を とを るの ゼ。 この度が t がれて、 が々 に 敗 i かぐ 晚は騰 つもの も 
i てなくなる。 

日が はか！： をる がに ちして ち k 防ム不 もを がぜ をい 教 おのが がが が 解が していけ る齡傲 たもつで 
&ミ どんなが 巧が 爭が 巧ら ぅとち 巧が 因 巧が がを をめ でさへ か、 れ ちを けを いゼけ のがが 力は 
がつて ゆける の だ。 日ん in 嵌は はつをり とこれ を 巧 0 てを かねば をらぬ。 をぅ をる とが お 載 5； に 一巧 
おしむ ィギ ， K & どは、 繁忆 £が霸0 難が とを ミが てを いと も賦ら ない。 おは！！ VS 楚 

の 化】 0 にわる のポ。 

« « t がか 热爭 は徹も すれば 巧 城 撒に 思が をが じ、 规 化は！！ じて がかと なり、 骄 11 して 獻が 

，も •となり、 1 4 を 鱗れ ぱ胶 8 ^ となりが い、 黯が おが rv れガ 。ゆを にが 驚が 〇繫 も 

■— へで をく t とは もがに y 巧で わる ザされ ぱ といつ で、 も is ® は 如ず 於 斬になる もの 
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と 早を 巧ず るの〜 早計で わる ゥ 

巧が 巧 利 田が が拟 おに も 祭 さる I 巧 合には、 がょ 〇砍 5 もな すべを でない。 紙しながら 槪 がに 龄伽 
巧爭をするだけならば、 がもが爭にもへるか驳はをい〇 菊らく图がを巧しても巧^§^^ やる ベ し 
ち なぜな ちがれ ましむ と 巧に 脯 おもまし そが 巧 巧が とも 賦 がが 解の 紋戚 賊魄れ となる ことを 自 
巧して、 み 破の 方へ とが 向す る ことなし とも 胁ら ないから ザ。 

t が大 おが ドイッは イギリスとの 巧 に 街 || なる 獻 8 載 制を が がしつ i ぁつち この 欺が 汾 解に 撕し 
で、 イギリスは 巧り にが かを をつた が、 巧 おは •ト イブょ リ〜イ ギリスの がが 雜 つて ゐ たのは、 一九 0 
化 のな がに、 時の お 瓜 巧 マッケナが、 

一九 〇义 おには、 イギリスは 載 式 iiJJi 十ー ハが を 巧す るに して、 K イツは 十 セ} ^をが す 0 
と吿 白して、 イギリスの 巧 かを 热 かした のた みても わかる。 腑厮 セが ミ かの かかが がそれ で、 ドイッ 
からみれ ぱ 、イギリスは ドイツ 盼 に 巧つ てね たの ガ〇 ゆを に ドイツに して、 自腳 して お 棘が かを と 
り、 か 掀獻联 掛爭を 巧 巧したなら ぱ 、おかの 瞬甜 もは 期は ドイッで わつた かも 4 れ をい。 がから 撤へ 
ば、 ドイッの 龄が V だ 科 1 H つたのは I がが のがでは がか 備聘 しとし ち ー ドイッの がには がろ 
不龄で わつた。 

さぅ いふ！！ 巧 も わるから、 が 8 掛爭 はが 做懈 に聪斯 に* る ものと 轉が S したり、 がは がに なれ ぱを 
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る 磬、 巧が 比率は お 手 巧に 比して 不利に なると ii して、 li * におを 的す ことは 獻 にこれ をぶ めねば 
& らね 。もまる のは 巧ガ 、热ら < 化 たす えて、 がつ くと ころを ながめる のが ザ 巧の 巧で わる。 

巧 巧 米 « 同 L で 日本を 巧へ るか 

瓣 ，お 蒙が 潑奪お がとの 城‘ も繫 0 おが、 藉 モン。， 義の 簾、 お 
ミ;; か 辕の娶 、こ ドン お繫 かからの 驚、 繫 にかけ る 焦 驚の 驚：： じ I が お 

がの おがは、 おに 巧が 苗た なくの おがわる 。このが ひに、 ッ 職は 化 Bi ょ b 游 がして ！ in 
を おがし、 まがは がが のがを 收め 、ス ナム ソンが まも ii 巧の 巧が が おもが 巧ぱ してし まつた。 腑 ふる 
に-ま ade in を ミち- とが かたれた S 化は、 として かがの m 々に. 1M でも 倍が し、 滿拥 巧は まが 
の おにらみを 巧 £ にかけ てみ' ? としてが 紫し 01 わる。 この 驚く ベを 8|巧 には、 |一 がは かちながら iS 
をが ひ轉 へを がた にして、 S がを A がさねば ならた かもに がられた。 

だが さぅ いふが 偉を 日 もの 巧に 撕 しては、 もて ミと お 妬の がに も ゆるの が 人阳の 常で わる。 獻し 
でが •が. ッ •まの 諸が では 4 を 斬した。 ッ S の 脱が 巧 脱 6 の 《 化、 ァメリヵの 載 お 歌、 おの シン ガ 
ポ ー ルが 巧の おが、 ま 巧のを 軍 iKS 巧*、 おがに 46ム る わめの が 載で 事は、 巧を 日に がで 進められつ 
0 わる。 がふる に、 S が t このま、 にかが してを いては、 俯が の 神が、 がが か 11^ の ij かを が 俯 ホん と 
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いふ ミを 哄 びち 繫が ミいた やぅち が撕 にゎげ を ミミ これ ボ繁 s が ミを に繁 
ミ、 ゎる鑑 で— Q だ。 が so 繁こ 之が ミ がらざる を 伴 ミ。 

* Q * か 主が が S は イギリス にが ミ 巧がん で ゎ ミ 邮 ちがが がの おお ロイド •ジ m - 
H 4 ■ジ かは、 一が 俄 十一が 革 八が* 下 おで S がの が 整 f - 装し 如轉 一が 十 セが にち 
•巧み ゥ T ルスり バン ゴ— ルに がて、 幕 ts 競酪 にがけ ク、 、繫脯 おへて ぉ がの 
對 まがを 繁ミ とが 新しち がに a イド •ジ ，-ジ 繫が狀 の歡 聲與 a シァン 觀もが 驚 こ 
が 十 セ Sq a ンド ご， 1 K 6 広蔓 して、 おを 一一 焉 Q 嘶に 篆を旅 ミ 瓣肤と 似す るで ゎ 
らミ もがた 燃 ミして、 九 S 藏 の5|盗 は、 ミ 21 わがた 歡 けて、 ミ 叢を g か* ねばならぬ 
と M じち 

. V の i イギ ， X Q 繁—髮 A ポ- .ヴイ y かもが おが お lit 哄 び、 が籍 たるが お ノルマ 
ンこ； ル かは、 『露 T 脱の か！ はして おがを 斯 へょ とおち が繫ボ I ルド ウイン 巧の 化 
* は、】 漫+ 一が 二 ま 一が グラス ゴ-ミ 撕齡が 解 おに 繫が ミら ぱ、 

イギリスは アイリ カ 

と 共同し ミて は、 こた も 麻す る こと ミる ごと 裝し 、十一が 十二が 霞 ミ マツ 繫も囊 
が 5 所して おがに 俯へ ょ といん 蒙を SS にがべ てゐ るり 
なムの やぅに おて < る も が 脱の が ザは B る 衣が をゃ ミミ ザ^ 叢に がて は、 ぉ がに がが 
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な厳賊 もがく をぃ。 俯へ ば髮 とし ミが がかち おが ミミ ス繁 は、 一 繫 i 月を のこ ド 
ン •タイ ムス 授ち獻 S 肤〇が 殿 S を帶 おし、 が 版が Q 蠢 ロザミァ 斯 もがが がを た 破は すの， は、 
が 載に 於け る ィギリスが がの も獻を ゥと辩 巧した こを 日)。 がの 巧 巧 ネヴィル •チェン バご 氏、 
鑑 サィモンが がが 髮 觀に備 ぃて ミことは、 ブ レ， ルス フナ 1 ド かが 襲が に 指摘す ると ころで 
を ミ おに •ハ， ンピ 1 がの 瓣陳 黨觀 がは、 ミトン 繁 を繫你 におへ した も ミ、 日雾 ミが 
は、 脯が觀 して ゅく ことが がが、 おゅかねば をら たと がち その 叛 巧を 幹が に 示しち 
ミン ド こ、 にがが お 撒齡の 鬟你一 f してが 新 熙の馨 ミム 繫 から 瓶が 驚に い 
夕—プ レ 5 を かる ラ々 ンド テ， プル： &の贈 齡こ左 一一の 轉+ 一一が 浆を觀 がして みやぇ 

AOS 日 案 巧 巧な 《をな ホし、 モの寞 として 太 ホ 巧に がミ畜 のな 罵 おを 富 W だが 5 され 
たろ 英？ しては とる •へさ 方 巧が 一二つ ぁち (一) 妄と 5 も W サ ざるみ 必 をん つ 5 まで 圭— 一二の 化 辛た 
» 梓す るか (云 日英 g 手す るか (吉 一巧 蓋で で B 本に 當 るか 0 巧れ かで をる。 

ホーは 千 一二 £?|1 持す S た 含 f w で、 爱 長け 美田 SS 化 5》 ご is 寫を ま 

ナる ことで をる ち 困つ たこと には、 この 方では をが か、 つてれ 方 •かない •のみ ミス 會は呈 との 《ミ 
巧を する こと、 もなら. f'。 そ S 合 置は 本異 太キ 巧から fg れて ゎる 保 上、 其 だし is 立 S 苗る 
を 巧れ* ぃ •夏 ポ巧 SS を# 子襄 城ょ i ひ、 又宙ま C 星 £5S を* |?ミ とを 含 ポ防化 

し 巧る ヤ た 巧は しい。 かちこの 方 巧では、 芙 巧は* だし <不« のな e に B るん のと* 巧 ♦わ ばなる* い。 



♦二は アィリ々 とは 义 好— 保た 持 « しつ、、 昔の 曰ち 网 a みた ヤ ろに、 巧函は 日本と 撇手ナ る ことで わる 、 t 
e 襄は巧 ■內 S 人の 中には その 共鳴者 ボ 多い • S 巧 夏 巧と しで も、 もを S 目に W ミた ザろ ちと 
じる ザ そのな 6 はみ の f ゥな S 由に ょり、 これ 亦 不可 化 だと > ぞ された • 

その ♦一の 理由ろ々 日ぶ 本の 地位と 夏と ボを宙 的に# 化した じと ち •の 日 巧 同 S 時の 日本は ー ル W 
ザ、 自 面の 巧を に# ホして わた 妄、 "ンア を 巧た？ i こ？ f も をれ て&わ •とこる ポ ミの 日本 
は 田 5 *た ミ 5 わ 9、 而 ミれ はを £6® い 軍 5 S 下に tA ら 、ミ 巧 S 下 5 立たぅ とは 
しない • 

♦一一の a かは、 日英 巧« はま 巧の 巧 主み をと 巧 戶两せ t 主旨と して & た •はるに々 日は どろ かとい ム に、 兩者 
を«棄 サルと する のが、 日本の 現を のま » 巧 » の 公な せる ft 巧で をる。 

を 二に 日英 同 B 含は、 日英 星 S をは 街 《しれ かつた。 《るに 今日々 は、 ま 巧に が でん、 を* ホに みぶ S 
《にがてん、 戚は义 空 岡 巧 C かて、 呈 《巧奋 はち Kic 《言 5 わ 10。 ミ C 日需 sss ホる とす 

れ ば、 そ 巧 田が 相 巧の 巧 巧を# つた 上の ことで あらろ •巧ち 日本は 巧 画と S 手し、# 泉に めける 巧 田の 巧 ± 
及び 巧 g を か 障す る S として、 巧な な 5 を 巧 ホした， 、巧 ■嵩の 巧を 富爱 S 回を 史 ホしたり、 义は 
日 ホ かかの 巧 合、 巧 H の 中立を 義 巧 づける やろ な】 9 の 不可 « かわを » 求す るで あらろ •じれに » して 巧 國ぶ 
(一) ホ 田の 不 ホを R ふこと なく (二) 自お 巧の み 巧を ホす ことれ < (吉】 ま 巧を その 巧 A に 巧して 見 接 てること 
にょり、 ホ那と QS を？ t と S ホな i 至 K ホん t とな」 にろ ミと 《問 K そろい ム蹇 を か ミ 

とボ巧 ホる かどろ か、 それは！ 1 めて « 向で をる。 

それの みか、 S 規 《、日 S 《、か s ® を g つた ■と S が ホを 8 ゥ たち 芙 S 義的地 化は ミなる と 
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思よ たよし を s 基 みるに 足ら？ L て〜 ちで 28 ながまで あるか どうわ •さ條 《を 2 

巧つた日ネは菱にをる英巧國の巧なた妥したとこるで、 それにどれゼけの£たわ<ことが某るか、 口 

本の まが それによ つて 甘い 汁を 5 てし ミた 上ろ だ 古 S になる のでは なから うか。 S に 目に 含へ ね 

ポ ffs 、 かち 印度 及び 塞に 於け る一 否 率— にかけ lif いすのは どろなら 

であらろ か。 美 さ 己が 弱いた 旨 案る < て 5 ま 義 者と S した、 3 うして H ま 富ま 義 者に？ 一大ね 

? み へたと# ミれ たら どろなる と 5 ちわ < 々へて みれ ち 日芙 S 手は S てを 55 でち ミと が 
わかる だら ろ • 

日 丰が華 s ? s した 5、 乂卒 巧に 於け る S 5 C 安を S 2 が S ♦もれた を、 S のとる ベ 
* ♦一二の 方乏 、未？*! 力して こ y 卜； 《の！！ 5 もま かする C とで もる 0 

わ f ミ ミ ♦差— 芸 f つて、— 含の 巧 ホ 

1^二に美8にんまポ&る- |九5年#吕&長官 ミこち 妾ホにかて巧米《共8ホをとらろ 
としたと ち ミ SS いた es わらろ、 《ボ芙 ■堯 T ら？ .サィ* ン でろ， 含を をで みつと* 

蔓は R かにち S 々巧言 會 の S の 下に 难わ された のち わの SK が 未 ■の S に？ C 、 芙米 一* して 
日 ミら ば、 呈 はを 讓步 したで あらろ し、 日本に か ミ 自由主義の 勢力 も ミカを さした でもら 
5、 これには 具 論ポ あつて、 何を はてて さ 本を 屈 ♦しむる じとは S 来な かつた で ミミ ご A 辨に 
も 相 巧 さもる た 家は こ の誰 争を 朱 遠に ■ける であらう が、 安は 。 
れにして主！ジ-ごサィ：は、巧855た《にミミ華曲して來た《さげ^^ 


己！^ 旧で た ミ S は 己に かへ， 0、 米 5 1 を！ 0 がに 5 へ s •入を ちんだ 巧 《ち 5 は 米 ■とはろ つか， 巧 
度は 男ない と々 へる ヤゥ にな，、 そ 占呆芙 51 望 二 年に も历 ごみした ので t •このぶ ごみの なゥ こ、 
は 一九 互 田 年 i 五^に をて、 大ホ洋 方面では ょ。 大 ミを 满に S で 香せ わぱ なを < なつた。 

热誌!^^く？ミ、 襄驚のおおたがべミを が裝なことには\襄脈には献叢びか 
たゎ ざる 泌 8のが ひが 篡と f てね る ことは、 一 煎 觀んれ やぅとは ミい。 ィギリスは、 らの 

がを を S ミ ー言 霧 Q 窮ミ養 Q 篡萎を かて、； ン トンが かでは、 ァメ， 々 or ぉ 

げ‘ バ谓评 がぶ やく &f 夢た ではを いか。 r も猶 らそ穀 は、 か. る 
巧 曲 巧 Q まがと g 聲美 らゥ とはせ ない。 

をぅ に、 日髮が もが f 共に 襄で わろ され ミい つて、 繁の繫 も跋 がで ぁると すれ 
ば、 ィギリスは 俯れ のが をおう ミ。 ラ ミ ド •テ， ブル 龄 は、 露と し ミを がの ミに がぺ 
てゐ る。 

吾々 の々 ると じる では、 日 丰 s 條 《たなつ たじと £ しては S の 5 •かたい •か、 日本の 8£ ナる署 

笑に とる ； 點も わる。 を S2S ホ 十二 年 55 に徵 し 再々 巧を 要ナる ものと 5。 翁 ま£ ナ 
る 夏 S5 には 友を々 f 與 へねば ミち こ QKS ては 5 は ご.； 十-百に スマ ッ> ザつ 甘 こ 
を 貧感で わる。 f 



へ!! ♦本 百で し 


なし それには 一二つ の 慷件ポ A 要で わる、 ♦一は 致 ホ 巧 ホは 国# tAr — で 巧は るべ 6 こと、 力の ルを の# 成の 
下では 巧 はれて はれら C こと、 そして* 束 か 争の 共 巧 的 又は 集を 的 解 ホの 原 M を賴待 ナベ ♦こ 4、 第二は 巧 解か 
は 巧 巧せ にな » 地の «» にょ リ日巧 米に K の 巧 與ムぺ ♦こ 4、 第一 一一は ま 巧の 巧 生 巧を と円戶 巧せ を！！ 巧 ナベ 
6 じ i である、 これ ポ S めには 美 米は tt 力す ベ 6 でもる、 日本 もこれ にょつ で その 目的 fea しみる 餐 でもる • 

盼 上が ラ ミ ご テ-プル 誌 Q 所 が〇 んあ であ ミが すれち S お Q 脱が も S おの お觀も 和}^ 齡 
ミミされ ぱ ミミ おが 0 霧 も 故が ながが がゎ ミミに 瓣 巧は 繫に龄 ける がた なが 騰を戳 
ろが 載が 0 讼 がを 輪 おせね ぱ をら 《。その 6 をは、 薇 & る 邸が がわら ぅとち おがは 一が して 
ことに をれ とい ム ので わる。 

がが 鞭に S して、 が おが 一二が 鹏 にがを がが 磬を 獻 ぷが驳 の ゎる じとは、 おが もこれ を 觀めミ 
ミ だが こたは ー ミ 飯 供が が蚁 ミろ 魄ち繫 g 酪 のが 燃は 解 g 藍 ミれ を繫 し、 联お队 

のが ミ 困のを 巧 巧が は ごがを 巧る とい ムの である。 が 前す れぱ 、ラゥンド •テ— プル 齡の いふと こ 
►0 の、 赚 がの 講叢擊 は ごがを 載る とぃ ふの ち なぜなら ミ胁に S しては、 お巧 はがり ミ 
献 な紛 S を 驚して をた かち おがは これを 稱 びす るを がせない。 おがは おして こを 賦め るを 
ぅち もし 訟 めない とすれば、 こ、 に 日 もが sJr のがが をる S がが S はる ことになるので わ ミ- 

な らばが がは が 所して おがを 觀ミ かど ミ， モ たは ロンド ミ お繫 j| おが 队が 、おが 惦厮 


かも 得け が や 太 


のな 法が を々 が 巧と なりつ、 わる 春 黄を 私 巡す わけには ゆかない。 

« 代 例へ ば。 ン ドンに i ' ける が 載 巧繫齡 が 做が した 一倘お ±1 が 二十日を が 巧 俯 おが 
の* 宋 a Q 齡脱 などは、 がか 襄 i をが して、 おが お撇 のが 敝 をが のょ ミが 齡 ぉ。 

r 巧 巧 會|8 の 前を は 一に 日本 玫 おの* 度 巧 巧に ょつてを t るで わらう、 巧 ホ 南 田が ホ 足 田 ホる 巧 巧 
*;に日本を巧がか»をおるするなら、 巧米南因玫巧は、 巧ら<1か吉六年現巧巧ザ化巧の失を後、 巧因ゼけで巧 
18 をを »« する 巧な リ とならう •もし 日本 度 巧が 巧ホ篇 Hi 同じ <リー グ 巧に ぺ —スポ ー ルを ヤる おがないなら 
巧 ホ 巧 政 巧は、 わ互同 ホで やる S で だ。 化な々 凹の 會な でも、 巧 米 甫» 巧 表は 日本 代表 巧には ゥ さり させて わい 
た 巧 リゼ。 かお 巧 米 兩巧巧 巧が 日本み なを 巧手に 共同！？ 巧を » る わけはな いが、* ちポ ー巧して をる# 巧 だけ 
は、 巧み 目 本代 まがに 巧み づけた。 日ち おお 网に 二國 A をボ田 ホる やうな « をはを がれい。 巧 曲を 苗が の 一 
巧には 日 巧 南 困 巧 あ A も わる ボ 、與 g の 大巧は 反 おであり、 を 自治 巧 反 おん 絕お不 餐 巧 だから だ。 ホ 曲 巧を 巧が 
ay ドンを 引&げ るかに、 日英 兩田 巧ま两 にみ 的會な がわる かも 巧れ ない が、 日英 雨 困 間に g をを 巧な する ため 
とは 宿 じない から、 一巧 氣 にして わない。 

日本は々 や困 巧に めいで 彥を 上の ザ か 巧を g 君して 石る •日丰 致 巧が マシン トン 條わ のぞ S に 同を し 巧ない の 
も そのは々 だ。 ヴシ y トンな 巧 巧 巧 巧 時、 口 本 度 巧は ホ A わを 致 あ 的に 巧 巧し 巧 巧し あぞた 巧を、 反 お 巧は おか 
わを 逆用し、 ザが にか « してを 田 ほに 曲 巧の 巧を* が々 巧され て 居る とのを 虜を 度を つけた。 ヮシントン 化 約は、 
久し < 日丰尚 巧の 熏 要れる 致 治 的み K となつて わたが、 日本 田 巧の 政«ポ 丈 巧 か 武» か 何れ かにみ をせ S は 上、 
目英ホ ーニ 圃 面に 巧な 海軍！！ をを 巧 結す るのは ま 難で わらろ。 


435 — 



か t ベ ft を车 H でし 两 gjiai 


が > 心が ひ ミた お喊ち もし これを 養と すれば、 こ ドンに 龄 ミか繫 がは、 がく お藉 のが 
W にがつ ミぃ ふ もして 變 ミぃ。 離は 難 をる 稱が忆 までぶ を g じ 掌を わる。 

ロンドン 藉の 叢藉、 お餐齡 がの か斯 をみ るち 襄 にも おがに 撕 する 載が の講 繫が肤 

ホに お 巧され？ わる じとは、 俯と しで も おひが ミが おで あつち g へす ギリスの* ンャル 藻 
の 如を は、 みがに 掌裝 おかの 撕 おとが お魄繫 臺 おを 粮 8 すれば、 ァィ リヵ g はを にかな 
する をょぅ ち裝蠢 がの がが ミら し、 か jUlf でが ミ をれ わが 義の祭 おみを 養 
し、 がに ィ ギリスの がが 義 おに 髮を 诞乏ょ ミ騰か ミミのは 、おがの 繁を 黛に 養る 
ぇでわろ 微拿繁墓||{^の蜜は、 おがの義を规ろ 繁にががの從郎をが*5^するもミ 

わる こと も 就れ ては & る 4 い。 

8 S ^ らば こ ドン お繫 かから S おがが 聪 したがが おがは 傑瞒 しつ、、 がふ， 4 サぞ 
け 8^ る 驚 ミミ 慕た 斯へミ どぅす 一 さ 裏り かかち がの かがが 政に 於 

る 巧 ミが の 立が もがす るが には、 これは がめ て襄 厮 であ ミ 
と A 襄の繁 が 幕で ミが が t かせざる 髮 t つで、 sf 斯ミ繁 がわる をら 
ば •日が の 立 は S て 和が ミミ、 一一 一巧が 繁が〇 が 巧を おび ミる を供& ぃで あらそ 傲 ミ 
をにがかするがには、 がが義を<薪するょり；^に養1!をぃ。 做瓶は繫は恥して觀く藝に觀 



か マ 丈 


がし 巧る 可齡 がが あるか どうかで わる 0 

ミ黯忆おへる忆は、 がづお梦襄ミが露8ポ|^して ーザしてゎるをゥかを讓してか 

からねば なるまい。 もしもそう いふ お ザを る 巧が 化が が一る しでが るを らば、 が 等が 解 所して おがた 
術へ る可敝 がの わる ことは 巧ら かで わる。 

莫 《 « がが ilB は、 かがの 現 燃を 維が する ことには がが が一を して わる 〇撇 朱は いづれ もが 

•り _ だ qS 腺には jIS が ミミち 彼 ミ 藤に 龄ミ繁 の驚裝 をが がに よ ミが 

• ■ ^|し、！|&繁0繁を8?することは攀&むところでミ。繫は|?ろそうぃムが 

こ グて >ぐ巧 こく 巧- ス たい ミ T い， * と い！！ 

团ち義 的か齿 のが 興に おして、 同 巧な S なを 艦いて わるので わる。 

勿 S 世が のまる 方面 にがては、 が おおのが 斯 はわろ イギリスが アイリ カ队 おの 齡联 がをお ホん と 
し、 アメリカが イギリスと のちが 龄 ifR をが ホす るのは を こに わ ミが しを がら 破が のと ころでは、 
ミ齡載 おの 解 5^ のた ろ i おの 雕 におが ミが が おのか 獻 はなぃ、 か、 るは おを 聽に瞒 てち 滿 
らくは そうで あら ふ。 巧 おが 國 は、 が 齡 的私贼 により、 がが の 斬 おを 脱らねば をら めとは 觀 へて ねな 
ぃ。 が 船 i は、 嫩 燃を & がする ことにより、 アジて 繫 、驗が 齡に梦 察 おの 勤 おを がが し、 
巧 か 均等を 巧が する じと が、 特 がが 巧の 繫巧 より 4 がかに が 巧で わる ことを 總 加して ねる。 

かく 思 & してく ると、 裝 がの 巧が は 一を し、 巧に が If すぺ をで わるが、 巧 おはこれ た る ことか 
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かで ある。 例へ ば ん をの 事 似に 貼して は、 アメ 9 々は 常に 觀不贿 獻の臘 かを とり、 紙洲 •上が 
巧がに烘しては、 共同||^を！|つて日ザに撕がホんとするアタリカの獻^をぱ、 イギリスは掀ょくお 
殺して しまつた。 こ、 に觀 V は、 がが のがが とい ふこと には、 お游 した か 辦の迅 がに ょり、 倘ず しも 
巧 職で ない まものが ある ことを も 知し 巧る の ザ。 

热らぱ その まものとは がか？ 

一箭 にして いへ ぱ 、一方に とつて おがな 巧が 贼 巧は、 他 おに とつては 齡 なる 鑛 二が 的 襲に 過 ダを 

<9 丈 9 ♦か S 9 & •4*1' こ < け：！* N \/ こんた A 

いから だ。 このを 巧が の 巧を こそ、 巧 苗の 發を困 化に する ので わる。 

X 画の ホづ イギリスの 巧が W 巧 お、 最も まもを ものは 俯で わる かを 粉辨 してみ ょぅ。 

重 ホ イギリスの 琼 も！* 心を をく ところは、 がお洋 方面で をくて、 ネ ろ" 1 •カン ツリ ー ス、 

■ " ff X 3 *4， 。 き < ミ ふ 4| レ A ♦わた* く < ，む ふたい 

巧ち ベル ギ ー、 オランダ 等の 巧 因の 巧 立と をの 和 可 侵で あり、 又 大巧からの 空 化に 致し 
て、 國 防の In 獻を ラインの 化 方に をく ことで わる。 イギリスが ペル ギ I の 中 出を し、 ロカルノ 
粧 & を is んゼ のは、 ベル ギ ー、 オランダ 巧の 巧 苗の が 出を する ためで、 サ ー •オ ー ステン •チェン 

ご 1 ンか をして 一& はぉれ ぱ 、 r 繁 (い； の繁 はが おお 攀 の 驚で ゎり、 撇が の报 
がは がず の 破が の $ 似で ゎミ输 等の がが は瓣 ちが 巧の 安が と不 がが でわ ミの ちィギ 9 スが鑛 十 
巧が かにが て ナポレオン とが ひ、 二十 にがて ドイツと 跑 つたのは、 をく かんる 利を を捷 かせんが 
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撇 ふるに 繫俯義 の献 V たる 載 S は、 似が の驚聪 がを がが に 紙せ しろ 孤讓 スタン リ ，•ポ 
— ルド々 ィン かを して tST がが がの 露を がミ賊 、か聘 ド 1 ヴ T 繫 のが 里 驚に 鑛 する こ 
とは 襄齡と ミち If ? は ラィン 邢に 船て 骄 がせね ぱ ならね 時が が 巧た と 影 ぉた のは、 困瞒 
の 歉一獻 を 驚 Q 脱 散に ミた 驚 0 おおを を ミ かて 、、ライン 雕の裳まで^:」5^&たことを 

息 ホす る もので わる。 • 

装は ィギリスが 踞一 に S が ミミので— が、 をに S ぶれ ぱ 、繫 、瓣 、薪 酌 蘭と 襄 
断 ミ效馨 Q 察の 如 を も のは おろ 暫 一繁 ミミ 鷄ィす * としては をを 霞す る わけで 
は な ぃ 、 だ がお叢義 る 忆 すれぱ5? ろ豁 二お桃 ミ ふかが ミ ミ 
これ ィギリス ザ 黯のお 抓に が もがが を 心れ る繁 に、 が 慕 にがては、 少 くと も私繫 かの 巧 
繁 おちが 解俩 にが ミ截 でを ミ 

米 画 0 こた 賦 して アタリ ミ啟が S が ミミ ころも 煎が 能 断で わつ て、 新胁 のが 髓俯 
■ * 巧 渡 も お パナマが 整に M 繁 4 おに わ ミ だが モン ロ 1 おかの がりを ょ ミ も 巧が 
* ■な 能 駅の 靈がお 教 になる ち ァメリヵは みがに おを 恥し 燃め ちそして 心 日に 警はァ 
タリ々 は A が Q 歡髮を も ミが おする は ど、 かが Q 學 難ち ミを をる まが S 襄を をち 
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規 して & ミ パナマ 組が、 ハヮィ、 グヴム 、ァラス々、 がび ピ致 おおが が K な 

す 8 構 SE 襄 P 繫 す—、 か.— 兰 

てむリいは、 驚7*^’いが、 ?^識齡にがて、 的ら。おおを廢するお獻としてとミさた窮 

的が ょく ぶを^ ぶ 秦5 ミ 轰 Qf ptsi た。 腑ちア 

い リカが、 日イ, 。シヤ る ミの 化の 巧 巧た 狮備 する たろ がが の 城が を 載した のは、 イギリスが お 
いい ンス 、ホには ド •イツた 靴が せんとし たのと 馨で 1。 … ツ パでは 、 t イギリスの 

ろように、 繫—ける ァメ，— 


ミ® てっ ミミ ァメ ミは 支 巧の 臀繫を 影し、 g へ繫蠢 におへ ミミが 佩を 巧 
W ** ミを す n ぅ とる が、 をに 賊 して ィギ ，义 はがろ をを 二襄 とし 
攒 て、’ いれ もを 麵を 待たぅ とはし をぃ。 讓 かがに かけ ミ ギリスの 繫 公の 藥 

为 ミ 。 f |一 Qi ! ィギ！ は 、 f 
^^峡一巧^いネ，0.げ*爭することにょ。て 娶 窜 が邱ザ 渡髮が、 お霸 
巧 18^ が、 日が の 祭 的 も 曲に ょ ミから さる i ミ、 もがへの が襄 g た裴に 載ね るが が繁 

ザと ちへ てゐ る。 



かも 巧け 9 け«»» や 丈 


•をを い 

そうい ふ W 巧が われ ぱ こそ、 ア 


sttft 

測 SU 

H ミ も 

19 


•力は & 况 のこと には 巧す か'* がの 腺が をと ると 所がに、 イザ リ 
スち龜 •おがが がの 21、 おが 簾して S がを 斯 へんと する アメリカの がみた 披 がし ミち 靈 
すれち イすス は アメミ こんで 振が が it が〇豁 猿に 駿ぐ たさ ミゥと ナ るが、 
アイミは S じを い。 •v れと郎 載ち アィミは、 イギリスと 斯ち がが の 獅所 叢に よぇが 
一: して 日 心た 觀 へんと する が、 イギリス はが じを かつた のが。 

お躲 する よ ミ、 T a ッパ とが おおに かける がが Q がが 襲には 隙ぶ Q かが ゎっ 
て、 じ装展 のが W を 故が & らしむ る熙跋 ミる が •態に もが ミ かがが ゎク で’ 
腺 苗の がが を 龄 がする ので わる。 

が 日の イギリスは、 3- a ッ パの おが！！ 斯に 脱し て がす ミ か 巧す ミを 盤っ ミミ 腑 ちが 

做が 4 彭た とり、 城が の 窮厮 養に よりて お 抓を がむ るち は 藍を j | がと して、 祝繁 

巧に よりこれ を ホむ るか、 俯れ t とる かにが つて ゐ る。 

イギリスは これまで 脱 かま おおかた とり、 これによ つて ヨ I 。 ツ パの が献 たがが して* た。 棘る に 

簾が iS 豁繫 S 黯が繫 し、 isK ドィッ Q 繁養忆 ミて、 驚 Ki する 襄も藍 燃が 

っけを ると、 7 ラン K は 盛 tas かり、 SSq 所 繫热忙 蘇して し ミた。 CQ 驚の お 心に 

巧して、 イギリスは 化が にが！！ すべさ か、 これに 盤 0 て わるので わる。 
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イギリス のが 巧が S 力 城が をぶ がと する ものを らば、 アタリ カは 31。 ツ パの おがに W して イギ 
リスとの お を li 巧せ ないで あら ふ。 がるに 觀 がの イギリスは、 お々 たるを もの も おのた めに、 が 軍 
のみでは 3 1 p ブ パに かける お 狐が がの が 巧と なること がが かなくな つてし る 0 た。 イギリス 困盼 の 
獻 一が が、 ド I ヴア ー 胶 S を かクて ラインの 彼方に 職 出した 吹 お、 お赖 のが 力 成が が 巧は ものを ミは 
& くな つたの ガ〇 之に 热 して イギリスが 同 d が 巧を とる がが &、 アメリカは イギリスに 抓して 巧を 巧 
ける。 が蜡 4^ 所戚に 加が せず とち それに 化た まるが 巧の 一が を か 巧して さへ、 アメリカ はがに を ま 
らぱ をい ふだ。 

si これと 郎 がに、 アタリ々 も 狼が おお 化び 極東に がしで、 とる ぺを騰 巧に 盤 〇で& る。 
が 巧 ァメリカの 露髮 は、 がが のがが を & がする じと に ミて ァィミが がの がが とが 

る がを ザ 私する ことで わり、 この 目 俯の ために、 f 俯が の 共 即^， 和が を 段け た 。がる 
にが 日は どぅかと いふに、 そぅい ふが 力の ちみは ホ* 上 柄が して ゐ をい 0& ザなら、 S シ卞は ドイツ 
のが & にょり、 mja ブバ でを 一炉 にを つて、 極を 面へは おが 巧 ホ & い。 ま 那は夕 お の jins の® に 
わつて おらの がた とが だが お まへ、 がが にがを する ことは 曲來 たい。 一方 イギリス やその 化の かが 
idS も ホが 束に がして はが おの 巧に おる ことは が^ 齡 であ ミ ゆへ に、 日 ホの i 曲に おしては、 アイ 
••'々は 獨 力で 巧る ょりが は & いが、 がら ぱ アイリ カは かがた る 東 もが 策た とらねば ならね かになる 



かも 化 が 


と、 これに 酱 〇てゐ るので わる。 

胶 一には、 龜巧 聚獻、 _ S がの 賊城 にゎつて、 ァメリヵの ミ换の 載を 觀ム かを がつた の だ V 
ァメ ミは おがを 裝 する 一獻 の 斯わ となる ことにょつて 、驚の み jj を繫し J る媒 かを 一酿を 
潑 しが ょぅ 無し！ MS 辦 をが してまで お がに 啟撕 する ことが 蕾で ゎる かがを がが がて ミち 
粉が のょ ゥを游 霧な 裳ろ がが 0 囊發 0 絞 おを 露す るが 齡 がの ゎる ことを g り 燃め ち 

が一 一に アメリカの 心が が 巧は、® もへの が 坂が あ 贈を が听敝 をら しむる ことにが がつき 燃め た。。 

A 1 デイ I ルの も 巧は 巧 巧が 滞が 巧とは ホ 風して ねる 0 

さりと てこれ を 中止し 巧ない な.！！ f 、 スチ A 
ブン がの 带器 欺は とりが を ぃ敬郵 でぁる。 繫歡 がみが の繁 がを 报 g せし ろ そのを めに か！！ は 
面を アメリカに 反け て 目ん に ホり つ、 ぁるが、 さりと て 傲が 巧を が 止す る ことの 龄 がない 事 51 がわる 
のは その 一例で わる 0 

腑 ふるに お がの 麗に 脱し yj も、 霉ミ すに 驳つた 祭の おも 髮ミぃ 。ァメ ミは 做が お 
巧の 繁鑑ゃ がが が 俄を どには 一が の 2 かも！？ はずに、 叢 沿を 漱撇 し、 辕が 齡を磬 し、 おが 
のが聚を挪へ、 髮が？ジャに於る露のみを|;がするとぃムか熙の矫かに|^ち これはがへ 
直さねば をら ねとい ふ 巧が だん < にが疏 して かたの ガ〇 

そ ミ ふわけ で、 常の アメリカは、 繫 ミぅな がが 郎 、 g 解繫繁 がを がて、 露你繁 に 
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uplptit’ul 。 る f f 、 アィ， 

;:T い邊需 歸师 縛： 

奶！ yfa がし 攤い 1 ま if 

俯^ 野！ け ISS も 皆 T ミで 装护 f ’ 

ft t 非 《蓋が；^ にかで ち ♦ミを ミいで ミい が、 蔡變 がが 

1 — 

けがら 蹇は •！ •言が がに f 、， 驚して が f 狐へ ないち ミ 

L MJHnir ? さ ！ If 

li らば こ . si は 霖ミ篆 ミミ， 

巧 5 こたが 占、 が Q ミを がげ St 主が がか ミ 


る ことは* 


. 1 、 わがに か！： る おが S 繁懈裝 をが がする たを、 

二、 日が が も かが 告に辕 がの おを さし か ミち 
一二、 3,; パの おがが 鬟ナ るか、 

巧 裳 脈に がづ義 がが ミ、 

ぉ 一^とち 黨をお がし r 觀 i 露に 繫 2 を h 、 

の# f らい。 がら ば それは 俯 ゅへ f か、 がに £ 嘶して みょぅ。 

f It い W 髮が*襄|は、 ！が！もをぃ。.聲一| 瓣ち 

* ^<® fs 曲 現を もいて おれ— サタ 巧に 俄か 蠢の かかを もつ て、 撕霉難 
これを 賢 f に?^ のがさ^ のべる 時には 芭 おがは 繁 して、？ ょつ ては、 がが に？ も、 
巧? S す：! か 巧のネが に 曲 ミことは、 が 《ミん？ ことで ゎ ミ 
II が 忆 は、 ァメ ミは ィ ギリ*" を靈 り、 講 して おお KS が おおを M へんと したが、 ィ 
luiy げ ' か 1 り、 囊 t け ミ ギリスの i は斯二 

丢 で繫复 1 ， 6 ff ち 累^^ •を 霞 表蹇 巧が 動 心 


か 》 へ錄ち 本日で し MB 米莫 


のがを 挪 る でぁらう し 、 rV れ だけ 驚は® おにな り、 累 の 囊は鲜 かしてが ひがが とを るから ち 
觀を か、 る篆 には、 おがの がでは 備1£ がが のが 齡を 驚す るで ぁ らうし、 KJ の 驚の かおを 
巧る として、 もが 辨 錫は 勿齡 、が 悪の がが には、 ま 力に g へる こと もが サ^いで わらう。 

巧々 は その 

簾を 裏の 4 h 繁ミち H チォ ピャに がする 裳の 郎 俄は、 イギリス をして、 KH ズ穀の 脱 
绩をま&^ホしめ、 アメリヵとげ&して、 化私にない巧巧な騰|{をとらしめたではをいか0 そのエチオ 
ピャに がする 同 巧は、 巧* i が 人の 齡お にさへ も 巧を 化で i がるので わる。 心 一一5 のことは が こと だ、 
ぉ繫 たる も の おく 巧し め わ ばなる ホい。 

がそ 驗 なる ものは、 一一 かとは 備お を おらせ ミ。 なぜな ち 二 かと がらす じとは、 输 おのが が 熙 
ぃに ホょ、 護が のかを をら せる 驚と を ミら ち 聽 •が 紙 か 似の 燃、 ァイミの 驚が が 裳 
で わつ たんめ、 なお 心り をした がまの 您が を もつて、 供が もが で わると がへ るを らば、 それは が 
&る_ かがで わる ことを、 こ t に 一ち してを をたい。 

ミ‘ 齡ミ のがが 瓣ちョ ，。ッ パの お k が髮 する ちがは 磬 する もな が ミに 燃では 
場 舍 イギリス のが お幣繁 は をれ だけ 觀 8 俯に なり、 郎か繫 むる ァタリ々 と繁 して、 お 
がを 抓へ る ことは、 これ 瓜靖 めて わり 巧べ を ことで わる。 

が £の イギリスは、 がの 獻が かに 4 ミを かねて i むを i ずが おおを 旅 二 4 佩に し ミミが 


を 


ホ 解は 路 私の 厮 もが 破の がが A で わる じと を撫 なする イギリスが、 3 —。 ッ パの おがの たを、 か 

くも ミ 手を i られて ミ Q は、 イす K 户 しては 蘇を 装 6 で— 忆お ミぃ、 され ぱ黯 
•或の 義 みがつ ぃた S は、 魄ち イギ， 2 が 驚が 筋が 囊 g 忆繁 す！ をで、 f イギリスの 
^ 策':^* 桂馬 忆& れぱ をる は ど、 7 メ 9 《と。 繁 。かがは 誓て < る？ わろ そぅぃぅ おがの お 
がが 巧ひ晏 へのが もとを ミ 戴は ミことは、 こ A に辭 g する* でもを ぃ。 

第 B0 喬の 場合’ 卽ち 日豁 にが づ故 もが も ミと ミイす スが 難なる 齡が をと ミ 
• * は、 巧に 舉 (f 一一 驚) にがぃて ミち 邮ち黯 おがの もむ みが ミまでは、 イ ギリ 
ミ は ミ まの 騰巧 をと りて、 T ロッ パの おかがが になが をが ぐで わら ふし、 か i る 
サ 巧の 見 & みがつ けぱ、 7 メ 9 力と お觀 して S が忆 がる ミと が g し譽。 、 
^ らば ョ ，。ッ パの お 抓 & がの が おが ミミ おには ど ミミ か？ とぃん か g が醋 ミく ミ 

思 i に’ が 慕に 龄 ミイ 芋 ス のがが 解は、 藍が アメリヵと 繁 して 敬 かに 繫 にが A する こ 
とた！^ 巧ず るで をら ム〇ガ が お 驚と してを ち こ 之 も 繫の骄 薰に於 まを かねて、 がす 
い^^す パ かの デ ご マに が" る ことは、 が ぽこれ を热 I する にお < をぃ。 狀し觀 がに が-ては、 がが 蘇 

霞 地に 引きずられて、 が嘉霉 へ かかな 

くさる I こ とは S ! ひない。^ ち 己 之 も が 

おがの 巧を が ぁる。 
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繁ち がが 0 が髮が S がを 狐へ i ると 做 じたが S 煎す れぱ 、ァメリヵ もィ ギリ 
■ t K ち繁 の 蒙を 繁 して、 鬟繫 たが 倒す るに ちる と觀 ずるょ ゥな繁 と ミた 
籌 にち 髪の が裹髮 は擒が 俯と ミ、 觀繁 して おがを 撕 へる が繫 ミミ 

上が ホが の院 、アメリカの がか 巧韶 スチム ソンは、 日が と »ム ことにが むして、 これた フ I ヴア 
1 ザが* にがつた、 なる に プラット 瓶 S はがが のみちた をげ て、 これを 中 かさせた のは、 今は 公が 
の 巧が である。 わのと まもし アイリ カの も! が お# と* ひ 得る ザを 巧つ てね たを らば、 そぅして ア 
メリカは联掀でもおがとがだのががをみした&らば、 時のイザリス|^相サ1*ジ 3 ン •サイモンは、 ア 
メリカからの?1獻がの巧新たがして拒もしたでわらぅか、 それはザ&るか閒でわる。 當時|1がの|; 
齡は お がの 衍 g に g がして がぇ お がは 十一 一一 撕一ど KJ ろち ra 十二が 一の、 か靈ぶ 奮© が# に 
あつた 〇 されば •アイ 9 力が! I 巧した ならげ、 イず リスは 勿 11、 フランス もイ タリ— もこれ た默 巧ず 
ることは化來をかつたでわらゥ〇 アイ9々はそゥいム歡さ經|^を嘗めたればこそ、 4?日はが力たがし 
でが 軍一'^ にお 事し つ、 わるので わる。 

が 載ァイ 9 力ん のが 巧に がする おがは、 澈 W •ん がかが 巧 時と が 日とは が'!?^ つてね る。 斯 しなが 
らおが のが 断を がが か E なりと がず る ことは、 S 時 も かも 少しもが つて & い。 がん やおが がが がとの 
がが が あ ホ 我がす る 裏面には 、支那 やシぺ 9 ャ にがす るが 巧の ホ ■が胶 されで わると が 人は がへ て斯 



か* 


ミち ぉ がとの 蒙 繁で 驚た 装され たがが がの 慕が が ミと み ミち 黛と しで 斯 g 

がな 東洋が 巧 t とる ものとは が はれ & ぃ。 

そ ミふ轉 へは、 イギリス とし ミ 繫 でぁらぅ。 イギリスが 黯 おがの 狐へ とを るが繫 をョ， 
ロ ツパホ 面に 巧して をぃて ち お 平！ ^ では 日が に 新が し饼 るょぅ をが を 雙换 ミは、 ぃつ ミ 
とだか、 今のところ ではみ 閒で わるが、 イザ リスと しては、 アイリ カが な* としてが が!^'^ に 做み し 

つ、 わ ミを が ミ お 化」 つ、 ミ瞧 がを を ば、 その 臟 にがお 《拨 jj {が ミ ものと もねば た 

ら 度い 0 

髮 がが 暮累 襄」 * lv 祭 SiE 襄襄 た 501 驚 養 wi 至と f 

らミ 繫ぉ賢 占」 てが 髮 おを 幕 SK & を穀 4 そ C にわ ミ 

ミ！！ 器 かべた ぉ ミ 叢の がち：； パの がが は、 がを 繫 にがては 巧が され そゥ 
け®* に〜 なぃ。 艦ん やか エが もは、 w ものが か を齡 無なら と ミ わらえ ミ 脱 おは 

イギ， J < tsi 證に ミけ て、 義 UK がす ミギ ， K 〇髮 繫を繫 でめず 

には 4 く i い 0 

もして 統らち 居が もがし VJ 日が にが カザ あたが てす るのは、 がりの 四つの ザが で わる こもが を 
ミが るに 馬に 姿彰 くのを がなぃ ことは gv が V で ゎる 撰、 一が 四獻 ぶの 叢に が-ミみ 
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がが がが の K み 也を 豫斯し 巧る ので わる。 

こ、 にがてが が 联斯の 露が g 酪 とな ミ £ が 俯 ゆへ に 脱がねば をら ねか， 7 ィリ ツピ ミが に 

蠻 g とな S 發 、を％ たを 驚が る も ミ aSl はれ ミ。 も」 gKS が i 忆鬻が g る もの 
とすれば、 をれ はま 說賢 5^ がと な？ とは W らを わる。 聲 にた S み Q 露が がか、 藍の 
驚なる 繫が聽 3 れる をを、 霸 Q 聲は& くを ミ 

もに 歎の がが が ミを ば、 7 メリ カは お がと 巧 斬して* で、 おがを 撕 へる だけの が繫を 僻へ 
る こと もがが 巧になる。 

腑ち冀 fa が嘉繫 Q 麗を 養*」、 藤 V も繫が •は靈 、繫 が祭簽 f も蔡ホ 

しろ 巧いて は 載 一一 驚が 聪 のか 驗 ともな ミで わ ミ こ、 に冀お 觀 の繫 かが わ ミ 

おか 膊 霞 a 籍 Q 霞を ii * わぱ& 6 巧を KP て藉 ifKS ぐ t ぱ、 髮は講 B 

换を 巧て 巧 かし も ミく、 rvolg 巧 旨 ま W 風と もに 共が たを る ことを 自 がせね ミるまい。 



路巧 s し 左 


巧 十 力ま 正しき 針路へ！ 


- 軍 《 巧# 時代 ホる 

* •は 寶がは^^載傲に郎はずしておおに郎ひ、 职‘び联勝磬を赚がサんとしミミ が 
» a お 確に いへ ぱ がに 軍 Is 鞭爭 をが めて ねる ともい へる。 

幣てはもが4捧0黨を齡那し、 ！！^親と議とた微税砂嚇するがりが败をか瞒するか 
ろ 驚 軍 敗に 巧ろ 繫をも ミ 跃露獻 の 載 かに ホなぃ ょミ臘 II にお ミが がの 驚ち 期は 

湯が 黎慕標 g ミミ、 败 is 蠢を駿 ミと したが 駅 の龄篆も 、震で 振れ も お 

自 がの ぉ奨 力を 贫す るん もを 蕾」、 繫 Q 囊 A も ミ かむ ざる jg がと てゐ る。 かくて 
备扭 はか* として 驚を おへつ > ，ゎ ミが 誇。 懸でゎ ミ 
そ ミ ふ i 俯では 、 g 做なる 蒙は か 嘴 一が の 載 祝と 似し かり、 驚に 薬 J せを いも ミミ ミ 
•W つち 今日 世 恥！： 强の獻 心する と ミは、 難に して 联 粉を なす •へを か ミくて、 難に して 載 放 
を 雲す ミミい ふこと であろ 抓!： にして 联 J をを すべきを はを くて、 が 繫斯 をせ ずち 抓 I 


る ♦巧 時 巧 ■« 巧 


伽に^ 他 巧に f 私 f もち 斯 るかと いふ ことで ゎろ ボが おがの 露が 俯と 難に がする 化 繁 
とは 厢 妻る ミミい から そこに お 裝斯は § の 驚と してが はれ ミる ことに ミ。 t 

C 0.* W ミ i おを 驚に g 無る ものが が のが 和で わ ミ 

■ KS 
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-、 I 隹 if f のでな < 、ミミ 

wi が^ が r で! まるが 塞が S 歡 f も ミ そ、 脱 靴 燕へ i 
t にだ^け：! も隻爹 ホに 叛軍 受を 示す も ミ ゎる。 これた みて ち 載は 一望 面 驚から gii 

いが パ、 ぁる こ • J か：^ 梦か if 、 髮 *i 驚が— 艦 一 F 

:; か に 斤は る、 ものと 新 像し 换 ミち かがは おかが かたへ ぱ 、觸 街を 
る おもが 爭時 がに のめ 〇 こんで ゆく ともい へる。 

2 けい ft ぶ’* そぅぃ ム 載繁带 は、 W りが おのみに 巧 はれて t のでは をぃ、 繫 も酱联 も 

Jj * •同が &象 にゎ ミ 

胺 巧， ば ァィリい の 恥を 巧ミ繫 の繁 薰を茲 辜が を 能 一 辛が ミ 驚し 
化 時の 巧 誓—^ の-一 け 1 巧‘： f ら 一一 もまでと わ ミを +蠢 まで 鬟し ミで、 败繫 がは 一一 

rsri くい！ •字 C に >1 ミミが—！ は、 龄 f ケ敲！ •か資 S 

を敢 がする こと 忆でを 《がは、 ヴィン ツン赵 による 露ーモ かを 一ー モか にかさん とし 
る 0 


てむ 


イギリス 


は ドイツのを わにが 俯す ミろ il 一二 お 王 m 養 夏 おが f かて、 穀 W 


W 十】 ヶ 


裝の 繫忆 叢し っ i る 0 

ミ ~ フいフ ぃンス は、 热 がぶ 十 5 鉛 おとぉ 千 かの 叢 ミミ ゐるザ •トィ ッが繫 か t 義 する ちが 
|け1| を ： iILf ま ー ミが げ嚴ナ る ことにした。. がに 髮の がでは 、 ill 一 1 S てた が 衝 

'非 空を f ミ あつた ミちが 鬟？ 巳 驚 する こ 主にして、 こ、 ミ 

^ タリ— も裘 けず ら ず忆、 ggfgQjl ^ をが-ひつ、 わ ミ 

"张在 一ょい 5 f 雲— 6 K ® Fa 雲 靈」 、疆 整が 替 っ、 ゎる 緊 

e で 5 ^^最歌ムぺ< してが？ も？ は ミ か 主が 俯には が 蘆が 露し r のは、 

b : h:m 詩 ！ r 累！—。 鬆。 

け r 2 巧 一一 か/る •が？ ては •一ぶ f のか ミを がして そぅでは をぃ。 露の 琴 藤が 

ぉけ 的^^ お r が 忆;; ぶ F っミ 1 から、 繁 if で こ A 

がかの 肋は かみは 巧 鞍が に 巧が ナる ミとは が はれなぃ 0 
ミ U は裝巧 ‘ぃ へば、 繁の お® 態は、 おとして 謗繫 が驚齡 からが へらた 繁佩繫 
的 方面からは ザ 度され ミミ もの ザ齊 V はが おの 露から も觀 へらる i ぅに ミて、 繁は 



代 《 •龍 麵霸 


，心 驚" にも 繫ミ髮 れ fi A を 置へ 義を繁 繫城か 

閲の 一也と してが 熙が こを 驚して ミを どは その】 g でぁる。 

は 俯 ゅへ に籍養 S から 變 f か、 『联讓 をく る 驚が髮 は、 歡 にこれ を 

叩けして ちそ こからは を 靡 r 献 てかなぃ 。 g るに 繫を囊 すれ ぱ する 徵 、靡 叢が とが 
ミは、 そこ^ ミく^ でも 恥て がる。 をれ は 驚撒瓣 と臘娜 がの 和が にが 安た か 養 I にと ミ 
は、 まいい に 巧た：: 叩 ミり の 斬露襄 でぁ ミ さを には 接騰 がの 秘かに 犧 したが f 、 こ 
こ •で けな U げ だで いぶ t にが 我す る ミら ミミ ふ r 養の 驚 も 豪—。 

い ft のけ がい しがに が 布され ずち 驚霉 器が 零掀謀 靴の 倘5^ 繁 、おとし 

てが ま そ レ^ 他資 がまの 手 もに する にがては、 難繁 のがが を瓶输 をら しむる！！ 邮 とな ミ热 はれ 
一: 所得の が i が 霞に をぱ をる 搜 、熙 域の 驚が は 瓶で 辕の i おに 縣 せられて 
巧會 t は fu ぶ e に, をる！，；^ さ，^ ら ず、 驚 がの 做 ドは、 緩 你に囊 がの 雲を 驚し、 纖 つて 義 
♦►^^他^巧の化でも巧ぐるぉおとをミ ゅへに鑛のががを養をらしむることは、 私|||^に。ん 
!^げ11!!る！^似でぁミ 龄がお豁が齡巧夕 鉛ががを茹じて、 恤龜る隙り、 がかゃが據 
ぉの^ 會 S な て 一る がそ’# レめ ミる い! し f がら、 そぅ ぃム靈 も、 農は が露齡 勢た 
ミ 止ま。 ザ 寅が ミ 巧 巧を に 伴ム巧 快が 巧の 露は、 をを 伽 俯と もす るを が ミ。 


# 齡 ♦ L E 


パけ i 如 r ぃをげ s 義 巧しても 襄は裝 ’1 を p みると、 
S 巧 一^り 巧 ミ 著 墓 JS ;：； り まお擊 におめ、 鑛 露を 踏けて をの おが 餅 
をが 餐ぉを 心 r ぉサ •し t る* 巧 謂； f 装忆繫 し、 斯 f p ? rf ミ 

ち‘^^ を 心 r i が i 」？—。 

み? Kptoirruf — さ— FI 。 

斯 lip が Iptt ぉ ^ ifi か 

巧 瞬 M を‘ 開！ に ミ。 讀藝繁 を f !。 Ef 、 fi 
いは 〇羊襄 巧を 嵩と して、 さ ff つ I ゎる。 をして 藤 露。 品忆 か^^ 

iSJ 夕* 

て ; 0 は 、 i を， ift 。 

•, ! 赛 習：： 屋 にし Rii 

右に を、 なを 昭巧姜 巧に 於る 證傑 I の臘骄 寶 をが サぱ 、を お ミゥになる。 " 



错お I の磬鬟 繫璋霉 が、 蔡斯 ) I ig 
簾の 叢み 舉蔡暴 、お热 、冀) ぁ 0^ 齡 
敢載繁 Sq 爱 みが 霖 、船 部 繫】 sg を 

み 簾の 賦お獻 巧 ぉ〇 S 取 
が髮載 お數 がに がす もが 齡が (お婚 が】 二ぉ 00 を’ 

けい 

ま ミ ハ 瓦 〇 萬 化 

: • 慕す るょぅ に、 襄は 一が がの 慕が かを 撕 がし、 襄が 驚の 一つの お献と & る 
だ Jj ことは おひ ミちが おすを これにが ミ擊繫 、故 ひて は ミ 驚 ミイ ンフ 
な 度た ； r シ; ':' を 惹巧 する ことは おれ ミ。 a る 忆も梦 そが 巧が g 裝 ff で ミ 

襄 をぶ ぶ •ミは 餐 ミミた へば、 がが ミミ 繫蒙髮 C 療 忆は、 繁嘉 則から 
みれ ち 祭蠢 ょりも f がが 髮を霞 せゎ ミらぬ が驳 がゎ ミら ボ。 

:例 へば レイず リスの が* は、 が 襄がひ ミ も！^ を i がし、 おを にが 義を g ふるを もミ繫 
れ 曲の 賢と し ミち 所がの 繫為襄 がを がち、 おも f 护黎を i し* 得た のは、 おとして 
ミが でぁる。 ig ミイす KQg 驚 gi は、 が 驚には 裝ミ驚 Kg ミ かとい へば 、. 3 — 
ミに 私け る激 難が かと 激繫 Mf の睽 かっで、 製が とし ミ穀の 露た が ひ、 gm が 


政 蟹 


ロツパ 


; g » * し 正 


かの 影 さすれば、 带て斯 がを る 驚と ミちが お モンセルが 做ち 露に g ミ、 『が こそ g 解 
の 襲 ミ i ミ んガ Q は、 繫 が義你 K4 繫 ’K が ミこと をが す も Q で ゎ， 0。 

これに g して フヲン K は、 が襄淚 ど ミち f 祭齡 にぶ ミ联 おを 難しち 7 ランスは 
がが— に ょって、 席 厮の$4* おお*# らを とを がする と眯 がちが が}^ がせ ざぇ こと も數ん 
ち銳 るに繫 は 聲を於 ま ミ、 そこ ミミ K は Si 和と して 繫を おんだ。 旅 らぱ襄 の！！ 船は 
どぅ ミた か ミ へげ、 フランスの おおが は撤 巧し、 繁 の 靈がと 解が がかを がが する をが ち 
餐 それには がか 擊げ とい ふが お f 髮て がは ゎるち おとして 繫 iiSQ 贼 でぁ ミは S 
めを い 。耐も iV れは蔽 載が ii か 在な < 、繁 もがが 佑し、 驚 驚が がの がの がに ゎって、 橄 がり 
みはが お i で 比較が 巧 jg 俯 & 齡 かを yi して かわので わる。 

これにょ ミぶ ち B 供は 梦し もがが 懈棘 おを がめ 4 るとは 胁ら & い、 を ミた がが 嘛に 
はが ふところ がが でを C ' た。 ぶに g して、 が 跪は かが 瓷化 にゎ ミち かが g 装を ぅけず、 がが 
がには！？ て i る - V ミが がで ゎった ミ ふ 慕 度繁を S 」 ミ ミ 
* * へ 菜 それは 偏 做を お繫斯 、磬 はが 辕斯 らしい 繫が篇 せを いがが のこと ち 
■ちゎ もしが 繁な 联繫與 がが り、 がが はかむ にか* れぬ 断於馨 Q 斯 おの！^ ちがが など 
は滕 がに ぉかずち 掛紙な 驚 環を 季獻ど ゎに ミちが 無は おくが ミく る。 
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巧 rt ぃ u 篡蔡摸 ミるな H が T !、 I ぎう。— と？ うを 斯 f 

仰がは が 用— い 巧、 けで 自 ぶ^を。 をを したが— で、 が f てが へば 繫る もので 
も ミ fV れは ミが 兄 尤窮を 尤胶も Qljjjt がれ ミミ。 

ちがな*!® が^:: っ い； 啥繁 でも ぁるか。 ょうに、 P がへ るのは 诞りガ 。が 豁斯は 

ぶ 莱？ 菱、^ 信 寡 怖 tsit 、 家 iKi / はゎ ば 霞 Q 髮 f I ミム 靈が豁 てを て 

ぃい^:^:^:::と血の做にのめりじろ 繫マルスのおががりがるミミミ 

おが— 巧 時の アメリヵ 繫繁養 プリ K 繫 はぃ ミ、 

S 巧 ザの S は、 义字 g ， s 民 皆み にょつ て、 5 ♦る 面と ■との ？れ篇 にな，、 5 的に も* 

も、 夏の生巧 はき ミて、 きさの 2 に— の もの たもつで 巧 rf Jlpr ! •的に 
と。 ん WK 爭 のがる ベを は そじに わる。 

i 繁职 はがは が裝斯 におれ でが のお繫 かを 成 ふ もを ぃ。 そうぃ も辕 かが 厮 をる 
とすれち，^れ^一.を0^^婆ミ6う。 そ」てそ0賢攀わはおがを傲ミとは豁ょゥ〇 g 

を がら 今. B <-? ぶ f い； 八 pa 蒙 契—、 Sr 繁— ミは 斯 

^ 困は 軍祭爭 。もがから がれ、 がが が 繁に酿 がして < る ちが もも 裝 斯た齡 め、 
ilfJl ? 】 成を まへ ずには すむ 4 い 0 


が 二 か繫繫 I ミは がに がが Qgf か ダ ミ。 


II 正 L ♦ 巧 K へ！ 

SS 一を 二 九 ifo がか、 それは 畏 にと ミは iS 忆慕 Q がを を、 磬忆 がが 露が 

L で 5 ホで も わる 0 

ミで だが が おすれ ぱ 、じを がが の裳 繁霞ガ 。さう 觀 へば 俯も说 くが 驳 ミい。 

似が おがは おがに かして 一繁る ものと が へられて かちが 髮 にを S を 鉛 けられた ミ、 お 斯の 
窮に髮 ボ巧 がす ミち 庶じつ めれば がかは おが ミ も 佑る とがへ たミガ 。が ゃお がは 斯 燃と 
して おおとの 義繫 がを がが し、 繫 S か 似は S 冀 おでが f 、 f がの 襄 おがは ご がを 巧る 
とかが に g ミ義 しつ、 ゎ ミち さう いム義 を？ Si し、 が SiS 忆 おがと 冀 Q が： &忆籍 する 
かどう か、 それが】 义 一一 完 巧の を# である。 

がして 8 らば 觀 V お趕 はが お繫 こそす た 俯〜 髮卞 るが 取は を い俄ガ 。繫に i 放が 解は り 
H が ミ SS がゎ ミは がかの が ミミ 额ら < が たかして S かじ そす た】 かも 掛<髮 は ミの 
である 0 - 

されば ミミ 狼り にが 聪す るが おも ミ。 か 脱がが ゃ髮は 粉が 霞には がの藉 ち鮮ん ゃ浪心 


こ がは F 4 證へ三 r 伊 i 

い がが で I が^が s を、 簾 p が 置ち、 のかが を‘ 山 
? む r ^、 巧け Ht ! T •。づ f 。 S を 心* f f 」 て P ミ& 
•苗-巧は 萎ゃ n ^ i たで ぉ< るで—。 於 斬に して 一繫に おる、 ことが— ちが 
ぶ 送す ことは がいぶ。 to.l み^ 馨す にがらず とぃ ふのは、 この 襄 にがて ジ わる。 

.ミ A f を 平 巧^ 去‘ の獻ち K に 4 f 祭ナる K . f 蠢磬 ミ擊 これ 若が 
ク S Jr げぃム 日な に^た そ fr が 繫髮化 r ム繁 でを 殿して f ばが が 
V • _ 日 が 秦をぃ R ぇ髮 驚に がして か £す ことは、 がして がっ 
へを て-^ パけ 巧ん お いはを ちがへ、 寡— た I つて 裝 わるを 如らざる 靈ミ 巧み 馨 
の ミ 曲 ま ミを なず 借 一のを だと 菊 ミ ものを どは •おガ g て おが がの 度を がする には がらを 

& が a 家’ 啼 I 古 ミ J 忆 a 、 緊を れを穀 す！ ？、 g 

がの：： け け t ぶげ がまは そ. のぶの •上に おかを 髮馨 職が がは、 8 にぶを 撇 めねば を；^ ぬ。 

己な や 軍 曲 もま 的 おが たもつて あむ 巧た がち 脱 f りりぁ？ 敝が繁 する のは 萊 f ミ 


へ M ♦ ♦ し E 


尤 がが 3 ドイツは その おを たが w でない か。 

日** つらつらが がの 慕ち か 繫お備 の ドイツの 繼 とを 靴 船して ミち そこには 欺 
, 0 * くべ* 程 管。 た 賢 わ ミ ドイツは 千 丸が か qS おから 一! 4-& S をに S って、 

•' ■護** に？ ベを ざる 夕 si がわつ ち ドイツが が龄に S に 4 1 4 と懸ナ る。 
のがには、 5 ン K は繁 、農 qJi おを W て S ら賢 ミギ ，スと g ■もんかを Q が 搬でわ ミ」。 
それは 慌 もがが 繫が Q 襄 Q 靈 Q やぅに。 

おし も ドイツが 5^ らず歡 がろ が 載し つ、 がが がに 載んだ ならち ミが 献隱 はがに J る を 
ざるミがわミでわらぅ。 ^^る忆蔡忆がムたドイツ！^は||か£>卞ダわ。 繁は511婆を护 
黨に めける* も S み ミ 燃が だと iij がた ミが はよ く 驚を 醇陳し 狐る， ^ のと 觀齡し 、贺れ わる 
，たかっ ス雙る t からず、 441 ぐ QSO 、 緊を m - てが 熙〇 が t をす 態 Q おを とが-へち； 〇れ 
ポ取狀 が聪に 於' ける 籍を 號いわ がが の麗 でぁる。 

日が をして 歌 一 Q ドイツたら A ミ お忆 は、 がよ 〇 もが ミ 《がを 佩 41^ か K する こを が 取で わ 
ミちが には ミ拡に S してが しく 馨 して ミミ 
■ ♦■ ド イミみ によ ミ 飯り がに よって 饿れ をと いふ 慕 ミ の簾 をが 一 取が おに 

••がへ た クイ ピ. ヵルな 一 断 ミミが が ビス マ， クが がに ミミ お躬 たお ミ。 一八 六 
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の i の， デい マ— い ホる 寧郎ス を襄繫 、がび に 所 セを 襄窮 がそれ ちじ t 

の啟爭 はがた ミ 巧です み、 脈 も ドイツは 慕 燕を がめ たのち ミ繫 ドイツが 巧は 削 热し 
た 

かゃぅ に撕 にょ ミ おり、 祝 も ミ胶斯 茜め て 做斯に すんだ 繁 として、 ドィツには 繫を がる 
*る パと* パを 思!^ る C とが 度 城ょりも •を もかった。 讓 がは 繫 t 叢し、 冀 を 3 て 
祖 * のガ t 季武 Q がを とがへ て ミミ わる。 

W へば： トヶ繫 はか ミ。 

永遠の や 巧は 夢で わる •それん 《しで 好い 夢では なぃ • まは神 のる， 《へる J 巧 ♦こ 要素で ぁえ 
と〇 このぶな をと つて これを カイぶ ルの 

ド ィヴ 巧 さで 上げわん QS 會に於 ミ 多* S さで な <で§ で ミ • * Q ミは か、 って 《ボ 5 

にみ る 0 

f 9 f f 卜 た * ™ へ る 泉 SSig の ー ミお啟 だとが へて わた こ 

おはっ！ げ 取^れ 着 ミわ 。が。 お ミは， トィッ 。黨 —わ 。攀義 がかぃ 

2 み！： からい 心に ミミ、 愛 お ミ さぅ ぃも！* 俯累た ミを と f た。 そしで が 
w r ミ 日 J を 待 ミゐ た。 f 『その. のかた 瞒 には： ト イツは がに 裏が から 城 かされて ゐ 


へ K ♦ し E 


た 0 

ス ょ， 驚に がふた が 壁み 俯が がは、 斯も すれば が裘を て |一 が Q 玻も累 ミ 助 巧と 
* はれ！ b がれ、 がかが たがと する もが ミに がらず と 驚. j たがる ミミ ミが 若々 i 
も* •ルの 敵 傲に がて そ Q 敵 露を 品を 靈すミ 

辦 は掀户 H て K ょ 〇热 ばれた 髮 をと 叢した。 そして i 繫 を？！ て、 歡も &<繫 も &ぃ胶 
れミ ミな し、 お ドィツ 叢の みが 教 載の 義 にお 旅した、 巧から 載 ばれた 冀ガと 髮れち 
か、 る 危數觀 は、. ラテン 辭の雜 もがなる もの、 巖 はが 歌を 一に 旅がず；^ ミで、 囊が 
もなる をを をぇ 肤整 がの か歡 とな ぇ そのが がに 冀に梦 て X ら たがす ミで ぁ ミ 
〇^そ献巧をる苗巧でち 自己<^なて他ょゥもミ，^のとがへたミ，^のミミ ドィツはがをのが 
化を なて |ー ホに 繁 & る ものと が输 し、 これ をん ミ お！ 一が にかかん としち 靈ミ繁 にかぃて 
はかな これを 宵！！ する にがを ミ。 巧 ミ危が ミは、 他 化 巧の 巧 於を ミて がが 斌 をが ふこと 
をが サで斯 ホ# をを 霞して 驚晚惡 たがらん とする こと ガ。 4^ か J ミの g ミれば 『„, 
マの 巧大 は、 口 1 マが 寬 にも § した ミム ことで 4 J をぃ、 おろ！ 一が ご 1- マに 梦 たとぃ ふこと 
だ： ぃんが 式を がれた こと ゼ。 ことこ、 に 羁れち 簾が 4 j これた g て JggjJ ミた J る 政が の 
理由が わるから、 これを もがす わけは をい 55 で わる。. 
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ドイツの 裝お まが、 さ ミム かがな もので ゎった のは、 がは がれ もを をが おで ぁ ミ 

a 9 と 义モ己 なれる ものは 巧* もす れぱが もとが ぐらつく 。ドイツが 卜れザ 0 

■ " ，トイ ツけ > の 脱に たと へて みょ ミが f が 舱の舉 かふて、 繁を か？ ミむ 

! っ ミく が 奢を 載 擦ち S 一 V として 簾に な ミ it 載らぅ とはし をぃ。 g 脱が 莉 

.に> 突 けぅ^， ち 難は 胳 にぶ 斬？ だけ ミミ ドイツは 一が の 露 お Afi ぃては、 

誰 I 人義爭 たが ムガもの はなぃ。 襲は 悅が のがでは、 一 嘶の 繫驚に P る、 ことを 教 

い ミた。 卽ミぅ M < g 部 •へと が— たのは、 繁に ミて ff だ ミっ たから 
^ そこに 軍 做 ぃふが をが ミミ ¢1 無 ぉを ガ〇 

"パい T い 4 ぶ る 装鬆を 巧け て、 賢 f って 俯った カイゼル のが が髮は、 ことごと 

を* とな ぃゎ r % ィ £5? 繫 a 表た— ち藥 は僻蠢 

^ し i 的 をげ 含が ミ. ぃっも こ-; お m 」 r か。 ち ミ 主 懸の 雜に 
れ たの ポ 。ま‘ 巧 やが S ドイツ 繁 のみ ミの がが おち 齡 がが おがが がした ミに 庐 『か 

力^ム ざでぁった。 ドイツ Q 冀は靈 な 繁と冀©壓& に幫 され、 g にがぎ し 裏 

は# 在せ なかつ た。 

..人 巧し 乂 《巧な S た 日 前にを る、 ドイツ 致爱 巧の巧 巧者の 何人で あるかを？ んとナ るむ らば、 ミツキ 
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"•の 文 や Vi を ♦OBJKS まに 手 妃」 わ 人物 — 譯 者 日 R 巧を 巧す — ょ" 化に 之を ホ； S わぱ ならち これが 
: 巧には べト マン.* ルゥ- ツヒ («a ホ 巧 > やヤゴ 1( 巧を ホ 相) め 巧 面を 巧る か 要はない。 何と なれば、 この 二人 
、は ドイツ お 巧の おのみの 拍專 者で、 填 W をな のを 巧 使には、 がれん ホを 巧 わたからで わる。々 この 二人が R 事件 
. に*して祀なしたところを見るに^ 彼等はお國におナる4甸«の最後巧巧の巧巧を發を前に巧らんとして、 填な 
田に ホめ t 甘なければ 、それが 旣に S をされ、 ま U の 回な t 貨た 後でん、 前者に# しては 或る 巧 角を かへ、 な 巧 
ピ 巧して SS 上に！！ 巧 的 なりと ネ へた だけで、 窒鲁 R を 典へ わ ばなら S 合に、 事* を塞ナ る 
*4 シナ 政な のまん とこる のみを おみいて »る《 

. ••… それから 數 年を* て、 ♦は ヤゴ— が、 5 に 於け る V トマ ン •* みサ H ヴ t とさみ のか •を 『無力 J と 巧し 

たこと 畫 K した。 み 某して こ •が* ミい つた か 否か 蓋を いが、 C れは度 巧 そ S。 マ、 面ら くべ トマ 

y .♦ ルゥ H ヴ e もヤゴ ，も、 は 前ょ， ミう々 へて わたので わらう。 な 等は 植 ♦を もたなかつた。 《るに も 巧 レ 
ず、 再 人は み 誰 化の か國 なお も、 巧 違 度 巧. IU 巧 巧す る 巧には、 么 tjl 由せ ねばならに ♦一の 人朽 であつた (ぎ y" 

TwentylfiTa Y8a. 1 空 rl さ 6 < 01 . H . 吾. 沒 |巧 一 

これは ん败 もの 髮鑑 K ドヮ ，ド •ご— 斯ザ その 離が がに 齡 する 一 配で ある。 g らば ドイツ 
にかぃて iK 磬魄 Q 難 r つ は繫 V ぁつを、 グレ は S に#^ を 賞で かふ。 

それは 貧に 一を 不一 i であ リ 、且つな ♦的のを 瘡、 巧ち 巧— » に そその# 導 者であつた •この* 事 巧 g ミが « 
はわ ばれら にと 《必 し、 而も 一九 一 巧 年る て最 i 巧な 時 2 と 見た sg 闲 のさは ない 吾 id . タタ。 
かやう に ドイツ S 軍 I 5 1 九吕定 め 5 はんと 《t た一 なし Is サ 巧者は 他 S ホと 見サ わける 


中气ド イブの ホ タた 巧みに ヤら 古た 一 且つ ア ダて 失 事件の 5 やうな S 的篇 度は、 今度は 中つ ではなら 
りと 《必 した •かう して 2 は 無理に もま £ミ* ん として、 飼へ ば 7, ごが こヤを ミ、 呈の 8 
をして I 、 それ マ S 足 ♦ス 中立 Q まとして、 ツ i さヴ ； vyQllwf •ト イツ しで 
としち 《言 すれば、 ♦人は W へ 中立 ミつ でも 甩 辱 ミれ なか ウちミ P ち. 沒—是 

へ トマ ご ♦ルウ* ブ t ボ填 さ S を u ♦し？ まに なれつ たのは 巧 白で、 S に 《でも、 彼は 吾人が。 
るは 上に 會 II 义は 化の 5 巧 ミ 5 んと 努力した ので もろな こ乏 ご， ミ 巧に で ては ♦を 的 でれ 
かつた としで も、 ウ支ナ S しては S でれ かつた •《る S 人の 首棄に 5 てち さに S に R いても、 

ご， て ミ； ナ長て 1511 みられな 5 ゎ •夏 ミ 王* SS し 5、 ホ 巧へ こ 卜-ル 

ドと々 ♦ナミ ルは なかつ ち ポ5 言 も St れミ つた ものと 且える • f ば ミ y ナ 政な 《 S を 芝 

した I のは 巧ん ので— か： さ ■の 5 5、 SS して S なる 度を ミ 《じと* ちと ド イブ— 

S のな に、 そのを をを 《られ た •じの 方 fs 占 ミ 《は ド イブ 軍两 《ホには ない •され ぱ こそ》 等は 
B y ド y からの 首に ザ t 傾けなかつた • 夕沒) 

ミバツ •は、 げが j . とし ;, f は 臘〇繫 たか 酷す る ミと がへ ち藥 は；】 阳 f 
なて 略を S 各 利を 暮 とがへ、 gmgg は t を热 る、 ょミ ろが gc ザ ミず ミ だとが 
へた^ さ •うい ふかが & 裝 がゎる 心ち r イツには これた 斯靴 しかる ミ & がが， と豁と 為ず るが 
は、 も 一人と してな ミち その 心に か ミ 藤み》 の 髮む義 ミが かにつ いた カイゼルは、 ユ 

ミ I ル •ルド クイ ヒの JJ を かれ ぱ 


まさな 男、 典 IS 的な 軍人 を か， こへ 巧》 Kiji へ s 巧 白 ミ 《す i ミ 中 化を々 ずる 
專皇ま 一 常にか》に11かさをじ65病！6な魂は い1*<8的に曲わわと思ムと、 《にはなち讓ホに必ポ— 
< のち 一 is 、 一 會 社の たさ、 又は 一家 S としては 、なは 確に 5 性に 《けて わ， 0 じと さけ 助した で 
わら ゥ〇 

とい ふやぅな 人が で わ 0 た。 

ダレ— っ ドィッの みか 繁 をる 裝繁 に！！」 て、 王ドヮ 1 ド •こ— がが 舰へ たがの 馨は 
0 •■换 * 日 人に ミ yj もがに 骄 gf の 一献.^ るを がは ミ。 

交* グレ- 斯は 、をし が 一^の ビス マー ク たして わら めぱ 、その 蕉 おのが 断た ば、 がの 
ミに Ik おした ミら ゥと藉 して ミと かべつ、 が ミぅ & 城が わる 豁 t 脱へ て ミ。 

ピ スマ J ク は* ム であらろ 

余は 一二 ■同 5 作り、 ドィッを R 況 QS として 《して わいち S 邑 Q まを 巧げ る 

こと は！； 巧 不可 « で 

わつ たわん 巧れ ない。 何と なれば、 一二 旨 S さ》 6 之に# なする 他 Q 同 K を 作る をを な <ナ るから ちか 
しな ポら當 巧 巧 一一が 之に ちす る やろ な鑛會 はな かつた。 寅に 巧 ■の S に > する 5 はを でな かつた ので、 
•貪 B は Ha に if してょり-** •♦ろ 巧！！ に 向つ て 巧 -E し ミのと ぶら た。 か ヤゥな 理由から、 巧 jjj は 《々とし 
て ♦し* ず、 こ V ハレ たる じて、 公 巧に S に 夏 S を 申 & んで 来た： か、 5 はこを 巧で たばか。 
か、 W 人の R にん 芙 に 巧 •すると & はれた 海軍 確* れ查 に！！ 手し ち 巧佛は & に 望の ホ ひに* た その 
危 > を 感じ、々 つ 5as 夫の 巧を 占わら. 0、 さつた ので、 芙 SA 巧 家は、 孤な のす 《と 突 を！！ 


が I 


- み；'、， SASii 一み 名 年の ま蹇 ill した c そこで s は s を# わし、 デル々 ツセ を巧 つた ド、 
その 結 梁は 巧つ 美 かちを S に 道む るお呆 とわつた-: 

5^ 又 SS 2 は、 を 5 の* 累る お* や S たる* fs ナ r . とを 巧らずに、 么至 めんと 
と^かつ を 余の ホ ♦中で さへ、 余が S しないので かつて 好 S る— なじ S 帝は 『巧な をつ ザ 5 
♦ S ミ； ゥな ミミを ミつ ゎが、 己 色々 S ミ < すで ti なかつ た」 r 、 ミ 民た しで 自 

己、 のまを ミぶ ス f ミち S 蔓 5 S ミ i ミ 《にし、 を 含 K ■言 s 《 s を 斤 
け,時至5么ザた化芙1らし？。 芙？と，5^ち|,,5ミことは、 2にとリ望の巧罢— 

ミと も S ミ らず g ミ お t 美田が ミ とぶ 5 # ミ 素す るん のとせ ふやぅな ちを し ミ 
. 5 は义 ぶ* の蔓巧 局た しで、 ま S する 蹇を S しろを 《 S た】 をのな 牟に 上せる ことた さ 
.0:: のの::.:; r ミ^ tipii しゎ。 而も if でゎつ たか •まの まは おろる 

.••畫，£ 等は.、 .8 塞た して、 を 白ザ義 のまを S し、. 之に 泛委 るの か畫 を 巧て 甘と た。 巧 
义な 名 白耳義 へ. の ミ ち •まの ミと 5 の 117 ぁるを がない とな ひ 込んで ゐ たのち 
余を して ミ.！ 8 に 省、 らし 《、たなら、.^ は ミ やろ になした ミら ゥ 。かち S 同 ミは 立ちを ょ 英曲ご 

ちかか 巧に その 『光？ る 至』 を 持 ミ 名らず、 襄 の裹を せんがた め、 たず' や 巧？ タミ ミを 

ミ节養 《で、 言ょ， 夏ぶ tr か* ミを、 余 S ぉ 8 」 た ミら ぇ ク なれ/を-ミ ぶた* 

ミに な」 f まポ tt だ。 重 店ら ぱ巧 SS ミナる ミない。 吞 蓋しで I、 5 ミ 同 ミ 
は ^义を條 件と ナる こと ボ化宋 る。 (G ミ" Tw ま ty- 拉ミ YeMB. づら . ド PP. 233123 5} 

\ 


へ » 齡 ♦ 、L IE 


が 一 グレ ー 卿の この 齡 辦を撇 がな ホせられ よ、 そして 抓が なる が 棘が をれ からがらる、 わ 

を繫サ をぇ 十嚴 5^ 忆黨」 ゎ S ミ QS 8 C そ、 鬟が s 」 cs ばゎぱ ミぬ. ところ 

でを かつた かどぅ か。 

* づ な 肤巧發は無ががゎる、 8簽戰はがづ2をがミに齡ミのだ、 寶^^^一巧ムがが 
ミ ■もを <、 紙 れ も. お S がに 棘して が fg 墓を と ミ ゎる 

— とみる のはよ ろしい。 龄し 
ながらぶり|^的^<|{をもつて、 が靴のが8^にわゥと毁おするをらば、 がをかむも 
义ぱ ざるの 時 後が がが せなぃ とも R ら&ぃ 〇 は 也 も にがては がが がの がが を！^ 赖に齡 っ ミ の 
ちがが が しっ、 ゎ ミは、 巧が 衍部 をみ 殿 - i たがで 巧ん ぃ。 g にかけ るが が繁 おのが g || に 
ま しめられて 、がな 巧瞧 しつ、 も、. むむ をがず が 略して わるに か ダな^。 、 

され ミし がが S おぶ て、 新 かにみ り 郝ミ繫 をが 卡るょ ぅを ことが をる ならげ、 於が は y 
に 一. が A ミて をに がが する こも ドィッと 齡 じょ！ r&lt がが 獻赚 

する ことを. しと も 阻らない 。化み 

みる、 にがらず ミよ は销 ザが が では ゎる ザ雾 の髮ょ おがが き彰れ は 整の 嵌 睐に抓 ダ 

をい こと も 嘟おサ 'ねば をらぬ。 V . 

薑 ミ！ おて 巧. かかを をよ 1 ii おのん 繫 族は、 が 肤献が 巧に 佩かち 船おム ことでは をくて 
巧 互 化が、！^^^ 巧の 中に のみ. これを 巧 俄し がる ことを ボ矿 •もがれて はなら め。 
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H S だ? か •: f いを なて:. 羊, の f きも 和が f 裘 f ては をら ち 抓 V は簾磬 
■ムミ 巧が 痕も 違。 は、^ へ か 後？】 がを 紙？、 械を战 と獻襄 fi がする 繫 
ミな たも^ バゐ る: 黨 け^の もには、 不黎 —墅と 蠢の滞 奪 iii と 驚の がが’ 

^ けす が? ef tifr は、 塞 ミ 俯と なれば 、 E 

*5 巧た-パ 5 のかく！！ は、！ のか f り、 が 裳の i で わって、 これ i 

ホ 平 巧の 公敝で わるから ガ〇 1 
•併* しなが U れゼ ーら’ ミミ おぶ かたがを 驚して ミら め。 政 かがが を辕 とする ザが 

加^ そ* ミ*^ •一。— み ミる L 蘇— 繁監 f 、 がは 雾 0 をを がを 甘 •んず •へく 

* 已 むを 得ざる 堂 n でな かれち ま 面に まを 齡づ •へを ミでは ミ。 

• * & ぉ PS J 巧：？ を n が ミ isi もさに 斯ぃ。 
る ■* みがげ はたぃ。 か襄巧 ^ 繫腑叢 忆がミ 襲が &る 敝 がをお さミ胁 り、 かが 

が％. を 卽 とはぃ 4 おぶ。 ミ も 蒙で i 療 Er 、 囊 

がの 載げ にも ^，^努 わるこ^ を 示した。 度は がに みさた のガ 。俯 ゆへ に 一 かた 載め て、 报 がた 
るい •の •震を*!^ ‘ ta た， i 器 sf P ミ。 わ、 こを 3 をを が F ぃの I 。 

が 争ょ ともに あかの g あに も篡 をる 隻 これ こそ g にかが &る 繫 でぁる！ (が) 
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(巧 本 » ず 巧. 丰 •) 


IS 献著日 


0 


四 六 割 四 00 頁 

度 憤 一 • 三 〇 
巧 巧 十四 巧 


i 化 一一 一六 年 二月 本を が 巧 巧の 大田版 巧^.- スト •ブラ ブケ ブト およ 6 巧 
譯曲 版され る や、 巧が 化 巧 的な 反 巧を おし、 諸 新 巧は】 巧 化 左の かき 論評 
を 巧げ て 世人の 注目を 巧て た。 


▼デー リ！ テ レダ ラブ 巧 

(パィ ゥォ —夕— 巧】 この 本は 
ち 前は 巧 » 的で るる ポ W ホの « 
巧 を豫 巧した 早なる 5« 的な » 
でな {'日英 R なを W ホした 重 
« な 著 巧で ある …： みは « 巧し 
て 画 百したい •この 本 口ぶ わけ 
にょらず、 » 來の H 巧 画 巧に ■ 
* を もっ總 ての 人ポ み M だ 巧す 
•へを もので、 餐 巧を 興へ るよ リ 
も 寧る ためになる もので わる • 

▼マン チェ スタ！ ガ—デ 4 


アン 巧 この 本 few んで度 々9 
切に® じた ホは、 驚 < と いふよ 
リも 寧る 善 巧 •を » する « 姐ポあ 


德 とナる • 

▼ア— ミ— •王ン K •ネ —ビ 

! ガゼット 巧 お 丸み 巧の な 


る こ i ど •だが お乂 少佐を はで 巧ポ H 本人の 巧 ま 的な おで ある 
軍田 ま* 者 ゼ*ミ て ミら な ぶ？ 日本？ 何を イ るかは 


い •巧 巧は 日ネ は* はずして そ 
のみす るが ものを 巧たい とま tt 
ナる 『や 巧 主義者』 で わるの ゼ。 
巧し々 巧の やろ むぶ 巧は* H ネ 
人を* 一の なち でない ♦、日本海 
巧は か 住の やうな 『ホな ホ 巧者』 
ばか— が & ない ことを 巧々 は 巧 


仍人 も* 百ナ S ホは 化 ホない。 
日本は 現に 试 みつ、 るる まがへ 
の 曰 おで 困 力を 巧が せない 限 P 
巧 からざる やに 一巧を 巧へ るゼ 
らぅ •その 巧キポ W 田で あるか 
は*#: 人 も 豫言ナ る ことは 化 ホ 
ない。 

を 巧な 巧 巧 





